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凡例

1.遺物実測図の縮尺は以下の通りである。

-土器、 石器・........…・・……・ ・…・・・…・・・…・……・…・・・・…・・……・…・…・・………・…・・…・・・……・・・・…一一・… 1 4 

・銭……・ ……一一 -…・・……一 …・……・… …..一…・ー・…一-……・・…ー・……・・…・・……………………・ 1 1 

@特殊なもの (鉄製品、 土錘、 紡錘車等) ・・…・・……・・・・・・・・・・ー.....................................................1 2 

この限りでない物については図と共に縮尺を記した。

2. スクリ←ントーンが示すものは以下の通りである。

亡二コ灰柚陶器の施柏部分

黒色処理部分

赤色塗彩部分

3.土器は原則として見周以上残存するものを図化したが、必要と思われるものについてはこの限りではないO

L 土器の割れ口ラインの有無に関しては統一されていない。

5。土器の器種については原則として台部の付くものを端、付かないものを坪、口径に比して器高の低いものを皿

としたが、口径と底径の比、器高の割合等より上記にあてはまらないものもある。又、霊、童、鉢等の用語も使

用したが、これらも綿密な概念規定をしたものではなく、あくまでも整理上における便宜的なものである。

札口クロ回転による酸化焔焼成の土器には「土師質」の名称を用いた。(註 1) 

7. 色調については基準となる文献類は用いず、各色調の基準と出来る遺物を抽出し、これをもとに観察者間の相

違を無くすよう努めた。

8.寸法の()は推定値を表し、推定不可能な部位は記載しなかった。

9.本編における出土遺物の番号は、写真図版編の遺物番号と一致する。

10. iII.胎土分析結果報告」の図及び表については、改めて各番号を付けた。

(註 1)中沢悟「土師質土器についてJr清里。陣場遺跡』側)群馬県埋蔵文化財調査事業団、 1981 他を参考にした。
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図2 8-1号住居跡出土遺物

B-1号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 青5 告fZUE の 特 徴 成形・手法の特徴

l 珂二 口 13，8 上げ底の底部。体部はわずかな 底部左回転糸切り無調整。体~

(須恵) 底 7，0 膨らみをもって外傾気味に立ち 口縁回転ナデ。

両 3，8 上がり口縁はそのまま開く。器

面ザラっき不整形である。

2 杯、 口 13，5 上げ底気味の底部。体部から口 底部右回転糸切り無調整。体~

(須恵) 底 7，3 縁まで直線的に外傾する。器面 口縁回転ナデ。

高 4，2 ザラっきぼてっとしている。

3 巧= 口 13，2 体部は下位にわずかに膨らみを 底部左回転糸切り無調整。体~

(須恵) 底 6，2 もち外傾気味に口縁まで立ち上 口縁回転ナデ。

高 3，6 がる。器面ザラつく。

4 杯 口 13，4 上げ底の底部。体部は中位にわ 底部左回転糸切り無調整。体~

(須恵) 底 6，4 ずかな膨らみをもって立ち上が 口縁回転ナデ。

高 3，8 り口縁は外反気味。軽量で器面

ザラつく。

5 珂く 口(12，8) 体部から口縁まで直線的に立ち 底部回転糸切り無調整。体~口

(須恵) 底 6，8 上がる。器肉は均ーしている。 縁回転ナデ。

高 3，1 

6 土宛 底 7，0 台部は厚く短い。体部は膨らみ 底部右回転糸切り後台部貼り付

(須恵) をもって立ち上がる。 け回転ナデ。体部回転ナデ。

7 士完 口 14，3 肥厚な台部。体部は丸味をもっ 底部回転糸切り後台部貼り付け

(須恵) 底 7，7 て立ち上がり口縁は外反する。 回転ナデ。体~口縁回転ナデ。

両 5，4 器面ザラつく。

← 3 

1. B 区

日で牛ミヨク

。焼成・色調@残存 備考

-良好

-内外面黒色

• 7と~*Jノ

-不良

-淡褐色

• 90% 

-良好

-内外国黒色

。90%

@不良

@内外面黒色

• 7仁三Eァ7τf:ノノ

-良好 底部内外及

-黒色 び体部部分

.60% 的に黒色，

-不良(もろい)

-暗白灰色

-底部 1周、体部下

位少々

-不良

。内外面黒色

。口縁%周欠損

(70%) 



I 遺跡各区の出土遺物集成

B-1号住居跡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸法 (cm) 青3 有JtuE の 特 徴 成形・子法の特徴 -焼成・色調・残存 備考|

8 杯 台音f5下半欠損。体部下位は直線 底部右回転糸切り後台部貼り付 -良好

(須恵) 的に外傾する。 け回転ナデ。体部回転ナデ。 -灰色

-底部 1周、体部下

位少々

9 皿 口 13.5 台部は端部に丸味をもち垂直に 底部右回転糸切り後台部貼り付 -良好 底部内外面

(須恵) 底 7.8 付く。体部は直線的に大きく外 け回転ナデ。体~口縁回転ナデ。 -黒色 白灰色

高 2.5 傾し口縁はそのまま開く。底部 -完形

の器肉は非常に薄い。

B-2号住居跡

， ̂' 

2 
九一一一

I : 4 IOcm .~卜 ο

図3 8-2号住居跡出土遺物

B-2号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青三 態 。〕 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 窪 口 19.3 小さな底部。胴部下位は直線的 底部~鯛部外面中位斜めへラケ -良好

(土師) 底 7.3 に外傾し肩に張りをもっ、霊真部 ズリ。上位横へラケズリ。内 -暗赤褐色

高 18.0 で内傾し口縁は緩やかに長く外 面横ナデ。口縁内外面横ナデ。 .60% 

反する。全体的に薄手。

2 蓬 口 11.8 小型の婆。胴部は丸味をもって 底部~胴部外面斜めへラケズ 。良好
粗む砂粒をF| 

(土師) 底 7.6 緩やかに立ち上がり肩に張りを リ。内面へラナデ。口縁内外 -暗燈褐色

高 13.6 もつ。頚部が強くくびれ口縁は 面横ナデ。輪積痕有り。 .80% 

直立気味に立ち上がる。

3 紡錘車 径 4.0 錆で膨れるが、地金部と思われ 中心部では厚さ2.3rnrnを測る。 。芯部両側欠損

(鉄製) 重量 る。

15.0 g g 

4 
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図4 8-3号住居跡出土遺物

B-3号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青三 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

婆 口 (21.4) 胴部はわずかに膨らみをもっ。 胴部外面縦へラケズリ。内面横 -良好 粗砂粒を含

(土師) ナデ。口縁内外面横ナデ。 -燈褐色 む

-胴部上位~口縁%

周

2 E喜 口 (23.8) 最大径を胴部上位にもつ。胴部 口縁内外面横ナデ。胴部外面斜 -良好

(土師) は丸味をもって徐々に内傾し、 めへラケズリ。内面横ナデ。 -白灰色

口縁は緩やかに外反する。綱吉日 -胴部中位~口縁y4

に比して口縁は器厚。 周

3 杯 口 12.4 体部は大きく膨らみ、口縁は短 底部右回転糸切り無調整。体~ @良好 内面黒色処

(土師質) 底 6.7 く外反し、内面に稜を有す。 口縁回転ナデ。内面放射状の -暗樟褐色 理

高 4.2 ヘラミガキ。 -ほぼ完形

4 士完 口 (15.0) 直線的に外傾する体部中位、口 体~口縁回転ナデ。 。不良

(土師質) 縁は強く外反する。底部は欠損 -暗樟褐色

しているが台イ寸きになると思わ 。体中位~口縁y4周

れる。{乍りがもろい。

5 小 型瓶 胴部は中位に最大径をもち湾曲 胸部回転ナデ。頚部・胴部上位 -良好(焼きしまり

(灰粕) する。肩は張らずなだらかに内 ~中位にかけて施紬。 良い)

傾し、頚部はくびれる。小型の -白灰色(施粕部淡

瓶。 緑色)

-頚部~腕部少々

(30%) 
L ー L一一一

5 



I 遺跡各区の出土遺物集成

B-4号住居跡
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図5 8-4号住居跡出土遺物

B-4号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸 法 (cm) 官会 ムJ司Eニレ~、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考|

l 婆 底 (5.8) 婆の底部破片。胴部は直線的に 胴部外面縦へラケズリ。底部 。良好 粗砂粒を含|

(土師) 立ち上がる。器肉薄手。 手持ちへラケズリ。底部~胴部 . t登褐色 む

内面へラナデ。 @底~胸部下位少々

2 亨:=蜜 底 (8.0) 直線的に外傾する胴部下位。 底部 回転糸切り無調整。胴部 -良好

(土師質) 回転ナデで刷毛状の沈線がつ -燈褐色

く。 。底~胴部下位少々

3 土完 口 15.0 台部は付け方が雑で、太く短い。 底部切り離し後台部貼り付け -不良

(須恵) 底 (7.4) 体部はロクロ痕を残し外傾しな 回転ナデ。体~口縁回転ナデ。 -白灰色

高 5.7 がら口縁まで立ち上がる。 。底部少々、体~口

縁yz周

4 椀 底 (7.0) 台部は厚く外傾する。体部下位 底部 回転糸切り後台部員占り付 。不良 粗砂粒を含|

(須恵) は直線的に外{頃する。 け回転ナデ。体部回転ナデ。 -白灰色 む

-底音sYz周、体部下

位少々

一一一」一

ミミrミ干戸三LA〆でTf
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し B 区

B-5号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm)

l 均二 口 (12.8)

(須恵) 底 7.0 

高 3.5 

2 杯 日 (14.2)

(須恵、) 底 6.2 

両 3.4 

3 士先 口 (16.1)

(須恵) 底 7.0 

同 5.3 

4 皿 口 13.3 

(須恵) 底 7.4 

局 2.4 

5 皿 口 13.6 

(灰粕) 底 6.8 

高 2.9 

6 石 全長 10.0

重量 300g 

B-6号住居跡、

青多 肯1î~、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

体部は膨らみをもって立ち上が 底部右回転糸切り無調整。体~ -良好

り口縁少々外反。体部に比べて 日縁回転ナデ。 。白灰色

底部は器厚。 。60%

上げ底気味の底部。体部は直線 底部 回転糸切り無調整。体~ -不良

的に大きく外傾し口縁は短く外 口縁回転ナデ。 。内外面黒色

反する。底径と口径の差が大き -底部 1周、体部~

しユ。 口縁少々 (50%)

台部は垂直に関心体部は大き 底部右回転糸切り後台部貼り付 -良好

く外傾しながら立ち上がり口縁 け回転ナデ。体~口縁回転ナ -灰色

は外反気味。大型の域。 ア。 @底部~体部yz周、
口縁少々

不整形で雑なっくりの皿。体部 底部静止糸切り後台部貼り付け -不良 粗砂粒を含

は厚く外傾し口縁はそのまま開 回転ナデ。体~口縁回転ナデ。 -灰色 む

く。 -底部 1周、体~口

縁%周 (80%)

台部は断面台形で接地面が尖 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好

る。体部は直線的に外傾し、口 け回転ナデ。体~口縁回転ナデ。 。白灰色(施紬部淡

縁は内傾気味に開く。 口縁~体部にかけて内外面漬け 緑色)

掛け施紬。 .70% 

基本的に三面からなる。不整形 使用痕と思われる凹みが数か所 。灰色 集塊岩

な曲面をもっ石。 言忍めらhる。 . 左7三Eフ7了E仁ノノ

三三/ 3 ミ才J

モ主d k-Js;1 

tM  
ヘ主主ヂ

/'ß"~ 
!¥UL) J三号~

図 7 8-6号住居跡出土遺物(1)
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I 遺跡各区の出土遺物集成
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図8 8-6号住居跡出土遺物(2)

B-6号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) ID 肯山E、 の 特 f数 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 斐 口(19.7) 胴部上位最大径をもっ。口縁は 口縁内外面横ナデ。胴部外国 。良好 粗砂粒を合

(土師) 直立気味に立ち上がり上位で外 上位斜めへラケズリ。中位縦へ -澄褐色 む

反する。コの字状。 ラケズリ。内面横へラナデ。 @胴部中位~口縁vz
輪積痕あり。 周 (40%)

2 巧く 口 (132) 体部は膨らみをもって立ち上が 底部 回転糸切り無調整。体 ー良好(焼き締まり 小石を含む

(須恵) 底 (7.2) り口縁は外反する。外国の作り ~口縁回転ナデ。 良い)

局 3.8 が雑である。 -白灰色

-底部y3周と体部~

口縁少々

3 杯 底 (7.6) 体部は直線的に大きく外傾す 底部右回転糸切り無調整。体部 -良好

(須恵) る。軽量。 回車云ナデ。 -内外面黒色

-底~休部少々

4 杯 口(11.9) 底部ほとんど欠損。体部はロク 体~口縁回転ナデ。 。良好

(須恵) 底 (6 1) ロ痕を明瞭に残し立ち上がる。 -暗灰色

口容部外面は薄く、丸味をもち -体~口縁%周

突出している。 (20%) 

b 珂: 底 5.0 小さな底部。体部は直線的に上 底部右回転糸切り無調整。体部 @良好

(土師質) 方に立ち上がる。 回転ナデ。 -樫褐色

。底部 l周、体部下

位J.-:i周

6 土先 底 7.0 台部は作りが雑で、厚く少々外 底部回転糸切り後台部員占り付け -良好

(土師質) に関心底部器厚。 回転ナデ。体部回転ナデ。 -淡種褐色

-底部vz周体部下位

少々

7 士宛 台部欠損。休部は薄く底部は器 底部回転糸切り。体部回転 -良好 内面黒色

(須恵) 厚。体部下位は膨らみをもって ナデ。 -白灰色

立ち上がる。 -体部下位%周

8 域 底 7.4 台部は少々外傾、底部内面に沈 底部右回転糸切り後台部貼り付 。不良 粗砂粒を含

(須恵) 線が巡る。作りが雑である。 り回転ナデ。体部 回転ナデ。 。白灰色 む

-底部 1周、体部下

位少々

9 士完 底 6.7 台部は短く外反気味。底部の外 底部右回転糸切り後台部貼り付 。不良

(土師質) 側は稜が目立つ。 け回転ナデ。 -暗燈褐色

-底部 l周、体部下

位少々

10 皿 口 (12.0) 台部少々開く。体部は短く直線 底部回転糸切り後台部貼り付け 。不良 粗砂粒を含

(須恵) 底 7.0 的に外傾し口縁は水平気味。器 回転ナデ。体~口縁回転ナデ。 -黒灰色 む

高 2.7 面ザラっき、焼きしまりがなく 内面はらせん状のナデの痕明 -底部 1周、体~口

軽量。 瞭。 縁少々

(50%) 

8 -



1. B 区

B-6号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (αn) 育長 A，Huh E 、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

11 皿 口(14.2) 台部は高く薄手で先端はするど 底部右回転糸切り後台部貼り付 ー良好

(須恵) 底 6.3 い。体部は大きく開き口縁は強 け回転ナデ。体~口縁回転 -白灰色

高 3.3 く外反する。台部と口唇部の形 ナデ。 -底部 1周、体~口

態は特殊である。 縁少々 (50%)

12 蓋 ボタン状のつまみ。器厚な天井 天井部回転へラケズリ。 -良好 粗砂粒を含

(須恵) 部から体部までなだらかに開 -暗白灰色 む

-天井部~体部少々

13 長頚萱 底 7.5 台部は丸味をもち肥厚で短い。 底部回転糸切り後台部貼り付け 。良好

(灰粕) 胴部下位は直線的に外傾する。 回転ナデ。胴部回転ナデ。底 -白灰色(施粕部は

部内面と台部の一部に施粕。 淡緑色)

。底部 1周、胴部下

位少々

14 小型瓶 底 5.1 最大径を胴部中位にもつ。湾曲 底部右回転糸切り無調整。胴部 -良好(焼き締まり

(灰紬) 気味に立ち上がる胴部、肩部は 回転ナデ。下端は回転へラケズ 良い)

なだらかに内傾し頚部はくびれ リ。胴部に透明色の施粕。 -白灰色

る。底部大きく安定性のある小 • 90% 

型瓶。

B-7号住居跡、

い 可主言f

d怜

定
ψ
一

可三ノ

I : 4 IOcm 

図9 8-7号住居跡出土遺物

B-7号住居跡出土遺物観察表(1)

No. 器種 寸法(仁川 形 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 護 口 (19.2) 口縁は直立気味に立ち上がり上 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好

(土師) 位で外反する。コの字状。口唇 横へラケズリ。 -棒褐色

外面に l条の沈線が巡る。 。胴部上位~口縁%

周

十 9



I 遺跡各区の出土遺物集成

B-7号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸 法 (cm) 青Z 態 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

2 土不 口(13.6) 休部はわず、かな膨らみをもって 底部右回転糸切り無調整。体~ 。良好

(須恵) 底 (6.8) 口縁まで立ち kがる。器面ザラ 口縁回転ナデ。 。白灰色

向 3.6 っく。 -底部から口縁%周

(20%) 

3 巧〈 口 13.5 上げ底気味の底部。体音防〉ら口 底部右回転糸切り無調整。体~ -不良 底部外面に

(須恵) 底 7.1 縁まで直線的に外傾。もろく雑 口縁回転ナデ。 。検灰色 粘土粒が付

高 3.5 な作り。 -底部から口縁y2周 着

(50%) 

4 ま不 口(14.0) 上げ底気味の底部。体部はロク 底部右回転糸切り無調整。体~ -良好

(須恵) 底 (7.0) ロ痕を残し外傾しながら立ち上 口縁回転ナデ。 。淡掻褐色

高 3.4 がり、口縁は外反する。{本部は -底部y2周、体~口

薄く底部は器厚。 縁少々

5 士不 口(136) 体部は下位に少々膨らみをもち 底部回転糸切り無調整。体~口 。不良

(須恵) 底 (6.6) 上位は直線的に立ち上がる。も 縁回転ナデ。 -白灰色

ろい作り。 -底部から口縁少々

6 杯 口(13.8) 小さな底部。体部は緩やかな丸 底部右回転糸切り無調整。体~ -良好 底部外面黒

(須恵) 底 5.2 味をもって立ち上がる。口唇部 口縁回転ナデ。 。燈灰色 色

高 4.0 は非常に薄く突出する。 。底部 I周、体~口

縁少々

7 土質j 台部欠損。体部は中位に膨らみ 底部切り離し後台部貼り付け。 。不良 粗砂粒を含

(須恵、) をもち大きく開く。 体部回転ナデ。 -暗白灰色 む

。底部y2周弱、体部

下位少々

8 場 口 14.2 体部から口縁まで直線的に深く 底部回転へラ切り後台部貼り付 -良好

(須恵) 底 6.5 立ち上がる。少々不整形。 け雑な回転ナデ。体~口縁回 。灰色

主r>主ヨfヨ 4.9 転ナデ。 -底部 1周、体~口

縁%周 (70%)

9 塊 底 (6.4) 台部は短く外面に稜あり、作り 底部糸切り後台部貼り付け回転 -良好 粗砂粒を含

(須恵) は雑で底部は器厚。 ナデ。 -白灰色 む

。底部少々

B-9号住居跡

2 

I : 4 IOcm 

図10 8-9号住居跡出土遺物

- 10 



1. B 区

B-9号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育長 ムJ回山何E 、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

1 警 胴部下位から中位まで少々張 胴部外面へラケズリ。内面 -良好 2次焼成を

(土師) る。器肉は薄くもろい。 ナデ。 。淡褐色 うりている

胴部y4周

2 長 頚 査 直立気味に外反する太い頚部。 頚部 回転ナデ。内面に巻き上 -良好(焼き締まり 自然紬が部

(須恵) げ痕と思われる痕跡あり。 良い) 分的にかか

。青灰色 る

。頭部のみ

3 f不 口(13.5) 体部は直線的に口縁まで立ち上 底部右回転糸切り無調整。体~ 。良好

(須恵、) 底 6.7 ヵtる。 ロ縁回転ナデ。 -淡極褐色

同 4.4 。底部 l周、体~口

縁yz周 (60%)

4 珂: 口(130) 底部ほとんど欠損。体部はわず 底部回転糸切り無調整。体~口 。良好

(須恵) 底 (6.6) かな膨らみをもって立ち上が 縁回転ナデ。 。白灰色

局 (3 2) る。口縁は薄く少々外反する。 。底部少々、体~口

縁%周 (30%)

B-10号住居

京ヨ ン ¥一一一__j (/ 
¥ ペ/.. /'九

¥-EgLJJ交正1 I : 4 IOcm 

2 

図11 8-10号住居跡出土遺物

B-IO号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 育長 自巨 の 特 徴 成形・手法の特徴 a焼成@色調。残存 備考

珂= 口(12.7) 底部欠損。体部は直線的に立ち 体~口縁回転ナデ。 。良好

(須恵) 上がり口縁はそのまま開く。口 a 灰色

唇部は非常に薄い。 -体~口縁%周

2 域 口(13.2) {本部は膨らみをもって上方に立 体~口縁回転ナデ。 @不良

(土師質) 底 (6 8) ち上がり、口縁わずかに外反。 -暗燈褐色

高 5.2 もろい。 。底部yz周、体~口

縁%周

11-



I 遺跡各区の出土遺物集成

B-11 . 13号住居跡、

¥云量グ モ主三オ

¥
¥
パ
-
/

み
ん
腎
V

/

'

¥

、 。 I : 4 IOcm 

ロ
官
J

℃三三J:-d<、ゴイ
図12 B -11 • 13号住居跡出土遺物

B← 11・13号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 苛手 有山匡、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

警 ロ (20.4) なだらかな肩部から口縁まで 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) 徐々に内傾、口縁は外反、肥厚。 面縦へラケズリ。 。赤褐色

-口縁部~胴部上位

少々

2 杯 底(13.4) 台部は短く外に張り端部内側に 底部へラナデ後台部貼り付け。 -良好

(須恵) 平坦面をもっ。底径と口径の差 体部内外面回転ナデ。 -白灰色

が小さい盤状の台付杯。 -底部~体部少々

3 土宛 口 (11.6) ハの字形に開く細い台付の底 底部 回転糸切り後台部貼り付 。良好

(須恵) 底 7.0 部。丸味を持って立ち上がる体 け回転ナデ。体部~口縁部回 -白灰色

局 4.5 部。口唇部は尖りぎみ。 車云ナデ。 。底部 l周、体部か

ら口縁少々

4 境 底 (8.2) 断面三角形の台付底部よりやや 体部回転ナデ。 。不良(もろい)

(須恵) 丸味をもって立ち上がる体部下 -白灰色

位。器肉は厚くぼってりしてい -底部%周、体部下

る。器面は摩耗している。 位以周

l 椀 底 5.4 低い台部付の底部。直線的に外 底部回転糸切り。体部回転 。良好

(土師質) 傾する体部下位。 ナデ。 -燈褐色

-台付底部のみ

-12 



B-12号住居跡、
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13 

¥二-47乞J
16 17 

1・4
19 
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(Sニ去)

図13 B -12号住居跡出土遺物

B-12号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 1f3 肯d山E の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

1 )])] 釜 口(13.5) 内傾する胴上位。短い鍔は断面 口縁付近回転ナデ。 。良好

(須恵) 三角形を呈し、口縁は内傾し上 。?炎赤褐色

位やや直立気味。 。体部~口縁部少々

2 套 口 (13.2) やや丸味をもって立ち上がる胴 口縁部内外面横ナデ。 。良好

(土師質) 上位。口縁部は短く外反する。 。淡褐色

口唇部外面やや凹み面をもっ。 。口縁部y4周

厚手の小型妻。

3 台 付 斐 台部片。緩やかに広がる台部。 底部横ナデ。台部外面へラ 。良好

(土師) ケズリ。内面へラナデ。 。燈褐色

。台部少々

-13-



I 遺跡各区の出土遺物集成

B-12号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 背三 白百 の ヰ寺 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

4 均二 口 13.0 肉厚の底部から口縁部にかけ直 底部右回転糸切り無調整。体 。不良(もろい)

(須恵) 底 6.0 線的に立ち上がり口唇吉田は丸み 部~口縁部 回転ナデ。 a 白灰色

両 3.6 をもっ。 。底部 l周、体部

~口縁部%周

5 土不 口(13.0) 直線的に立ち上がる体部。口唇 底部 右回転糸切り無調整。体 。不良(もろい)

(須恵) 底 6.3 部に丸味を持つ。底部の器肉厚 部~口縁部回転ナデ。 。白灰色(外面部分

品 3.7 く体部は薄い。 的に黒灰色)

。底部%周、体部~

口縁部%周 (50%)

6 主不 口 (134) 底部より膨らみを持ちつつ緩や 底部摩耗のため不明瞭。体部 。良好(ややもろい)

(須恵) 底 (4.8) かに立ち上がる体部。口縁部は ~口縁部回転ナデ。 。黒灰色

高 (4 0) やや外反し口唇部は丸味をも 。50%

つO 底部の器肉は薄い。

均二 口(132) ゆるやかな丸味をもって立ち上 底部 回転糸切り無調整。体部 。不良

(須恵、) 底 (6.0) がり、口縁部は外反する。表面 内外面回転ナデ。 -黒灰色

高 (4 0) はザラつく。 。底部~口縁部少々

8 好〈 口(14.0) 不整形な底部よりやや丸味を 底部摩耗の為不明瞭。体部~口 。良好

(須恵) 底 6.5 もって立ち上がる体部。口縁部 縁部回転ナデ。 。淡黒色

fi主司T 3.9 で短く外反する。口唇部は丸い、 。底部vz周、体部~

底部の器肉は薄い。 口縁部少々 (30%)

9 士不 口 13.0 体部中位にやや丸味をもち口縁 底部右回転糸切り無調整。体 。不良(もろい)

(須恵) 底 5.3 部で短く外反する。やや不整形。 部~口縁部回転ナデ。 。黒色

~司主「 4.0 底部の器肉は厚く体部は薄い。 。底部 1周、体部~

口縁部%周 (70%)

10 杯 口(13.2) 底部カミら大きく外傾して開く体 !底部 回転糸切り無調整。体部 。良好

(須恵) 底 (6.0) 部及び口縁部。 ~口縁部回転ナデ。 。白灰色

f言司f (3 5) 。底部少々、体部~

口縁部少々 (30%)

11 杯 口 (134) 丸味をもって立ち上がる体部。 底部右回転糸切り無調整。体 。不良

(須恵) 底 (6.3) 日唇部肥厚。 部~口縁部回転ナデ。 。黄灰色

三田吉〕 3.9 @底部vz周、体部~

口縁部少々 (40%)

12 t完 底 7.0 体部は直線的に深く外傾する 底部右回転糸切り無調整。体部 。良好

(須恵) 回転ナデ。 。暗白灰色

。台付底部~体部中

位 l周 (30%)

13 士先 口(14.0) 台部は短く端部は平坦。丸味を 底部 回転糸切り後台部貼り付 。不良(もろい)

(須恵) 底 6.5 もって立ち上がる休部。口唇部 け回転ナデ。体部~口縁部 回 。j炎褐色

高 5.2 は丸味をもっ。 車云ナデ。 。底部 1周、体部~

口縁部%周 (60%)

14 士宛 底 7.0 台部は低く端部に丸味をもっ、 底部 回転糸切り後台部貼り付 。不良(もろい)

(須恵) やや不整形。 け回転ナデ。 。淡燈褐色

。台付底部のみ

15 土完 台部欠損。丸味をもって大きく 底部右回転糸切り後台部貼り -良好

(須恵) 外傾する体部。 付け回転ナデ。体部内外面 回 。暗白灰色

車云ナデ。 。台部欠損、底部~

体部下位 1周

14 



1. B 区

B-12号住居跡出土遺物観察表(3)

No. 器種 寸法 (cm) 青Z 肯口E、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

16 士宛 口(14.0) 短い台部より丸味をもって立ち 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好

(須恵) 底 (6 7) 上がる体部、口縁部で短く外反 け回転ナデ。体部~口縁部 回 -黒色

~さミb 5.0 する。 車えナデ。 。底部~口縁部y4周

(30%) 

17 士宛 底 8.0 台部は休部よりかなり内側につ 底部切り離し後台部付け回転ナ 。良好

(須恵) き、内傾する。休部下位は直線 デ。体部回転ナデ。 。黒色

的に立ち上がる。っくりは雑。 -底~口縁部%周

18 査 僅かに外傾する直線的な頚部下 頚部回転ナデ。 -良好

(灰粕) 位。 -白灰色(施粕部暗

緑色)

。頚部%周

19 勾 玉 全長 2.9 ややコの字状を皇し、穿孔は頚 。暗緑色 i骨石製

(22模)幅 0.95 部やや外側である。子Lの内側か -完形

孔径 0.2 ら外側に向かつて徐々に厚みを

厚さ 0.6 増す傾向て¥内側及び頭部は細

重量 4.1g かな平坦部がある。表裏面も比

較的平坦で、、裏面は特に、平坦

といえる。全面に滑らかである。

B-14号住居跡

セ=才

にD ¥ lノ
。 1 : 4 IOcm 

図14 B -14号住居跡出土遺物(1)

- 15 



I 遺跡各区の出土遺物集成

¥JJ 

1 : 4 IOcm 

図15 B -14号住居跡出土遺物(2)

16 -

17 。

ロ14 
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18 

仁コ
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へ
26 27 28 29 

じ 。C 己 (コ 己

31 。。 。 I : 4 IOcm 

図16 B -14号住居跡出土遺物(3)

B-14号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 背長 !周h山"、 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 均二 口 13.0 丸底の底部より湾曲しながら立 底部~体部外面 へラケズリ。 。不良

(土師) 高 4.7 つ体部。口縁と体部の境に稜を 内面不明瞭。口縁部内外面 "1登褐色

もち、口縁部は直立する。 横ナデ。 -底部~i本部 1 周

口縁部%周

2 巧ミ 口 12.0 丸底の底部。体部より口縁部は 口縁部内外国横ナデ。体部 -不良 内面黒色処

(土師) 稜をもって内傾する。底部から 摩耗の為不明瞭。 @黒色 理

体部の器肉は厚くもろい。 -ほほ完%

17 -



I 遺跡各区の出土遺物集成

B-14号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) iB A思M の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

3 杯 日 12.8 丸底の底部より口縁部との境に 口縁部内外面横ナデ。体部~ 。良好 粗砂粒目立

(土師) 局 4.9 稜をもち口縁部は直立する。厚 底部内外面摩耗の為不明瞭。 。燈褐色 つ

手で器面は荒れている。 。完形

4 士不 口 11.5 丸底の底部。大きく水平に突出 底部回転へラケズリ。体部~ 。良好

(須恵) 主F主弓T 4.5 する鍔をもち、口縁部は強く内 口縁部回転ナデ。 。灰色

傾する。 e~フ'GiBノ

5 胃j J不 口(18.4) 体部下位でやや内傾し口縁まで 内外面摩耗の為不明。 。良好

(土師) は長く開く。 -赤褐色

。脚部欠損、体部~

口縁部%周

6 護 口 18.6 小さい底部より直線的に立ち上 口縁部内外面横ナデ。胴部外 @不良

(土師) 底 6.2 がる細長い胴部で、中位やや張 面縦へラケズリ、下半は斜め . j登褐色

高 36.5 る。全体的に厚手でもろいつく へラケズリ。内面横へラナデ。 。胴部口縁部のー

りである。 部欠損 (80%)

7 婆 口 15.8 長胴部は不整形な砲弾形を呈 口縁部横ナデ。胴部外面へ 。不良(もろい)

(土師) す。全体にやや細身で口縁は大 ラケズリ。内面へラナデ。摩 -淡1登褐色

きく外反。 耗の為不明瞭。 。胴部の一部と底部

欠損 (60%)

8 Z室 口 19.4 長い胴部は中位に張りをもち、 口縁部内外面横ナデ。胴部外 。不良

(土師) 口縁部は緩やかに外反する。厚 面縦へラケズリ。内面ナデ。 -燈褐色

子で重みがあり非常にもろい。 -口縁部~胴部中位

l周 (60%)

9 甑? 口 (21.7) 胴部は太白で上半は直立。口縁 口縁部内外面横ナデ。桐部外 。不良(もろい)

(土師) は全くくびれずに短く外反す 面縦へラケズリ。内面 ミガ 。淡糧褐色

る。 キ状のナデを施し部分的に光沢 。口縁部~胴部下位

をもっ。 九周 (50%)

10 護 底 8.6 突出する底部より丸味をもって 胴部外面へラケズリ。内面 。良好

(土師) 大きく立ち上がる胴部下位。球 へラナデ。 -淡燈褐色

胴斐下位。 -底部 1周、胴部下

位少々

II 翠 底 (7 5) 突出する底部よりやや外反気味 底部手持ちへラケズリ。胴部 。良好

(土師) に立ち上がる胴部下位。 下位内外面へラナデ。 @燈褐色

-底部~胴下位少々

12 小型 鉢 口(16.2) 突出する底部より丸味をもって 口縁部横ナデ。体部下位へ -良好

(土師) 底 6.4 外傾する不整形な体部。口縁部 ラケズリ。 -掻褐色

高 11.1 で短く外反、底部の器肉大変厚 .50% 

く体部もやや厚い。

13 小型査 口(12.2) 丸底の底部で、胴部は球状の小 口縁部内外面横ナデ。胴部外 。不良 理内面黒色処
(土師) 高 11.8 型護。口縁はさほどくびれず短 面横へラナデ。内面へラナ 。暗燈褐色

く外反する。 デ。底部外面手持ちへラケズ 。口縁部と胴部のー

リ。内面へラナデ。 部欠損 (70%)

14 護 口 10.5 腰が張る扇平な球形の胴部、直 器面剥離の為不明瞭。 。不良(もろい)

(土師) 線的に直立する。口縁部は上位 -黄褐色

で少々外反する。 -胴部~口縁部y2周

(60%) 

15 小型域 口 5.3 厚手の小型域で口縁は直立す 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好

(土師) 底 2.6 る。 面へラケズリ。底部外面子 -暗樟褐色

高 3.7 持ちへラケズリ。外面へラナ -完形

ア。

-18-



1. B 医

B-14号住居跡出土遺物観察表(3)

No. 器種 寸法 (cm) 青ラ 首山包、 の 特 {数 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

16 喜本 外傾に面をもち尖り気味に外傾 底部 回転へラケズリ後台部貼 。良好

(須恵) する台部、体部は緩やかに立ち り付け内外面 回転ナデ。 。灰色

仁がる。底部から体部にかけて 。底部~体部 l周

の器肉は厚い。大型の鉢。

17 石 全長 13.2 隅丸長方形を呈し、右側面は 各面に摩滅した凹みが 1~ 2か -茶灰色 -複輝石安

重量 670g 徐々に薄くなる。 所存在する。 。完形 山岩

-床面

18 石 全長 13.0 扇平で表裏面は真平ら。両側面 表裏面非常に平滑で、側面凹み 。灰色 。輝石安山

重量 380g 中央付近は少々凹んでいる。 部もよく摩滅している。 。完形 岩

-床面

19 石 全長 14.1 左側面が徐々に厚くなり、表裏 側面の凹み部及び左側面上半の 。灰色 @輝石安山

重量 460g 及び左側面上半は平坦である。 平坦部はよく摩滅している。 。完形 正山王

両側面中央やや凹む。 。床面

20 石 全長 13.1 断面は凸レンズ状で上端部はや 両側部は僅かに欠かれ、上下端 。灰色 。輝石安山

重量 480g や凹み気味に平坦である。 部は細かな凹凸をもっ凹みでよ 。完形 正山ヨ

く摩滅している。 -床面

21 石 全長 11.7 右側がやや厚い不整長方形の断 左側面と裏面は整形の為に打ち 。茶灰色 。輝石安山

重量 430g 面、両側面及び表面は平坦であ 欠いた感じである。 -完形 正山王

る。 。床面

22 石 全長 12.4 断面不整三角形で、左斜面は中 全面よく摩耗しており、特に左 。灰色 。輝石安山

重量 420g 央付近が縦によく凹み、外側が 斜面はよく摩滅している。 。完形 岩

薄くなっている。 。床面

23 石 全長 12.0 各面平坦で左側やや厚手。右側 各面平滑で右側面の凹みはよく 。茶褐色 。輝石安山

重量 7l0g 面に 2か所僅かな凹みあり。 摩滅している。また、下面右側 。完形 正山王

の丸み部は擦られた為か白っぽ 。床面

く変色している。

24 石 全長 15.5 中央がやや膨らむ長楕円形で全 上端部付近やや摩耗した凹みが 。茶灰色 。輝石安山

重量 620g 体に丸みがある整った形状。 ある。又、下端部は少々欠損し 。完形 正山王

ており、そこを中心に石下半に 。床面

細かなヒビが入る。

25 石 全長 12.5 断面は上端が丸い扇平三角形。 裏面には人為的に欠いたと思わ 。茶灰色 -輝石安山

重量 400g 裏面は凹凸が多い。 れる凹みが数か所みられる。 。完形 正山王

-床面

26 石 全長 13.2 上半部は薄くなっており、足の 上下端部の欠損は小刻みで人為 。茶灰色 。輝石安山

重量 450g 形を思わせる。 的と思われる。それ以外の面は @完形 王山玉

滑らか。 。床面

27 石 全長 13.1 断面隅丸三角形で、上部はやや 各面よく摩耗し、滑らかである。 。淡褐色 。流紋岩

重量 500g 細くなっている。全体に丸みを 。完形 。床面

帯びる。

28 石 全長 14.3 断面隅丸三角形で各面共大きめ 各面滑らかで凹み部は摩滅して 。茶灰色 。複輝石安

重量 650g の凹凸が 2~3 か所ある。 し〉る。 @完形 山岩

。床面

29 石 全長 13.5 断面隅丸方形で、四角柱状の石 上端面は細かな凹みがあり敵打 。灰色 。輝石安山|

重量 900g といえる。下端面は丸い。 痕と思、われる。また、表面左の @完形 正山王

角は細かく打ち欠かれている。 -床面

30 石 全長 13.8 断面平行四辺形の四角柱状て¥ 各面よく摩耗しており、上端部 -暗灰色

重量 630g 下端部は丸い。他は各面共に平 付近の角は細かく欠かれてい 。完形

坦である。 る。 @床面

一一 19-
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1. B 区

B-15号住居跡

にI7

仁三己
く二三
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¥、
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:J j 
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川口
乙~

h ~ / I1 / /~_ ¥ 

ら
¥ 

己

こニニY 12 I4 

仁コo V" 0 仁〉 ζコ
仁〉
図

o ':4 

18 8-15ロ IOcm 

す住居跡出土遺物

B-15号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) if1 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

喜重 日 16，2 肩部は内傾し、口縁は短めに外 日縁部内外面横ナデ。胴部外面 。良好

(土師) 傾する。 へラケズリ。内面横ナデ。 -燈褐色

。口縁部付近%周

2 杯 口(134) 体部と口縁部の境に僅かな稜を 口縁部内外面横ナデ。底部~ 。良好

(土師) 高 4，3 もち、口縁部は短く直立する。 体部外国へラケズリ。内面 -樟褐色

ナデ。 060% 

3 石 全長 11.7 全体に丸みをもち、斜位の二面 細かな凹凸をもっ面はよく摩滅 -暗灰色 -輝石安山

重量 510g は弧状に凹む。 している。 07
と壬'GR正'/，ノ 正山ゴ

@床面
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-15号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 背三 白百 の 特 徴 成形。子法の特徴 -焼成。色調@残存 備考

4 石 全長 14.2 側面中央が大きく凹み細長い分 弧状の側面は細かな凹凸があ 。灰色

重量 520g 銅形を呈す。 り、厳打が頻繁であったと思わ 。完形

れしる。 。床面

υ 「 Jヨ 全長 10.0 平面形は長方形で、肩平な「岩 全体に摩耗しており、上下端の 。灰色 -複輝石安|

重量 360g 板j状を呈す。稜はない。 面は敵打の為か細かな凹凸あ @ ー部欠損 山岩

り。 (多孔質)

-フク土:

6 石 全長 12.3 断面三角形で各面共に平坦であ 全面よく摩耗し、滑らかである。 。白灰色 。輝石安山

重量 500g る。 。完形 正山玉

。床面

7 石 全長 14.5 断面は扇平な隅丸三角形で各面 全体的に摩耗しており、 仁下端 。茶灰色 。複輝石安

重量 660g 比較的平坦。 部付近に 2か所ずつ摩滅した細 にフ三Eフff仁ーノノ 山岩

かな凹凸面あり。 。床面

8 石 全長 10.4 不整形に凹凸のある楕円形の石 表裏両面に摩滅した凹みをも 。暗灰色 。輝石安山

重量 650g つ。 e フに士E二，jτf:ノc 正山王

。床面

一9 石 全長 13.7 中央で断面隅丸長方形。中央が 各面平滑で親指大の摩滅した凹 -暗茶灰色 。輝石安山

重量 440g 太白の不整多面体で各面平坦。 みがある。また、表の一面には 。完形 正山玉

径 1cmに満たない凹みが数か所 。床面

ある。

10 石 全長 15.3 上部斜位及び表面の二面は真平 全体に非常に平滑で摩滅してい 。暗茶灰色 。輝石安山

重量 610g らで、他は大きな凹凸面である。 る。 。完形 正μヨJ 

。床面

11 石 全長 15.9 中央部太く、両端部は先細りで、 各面平滑で、摩滅した凹みを数 -暗灰色 。輝石安山

重量 680g 大きな凹凸の面をもっ。 か所もつ。 。完形 正山ヨ

。床面

12 石 全長 8.7 断面楕円形で、小判形の整った小 全面摩耗しており、下端部がー 。茶灰色 。輝石安山

重量 210g 型の石 部欠損する。 。完形 王山王

。床面

13 石 全長 7.7 不整三角状の小型の石。 親指大の摩滅した凹みが数か所 。茶白灰 。輝石安山

重量 250g 見られる。 。完形 正山ヨ

(多孔質)

。フク土

14 石 全長 5.9 平面形は楕円で断面は片方平 片面は非常に平滑でよく摩滅し 。白灰色 -凝灰岩

重量 80g 土日、片方が弧状にふくらむ小型 ている。 。完形 。フク土

の石。

B-17号住居跡

I : 4 IOcm 

図19 8-17号住居跡出土遺物
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B-17号住居跡出土遺物観察表

NQ 器種 寸法 (cm) 育長 肯山邑、 の 特 i数

l 台付斐 口 19.2 肩部は丸味を帯びて大きく張

(土師) る。 S字状口縁台付察。

2 斐 底 7.8 小さい底部より胴部下位は大き

(土師) く開く、しっかりした作りで器

厚である。

B-18号住居跡、

ミD.
己

。(ユ 。
/ヘ

¥ 

13 / 

く3 。くコ

3 

成形。手法の特徴

口縁内外面横ナデ。肩部外面

左下斜め刷毛目。内面 ナデ。

底部外面手持ちへラケズリ。

内面 へラナデ。胴部下位外面

へラミガキ 内面へラナデ。

~i p 

1. B 区

-焼成。色調・残存 備考

。良好

。淡燈褐色

。口縁、肩部%周

。良好

-光沢のある黒色

。底%周、胴下位

少々

'-../ 

6 

口 己 〔三

¥/ 
11 に_/12 

口 ζコ 。

¥ノ

16 

仁コ 。 1 : 4 IOcm 

図20 B -18号住居跡出土遺物
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-18号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 育5 態 の 特 i数 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

土不 口 13.2 丸底の底部から体部。口縁で短 口縁内外面積ナデ。体部~底 -良好

(土師) 両 4.3 く内傾し、口唇部は細く尖る。 部外面へラケズリ。体部内面 -赤褐色

放射状へラミガキ。 060% 

2 巧て 口 13.2 丸底の底音防ミら体部、短い口縁 口縁内外面横ナデ。体部・底 -良好 070% 

(土師) は直立する。 部外面へラケズリ 内面ナ -暗1登褐色

ア。

3 石 全長 10.9 断面不整四角形で両端も揃った 全面共滑らかで、両側面の凹み -黄灰色 姉岩イI安山

重量 330g 形ではない。側面片方は弧状、 は人為的と思われる。 -完形

もう片方は凹凸がある。 -床面

4 石 全長 10.7 断面隅丸方形で両側面は中央が 両端を含む各面に親指大の摩滅 。茶灰色 -複輝石安|

重量 320g 僅かに回み、弧状を呈す。 した凹みが見られる。 。ゴに壬tJ!ノノ 山岩

-床面

5 石 全長 10.7 断面長方形で平面形は援形。片 側面中央付近及び表裏両面に摩 。茶灰色 -輝石安山

重量 290g 面は中央が弧状にふくらみ、{~Jj 滅した凹み部が認められる。 . フと士t7パ7ー3ノノ 岩

面は弧状に凹む。 -床面

6 石 全長 10.9 断面隅丸三角形で平滑面を 3面 両端部は敵打痕らしき細かな凹 -茶灰色 -輝石安山

重量 390g もつ。うち一面はさらに端に斜 凸があり、平坦面は全てよく摩 -完形 正山玉

めに擦られた面があり。両端部 耗している。 -床面

は球状。

石 全長 12.4 断面隅丸三角形。うち一面は弧 各面共よく摩滅する。 -灰色 -ひん岩

重量 440g 状に中央が凹み、他は比較的平 。三7士t~じ/ノ -床面

j管。

8 石 全長 10.6 断面は不整三角形で各面比較的 側面一部故意に欠損させ凹ま -淡褐色 -輝石安山

重量 280g 平j骨。端部は片方が平坦で片方 す。他面は部分的に僅かな凹み -完形 正山王

丸味をもっ。 あり。 -床面

9 石 全長 11.0 断面は片側が厚く、逆は薄い。 2面は平滑で、、端部片方が斜め -灰色 -複輝石安

重量 300g 不整楕円形。平坦面を 2面もち に欠損している。 。完形? 山岩

すわりはよい。 -床面

10 石 全長 12.0 断面隅丸方形で、やや不整形な 4面のうち 2面には上下 2か所 -茶灰色 -輝石安山

重量 310g 四角柱状を呈す。各面は僅かに の親指大凹みあり。 " '3三tJ!ノノ 正山玉

凹凸あり、端部は丸い。 -床面

11 石 全長 10.7 断面不整長方形で上下端いびつ 各面共に親指大の浅い凹みがあ -淡褐色 。石英質流

重量 270g な薄い四角柱状。 り、よく摩滅している。 0'7土tJ!ノ/ 紋岩

-床面

12 石 全長 11.8 l面のみ平坦な半円状の断面を 平坦面は摩耗しており、斜位面 @淡茶灰色 -輝石安山

重量 250g 皇し、他面は丸く、凹凸は少な の端部は敵打痕か、細かな凹凸 -完形 石山

しユ。 あり。 -床面

13 石 全長 10.4 断面・平面共に不整三角形に近 全体的にサ、ラっき気味で凹み部 -暗灰色 -輝石安山

重量 340g い。明確な平坦面はなく、親指 は摩滅している。 . フと士'e1f3ノ 王μJ王

大の凹みが数か所見られる。 -床面

14 石 全長 11.6 断面縦長台形で、平面は長方形 側面中央に一部親指大の凹みが @緑灰色 -閃緑岩

重量 460g を呈す。各面とも平滑て、整った あり、他面はほとんど平滑で、あ 0'7三Eフjf:ノノ -床面

四角柱といえる。 る。

15 石 全長 10.5 断面は薄い楕円形。端部片方が 突出部両側に人為的な凹みがあ 。黄灰色 。輝石安山

重量 220g 突出しており、全体的には丸み り、よく摩滅している。全体に . フc士t7仁Yでノノ 王山ゴ

をもっ。 滑らか。 @床面

16 石 全長 11.5 I面は平坦て、すわりよい。全体 明確な使用痕等は見当らない。 -茶灰色 @輝石安山

重量 330g に整った楕円形。 全体的にザ、ラつく。 。完形 正山玉

-床面
」ー 」一一一 L_ 
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1. B 区

B-19号住居跡

I : 4 IOcm ~ 
4 

図21 B -19号住居跡出土遺物

B-19号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 青三 態 の 特 徴 成形。子法の特徴 -焼成・色調・残存 備考|

l 珂く 口(13.2) 丸底。体部は浅めで口縁は短く 口縁内外面横ナデ。体部@底 -良好 粗砂粒まば|

(土師) 高 3.9 内和頁する。 部外面子持ちへラケズリ。内 . i登褐色 らに含む

面ナデ。 • 50% 

2 護 口 24.8 直立気味にたち上がる太い胴部 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好 粗砂粒まば

(土師) より頚部はわずかに括れ、口縁 面縦へラケズリ。内面横へ 。燈褐色 らに含む

で大きく外反する。 ラナデ。 -口~胴上位 1周

3 主喜 口 25.4 小さい底部。長胴部は上位に張 口縁部内外面横ナデ。胴部上 -良好 粗石少粒まば

(土師) 底: 4.5 りをもち、口縁は強く外反 位~中位外面縦へラケズリ。 @澄褐色 らに含む

同 34.8 中位~下位斜横へラケズリ 。80%

(一部分)。内面横へラナデ

(ていねい)。

4 婆 丸底の底部よりゆるやかに内湾 胴部下位外面 横へラケズリ。 。良好 粗砂粒まば

(土師) して立ち上がる小型球胴窪 内面縦指ナデ(一部)。 。暗樟褐色 らに含む

。底部少々
L一一

- 25 



I 遺跡各区の出土遺物集成

B-21号住居跡、
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1. B 区

B-21号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 青手 青'山E、 。〉 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

護 口 15.5 胴部より強く内傾し、短い口縁 口縁内外面積ナデ。胴部上位 。良好

(土師) は強く屈曲する。 外面へラケズリ。内面ナデ。 -淡燈褐色

。口縁 1周、胴上位

%周

2 斐 口 (15.6) 長い口縁は胴上位より屈曲して 口縁内外面横ナデ。胴部上端 。良好 粗砂粒まば

(土師) 外反する。 外面へラケズリ。内面縦指 @暗澄褐色 らに含む

ナデ。 。口縁付近少々

3 護 口 (13.3) 小型護、最大径は口縁にあり、 口縁内外面横ナデ。胴部上位 。良好

(土師) 屈曲して長く外傾する。 外面縦へラケズリ。内面横 。掻褐色

へラナデ。 。口縁~胴上位%周

4 斐 口(17.8) 外反する口縁部。 内外面横ナデ。 。良好

(土師) 。黒褐色

。口縁%周

5 台 付 婆 器厚でどっしりした台部はハの 底部内面ナデ。脚部外面指 a 良好 粗砂粒まば

(土師) 字状に長く開く。 ナデ。内面縦へラケズリ後ナ 。暗樟褐色 らに含む

ア。 。台部 1周

6 台 付 婆 底 (10.0) ハの字状に聞く脚部、裾端部、 脚部外面ナデ。内面へラナ 。良好 粗砂粒まば

(土師) 折り返し気味に少々突出してい ア。 。淡褐色 らに含む

る。 。脚部%周

7 小型土器 楕円形の不整形な体部で、厚さ 手づくねによるものと思われ 。良好

(土師) にもムラがある。底部付近は丸 る。外面は雑なへラナデ。内面 。燈褐色

く不安定。 は指ナデ。 。40%

8 器 L口A 口 (7.6) 台部中央に径 1cmの孔あり。体 体部内外面 へラミガキ。台部 @良好

(土師) 部は浅く丸味をもっ。 はていねいなナデ。 。淡燈褐色

。30%

9 τF主弓r 均二 口 15.2 杯部やや深く直線的に外傾す 杯部外面横。斜めへラケズリ 。良好

(土師) る。下位は器厚だが、口唇近く 後、放射状へラミガキ。内面 ナ 。燈褐色

にゆく程薄くなる。 デ後、放射状へラミガキ。 。坪部のみ

10 品 珂二 底(11.7) 脚部中位までは直立し裾端部に 脚部外面へラミガキ(不明 -良好

(土師) かけて大きくハの字状に開く。 瞭)。内面へラナデ。 。暗糧褐色

。脚部少々

11 石 全長 10.0 全体に丸味をもっ小型石で、裏 表 2か所、裏 1か所の指先大の 。灰色 安山岩

重量 150g 表に僅かな凹みがある。 凹み部は摩滅している。 。完形

12 石 全長 9.5 断面不整三角形で右側面平坦な 右側面非常に滑らかによく摩耗 。茶灰色 。安山岩

重量 120g 小型の石。 しており、他面にも所々摩滅し 。完形 。右側面に

た箇所がある。 すす付着

13 石 全長 8.3 上半部徐々に薄くなる小型石。 各面に摩滅した僅かな凹みがあ 。茶灰色 。安山岩

重量 160g る。 。完形

14 石 全長 8.0 全体に丸みをもっ小型石で所々 全体によく摩耗しており、下端 。黒灰色 。輝石安LW

重量 100g に僅かな凹みあり。 部には蔽打痕状の細かな凹みが 。完形 正山ヨ

ある。 。半分程に

すす付着

15 石 全長 8.1 表裏面比較的平坦で、、右側面は 上面左側面上部及び右側面はよ 。茶灰色 安山岩

重量 160g 内側、左側面は外側に弧状を呈 く摩滅している。 。完形

す。

16 石 全長 7.5 各面比較的平坦で、下半部は急 下半部及び右側面、裏面の凹み 。暗茶灰色

重量 90g に細身となる。 部はよく摩滅している。 。完形

。すす付着

27 



I 遺跡各区の出土遺物集成

B-21号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) ]f; 宵山E の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調・残存 備考

17 石 全長 6.9 表面三角状で裏面は丸みをもっ 平坦面 1~ 2か所の摩滅した凹 @茶灰色 。輝石安山

重量 1l0g 小型の石。 みがある。 。完形 岩

-部分的に

煤の付着

18 石 全長 6.8 断面隅丸方形で比較的整った形 全体によく摩耗している。 。暗茶灰色 。輝石安山

重量 100g 状の小型石。 。完形 岩

。半面すす

付着

19 石 全長 7.3 全体に丸みをもち、表面は比較 全体によく摩耗している。 。暗茶灰色 。輝石安山|

重量 100g 的平坦。 -完形 正山王

-半面すす

付着

20 石 全長 6.5 表裏面平坦で、長い六角形状を 側面は人為的に打ち欠け、表裏 。茶灰色 @複輝石安

重量 60g 呈す小型石。 面はよく摩耗している。 . 7'Gifノノ 山岩

。半面すす

付着

21 石 全長 7.4 上半部徐々に薄くなる多面体の 各面摩滅した凹みをもっ。 。灰色 。複輝石安

重量 100g 小型石。 . ブ白c18ノ ill岩
。半面すす

付着

22 石 全長 6.6 断面台形で各面に僅かな凹みが 上面は細かな凹凸があり、敵打 。茶灰色 -輝石安山

重量 1l0g ある。 痕と思われる。他の凹みはよく 。完形 正山王

摩滅している。 -半面すす

付着

23 石 全長 7.4 表面凹凸が多く、側面仁下は僅 表面は細かく欠かれている。{則 -茶灰色 。複輝石安

重量 80g かな凹みがある。 面の凹みは摩滅している。 。完形 山岩

。半面すす

付着

24 石 全長 7.0 断面隅丸三角形で全体に丸みの 全面平均的に摩耗している。 。茶灰色 。輝石安山

重量 1l0g ある小型石。 。完形 岩

。半面すす

付着

25 石 全長 6.1 不整形な小型石で、全 4か所に 凹み部は他部分より摩耗してい -茶灰色 複輝石安山

重量 80g 凹み部がある。 る。 。完形 岩

26 石 全長 6.6 下半部の細しミノト型の石。 下半部両側面は親指大に凹み摩 。茶褐色 。複輝石安

重量 70g 耗している。 。完形 山岩

。大半にす

す付着

27 石 全長 6.2 両側面中央がやや凹む小型石。 全面滑らかでよく摩耗してい 。茶灰色 安山岩

重量 60g る。 -下端部欠損

28 石 全長 6.6 全体に丸みをもっ小型の石。 裏面と下端部は摩滅した細かな 。茶灰色 。安山岩

重量 70g 凹みがあり、表面は剥離した凹 。完形 。半面すす

みである。 付着

29 石 全長 7.0 丸みのある楕円状で右側面中央 全体によく摩耗している。 -茶褐色 。輝石安山

重量 llOg 弧状に凹んでいる。 。円高部欠損 正山王

。半面すす

付着

30 石 全長 5.8 断面隅丸三角形で不整楕円形の 全面よく摩耗している。 。暗灰色 輝石安山岩

重量 60g 小型石。 。完形

- 28-



B-21号住居跡出土遺物観察表(3)

1. B 区

形態の特徴 。焼成。色調。残存成形。手法の特徴

全体に丸みをもっ濡平な小型 i全面よく摩耗し、右側面中央と|。茶灰色

石。 I左側面下位に僅かな凹みあり。 I・完形

B-22号住居跡、

B-22号住居跡出土遺物観察表

シ~
J三ー二1

一
一
字
一一片

7~ 
1・4 IOcm 

No 器種 寸法 (cm) 青手 宵，山E の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

1 委 口(18.4) 最大径胴中位に持ち、肩部丸味 口縁内面中位輪積痕明瞭。 。良好

(土師) をもって張り出す球胴斐。口縁 胴部上位~中位外面縦斜めへ 。燈褐色

は短く直立する。 ラケズリ。内面横へラナデ。 。口~胴中位%周

2 護 口 21.0 肩部大きく張り出し、口縁で外 口縁部内外面 横ナデ。胴部上 -良好

(土師) 傾する。口唇部外面突出する。 位外面横へラケズリ。内面 @燈褐色

胴、器薄である。 横ナデ。 -口縁%周、胴上%

周

3 婆 口 (24.0) 大型球胴斐の口縁部。口径は大 口縁部内外面横ナデ。胴部ヒ 。良好

(土師) きい。 位外面横へラケズリ。内面 。権褐色

横へラナデ。 @口縁片;，z周弱

4 鉢 口 (280) 大型、口縁外反し、口唇部近く 体部上位外面斜めへラケズ 。良好 粗砂粒まば

(土師) で外側へ突出している。 リ。内面横へラナデ。 。掻褐色 らに含む

。口縁付近%周

5 珂= 口 13.6 あげ底の底部より直線的に外傾 底部 回転へラ切り無調整。口 @良好 部分的に白

(須恵) 底 8.0 する体部から口縁部。 縁~体部内外面 回転ナデ。 。灰色 然紬

両 3.8 。80%

- 29-



I 遺跡各区の出土遺物集成

B-25号住居跡、
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図24 8-25号住居跡出土遺物

B-25号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) jf; 肯'山E の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

婆 口 (24.5) 小さい底部より胴下位はほぼ直 口縁内外面横ナデ。胴上位外 -良好

(土師) 線的に外上方へ立ち上がる。胴 面縦へラケズリ。胴下位外面 -暗樟褐色

中位から上位に張りをもっ長胴 斜めへラケズリ。内面 ナデ。 -口縁y:i周、胴上%

護。 周、胴下位と底部

y:i周

2 歪 口(117) 直立気味な胴上位、わずかにく 摩耗のため不明瞭。 -不良(もろい) 小石まばら

(土師) びれて、口縁は短くわずかに外 。赤褐色 に合む

反。 。口縁y:i周

3 ~ 口(15.2) 肩部丸く張り出し、口縁ゆるや 口縁内外面横ナデ。胴部上位 -良好

(土師) かに外反する。口唇部は丸く器 外面縦@横へラケズリ。 -暗澄褐色

厚である。 -口縁%周

4 杯 口 12.0 丸ぽの底部から 1付湾気味に立稽ち I~縁内外向篠ナデ。体部底 。良好

(土師) 高 (42) 上がり、日縁に至る。底部肉 部外面子持ちへラケズリ。 -掻褐色

で口縁付近厚手。 。60%
」 一一
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-26号住居跡出土遺物観察表

Nコ 器種 寸法 (cm) 元手 有山色、 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

斐 口 (220) 小さい底部より、胴下位はほぼ 口縁部内外面横ナデ。胴部土 -良好 粗砂粒まば

(土師) 底 6.0 直線的に外上方へ立ち仁がる。 位~中位外面縦へラケズリ。 -暗掻褐色 らに含む

局 35.4 胴上位やや張り、頚部で少しく 下位横へラケズリ。小石の動 -底 1周、胴~口縁

びれて、口縁で大きく外反する いた痕明瞭。胴部内面横へラ 部 (40%)

長胴窪。最大径を口縁にもつ。 ナデ。

2 亨l支lfコ 口 (202) 小さい底部、直立気味の長胴ガ 口縁部内外面横ナデ。胴吉15上 -良好 粗砂粒まば

(土師) 底 5.3 メ、胴上位にやや張りをもち、 {立~中位外商縦へラケズリ。 。暗赤褐色 らに含む

信1 34.0 口縁で大きく外反、胸部器薄で 内面ナデ。 -口縁%周、胴%周、

ある。 底 1周 (70%)

、つ} 婆 口 21. 8 胴部は直立気味で、そのまま括 口縁内外面横ナデ。胴部上位 -良好

(土師) れずに口縁で外反する。やや歪 ~中位外面縦へラケズリ。内 -明澄褐色

みあり。 面横へラナデ。 。口縁 I周、胸部上

位~中位少々

4 蓬 口 (20.7) 直立する胴上位より口縁大きく 口縁内外面横ナデ。桐部上位 -良好 小石まばら|

(土師) 外反する。 外面縦へラケズリ。内面横 。稔褐色 に含む | 
ヘラナデ。 -口縁片%周

5 5l!' 口 23.6 底部欠損、胴上位やや張る長胴 口縁内外面横ナデ。胴上位 。良好 粗砂粒まば|

(土師) 室。口縁で大きく外反。 ~中位外面縦へラケズリ。胴 • j登褐色 らに含む | 

中位~下位外面横へラケズ 。底部のみ欠 (90%)

リ。胴部内面横へラナデ。

6 写:玉信石 口 (23.0) 直立気味に立ち上がる太い長胴 口縁部内外面横ナデ。胴部上 -良好 小石多量含|

(土師) 部。頚部ややくびれて口縁で外 位~中位外国縦へラケズリ。 -燈褐色 む

反する。 内面横・斜めへラナデ。 。口~胴中位y2周

7 鉢 口 (22.6) 丸底で半円状の大型鉢、口縁付 口縁内外面横ナデ。体部~底 。良好 小石まばら|

(土師) 同J 10.9 近は直立する。 部外国へラケズリ。内面ナ -赤褐色 に合む

ア。 。口~体%周(30%)

8 杯 日(142) 丸底の底部より湾曲して立ち上 摩耗のため不明瞭。 。良好

(土師) がる体部、口縁で短く内傾し、 。明樟褐色

口唇部は内へ突出。 .50% 

9 杯 口(12.5) 丸底。口縁部との境に丸味を 口縁内外面横ナデ。体部底部 -良好

(土師) 局 4.4 もった稜をなし、口縁部下位は 外面へラケズリ。内面へラ 。淡掻褐色

直立し、上位で大きく外反する。 ナデ。 。30%

10 :Jqく 口 (13.0) やや膨らみをもって立ち上がる 体部内外面回転ナデ。外面 -良好

(須恵) 底 (8.0) 体部、口縁でわずかに外反し、 擁櫨痕明瞭。底部 回転へラ切 -暗灰色

局 4.0 口唇部器薄である。 り無調整。 .20% 
一」
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1. B 区

B-27号住居跡、
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図26 B -27号住居跡出土遺物

B-27号住居跡出土遺物観察表(1)

Nu 器種 寸法 (cm) 青手 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

1 杯 口 12.8 口径大きく、体部は直線的に外 口縁~体部内外面回転ナデ。 。良好

(須恵) 底 6.0 傾し口縁で外反する。作りは粗 底部左回転糸切り無調整。 。白灰色

両 3.4 雑。 。完形

2 杯 口 (12.5) 体部直線的に外傾し、口縁部弱 口縁~体部内外面回転ナデ。 -不良

(須恵) 底 (6.0) く外反、器肉やや厚め。 底部右回転糸切り無調整。 -暗白灰色

高 4.1 。40%

3 杯 口 (12.5) 少々丸味をもって口縁まで外傾 口縁~体内外面 回転ナデ。底 -良好

(須恵) 底 (5.5) する。やや厚手。 部回転糸切り無調整。 -白灰色

高 4.7 -口縁~底部(30%)

4 士先 底 6.2 台部やや不整形。表面ザラつく。 内外面 回転ナデ。底部右回転 -良好 粗砂粒を含

(須恵) 糸切り後台部貼り付け回転ナ -灰白色 む

ア。 -台部のみ

5 士宛 !底 6.2 短い台部は不整形で体部は湾曲 体部内外面 回転ナデ。底部回 。不良

(須恵) 気味に深く立ち上がる。作りは 転糸切り後台部目占り付け回転ナ -白灰色

雑でもろい。 ア。 。底部~体部 1周

(60%) 

6 士宛 口 16.0 体部深く口縁薄手、台部短く外 口縁~体部内外箇回転ナデ。 -良好

(須恵) 底 7.2 傾。 。黒色(内外面共)

高 (6.5) 070% 

7 士完 口 (13.7) 直線的に外傾する深い体部、口 口縁~体内外面 回転ナデ。 -良好

(須恵) 唇端部尖り気味。 -白灰色

-口縁~体中位少々

8 皿 口 (172) 体部大きく外傾する。大型の皿。 内外面回転ナデ。 -良好

(須恵) e 灰色

。口縁~体部泌周
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図27 B-28号住居跡出土遺物

B 28号fi;J，r}断ilH土ill物制訴さ点
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B 28号住居跡出土遺物
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B-29号住居跡、

10 

くコ ζコ

B-29号住居跡出土遺物観察表(1)

〈二 35 

1. B 区

人三J

ご~

。

じ

ム
|・ 4 IOcm 

No. 器種 寸法 (cm) 育長 肯~、 の 特 徴 成形@手法の特徴 。焼成。色調・残存 備考

1 ~ 口 24.4 長胴部はゆるやかに立ち上がり 口縁内外面積ナデ。胴外上位 -良好

(土師) 十舌れす、にそのまま口縁はタト反。 ~中位縦へラケズリ。胴下半 。1登褐色

横へラケズリと縦へラケズリが 。底~胴下位欠損

入り混じる。胴内面横ナデ。 (70%) 

2 斐 底 (4.5) 小さな底部から僅かに丸味を持 胴外面下位斜めへラケズリ。 。良好

(土師) ち外傾する胴部に至る。 内面横ナデ。 。経褐色

。底~胴下位見周

、ー_-コ

11 

亡コ C 

図28 8-29号住居跡出土遺物

35 -



I 遺跡各区の出土遺物集成

B-29号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) * 態 。〕 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

3 士不 口(103) 湾曲気味に立ち上がる体部。口 口縁内外面横ナデ。体~底部 。良好

(土師) 高 (3.0) 縁で短く直立する。薄手でやや 外面へラケズリ。内面横ナ 。燈褐色

小型の丸底の杯。作りはていね ア。 .20% 

"'0 
4 土不 口 11. 3 湾曲しつつ立ち上がる体部。器 体~底部外面子持ちへラケズ 。良好

(土師) 高 4.1 肉厚く不整形な丸底の杯。 リ。内面横ナデ後一部へラミ 。燈褐色

ガキを施す。 .90% 

5 皿I 口(19.0) 体音Il大きく外傾、口縁直立気味 口縁内外面横ナデ。体外面 @良好(焼きしまり

(土師) に短く立ち上がる。大型の皿。 へラケズリ。 悪い)

。i炎燈褐色

.30% 

6 f不 口(13.2) 大きめの底部より、体部下位は 口縁~体部内外面回転ナデ。 。良好

(須恵) 底 (8 0) やや張り、外傾する。 。白灰色

局 3.8 .20% 

7 石 全長 9.7 断面は肩平な三角形で、両側部 両側部及び側面はよく摩耗し凹 。暗灰色 -輝石安山

重量 160g が少々凹んでいる。 んでおり、上部の欠損状の部分 . フと士ロoJf:ノノ 石山

もよく摩滅している。 -床面

8 石 全長 9.0 全体に丸みをもった、小じんま 全面摩耗しており、左側面中央 。茶灰色 。輝石安山

重量 280g りした石。 付近やや凹んで摩滅している。 。完形 正山王

-床面

9 石 全長 10.9 扇平で、平面形は「足形Jであ 全体的に滑らかで、明確な使用 。茶褐色 。輝石安山

重量 1909 る。凹凸はほとんどない。 痕は認められない。 @完形 岩

。床面

10 石 全長 9.8 右側面が厚めで表面は平坦。側 細かな凹凸のある凹み部はよく 。暗茶灰色 -輝石安山

重量 260g 面及び上下端部面は中央付近凹 摩滅している。 。完形 正山玉

む。 。床面

11 石 全長 9.4 全体に丸みをもち、表面上半部 凹み部はよく摩耗している。 。茶白灰 -流紋岩

重量 200g は大きく弧状に、下半は lか所 - にY全EブT正tノノ 。床面

が僅かに凹んで、いる。

12 石 全長 9.2 長楕円形を呈し、全面ザ、ラつい 表面 Iか所、裏面 2か所の人為 。暗茶灰色 。輝石安山

重量 210g ている。 的な凹みが存在する。 @完形 岩

-床面

13 石 全長 10.3 表裏及び右側面が平坦で、両側 中央部の側面から稜にあたる部 -暗灰色 -輝石安山

重量 230g 面中央は僅かに凹む。 分は人為的に凹み、よく摩滅し -完形 岩

ている。平坦面も滑らかである。 -床面

14 石 全長 7.6 断面三角形で所々に不整形な凹 所々に摩滅した凹みをもち、全 -青灰色 @輝石安山

重量 200g みがある。 体によく摩耗している。 -半分欠損 正山玉

。床面
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1. B 区

B-30号住居跡

一一戸川

一¥ミい「¥

。 I : 4 IOcm 

6 

図29 B -30号住居跡出土遺物

B-30号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 育長 ム'円L与ト巴τ 、 の ヰ寺 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

l 斐 口 (25.3) 張りをもっ胴上位から「く」の 口縁内外面横ナデ。胴外面横 。良好

(土師) 字状に括れて外反する口縁に至 へラケズリ。 。燈褐色

る。大型の球胴妻。 。口縁部%周

2 E霊 球胴婆底部から下位片。下位で 胴部外面横~斜めへラケズ 。良好

(土師) わず、かに括れ中位で再び膨らむ リ。内面横ナデ。底部中央丸 -燈褐色

形態であろう。非常に薄い。 く欠損しており、故意に穿孔し -底~胴下位~周

たものかもしれない。

3 甑 底(11.0) 底部全面穿孔型の大型額、穿孔 胴外国下位斜めへラケズリ。 。良好

(土師) 部先端はていねいにナデられ薄 内面は斜め指ナデ及びへラナ 。燈褐色

く丸味をもっo ア。 -胴下位凡周

4 台 付 斐 全体的に器肉厚いが底部は特に 胴外国下位へラケズリ。台部 -良好

(土師) J享い。 外面ナデ。 -暗燈褐色

-台部~底部少々

5 台付婆 台部厚めでハの字状に開く。表 外面縦へラケズリ。内面縦 -不良

(土師) 面がザラつきもろい。 ナデ。 。淡黄灰色

-台部のみ

6 杯 口 (16.1) 体部下位に丸味を持ち直線的に 体部内面斜めへラミガキ。 -良好

(土師) 底(105) 外傾して開く大きな杯。 。燈褐色

両 4.0 。口縁~底部%周

(30%) 
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-30号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 形 肯1l~、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調@残存 備考

7 杯 口 13.8 やや上げ底の底音防当ら直線的に 口縁~体部内外面 回転ナデ。 -良好(焼きしまり

(須恵) 底 7.6 外傾する体部と口縁部。底部器 底部回転へラケズリ後へラナ 良い)

高 4.2 肉厚い。 7 0 -白灰色

。60%

8 均二 口(13.6) 口径大きく体部にわずかにふく 日縁~体部内外面 回転ナデ。 -良好(焼きしまり

(須恵) 底 (7.6) らみを持つ。器肉は全体的に薄 底部回転へラ切り。 良い)

主f司主「 3.9 手で内面はなめらかな仕上げ。 -白灰色

。30%

B-32号住居跡、

~ 

1Lj 

三~午pzデ

|・ 4 I Qcm 

図30 8-32号住居跡出土遺物

B-32号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 青ラ 肯E の 特 徴 成形。子法の特徴 -焼成。色調。残存 備考

婆 口 (212) 口縁に最大径をもっ。底部から 口縁内外面横ナデ。胴外面上 。良好

(土師) 底 4.6 胴下位は非常に細身で上位はや 位~中位縦へラケズリ、部分 。暗燈褐色

高 32.7 や張り気味。全体的に薄手。 的に横へラケズリ。 。70%

2 巧二 口 10.2 小型の丸底杯で、口縁短く内傾 口縁内外面横ナデ。体~底部 。良好

(土師) 高 3.3 気味に立ち上がる。底部から体 外面へラケズリ。内面横ナ -燈褐色

部にかけて器肉はほぼ均一。 ア。 。50%

3 f不 口 10.5 丸底の杯で、口縁部短く立つ。 口縁部内外面横ナデ。体部外 。良好 底部外面に

(土師) 高 3.7 底部内面は不整形。 面へラケズリ。内面横ナデ。 。澄褐色 黒斑

。口縁と体部少々欠

損 (90%)
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1. B 区

B-32号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 青5 ム同'也ν包、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調。残存 備考

4 均二 口 9.0 小型で器高の高い丸底の杯、底 口縁内外面 回転ナデ。底部外 -良好

(須恵) 高 4.0 部は厚い。 面回転へラケズリ。 -灰色

-ほぼ完形

D 盤 口 (26.0) 小さな台部に大きな皿が乗る形 口縁内外面回転ナデ。体~底 -良好

(須恵) 底 5.8 態で口縁部は丸味を持ち外傾す 部外面 回転へラケズリ。内面 -灰色

局 (4.3) る。器肉厚め。 刷毛状のへラナデ後日Pきを施 030% 

す。台部貼り付り内外面回

転ナデ。

B-34号住居跡

国 ィJFR! I : 4 IOcm 

図31 8 -34号住居跡出土遺物

B-34号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 青芸 官口E、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 椀 底 7.3 台部は太く外に張り出し、端面 体部内外面回転ナデ。底部回 -良好

(灰粕) は外傾する。 転糸切り後台部貼り付け、内外 -白灰色

回転ナデ。施紬部は欠損、一部 -底部%周、体部

流れ落ちた粕の痕残る。 少々

B-35号住居跡、

」

cコ

LlJ 
¥中パザ ¥ 4j
ロ?丸信;ゆ

。 I : 4 IOcm 

図32 8-35号住居跡出土遺物(1)
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I 遺跡各区の出土遺物集成
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図33 B -35号住居跡出土遺物(2)

B-35号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 形 青E の 特 i数 成形・子法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 斐 口 20.3 胴上位に最大径をもっ。非常に 口縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好

(土師) 薄い。 へラケズリ。内面ナデ。 。i炎暗褐色

-口縁 vz周、胴部

少々 (30%)

2 巧二 口(12.3) 平底。体部直線気味に外傾。器 口縁内外面横ナデ。体部~底 -良好

(土師) 底 (7 5) 厚。 部外面へラケズリ。内面ナ -権褐色

高 (4.0) ア。 .30% 

3 土先 口 14.6 台部は短く、接地面は内側。体 口縁~体部内外面 回転ナデ。 -良好

(土師質) 底 6.0 部は膨らみをもって大きく立ち 底部切り離し後台部貼り付け内 -淡掻褐色
主F主司f 5.7 上がり臼縁で外反する。 外回転ナデ。 .90% 

4 域 口 15.3 台部は厚く、短い。体部は大き 口縁~体部内外面 回転ナデ。 -良好 体部外面に

(須恵) 底 7.0 く外傾し、口縁でやや内側に入 底部回転糸切り後台部貼り付け -暗灰色 墨書「令J?
高 6.0 る大型の域。 内外回転ナデ。 -底部 l周口縁~体

部%周

U 砥 石 全長 10.0 断面は丸みをもった扇平な長方 全面比較的滑らかだが、擦痕は -淡褐色 流紋岩

重量 130g 形である。 見当らず、砥石との性格づけも -下位一部欠損

疑問が残る。

6 土高 口 (13.3) 低い台部、体部は深く直線的に 口縁~体部内外面回転ナデ。 -不良

(須恵) 底 6.0 外傾し、口唇部は丸い。 底部切り離し後台部貼り付け内 -淡燈褐色

高 5.0 外ナデ。 .30% 

7 均二 口 11.6 やや小ぶりの浅い杯で体部にふ 口縁~体部内外面回転ナデ。 。良好

(土師質) 底 4.5 くらみをもち、口縁で短めに外 底部右回転糸切り無調整。 -淡黄灰色

主I司主 3.3 反。 。70%

8 杯 口(13.0) 体部大きくふくらみ、口縁外反。 口縁~体部内外面 回転ナデ。 -良好

(須恵) 底 (6 5) 薄手。 底部右回転糸切り無調整。 -灰色

高 4.0 . 30% 

日 高 士不 脚部ハの字状に開く。しっかり 脚部内外面 回転ナデ。 -良好

(須恵) した作り。 -灰色

-脚部のみ

10 士売 底 8.0 台部接地面内側に尖る。 体部内外面 回転ナデ。底部切 -良好(焼きしまり

(灰粕) り離し後台部貼り付け、内外面 良い)

回転ナデ。体部内面少々施粕部 -暗白灰色

分残る。 -台部%周、体部

少々
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1. B 区

B-36号住居跡

:コ にJi I : 4 I Qcm 

図34 8-36号住居跡出土遺物

B-36号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 青ラ 育E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

均二 日 10.3 小ぶりの丸底の杯で薄手。口縁 口縁内外商横ナデ。体部~底 。良好

(土師) 高 3.4 直立気味に立ち上がる。 部外面 へラケズリで部分的に -掻褐色

指押え。 。20%

2 均二 口(12.0) 平底に近い丸底。体部から口縁 口縁内外面横ナデ。体部~底 -良好

(土師) 高 (4.0) にかけて器厚で直線的に外傾す 部外面へラケズリ。内面ナ -燈褐色

る。 プ。 -口縁~底部少々

(20%) 

B-37号住居跡、

/¥ 

5 

¥↓J につ

8 (S ~+) 

ζ=コ

図35 8-37号住居跡出土遺物 。 |・ 4 I Qcm 
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-37号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 形 首'山E の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

主主 口 23.0 小きな底部。最大径を口縁にも 胴部~底部外面斜めへラケズ -良好 小石と組砂

(土師) 底 6.3 つ。胴部は上位に張りをもち口 リ。内面横ナデ。 。赤褐色 午立を多量に

高 32.3 縁は大きく外反する。薄手の長 。口縁~周欠損 含む

胴斐。

2 護 口 (22.8) 口縁に最大径をもっ長胴察。胴 口縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好

(土師) 部上位は張りをもたない。 縦へラケズリ。内面積ナデ。 -掻褐色

-胴中位~口縁少々

3 均二 口(13.3) 丸底の底部より体部は湾曲し口 摩耗のため不明瞭。 -良好

(土師) 高 4.6 縁付近直立する。 。燈褐色

050% 

4 杯 口 (142) 丸底の底部より体部は深く湾曲 摩耗の為不明瞭。 -良好

(土師) 前 5.3 しながら立ち上がる。口縁は外 -明掻褐色

傾して開く。 050% 

5 石 全長 15.0 全体に丸みを帯びるがすわりは ヒ下端は蔽打によると思われる -灰色 輝石安山岩

重量 570g よし当。 欠損がある。全体に滑らかでよ -完形

く摩耗している。

6 上不 口(13.4) 体部は外傾し、口縁は短く外反 底部右回転糸切り無調整。体 @良好

(須恵) 底 (7.4) する。 ~口縁回転ナデ。 -白灰色

高 3.7 040% 

室 口(17.8) ボタン状のつまみ。天井部は水 天井部回転へラケズリ。体部 -良好 白色粒子を

(須恵) 高 3.4 平にのび、体部は丸味をもって ~口縁回転ナデ。 -灰色 含む

口縁まで聞く、返りは大きく口 030% 

唇部より下位。

8 ? 全長 5.5 両端部が尖った剣形の模造品、 表裏面とも平坦で左上面が斜位 。暗灰色 -滑石製

(石製模iE品) 市冨 2.1 板状。表面は滑らかである。 に面がとられる。斜位の擦痕が 。ほぼ完形(上下両 -フク土

厚さ 0.5 細かく見られる。 端部少々欠損)

重量1l.5g

B-39号住居跡、

三二戸~-:己/三二ノ\J7
。喰(寧)

I : 4 I Qcm 

図36 B -39号住居跡出土遺物(1)
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図37 8-39号住居跡出土遺物(2)

B-39号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 育長 態 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

杯 口 12.2 体部は長めで、外傾して口縁まで 底部右回転糸切り無調整。体~ -不良(もろい)

(須恵) 底 6.0 立ち上がる。器面ザラつく。 口縁回転ナデ。 -白灰色

高 4.5 .80% 

2 境 口 14.0 台部欠損。体部は丸味をもって 底部右回転糸切り後台部貼り付 -良好

(須恵) 高 4.8 深く、口縁は外反する。しっか け回転ナデ。体~口縁回転ナデ。 -白灰色

りとした作り。 白台部のみ欠損

3 土完 口 13.5 台部は厚く短い。体部は下位に 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好

(須恵) 底 6.6 膨らみをもって、深く立ち上が け回転ナデ。体~口縁回転ナ 。白灰色

主f司主T 5.5 り、口縁やや外反。器商ザラつ ア。 .90% 

く。

4 土先 口(12.1) 台部はハの字に短く開く。体部 底部右回転糸切り後台部貼り付 。不良 全体に小石

(須恵) 底 6.4 は直線的に深く立ち上がり、口 け回転ナデ。体~口縁回転ナ -黒灰色 を含む

局 5.0 唇部は丸味をもち太い。 ア。 .50% 

5 域 口(13.4) 台部は外(頃。体部カ〉ら口縁まで 底部回転糸切り後台部貼り付け -不良

(須恵) 底 (7.0) 直線的に深く立ち上がる。底部 回転ナデ。体~口縁回転ナデ。 。白灰色

高 4.7 中央付近器薄。 。台音sY2周、体~口

縁%周 (40%)

6 域 台部欠損。底部は器厚、体部下 底部回転糸切り後台部貼り付け -良好

(須恵) 位はさほど開かず立ち上がる。 回転ナデ。体部 回転ナデ。 。白灰色

器面ザラつく。 。底部~体部下位

台部欠損 (40%)

7 士.Je 口(11.5) 台部は厚い、断面三角形。体部 底部回転糸切り後台部貼り付け 。良好

(須恵) 底 (6.0) は丸味をもって立ち上がり、日 回転ナデ。体~口縁回転ナデ。 。白灰色

高 4.1 縁短く外反する。 .20% 

8 土先 底 (8.0) 台部は非常に薄く小さい。体部 底部手持ちへラケズリで、台部 。不良(もろい) 内面黒色処

(須恵) は膨らみをもって立つ大型境。 は回転による削り出しと思われ -淡褐色 理

る。体部回転ナデ。 。底~体部下位%周

(30%) 

9 皿 口 12.8 台部厚く接地面が尖る。体部は 底部切り離し後台部貼り付け回 。良好

(灰粕) 底 6.0 直線的に大きく外傾し、口縁は 転ナデ。体~口縁回転ナデ。 。白灰色(施噴出部淡

高 2.6 やや内傾。口唇部は丸く突出す 口縁~体部内外面漬け掛け施 緑色)

る。 粕。 .70% 
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-39号住居跡出土遺物観察表(2)

N日 器種 寸 法 (cm) 育長 首E の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

10 皿 底 6.3 台部はやや三日月状を呈す。 底部切り離し後、台部貼り付け 。良好

(灰粕) 回転ナデ。休部内面施紬部 。暗白灰色(施稲部

少々残る。 は白濁した淡緑

色)

。底部付近のみ

B-40号住居跡

。 I : 4 

?斗
一一寸一「一「

人記L3 三三五J
IOcm 

図38 8-40号住居跡出土遺物

B-40号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背手 ム忠トペ 0) 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調@残存 備考

杯 口 12.7 上げ底気味の底部は中央が薄 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 7.3 い。体部は丸味をもって立ち上 ~口縁回転ナデ。 -暗白灰色

品 3.8 がり、口縁は少々外反する。 巴 90%

2 杯 口 (13.3) 体部はわずかな膨らみをもち外 底部回転糸切り無調整。体~口 。良好

(須恵) 底 (8.5) 傾し、口唇部少々突出する。 縁回転ナデ。 。灰色

Y作全司「 3.0 030% 

3 斐 口(17.0) 頚部から口縁にかけて外反す 内外面回転ナデ。 。良好

(須恵) る。口唇部は垂直に面取りされ -白灰色

る。 。口縁少々

B-41号住居跡、

Ç;;iE~;!J I : 4 IOcm 

図39 8-41号住居跡出土遺物

B 41号住居跡出土遺物観察表

形態の特徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調。残存

丸底の底部。体部は口縁との境|口縁内外面 横ナデ。体部外面|。良好

に稜をもっO 口縁は直線的に外|へラケズリ。内面 ナデ。 I・暗樟褐色

傾。 I040% 
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B~42号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 青3 官，~邑、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 ~ 口 24.4 胴部上位やや張り、口縁は強く 胴部外面縦へラケズリ。内面 -良好 粗砂粒・小

(士郎) 外反する。 横ナデ。口縁部内外面横ナデ。 -燈褐色 石をまばら

-腕中位~口縁 1周 に含む

2 斐 口 25.0 胴部はあまり張りをもたず立ち 口縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好 粗砂粒と小

(土師) 上がり、口縁大きく外傾。 縦へラケズリ。内面横ナデ。 -暗握、褐色 石を多量に

-胴中位~口縁 I周 合む

3 護 口 (16.4) 胴上位内傾。口縁は短く外傾す 口縁内外面横ナデ。胴部外国 -良好

(土師) る。 縦へラケズリ。内面横ナデ。 。暗燈褐色

-口縁部yz周

4 婆 わずかに外傾して立ち上がる胴 』同吉日夕1卜面下位 横へラケズリ。 -良好 小石を含む

(土師) 下位。 内面横ナデ。 -暗赤褐色

-胴下位%周

5 均二 口(19.3) 大型の杯。丸底の底部より体部 口縁内外面横ナデ。体部~底 -良好 粗砂粒を含|

(土師) 高 5.3 は丸味をもち広く立ち上がり口 部外面へラケズリ後密にへラ -燈褐色

唇部で短く内湾する。 ミガキ。内面横ナデ後へラミ 050% 

ガキ。

6 均: 口 13.0 丸底の底部。体部は湾出し、ロ 体部外面 へラケズリ後部分的 -良好

(土師) 高 4.3 唇部は短く内傾する。 にへラミガキ。内面積ナデ後 。赤褐色

不整方向へラミガキ。 。口縁少々欠損

7 均て 口 12.0 丸底の底部方〉ら体部は深く湾曲 口縁部内外面横ナデ。体部 -良好

(土師) 高 4.8 し、薄い口縁付近は内傾気味に ~底部へラケズリ。内面ナ -燈褐色

開〈。 ア。 080% 

8 巧て 口 11. 2 丸底の底部。体部は浅く丸味を 口縁内外面横ナデ。体部~底 。良好

(土師) 高 3.3 もって立ち上がり、口縁は内傾 部へラケズリ。内面横ナデ。 o j登褐色

する。 090% 

9 巧= 口 12.0 丸底の底部。体部は湾曲気味に 口縁部内外面横ナデ。体部 -良好 粗砂粒・小

(土師) 高 4.3 立ち上がり、口縁付近は短く直 ~底部外面へラケズリ。 -燈褐色 石をまばら

立する。 -完形 に含む

10 杯 口 19.2 台部は短く、口径と底径の差は 底部外面回転へラケズリ。内 -良好(焼き締まり 粗砂粒を合

(須恵) 底 14.0 小さい。大ぶ、りの浅い台付杯。 面部分的に指ナデ痕あり。体 良い) む

高 4.4 ~口縁回転ナデ。 -白灰色

。90%

11 杯 口(167) 台部は短く強く外傾。口径と底 底部 回転へラ切り後台部貼り -良好

(須恵) 底(12.4) 径の差が小さい、どっしりした 付け回転ナデ。体~口縁回転 -淡灰褐色

高 4.7 杯。 ナデ。 030% 

12 杯 口(16.6) 台部短く外傾。口径と底径の差 底部回転へラケズリ。内面 -良好(焼き締まり 粗砂粒を合

(須恵) 底 (12.8) が小さく、体部は浅い。 指ナデ。体~口縁回転ナデ。 良い) む

高 4.0 -灰色

020% 

13 土 鍾 全長 3.6 中央の膨らむ管状土鍾。残存す -良好 フク土

孔径 0.3 る端部は中央よりずれて穿孔。 。淡燈褐色

重量 7.2g -ほぼ完形

14 石 全長 10.2 全体に丸味を帯びており、上半 全面滑らかで表面上半部に沈線 -白灰色 輝石安山岩

重量 290g 部は徐々に薄くなる。 状の擦痕がある。 -完形

15 石 全長 11.0 全体に丸味を帯びており、下半 上端部及び左側面中央に蔽打痕 -灰色 輝石安山岩

重量 320g 部は徐々に薄くなる。 らしき凹みが見られる。 0 "2フ~~ノ

16 石 全長 8.5 小型の石で平坦面や凹凸面が存 表面は刻み状の凹みが 3か所。 -茶灰色 ひん岩

重量 120g 在する。 右側面は弧状に摩耗している。 。ブにb己l!問ノ
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1. B 区

B-42号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 背5 肯d出E、 の 特 徴 成形・子法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

17 石 全長 11.2 側面片方が弧状になっており、 平坦面はよく摩耗し、左側面は -茶灰色 輝石安山岩

重量 540g 裏面と上端部は平坦。 蔽打痕と思われる凹みあり。 . 止フ三Uフrτfノノ

18 石 全長 13.6 表面平坦で、裏面は中央がやや 裏面及び右上部は摩滅した回み -暗茶灰色 輝石安山岩

重量 500g 突出し、不安定である。 カfある。 -完形

19 銀? 長さ 4.1 断面方形を呈す。

(鉄製) 重量 3.0g

20 鉱? 長さ 3.6 断面方形を呈す。

(鉄製) 重量 2.0g

B-44号住居跡、

1・4 IOcm 

図41 8-44号住居跡出土遺物

B-44号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育長 肯'也E、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 斐 口 21.0 大型球胴斐の口縁及び肩部。 タト面摩耗の為不明瞭。内面 -良好 粗砂粒を含

(土師) 横ナデ。 -燈褐色 む

-口縁部付近 l周

2 杯 口(13.8) 底部外面中心部が少々突出して 底部~口縁外面へラケズリ後 -良好 内面黒色処

(土師) 高 4.4 いる。全体に厚手で、体部は湾 ヘラミガキを施す。内面へラ -燈褐色 理

曲しながら立ち上がる。 ミガキ。 • 50% 

3 杯 口 11.3 丸底の底部。体部は湾曲し、口 口縁内外面横ナデ。体部外面 -良好

(土師) τ「司さr 4.1 縁は少々内傾する。作りは丁寧。 へラケズリ。内面ナデ。 -燈褐色

-完形
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-45号住居跡、

ヒM
!・ 4 IOcm 

図42 8-45号住居跡出土遺物

B-45号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸 法 (cm) Jf> 官山旨、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 甑 口 21. 5 最大径を口縁部にもち胴下位 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好 体部外面部

(土師) 底 (8.4) ~上位まで直線的に外傾し口縁 面縦へラケズリ。内面横ナ -暗燈褐色 分的にすす

品 23.0 部で少々外反。底部全面穿孔。 デ後へラミガキ。 .70% 付着

2 杯 口 12.5 丸底の底部。体部と口縁部の境 口縁部内外面横ナデ。体部内 -良好

(土師) 高 4.8 に稜をもち、口縁部は長く外反 面ナデ。底部手持ちへラケ • j登褐色

する。底部の器肉は厚い。 ズリ。 .80% 

3 珂て 口(12.7) 丸味をもっ体部と口縁部の境に 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好

(土師) とがった稜をもち口縁部は直立 面横へラケズリ。内面指に -樟褐色

する。底部の器肉は厚い。 よる横ナデ。 -口縁部~体部下位

少々

4 高 均二 口(178) 直線的に立ち上がる脚部。体部 口縁部外面横へラナデ。内面 -良好

(土師) 下位に稜をもち口縁部まで大き 横ナデ。体部~脚部外面縦へ -燈褐色

く外反する。 ラケズリ。内面指ナデ。 -口縁部~脚部中位

(30%) 

B-46号住居跡

I : 4 IOcm 

図43 8-46号住居跡出土遺物
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1. B 区

B-46号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青手 缶昆百虫 の 特 徴 成形・子 j去の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 杯 口 (11.0) 体部は湾曲気味に立ち上がり、 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(土師質) 底 4.6 口縁部短く外反する。全体に薄 部~口縁部回転ナデ。 -燈褐色

高 3.0 手。 .40% 

2 杯 口 11.2 少々突出気味の底部。丸味を 底部 回転糸切り無調整。体部 -不良

(須恵、) 底 5.5 持って立ち上がる体部。口縁部 ~口縁部回転ナデ。 -白灰色

高 3.4 で短く外反。 .80% 

3 椀 底 6.8 外傾する厚い台部は接地面が幅 底部右回転糸切り後台部貼り -不良(もろい)

(須恵、) 広く、中央に沈線状の凹みがあ 付け回転ナデ。体部~口縁部 -白灰色

る。体部はふくらまずに外傾す 回転ナデ。 -底部~体部下位 l

る。 周

4 碗 底 6.6 ハの字状に開く短い台部。直線 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好

(須恵、) 的に立ち上がる体部。 け回転ナデ。体部~口縁部回 -白灰色

転ナデ。 -底部~体部中位 1

周

5 皿 口 13.6 端部内側に接地面をもっ台部。 底部切り離し後回転ナデ。体部 -良好

(灰紬) 底 6.5 直線的に立ち上がる体部。 ~口縁部回転ナデ。口縁から -暗白灰色(施稲部

高 4.0 体部中位まで漬け掛けによる施 半透明の暗緑色)

紬。 .50% 

B-47号住居跡、

" 2 

。 I : 4 IOcm 

図44 8-47号住居跡出土遺物(1)
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遺跡各区の出土遺物集成
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8-47号住居跡出土遺物(2)図45

B-47号住居跡出土遺物観察表(1)

N口 器種 寸法 (cm) 形 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

I 斐 口 21.4 最大径を胴部中位にもつ大型の 口縁部内外面横ナデ。胸部上 -良好

(土師) 球胴婆。下位は直線的。 位縦へラケズリ。中位斜め -燈褐色

へラケズリ。 .60% 

2 斐 口 25.0 胸部上位に張りをもち中位から 日縁部内外面横ナデ。肩部外 -良好

(土師) 下位にかけては細身。口縁部は 面横へラケズリ。胴部外面縦 -樟褐色

長く外反する。全体に薄手。 へラケズリ。 -胴部下位~上位%

周と口縁部yz周

50 



1. B 区

B-47号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 育長 ムJ同じ~、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

3 き霊 口 24.0 胴部上位張りをもち、下半は細 口縁部内外面横ナデ。胸部外 -良好

(土師) 身。口縁部は直線的に大きく外 面上位横へラケズリ。中位 -澄褐色

反する。 縦へラケズリ。内面横ナデ。 -胴音日中位~上位%

周と口縁部yz周

4 斐 口 22.0 胴中位から上位に張りをもっ。 口縁部内外国横ナデ。胴部外 -良好

(土師) 口縁部大きく外反。 面縦へラケズリ。内面横ナ .1登褐色

ア。 -胴部中位~上位 l

周と口縁部yz周

5 甑 底 (13.0) 直線的に外傾する胴部下位。底 胴部外国斜めへラケズリ。内 -良好

(土師) 部全面穿孔の大型甑。 面ナデ。輪積痕明瞭。 -暗赤褐色

-底部~胴部下位%

周

6 吉本 口 24.6 やや丸味をもって外傾する体 口縁部内外面横ナデ。体部外 。良好

(土師) 底 10.0 部、口縁部で短く直立する。底 面斜めへラケズリ。内面横 -暗燈褐色

品 11.1 部は不安定な平底。全体的に厚 ナデ及びへラミガキ。底部 へ .80% 

子である。 ラケズリ。

7 均二 口 11.6 平底状の丸底といえる。体部は 口縁部内外面横ナデ。体部 -良好 内面にしみ

(土師) 高 3.3 湾曲し、口縁部は短く直立する。 ~底部外面へラケズリ。 -赤褐色 状の黒色部

ケズリにより少々ゴツゴツした o SフEフ工JEノノ 分あり

杯。

8 珂く 口 11.8 丸底の底部。丸味をもちつつ立 口縁部内外面横ナデ。体部外 @良好

(土師) 高 3.4 ち上がる浅い体部。 面へラケズリ。内面横ナデ。 . t登褐色

-ほぼ完形

9 杯、 口 15.2 丸底の底部よりゆるやかな丸味 口縁部内外国横ナデ。{本部~ -良好

(土師) 高 (4.0) をもって広く立ち上がる体部。 底部外面へラケズリ。内面 .1登褐色

底部付近器薄。 横ナデ後放射状暗文。 -底部欠損

10 珂二 口(17.0) 口径と底径の差が小さい。体部 底部 回転へラ切りで、体部下 -良好

(須恵) 底 10.5 は浅く外傾する。 端回転へラケズリ。口縁~体部 -暗灰色

高 3.9 回転ナデ。 -底部 1周、体部~

口縁部%周

11 石 全長 15.6 肩平で、上端は細く突き出し、 全面よく摩耗しており、滑らか。 -暗灰色 輝石安山岩

重量 560g 下端は斜位の平坦面である。 @完形

12 石 全長 16.6 わず、かに弧状の曲面を 2面もち 全面よく摩耗しており、数か所 -緑灰色 輝石安山岩

重量 1060g 端部は丸い。 に摩滅した凹み部あり。 。完形

13 石 全長 11.0 不整形に凹凸があり、片面はえ 弧状面は細かな凹凸で摩滅が激 -淡褐色 流紋岩

重量 250g ぐれるように凹む。 しい。 -完形

B-48号住居跡、

七且孟1
I : 4 IOcm 

図46 8-48号住居跡出土遺物
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-48号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背三 ム思トペ

の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

I 護 小さい丸底の底部で胴部下位細 胴部外面縦へラケズリ。内面 。良好

(土師) 身。 指ナデ。 -暗燈褐色

-底部~胸部少々

2 巧く 口 13.0 丸底の底部体部と口縁部の境 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) 高 3.8 に稜を持ち口縁部内傾する。 面へラケズリ。内面横ナデ。 -暗褐色

-口縁部~体部少々

欠損 (70%)

B-50.51号住居跡

¥とァ;
ロ
官
J

「

3

50号 。 1・4 IOcm 

り l

図47 8-50・51号住居跡出土遺物

B-50・51号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (αn) 形 有山旨、 の ヰ寺 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考|

l 長 頚 壷 上位が張る査胴部。 胸部回転ナデ。 -良好

(須恵) -灰色

-層部~胴部少々

2 土完 口 14.5 ハの字状に開く台部。丸味を 底部右回転糸切り後台部員占り付 -良好

(須恵) 底 7.8 もって立ち上がる体部。口縁部 り回転ナデ。体部~口縁部 回 -暗白灰色

局 5.5 は少々外反する。 転ナデ。 -底部~口縁部

1 斐 底 4.0 小さく突出する底部片。 底部内外面へラケズリ後ミガ -良好

(土師) キ。 -暗赤褐色

-底部のみ
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1. B 区

B-52号住居跡、
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図48 8-52号住居跡出土遺物

B-52号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 育長 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

婆 口 (16.0) 膨らみをもち徐々に内傾する胴 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) 部上位。口縁部は直線的に反傾 面縦へラケズリ。 -燈褐色

する。全体的にやや薄手。 -口縁部~肩部%周

2 杯 口 11.0 平底気味の丸底で体部と底部の 口縁部内外国横ナデ。体部外 -良好

(土師) 高 3.5 境に僅かな稜をもち、直線的に 面へラケズリ。内面横ナデ -燈褐色

立ち上がる。 後へラミガキ。 . フtZァJf;ノノ

3 均二 口 13.7 底部は丸味をもっ。体部との境 口縁部内外面積ナデ。体部外 -良好 小石多量に

(土師) 底 10.4 で弱く折れ、体部大きく外傾す 面へラケズリ。内面横ナデ -赤褐色 合まれる

局 3.9 る。 及びへラミガキ。 -完形

4 巧二 口 10.4 平底の小さい底部より体部及び 体部~口縁部指ナデ。 -良好

(土師) 底 5.0 口縁は外傾して立ち上がる。厚 -黒色

局 3.5 手で小ぶ、り、不整形である。 -完形

5 均二 口 10.7 底部は平底でやや突出する。体 体部~口縁部指ナデ。 -良好

(土師) 底 5.2 部から口縁にかけて外傾する。 -暗撞褐色

主F主司f 3.6 厚手で、小ぶり。 .80% 

6 均く 口 (11.2) 突出気味の底部。丸味をもって 底部右回転糸切り無調整。体 -不良(酸化)

(須恵) 底 (6 0) 立ち上がる体部及び口縁部。全 部~口縁部回転ナデ。 -淡褐色

高 (3.4) 体的に厚子で小ぶり。 .30% 

7 場 口 11.8 ハの字状に開く高めの台部。体 底部切り離し後台部貼り付け -良好 体部内面墨

(須恵) 底 6.0 部中位に膨らみをもち、口縁部 回転ナデ。体部~口縁部 回転 。白灰色 書「九」つ

高 4.8 は直線的に立ち上がる。 ナデ。 .70% 

8 腕 口 14.0 緩やかに丸味をもって立ち上が 体部~口縁部回転ナデ。 @不良

(須恵) る体部。口縁部は外反する。 -白灰色

-体部~口縁部

(50%) 
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-52号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 万三 ム思Vぺ の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考 l
9 土先 口 (13.7) 台部は剥離。体部はやや丸味を 体部~口縁部回転ナデ。 -不良(焼き締まり

(須恵) もって立ち上がり、口縁付近は なし)

薄手となる。 -黄褐色

• 30% 

自然粕かJ10 長頚壷 外反する太い頚部。 頚部回転ナデ。 -良好

(灰紬) -暗白緑色 る

。頚部);，j周
」ー

B-54号住居跡、
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図49 8-54号住居跡出土遺物
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1. B 区

B~54号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 形 肯E の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l Z霊 口 (20.0) 僅かな膨らみをもっ胴部上位か 口縁部内外面横ナデ。胸部外 -良好

(土師) ら直立気味に立ち上がり上位で 面上位横へラケズリ。内面横 -燈褐色

丸味をもって外反する口縁部。 ナデ。 。口縁部~胴部上位

J;，i周

2 杯 口 (13.3) 平底の底部。体部中{立にやや膨 底部 右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 6.0 らみをもって直線的に立ち上が 部~口縁部回転ナデ。 -淡黄灰色

τF主司T 4.4 札口縁部少々外反。全体にふっ -底部 l周、体部~

くらとしており、非常に薄い。 口縁部少々

3 向t 口 14.4 厚手の底部。直線的に外傾する 底部 回転糸切り無調整。体部 -不良(焼き締まり

(須恵) 底 6.4 体部。口縁やや外反。 ~口縁部回転ナデ。 なし)

尚 4.4 -暗灰色

-ほぽ完形

4 杯 口(13.7) 直線気味に立ち上がる体部。口 底部 回転糸切り無調整。体部 。不良

(須恵) 底 (7.0) 縁やや外反。器肉は全体的に薄 ~口縁部回転ナデ。 。黒灰色

局 3.5 子。 -底部~口縁部少々

(30%) 

5 域 口 14.4 台部短く外傾。体部はわずかな 底部 右回転糸切り後台部貼り -不良

(須恵) 底 6.7 丸味をもって外傾する。 付け回転ナデ。体部~口縁部 -黒灰色

高 5.1 回転ナデ。 -ほぼ完~

6 域 口 (13.6) 太くて短い台部。体部中位わず 底部 回転糸切り後台部員占り付 -良好

(須恵) 底 (6.7) かに膨らみをもち、口縁部は け回転ナデ。体部~口縁回転 -白灰色

高 5.0 少々外反する。 ナデ。 。60%

7 域 底 7.0 垂直に付けられた台部。丸味を 底部右回転糸切り後台部貼り -良好

(須恵) もって立ち上がる体部下位。 付け回転ナデ。体部~口縁部 -白灰色

回転ナデ。 -底部~体部下位 1

周

8 域 口 15.1 低い台部。体部から口縁は深目 底部 右回転糸切り後台部貼り -不良(焼き締まり

(須恵) 底 7.7 に外傾する。全体的に歪んでい 付け回転ナデ。体部~口縁部回 なし)

高 6.0 る。 転ナデ -暗掻灰色

-完形

9 域 底 7.0 接地面の多い太い台付底部。 底部 左回転糸切り後台部貼り 。不良

(須恵) 付け回転ナデ。 -灰白色

。台付底部のみ

10 域 口 (15.2) 太く短い台部。丸味をもって立 体部~口縁部 回転ナデ。 -不良(焼き締まり

(須恵、) 底 (7.4) ち上がる体部。口縁部で少々外 なし)

高 5.4 反。 。灰色

。30%

11 域 口 (18.7) 太くて短い台部。丸味をもって 底部 回転糸切り後台音1目占り付 。良好

(須恵) 底 8.0 立ち上がる体部。口唇部やや突 け回転ナデ。体部~口縁部 回 -茶灰色

局 6.5 出する。大型で深い椀。 転ナデ。 .50% 

12 皿 口 (13.3) 台部剥離。緩やかに外反する体 底部 右回転糸切り後台部貼り 。不良(焼き締まり

(須恵) 部。口縁は水平気味。 付け回転ナデ。体部~口縁部 なし)

回転ナデ。 。黄褐色

。70%

13 皿 口(13.7) 太くて短い台部。直線的に外傾 底部 回転糸切り後台部貼り付 。良好

(須恵) 底 (6.7) する体部。全体的に器肉は厚い。 けナデ。体部~口縁部 回転ナ -暗白灰色

高 2.6 ア。 -底部~口縁部少々
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-54号住居跡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸法(仁川 育長 4見w の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

14 士宛 口(16.2) 丸味をもって立ち上がる体部。 体部~口縁部 回転ナデ。口縁 -良好(焼きしまり

(灰紬) 口唇部で水平に短く外反。非常 外面漬け掛け痕。 良い)

に薄手。 -白灰色(施柏部淡

緑色)

-口縁~体部少々

15 紡錘車 f至 5.6 円板部上側は断面円形、下側は断面方形で太目。

(鉄製) 重量 60g 

B-55号住居跡、

I : 4 IOcm 

図50 8-55号住居跡出土遺物(1)
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し B 区

I : 4 IOcm 

図51 B -55号住居跡出土遺物(2)

57 -



I 遺跡各区の出土遺物集成

民 γ~Iノグ、)-久"，-_'礼 ノグ

X史~←一一づ/ 14 

図52 B-55号住居跡出土遺物(3)
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1. B 区

己 ]
ζエミ斗 28

|・ 4 IOcm 

図53 8-55号住居跡出土遺物(4)

B-55号住居跡出土遺物観察表(1)

No. 器種 寸法 (cm) 背手 肯，~邑、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

1 斐 口 (23.2) 大型の球胴斐で胴中位から上位 口縁部横ナデ。胴部上位縦 -良好

(土師) 高 35.0 に張りをもっ。 へラケズリ。下位横へラケズ -燈褐色

リ。 .60% 

2 斐 口 20.0 丸底の底部。最大径を胴部中位 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) 高 33.2 にもつ大型の球胴護。 面中位~上位縦へラケズリ。 -樟褐色

下位~中位斜めへラケズリ。 -ほぼ完形

3 委 口 22.3 大型球胴護。 口縁部内外面横ナデ。胴部外 @良好

(土師) iIDへラケズリ。内面横ナデ。 -明赤褐色

-口縁部~肩部

4 婆 口 22.5 小さい平底の底部。細長い胴部 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) 底 7.0 は上位にやや張りをもち、口縁 面縦へラケズリ。内面横ナ 。1登褐色

τF全T】 34.0 部で大きく外反。器肉は全体的 ア。 -ほほ完形

に薄手。

5 ~ 口 24.4 丸底の底部。細長い胴部は上位 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好

(土師) 両 32.5 に張りをもっ。 面上位~中位縦へラケズリ。 -樫褐色

下位横へラケズリ。 .80% 

6 護 口 23.2 丸底の底部は非常に薄手。長胴 口縁部内外面横ナデ。服部外 -良好

(土師) 両 33.2 音riは中位から上位にかけてやや 面縦 へラ ケズ リ下 位横 へ -燈褐色

張りをもっ。 ラケズリ。内面横へラナデ。 -ほぼ完rr;

7 婆 口 23.0 丸底に近い平底。直線的に立ち 口縁部横ナデ。胴部外面縦 -良好

(土師) 底 6.0 上がる細長い胴部から口縁部は へラケズリ。内面横ナデ。 -樟褐色

高 37.3 直線的に外傾する。 -ほぼ完形

8 Z霊 口 22.5 胴中位~上位にやや張りをも 口縁部内外面横ナデ。胸部外 -良好

(土師) 両 34.3 つ。 面上中位縦へラケズリ。下位 -樟褐色

斜めへラケズリ。内面積ナデ。 .70% 

9 斐 口 25.5 直立気味に立ち上がる胴部よ 口縁部内外商横ナデ。胸部外 。良好

(土師) り、口縁は水平近く強く外反。 面縦へラケズリ。内面横ナ @権褐色

デ後縦へラミガキ。 。口縁部~胴部上位

l周

10 婆 口 23.4 直立する胴部より口縁部は水平 口縁部内外面横ナデ。胴部外 。良好

(土師) に大きく外反する。 面縦へラケズリ。内面横へ -暗燈褐色

ラナデ。 -口縁部~胴部中位

1周
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-55号住居跡出土遺物観察表(2)

I No 器種 寸法 (cm) 形 告'也E、 の 1侍 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

11 護 口 22.7 やや丸味をもって直立気味に立 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) ち上がる胴部。口縁部は直線的 面縦へラケズリ。内面横へ -暗掻褐色

に大きく外反。 ラナデ。 -口縁部~胴部上位

1周

12 婆 口 22.6 直線的に立ち上がる太い胴部。 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) 口縁部は大きく外反する。 面縦へラケズリ。内面横ナ -暗樟褐色

ア。 。口~胴中{立 l周

13 斐 底 6.0 平底の底部。やや丸味をもって 胴部下位~中位外面 へラケズ -良好

(土師) 外傾する。胴部下位。 リ。内面へラナデ。 -暗澄色

。底部 l周、胴下%

周

14 蚤 底 6.0 平底の底部。やや丸味をもって 底部へラケズリ。胴部外面 -良好

(土師) 外傾する胴下位。 へラケズリ。内面横ナデ。 -暗燈褐色

-底部のみ

15 婆 底 6.5 平底の底部。丸味をもって直立 底部へラケズリ。胴部外面へ -良好

(土師) 気味に立ち上がる胴下位。 ラケズリ。内面横ナデ。 -暗赤褐色

-底部 1周、胸部%

周

16 E霊 口 13.4 丸底の底部。胴部は球状の小型 口縁部内外商横ナデ。胴部外面 -良好

(土師) 高 14.8 護。口縁部はさほどくびれず短 斜めへラケズリ。内面縦へラ -赤褐色

く外反する。 ナデ。 -ほほ完形

17 斐 口 14.5 やや丸味をもって立ち上がる胴 ロ縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) 上位。口縁部で外反する。小型 面縦へラケズリ。内面ナデ。 -暗褐色

のき霊。 -口縁部%周

18 台 付 婆 底(10.2) ハの字型に大きく開く短い脚 脚部外面へラケズリ。内面横 。良好

(土師) 部。 ナデ。 -暗赤褐色

-脚吉sYz周

19 鉢 口 (24.0) 体部は半球状に丸味をもち、口 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好

(土師) 縁部は外反する。 面へラケズリ。内面横へラ -樟褐色

ナデ。 。口縁部~体部下位

y3周

20 甑 口 21.0 丸底の底部。膨らみをもって緩 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) 品 11.5 やかに立ち上がり口縁部は外反 面斜めへラケズリ。内面横 -燈褐色

する。底部に 1か所小子しあり。 ナデ。 -完形

21 杯、 口 16.0 平底に近い丸底。丸味をもって 底部~体部外面へラケズリ。 -良好

(土師) 品 6.2 深い体部より口縁部短く直立す 内面 ナデ後縦へラミガキ。 -種褐色

る。 • 70% 

22 杯 口 11.5 丸底の底部より半球状に丸味を 体部外面へラケズリ。内面 。良好

(土師) 同 4.4 もつ体部。口縁部は短く直立す 横ナデ。 -燈褐色

る。 -完形

23 杯、 口 11.0 丸底の底部より丸味をもって立 摩耗の為不明瞭。 -良好

(土師) 局 4.1 ち上がる体部。口縁部で短く内 -糧褐色

f頃する。 -ほぽ完形

24 杯 口 12.5 体部は湾曲して立ち上がる丸底 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好

(土師) 高 4.4 杯。 面へラケズリ。内面横ナデ。 -明燈褐色

• 70% 

25 巧〈 口 14.5 底部一部欠損。体部は湾曲して 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好

(土師) 立ち上がり、口縁部は短く直立 面へラケズリ。内面横ナデ。 -暗褐色

気味。 . 80% 
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B-55号住居跡出土J立物観察淡(3)

No. 縦割E 4・法(l'1l1) i修 1必 0) 特 徴 l戊}移 ・ 下 ì:l~の 特 徴 . :tJ'el戊・色削 ・伐存 制ii考

26 J不 11 13.2 メL低のn'~刊11. 九i成金もってなら 11締罰11内外間側ナデ。ほ~体 -良好

(J: r~li) 守ro‘，rJ 5.υ p 上がφ休刊1011総出11はIÀJM~\I~o 1':11外凶ヘラケズリ。 l付l(li 倒 .1附褐色

.tt体的にi将Fでつくりはてし、ね ナデ。 . 60% 

~ ). 

27 鉢 1:1 (20.0) 丸I味合もって~\'r.1j 1'.がる#:持11. 休部-11線開11付外fm mナデa -良好

(ffi l.LO 11線部で|人1Mずる。 -灰色

'11繰nls-体制i少々
一

118 li'，~ [1 (11.0) 体r:ilはメLIほをもら 1 1科目~Iで刻〈 休日11-11鰍1~IS 1人|外IIliInlilぽブ . HJf 

<m 必) 外反。返りは~iMr:ilに能地而をも デ" .11行III.必色

つ。小I~!O)，{;{o • :~()% 
」

8 -55号住居跡出土遺物

B-56号住居跡

、ペノ wtノ
。 I : 4 IOcm 

図54 8-56号住居跡出土遺物

s-56母住居跡出よ地物肌縦浪

No. \I:~ :fm 、Jil1 (cm) 形 tl!1 。〉 ネ? 徴 l成形 ・手法;の特徴 -腕!戊 ・色紗3• 9Jt(.i 部11 'り

1 j:f 口 (lU) 休部下位やや員1.味合もつ。 n'~ms ;(J向転糸切り虫1m品目白。体 -不良(もろい) j必(1日外而に

(m )J.() 1低 6.0 f1IS-I-1緑内外l(tI [nljl伝ナデ。 -白灰色 縦械の家1)み

向 3.7 .30% あり

2 町、 11 (l4. 0) itíお~気味に外側する休部。円高ま 底部 ~ï凶転糸切り講師問虫色 体 .W]' 
(~rl lJ.() IJ~ 7，(l はその;"まやや外J5l.ずる。，&uii 部~口緑内外而 向転ナヂ。 -以色

Il'ij 4.7 はサ'ラっく。 • 50% 

- 61ー



遺跡各区の出土遺物集成

B-57号住居跡、

f
u
 

ン人Qj.~~ノミLノ

" 2 

」ヰノ

三雪h、 。 I : 4 IOcm 

図55 8-57号住居跡出土遺物

B-57号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 背Z 肯E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

主喜 口 (230) 大きく丸味をもって張る肩部よ 口縁内外面横ナデ。中位輪 -良好 粗砂粒まば

(土師) り、強く締まる頚部を経て、口 積痕明瞭。服部上位外面斜め -赤褐色 らに含む

縁で外反する。口唇部は丸く、 へラケズリ。内面横へラナデ -口~胴上位%周

口縁肉厚である。 (ていねい)。

2 斐 口 23.0 直線的にやや内傾する胴上位よ 口縁内外面横ナデ。服部上位 -良好

(土師) り口縁部は大きく外反し、上位 外面縦へラケズリ。内面積 -暗樟褐色

は水平近くに開く。 ナデ。 。口~胴上位%周

3 斐 口 12.0 少々丸味をもっ胴部上位より頚 口縁内外面横ナデ。胴部上位 -良好 内面に黒色

(土師) 部は僅かに括れ口縁は短く外反 外面縦へラケズリ。内面横 .1登褐色 煤付着

する。器厚なっくりの小型婆。 ナデ。 。口~胴上位%周

4 王室 丸底の底部より内湾しつつ立ち 底部~胴部外面へラケズリ。 -良好 粗砂粒まば

(土師) 上がる小型球胴斐。 内面へラナデ。 -暗燈褐色 らに含む

-底~胴中位 l周

5 杯 口 13.3 丸底の底部から体部は深くてや 口縁内外面横ナデ。体部~底 。良好

(土師) 局 5.0 や大きい。口縁は少々内湾する。 部外面横へラケズリ。内面 -燈褐色

横ナデ。 -体部と口縁一部欠

(70%) 

6 珂: 口 11. 0 丸底の底部から体部。口縁少々 口縁内外面横ナデ。体部~底 -良好

(土師) 高 4.5 内傾する。 部外面斜めへラケズリ。内面 -棒褐色

横ナデ。 。50%
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B-57号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 7f3 !同hbれE 、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

均二 口(155) 底部欠損。体部は深く立ち上が 口縁内外面横ナデ。体部外面 -良好 組砂粒まば

(土師) り、口縁はやや内湾する、大ぶ 横へラケズリ。内面横ナデ。 。明燈褐色 らに含む

りの杯。 -口~体部少々 (30

%) 

8 巧: 口 (14.0) やや浅い丸底の底音防ミら体部。 口縁内外面横ナデ。体部~底 -良好 粗砂粒まば

(土師) 高 4.0 口縁で短く直立する。 部外面横へラケズリ。内面 -暗燈褐色 らに含む

横ナデ後へラミガキ。 .40% 

9 巧= 口 (12.8) 底部欠損。丸味をもって湾曲す 口縁内外面横ナデ。体部~底 -良好 小石まばら

(土師) る体部。口縁で短く直立する。 部外面横へラケズリ。内面 -茶褐色 に合む

横ナデ。 .20% 

10 巧= 口 17.2 浅くて大きい丸底の底部カ〉ら体 口縁内外面横ナデ。体部~底 -良好 小石・粗砂

(土師) I主司主r 4.1 部。口縁は短く直立する。 部外面横へラケズリ。内面 -明燈褐色 粒まばらに

横ナデ。 -口~底%周 合む

11 蓋 口 18.0 ボタン状のつまみ。天井部は水 天井部外面回転へラケズリ。 -良好 小石・組砂

(須恵) 同 3.8 平で肩が張る。返りは大きく口 つまみ部・口縁内外面回転ナデ。 -暗灰色 粒まばらに

縁端部よりも下につく。 -完形 含む

B-59号住居跡

I : 4 IOcm 

図56 8-59号住居跡出土遺物

B-59号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育長 JムH山"、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成。色調・残存 備考

l 杯 口 13.2 丸みをおびた平底。体部は直線 口縁内外面横ナデ。体部~底 -良好

(土師) 底 7.8 的に外傾し、口縁はそのまま開 部へラケズリ。体部内面放 -燈褐色

尚 4.1 く。 射:犬暗文。 .80% 

2 河く 口 11. 5 体部下位やや張り、外傾する。 底部回転へラ切りで体部下端は -良好

(須恵) 底 7.0 体~口縁にかけて非常に薄い。 回転へラケズリ。体~口縁回 -白灰色

局 3.5 転ナデ。 -完形
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8-58号住居跡出土遺物図57

B-58号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 青三 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 主喜 口 (23.0) 底部欠損。長い胴部は下位から 胴部外面上位~中位縦へラケ -良好 粗砂粒を含

(土師) 上位まで平均してわずかに張り ズリ。下位斜めへラケズリ。 -暗赤褐色 む

気味。 内面横へラナデ。 • 60% 

2 婆 口(12.8) ゆるやかに外反する口縁部の小 口縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好 粗砂粒を含

(土師) 型婆。 斜めへラケズリ。内面 ナデ。 -燈褐色 む

-口縁yi周と胴部上

位少々
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1. B 区

B-58号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 形 古，山qz の 特 {数 成形・手 j去の特徴 -焼成・色調・残存 備考

3 甑 口 (21.5) 底部に多くの小孔が見られる。 口縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好 内面黒色処

(土師) 高 (16.2) 胴部短い鉢状の甑で口縁は屈曲 上位縦へラケズリ。内面横 -淡権褐色 理

気味に外反。 へラナデ。 -底部少々と口縁

~胴部上位少々

4 甑 口(16.6) 小ぷりの甑と思われる。口縁は 口縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好

(土師) ゆるやかに外反する。 斜めへラケズリ。内面横ナデ。 -樟褐色

-口縁%周弱

5 巧= 口 10.2 丸底の底部より体部は深めに立 口縁内外面横ナデ。体部~底 -良好

(土師) 両 4.1 ち上がり、口縁で短く内傾する。 部外面へラケズリ。内面横 -糧褐色

ナデ。 . 90% 

6 巧〈 口 13.0 丸底の底部。体部は湾曲気味に 口縁部内外面横ナデ。体部~ -良好

(土師) 高 4.6 大きく立ち上がり口縁は内傾す 底部へラケズリ。内面横ナ -桂一褐色

る。全体に少々歪みあり。 ア。 • 90% 

7 石 全長 11.6 平面整った長楕円形で全体に丸 全体的に摩耗しており、数か所 -茶灰色 流紋岩

重量 300g みをもっ。 に摩滅した小さな凹みが見られ . と7土'elCノノ

る。

8 石 全長 9.4 不整四角柱状を皇し、一端は平 表裏両面に摩滅した浅く広い凹 -青灰色 安山岩

重量 210g らで、ある。 みをもち、他部分も全体に滑ら -完形

かである。

9 石 全長 10.0 比較的整った四角柱状で一端の 全国共に少々弧状で、数か所に -青灰色 輝石安山岩

重量 230g み平ら。小じんまりとした感じ 親指大の凹みが見られる。 -完形

である。

10 石 全長 10.2 やや平たい卵形である。 表裏面共、半分程の面積が平坦 -暗茶灰色 輝石安山岩

重量 480g に近く、やや摩耗している他は、 . フと士'GγlCノノ

全体的にザラつく。

11 石 全長 7.2 いびつな球状である。 2~3 か所細かな凹みが見ら -黄灰色 輝石安山岩

重量 280g れ、蔽打痕と思、われる。 。完形

12 石 全長 11.8 しゃくれた不整楕円形。軟質で 不明確乍ら、表面左上部のえぐ -茶色 凝灰質砂岩

重量 300g 砂がパラパラとれる。 れは使用痕かと思われる。 -完形

B-60号住居跡

人一D

に」ノ

。 I : 4 IOcm にD.ミ与三
図58 8-60号住居跡出土遺物



I 遺跡各区の出土遺物集成

B-60号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青長 宵'山E、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存

喜重 口 (21.5) 屑の張る大型球胴婆。ロ縁は短 口縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好

(土師) く外反。 縦へラケズリ。内面横へラナ -燈褐色

デ。口縁部に輪積痕あり。 -口~肩部yz周弱

2 杯 口 13.0 丸底の底部。体部は湾曲気味に 口縁内外面横ナデ。体~底部 -良好

(土師) 両 4.0 広く立ち上がり、口縁は内傾す 外面へラケズリ。体部内面 -樫褐色

る。 横ナデ。 • 60% 

3 坪て 口 11.0 丸底の底部。体部は浅く湾曲気 口縁内外面横ナデ。体~底部 -不良

(土師) 高 3.2 味に立ち上がり口縁は直立す へラケズリ。 -燈褐色

る。 -完形

4 杯 口 11.8 丸底の底部。体部は湾曲し口縁 摩耗の為不明瞭。 。良好

(土師) 高 4.2 少々内傾。 -燈褐色

• 80% 

5 巧〈 口 13.6 丸底の底部。体部は湾曲しなが 口縁内外面横ナデ。体部外面 -良好

(土師) 高 4.2 ら立ち上がり、口縁付近は外傾 へラケズリ。内面ナデ。 -赤褐色

して開く。 • 70% 

6 杯 口 17.0 底部はやや丸味をおび短い台部 底部回転へラケズリ後台部貼り -良好

(須恵) 底 12.0 と同じレベルで接地面となる。 付け回転ナデ。体~口縁回転 -黒灰色(部分的に

高 4.5 体部は浅く、口径と底径の差は ナデ。 光沢あり)

，j¥さしユ。 -完形

B-61号住居跡、

ミι/弓1 I : 4 IOcm 

図59 B -61号住居跡出土遺物

B 61号住居跡出土遺物観察表

形態の特徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存

肥厚な台部。体部は深目に外傾|底部右回転糸切り後台部貼り付 I.良好

し、口縁は少々外反する。 Iげ回転ナデ。体~口縁 回転ナ|・淡褐色

ア。 • 50% 

66 -

備考

粗砂粒と小

石を含む

粗砂粒を合

む

粗砂粒を含

む

粗砂粒とノj、
石を含む



1. B 区

B-62.63号住居跡、

℃二b ク 、正-ご二二戸マ
63号

di:乃 62号
。 I : 4 IOcm 

図60 8-62・63号住居跡出土遺物

B-62・63号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背三 態 の ヰ寺 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

1 士宛 口 15.4 ハの字状に開く台部。体部は湾 底部回転糸切り後台部貼り付け -良好 内面黒色処|

(土師質) 底 7.0 曲気味に大きくふくらみ、口縁 回転ナデ。体~口縁回転ナデ。 -暗褐色 理

高 5.5 は外反する。器肉は薄く、丁寧 底部内面同一方向へラミガ .80% 粗砂粒を含|

な作り。 キ。体~口縁横へラミガキ。 む

2 巧く 口 (9.5) 上げ底気味の底部。{本部は肥厚 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(土師質) 底 (7.5) で不整形、ゴツゴツした雑なつ ~口縁回転ナデ。 -燈褐色

高 2.0 くりの浅い杯。 .40% 

1 士完 底 (7.7) 底部破片。しっかりとしたつく 底部右回転糸切り後台部貼り付 -良好(焼き締まり

(須恵) りで大ぶり。 け回転ナデ。 良い)

-白灰色

-底部下昔周弱

B-64号住居跡

£診

4 

l・4 IOcm 

5 
(s=を)

図61 8-64号住居跡出土遺物
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-64号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 育芸 態 の 特 徴 成形。子法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

l 護 口 (23.8) 胴部上位内傾し、口縁はゆるや 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) かに外反する。薄手。 面横へラケズリ。 -明掻褐色

-口~胴部上位少々

2 勾て 口(12.6) 丸味をおびた平底。体部カ〉ら口 体部外面へラケズリ。内面 -良好 底部内面墨

(土師) 底 (8.2) 縁まで直線的に外傾する。底部 様ナデ後放射状暗文を施す。 。権褐色 状の黒いし

品 4.0 非常に薄手。 -口~体%周 (20%) みあり

3 杯 口 12.5 少々上げ底気味の底部。体部は 底部左回転糸切り無調整。体~ 。良好 内面少々黒

(須恵) 底 6.7 下位に膨らみをもって立ち上が 口縁回転ナデ。 -白灰色 斑あり

局 3.7 り、口縁外反する。 .7出"7ττrノノ

4 杯 口(122) 上げ底気味の底部。体部は丸味 底部回転糸切り無調整。体~口 -良好 断面赤灰色

(須恵、) 底 (5.4) をもって立ち上がり、口縁外反 縁回転ナデ。 -白灰色

高 (3 7) する。全体に非常に薄手。 。40%

5 つ 長さ 6.9 断面長方形の棒状品。

(鉄製) 重量 10g 
L一一 」 一一
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1. B 区

B-65号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 青手 肯E の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考|

1 翠 口 21.5 小さな平底状の底部。胴部は砲 口縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好

(土師) 底 4.8 弾形に立ち上がる。さほど張り 上位~中位縦へラケズリ。下 -暗掻褐色

高 38.5 はなく臼縁は大きく外反する。 位横へラケズリ。内面横へ -ほぽ完形

ラナデ。

2 歪 底 5.0 小さな底部より胴部は砲弾形に 胴部外面上~中位縦へラケズ -良好 粒砂粒及び

(土師) 丸みをもって立ち上がる。 リ下位横ナデ。内面横へ -暗掻褐色 小石を多量

ラナデ。 -底~胴上位 l周 に含む

3 杯 口 (130) 丸底の底部より体部大きく膨ら 口縁内外面横ナデ。体部~底 。良好 粗砂粒を合

(土師) 高 4.8 み、口縁付近で直立する。全体 部外面へラケズリ。内面ナ -燈褐色 む

的に薄手。 デ後粗い放射状暗文を施す。 -底~口縁%周強

(40%) 

B-66号住居跡、

に u

三 lJ 。 I : 4 IOcm 

己
図63 8-66号住居跡出土遺物

B-66号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法(∞) 形 言E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

杯 口 11.6 平底に近い丸底。体部は湾曲し、 口縁内外面横ナデ。体部~底 。良好 残存部外面

(土師) 底 5.0 口縁直立する。 部へラケズリ。内面横ナデ。 -燈褐色 黒斑部分多

Y存生司 3.5 .50% しミ

2 均く 口(12.6) 丸底の底部。体部は浅く丸味を 口縁内外面横ナデ。体部外面 -良好 粗砂粒を含

(土師) もち口縁付近は内湾気味に短く へラケズリ。内面横ナデ。 。燈褐色 む

立ちとがる。 。底~口縁yz周弱

(40%) 

3 杯 口 (18.8) 体部は弧状に浅く開き、口縁と 口縁内外面丁寧な横ナデ。体 -良好 粗砂粒を合

(土師) の境に稜をもって外反する。や 部外面へラケズリ。内面ナ 。燈褐色 む

や大型の浅い杯 ア。 .40% 

4 石 全長 9.0 小さな四角柱状の石で、端部片 各面平滑で、よく摩耗している。 -暗灰色 複j燈石安山

重量 160g 方は尖り気味に細くなってい - 'Y=EE7 τ1f:ノノ 正山玉

る。

- 69 



I 遺跡各区の出土遺物集成

B-67号住居跡
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1. B 区

B~67号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 形 ムJ月~円E 、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成。色調・残存 {蒲考

l 護 口 24.2 底部欠損。胴部細身で張りをも 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好 粗砂粒。小

(土師) たず、口縁はゆるやかに外反す 縦へラケズリ。内面横ナデ。 -鐙褐色 石まばらに

る。 。70% 合む

2 斐 口 (24.2) 底部欠損。胴上位わずかに張り、 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好 小石を含む

(土師) 長く立ち上がる。口縁は強く外 上~中位縦へラケズリ。下位 -暗糧褐色

反する。 横へラケズリ。内面横ナデ。 。50%

3 窪 口(14.0) 桐部上位わずかに内傾し、口縁 胴部外面上位縦へラケズリ。 -良好
間小l

(土師) 短く外傾する。厚手の小型斐。 内面横へラナデ。 。暗燈褐色 石@黒色粒

-口縁~胴上位少々 子を含む

4 斐 口 (23.0) 胴部下位~上位まで平均に張り 口縁内外国横ナデ。胴部外面 -良好 f砂粒を含 l
(土師) をもっ。口縁肥厚で外反する。 縦へラケズリ。内面横ナデ。 -掻褐色

。口縁及び胴下位%

周

5 ~ 口 (24.0) 中位から徐々に内傾する胴上 ロ縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好 粗砂粒を含

(土師) 位。 縦へラケズリ。内面横へラナ -暗褐色 む

ア。 。口~胴上位弘周

(50%) 

6 婆 長胴警胴中位から上位。 胴部外面上位~中位縦へラケ 。良好 粗砂粒を含

(土師) ズリ。内面横へラナデ。 。暗権褐色 む

。胴部上位~中位%

周

7 杯 口 (20.2) 丸底の底部。体部は浅く大きく 口縁内外国横ナデ。体部~底 -良好 粗砂粒を含

(土師) 高 (4.0) 開き、口唇部は丸く内傾する大 部外面横へラケズリ。内面 -樟褐色 む

型の杯。 横ナデ後放射状及び同心円状の .30% 

へラミガキ。

8 珂= 口 (19.9) 丸底の底部。体部は浅く湾曲し 体部外面へラケズリ。不明瞭 -良好 粗砂粒及び

(土師) 同 (4.4) ながら広く立ち上がる大型品。 ながらへラミガキ痕。内面不 -暗燈褐色 小石を含む

整方向へラミガキ。 .40% 

9 杯 口 10.0 丸底の底部。体部は深〈湾曲し、 口縁内外面横ナデ。体部~底 。不良 粗砂粒を含

(土師) 局 3.9 口縁はそのまま直立する。 部外面へラケズリ。内面横 。燈褐色 む

ナデ。 。80%

10 石 全長 8.4 すわりのよい小型の石で上半は 全面滑らかで上下端部わずかに 。茶灰色 輝石安山岩

重量 1l0g やや簿し'0 欠損する。 。完形

11 石 全長 8.3 小型四角柱状で各面平坦であ 各面平坦で 1~2 か所に小さな 。灰色 。輝石安山

重量 260g る。 凹みがある。 。と7全tJl仁1ノノ 主山王

。砥石?

12 石 全長 12.5 下端部以外は比較的平坦で整っ 各面平滑で、下端は敵打による 。灰色 輝石安山岩

重量 600g ている。 凹みと思われる。 。フコtJEノノ
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-68号住居跡、
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図65 8-68号住居跡出土遺物

B-68号住居跡出土遺物観察表(1)

No. 器種 寸法 (cm) 形 !目t~、 の 特 徴 成形・手法の特徴 ー焼成・色調・残存 備考

1 斐 日(13.5) 口縁は直立気味に立ち上がり上 口縁~胴上位内外面横ナデ。 ー良好

(土師質) 位で外反する。薄手の斐。 -明糧褐色

-口~胴上位%周

2 斐 底 7.5 平底の底部。胴部下位は張りを 胴部外面下位~底部横へラケ 。良好

(土師) もって立ち上がる。 ズリ。内面ナデ。 -暗樟褐色

-底部 1周と胴部下

位少々

3 巧= 口(12.0) 体部は深目に大きく外傾する。 底部回転糸切り無調整。体~口 -不良

(須恵) 底 (5.5) 縁回転ナデ。 -灰色

局 (4.1) .40% 

4 J不 口 (13.3) 体部は直線的に開き、口縁少々 底部回転糸切り無調整。体~口 -良好 体部外面墨

(須恵) 底 (6.4) 外反する。 縁回転ナデ。 -白灰色 書あり「正j

高 (3.5) .40% 

5 杯 口(12.8) 体部は直線的に外傾し、口縁外 底部右回転糸切り無調整。体~ -良好

(須恵) 底 (5 5) 反気味。やや厚手。 口縁回転ナデ。 -白灰色

局 (3.7) .50% 

6 域 口 14.4 ハの字状に開く台部。体部は深 底部回転糸切り後台部貼り付け -不良(もろい) 小石・粗砂

(須恵) 底 6.8 自に外傾し、口縁はそのまま開 回転ナデ(雑)。体~口縁回転 -白灰色 粒多量に含

高 5.2 く。 ナデ。器面は粗砂粒が出ており、 @底部%周と口~体 む

小孔が目立つ。 %周 (50%)

7 腕 口 14.7 短い台部。体部は丸味をもって 底部右回転糸切り後台部貼り付 -不良(もろい) 粗砂粒と小

(須恵) 底 6.6 大きく立ち仁がり、口縁外反す け回転ナデ。体~口縁回転ナ 。黄白灰色 石を含む

両 4.9 る。口唇部は太く丸味をもっ。 ア。 .80% 

8 土完 口 (15.0) 肥厚な台部。体部は湾出気味に 底部右回転糸切り後台部貼り付 -良好

(須恵) 底 6.4 大きく膨らみ、口縁外反する。 り回転ナデ(丁寧)。体~口縁 。内外面黒色

高 5.2 口唇部は厚く丸味をもっ。 回転ナデ。 .50% 
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1. B 区

B-68号住居跡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸法 (cm) 背5 肯，山E 0) 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

9 土 錘 全長 3.9 不整形に中央付近が膨らむ管状 -良好 ブク土

幅 土鍾。断面は楕円形を呈す。 -暗j炎褐色

1.6~ 1. 9 -完形

子L径

O.25~O.35 

重量 11.6g

B-69号住居跡

U三iグ I : 4 IOcm 

図66 B-69号住居跡出土遺物

B← 69号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) ~ 安j占包、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

同く 口 11.4 平底の底部。歪んだ体部は湾曲 口縁部内外面横ナデ。体部~ -良好(焼き締まり

(土師) 底 5.8 気味に立ち上がり、口唇部は丸 底部外面へラケズリ 内面 良し)

高 3.6 味をもっ。不整形な杯。 指ナデ。 -赤褐色

.sフGIれfノノ

2 杯 底 9.2 短く垂直に付けられた台部。底 底部 回転糸切り後台部員占り付 -良好

(須恵) 径と口径の差が小さい盤状の け回転ナデ。体部下位内外面 -灰色

杯。 回転ナデ。 -台付底部~体部下

位少々

B-72号住居跡

I : 4 IOcm 

図67 B-72号住居跡出土遺物(1)
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遺跡各区の出土遺物集成

" 6 

4 IOcm 

9 

図68 8-72号住居跡出土遺物(2)

B-72号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 育長 官山旨、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

婆 底 9.5 平底の底部。胴下位直線的に立 胴上位外面櫛描簾状文、その 。良好(もろい)

(弥生) ち上がり中位に最大径をもち 下櫛描波状文。中位は櫛描文が -暗褐色

f余々 に内私費する。 平行に走り交差する。下位は縦 。底部~胴部上位 1

へラミガキ。胴部内面横へラ 周 (60%)

ミガキ。

2 蚤 口(108) 丸味をもって内傾気味に立ち上 頚部櫛描簾状文、その下に波 -良好

(弥生) がる胴上位。口縁部で直立気味 状文 l列を施す。胴中位は雑な -暗赤褐色

に立ち上がり上位で外反する。 櫛描斜線文。 -口縁部~胸部中位

小型の案。 少々

3 Z霊 底 10.0 平底の底部。直線的に外傾して 胴部下位内外面 へラナデ。 。良好

(弥生) 開く胴部。底部は厚く表面ザラ -掻褐色

つく。 。50%

4 主主 底 5.0 平底の底部。緩やかに丸味を 胴部下位外面へラミガキ。 -良好

(弥生) もって立ち上がる胴部。 -暗燈褐色

-底部 l周と胴部下

位少々

5 婆 口(15.5) 丸味をもってやや内傾する胴上 口縁部上位横ナデ無文、それ 。良好

(弥生) 位口縁部ゆるやかに外反。 以下に櫛描斜線文を全体に施 。暗燈褐色

し、頚部付近は簾状文 l列、そ -口縁部~胴上位%

の下に波状文 2列を施す。口唇 周

部へラによる刻目文。

6 斐 日(16.0) 丸味をもっ胴上位。口縁部で直 口縁部外面櫛描波状文 2列。 -良好

(弥生) 立気味に立ち、上位で丸味を 頚部外面櫛描簾状文 1列。胴 -暗樟褐色

もって外反する。 部外面上位は櫛描波状文が 2列 -口縁部~胴部中位

で問に斜線文が走る。 少々

7 王室 口(18.8) 直線的な胴部。口縁部下位は緩 口縁部付近無文。頚吉防》ら胴部 。良好

(弥生) やかに外反し上位で内湾気味に 上位細かな櫛描縦線文を施 -淡検褐色

立ち上がる。 し、頚部付近に 3列の櫛描波状 -口縁部~胴部中位

文がめぐる。 少々

8 甑 口 16.4 底部中央穿孔。体部は直線的に 体部外面横ナデ後縦刷毛ナ -良好

(土師) 底 4.6 外傾し大きく開く。 デ。内面横刷毛ナデ後指ナデ。 。淡褐色

高 8.1 .80% 
」一一 一」
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1. B 区

B 72号住居跡出土遺物観察表(2)

形態の特徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調。残存

ハの字状にやや丸味をもって開 i外面 縦へラケズリ。内面下位|・良好

く脚部、器肉は大変厚くどっし|横ナデ。中~上位 指ナデ。 I・赤褐色

りしている。 I I 0 脚部始周

B-74号住居跡、

、三 7
Jー

I : 4 I Qcm 

図的 8-74号住居跡出土遺物

B-74号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青ヲ ムd同山トEて、 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

1 域 口(14.4) 緩やかに丸味をもって立ち上が 体部~口縁部 回転ナデ。 -良好

(須恵) る深い体部。口縁部で外反する。 -白灰色

@口縁部~体下位J;，i

周

B-75号住居跡

~プテ

D I : 4 I Qcm 

図70 8 -75号住居跡出土遺物
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-75号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 青ラ ム思K の 特 {数 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 婆 胴部上位に最大径をもっ。丸味 胸部外面格子状叩き。内面 -良好(焼き締まり

(須恵) をもって立ち上がり肩部が大き 5Jl\~犬のあて目。 良し)

く張っている婆。 -灰色

。頚部~胸部

2 土宛 直線的に立ち上がる体部。 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好

(須恵) け内外面回転ナデ。 -暗灰色

-底部と体部下位

B-76号住居跡、

ミ量グ 。 I : 4 IOcm 

図71 B-76号住居跡出土遺物

B-76号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育5 言E の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 土完 口(12.7) 短い台部より丸味をもって立ち 底部 回転糸切り後台部貼り付 。良好

(灰粕) 底 (7.0) 上がる体部。口縁部で少々外反 け回転ナデで台部内側は継ぎ目 -灰色(施紬部白灰

局 4.1 する。 がわかる程度の雑なもの。口縁 色)

~体部回転ナデで、体部外面下 -底部y2周、体部

位は指の痕がよく分かる雑なナ ~口縁少々

デ。口縁~体部内外面漬け掛

け施粕。光沢なし。

B-78号住居跡

に主グ

I : 4 IOcm 

図72 B -78号住居跡出土遺物
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1. B 区

B-78号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 育長 宵E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

3J3J 釜 口 (23.4) 丸味をおびた断面三角形の鍔を 口縁部回転ナデ。胴部外面 -良好

(須恵) 経て内傾する口縁部に至る。つ へラケズリ。内面縦へラナデ。 -黒褐色

くり雑。 -口縁部付近少々

2 杯 口 10.0 器肉の厚い底部、体部は湾曲気 底部右回転糸切り無調整。体部 -不良

(土師質) 底 4.8 味に立ち上方旬、口縁部で少々 ~口縁部回転ナデ。 -暗樫褐色

高 3.2 外反して開く。 .80% 

B-79号住居跡

ミ長〆 x-J 、ゴノ

f輸長¥ 1 : 4 IOcm 

図73 8-79号住居跡出土遺物

B-79号住居跡出土遺物観察表(1)

No. 器種 寸法 (α1) % 肯d也E、 の 特 徴 成形・子法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

斐 口 15.7 胴上位に最大径をもち丸味を 口縁部内外国横ナデ。胴部外 -良好

(土師) もって立ち上がる小型護。口縁 面上~中位横、下位縦へラ -暗権褐色

部コの字状を皇す。 ケズリ。内面横ナデ。 .40% 

2 婆 口(18.2) やや丸味をもって直立気味に立 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) ち上がる胴上位。口縁ほとんど 面上位横へラケズリ。 -燈褐色

くびれずに、上位でやや外傾、 -口縁部弘周、胴上

口唇外面に細い凹みがめぐる。 位少々

3 巧く 口 13.4 やや丸味をもって立ち上がる体 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 7.3 部。口縁部は直線的に大きく外 部~口縁部回転ナデ。 -白灰色

高 3.3 傾する。 -完形

4 均二 口(14.4) 丸味をもって立ち上がる体部。 底部右回転糸切り無調整。体 -不良(焼き締まり

(須恵、) 底 6.2 口縁部厚手で外反する。 部~口縁部回転ナデ。 なし)

主F主司r 3.7 -白灰色

.40% 
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-79号住居跡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸法 (cm) 苦手 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

5 ±高 口 14.3 丸味をもって深く立ち上がる体 底部左回転糸切り後台部貼り -不良

(須恵) 底 6.9 部から口縁部で短く外反する。 付け回転ナデ。体部~口縁部 @白灰色

高 5.1 回車云ナデ。 .60% 

6 土宛 口 15.0 少々丸味をもってそのまま立ち 底部右回転糸切り後台部貼り -良好

(須恵) 底 7.3 上がる深い体部。不整形。 付け回転ナデ。体部~口縁部 -灰色

高 5.8 回転ナデ。 -完形

7 士宛 口(12.3) 丸味をもって立ち上がる体部。 体部~口縁部回転ナデ。 -良好

(須恵) 口縁部で外反し口唇部は丸味を -暗灰色

もつ。 .20% 

B-80号住居跡

。 I : 4 I Qcm 

図74 8 -80号住居跡出土遺物

B-80号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 青5 ム感抗 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

l 土完 底 8.4 台部は薄手で外傾、体部も大き 底部右回転糸切り後台部貼り -良好

(須恵、) く外傾する。 付け回転ナデ。体部 回転ナデ。 -白灰色

-台付底部と体部

少々

B-81号住居跡

。 I: 4 I Qcm 
「一一一一一一ー一一一-~一一一一一一一一一一一一ーペ

図75 8-81号住居跡出土遺物(1)

78 
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川 A
ιzニコ 6 (S=去)

こ:己 8(日)

:Eι竺コ¥(34
1・4 IOcm 

図76 8-81号住居跡出土遺物(2)

B-81号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 形 肯'也邑、 の 年寺 1数 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 斐 口 18.0 わずかな張りをもっ胴部。口縁 口縁下位~胸部にかけて斜め刷 -良好

(弥生) 部は緩やかに長く外反する。最 毛ナデを施し、頚部に 3列の櫛 -暗褐色

大径は口縁になると思われる。 描波状文を施文する。 。口縁部~胴部上位

1周

2 蓬 ロ 17.4 口縁部は長く外反して開く。肩 口縁部下位外面縦刷毛ナデ。 -良好

(弥生) は張らずになだらか。 頚部外面櫛描簾状文。内面 -暗褐色

へラナデ。 -口縁部~頚部弘周

3 斐 底 (8.0) 平底の底部。直線的に立ち上が 胴部外面へラケズリ後へラナ -良好

(弥生) る胴部下位。 デ。内面横ナデ。 -暗燈褐色

-底部~体部下位

少々

4 鉢 臼 (28.0) 大きく外傾しつつ立ち上がる体 体部外面下位へラケズリ。中 -良好 内面赤色塗

(弥生) 昔日は中位でさらに緩やかに外反 位斜め刷毛ナデ。内面ナデ。 。暗澄褐色 すヌマドノノ

する。 .30% 

5 喜本 底 6.5 小さい平底の底部。やや丸味を 底部外面へラケズリ。内面 -良好

(弥生) 高 14.3 もって外傾する胴部。口縁部で 指ナテ -淡掻色

直立する片口鉢。 内面へラナデ。 -底部 l周、口縁部

~体部J.::i周

6 紡 錘 車 外径短3.4 断面台形の石製紡錘車。上国穿 表面滑らかで直線的な擦痕と思 -灰色 滑石

(石製) 長4.6 孔部の周りに上端幅2.0~2.5mm われるものが各面に認められ -ほほ完形

子L径 0.75 の浅い凹みをもっ。 る。

厚さ 1.5 

重量 52.0g

7 磨製石室族 全長 4.1 無茎の磨製石銭。先端は鋭く尖 -暗灰色 千枚岩

幅 1.9 り、端部も面取り状によく磨か -完形

厚さ 0.2 れている。左右均等で、はない。

重量 2.1g

8 刀子? 長さ 7.5 

(鉄製) 重量1l.Og
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遺跡各区の出土遺物集成

B-82号住居跡

三 J ミニEJ

\ナ「三~
与三1トーー〔
三二~2 I : 4 

図77 8-82号住居跡出土遺物

B-82号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm)

1 婆 口(19.0)

(土師)

2 巧二 口 (12.7)

(須恵) 底 (7 7) 

高 3.2 

3 均二 口(12.0)

(須恵) 底 (7.4) 

YFT 司 3.5 

4 均二 口(14.2)

(須恵) 底 (8.0) 

高 3.0 

5 巧く 口 12.6 

(須恵) 底 7.0 

局 3.1 

6 長 頚 査 口 (9.0) 

(須恵)

B-83号住居跡、

形 ムJ開山~、 の ヰ寺 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

薄手のコの字状口縁を呈す。 口縁部内外面横ナデ、上下角 -良好

部分はナデ深い。胸部上位横 -澄褐色

へラケズリ。 -口縁部J;，i周

不整形な杯。浅い体部。 底部右回転糸切り無調整。体 -良好 黒色粒子が

部~口縁部回転ナデ。 -暗白灰色 多い

.30% 

直線的に外傾する浅い体部。 底部右回転糸切り無調整。体 -良好(焼き締まり

吉田~口縁部 回転ナデ。 良し)

-白灰色

.30% 

体部から口縁部にかけて直線気 底部右回転糸切り無調整。体 -良好(焼き締まり

味に立ち上がる浅い杯。口径と 部~口縁部回転ナデ。 良し)

底径の差が比較的小さい。 -暗灰色

.20% 

体部は丸味をもち、口縁部でや 底部右回転糸切り無調整。体 -良好(焼き締まり

や外反する。 部~口縁部回転ナデ。 良し)

-白灰色

.70% 

頚部は直線的にやや開きながら 頚部~口縁部 回転ナデ。 -良好(焼き締まり

立ち上がる。口縁部で大きく外 良し)

反。 -黄灰色

-口縁~頚部片

モ主J手 キJ

ぉぺ向世.....虫色

I : 4 IOcm ~二モ三己ミ
。

図78 8-83号住居跡出土遺物
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1. B 区

B-83号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm)

1 斐 口 (26.2)

(須恵)

2 均二 口 (12.7)

(須恵) 底 8.5 
主F主ミb 3.2 

3 杯 口 (11.2)

(須恵) 底 (7.3) 

同 4.1 

4 蓋

(須恵)

5 石 全長 10.7

重量 180g 

B-84号住居跡、

百ミJ

形 官，山E、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存

胴部上位は丸味をもちつつ立ち 口縁部~胴部上位 回転ナデ。 -良好

上がり、口縁部は短く水平気味 胴部外国 カキ目よく浅る。 -暗白灰色

に外反する。端部は尖りぎみに -口縁部~胴部上位

立ち上がる。 y3周

体部から口縁部にかけ直線的に 底部外面 回転糸切り無調整。 -良好

浅く立ち上がる。 体部~口縁部外面 回転ナデ。 -灰色

.40% 

少々膨らみをもっ体部は、さほ 底部 回転糸切り無調整。体部 -良好

ど外傾せずに上方に立ち上が ~口縁部回転ナデ。 -白灰色

る。口唇部外面は少々丸味をも .20% 

つ。器肉は薄く繊細なっくり。

大きなボタン状つまみが付く天 体部内外面回転ナデ。 -良好

井部。 -黄灰色

-つまみ部付近

断面ひし形。なだらかな凹凸を 全体によく摩耗しており、上下 -淡褐色

もつ、小型の細長い石。 端及び側面の不整な凹みは使用 . とフ士'Gf仁仁ノノ

痕と思われる。

¥一/
{13j 

、で主ググ

パZ;¥ー

号)
図79 8-84号住居跡出土遺物

I : 4 

B-84号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青5 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存

l 杯 底 6.2 直線気味に立ち上がる体部下 底部 右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 位。 部回転ナデ。 -白灰色

-底部~体部 1周

2 ±宛 口 15.0 ハの字状に開いた台部。体部は 底部 右回転糸切り後台部貼り -良好

(須恵) 底 7.0 緩やかに丸味をもって深く立ち 付けナデ。体部~口縁部回転 -暗白灰色

両 5.7 上がる。口縁部少々外反する。 ナデ。 -ほぼ完形

3 杯 口 (14.7) 低めの台部より丸味をもって緩 底部 台部貼り付け回転ナデ。 -良好

(灰紬) 底 7.0 やかに立ち上がる体部。口唇部 体部~口縁部 回転ナデ。口縁 -暗白灰色(施粕部

高 3.2 外面突出する。 ~体部内外面漬け掛け施粕。 は光沢のある淡緑

色)

.60% 

- 81ー

備考
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-86号住居跡

ミ」仁三7
。 I : 4 IOcm 

" 

図80 8-86号住居跡出土遺物

B-86号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 青三 ム'用己~、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 E霊 口 (20.4) 口縁に最大径をもっと思われ 口縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好

(土師) る。張りの少ない察。 上位横へラケズリ。 -撞褐色

-口縁%周、胸部上

位少々

2 巧く 口(12.4) 底径と口径の差が小さい。体部 底部回転へラケズリ。体~口 -良好

(須恵) 底 (9.0) は浅く、直線的に外傾する。 縁回転ナデ。 -暗灰色

品 2.9 .30% 

B-88・90号住居跡、

ミ孟g ~ 
。 I : 4 IOcm 

88号
図81 8-88・90号住居跡出土遺物

B-88.90号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 育長 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

杯 口 9.3 体部下位大きく外傾し、中位か 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(土師質) 底 4.5 ら上位外傾気味に立ち上がる。 ~口縁回転ナデ。 -掻褐色

高 2.3 口唇部太い。 .80% 

1 警 口(176) 胸部上位ゆるやかに内傾し、口 口縁内外面横ナデ。胸部外面 -良好 粗砂粒を含

(土師) 縁外傾する。 縦へラケズリ。内面横ナデ。 -樟褐色 む

-口~胴上位%周

2 均二 口(105) 丸底の底部。休部は浅く湾曲し、 口縁内外面横ナデ。体部~底 -良好

(土師) 両 3.3 口縁内傾する。 部外面へラケズリ。内面ナ • j登褐色

プ。 .60% 
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1. B 区

B-91.93号住居跡

¥ーノ
93号

ロすq
J
 

I : 4 IOcm 

図82 B -91・93号住居跡出土遺物

B-91・93号住居跡出土遺物観察表

No. 形態の特徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存| 備考

胴部張らずに長く立ち上がり、 |口縁内外面 横ナデ。胴部外面 1 ・良好

口縁は水平に近く大きく外反す|縦へラケズリ。内面横ナデ。 I・暗褐色

る。 I ・口~胸部中位少々

体部は深く大きく湾曲し、口縁 1口縁内外面 横ナデ。体部~底|・良好

付近は直立気味。 I部外面 へラケズリ。内面 ナ 1 ・暗褐色

デ。 I• 60% 

粗砂粒を含

む

B-92号住居跡、

図83 B -92号住居跡出土遺物
。 I : 4 IOcm 

- 83 



I 遺跡各区の出土遺物集成

B-92号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 背手 肯E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考|

Z差 口 (24.6) 長胴部は上位が少々張り気味。 口縁内外面横ナデ。胴音Il外面 -良好 粒砂粒を含

(土師) 口縁は厚く外傾する。 上位~下位縦へラケズリ。内 -燈褐色 む

面横ナテ、後縦へラミガキ。 -口~胴下位%周

2 警 口 (22.7) 胴部上位少々内傾し、口縁大き 口縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好 小石と粗砂

(土師) く外反する。 縦へラケズリ。内面摩耗して -暗赤褐色 粒を含む

おり不明瞭。 -口~胴上位%周

3 E室 口 22.5 胴部は張りをもたず長く立ち上 口縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好 粗砂粒を含

(土師) ヵtる。 上位~中位縦へラケズリ。内 -燈褐色 む

面横ナデ。 -口~胴中位 l周

(60%) 

B-96号住居跡、

に』J、斗=イグ ¥JJ守主二万
。 I : 4 IOcm 

図84 8-96号住居跡出土遺物

B-96号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸 法 (cm) ID 出出 の ヰ寺 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

I 均二 口 12.2 底部器厚。体部は深目、口縁と 口縁内外面横ナデ。体~底部 -良好

(土師) 底 7.0 の境にかすかな稜をもっ。 外面へラケズリ。内面横ナ -淡撞褐色

高 4.5 デ後斜めへラミガキ。 .90% 

2 均二 口 (13.4) 体部はやや丸味をもち外傾気味 摩耗の為不明瞭。 -良好

(土師) 底 (7.4) に立ち上がる。 -淡撞褐色

両 (3.9) -底部括局、口~体

部少々

3 杯 口(13.3) 丸味のある底部。体部は直線的 摩耗の為不明瞭。 -良好

(土師) 底 (9.5) にタト{頃する。 • j登褐色

局 (3.7) -底部少々、口~体

部y3周

4 杯 口 12.5 体部は深日て、口縁まて、外傾して 底部 回転へラ切り後子持ちへ 。良好

(須恵) 底 7.8 立ち上がる。しっかりとした作 ラナデ。体~口縁回転ナデ。 -暗灰色

高 3.8 り。 。80%
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6 

tiコ

ミ二三プ:
Ajijis'KJ;【:やJ

金

}ノ三三巴ミ込ミ

た三三

¥孟t=;;I

I : 4 IOcm 

図85 B ~97号住居跡出土遺物

1. B 区

信

8 
(s=去)

B~97号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 育長 吉~、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

杯 口 13.6 底部器厚で凸凹。体部は少々膨 口縁内外面横ナデ。体部下位 -良好 粗砂粒を合

(土師) 底 7.7 らみをもち、外傾気味に立ち上 ~底部外国へラケズリ。内面 -暗1登褐色 む

高 4.5 がり口縁外反する。 横ナデ後斜めへラミガキ。 • 60% 

2 杯 口 13.2 休部は浅目で下位に丸味をも 底部 回転へラ切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 8.0 つ。 部~口縁部回転ナデ。 -暗白灰色

高 3.7 -口縁部と体部のー

部欠損 (80%)

3 f不 口(11.0) 体部は外傾気味に口縁まで立ち 底部 回転へラ切り後雑なへラ -良好

(須恵) 底 6.7 上がる。やや小ぶりの杯。 ナデ。体~口縁回転ナデ。 -暗白灰色

高 3.8 -底部~口縁部yz周
弱 (40%)

4 杯 底 6.2 器厚な底部より体部大きく外 底部右回転糸切り無調整。体部 -良好(焼き締まり 体部外面に

(須恵) 傾。 回転ナデ(丁寧)。 良い) 白然粕

-灰色

-底部付近%周

5 杯 口(12.8) 口縁まで大きく外傾する。 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 (7.2) ~口縁回転ナデ。 -灰色

高 3.8 -底部~口縁部少々

6 域 口(11.0) 台部はしっかりと外傾、体部は 底部 右回転へラ切り後台部員占 -良好(焼き締まり 体部外面に

(須恵) 底 6.8 i深く外傾気味に口縁まで立ち上 り付け回転ナデ(丁寧)。体部 良い) 自然粕

高 4.4 がる。器肉は薄くしっかりした ~口縁部回転ナデ。 -暗灰色

硬い作り。 。70%

← 85 



I 遺跡各区の出土遺物集成

B-97号住居跡出土遺物観察表(2)

N口 器種 寸法 (cm) 育長 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

芸 口 16.7 ボタン状のつまみ。平坦な天井 天井部回転へラケズリ。体 -良好 体部~口縁

(須恵) 高 3.2 部から体部は直線的に開く。口 ~口縁回転ナデ。 -白灰色 部外面に自

縁は返りはもたず屈曲。 - とY士Eァ7τtノノ 然袖

8 つ 長さ 11.0 周平な管状鉄製品。 腐蝕が進む。

(鉄製) 重量 36.0g

B-98号住居跡、

7 (S=去)

" 
に_bノ

I : 4 IOcm 

図86 8-98号住居跡出土遺物
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1. B 区

B-98号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 百5 μ思片 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l E霊 口 (24.7) 丸底の底部。長胴部上位はわす、 口縁内外面横ナデ。胸部外面 -良好 粗砂粒を合

(土師) 高 34.2 かに張り気味。口縁大きく外反 上位~中位縦へラケズリ。下 -燈褐色 む

する。 位横へラケズリ。内面横へ 070% 

ラナデ。

2 Z主 口 24.0 不安定な底部。長腕部はさほど 口縁内外面横ナデ。胴部外面 @良好

(土師) 底 6.8 張りをもたず、口縁ゆるやかに 上位~中位縦へラケズリ。下 -燈褐色

員 34.0 外反する。 位横へラケズリ。内面横ナ 090% 

ア。

3 警 臼 (23.5) 胴上位少々張り気味。口縁大き 口縁内外商横ナデ。胴部外国 -良好

(土師) く外反する。 縦へラケズリ。内面横へラナ 。赤褐色

ア。 。口~胴中位J;，i周

4 杯 口 10.6 丸底の底部。体部は丸味をもっ 摩耗の為不明瞭。 -良好

(土師) 高 3.4 て立ち上がり、口縁は直立。 -明燈褐色

-完形

5 均二 口 12.4 丸底の底部。体部は湾曲して立 体部~底部外面へラケズリ。 -良好

(土師) 高 3.5 ち上がり、口縁少々内傾する。 口縁内外商横ナデ。 。燈褐色

-完形

6 杯 口 12.0 丸底の底部。体部は湾曲して立 摩耗の為不明瞭。 -良好

(土師) 高 3.5 ち上がり、口縁やや内傾する。 -燈褐色

080% 

7 土 錘 全長 4.8 中位がやや膨らむ管状土錘。穿 真二つに割れており、欠け口が -良好 フク土

中高 1.7 孔は片面てる直っすぐに貫通して よく摩耗しているのは、転用の -淡燈褐色

孔径 いる。 可能性もある。 050% 

0 .4~0.45 

重量 5.6g 

B-100. 101号住居跡

ミ 。 I : 4 IOcm 

図87 B -100. 101号住居跡出土遺物

B-100・101号住居跡出土遺物観察表

N口 器種 寸法 (cm) 青ラ ム思h の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

l 士不 日(15.2) 底部はケズリにより平坦。体部 口縁内外面横ナデ。体部~底 。良好

(土師) 底 (4.5) は浅く丸味をもって立ち上がり 部外面へラケズリで部分的に 。暗樟褐色

高 3.1 口縁短く内傾する。 指押え。内面ナデ。 020% 

l 杯 口 (9.7) 丸底の底部。休部は口縁との境 体~口縁回転ナデ。底部手 -良好

(須恵) 高 2.8 に稜をもち、口縁長く外反する。 持ちへラケズリ。 。暗灰色

小ぶりの杯。 。50%
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遺跡各区の出土遺物集成

B-99号住居跡、

2 

3 

に4LJ
5 

// 

に;J
6 

8 (S =去)

どこ7;三、 I : 4 IOcm 

4 

図88 8-99号住居跡出土遺物

B-99号住居跡出土遺物観察表(1)

No. 器種 寸法 (cm) 形 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

I 喜重 口 25.2 口縁ほとんどくびれず外反す 口縁内外商横ナデ。胴部外面 -良好 粗砂粒と小

(土師) る。肥厚。 縦へラケズリ。内面横ナデ。 -暗樟褐色 石を含む

-口~胴上位%周

2 斐 口 22.3 』岡部は上位でわずかに張り気 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好 粗砂粒と小

(土師) 味。器肉薄手。 縦へラケズリ。内面横ナデ。 -暗澄褐色 石を多量に

.70% 含む

3 3l 口 22.8 胴上位少々内傾。口縁は緩やか 口縁内外面横ナデ。胴部外国 -良好 粗砂粒を含

(土師) に外反、口唇部外面少々突出す 縦へラケズリ。内面横ナデ。 -淡褐色 む

る。 -口~胴上位 1周
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1. B 区

B-99号住居跡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸法 (cm) 官手 古，山恒 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

4 喜本 口 (22.0) 小さい丸底の底部。胴部は張り 口縁内外面積ナデ。胴部外面 -良好 粗砂粒を含

(土師) をもたず外傾気味に立ち上が 上位~中位縦へラケズリ。内 -燈褐色 む

り、口縁短く外反する。 面横ナデ。 • 60% 

5 坪 口 10.0 丸底の底部。体音sは湾曲して立 摩耗の為不明瞭。 -良好

(土師) 高 3.1 ち上がり、口縁短く直立する。 -樟褐色

• 50% 

6 巧〈 口 1l. 0 丸底の底部。体部は湾曲して立 摩耗の為不明瞭。 -良好

(土師) 高 3.7 ち上がり、口縁は内湾する。 . f登褐色

• 90% 

7 蓋 口 (12.0) つまみ欠損。体部は丸味をもち 天井部~体部回転へラケズ -良好

(須恵) 口縁までなだらかに聞く。小さ リ。口縁回転ナデ。 -白灰色

い返りは口唇部より上につく。 • 40% 

8 鎌 長さ 5.5 先半分欠損。茎部は丸められる。

(鉄製) 重量 10.0g

B-102・103号住居跡

I ¥ 

ピーミJ
ミ戸戸7~予三吉一:三ヨ

103号

102号
I : 4 IOcm 

図的 8-102・103号住居跡出土遺物

B-102・103号住居跡出土遺物観察表

No 器穫 寸法 (cm) 背5 古'也邑、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 査 底 (11.5) 平底の底部。直線的に外傾する 腕下位回転ナデ。底部内面 -良好

(須恵) 胴下位。器厚でどっしりとして 棒状のものによる刺突。 -白灰色

いる。 。底部泌周と胴下位

少々

l 均二 口(13.7) 少々上げ底気味の底部。体部は 底部回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 (7.7) 少々膨らみ気味。口唇部太く丸 ~口縁回転ナデ。底部内面非 -白灰色

局 3.4 しミ。 常に滑らか。 . 30% 

2 盤 口 (22.7) 体部上位大きく外傾、口縁は稜 口縁内外面 回転ナデ。体部外 -良好

(須恵) で画されたのち、体部よりやや 面回転へラケズリ。内面カ -白灰色

内傾して開く。 キ目。 • 20% 
一」 」
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-I04号住居跡、

U 
2 

I : 4 IOcm 

口
図90 8-104号住居跡出土遺物

B-I04号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) A手 態 の 特 徴 成形・子法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 杯 口 8.6 小型の杯。体部は短く外傾。 底部右回転糸切り無調整。体 -良好 内面半周程

(土師質) 底 5.2 ~臼縁回転ナデ。 -淡茶褐色 すす付着

品 1.8 -完形

2 砥 石 全長 7.2 下位は弧状に厚みが培し、上位 各面滑らかで、かすかに縦方向 -白灰色 凝灰賀流紋

重量 120g の2倍程である。端部には径 3 の擦痕がある。穿孔部は貫通し -完形 正山王

~4mmの小孔がある。 ており表面の右側にさらに小さ

な補助?子しがわずかに見える。

また、上端面の割れ口は、 1つ

の砥石が割れた中心部分ではな

いカ〉と煙、われLる。

B-I06号住居跡、

に」ノ
I : 4 IOcm 

図91 8-106号住居跡出土遺物

B-I06号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青三 盲E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 杯 口(13.0) 丸底の底部。体部は大きく湾曲 口縁内外国横ナデ。体部~底 -良好

(土師) 高 4.0 して立ち上がり、口縁短く内傾 部外面へラケズリ。内面横 -掻褐色

する。 ナデ。 .30% 

2 脚付盤 口 23.7 ハの字状に開く脚部。体部は厚 体部外面下位回転へラケズ 。良好(焼き締まり

(須恵) 底 11. 0 く弧状に大きく開き、口縁内傾 リ。上位回転ナデ。内面回 良い)

高 9.1 気味に立ち上がる。脚部上位に 転ナデ。脚部回転ナデ後、へ -灰色

2か所外但Ijからのへラ状工具に ラ状工具による穿孔。 .80% 

よる穿孔部分あり。
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1. B 区

B-I07号住居跡、

ピーへ J 。 1 : 4 10cm 

図92 8-107号住居跡出土遺物

B-I07号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 7t5 自，山E、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

1 杯 ロ (14.0) 体部は大きく湾曲して立ち上が 口縁内外面横ナデ。体部外商 -良好 粗砂粒を含

(土師) り、口縁付近内傾気味。 上位へラナデ。底部横へラ 。淡褐色 む

ケズリ。体部~底部内面ナデ。 .30% 

2 杯 口 12.2 丸底の底部。体部下位大きく膨 口縁内外面横ナデ。体部~底 -良好

(土師) 高 4.0 らみ、口縁内傾する。 部外面へラケズリ。内面ナ -燈褐色

ア。 .60% 

B-I08号住居跡

/-~ ~~t~ 
2 

1、可
ミD じJ ~Jご

6 

~~-~I ノ ¥ーイ ヌ
8 

(qLノ ヌ人J
10 

刊タ〆

¥ミヅノ 1 : 4 10cm 

亡ユ
図93 8 -108号住居跡出土遺物
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-I08号住居跡出土遺物観察表

N白 器種 寸法 (cm) 背手 ム円d山ト巳ペ、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考|

l 斐 口 (22.4) 直線的に立ち上がる胴部上位。 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) 口縁部大きく外反する長胴察。 面縦へラケズリ。内面横ナ -暗燈褐色

ア。 -口縁部~腕部上位

y4周

2 斐 口(14.0) 膨らみをもっ胴部上位。外反す 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -不良

(土師) る口縁部。小型警。 面不明瞭。内面へラナデ。 -淡赤褐色

。口縁音sY4周

3 護 底 7.5 平底の底部より丸味をもって立 底部~胴部外面へラケズリ。 -良好

(土師) ち上がる胴部下位。 内面へラナデ。 -暗褐色

-底部 l周、胴音s下
位y4周

4 均二 口 12.0 丸底の底部より緩やかに丸味を 口縁内外面横ナデ。体部~底 -良好

(土師) 主f可主r 4.0 もって立ち上がる体部。口縁部 部外面へラケズリ。内面ナ -淡褐色

やや内{頃する。 ア。 -ほぼ完形

5 均て 口(13.0) 丸底気味の平底。体部は直線的 口縁部外面横ナデ。体部外面 -良好

(土師) 底(10.2) に開き、口縁はやや内傾する。日 横へラケズリ。底部外面へラ -燈褐色

高 (5.2) 唇部は薄く丸味をもってつまみ ケズリ。 .20% 

出されている。全体的に深い杯。

6 杯 口 (14.3) 緩やかに丸味をもって立ち上が 口縁部内外面横ナデ。体部外 。良好

(土師) る体部より、口縁部は直立する。 面へラケズリ。内面ナデ。 -淡褐色

.30% 

7 巧く 口 (13.2) 丸味をもってゆるやかに立ち上 摩耗の為不明瞭。 。良好

(土師) がる体部。口縁部は直立気味。 -掻褐色

-口縁部付近y:i周

(30%) 

8 杯 口 (15.0) 直線的な体部から口縁部は直立 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好

(土師) する。体部と口縁部の境にかす 面へラケズリ。内面ナデ。 -淡掻褐色

かな稜をもっ。 -口縁部付近%周

(30%) 

9 杯 口 (11.5) 丸底の底部。緩やかに丸味をもっ 口縁部内外面横ナデ。体部 -良好 底部外面黒

(土師) 高 (4 2) 体部。口縁部と体部の境に僅か ~底部外面へラケズリ。内面 。淡褐色 色

な稜をもち、口縁部は直立する。 ナデ。 .60% 

10 杯 口 12.5 底部欠損。丸味をもって立ち上 不明瞭。 -良好

(土師) がる短い体部。口縁部は短く直 。燈褐色

立する。 -体部~口縁部yz周
(30%) 

11 杯 口(16.5) 丸底。稜を有し口縁部が長く開 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好

(土師) 高 4.3 く。浅い皿状の杯。 面へラケズリ(不明瞭)。内面 -樟褐色

横ナデ。 .30% 

12 石 全長 14.6 凸レンズ状を皇し、両端部は尖 節理に沿って縦方向に形作られ -緑灰色 絹雲母片岩

重量 280g り気味。断面は不整平行四辺形。 ている。角の部分は所々細かく 。完形

打ち欠かれている。
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1. B 区

B-ll1号住居跡

ヒ二一二号

I : 4 IOcm 

図94 B -111号住居跡出土遺物

B-lll号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背三 抽出 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調・残存

Z霊 口 22.6 大型の球胴斐で胴上位に張りを 口縁部内外面横ナデ。胴部外 。良好

(土師) もつ。口唇部は平坦気味。 面上半縦へラケズリ。下半 。暗褐色

横へラウズリ。内面横ナデ。 。底部欠損 (80%)

2 杯 口 (12.8) 丸底の底部。体部も丸味をもっ 口縁部内外面横ナデ。体部~ 。良好

(土師) 高 3.6 て立ち上がり、口縁部で短く直 底部外面へラケズリ(不明 。燈褐色

立する。 瞭)。内面横ナデ。 。50%

3 均二 口(1l.0) 丸底の底部より緩やかな丸味を 口縁部内外面横ナデ。体部外 。良好

(土師) もって立ち上がる体部。口縁部 面へラケズリ。内面ナデ。 。暗燈褐色

は直立する。 • 20% 

B-112号住居跡、

三二::7 I : 4 IOcm 

図95 B-112号住居跡出土遺物

B 112号住居跡出土遺物観察表

形態の特徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存

体部中位に丸味をもち、口縁部|底部 右回転糸切り無調整。{本|。良好

は外反気味に開く。 I部~口縁部 回転ナデ。 I。白灰色

。30%
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-113号住居跡

I : 4 IOcm 

図96 8-113号住居跡出土遺物

B-1l3号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 形 官~J、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

1 護 口 19.0 丸味をもって徐々に内傾する胴 口縁部内外面横ナデ。胴部上 -良好

(土師) 上位。口縁部下位はやや直立気 位外面横へラケズリ。内面 。暗槍褐色

味に立ち上がり上位で外反す 横ナデ。 。口縁部ほぼ 1周

る。 胴部上位%周

2 杯 口 (13.3) 体部から口縁部にかけてやや丸 底部 回転糸切り無調整。体部 。良好

(須恵) 底 (7 5) 味をもって立ち上がる。全体的 ~口縁部回転ナデ。 -白灰色

高 3.3 に厚手。 .40% 

3 土完 口(17.0) 平底の底部より丸味をもって緩 底部回転へラケズリ。体部 。良好 内面黒色処

(土師質) 底 8.0 やかに立ち上がる、台をもたな ~口縁部 回転ナデ。体部内面 。暗褐色 理

高 5.5 い大型の域。 密なへラミガキ及び黒色処理。 。60%

4 土完 口 15.4 台部は短く接地面が広い。体部 底部右回転糸切り後台部貼り 。良好 内面黒色処

(土師質) 底 7.7 は丸味をもって立ち上がる。 付け回転ナデ。体部~口縁部 -明燈褐色 理

高 5.4 回転ナデ。内面 へラミガキ及 。底部 l周、体部~

び黒色処理。 口縁音sVz周 (60%)

B-114号住居跡、

「べ
3 

I : 4 IOcm 

図97 8-114号住居跡出土遺物(1)
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1. B 区

百三ノ L;ーc7 ミ7--ニモ~一;:1

f-三幸三込b

10 

戸ヂE711fh 。 1 : 4 10cm 

11 

図98 B -114号住居跡出土遺物(2)

B-1l4号住居跡出土遺物観察表(1)

No. 器種 寸法 (cm) ~ 肯，也E、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成@色調・残存 備考

斐 口 15_5 丸味をもって内傾する胴上位よ 口縁部内外面横ナデ。胴部上 -良好

(土師) り口縁は短く外傾。 位外面横へラケズリ。内面 -暗褐色

横ナデ。 -口縁部~胴上位%

周

2 鉢 底 10_5 平底の底部。大きく膨らんで立 底部~体下位へラケズリ。 -良好

(土師) ち上がる体下位。 -暗褐色

-底部付近 1周

3 苅く 口 14_2 平底の底部。体部から口縁部に 底部~体部外面へラケズリ。 -良好

(土師) 底 9_5 かけて直線気味に立ち上がる。 ロ縁部外面横ナデ。体部内面 -暗褐色

高 4_3 横ナテ、後斜めへラミガキ。 -ほぼ完形

4 f不 口(13.6) 丸底に近い平底。直線的に立ち 口縁部内外面横ナデ。体部~ 。良好

(土師) 底 (9_0) 上がる体部及び口縁部。器肉は 底部外面へラケズリ。内面 -淡褐色

高 (4_3) 全体的に厚手。 横ナデ、後斜めへラミガキ。 .40% 

5 杯 口(16_6) 平底の底部。大型の杯で口縁や 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好

(土師) 底(10_0) や外反。 面へラケズリ。内面放射状 -淡褐色

高 4.6 暗文。底部外面へラケズリ。 -底部~口縁部%周

弱 (50%)

6 士不 口 12_6 不整形な底部。口縁部は短く直 口縁部内外面横ナデ。底部~ -良好

(土師) 主F主ミI 3.4 立気味に立ち上がる浅い杯。器 体部外面へラケズリ。内面 -燈褐色

肉は、全体的に薄手。 横ナデ。 .60% 

杯 口 15_7 丸底の底部。口縁部は直線的に 口縁部内外面横ナデ。体部~ -良好

(土師) 高 3_8 外反。浅い皿状の杯。 底部へラケズリ。 -澄褐色

-ほぼ完形

8 杯 口(15_5) 平底の底部より体部から口縁部 底部~体部下位 回転へラケズ -良好

(須恵、) 底(10_5) にかけて直線的に立ち上がる浅 リ。体部~口縁部 回転ナデ。 -白灰色

高 3.9 い杯。口径と底径の差が小さい。 .60% 

9 皿 口 16.0 平坦な底部より、体部はわずか 底~体部回転へラケズリ。内 。良好

(須恵) 高 1.7 に立ち上がる。 外面回転ナデ。 -白灰色

@ほほ完形
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-1l4号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 託手 青E の 特 徴 成 形 ・ 子 j去の特徴 -焼成・色調・残存 備考

10 早三島 口 13.7 大きなボタン状のつまみ部より つまみ部~口縁部内外面 回転 。良好

(須恵) 前 2.0 大きく開く直線的な体部。返り ナデ。体部外面中位へラケズ -灰色

部分は断面三角形の小さなも リ。{本部中位径 2~3rnrnの沈線。 -口縁部少々欠損

の。肩平でやや小型の蓋。 (80%) 

11 護 日(164) 天井部欠損。口縁部は外反気味 体部~口縁部外面へラケズ -良好

(須恵) に垂下する。 リ。内面横ナデ。 -白灰色

-口縁吉sVz周、体部

少々

B -116 . 119号住居跡

ミ司戸〆
119号

亡コ 。 I : 4 I Qcm 

図的 B -116. 119号住居跡出土遺物

B-1l6.119号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育長 肯t&、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

I 士不 口 (12.2) 丸底の底部から立ち上がり、口 口縁部内外面横ナデ。体部~ 。良好

(土師) 高 4.1 縁付近は直立する。 底部外国へラケズリ。内面 -掻褐色

横ナデ。 .50% 

2 砥 石 全長 9.9 平面形は少々弧状で、表面は鋭 石の片面をナイフで切りとった -淡褐色 流紋岩

重量 150g い稜をもった真平らな面であ ように真平らにしている。他の -完形

る。 面も比較的平坦。擦痕等明確な

使用痕がないので、「砥石Jとの

判断も疑問が残る。

1 斐 口(17.4) 胴上位に張りをもっ。口縁は外 口縁部内外面横ナデ。外面指 -良好

(土師) (頃気味のコの字状を呈す。 押え。胴部上位外面横へラケ 。暗褐色

ズリ。中位外面縦へラケズリ。 。胴部中位以上%周

2 杯 口 (13.0) 平底の底部。比較的厚手。口唇 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 6.5 部丸味をもっ。 部~口縁部回転ナデ。 -暗白灰色

高 4.0 。50%
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B-118号住居跡

エ三; 7

、-
戸ご宅三ミ

1. B 区

フミι」
グ「

I : 4 IOcm 

図100 B -118号住居跡出土遺物

B-1l8号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 背ラ 宵巨 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考|

1 Z霊 口 16.7 張りをもっ胴部上位。口縁部は 口縁部内外面横ナデ。 -良好

(土師) 大きく外反し口唇部に丸味をも -暗褐色

つ。 -口縁部yz周、体部

少々

2 均二 口 10.1 丸底。口縁内傾する。 口縁部内外面横ナデ。体部~ -良好

(土師) 高 3.5 底部外面へラケズリ。内面 • j登褐色

横ナデ。 . '7三E云Jf:ノノ

3 好く 口(12.8) 底部欠損。丸味をもって立ち上 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好

(土師) がる体部。口唇部厚白。 面へラケズリ。内面横ナデ -暗褐色

-口縁部%周、体部

少々

4 杯 口(12.7) 丸底の底部。体部深めで口縁付 口縁部内外面横ナデ。体部~ -良好

(土師) 高 4.7 近は外傾気味。 底部外面へラケズリ。内面 。燈褐色

横ナデ。 -口縁部~底部%周

(40%) 

5 主主 口 9.2 緩やかに内湾する小さな体部。 天井部~体部外国 回転へラケ -良好 体部外面に|

(須恵) 返りは断面三角形。ていねいな ズリ。内面回転ナデ。口縁内 -灰色

っくりの蓋。 外面回転ナデ。 -つまみ部欠損

6 蓋 口 10.2 緩やかに丸味をもっ天井部。体 天井部手持ちへラケズリ。体 -良好

(須恵) 部と口縁部の境に稜をもち口縁 部~口縁部回転ナデ。 。白灰色

部は外反する。 -完形

7 蓋 口 10.0 緩やかに丸味をもっ天井部。直 天井部外面子持ちへラケズ -良好

(須恵) 高 3.9 線的に外傾する薄子の日縁部に リ。内面 回転ナデ。口縁部内 -暗白灰色

至る。 外面回転ナデ。 。60%
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遺跡各区の出土遺物集成

B-120号住居跡

、三三ζヨグ

!・ 4 IOcm 

図101 B -120号住居跡出土遺物

B 120号住居跡出土遺物観察表

B-121号住居跡

形態の特徴 成形・子法の特徴 。焼成。色調。残存

直線的に外傾する体部。きめの 1底部 右回転糸切り無調整。体 I .良好

細かいよいっくりであるが、左|部~口縁部 回転ナデ。 I・暗灰色

右不均衡。浅目の杯。・ 80%

ミ4二J

I : 4 IOcm 

図102 B -121号住居跡出土遺物

B-121号住居跡出土遺物観察表

B-122号住居跡

形態の特徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存

直線的に外傾する体部及び口縁!底部 右回転糸切り無調整。体 I.良好

部。 I部~口縁部 回転ナデ。 I・暗灰色

. 60% 

にメ I : 4 IOcm 

図103 B -122号住居跡出土遺物
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B十 122号住居跡出土遺物観察表

1. B 区

No. 器種 寸法 (cm) 官手 自E 。〕 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調。残存 1 備考

士不 口(19.9) 丸底。体部と口縁部の境に稜を 口縁部内外面横ナデ。体部~ -良好

(土師) ~J (6 1) もち、口縁部は直線的に外反す 底部外面へラケズリ。 -淡褐色

る。口縁部の上位に沈線をもっ .30% 

大型の杯。

B-123号住居跡

』f季J全議
言縛ミiF

て三ζ グ ~=J ~7 

、fミー戸辺/

〉ニ
弓主三〆

日10

図104 B -123号住居跡出土遺物

B-123号住居跡出土遺物観察表(1)

ミ子三〆
日いい
u

己

川つ I : 4 IOcm 

No 器種 寸法 (C111) 青長 ムJ円也~、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成 e 色調。残存 備考

杯 口 (12.6) 口縁まで直線的に立ち上がる小 底部右回転糸切り無調整。{本 @良好

(須恵) 底 6.3 ぶりの杯。 部~口縁部回転ナデ。 。暗灰色

高 3.7 .40% 

2 杯 口 12.5 平底の底部。体部中位に少々膨 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 (6.4) らみをもっ。口縁部はやや外反 部~口縁部回転ナデ。 @暗白灰色

高 3.6 する。 。50%
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l 辺助、科医のUI-I二地物1H/&;

B 123り住間跡出土地物frJ，l.話番必(2)
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I 遺跡各区の出土遺物集成
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図106 B -124号住居跡出土遺物(2)

20 おひUEC o 1410cm  
ト一一一一

No. 器種 寸法 (cm) 育長 肯巨 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調・残存 備考

l Z霊 口 22.5 非常に小さな底部。胴部は太め 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好 小石と粗砂

(土師) 底 5.0 で砲弾形に丸味をもって立ち上 上位縦へラケズリ。中位斜 。暗燈褐色 粒を多量に

がる。口縁ゆるやかに外反。全 めへラケズリ。内面ナデ。 。口~胴部%周 含む

体に器厚。

2 主喜 口 (184) 底部は小さく器厚。胴部細身で、 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。不良

(土師) 中位わずかに張り気味。 縦へラケズリ。内面横ナデ。 。暗茶褐色

底部に木葉痕あり。 。底部 l周、口~胴

部yi周

3 5霊 口 11.7 底部不整形な平底。胴部は扇平 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好 粗砂粒と小

(土師) 底 6.7 な球状。口縁は下半内傾、 k半 へラケズリ。内面横ナデ。 。櫨褐色 石を含む

高 11. 7 は外反する。全体的に厚子の小 。90%

型室。

4 Z霊 口 14.2 底部欠損。胴部は上位に張りを 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。不良(もろい) f砂粒「
(土師) もち、口縁は短く外傾する。厚 縦へラケズリ。内面縦指ナデ。 。淡褐色

子の小型斐。 。70%
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1. B 区

B-124号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 背多 肯E の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

5 甑 口 (2l.0) 底径は大きく全面が穿子L部。胴 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好 粗砂粒を含

(土師) 底(13.2) 部は張りをもたず¥口縁全くく 縦へラケズリ。内面縦ナデ。 。淡褐色 む

τR全~ 24.5 びれずに短く外反する。 .30% 

6 甑 口 16.3 底部器厚て、 1か所小孔あり。胴 口縁内外面積ナデ。胴部外面 @良好 粗砂粒を合

(土師) 底 2.1 音riは少々膨らみをもって外傾気 縦へラケズリ。内面横ナデ。 。淡灰褐色 む

向 12.8 味に立ち上がり、口縁は長く緩 。ほぼ完形

やかに外反する。小型の甑。

7 吉本 口 (165) 底部は丸底で器厚。体部は扇平 口縁内外面横ナデ。底部内面 。良好 内面黒色処

(土師) 高 8.0 な球状で口縁は外反する。 一部へラミガキ痕あり。 。黒褐色 理

。30%

8 珂二 口(13.2) 体部と口縁の境に稜をもち、口 口縁外面横ナデ。 @不良 器面摩耗激

(土師) 縁は丸味をもちゃや内傾。 。暗褐色 しい

.40% 

9 杯 口 13.1 平底に近い丸底。{本部と口縁の 口縁内外面横ナデ。体部~底 。良好

(土師) 高 4.0 境に稜をもち、口縁はわずかに 部外面へラケズリ。内面ナ 。暗経褐色

外反して立ち上がる。 ア。 -ほぽ完形

10 均二 口 12.4 中央尖り気味の丸底。体部と口 口縁内外面横ナデ。体部~底 -良好

(土師) τ1司2 4.7 縁の境に稜をもち、口縁直立す 部へラケズリ。 -黒色

る。 -ほぼ完形

II 石 全長 16.0 断面台形で表裏両面は平坦。 各面よく摩耗し、部分的にわずか 。暗灰色 。輝石安山

重量 820g な凹みがある。又、上下端部は蔽 。tフEプff仁:_/，.ノ 正山ミ

打痕と思われる細かな凹凸あり。 。床面

12 石 全長 16.2 側面は直線的で片方が徐々に細 上下端に敵打痕と思われる細か 。茶灰色 。輝石安山

重量 500g くなる。整った形状といえる。 な凹凸あり。 。完形 王山ゴ

@床面

13 石 全長 12.5 断面平行四辺形で端部付近は互 各面よく摩耗し、 2~3 か所に 。白灰色 -ひん岩

重量 520g い違いに厚さが違う。 人為的な不整凹みあり。 。完形 。床面

14 石 全長 15.5 断面平行四辺形で各面は少々弧 上封結日付近の大きな凹凸は欠損部 。茶灰色 。複輝石安

重量 860g 状の平坦で、ある。 ではなく、他の商と同じように人 。完形 山岩

為的な摩耗部分が認められる。 。床面

15 石 全長 15.5 扇平で角のない不整楕円形。 全体的に摩耗している。 。暗灰色 -輝石安山

重量 690g 。完形 石山

(多孔質)

。床面

16 石 全長 13.3 扇平気味で、平面形は楕円形。 全体によく摩耗し、側面片方と 。茶褐色 。輝石安山

重量 600g 全体に丸みをおびる。 上端部に少々欠損部あり、使用 。完形 正山玉

痕であろう。 。床面

17 石 全長 12.5 裏面僅かに平坦気味だが、全体 人為的な痕跡は見当らない。全 。茶褐色 。輝石安山

重量 510g 的には丸味をおびた楕円形の 面的にザラついている。 。とフ壬ロGJf:ノノ 正山玉

石。 (多孔質)

-床面

18 石 全長 12.7 平面形は不整五角形で厚さは左 全体によく摩耗しており、数か -茶灰色 。輝石安山

重量 690g 右不均衡。 所に親指大の摩滅した凹みあ 。フcbE刀ffノノ 正山王

り。 。床面

19 石 全長 13.4 上下半で厚さが大分ちがう。全 裏表面は弧状になだらかに凹 。淡褐色 。輝石安山

重量 650g 体に丸みを帯びている。 み、よく摩耗している。 。完形 正山ヨ

。床面

20 石 全長 15.5 平面形は整った楕円形。裏面は 親指大の人為的な凹みが 2か所 。灰色 。輝石安山

重量 780g 凹凸多い。 あり、他の欠損部が人為的かは 。ほぼ完形 正山ヨ

不明。 。床面
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-124号住居跡出土遺物観察表(3)

No. 器種 寸法 (cm) 青5 忠A ヨ 。〉 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

21 石 全長 11.5 断面隅丸方形で、上半部は徐々 上端部以外の各面には摩滅した -灰色 -輝石安山

重量 460g に薄くなってゆく。各面は比較 凹みが 1~ 2か所存在してい -完形 岩

的平坦である。 る。 -床面

22 石 全長 14.0 平面形は長方形で、 l面のみ真 平坦面以外には摩滅した凹みが -茶灰色 -ひん岩

重量 820g 平らである。他は凹凸が多い。 数か所存在している。 -完形 -床面

23 石 全長 12.0 不整形で安定しない形態。裏面 弧状面及び{也数か所はよく摩滅 -茶灰色 -輝石安山

重量 470g は弧状にえぐれる。 している。 -完形 石山

-床面

B-125号住居跡

、五j
6 

ミ呈デク

γ二 I : 4 IOcm 

図107 B -125号住居跡出土遺物
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1. B 区

B-125号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青三 態 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 斐 口 19.4 底部欠損。胴上位に最大径をも 日縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好

(土師) つ、コの字状口縁のき室。口唇外 上位横へラケズリ。中位~下 -暗燈褐色

面やや凹み全体的に薄手。 位縦へラケズリ。 -胴部一部欠損

(80%) 

2 斐 底 3.0 小さな底部。胴下位直線的に外 胴下位~底部外面へラケズ 。良好

(土師) 傾。 リ。内面ナデ。 -燈褐色

-底部付近 1周

3 委 口 19.4 胴上位に最大径をもっ。口縁は 口縁内外面横ナデ深い。胴部 。良好

(土師) コの字状。非常に薄手。 外面上位横へラケズリ。中位 。権褐色

斜めへラケズリ。内面 ナデ。 040% 

4 E室 底 5.3 小さい底部。胴部は薄子で外傾 胴部外面縦へラケズリ。底部 。良好

(土師) して立ち上がる。 へラケズリ。内面ナデ。 。暗権褐色

-底部 l周、胴部

少々

5 杯 口 (14.0) 体部下位少々丸味をもち、中位 底部右回転糸切り無調整。口 -良好 底部両面に

(土師質) 底 (7.8) から口縁までは直線的に外傾す 縁~体部回転ナデ。外面中位 @黒灰色 墨書、判読

高 4.0 る。 は深くナデが入る。 。50% 不明

6 珂= 口 14.2 上げ底気味の底部。体部は膨ら 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 7.5 みをもち、口縁少々外反する。 ~口縁回転ナデ。 -白灰色

両 3.7 -完形

7 域 口 (15.0) 台部外傾。体部は中位にわずか 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好

(須恵) 底 (7.5) な膨らみをもち、口縁少々外反 け回転ナデ。体~口縁回転ナ -白灰色

高 4.9 する。 ア。 -底~口縁%周

8 椀 底 (7.1) 体部下位は直線的に外傾。 底部 回転糸切り後台部貼り付 。良好

(須恵) け回転ナデ。体部 回転ナデ。 -暗白灰色

-底部 1周、台部及

び体部少々

9 鉢? 口(15.8) 体部は外反気味に立ち上がり、 体~口縁回転ナデ。底部回 -良好

(須恵) 底 (12.0) 口唇部平坦に外斜する。 転糸切り無調整。 @白灰色

高 7.0 。20%

B-126.129号住居跡

129号一

126号

I : 4 IOcm 。
図108 B -126. 129号住居跡出土遺物

105 



I 遺跡各区の出土遺物集成

B-126 0 129号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背ラ 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

士干 口 14.0 丸底の底部。体部は口縁との境 口縁内外面横ナデ。体部~底 -良好

(土師) 品 5.0 に稜をもち口縁少々内傾する。 部外面へラケズリ。 -暗褐色

。口縁と体部の一部

欠損 (80%)

石 全長 9.5 左右側面の厚さが不均等な篇平 全面滑らかで側面に lか所人為 -暗茶灰色 輝石安山岩

重量 1909 小型の石。 的な凹みがある。 。完形

B-127号住居跡、

2 

、二了:ノ
4 

I : 4 I Qcm 

図109 B -127号住居跡出土遺物

B-127号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 青三 ム感v の 特 i致 成形。手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

l 主主 口 (19.0) 最大径を胴上位にもつ。口縁は 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好

(土師) 直立し上位で外傾するコの字 上位横へラケズリ 中~下位 。燈褐色

状。薄手。 斜めへラケズリ。内面横ナデ。 -口縁~胴上位%周

口縁輪積痕明瞭。

2 主主 日(19.7) コの字状口縁の案。胴部は薄手。 口縁内外面横ナデ後指押え。 -良好

(土師) 胴部外面上位横へラケズリ。 。暗褐色

内面横ナデ。 -口縁~胴上位少々

3 斐 口(184) 口縁下位はやや内傾し、上位で 口縁内外面横ナデ後指押え。 。良好

(土師) なだらかに外反するややコの字 胴部外面上位横へラケズリ。 。燈褐色

状の室。薄手。 内面ナデ。 @口縁~胴上位%周
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B-127号住居跡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸法 (cm) 育長 青'出E、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成@色調。残存 備考 l
4 土1宛 口(14.4) 台部は外傾。{本部は深く外傾し 底部 右回転糸切り後台部貼り -良好(焼き締まり

(須恵、) 底 8.2 て口縁まで立ち上がる。 付け回転ナデ。体~口縁回転 良い)

高 6.0 ナデ。 。暗灰色

。50%

5 珂= 口 (13.2) 底部欠損。体部は丸味をおび口 体部~口縁回転ナデ。 @良好 粗砂粒を含

(須恵) 縁やや外反する。作りは丁寧。 -暗灰色 む

。20%
」一一」一一 一一一一一 L一一

グ
グ
グ

3

B-128号住居跡、

4 

o [:4 [Ocm 

- 一
8-128号住窟跡出土遺物(1)
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I 遺跡各区の出土遺物集成

ト「
D I : 4 10 cm 

図111 8-128号住居跡出土遺物(2)

B-128号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸 法 (cm) 育長 育E の 特 徴 成形・子法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

l 婆 口 (235) 胴部中位~上位に張りをもっ大 口縁内外面横ナデ。胴部外国上 。良好 粗砂粒を合

(土師) 型の球胴王室。 位縦へラケズリ。中位斜めへ 。淡褐色 む

ラケズリ。内面横へラナデ。 。50%

2 婆 口 21.2 細長い胴部は上位が少々張り気 口縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好 小石と粗砂

(土師) 味。口縁肥厚で大きく外反する。 縦へラケズリ。内面横ナデ。 。暗燈褐色 粒を多量に

器面ザラつく。 .80% 含む

3 甑 口 (27.0) 底部全面穿孔の大型甑。長胴部 口縁内外面積ナデ。胴部外面 。良好 粗砂粒を含

(土師) 底(11.0) は張りをもたず外傾気味に立ち 縦へラケズリ。 。淡褐色 む

高 (30.0) 上がり、口縁は大きく外反する。 -口~胴上位%周、

下位少々

4 甑? 口 (24.6) 胸部は張らず外傾気味に立ち上 口縁内外国横ナデ。胴部外面 。良好 粗砂粒を多

(土師) がり口縁大きく外傾。器面ザラ 縦へラケズリ。内面横ナデ。 。暗褐色 量に含む

つく。 。口~胴中位)i，i周

(20%) 

5 甑 底 (110) 底部全面穿孔の大型甑。胴下位 胴部外面下位斜めへラケズ 。良好 粗砂粒を合

(土師) は直線的に外傾。 リ。内面横ナデ。 -燈褐色 む

。胴下位少々

6 警 口 (21.8) 胴上位少々内傾。口縁肥厚で外 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好

(土師) 反する。 へラケズリ。内面横ナデ。 。撞褐色

。口縁%周、胴上位

少々

7 護 丸底の底部。胴部上位が張る護。 胴部外面上位へラケズリ。中 。良好 底部に焼成|

(須恵) 口縁は強くくびれ短く外反す 位~下位少々平行タタキ目残 。白灰色 後と思われ

る。内外面凹凸が激しいが器面 る。 。80% る小穿孔部

は滑らか。 あり

8 査 口 7.2 不安定な底部。胴部は肩が張る 胴部中位~底部外面 回転へラ 。良好

(須恵) 局 11.2 半球状。口縁は長く直立する。 ケズリ。口縁内外面横ナデ。 。暗灰色

。口縁少々欠損

(90%) 
L 一 一
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B-130号住居跡出土遺物観察表

N臼 器種 寸法 (cm) 形 自見E己 の 特 徴 成形。手法の特徴

1 婆 小さな丸底の底部より、胴下位 胸部外面下位横へラケズリ。

(土師) は徐々に開く。器面ザラつく。 内面横ナデ。

2 ~ 口 (16.1) 底~胴部は球状を有し、口縁外 口縁内面横ナデ。胴部~底部

(土師) 傾する。小型の球胴婆で最大径 外面斜めへラケズリ。内面

は口縁にある。 ナデ。

3 ~ 球状の底~胴部の小型斐。 胴部下位~底部外面 へラケズ

(土師)

4 警 小型の球胴斐。 胴部下位~底部外面 へラケズ

(土師) リ。内面丁寧なナデ。

5 杯 口 10.3 丸底の底部。体部は湾曲して立 摩耗の為不明瞭

(土師) 両 3.3 ち上がり口縁少々内傾。器肉薄

く器面ザラつく。

6 杯 口 (11.7) 丸底の底部。体部は湾曲して立 体~底部外面へラケズリ。内

(土師) 局 3.5 ち上がり、口縁内傾する。 面摩耗の為不明瞭。

珂= 口(130) 体部は湾曲し口縁付近は直立気 口縁内外面横ナデ。体部外面

(土師) 味に開く。 へラケズリ。内面ナデ。

8 巧二 口 11.3 体部と口縁の境に弱い稜をも 口縁内外面回転ナデ。底部

(須恵) 底 6.5 つ。口縁は外傾気味に長く立ち ~体部下位手持ちへラケズ

主F主ヨT 3.8 上がる。 リ。
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。焼成・色調。残存 備考

-良好 粗砂粒を多

。暗赤褐色 量に含む

。底~胴下位 l周

。良好 内面黒色処

-暗赤褐色 理令

。底~口縁v2周

(50%) 

。良好 内面黒色処

。暗褐色 理

-底~胴下位少々

。良好 粗砂粒を含

。暗褐色 む

。底~胴下位少々

。良好 粗砂粒を合

-鐙褐色 む

。ほぽ完形

。良好

。暗桂褐色

。底~口縁J.-;i周

(30%) 

。良好 粗砂粒を含|

。樟褐色 む

。20%

@良好(焼き締まり

良い)

-暗白灰色

。完形
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B-136号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 売予 ム思v の ヰ寺 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

1 斐 口 24.5 胴上位少々内傾し口縁は外傾す 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好

(土師) る。薄手の察。 ヘラケズリ。内面ナデ。 -暗褐色

。口~胴上位%周

2 婆 口(15.0) ゆるやかに外反する小型婆口縁 口縁内外面横ナデ。 。良好 粗砂粒を含

(土師) 部。 。暗褐色 む

。口縁%周

3 !A 口(13.3) やや肩の張る小型の球胴翠。口 口縁内外面積ナデ。桐部外面 。良好 粗砂粒を合

(土師) 縁は短く外反。 上位へラケズリ。口縁にへラ 。暗褐色 む

の圧痕あり。 。口縁yi周、胴上位

少々

4 室 底部~胴部が扇平な球状を有す 胴部外面斜めへラケズリ。底 。良好

(土師) 小型察。 部へラケズリ。内面横ナデ。 。暗燈褐色

.20% 

5 杯 口(145) 体部は膨らみをもち外傾気味に 底部~体部外面へラケズリ。 -良好

(土師) 底 (9.5) 立ち上がる。底径と口径の差は 内面丁寧なナデ後斜めへラミ -淡褐色

高 4.0 小さしユ。 ガキ。 。40%

6 均二 口 12.8 底部厚く安定している。体部は 口縁内外面横ナデ。体部外面 -良好

(土師) 底 7.8 直線的に外傾し、口縁はそのま 横へラケズリ。底部手持ちへ 。淡褐色

高 3.9 ま外反気味に開く。 ラケズリ。内面横ナデ後放射 。70%

状の暗文を施す。

勾て 口(11.8) 体部は丸味をもち口縁付近外 口縁内外面横ナデ。体部外面 。良好 口縁及び内

(土師) 傾。 へラケズリ。内面ナデ。 。黒色 面は淡褐色

.20% 

110-



区1. B 

P
は
1
u
u

一

/

/

っ

、

υ

「コヨ
J

二ι
三、

一
一
「
刻
、
、
¥

~ 

一一

B-138.140号住居跡

三_i ~~~ 

138号

IOcm I : 4 D 

140号

8-138.140号住居跡出土遺物図114

B-138・140号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 背主 -態b~ の 特 徴 成形@手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 杯 口 (14.0) 体部は深目でロクロ痕を残し口 底部 回転糸切り無調整。体~ 。良好

(須恵) 底 (7.0) 縁まで外傾する。 口縁回転ナデ。 -暗白灰色

高 4.0 040% 

1 委 口 20.5 細長い胴部は上位やや張り、口 口縁部内外面横ナデ。胴部上 -良好

(土師) 両 32.3 縁部は水平近くに大きく外反す 位外面縦へラケズリ 中位 。時様褐色

る。 ~下位外面斜めへラケズリ。 。60%

内面横へラナデ。

2 婆 口(137) 胴上位に最大径をとる。口縁短 口縁部内外面横ナデ。胴部外 。良好

(土師) く外傾。 面縦へラケズリ。内面ナデ。 。暗褐色

-口縁付近%周

3 鉢 口 19.0 丸底。丸味をもって大きく立ち 口縁部内外面横ナデ。底部~ -良好

(土師) 両 7.9 上がる体部。口縁部は直立。 体部へラケズリ。 。淡褐色

-完形

4 杯 口 (13.2) 丸底の底部より体部は大きく膨 口縁部内外面横ナデ。体部~ 。良好

(土師) 高 4.8 らみ、口縁部は短く内湾する。 底部外面へラケズリ。内面 -燈褐色

ナデ。 050% 

5 そ不 口(12.0) 体部は丸味をもって浅く立ち上 口縁部~体部内外面回転ナ a 良好

(須恵) 底 (6.9) がる。口縁は非常に薄く、大き デ。底部 右回転糸切り無調整。 。青灰色

高 3.1 く外反して開く。 020% 
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B-142号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸 法 (cm) 青三 ム忠ヨ の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

士不 口 12.0 体部中位にやや丸味をもって立 底部 回転へラ切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 7.4 ち上がる。 部~口縁部回転ナデ。 。灰色

高 3.4 -完形

2 圭菩 口 13.2 ボタン状のつまみ部。天井部か 天井部 回転へラケズリ後指ナ -良好

(須恵、) 高 4.0 ら体部なだらかに外傾し、口縁 デ。体部~口縁部回転ナデ。 。暗灰色

短く垂下する。返りはもたない。 -ほぽ完形

B-144号住居跡

KLr yj  又詞J
f時日 I : 4 IOcm 

図116 B -144号住居跡出土遺物
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B-144号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 背3 白2山叱2、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考 J
l 護 口(17.7) 丸味をもって内傾する胴部上 口縁部~胴部上位 回転ナデ。 @良好

(土師質) 位。口縁部下位は直立し上位で @淡燈褐色

少々外反する。 -口縁部%周、胴部

少々

2 域 口 12.7 太くて短い台部。体部は湾曲し、 底部 回転糸切り後台部貼り付 -不良

(須恵、) 底 7.0 口縁部は外反する。 け回転ナデ。体部~口縁部 回 -灰色

高 4.2 転ナデ。 。完形

3 t宛 口 14.0 低くて端部に丸味をもっ台部。 底部 回転糸切り後台音問占り付 -良好 内面黒色処

(須恵) 底 6.5 丸味をもって立ち上がる深い体 け回転ナデ。体部~口縁部 回 -淡樫色 理

高 5.2 部。口縁部は短く外反する。 転ナデ。内面花弁状の暗文を .70% 

施す。

4 巧〈 ロ(12.2) 緩やかに丸味をもって外傾する 底部 右回転糸切り無調整。体 -良好 外面黒斑部

(須恵) 底 4.2 体部及び口縁部。器肉は全体的 部~口縁部内外面 回転ナデ。 。白灰色 分多い

高 3.3 に薄手でト底径小さし'0 .60% 

5 均二 口 11. 7 底部平底。外傾して立ち上がる 底部右回転糸切り無調整。体 。不良

(須恵) 底 5.0 体部。口縁部は外反気味。器面 部~口縁部回転ナデ 。淡桜色

局 3.6 ザラつく。 .60% 

6 士完 口(14.2) ハの字状に聞く細い台部で一部 底部 回転へラケズリ後台部貼 。良好

(灰紬) 底 (7.3) 内側へつぶ、れている。体部はや り付け。体部~口縁部 回転ナ -白灰色

局 4.7 や湾曲気味に立ち上がる。 デ。口縁付近内面刷毛掛け施柏、 .50% 

外面は痕跡なし。
」ー 」一一

B-145号住居跡

I : 4 IOcm 

図117 8-145号住居跡出土遺物

B-145号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 背長 高邑 の 特 徴 成形・手 j去の特徴 。焼成。色調。残存 備考

1 主主 口(190) 胴部上位に最大径をもっ。口縁 口縁部内外面横ナデ。胴部外面 -良好

(土師質) 部は厚手で外反する。 横ナデ後縦へラケズリ。内面 。?炎燈褐色

へラナデ。口縁部と胴部の境指 。口縁部~体部上位

押え。胴部上位接合痕あり。 y4周

十 113
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B-146号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背5 ム思v の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

巧て 口 13_8 底部は大きしやや張り出し気 底部 回転へラ切り後端部を部 。良好(焼き締まり

(須恵) 底 8_8 味。体部から口縁部は外傾して 分的にナデ。体部~口縁部 回 良し)

高 4_0 立ち上がる。 転ナデ。 。灰色

。70%

2 士不 口 13_8 あげ底の底部。緩やかな丸味を 底部回転へラ切り。体部~口 。良好 黒色徴粒子

(須恵) 底 7_6 もって立ち上がる体部。やや歪 縁部回転ナデ。 。暗白灰色 目立つ

高 3_6 む。全体的に肉厚である。 。ほぽ完形

3 巧: 口 (140) 平底の底部は大きめ。丸味を 底部右回転糸切り後端部を部 。良好

(須恵) 底 7_3 もって立ち上がる体部下位。 分的にナデ。体部~口縁部 回 。白灰色

r'i.J 司 4_0 車云ナデ。 060% 

B-147号住居跡、

D 1:4 IOcm 
一一一一ー寸

図119 8 -147号住居跡出土遺物

B-147号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背Z 態 の 特 徴 成形@手法の特徴 。焼成。色調・残存 備考

f不 口 13_0 体部下位に丸味をもって立ち上 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 6_8 がり口縁部で外反する浅白の 部~口縁部回転ナデ。 -灰色

T存生可 3_2 杯。全体に不整形。 。ほぼ完形

2 ±自 口(14_6) 外傾する薄い台部。丸味をもっ 底部 右回転糸切り後台部員占り 。良好

(須恵) 底 8_5 て立ち上がる体部は比較的厚手 付け回転ナデ。体部~口縁部 。灰色

高 5_4 である。 回転ナデ。 。50%
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-148号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 背芸 首E の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

杯、 口(126) 丸底の底部。底部と体部の境に 口縁部内外面横ナデ。体部~ 。良好

(土師) 高 4.4 稜をもち、口縁部はやや直線的 底部不明瞭。 。糧褐色

に外反する。 050% 

2 士不 口 11. 2 丸底の底部。体部も丸味をもっ 摩耗の為不明瞭 -良好

(土師) 局 3.3 て立ち仁がり口縁付近やや外傾 。稔褐色

する。全体的に薄手なっくり。 。70%

J つ 刀 子 全長 9.4 摩耗が進み小さしユ。背部で厚き2.5mm強。 。完形

(鉄製) 重量 14.0g

4 石 全長 11.7 全体に丸味をもち、側面片側に 側面の細かな凹凸は蔽打痕と思 。暗灰色 -輝石安山|

重量 560g 細かな凹凸がある。 われる。 -完形 正山王

-床面

5 石 全長 11.6 随所に稜があるが比較的まと 各面に摩滅した凹みが見られ -茶灰色 。輝石安山|

重量 480g まった形状で、不整な凹凸が多 る。先端の欠損部は摩耗具合よ 。7と土'GJf:ノノ 正山玉

しコ。 り人為的なものである。 。床面

6 石 全長 12.5 断面隅丸長方形で表裏共に平 平坦面及び数か所の凹み部はよ @茶灰色 。輝石安山

重量 520g 坦。側面 lか所弧状に凹む。 く摩滅している。 。完形 正山玉

-床面

石 全長 12.8 断面は楕円形で、僅かに弧状を 両端部には細かな凹凸があり、 。暗灰色 -輝石安山

重量 500g 呈す。握りやすい形状である。 蔽打痕と思われる。 e 完形 正山玉

(多孔質)

。床面

8 石 全長 13.4 断面ひし形で各面平滑。端部一 全面摩耗している。特に凹凸の 。茶灰色 。輝石安山

重量 660g 方は凹凸のある面である。 ある端部はよく摩滅している。 。完形 岩

。床面

9 石 全長 11.2 扇平。幅広で不整な平面形。裏 平坦面はよく摩耗し、下端部中 @茶灰色 。輝石安山

重量 540g 表共に平坦である。 央もよく摩滅している。 。""フ'G~巴ノノ 正山ヨ

-床面

10 石 全長 12.5 扇平な卵形で片面は比較的平 平坦面中央は摩滅して滑らか。 。淡緑灰色 。複輝石安

重量 650g 坦。 丸みのある面には中央に細かな 。完形 山岩

凹凸が見られる。 。床面

II 石 全長 13.8 扇平で平面形は少々しゃくれた 両面平坦で込、裏面積には使用痕 。茶褐色 。輝石安山

重量 620g 楕円形を呈す。 と思われる弧状の凹みが認めら 。完形 正山" 

れる。 -床面

12 石 全長 13.2 肩平・幅広の石で片方は丸くも 平坦面はよく摩耗しており、直 。茶灰色 。輝石安山

重量 830g う片方は直線的な形状。 線的な端部には親指大の凹みが 。完形 岩

2か所存在する。 。床面

13 石 全長 11.5 弧状の曲面と平坦面をもっ、楕 裏面は比較的平滑で摩耗してい 。茶褐色 -複輝石安

重量 620g 円状の石。 る。欠損部は人為的かどうか不 -完形コ 山岩

明。 。床面

14 石 全長 14.2 断面隅丸三角形で各面平坦。 数か所に親指大の凹みがあり、 。茶灰色 。輝石安山 l

重量 740g 特に摩滅している。 -完形 正山玉

-床面

15 石 全長 14.3 断面不整三角形。多少凹凸ある 各面には摩滅した細かな凹凸が 。灰色 。輝岩石安山 | 

重量 650g も平坦な面を四面もつ。 認められ、敵打痕と思われる。 。完形

。床面

16 石 全長 14.5 弧状に膨らむ面と凹みのある面 全面滑らか。凹みは浅いものと o t炎褐色 。輝石安山|

重量 640g をもち、足の甲と裏を思わせる 深いものが 2か所あり、深い方 。完形

形状である。 は小刻みに敵打されたと思われ

る。
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1. B 1><: 

B 148~-J住J，J~'跡出土地物叫妓点(2)

No I以川、 川 出 」 陪 般 の 利微 I I，)G Jf~ ' f'i);ω 特徴 | ・ 州 ・ 色刷 . ~w 1 ~Ir ~ 
17 I 1I I :全民 I:U 断的iH削).L{i形。全体にh味合 1I，I，jstlJげかl'火及びト:r.hlr(IIはj別減激|・茶灰色 |・削iイi安山

18 イ7

19 1 1i 

コJ!-{アー

21 1 .( i 

22 1 イl

!H1，t 日:W民 liiび F~li，1の斜 r(IÎ f))み‘nu といえ|しい。 • J己形
る。

JÎ): J~ 12.9 1 不可Ml1川 Jr~でJ'/ ðl.).) '(iがってい

r(1t ROOj.t Iる。

公民 1:1.5 、II.JIII(lIを lかI~r もつ。核った!防

!lO，t 860g I ~k といえる。

制訂市古川 rJJ市広州市よりふ
fl1.hl :iOOg I的、II.JI1.

'r(/Iに税制人;の1VJli(r!rcJ'i'1滅的所|・*11<白
IJf ~.!.られ、x.Jニ ド端部に1.11仇かい布形

だが紋JH良らしさl"It"1わり。

、Il.JflllrII，t J. < )';U~ し滑らか。仰11 ・淡総灰色

rl/l h':めたるml分はJ¥ slIJにnli1J'山 1・';(:.形

があり制11か必l"JI'1~ (l-).

全体的にmらかで~Jlい~IIi'JßIIJlltî1': 1・1'1'灰色

附減した1"1みが 2 か所N~.!. ら ül ・ :;~J移
る。

会見 11.0I Jl1rr(，I附九台形で llUlのみ'jl.Jf!. 1 1，l，iiJllJlilIとJ:端部にはっ 3りと階|・ l火色

11(J，t 520g Iよた、このrilI州)$には輩IJ隊状J)I減した円みがめり、、JT.J11171Iにめ l・)'1己形

欠Hlが;泌められる。 1 る欠~lJ;iJI b ff，~.l<もする。

令l~ 12.0 IllTr r(IÍ は|純メし そ戸j形でがI(刊れよ的|令II/lmらかで特に災r(li はf'i~~IX;';il 1・糸灰色

J[U，t 6101{ 11'1状。必だらかなI"h"lをもっ。 1分が敏かjリ1]，，1，られる。 1.山形

23 行 1 .:?:Jミ11.0 I 断r(/I削丸 、|付，1I4.ìl.!形で制問11よ I'~ I作I(II). < J+j'l~ß し、平JI[な制市北| ・ Iltf灰色
(:，t 54()U I 'f" らと tLい r，ldlfliがある。 1 びIIIiJIIIÍ の 1"1み仰は特にr，;..減 -~ 1・7己形

I.IJ.， 
1 ， 

-床I(II
一ーート一一一一一

- 冊Ií:?i'~山

ィ}

-Wi而

• HOO!.(;安
111 ('~ 

'1，ぷtfli

-間ilイi'ム・ILi

.民;r(u

. l11(.? i女山

41 
./，j;・I(II

ト一一一一一一ー
・間f{1I公山

れ

-ばUII

. i!il(イ1'9:111

tf 
ι I I ・床l制

トーー1---+ ! !- 1 ドー-一一一一ー
24 1 ii 1全H: 9，3 I .fi'i円形で1，，1 'j!.な円似状。片山nよ| 令体的によく附~~している。 I ・ ぷ制色 |・削(i円安山

JTi川

25 1I I ~ム~ 9.7 I 叫状の凶lをも J、不'~>-i!な小1\'1 I全IIIIよくl犠将し、 IlIiJllii'l'央に・|・IIff1.天色
!HM 130g Iのイ，.ひと主わ小さく紛l身。 1自irl欠似さl!.たとnJわれるfflH立あ|・完形

り。

'WI耐

-似!沙約

.外J而

トーー f -ーーーー1 1 
26 I ~ï I 1i'tJ~ 10.2 I的内の門似状で、戦った形状と IlyJlj'(i;I..c似IIIIJ:tは弘、円ら松い。合|・終l火色 I ，fif(イi:J.c.'IU

if( li1: 400g Iいえる。 I体的に滑らかである。 I・山形 I Jl;. 

-床Ilu

8-148号住居跡右出土状況
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-150号住居跡、

一に グ

2 

'---1 

仁コ

B-150号住居跡出土遺物観察表 (1)

8 

6 

I : 4 IOcm 

図121 8-150号住居跡出土遺物

No 器種 寸法 (cm) 背手 態 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

1 ZE 口(17.0) 胴部上位に最大径をもち肩部が 胴部外面上位横へラケズリ。 。良好

(土師) 張る球胴婆。口縁は短く外反す 中位斜めへラケズリ。下位 。暗赤褐色

る。 縦へラケズリ。内面は斜めへラ 。口縁部~胴部下位

ナデ。 %周

2 士宜E 口 19.5 球胴状で中位に最大径をもっ 口縁部内外面横ナデ。胴部上 。良好 胴部 1周程

(土師) 査。口縁部は長く外反し、口唇 位~下位外面斜めへラケズ 。淡褐色 黒斑部あり

部外面はナデにより平坦であ リ。 。口縁部~胴部下位

る。 I周

3 E主 口(13.6) 外傾する小型斐口縁片。 口縁部内外面横ナデ。 -良好

(土師) 。淡掻褐色

。口縁部%周

4 護 口 11.0 小さい底部。胴部は扇平な球状 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好 底~胴部に

(土師) 底 3.8 で口縁はさほどくびれずに長く 面下位斜めへラケズリ。内面 。淡褐色 かけて黒斑

言F台可「 8.2 外反する。最大径を口縁にもつ 斜め指ナデ。底部外面へラケ 。ほぼ完形 多し

小型の広口警。 ズリ。内面ナデ。

5 品 杯 底(14.2) ハの字状に大きく開く裾部。脚 脚部外面ナデ後縦へラミガ 。良好

(土師) 部は』彰らみをもちf余々にすぼま キ。内面縦ナデ。裾部内外面 -怪褐色

る。 横ナデで外面は縦へラミガキ。 。脚部~裾部少々



1. B 医

B-150号住居跡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸法 (cm) 背手 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

6 主同主「 珂= 下位が膨らむ脚部。裾部は大き 脚部外面 ナデ後上位縦へラケ @良好

(土師) く外傾すると思われる。 ズリ。内面上位縦へラナデ。 -1登褐色

中位横ナデ。内面下位は折り @脚部y2周

返し状にもり上がる。

7 τF主司T 士干 脚中位わす、かに膨らむが細い円 剥離の為不明瞭。 。良好

(土師) 柱状といえる。裾部は大きく外 。燈褐色

傾すると思われる。 。脚部 1周

8 石 全長 16.8 全体に丸みを帯びており、下端 全面よく摩耗し滑らか。 。淡褐色 。流絞岩

重量 890g は厚い。 。フと士E二:Jf:ノノ 。フク土

B-151号住居跡、

I : 4 IOcm 

図122 8-151号住居跡出土遺物

B-151号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青三 吉'也日、 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

1 婆 口 (146) 胴上位は丸味をもって内傾。口 摩耗の為不明瞭。 。良好

(土師) 縁部は短く外傾する。 。暗褐色

。口縁部%周

一2 蓋 口 13.6 ボタン状のつまみ部より丸味を 天井音Il 回転へラケズリ。体部 -良好 外面全体自

(須恵) 高 3.1 もつ体部が深目に開く。返りは ~口縁部回転ナデ。 。やや緑がかった白 然紬のため

厚く小さい。全体的に厚手で重 灰色 光沢をもっ

し〉。 。完形

B-152号住居跡、

モg:=J ミ主j ¥ご王〆¥註二7

ミ豆ヨグ
I : 4 IOcm 

図123 8 -152号住居跡出土遺物
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B-152号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸 J去 (cm) 背5 肯山E、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調・残存

l 士干 口(12.7) 丸味をもって立ち上がる体部か 底部右回転糸切り無調整。体 。良好(焼き締まり

(須恵) 底 7.5 ら口縁部は大きく外反する。 部~口縁部回転ナデ。 良し)

高 3.3 @青灰色

.40% 

2 士不 口 13.5 体部は直線的に立ち上がり、口 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 7.5 縁部は大きく外反する。口縁部 剖rl~口縁吉lí 回転ナデ。 -白灰色

高 3.2 がやや歪む。 -口縁部少々欠損

(80%) 

3 主不 口(13.6) 体部下位少々丸味をもち、大き 底部右回転糸切り無調整。体 -不良

(須恵) 底 6.4 く外傾する。 部~口縁部回転ナデ。 -白灰色

高 3.3 。底部%周、口縁部

~体部少々

4 t7il 口 lつ3.5 ハの字状に開く短い台部。膨ら 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好

(須恵) 底 7.5 みをもっ体部下位より体部上位 け回転ナデ。体部~口縁部 回 -青灰色

高 5.6 から口縁にかけて外反しつつ開 車iナデ。 .80% 

く、深い域。

U 域j 口 (14.0) 丸味をもっ台部。体部下半少々 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好

(須恵) 底 (8 0) 膨らみ、口縁部は外反する。 け回転ナデ。体部~口縁部 回 -淡灰色

高 6.0 転ナデ。 -口縁部~台部%周

(30%) 

B-153号住居跡、

4 

一〔

戸ミ 〔
干プ

I : 4 

図124 B -153号住居跡出土遺物(1)
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I 遺跡各区の出土遺物集成

B~153号住居跡出土遺物観察表 (1)

No. 器種 寸法 (cm) 背三 有E の 午1i- 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調・残存 備考

写コz復 lコ 20.7 薄手のっくりで最大径を胴上位 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好

(土師) にもつ。口縁はコの字状を呈す。 上位横へラケズリ。中位縦 。鐙褐色

不整形の斐。 へラケズリ。 。口~胴中位 l周

斐 口(190) コの字状口縁の護。口縁上位外 口縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好 -粗砂粒を|

(土師) 面ナデにより深くくぽむ。口容 上位横へラケズリ。内面横 -撞褐色 合む

部細く突出する。 ナデ部分的に指押え。 。口縁yz周弱 。胴部内面|

黒色気味

3 斐 口 (20.0) 薄手のっくりで口縁は外傾気味 口縁内外商横ナデ。胴部外面 。良好

(土師) のコの字状。口唇上面尖り気味。 上位横へラケズリ。 。燈褐色

。口縁~胴上位少々

4 τE 詰 口(18.0) 内傾気味のコの字状口縁を呈す 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好

(土師) る。 上位横へラケズリ。内面横 . j登褐色

ナデ。 。口縁~胴上位少々

5 警 口 (20.6) 明確なコの字状の口縁を呈す 口縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好

(土師) る。 上位へラケズリ。内面横ナ 。明掻褐色

ア。 -口縁%周、胴上位

少々

6 護 口 (21.0) 外反する婆口縁片。 口縁回転ナデ。 。良好(焼き締まり 。外面に自

(須恵) 良い) 然干出

。暗灰色 -粗砂粒を

-口縁%周 含む

7 土不 口(13.4) 上げ底気味の底部。体部は直線 底部 回転糸切り無調整。体~ -良好

(須恵) 底 6.4 的に外傾し開く。 口縁回転ナデ。 。暗白灰色

品 3.9 .60% 

8 士不 口 13.5 器厚な底部。休部浅目でわずか 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 7.0 な膨らみをもち口縁少々外反す ~口縁回転ナデ。 。白灰色

高 3.6 る。作り丁寧でどっしりとした 。底部 l周、口~体

ま不。 部%周 (80%)

9 均= 口(140) 上げ底の底部。{本音li浅目で中位 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 黒色粒子目

(須恵) 底 (6.8) に膨らみをもって立ち上がり口 ~口縁回転ナデ。 。暗灰色 立つ

~主司T 3.5 縁外反する。作り丁寧。 。40%

10 巧= 口 13.8 体部下位少々膨らみ口縁まで外 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 6.5 傾する。 ~口縁回転ナデ。 。白灰色

高 3.8 -底部 1周、口~体

部%周 (60%)

II 均二 口(13.9) 体部は深目で丸味をおびて口縁 底部回転糸切り無調整。体~ 。良好

(須恵) 底 7.0 まで立ち上がる。薄手。 口縁回転ナデ。 。黒色

両 4.2 。40%

12 杯 口(12.6) 上げ底気味の底部。体部は膨ら 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 6.4 みをもち外傾気味に立ち上が ~口縁回転ナデ。 。暗灰色

局 3.6 る。 。70%

13 f不 日 14.3 器厚な底部。浅目の体部は大き 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 7.5 く外傾し口縁は短く外反する。 ~口縁回転ナデ。 。鐙白灰色

品 3.3 。80%

14 巧t 口 13.8 上げ底の底部。体部は浅く大き 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 黒色粒子目

(須恵) 底 7.5 く外傾し、口縁そのまま開く。 ~口縁回転ナデ。 。暗灰色 立つ

高 2.4 。70%



1. B 区

B-153号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 背手 肯山巨、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調@残存 備考

15 士不 口 (13.0) 仁げ底の底部。体部は浅目で、わ 底部右回転糸切り無調整。体 。良好(焼き締まり 黒色微粒子

(須恵) 底 7.4 ずかな膨らみをもち口縁少々外 ~口縁回転ナデ。 良い) を多量に含

向 つJ.つJ 反する。全体的に厚手である。 。灰色 む

.40% 

16 士不 口(13.0) 上げ底の底部。直線的に外傾す 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 底部外面は

(須恵) 底 7.0 る体音防ミら口縁部。 ~口縁回転ナデ(雑)。 。灰色 粗砂粒が目

両 3.4 。底部 1周、口~体 すっ

部少々 (40%)

17 巧〈 口(14.6) 体部直線的に外傾し口縁短く外 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 (8 5) 反する。 ~口縁回転ナデ。 。灰色

両 3.8 。30%

18 杯 口 (14.8) 上げ底気味の底部。体部は浅目 底部 右回転糸切り無調整。体 。良好 粗砂粒を含

(須恵、) 底 (8.6) で丸味をもって広く立ち上が ~口縁回転ナデ。 。黒灰色 む

高 3.2 り、口縁外反する。 。30%

19 域 口 15.3 台部は厚く垂直に付く。体部は 底部 回転糸切り後台部員占り付 。良好

(須恵) 底 7.7 深く口縁まで外傾する。大型の け回転ナデ。体~口縁回転ナ 。灰色

両 5.8 士宛。 7 0 。底部 l周、口~体

部%周 (80%)

20 土完 底 7.9 高い台部は端部丸味をもっ。体 底部 回転糸切り後台部貼り付 。良好 粗砂粒を含

(須恵) 部下位は膨らみをもち、大きく け回転ナデ。体部 回転ナデ。 。灰色 む

開く。底部器厚。 。底部 1周、体下位

少々

21 皿 口 13.5 台部少々外傾。体部から口縁ま 底部 回転糸切り後台部貼り付 。良好

(須恵) 底 6.5 で直線的に外傾する。底部器厚 け回転ナデ。体~口縁回転ナ 。白灰色

高 3.3 で全体にやや不整形。 ア 。80%

22 皿 口 12.6 細い台部。体部下位強く外反し、 底部静止気味糸切り後台部貼り 。良好

(須恵) 底 6.6 中位から口縁まで外傾して開 付け回転ナデ。体~口縁回転 。黒灰色

高 2.4 く。全体的に薄手。 ナデ。全体に黒色処理を施す。 。80%

23 磨製石器在 全長 4.7 無茎の謄製石鉱。端部は鋭利で 両面穿孔で片面は径 5mm強、も 。青灰色 千枚岩

幅 2.5 先端もよく尖る。 う一方はわずかな穿孔である。 。70%

子L径 0.25 よく磨かれており、滑らかであ

厚さ 0.3 る。

重量 3.9g 

24 刀 子 長さ17.3 細長く残存し、断面は薄い三角形。

(鉄製) 重量25.0g

B-155.156号住居跡、

¥ー」ノi I : 4 IOcm 

155号 156号

図126 B -1550 156号住居跡出土遺物



遺跡各区の出土遺物集成

B-155.156号住居跡出土遺物観察表

No. I器種 l寸法 (cm)I 育長 態 の 特 徴

高い台部は垂直に下りる。体部

は大きく外傾し、口縁水平近く

に開く。底部器厚。

丸底の底部。体部は浅く湾曲し

つつ聞き口縁内傾する。全体に

非常に薄手。

B-157号住居跡、

三J
命笥議? 
" ¥惚宅松恒ぺ正必(，'待";-*志立4川v川d〆内‘干f1 、~i~勺叫、叫σ'~7，~f九v 

勺こシ

成形・手法の特徴

底部回転糸切り後台部貼り付け

回転ナデ。体~口縁回転ナデ。

口縁内外面積ナデ。体部外面

へラケズリされているが不明

際。

2 

¥こ三ιノ

(内面)

-焼成。色調・残存 備考

。良好

-暗白灰色

。30%

。良好 l山粗砂
-燈褐色 粒を含む

。底~口縁y:2周

(50%) 

三五r

ミ手五グ
ポミk

JZZ tミも永
議い~詳〆
r~弘、

~>l;~云 、 '1'話;，，~，":;ドたe

匂37;ぷ

I : 4 I Qcm 

図127 B -157号住居跡出土遺物
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1. B 区

B-157号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背手 盲E の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考|

婆 口 18.7 胴部薄手で上位に張りをもっ。 口縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好

(土師) 口縁は上半が短く外反するコの 上位横へラケズリ。中~下位 。暗赤褐色

字状で、外傾気味。 縦へラケズリ。内面 ナデ。 。口~胴下位 l周

(60%) 

7 護 口 20.0 薄手のっくりで口縁はゆるやか 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好 粗砂粒を含|

(士師) に外反し、コの字に近い。 上位横へラケズリ。内面横 。暗褐色 む

ナデ。 。口縁付近 1周

(20%) 

3 杯、 口(13.6) 大き目の底部。体部は浅目でわ 底部回転糸切り無調整。体~口 。良好

(須恵) l亙 (8 5) ずかな膨らみをもち口縁やや外 縁回転ナデ。 。暗白灰色

高 3.5 反する。 .40% 

4 土司、 口(128) 底部不整形に突出する。体部は 底部切り離し後さらにもう 1枚 。良好(焼き締まり

(須恵、) 底 6.6 浅自で中位に膨らみをもち口縁 を貼り付けており、回転糸切り 良い)

両 3.7 短く外反する。 痕が残っている。体~口縁回 。暗灰色

転ナデ。 。40%

5 士不 口(12.8) 上げ底気味の底部。体部直線的 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 7.5 に外傾し口縁少々外反する。底 ~口縁回転ナデ。 。白灰色

τF全司T 3.5 吉15は器薄。 。70%

6 士iil 口(14.7) 台部はハの字に開く。体部は深 底部右回転糸切り後台部貼り 。良好 底部内面に

(須恵) 底 (8.0) く膨らみをもち大きく立ち上が 付け回転ナデ。体~口縁回転 回白灰色 墨書「天JI 
局 6.2 り、口縁少々外反する。 ナデ。底部内面に重ね焼きによ 。40% 2か所

る粘土の付着。

B-158号住居跡、

ビニJ
仁コ

I : 4 I Qcm 

図128 Bー 158号住居跡出土遺物

B-158号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 青長 !周i~円、 の 特 f致 成形。手法の特徴 。焼成・色調 e 残存 備考

l 斐 口(12.8) 小さな底部。胴部は下位~中位 口縁内外面横ナデで下端は深 。良好 粗砂粒を含

(土師) 底 4.5 にかけて直線的に立ち上がり上 い。胴部外面上位横へラケズ 。暗褐色 む

局 13.8 位に張りをもっ。口縁は外傾気 リ。中位~下位斜めへラケズ .60% 

味のコの字状を皇す。 リ。内面へラナデ。肩部内面

爪を当てた反あり。

十 125



I 遺跡各区の出土遺物集成

B-158号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 官会 肯i~、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

2 I不 口(12.7) 上げ底気味の底部。体音Ilは膨ら 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 (7.8) みをもち口縁少々外反する。 ~口縁回転ナデ。 -暗灰色

品 3.7 .50% 

J つ li1i 石 全長 13.8 断面長方形で表裏両面はわずか 上下面以外は縦方向の擦痕がよ -白灰色 凝灰質流紋

重量 260g に弧状を皇す。 く分かり、滑らかである。 -フ，~じjf;ノノ 王山王
」 一

B-1号土拡

ミー三J

、、匂句留錫"'"

t-J4 。 I : 4 IOcm 

図129 B - 1号土拡出土遺物

B-l号土拡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) Jf;; 肯E ロコ 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調。残存 備考

l 杯 口 10.2 小さな底部より、体部薄く膨ら 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(土師質) 底 4.4 みをもち口縁やや外反する。小 ~口縁回転ナデ。 -黒褐色

高 3.1 型の杯。 。体部一部欠損

(80%) 

2 I宛 口 12.2 台音Ilは長く外反。体部は丸味を 底部切り離し後台部貼り付け 。良好 小石を含む

(土師質) 底 7.2 もち口縁外反気味に開く。器面 回転ナデ。体~口縁回転ナデ。 。淡褐色

品 5.0 ザラっく。 -口縁と体部少々欠

損 (80%)

3 士完 口(12.0) 足高の台部は大きく外反し薄手 底部切り離し後台部貼り付り -良好

(土師質) 底 (7.3) である。体部から口縁にかけて 回転ナデ。体部~口縁部 回転 。淡褐色

品 5.5 ふっくらと丸昧をもっ。全体に ナデ。 .50% 

器面はザラっく。
」ー



1. B 区

B-l号土拡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸法 (cm) 背長 肯it&、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

4 耳 1ill 口 13.0 台部は内側下位が広がり、厚く、 底部切り離し後台部貼り付け -良好

(灰粕) 底 6.5 口唇やや尖り気味。薄手でなめ 回転ナデ。口縁部 2か所輪花の 。淡緑色

品 2.3 らかな皿。折ってない両面の外 キザミ。底部外商以外は施紬音g -口縁%欠損 (70%)

面に輪花のキザミがある。底部 と思われるが残存するのは部分

内面円形に浅い凹みあり。 的にである。

5 士完 口 17.1 台部高くハの字状に開く。休部 底部 回転へラ切り後台部貼り -良好

(灰紬) 底 9.0 は深く丸味をもち大きく聞く。 付け回転ナデ。体~口縁回転 -白灰色(施紬部淡

両 7.8 口唇丸く少々外反する。大型の ナデ。施紬部はほとんど見られ 緑色)

域。 ず、口唇部及び{本部内面に少々 -完形

残る。

B-Rlグリッド

。 I : 4 IOcm 

図130 B -R 1グリッド出土遺物

B-Rlグリッド出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育5 ~.円山~ の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 鉢 口 26.1 端部の外側に接地面をもっ台 底部右回転糸切り後台部貼り -良好

(須恵) 底 11.0 部。体部は直線的に外傾し口縁 付け回転ナデ。台部は棒状のも -灰色

高 13.4 部で短く外反する。不整形な大 のの圧痕や剥離のため凹凸多 .80% 

型の鉢。 い。体部~口縁部回転ナデ。

B-出土地点不明

L-Jヨ¥ミ=f三主イ哩J

Fλ 舎J

o 1:4 IOcm 
ト一一一一一一ー一一一一寸~一一一一一一ー一一一一寸

図131 B一出土地点不明遺物(1)
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1. B 区

B-出土地点不明遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 青5 忠ム帆 の 特 {数 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

I 均二 口 12.0 丸底の底部から体部は口縁部と 口縁部内外面横ナデ。底部 -良好

(土師) 局 4.5 の境に稜線あり。口縁部上位は ~体部外面へラケズリ。内面 -暗褐色

膨らみをもって直立する。 は太い放射状の暗文及び横主体 -口縁部vz周欠損

のへラミガキを方包す。 (80%) 

2 小型l翠 口 6.7 あげ底の底部。緩やかな丸味を 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(土師質) 底 4.4 もって立ちとがる胴部。口縁部 部内外面 回転ナデ。口縁部内 。淡褐色

高 4.8 はわずかにくびれた後短く外反 外面横ナデ。 -口縁部と体部の

する。非常に薄く繊細なっくり。 部欠損 (80%)

3 珂二 口 13.0 上げ底の底部。体部直線的に外 底部右回転糸切り無調整。体 -良好(焼きしまり 墨付着あり

(須恵) 底 7.4 傾し口縁少々外反する。 ~口縁回転ナデ 良い)

同 3.5 -灰色

-完形

4 士不 口 12.3 体部短く外傾し口縁外反気味。 底部右回転糸切り無調整。体 -良好(焼き締まり 部分的に墨

(須恵) 底 7.4 ~口縁回転ナデ。 良い) 付着あり

両 3.2 -灰色

.80% 

5 杯 口 13.0 体部中位にやや膨らみをもっ。 底部 右回転糸切り無調整。体 -不良 体部外国墨

(須恵) 底 7.0 口唇部は丸い。全体的に厚手。 部~口縁部回転ナデ。 -暗白褐色 書「原」

尚 3.8 -ほぽ完形

6 杯 口(13.3) 体部少々膨らみをもち外傾す 底部 右回転糸切り後へラもし -良好 墨付着

(須恵) 底 7.7 る。 くは指で不整方向ナデ。体~口 -白灰色

高 3.4 縁回転ナデ。 .70% 

7 土不 口 11. 0 底部は小さく口縁まで膨らみを 底部右回転糸切り無調整。内 -良好 休部外商墨

(土師質) 底 4.9 もって広く聞く。口縁まで厚さ 面回転ナデ。体部~口縁部 -淡褐色 書「風j

高 3.3 は均一。 内外面共回転ナデ。 .80% 

8 士司: 底 (7.9) ややあげ底の底部片。 底部 回転糸切り無調整。内面 -良好 底部外面墨

(須恵) 非常に平滑。 -暗灰色 書「代j

-底部%周

9 士先 口 15.2 大きな丸味をもって立ち上がる 底部静止気味糸切り後台部貼 -良好 底部外面に

(須恵) 底 8.2 体部。口縁部で大きく外反する。 り付け回転ナデ。体部~口縁部 -暗白灰色 墨書、判読

高 5.7 どっしりとした士宛。。 回転ナデ。 -口縁部と体部の一 不明

部欠損 (90%)

10 土宛 口 14.2 水平近くに開く低い台部。体部 底部切り離し後台部貼り付け回 -良好 -内面黒色

(土師質) 底 6.5 は深く膨らみをもち口唇丸味を 転ナデ。体~口縁回転ナデ。 -淡褐色 処理。

両 5.6 おびる。 体部外面上位~口縁にかけて横 .60% -体部外面

へラミガキ。内面横へラミガ 墨書、判

キ後縦へラミガキ 読不明

11 長 頚 査 口(17.0) 丸味をもって張る関部。頚部は 肩部~口縁部 回転ナデ。頚部 -良好

(灰紬) 直立気味に立ち口縁部で大きく 下位~肩部外面及び口縁部内面 -白灰色(施手前日は

外反する。口唇部は外側に面を 施柏部残る。 淡緑色)

もつ。大型の長頚査。 -口縁部~肩部少々

12 士先 底 (7.8) ややハの字に開いた台部。丸味 底部切り離し後台部貼り付け -良好

(灰紬) をもって立ち上がる体部下位か 回転ナデ。体部 回転ナデで内 -暗白灰色(施紬部

ら中位。 外面を漬け掛け施粕。 白色)

-台部~体部下位

少々

13 勾く 口(14.3) 細く短い台部。丸味をもって立 底部 回転へラ切り後台部貼り -良好

(灰粕) 底 (7.0) ち上がる体部より口縁部は短く 付け回転ナデ。体部~口縁部 。白灰色(施紬部は

局 4.3 やや外反する。 回転ナデ。内外面施粕で、内面 濁った白色)

は剥離の為不明瞭。 .30% 



I 遺跡各区の出土遺物集成

B 出土地点不明遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 育手 態 の 特 律支 成形。手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

14 皿 口(135) 垂直気味の台部。口唇部外面細 底部切り離し後台部貼り付け -良好

(灰紬) 底 (7.3) く突出する。 回転ナデ。体部~口縁部回転 。暗白灰色

高 3.0 ナデ。内外面施粕。 。40%

15 血I 口(13.5) 太い台部。体部は緩やかに丸味 底部 回転へラ切り後台部貼り -良好

(灰和J) 底 (6 5) をもって立ち上がり口唇外面細 付け回転ナデ。体部~口縁部 。暗白灰色(施紬部

品 3.2 く突出する。 回転ナデで下位を回転へラケズ は淡緑色)

リ。内外商漬け掛け施紬。 .40% 

20 ? 残存長3.8 板状の模造品で剣形であろう 表裏面共に平坦で、主に縦方向の -暗灰色 滑石製

(石製模造品) l幅 2.1 か。残存する端部は尖る。 擦痕がみられる。 .60% 

厚さ 0.5 

重量 5.1g 

21 土 錘 残存長2.5 中央の膨らむ管状土鍾。表面は 穿孔部は断面楕円形。 -黒色

4高 (2.0) 滑らかで光沢をもっ O .30% 

子Lf至。.4

重量 5.3g 

22 玉 全長 0.7 球形の小型の玉。両穿孔部分はやや平らである。 -黒色 滑石

(土製) 径0.7~0.8 -完形

子L径 0.1

重量 0.4g 

23 輪 状 品 長さ 4.3 輪状部断面は円形。

(鉄製) 重量 10.0g

24 鉱つ 長さ 5.4 先部分欠損。断面四角形。

(鉄製) 重量 7.0g

25 刀子? 長さ 6.5 先部分欠損。

(鉄製) 重量 7.0g 

26 銭 「烈寧元宝J(1068年、宋)

27 銭 「元祐?通宝J(1086年、宋)

B 出土地点不明遺物観察表(3)

No 器種 全長(cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量(g) 形状 特徴など 残 存 石 質

16 スクレイパー 10.8 4.6 l.5 79 刃部は片面から細かな連続調整が著しい。 ー 彩 安山岩7G 

17 スクレイノfー 10.3 6.0 l.2 97 基部に一部自然面を残す。調整は全体的
o 

青主 安山岩7G 

にシャープさに欠ける。

18 スクレイノ\~ 8.4 5.0 1.4 68 端部に一部自然面あり、両サイドやや扶 '三=ア 青5 安山岩7G 

られる。

19 磨 製 石 斧 4.5 4.2 1.8 33 太型蛤刃石斧。刃部に使用痕あり。 刃部一部 粗粒玄武岩
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I 遺跡各区の出土遺物集成

D-l号住居跡、

に主:l\Ç;-~i=_~ ¥， J 

o I : 4 10 cm 
←一一一一一一一一寸一一一一一一一一一一寸

図134 D-1号住居跡出土遺物

D-l号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青三 ムd同山Eド、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

1 j守二 口 (12.8) あげ底の底部。丸味をもって外 底部回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 (7 0) 傾する体部下位。口縁は直線的 部。口縁部回転ナデ。 -白灰色

品 4.1 に開く。 030% 

2 士干 口 13.3 あげ底の底部。体部下位は膨ら 底部右回転糸切り無調整。体 -良好 黒色粒子多

(須恵) 底 6.6 みをもち、口縁はやや外反する。 部。口縁部回転ナデ。 。白灰色 量に含む

高 4.0 。70%

3 士完 口(10.5) ゆるやかに膨らむ体部から口縁 回転ナデ。表面全体は暗緑色の 。良好(焼きしまり 胎土は非常

(緑粕) は短くわす、かに外反して開く。 粕がかかる。 良い) に細かし3

口容部は細く丸味を持つ。 -暗緑色(断面暗灰

色)

-口縁部~台部少々

一一」一 一 L一一一 」 ー

D-2号住居跡、

¥ニキこJ

I : 4 IOcm 

図135 Dー 2号住居跡出土遺物
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2. D 区

D-2号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 育長 官~~、 の 午幸 j致 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 鉢 口 (23.5) 大きく球状にふくらむ体部。ほ 口縁内外面横ナデ。体部斜 。良好

(土師) とんど括れずに口縁は短く外 めへラケズリ。内面横ナデ後、 -淡褐色

反。器肉は口縁よりだんだん薄 縦方向へラミガキ。 ー口~体下位少々

くなり、下位はかなり薄い。

2 杯 底 7.5 平底の底部より直線的に外傾す 底部 回転へラ切り無調整。体 -良好

(須恵) る体部下位。 部 回車云ナデ。 。灰色

。30%

、う) 杯 底 5.5 平底の底部より、丸味をもって 底部右回転糸切り無調整。体 。不良(もろい) 粗砂粒まば

(須恵) 立ち上がる体部下位。 部回転ナデ。 -暗灰色 らに含む

。底部付近 1周

4 士干 口(138) あげ底の底部より、直線的に外 底部 回転へラ切り無調整。体 -良好 外面底部

(須恵) 底(10.0) 傾する体部。口縁のっくり雑で 部・口縁部回転ナデ。 -暗灰色 と体部の境

高 3.3 歪む。全体に器薄で口容部特に .30% 自然紬かか

薄い。 る

5 域 底 7.0 台部付の底部。体部は糠櫨痕も 底部 回転糸切り後台部貼り付 -不良(もろい)

(須恵) ちながら、直線的に外傾。底部 り回転ナデ。体部 回転ナデ。 -白灰色

中央は器薄。 .70% 

6 蓋 口(16.5) ボタン状のつまみ部。なだらか 内外面回転ナデ。 -良好

(須恵、) 局 3.6 な体部より口縁端部は垂直気味 。白灰色

に屈曲し先端細く尖る。 .40% 

D-4号住居跡、

三
o I : 4 IOcm 
十一一一一一一一一一一一←十一ー一一←ぷー一一一一一寸

図136 0-4号住居跡出土遺物

D-4号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 形 肯"与E、 の 特 徴 成形。手法の特徴 @焼成・色調・残存 備考

台 付 斐 底 6.5 薄手で裾部は大きく聞く。小型 内外国横ナデ。 。良好

(土師質) 台付警の台部片か。 -暗燈褐色

-台音1%周

2 土掘 底 7.5 体部下位は直線的に大きく外傾 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好

(須恵) する。っくりはしっかりしてい け回転ナデ。体部下位 回転ナ -灰色

る。 ア。 -台付底部のみ
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遺跡各区の出士遺物集成

戸=-，~とご〉、

2 

③一

D-8号住居跡、

IOcm I : 4 

0-8号住居跡出土遺物図137

D-8号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (C111) 形 ~] 、 の 特 徴 成形@手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

士干 口 (130) あげ底の底部。直線的に外傾す 底部回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 (8.5) る体部。口縁は短く外反する。 部・口縁部 回転ナデ。 。灰色

高 3.3 。30%

2 主主 ボタン状つまみ部と天井部少々 内外面回転ナデ。 。良好 弧みに墨

(須恵) 残。 -白灰色 書、判読不

。つまみ部他少々 明

一~

ー」

_l_←一一一、 4 

tL三ノ三二三Y

D-5号住居跡、

司∞湿
5 (S =す)

IOcm I : 4 。

0-5号住居跡出土遺物図138

D-5号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸 法 (C111) 育長 官~~ の 特 徴 成形。手法の特徴 @焼成。色調。残存 備考

警 底 4.5 平底の小さい底部。胴下位は直 底部。胴下位縦へラケズリ。 -良好

(土師) 線的に大きく外傾する。非常に 内面ナデ。 。燈褐色

器薄。 。底部少々

2 杯、 口 12.4 体部下位は少々丸味をもち、口 底部右回転糸切り無調整。体 。良好(焼きしまり 粗砂粒まば

(須恵) 底 7.6 縁部はやや外反。 部。口縁部回転ナデ。 良い) らに含む

主F主司T 3.4 。灰色

。60%

3 杯 口(12.2) 平底の底部。丸味をもって内傾 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 粗砂粒まば

(須恵) 底 7.3 する体制防〉ら口縁部。口唇部は 部。口縁部回転ナデ。 。白灰色 らに含む

品 3.2 少々突出。底部は器厚。 .50% 
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D-5号住居跡出土遺物観察表(2)

2. D 区

No. 器種 寸法 (cm) 苛き 白，山、E の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

4 士描 口 16.1 ハの字状に開く台部。糠櫨痕も 底部 右回転糸切り後台吉日目占り -良好 組砂粒まば

(須恵) 底 9.9 ちながら、直線的に外傾する体 付け回転ナデ。 。白灰色 らに含む

一員 6.3 部。口縁は少々外反。比較的底 .70% 

部の広い大型の域。

5 勾 玉 全長 2.4 弧の外側はコの字に近く、内側はゆるやかである。穿孔は頚部中 。褐色(半透明) 璃E歯製

l幅 1.0 央。明瞭な擦痕や平坦面はない。子しは両面よりの穿孔で片面から 。完形

厚さ 0.8 の穿孔が徐々にせばまったところを、もう一方の広く浅い孔部が

重量 3.7g 受けている。表面は滑らかで光沢をもっO

D-7号住居跡、

仁コ

¥ 

3C 
/ 

ゥ〆

11 

5C 

大 / IJ 
6 7 

V1J o 仁コ 。

図139 0-7号住居跡出土遺物

D-7号住居跡出土遺物観察表(1)

形態の特徴 成形・手法の特徴 。焼成。色調。残存

小さい底部、緩やかに立ち上が|口縁部内外面横ナデ。胸部|。良好

る長い胴部、頚部はわずかに括 i縦へラケズリ 斜めへラケズ I.暗燈褐色

れ、口縁部は短く外反する。 Iリ。内面横へラナデ。 I.80% 



遺跡各区の出土遺物集成

D-7号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 育長 i同h山H日、 の 特 {数 成形・手法の特徴 。焼成。色調・残存

2 士不 口(15.0) 口縁との境、稜を持ち口縁部は 底部・体部へラケズリ。内面 -良好

(土師) 外反する。 ナデ。口縁内外面横ナデ。 -暗澄褐色

.40% 

d つ E 全長 12.5 表面は平坦で、裏面は弧状にふ 全体によく摩耗し滑らか。 -灰色

重量 470g くらむ。 -完形

4 石 全長 14.4 断面は細長い隅丸三角形で、各 各面平滑で、上端部裏にえぐれ -淡緑灰色

重量 590g 面平坦。平面上では右側が弧状 るように摩滅した欠損部あり。 -完形

を呈す。

U 石 全長 12.8 断面隅丸長方形で、側面及び裏 右側面 2か所の問みはよく摩滅 -暗灰色

重量 500g 面に凹みをもっ。 しており、左側面と裏面のもの -完形

は、かつ、細かな傷となってい

る。

6 石 全長 12.3 断面は隅丸長方形で上面は斜位 各面滑らかで上面は蔽打による -淡緑灰色

重量 630g にとられしる。 と思われる凹みをもっ。 . 7'GJf:ノノ

7 石 全長 12.4 全体にいびつで裏面は弧状につ 裏面及び他面数か所は蔽打によ -暗灰色

重量 610g J~~é る。 ると思われる摩滅菌がある。 -完形

D-9号住居跡、

ミ主三グ

I : 4 IOcm 

図140 0-9号住居跡出土遺物

D 9号住居跡出土遺物観察表

形態の特徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存

大きく外傾する体部。口縁はわ|底部 右回転糸切り無調整。体|・良好

ずかに外反する整った器形。 I部・口縁部 回転ナデ。 I・暗白灰色

・50%
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備考

粗砂粒まば

らに含む

-輝石安山

正山玉

-床面

-輝石安山

正山王

-床面

-輝石安山

正山王

-床面

-安山岩

(変巧)

-床面

-輝石安山

石山

-床面



2. D 区

D-IO号住居跡

子三二電ゴ

3 

I : 4 10 Cm 

図141 0-10号住居跡出土遺物

D-10号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 形 宵E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 域 ロ 14.2 ハの字状に開く台部付底部。全 底部切り離し後台部貼り付け -良好 口~1本部外

(須恵) 底 7.2 体に雑なっくりで、休部外面は 回転ナデ、中心までナデが及び -白灰色 面墨書、判

芝F生司r 5.2 細い糠櫨痕あり。口縁はやや外 切り痕を消す。体部・口縁部 回 -ほぼ完形 読不明

反し非常に器薄な坊である。 車えナデ。

2 域 日 (9.0) 低い台部付底部。体部は直線的 底部右回転糸切り後台部貼り -不良 粗砂粒まば

(須恵) 底 6.9 に長く立ち上がり、口縁はわず 付け回転ナデ。体部・口縁部 回 -白灰色 らに含む

局 5.6 かに外反。体部やや薄い。 転ナデ。 .50% 

3 士宛 口 14.5 膨らみをもっ体部下位より緩や 底部右回転糸切り後台部貼り -良好 粗砂粒まば

(須恵) かに立ち上がる体部。口縁は外 付け回転ナデ。体部・口縁部 回 -白灰色 らに含む

反し全体に器薄である。 転ナデ。 • 70% 

D-ll号住居跡

ι 一守
I : 4 IOcm 

図142 0-11号住居跡出土遺物

D-ll号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) ID tl同ぃg、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

1 E芸 不安定な丸底の底部より丸味を 底部横へラケズリ胴下位 -良好 組砂粒。小

(土師) もって上へ立ち上がる胴下位。 縦へラケズリ。内面横ナデ。 。淡褐色 石まばらに

小型婆。 -胴部下半少々 合む

2 土干、 口 14.3 丸底の底音防〉ら体部。口縁との 口縁部内外面横ナデ。底部・ -良好 底部外面黒

(土師) 高 5.0 境に稜をもち、口縁は外反する。 体部手持ちへラケズリ。内面 -淡褐色 斑

底部から体部にかけての器肉薄 横ナデ。 • 70% 
しミ。
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I 遺跡各区の出土遺物集成

D-ll号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 育三 有巳 の 徴 成形・手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

3 均二 口 12.9 体部湾曲して立ち上がり口縁と 口縁部内外面横ナデ。体部へ -良好 組長少粒まば

(土師) の境に稜をもち、口縁で外反す ラケズリ。内面 ナデ、放射状 • j登褐色 らに含む

る。 ヘラミガキあり。 。40%

4 均二 口(12.6) 厚い底部から直線的に外傾する 底部 回転へラ切り無調整。体 。良好 粗砂粒まば

(須恵) 底 (8 0) 体部から口縁部。 部。口縁部回転ナデ。 -灰色 らに含む

品 d つ dつ 。40%

D-13号住居跡、

;ιJ ベに」夢FV主三f三三三7

怒鳴

三二~ ~~? ¥=U ¥(三/
品川 f惨

1・4 IOcm 

図143 0-13号住居跡出土遺物

D-13号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 育長 出出 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

Z喜 口(10.0) 膨らみを持って内湾する胴上 口縁部内外面横ナデ。胴外面 。良好

(土師) 位。頚部は括れ、口縁部はゆる 上位横へラケズリ。内面へ 。暗褐色

やかに外反する。胴部器薄な小 ラナデ。 。口縁%周

型護。

2 珂= 口(135) やや丸味をもって立ち上がる体 剥離しているため不明確。 。良好 内面黒色処

(土師) 底 6.5 部下位、口縁はそのまま関心 -暗燈色 理

両 4.0 。50%
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2. D 区

D-13号住居跡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸法 (cm) 青長 dム円~~、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

3 巧二 口 12.6 突出気味の底部。休部はやや膨 底部 右回転糸切り無調整。体 。良好 粗砂粒まば

(須恵) 底 4.8 らみを持って外傾し、口縁はそ 部・口縁部回転ナデ。 。黒灰色 らに含む

高 4.1 のまま外反する。厚さは均 で 。80%

口唇部も太く丸味をもっ。

4 珂〈 口 12.4 底部より大きく開きながら立ち 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 口縁~体部

(須恵) 底 5.0 上がり、口縁はやや内傾。口唇内 部。口縁部回転ナデ。 -白灰色 一部煤付着

局 つJ つJ 面はナデにより内斜気味。全体 。完形

的に厚手でしっかりしている。

5 杯 口 12.7 少々突出気味の底部。丸味を 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(土師質) 底 6.0 もって立ち上がる休部。口縁は 部。口縁部回転ナデ。 -暗白灰色

局 4.1 そのまま直線的に開く。 。50%

6 珂= 口 12.8 直線的に大きく外傾する体部。 底部 右回転糸切り無調整。体 -不良

(須恵) 底 6.0 やや器厚である。 部。口縁部回転ナデ。 。白灰色

両 3.7 。ほほ完形

7 燐 口 14.0 短く太い台部。体部はわずかに膨 底部切り離し後、台部貼り付 。良好 粗砂粒まば

(土師質) 底 6.5 らみつつ立ち上がり口縁は少々 り回転ナデ。体部・口縁部 回 。燈褐色 らに含む

~司T 5.1 外反する。口容部は太く丸い。 車云ナデ。っくりは新監である。 。底~口縁 (70%)

8 士先 口(15.0) 短く直線的な台部。体部中位に 底部右回転糸切り後台部貼り 。良好

(須恵) 底 7.0 膨らみを持ち口縁は直線的に外 付げナデ。体部。口縁部 回転 @白灰色

高 5.2 傾する。全体に器薄である。 ナデ。 。50%

ヨ t先 口 (164) 顕著な糠纏痕もちながら大きく 底吉田 回転糸切り後台部貼り付 。良好 重ね焼痕あ

(須恵) 湾曲する体部。口縁でやや外反 け回転ナデ。体部・口縁部 回 。暗灰色 り

する大型の域。 転ナデ。 。50%

10 皿 口(12.7) 高い台部。体部はやや直線的に 底部右回転糸切り後台部貼り 。良好

(須恵) 底 8.2 大きく外傾し口縁もそのまま開 付け回転ナデ。体部。口縁部 回 。暗灰色

F主主b 3.4 転ナデ。 。50%

11 皿 口 13.2 断面長方形の台部。丸味をもっ 底部切り離し後、台部貼り付 。良好(焼きしまり

(灰粕) 底 6.7 て大きく外傾する体部から口縁 けナデ。体部。口縁部 回転ナ 良い)

品 2.9 部。口唇部小さく突出。 デ。底部内外面を除き、漬けが @白灰色

け施紬。 。ほぼ完形

D-14号住居跡

主主j h-I~ 
I : 4 IOcm 

図144 D-14号住居跡出土遺物
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I 遺跡各区の出土遺物集成

D-14号住居跡出土遺物観察表

No 採種 す 法 (cm) 育長 肯g の 特 徴 成形・手法の特徴 @焼成・色調。残存 備考

J不 口 12.5 直線的に外傾する体部古河ら口縁 底部 右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 7.5 部。体部から口縁にかけて薄手 部。口縁部回転ナデ。 。黒色

同5 4.1 で、特に口唇部は薄い。 -ほぼ完形

2 士見i 口(10.5) ハの字状に開く高い台部。腰の 底部 回転糸切り後台部貼り付 。良好

(須恵) 底 (8 0) 張る下位より口縁までわずかに け回転ナデ。体部。口縁部回 @灰色

同 4.5 外傾。底径と口径の差は小さい。 転ナデ。 .30% 

D-15号住居跡、

、一/ゾよち、戸三き誌に一三三r
三よ二ノ三一三ぞ九五一二三九:;二〆

ι三3日 己三日 o I : 4 IOcm 

9 (S =す) IO(S =去) 卜一一一一一←一一ー一一十一一一一一一一一ー→
図145 D-15号住居跡出土遺物

D-15号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器穫 寸法 (cm) 形 自E の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

婆 底 6.5 小さい底部より直線的に大きく 底部。胴下位へラケズリ。内 -良好

(土師) 外{頃する胴下位、底部中央の器 面ナデ。 。暗褐色

肉盛り上がって厚く、胴下位は 。底~胴下位%周

薄い。

2 主芸 口 17.8 中央部分が突起しているボタン 天井部回転へラケズリ。体 -良好 小石まばら

(須恵) 高 4.4 状つまみ部より体部は膨らみを 部。口縁部回転ナデ。 -白灰色 に含む

もち口縁で垂直気味に屈曲す 。天井~裾部vz周

る。端部は細く尖る。 (50%) 

3 蓋 口(12.0) 天井部より丸く膨らみを持つ体 天井部回転へラケズリ。体 。良好

(須恵) 部。口縁端部で垂直に屈曲する 部・口縁部回転ナデ。 。暗灰色

やや小型の蓋て、ある。つまみは 。口縁%周、体vz周

欠損。 (30%) 
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D-15号住居跡出土遺物観察表(2)

2. D 区

No 器種 寸法 (cm) 官3 古Jじ也d、 。〕 特 f数 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

4 巧二 口(14.0) 体部は幅広の糠轍痕をもって外 底部回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 (8 4) 傾する。全体に器薄だが、しっ 部・口縁部回転ナデ。 。白灰色

モF当¥ 3.8 かりしたっくりである。 .30% 
J 

D 巧く 口 13.0 緩やかに立ちとがる体部から口 底部 回転へラ切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 8.0 縁部で器肉は均一している。 部・口縁部回転ナデ。 。暗灰色

品 3.6 。ほほ完形

6 士不 口 12.3 回転へラケズリの面をもった底 底部 回転へラケズリ。外周は -良好

(須恵) 底 7.5 部。体部は舷臆痕もちながら外 回転ナデ。体部・口縁部 回転 。淡灰色

高 3.7 傾し、口縁もそのまま開く。全 ナデ。 。80%

体にやや器厚。

7 土不 口 13.2 底部よりわずかな丸味をもって 底部 回転へラ切り無調整。体 。良好

(須恵、) 底 7.8 立ち上がり、体部中位から口縁 部・口縁部回転ナデ。 -暗灰色

両 3.6 は直線的に開く。厚さは均一。 。50%

8 土不 口 13.2 直線的に外傾する体部。不整形 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵、) 底 8.3 なっくりで口縁付近は薄く、口 部・口縁部回転ナデ。 。灰色

高 3.8 唇は尖り気味である。 .80% 

9 土 錘 全長 5.8 中央がやや膨らむ太身の管状土 。良好 ブク土

幅 2.4 錘。断面は不整円形。中心より 。淡褐色

子Ll至。.4 わずかにずれて穿孔されてい 。完形

重量 38.0g る。

10 土 錘 全長 6.1 全体に太く中央がやや膨らむ管 @良好 フク土

申高 2.8 状土錘。ほぼ中央に穿孔される。 。淡控褐色

子L径 0.4 -完形

重量 47.0g

D-17号住居跡

九~

子、一

I : 4 
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¥一一J 6 

2 図146 D-17号住居跡出土遺物(1)
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I 遺跡各区の出土遺物集成

寸三-;;;J、三二二7 己主j
10 

モブ」ごっノ¥己主ノ
11 

協ミ:

どて1??ミ 15

o 1 : 4 10 cm 
r一一~一一一一一一一ー→一一一一一一一一ー一一→

図147 0-17号住居跡出土遺物(2)

D-17号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 形 え'円己呼じペ、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

婆 口 21. 0 最大径を胴上位にとる。肩はあ 口縁部内外面横ナデ。指押え -良好

(土師) まり張らず、口縁はややコの字 痕無数あり。胴上位横へラケ 。淡赤褐色

気味に外反する。全体に非常に ズリ。中位縦へラケズリ。内 。口縁%周、胴部%

器薄である。 面横へラナデ。 周 (30%)

2 ~ 底部外面長IJ離、内面は円形状の 胴部下位縦へラケズリ。内面 -良好

(土師) 窪みあり。胴部下位から中{立に へラナデ。 。暗掻褐色

かけて大きく湾曲する。器肉は 。底~胴下位 l周

胴中位にかけ薄くなる。

d つ 宮三古支j 口 (21.1) 丸味をもって内湾する胴上位。 口縁部内外面横ナデ。指押え 。良好

(土師) 口縁は下位で直立気味に立ち、 痕あり。胴部へラケズリ。内 。燈褐色

上位で丸味をもって外反するコ 面ナデ。 。口縁%周、胴上位

の字状口縁で大変器薄である。 少々

4 主主 口 (20.0) 肩は少々張り、口縁下位は直立し 口縁部内外面横ナデ。指押え 。良好

(土師) 上位で短く外反するコの字状口 痕と輪積痕あり。胴上位横へ 。淡赤褐色

縁部。全体に非常に器薄である。 ラケズリ。内面横ナデ。 。口縁付近%周

5 杯 口(13.0) 体部はやや直線的に外傾し、口 内外共摩耗のため不明。 -良好

(土師) 底 6.0 縁もそのまま開く。底部中位の e 淡赤褐色

三Fさ司T 3.7 器肉極端に薄い。 。50%

6 杯 口(130) 体部はやや丸味をもって外傾 底部右回転糸切り無調整。内 。良好

(須恵) 底 (7.6) し、口縁部で外反する。 側補修痕あり。体部。口縁部 。灰色

両 2.8 回車云ナデ。 。40%

7 均二 口 12.3 やや丸味をおびて立ち上がる体 底部右回転糸切り無調整。体 -良好 体部外面一

(須恵) 底 7.5 部。口縁のっくり不整形に歪む。 部。口縁部回転ナデ。 。灰色 部に自然粕

局 2.8 。完形

8 均二 口 14.2 大きく外傾する体音防ユら口縁で 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 8.1 不整形に歪む。体部~口縁にか 部。口縁部回転ナデ 。暗灰色

角 3.5 りて器薄で特に口唇部は薄い。 。完形
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2. D 区

D-17号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 背5 自山E、 0) 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考|

ヨ 河: 口(130) 体部下位は膨らみを持ち、口縁 底部手持ちへラケズリ。体 -良好 理内面黒色処 I
(土師質) 底 6.0 は直線的に開く。全体に器薄。 部・口縁部 回転ナデ。内面口 -燈褐色

高 4.2 縁部は横、体部は縦へラミカ、キ。 。30%

10 土不 口 11.7 上げ底気味の底部より、体部下 底部 右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵、) 底 6.4 位に少々丸味をもち、中位より 部。口縁部回転ナデ。 -暗灰色

主i司主 3.2 口縁までは直線的に立ち上が 。完形

る。体部外面中央に糠櫨痕目立

つ。

11 巧: 口 (14.4) 体部は大きく丸味をもって立ち 底部回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 7.8 上がり、口縁で小さく外反する。 部・口縁部回転ナデ。 -灰色

品 つJ つJ 。30%

12 坪 口 13.5 あげ底の底部。糠櫨痕もちなが 底部 右回転糸切り無調整。体 -良好 黒色粒子多

(須恵) Ig 7.7 ら、中{立に丸味をもって立ち上 部・口縁部凹転ナデ。 。灰色 量含む

局 2.8 がる体部。口縁は短く外反する 。全体のL世間

浅い杯。口唇は尖り気味に薄い。

13 士先 口(158) 台部付底部より体部下位は膨ら 底部 阿転糸切り後台部貼り付 -良好

(須恵) 底 8.1 みをもち、口縁で直線的に関心 け、回転ナデ。体部。口縁部回 。白灰色

高 5.7 やや大型Iの埼である。 転ナデ。 。40%

14 椀 底 7.7 ハの字状に開く台部付き底部。 底部 右回転糸切り後台部貼り -良好 粗砂粒まば

(須恵) 中央の器肉薄く外周は厚い。 付け回転ナデ。体部回転ナデ。 。白灰色 らに含む

-底部1周と体部少々

15 芸 口(17.0) 天井部は水平にのび、体部は直 天井部回転へラケズリ。体 。良好 粗砂粒まば

(須恵) 線的に口縁まで開く。端部は垂 部・口縁部回転ナデ。 。白灰色 らに含む

直に屈曲し先端は細く尖る。返 。30%

りはt寺たない。

一一

D-18号住居跡、

。 I: 4 IOcm 
卜一一一→一一一一一一一十一一一一一一一←一一寸

図148 D-18号住居跡出土遺物

D-lS号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (CI11) 庁長 肯巨 の ヰ寺 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考 1
5]~ 釜 口(17.0) 胴中位がわず、かに張る形態。短 内外面 回転ナデ。鍔部下位は 。良好

(須恵) い鍔はっくりがよく断面三角形 輪積痕残る。 。淡褐色

で口縁は強く内湾し、口唇部は -口縁部~胴部上位

内斜によくナデられる。 ).-3周
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I 遺跡各区の出土遺物集成

D-19号住居跡、

。 I: 4 IOcm 
トー一一一一一一一一←一一一一一一一一→

図149 0-19号住居跡出土遺物

D-19号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (c日1) 青芸 ムJ同山~、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

l 杯 口(15.2) 直線的に外傾する体部下位。口 口縁部内外面横ナデ。体部 -良好

(土師) 底 9.8 縁との境にわずかな稜をもっ。 横へラケズリ。底部手持ちへ 。暗褐色

主F主司T 4.3 ラケズリ。内面横ナデ後放射 。60%

状暗文。

D-21号住居跡、

主主〆

I : 4 IOcm 

図150 0-21号住居跡出土遺物

D-21号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背三 青，c白、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

杯 口 11.2 体部は外傾しながら立ち上がり 体~口縁回転ナデ。底部右 。良好 体下~底部

(須恵) 底 5.5 口縁は少々外反する。形の整っ 回転糸切り無調整。 。淡褐色 内外面黒色
主F主司T 3.5 た、っくりの丁寧な杯。 。とフ三EフJf:仁ノ/ 

2 士売 口(13.7) 台部は短い。体部は口縁まで大 体~口縁回転ナデ。底部右回 。良好

(須恵) 底 7.2 きく外傾しながら立ち上がる。 転糸切り後台部貼り付け回転ナ 。灰褐色

コI司全f 4.9 T。 。底部~口縁泌周

3 士宛 口(13.6) 台部は肥厚で接地面広い。体部 体~口縁回転ナデ。底部回 。良好 小石目立つ

(須恵) 底 8.0 から口縁まで直線的に外傾。全 転糸切り後台部貼り付け回転ナ -暗灰色

主I司主 5.6 体的に厚手で雑。 ア。 .60% 
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D-23号住居跡、

ζ 三竺〉
o 1 : 4 10 cm 
ト→一一一一一一一←一一ー十一→一一一一一一一一一一寸

図151 0-23号住居跡出土遺物

D-23号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) f長 肯'じ~、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調・残存 備考

1 士宛 口 17.7 腰の張るふっくらとした体部は 体~口縁回転ナデ。底部右 -良好

(須恵) 底 10.7 口縁部まで外傾。厚手でしっか 回転糸切り後台部貼り付け回転 。白灰色

主作主司 7.9 りしたっくりの大型域。 ナデ。 -ほぼ完形

2 主主 口 18.7 中央の窪んだボタン状のつま 天井部~休部上位回転へラケ -良好 重ね焼痕を

(須恵) 高 4.2 み。なだらかな体部より端部は ズリ。体部下位回転ナデ。 。白灰色 残す

返りをもたずに開く。 。80%

D-24号住居跡

1・4 IOcm 

図152 0-24号住居跡出土遺物

D-24号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 青三 肯E の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

珂= 口(12.0) 不安定な底部。全体に厚手で、 口縁部内外面横ナデ。体部 -良好

(土師) 底 (7 6) 口縁部まで外傾する。 横へラケズリ。底部内面指押 . i炎褐色

同 (3.7) えで凹凸あり。 。50%

2 珂二 口(12.5) 底部はわずかに丸味をもっ平 体~口縁内外面 回転ナデ。底 -良好

(須恵) 底 (8 5) 底。口縁まで直線的に外傾する。 部 回転へラ切り後外側を少々 。灰色

高 (4.4) 内外面共比較的滑らか。 ナデる。 .20% 

D-25号住居跡

¥汗下三三三L
IOcm 1 : 4 

図153 0-25号住居跡出土遺物



遺跡各区の出士遺物集成

D-25号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青三 肯山E、 。〉 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成。色調・残存 備考

l 3J3J 釜 口 (23.0) 鍔部断面三角形て、やや雑なっく 全体的にていねいな回転ナデ。 。良好

(須恵) り。口縁は内傾し先端は直立気 -明褐色

味。口唇部は中央がへこむ。 。口縁付近少々

2 域 底 7.0 台部は長くハの字状に外傾。体 体部回転ナデ。底部切り離 。良好 小石を含む

(土師質) 部下位は膨らみをもっ。 し後台部貼り付り回転ナデで内 -淡燈褐色

側は切り痕を消す。 -底部付近 l周

D-26号住居跡、

一一一一」

「

寸

。 I : 4 IOcm 

図154 0-26号住居跡出土遺物(1)
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2. D 区

f(f「了/イ

ノ|

10 
11 

9 

仁主イにJ
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12 1 : 4 IOcm 

図155 D-26号住居跡出土遺物(2)

D-26号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 育長 有，山E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存
備考イ

1 ~ 口 23.0 底部は小さく、胴部中位にやや 口縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好

(土師) 底 5.5 張りをもっ長胴妻。口縁は大き 縦へラケズリ。内面ナデ。 。暗燈褐色

局 35.0 く外反する。 .70% 

2 E霊 口 17.0 肥厚な底部よりわずかに張りを 口縁部内外面横ナデ。胴部外 。良好 二次焼成の

(土師) 底 6.3 もって立ち上がる長い胴部。日 面縦へラケズリ。内面横ナ @撞褐色 為、底部~

高 31. 2 縁は非常に短く外傾。器面ザラ デ。輪積痕明瞭。 。90% 胴上位外面

っく。 暗褐色

3 婆 口 (11.8) 胴部上位はわずかに膨らみをも 口縁部内外面横ナデ。胴部外 。良好

(土師) ち内傾。口縁は短く直立する、 面縦へラケズリ。内面横へ 。淡褐色

小ぶりの長胴婆と忠、われる。 ラナデ。 @胴仁位から口縁yz
周

4 Z霊 口 14.5 胴中位に最大径をとる。全体に 口縁内外面横ナデ。胴部へ 。良好

(土師) やや細身で、口縁は小さい。 ラケズリ 摩耗の為調整不明 。澄褐色

瞭。 。口縁%周と胴中位

l周

5 斐 底 5.8 底部は小さく突出。胴下位、張 底~体へラケズリ。器面摩耗 。良好

(土師) らずに立ち上がる。全体に肥厚。 していて不明瞭。内面 へラナ 。暗燈褐色

ア。 -底~胴下位 l周

6 E霊 底 5.8 胴部中位から上位に膨らみを 底~胴部外面へラケズリ。内 。良好 粗砂粒を含

(土師) もって立ち上がる。全体的に厚 面ナデ。 。暗燈褐色 む

手な小型室。 。底部 l周

要 口 11.6 小型の球胴婆。胴部は球状を有 胴部外面上位は横、中位以下は 。良好 底部に黒斑

(土師) 底 5.5 し、口縁は少々外反する。薄手。 斜めへラケズリ。口縁部内外面 。淡褐色 有り

局 11.0 横ナデ。 。70%
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I 遺跡各区の出土遺物集成

D-26号住居跡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸法 (cm) 形 有E の 特 f致 成形。手法の特徴 。焼成。色調 e 残存 備考

8 甑 底 9.6 底部全面穿孔型。長い胴部は外 胸部中位外面縦へラケズリ。 -良好

(土師) 傾しつつ立ち上がる。厚手。 下位横へラケズリ。内面横 . t炎褐色

ナデ。輪積痕明瞭。 。胴下位以下%周

9 甑つ 口 (20.0) 胴上半は全く張りをもたず直立 口縁内外商横ナデ。胴吉li外国 -不良 胴外面二次

(土師) し、口縁は短く外傾する。 縦へラケズリ。内面横ナデ。 。暗褐色 焼成の為黒

-胴上半以上%周 褐色

10 甑 底 (6 6) 底部全面穿孔の甑。小さな底部 胴部外面縦へラナデ。 。良好

(土師) より、胴部下位に膨らみをもち 。淡褐色

大きく立ち上がる。 。桐部下位から中位

弘周

II 甑 底 (9.0) 底部全面穿孔の甑。胴下位わず 胴部外面縦へラナデ。内面 。良好

(土師) かに丸味をもって立ち上がる。 丁寧な横ナデ。 。淡褐色

厚手。 。胴部下位%周強

12 喜本 丸底の底部。全体的に厚手で 底~体部外面横へラケズリ。 。良好 小石・粗砂

(土師) ほってりとした鉢。体部は丸味 口縁内外面横ナデ。 。淡褐色 粒を含む

をもって立ち上がる。 .50% 

13 鉢 日( 16.7) 丸底の底部。胴部は丸味をもっ 底~体部外面横へラケズリ。 。良好 小石。粗砂

(土師) て大きく立ち上がり、口縁はな 口縁内外面横ナデ。 -黒褐色 粒を含む

だらかに外反。 。60%

14 I不 口 12.2 丸底。体部丸味をおび、口縁は 口縁内外面横ナデ。体部外商 。良好

(土師) 局 5.3 境に~\l l ミ稜を有しやや内傾。底 摩耗の為調整不明。内面 へラ 。暗燈色

部の器肉は大変厚く口縁にゆく ナデ。 。ほぼ完形

にしたがし〉薄くなる。

15 杯、 日 9.4 ;tl)g;の底部から深目の体部が丸J未 口縁部内外面横ナデ。底部 。良好 粗砂粒を含

(土師) lJ主司「 5.4 をもって内湾気味に立ち上がる。 ~体部外面摩耗激しいが、指 。黄燈色 む

口縁は直立気味。全体に厚手。 押えがかすかに分かる。 。ほぽ完形

D-28号住居跡、
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図156 0 -28号住居跡出土遺物
。 I : 4 IOcm 
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D-28号住居跡出土遺物観察表

2. D 区

No 器種 寸法 (cm) 青5 有E の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調。残存 備考

1 .'J)j 釜 底 8.7 胴部太く鍔部までふっくらと外 口~底部 回転ナデて¥胴外面 -良好 小石を含む

(須恵) jt買、鍔は非常に小さくやや下向 はその後、雑な縦へラケズリ。 -暗褐色

き。口縁は内傾する。 。底部 1周、胴部

~口縁少々

2 士不 口 10.2 小型の杯。体部から口縁まで直 体~口縁回転ナデ。底部右 。良好 粗砂粒が目

(土師質) 底 5.4 線的に外傾。器面ザラっき、全 回転糸切り無調整。 。淡燈褐色 立つ

両 3.7 体的に厚手。 。完形

3 士完 底 (6.5) 台部は厚く外傾する。体部下位 体吉[i 回転ナデ。底部切り離 -良好 粗砂粒をま

(土師質) は丸味をもって立ち上がる。 し後台吉11貼り付け回転ナデ。 。黒灰色 ばらに含む

。底~体部下位yz周

D-29号住居跡、

見主ø~ミ長/ξ三二Y

D-29号住居跡出土遺物観察表(1)

一11一
¥ 

てミゴ孟〆
〆ーー~、¥

。 I : 4 IOcm 

図157 0-29号住居跡出土遺物

N日 器種 す j去 (cm) 背ラ 肯E の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

1 杯 口 (9.2) 小型の杯。体部下位に丸味をも 体~口縁内外面 回転ナデ。底 。良好

(土師質) 底 (4.2) ち口縁まで直線的に開く。体部 部 回転糸切り無調整。 @淡黄灰色

主F主司r 3.3 から口縁は薄手。 。底~体部yz周弱、

口縁少々

2 杯、 口 11.0 やや突出気味の厚い底部。体部 体~口縁回転ナデ。底部右 。良好 体部内外面

(土師質) 底 4.4 から口縁は非常に薄く、膨らみ 回転糸切り無調整。 。黄灰色 黒斑有り

高 3.4 をもっ。口縁少々外反。 -底部 1周と体~口

縁%周

3 杯、 口 10.3 丸味をもって立ち上がる体部。 体~口縁回転ナデ。底部右 。良好 粗砂粒を含

(土師質) 底 4.5 口縁わずかに外反。やや不整形。 回転糸切り無調整。 -燈褐色 む

高 3.2 。ほぽ完形
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I 遺跡各区の出土遺物集成

D-29号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸 法 (cm) 苦手 山ム間E民、 。〉 特 {数 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存

4 土完 日 13.0 足高の台部は大きく外反。体部 体~口縁回転ナデ。底部切 。良好

(須恵) 底 7.2 は膨らみをもって立ち上がり、 り離し後、台部貼り付けていね 。白灰色

局 6.3 口縁は外反する。っくりは丁寧。 いな回転ナデ。 e とコ三己フ T冗，'-ノp 

5 土先 断面三角形の小さな台部と思わ 体部回転ナデ。内面放射状 。良好

(土師質) れる。体部大きく外傾。 のミガキあるが不明瞭。底部 。暗褐色

回転へラ切り後台部貼り付け回 。20%

転ナデ。

6 杯 口(124) 丸味をもっ台部。体部は丸味を 底部 回転へラ切り後台部貼り 。良好

(灰紬) 底 6.5 もって立ち上がり、口縁は短く 付け回転ナデ。体~口縁回転 。白灰色(施稲部透

高 3.0 外反。口容部突出する。 ナデ。口縁部内外面漬け掛け 明及び淡緑色)

による施紬。 。30%

皿 日 (128) 底部厚く接地面は台部状部分よ 底部は右回転糸切りした円板を 。良好

(灰粕) 底 7.0 り内側にくる。口縁付近少々歪 体部に貼り付け、外周部は回転 。淡灰色(施粕部光

品 2.7 む。 ナデにより短い台部状をつくり 沢ない白濁色)

出す。口縁付近内外面漬け掛 。30%

け施粕。

8 長見 状 厚味のある土製品で、断面は層 外面一部 へラケズリ痕。内面 。淡褐色

土 製 品 状に剥離する。 ミガ、キカ'!Jj包さ;hる。 。50%? 

9 土 錘 全長 5.9 中央の膨らむ管状土錘。土錘そ 両高出部よりの穿孔で少々はすに 。良好

i幅 2.0 のものの太さに比べ孔は細く全 穿たれており、貫通してはいな 。淡褐色

重量 19.5g 体に厚みをもっと言える。 い。孔径は 3mm。 。ほぽ完形

一一

D-30号住居跡、

o I : 4 10 cm 
ト一一一一一一一寸 一一一一一→

図158 0 -30号住居跡出土遺物

D 30号住居跡出土遺物観察表

形態の特徴 成形。手法の特徴

大型品で鍔部は小さく形骸化し|胴部外面縦へラケズリ。口縁

ている。口縁部は内傾しっくり|部内外面共に横ナデ。

は雑。

-150 

。焼成。色調。残存

。良好

。暗燈褐色

。胴中位以上%周

備考

内面黒色処

理

風字硯状

。未製品

。フク土



2. D 区

D-31号住居跡、

YJ
⑧
 

5 

エ一三子 I : 4 10 cm 

6 

図159 0-31号住居跡出土遺物

D-31号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) lf1 AH'LUV E 、 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調。残存 備考

士不 日(11.2) 上げ底気味の底部より体部は緩 底部 回転糸切り無調整。{本部 。良好

(須恵) 底 (6.0) やかに湾曲しつつ立ち上がり、 ~口縁部 回転ナデ。底部外面 。青灰色

高 (4 3) 口縁部はわずかに外反する。全 へラによる無雑作な刻みあり。 。口縁~底部%周

体的にやや厚手で重い。

2 ±宛 口(12.4) 台部断面台形で大きく外{頃。体 底部 回転糸切り後台部貼り付 。良好

(須恵) 底 6.0 部は内湾気味に立ち上がり、口 け回転ナデ。体部~口縁部内外 。灰色

局 5.2 縁部は大きく外反。口唇部は 面回転ナデ。 。60%

ぼってりとして厚みを持つ。粗

雑な作りの深い域。

3 t売 口(12.0) 厚めの短い台部。体部から口縁 底部 回転糸切り後台部貼り付 。良好 小石含む

(須恵) 底 (3.2) 部にかけて直線的に外反する。 け回転ナデ。 -白灰色
τF全T】 4.5 。70%

4 土完 底 4.9 雑なっくりの台部より体部下位 底部右回転糸切り後台部貼り 。良好

(須恵) は直線的で薄い。 付け回転ナデ。 。白灰色

。50%

、5 土先 底 (7.2) 台部厚く外傾。体部下位は丸味 底部切り離し後台部貼り付け 。良好

(須恵) を持って立ち上がる。 回転ナデ。体部内外面回転ナ 。黒灰色

ア。 。50%

5 坊 底 7.5 台部は稜をもたず内湾気味につ 底部内面 回転ナデていねい。 。良好 内面重ね焼

(灰紬) く。体部は丸味をもって外傾、 外面切り離し後台部貼り付け 。白灰色 痕

底部は外へ丸味をもっ。 回転ナデ。体部内面わずかに 。底部ほぽ l周、体

施粕部残る。 部少々

D-32号住居跡、

I : 4 IOcm 

図160 0-32号住居跡出土遺物
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遺跡各区の出土遺物集成

D-32号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (αn) 百ラ 白芭 の 特 徴 成形。手法の特徴

き喜 口 (20.7) 丸味をもって内傾する胴部上 肩部外面横へラケズリ。胴外

(土師) 位、口縁ド位で直立気味に内傾 面は縦へラケズリ。内面横ナ

し上位で外反。口唇部は尖り気 デ。口縁部内外面横ナデで外

味。器肉は全体に薄い。 面接合痕みられる。

D-33号住居跡

I : 4 

図161 D-33号住居跡出土遺物

D-33号住居跡出土遺物観察表

D-34号住居跡、

育長 宵E
，~、 の 特 徴

ハの字状に聞くしっかりした厚

い台部。内湾しながら立ち上が

る体部。大ぶりの椀。

成形・手法の特徴

底部右回転糸切り後台部貼り

付け回転ナデ。体部内外面回

転ナデ。

¥ι」 J L工三
〆む、

亡J

01・4 10 cm 
-←一一一一一~

図162 D-34号住居跡出土遺物

。焼成田色調。残存

。良好

-明赤褐色

。口縁~胴上位%周

IOcm 

-焼成。色調・残存

-良好

。灰色

.50% 

ぐっ

備考



2. D 区

D-34号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育3 白芭 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

1 杯 口(15.8) 底部、体部下位欠損。体部中位 体部中位~口縁部 回転ナデ。 。良好

(土師質) から上位にかけて丸味をもって -明赤褐色

外傾し、口縁部で外反。器肉は 。口縁部%周、体部

やや厚め。 少々

2 域 底 7.2 ノ¥の字状に長く外反する台部。 台部回転ナデ。 -良好

(土師質) @明赤褐色

@台部%周

J つ 石 全長 18.8 断面半円形。大型の乳様状を呈 上下端及び側面に蔽打痕らしき 。灰色 。輝石安山

重量1，140 す。 細かな傷をもっ。 。完形 正山王

g 。床面

D-35号住居跡

~， \~LI 
長ミ¥jlJJ:〔

、二」￥二グi

o 1 : 4 IOcm 
「一一一一一一一→一一一一一一一→

図163 D -35号住居跡出土遺物

D-35号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 育長 白，じ屯、 。〕 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

I E室 口 (21.7) コの字状口縁。口唇部外面わず 肩部横へラケズリ。口縁部横 。良好

(土師) かに凹む。 ナデ。口縁部下位に輪積痕。 。赤褐色

。口縁部%周

2 蓬 口 19.5 口縁は丸味を持って直立気味に 胴部上位外面横へラケズリ。 。良好

(土師) 立ち上がり上位で大きく外反す 口縁部内外面横ナデ。口縁部 。掻褐色

るコの字状。全体的に薄手。 内外面指押え。 -口縁部%周、胴上

{立yz周

3 台 付 斐 台部欠損。胴部下位から中位に 底部台部接合後横ナデ。胴部 。良好

(土師) かけ直線的に外傾し器肉は下位 下位外面縦へラケズリ後横ナ 。暗燈褐色

やや厚く中位大変薄い。 デ。内面ナデ。 。底部~胴部下位 l

周、中位少々

4 杯 底 7.0 突出気味の大きな底部より直線 底部右回転糸切り無調整。 @良好

(須恵) 的に外傾する体部下位。 。黒灰色

。底部 l周、体部下

{立%周



I 遺跡各区の出土遺物集成

D-36号住居跡

) f{，三三 ミーノ

o I : 4 10 cm 
ト一一一一一←一 一一一一一十一一一一一←一一一~→

図164 D-36号住居跡出土遺物

D-36号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青Z 肯~~~、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

台 付 窪 ハの字状に開く台部。 台部内外面とも横ナデ。 。良好

(土師) 。茶褐色

。台部上位少々

2 巧て 口 12_5 不整形な底部より口縁部まで外 口縁部内外面とも横ナデ。体部 。良好

(土師) 主i司主 3_7 傾する。左右不均衡なっくり。 外面横へラケズリだが摩耗の 。燈褐色

為不明瞭。 。ほぽ完形

3 ま不 口 13_0 広い底部から少々丸味をもって 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 黒色粒子目

(須恵) 底 7_0 立ち上がり、口縁部は短く外反 部~口縁部回転ナデ。 。白灰色 立つ

I司 3_1 する。っくりはていねい。 .80% 

D-37 0 38号住居跡、

ミ二v )二日
38号

37号 I : 4 IOcm 

図165 D-370 38号住居跡出土遺物

D-37 0 38号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 形 ムJ同~~、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

l 杯 口 11_4 底部は小さく体部下位は直線 底部右回転糸切り無調整。体 。不良

(須恵) 底 4.6 的、中位で膨らみをもちつつ立 部~口縁部回転ナデ。 。白灰色

一存言T可 3_3 ち上がり、口縁部少々外反、先 。ほほ完形

端は尖り気味に薄い。表面ザラ

っく小ぶりの坪。

I 局 珂二 高坪脚部上位。厚くどっしりし 脚部外面回転ナデ内面横 。良好

(須恵) ている。 ナデ。底部内面指ナデ。脚部 。灰色

内面接合痕みられる。 。脚部上位少々
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D-42号住居跡、

~-v 
;議参

2. D 区

刊号重主~

。 |4 I Qcm 

一一一一→

図166 0-42号住居跡出土遺物

D-42号住居跡出土遺物観察表

No 若号 種 寸法 (cm) 背3 ~也v邑、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

l 士宿 口 (11.8) 台部欠損。小さな底部よりやや @部 回転糸切り後台部貼り付 。不良

(土師質) 丸味を持って立ち上がり体部中 け回転ナデ。体部~口縁部 回 。暗灰色

位より口縁部にかけて緩やかに 転ナデ。 。50%

外反する薄手の域。

2 illl 口(118) 台部は低く、接地面は重ね焼の 底部右回転糸切り後台部貼り 。良好

(灰紬) 底 5.8 ため、別個体の粘土がついたり、 付け雑な回車伝ナデをB包す。イ本部 。白灰色(施粕部は

高 19 逆に剥離していたりする。日縁 ~口縁部 回転ナデ。台部外面 透明及び淡緑色)

外反するやや不整形な皿。 の接合痕明瞭。口~体部内外商 。底部 1周と体~口

漬け掛けによる施紬。 縁yz周

D-43号住居跡、

I : 4 I Qcm 

図167 0-43号住居跡出土遺物

D-43号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青5 ムJ目凶白ぃ、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

士完 口 15.0 短い台部より膨らみをもって立 底部右回転糸切り後台部貼り 。不良

(土師質) 正主 6.5 ち上がる体部。口縁部は短く外 付け回転ナデ。体部~口縁部内 。黒灰色

高 5.4 反。 外回転ナデ。 。完形

2 士先 口(14.5) 厚手の底部よりやや直線的に外 底部右回転糸切り後台部貼り 。不良 小石含む

(須恵) 底 6.7 傾する体部。口縁部はそのまま 付け回転ナデ。体部~口縁部 。白灰色

両 4.8 開く。器肉はやや厚め。 回転ナデ。 。50%

3 椀 体部下位は丸味をもって外傾し 底部右回転糸切り後台部貼り 。不良

(須恵) 上位にかけて直線気味に立つ。 付ける。体部回転ナデ。 。白灰色

。{本部 I周



I 遺跡各区の出土遺物集成

D-44号住居跡、

~U 写JLィグ 、二王f

I : 4 IOcm 

図168 D-44号住居跡出土遺物

D-44号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背三 吉'山E の 特 i致 成形・手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

ま不 口 (100) わずかに膨らみながら立ち上が 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(土師質) 底 5.4 り口縁までそのまま開く。器面 部~口縁部回転ナデ。 。暗褐色

局 3.4 ややザラつく、小ぶりの杯。 。底部 1局、体部~

口縁部少々

2 杯 底 (8.2) ハの字状に開く器肉の厚い大き 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好 施細部は残

(Jバ紬) な台部。体部下位は丸味をもっ け回転ナデ。体部下位 回転ナ -白灰色 存しない

て立ち上がる。 ア。 。底部y2周と体部

少々

3 土先 底 (7.0) 端部の外側が内傾する台部より 底部 回転へラ切り後台部貼り 。良好 施粕音15は残

(灰粕) 体部下位はやや直線的に外傾。 付け回転ナデ。体部下位外面 。白灰色 存しない

器肉は厚手。 回転へラケズリ。内面 ナデ。 。底部%周、体部

少々

D-45号住居跡、

I : 4 IOcm 

-
J
寸一日

図169 D-45号住居跡出土遺物
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2. D 区

D-45号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青長 肯E の 特 徴 成形。子法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

1 斐 口 (195) 胴部上位に膨らみをもっコの字 胴部外面上位斜めへラケズリ。 -良好

(土師) 状口縁の婆。器肉は全体に薄い。 中~下位細かな縦へラケズ 。槍褐色

リ。口縁部内外面共横ナデ及び 。口縁部~胴部中位

指押え。 %周

2 婆 口(180) 肩部は張りが弱く徐々に内傾し 胴部外面横へラケズリ。口縁 。良好

(土師) 口縁部はコの字状で長く直立し 部内外面横ナデ。端部は深い 。燈褐色

上位で強く外傾。口唇部外商は ナデで中位は部分的に指押え。 。口~肩部%周

ナデにより段を有す。口縁部は 中位には外面に接合痕が少々残

やや厚め。 る。

3 主筆 口 (19.0) 丸味をもって内傾する胴部上 胴部外面上位横へラケズリ 。良好

(土師) 位、口縁は直立気味にやや内傾 内面ナデ。口縁部横ナデで 。赤褐色

し上位で外反するコの字状。口 中央付近指押え。 。口~肩部%周

唇部には沈線が巡る。全体に薄

手のっくり。

4 斐 口 (20.2) 胴部上位直線的にやや内傾し、 肩部横へラケズリ。内面横ナ 。良好

(土師) 口縁部は直立気味に立ち上がり デ。口縁部上。下位はていねい 。赤褐色

上位は短く外反する。弱いコの な才黄ナデで中位はほとんどナデ 。口縁~肩音sYz周
字状を呈する。 られず。内面横ナデ。

5 斐 口 (20.6) 日岡部仁{立に膨らみを持ち徐々に 胴部上位横へラケズリ及び縦 。良好

(土師) 内傾。口縁部はコの字状で上位 へラケズリ。内面横ナデ。口 。淡赤褐色

で強く外傾。口唇部先端は突出 縁部内外面横ナデ。 。口縁部%周、胴部

気味で丸味を持つ。器肉は全体 上位少々

的に薄い。

6 長 頚査 E五 4.3 断面台形の低い台部付底部より 底部切り離し後台部部付け回 。良好 白色粗砂粒

(灰粕) 胴下位から中位にかけやや膨ら 転ナデ。胴部下位~中位外国 。灰色 目立つ

みをもって外傾し最大径を上位 回転へラケズリ。肩部は淡緑色 @頚部より上は欠損

に持つ。肩部はなだらかに丸味 』こ干官カtかかる。

をもって内傾する。底部の器肉

は厚く、内面中央に直径1.3cm高

さ 2mmの円筒状の突起あり。

D-46号住居跡

ヒ二一一一三三三フヨ

(内面)

I : 4 IOcm 

図170 D-46号住居跡出土遺物(1)
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I 遺跡各区の出土遺物集成

~_::マイ ~
¥
 

(f 
図171 0-46号住居跡出土遺物(2)

D-46号住居跡出土遺物観察表

I : 4 IOcm 

No 器種 寸法 (cm) 青三 宵'山E、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考|

l llIl 日 (25.4) 大きな平底で体部は内湾気味に 底部~体部外面 へラケズリ後 @良好

(土師) 立ち、口縁部は短く内傾し口唇 へラミガキ。内面横ナデ後へ -褐色

部細く尖る。偏平な皿で土器の ラミガキ。口縁部内外面 横ナ @底部~口縁部

厚みは均一で厚い。 ア。 (40%) 

7 杯 口(14.6) 浅い丸底の杯。休部丸味をもっ 底部~体部摩耗の為不明瞭。 。良好

(土師) 高 3.3 て内湾し、さらに口縁で短く内 内面ナデ。口縁部横ナデ。 。積褐色

{頃する。 。30%

3 ~ 口 (245) 明瞭なロクロ痕をもって外反す 口縁部回転ナデ。 -良好

(土師) るしっかりした口縁。口唇部は 。白灰色

下位に細い段を持ち上部は丸め -口縁部少々

られている。表面ザラついてい

る。

D-48号住居跡、

、d
¥? 三三云アグ~二主主ク

o I : 4 10 cm 
トー←一一一一一一一一一一寸一一一一一一一一→一一一寸

図172 0-48号住居跡出土遺物
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2. D 区

D-48号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青5 古E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

婆 底 4.0 胴部下位から中位にかけて直線 底部 へラケズリ。胴部外面下 -良好

(土師) 的に外傾する。底部中央の器肉 位縦へラケズリ。内面へラ -暗褐色

非常に簿く、底部と胴部の境は ナデ。 。底部~胴下位九周

厚い。

2 I不 口 10.2 突出する小さな底部。休部やや 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 全体的に黒

(土師質) 底 3.9 膨らみをもっ。小型の杯。 部~口縁部回転ナデ。 -淡褐色 色微粒子目

高 3.3 。ほほ完形 立つ

3 杯 口(10.1) 突出気味の底部。口縁までゆる 底部右閉転糸切り無調整。体 -良好

(土師質) 底 5.2 やかに外傾する小型の杯。 部~口縁部回転ナデ。 。淡褐色

前 3.0 • 70% 

4 土完 口 13.5 ハの字状に大きく開く足高の台 底部切り離し後台部貼り付け -良好

(土師質) 底 8.0 部。体部下位はわず、かな丸味を 回転横ナデ。体部~口縁部 回 -暗褐色

高 5.3 持ち中位から上位にかけて直線 転ナデ。 。ほぼ完JE;

気味に立ち上がり、口縁は外反、

底部付近器厚。

b 皿 口(115) 厚い台部より体部まで直線的に 体~口縁部回転ナデ。底部 。良好

(須恵) 底 5.5 外傾する。口縁部で少し丸みを 右回転糸切り後台部貼り付け回 -白灰色

高 2.6 持つ。全体に肉厚である。 転ナデ。 • 20% 

6 皿I 口 10.2 先端の細し〉低い台部。体音防〉ら 底部~口縁回転ナデ。底部 。良好 施紬部は白

(灰紬) 底 5.2 口縁にかりではわずかに湾曲し 切り離し後台部貼り付け回転ナ 。白灰色 灰色で光沢

高 19 つつ立ち上がり、口縁は外反気 デ。底部内外面以外を施粕。 。仁7三Eプ冗TIてノ/ なし

味。小型の皿。

7 刀 子 長さ 9.8 剣状に先端尖る。柄部分は断面長方形。

(鉄製) 重量23.0g 

D-49号住居跡、

ミ~

ラミギ: ミ主Jグ、三ヲ〆

yjミJl三J
図173 0 -49号住居跡出土遺物(1)
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I 遺跡各区の出土遺物集成

ーョグ R三ミ子 仁三二--二三:一一 ーベ二子工三二二二三工二ヨ:
J ふ二一/ー/ || O 

警豊o 1 : 4 10 cm 
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lO) 
(s=去)

図174 D-49号住居跡出土遺物(2)

D-49号住居跡出土遺物観察表(1)

N日 器種 寸 法 (cm) 苦手 態 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調・残存 備考

3J3J 釜 口 (20.7) 胴上位に張りをもち、口縁は短 口~胴音li 回転ナデで、外面下 。良好

(須恵) く内傾する。鍔は小さな三角形 位は縦へラケズリ。内面輪積 。淡樟褐色

で上向きにつく。胴下位は薄い。 痕残る。 -胴部~口縁部%周

2 3J)j 釜 厚手の胴下位片。 胴下位縦へラケズリ及びナ 。良好

(須恵) デ。底部の欠損する部分より 5 -澄褐色

~6cm上外面に焼成後に削った 。胴下位少々

沈続が平行に残っている。

3 士不 日 9.8 休部から口縁部にかけて丸味を 底部右回転糸切り無調整。切 -良好

(土師質) 底 3.8 もって大きく開く。底部は小さ り方は雑。体~口縁 回転ナデ。 -淡褐色

高 2.5 く半周程の部分は大きく外へは 。70%

み出している。

4 主不 口 (9.7) 底部から直線的に外傾し、口縁 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(土師質) 底 4.5 部は短く内傾、口唇部は細く外 部~口縁部回転ナデ。 -淡褐色

高 3.0 反する。薄手で小型の杯。 • 50% 

5 杯 口 (9.6) 平底の小さい底部から口縁まで 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(土師質) 底 4.4 直線的に大きく外傾する。器肉 部~口縁部回転ナデ 。淡褐色

局 2.8 は均一でていねいなっくり。 。40%

6 士完 口 10.0 口径に比して大きめの台部。体 底部右回転糸切り後台部貼り -良好

(土師質) 底 6.5 部は少々丸みをもって小さく立 付け回転ナデ。体部~口縁部内 。淡褐色

高 4.4 つ。 外面回転ナデ。内面横へラ 。ほほ完形

ミガキ後十文字暗文とらせん状

暗文を施す。

t克 口(147) 底部欠損。体部は丸味をもって 体部~口縁部回転ナデ。 @良好

(土師質) 立ち上がり、口縁部で短くやや 。暗褐色

外反する。口唇部はナデにより -体部~口縁吉日比周

つまみ出され、やや突出してい (20%) 

る。表面滑らか。

8 域 口(14.2) 台部より体部の中位まで大きく 底部切り離し後台部貼り付け 。良好

(土師質) 底 7.2 湾曲しながら立ち上がり口縁部 回転ナデ。切り痕を消す。{本部 。淡褐色

高 6.0 はわずかに外反。口唇部は丸味 ~口縁部回転ナデ。 。50%

を持つ。ふっくらと丸味をもっ

大型の域。

9 士完 口 (9.4) 体部下位はわずかな膨らみをも 底部~口縁部 回転ナデ。体部 。良好

(土師質) つ。口縁は口唇部近くに少々凹 下位外面は回転へラケズリ。 。淡褐色

みを有して外傾する。全体的に 。台部欠損(60%)

薄手て、軽量である。

10 士完 口 (9.6) 薄手で外面端部はきれいに面取 底部 回転糸切り後台部目占り付 @良好

(土師質) 底 (4.8) りがなされた台部より丸味をも け回転ナデ。体部~口縁部 回 @淡褐色

局 3.4 ちつつ立ち上がる体部。口唇部 転ナデ。 . 60% 

は薄く短く外反する。
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D-49号住居跡出土遺物観察表(2)

D-51号住居跡、

形
.L.....-_ 

態 の 特

径 6~ 7 111m、断面円形。

徴 成形。子法の特徴

てよLJJk三ヲ/

(容;

:デデ ;函)
図175 0-51号住居跡出土遺物

D-51号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育5 態 の 特 徴 成形。手法の特徴

l 均く 口(12.4) 上げ底気味の底部から直線的に 底部 回転糸切り無調整。体部

(須恵) 底 (7.2) 外反する体部~口縁部に至る。 ~口縁部回転ナデ。

高 (3 4) 

2 土先 口 14.2 短い台部。やや腰が張り、口縁 底部 回転糸切り後台吉15貼り付

(須恵) 底 6.0 は外反。全体的に厚手でふっく け横ナデ。体部~口縁部 回転

宝存生可 5.0 らした土売。 ナデ。

3 士先 口 14.6 台部は厚く短い。体部中位に膨 底部 回転糸切り後台部貼り付

(須恵) 底 6.5 らみをもち口縁でやや外反す け回転すデ。体部~口縁部 回

局 5.6 る。表面ザラっき軽量。 転ナデ。

4 士発 口 (14.0) 全体に雑なっくりの腕で、台部 底部 右回転糸切り後台部貼り

(須恵) 底 6.8 は低い断面三角形。体部中位ま 付け回転ナデ。体部~口縁部

同 5.0 で外傾し、口縁付近は外反気味 回転ナデ。

に聞く。

5 土完 口 14.0 短い台部より、体部は直線的に 底部 右回転糸切り後台部貼り

(須恵) 底 6.2 外傾して口縁部に至る。口唇部 付け雑な回転ナデ。体部~口縁

高 5.0 は厚く丸味を持つ。 部回転ナデ。

6 llll 口 (15.5) 台部丸みをもちゃや厚子。{本部 体部~口縁部 回転ナデ。内面

(緑紬) 底 (6 4) は大きく外傾し、口縁でさらに 外周に雲流文、中心近くに花文

高 3.0 短く外反する。器肉は厚くしっ の一部とみられる文様あり。内

かりしている。台部上位外面に 外商共全面施紬。

細い溝あり。全面に緑粕を施し

滑らかな仕上がり。

2. D 区

-焼成・色調。残存

o 1:4 IOcm 
卜一一一一 一一一一一一一寸 一一一一一一一寸

。焼成。色調。残存 備考

。良好

。白灰色

。底~口縁%周

@良好

。白灰色

。60%

。不良

。白灰色

。60%

。不良

。暗褐色

。60%

。良好

。暗灰色

.60% 

。良好

。淡緑色

。20%



I 遺跡各区の出土遺物集成

D-52号住居跡

。
I : 4 IOcm 

図176 D -52号住居跡出土遺物

D 52号住居跡出土遺物観察表

D-53号住居跡、

形態の特徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存

整った乳棒状で、裏面は少々孤|上下端を主体に蔽打によると思|。茶灰色

状を皇す。 Iわれる細かな傷が無数に存在す i。完形

る。

~ 二ノ ミ三主ヲfL一三一一二J

ミιJ
f議¥

:J 

.{~']); 

8 

己

4 

\--~ノメ三弘、7

10 

C三 こコ
o I : 4 10 cm 

ト一一一一一ー一一一←ー十一一一一ーー←一一一一寸

図177 D-53号住居跡出土遺物
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2. D 区

D-53号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法(仁川 背三 自巨 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調・残存 備考

l 珂二 口(135) 厚手の杯。底部は欠損。 {本部横へラケズリ。内面横 。良好

(土師) ナデ。口縁部横ナデ。 。淡褐色

。20%

2 均二 底 (7.5) 平底の底部。体部下位は内湾気 底~体外面へラケズリ。内面 -良好

(土師) 味に立ち上がる。 は横ナデで体部に放射状、底部 -褐色

にらせん状の暗文を施す。 。20%

3 士不 口(13.0) 薄手の底部から直線的に口縁ま 底部 回転へラ切り後へラナデ 。良好

(須恵) 底 (8.2) で外傾する。 調整。体部~口縁部 回転ナデ。 。灰色

高 3.2 。30%

4 均二 底(116) 底径と口径の差が小さい杯。台 底部 回転へラ切り後台部貼り -良好

(須恵、) 部は非常に短い。 {寸け回車長ナデ。{本音日 回車三ナデ。 。暗灰色

。底部~体部%周

5 士完 口 (11.7) 薄手でハの字状に開く台部。体 底部 回転へラ切り後台部貼り 。良好

(須恵) 底 (6 8) 部わず、かに膨らみを持ち口縁ま 付け雑な回転ナデ。体~口縁 。白灰色

尚 4.8 で立ち上がる。小型の深い域。 回転ナデ。 。40%

8 t宛 口(111) 高い台部の底部。体部~口縁に 底部 回転へラ切り後台部貼り 。良好

(須恵) 底 7.0 かけて直線的に外傾する小ぶ、り 付け回転ナデ。体部~口縁部 -灰色

高 4.7 の士宛。 回転ナデ。 。40%

蓋 口 16.0 ボタン状のつまみ部より天井部 天井部外面 回転へラケズリ。 。良好 黒色粒子が

(須恵) 同 3.3 は水平に短く開きなだらかに下 他内外共回転ナデ。内面は滑ら 。暗灰色 まばらに含

降する。体部下端にて-EL水平 かな仕上がり。 。口~体y2周、天井 まれる

になり、口縁はやや外傾して開 部 1周 (60%)

く。返りはなし。天井部より徐々

に薄くなる。

8 石 全長 13.4 裏面は平坦で、太目の乳棒状を 上下端及び表裏面中央に蔽打痕 。茶灰色 輝石安山岩

重量 700g 皇す。 と思われる細かな凹みがある。 -完形

また、右側面に親指大の弧状の

凹みがある。

9 石 全長 7.5 円形で、扇平な小型石。角は無 全体に摩耗し、側面に一部細か 。茶灰色 輝石安山岩

重量 280g く丸い。 な傷Jをもっ。 。完形

10 石 全長 8.5 正三角形に近い形状で小型扇 側面に数か所の摩滅した凹みを 。茶灰色 複輝石安山

重量 200g 平。 もつ。 ロ完形 正山ゴ

D-53号内住居跡?

53号住居跡磁土より明らかに時期差のある 1宝物群が出土し、皿、境の他に羽釜片等も検出された。これらは53号内部に重復する )]IJ

住居に(半う可能性が考えられるため、 53号のものと区別して提不する。

一

f
三主主グ

G 1 : 4 10 cm 

図178 0 -53号内住居跡?出土遺物
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I 遺跡各区の出土遺物集成

D← 53号内住居跡?出土遺物観察表

No. 器種 寸 法 (α1) 育長 官E の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

士先 口 15.0 足高台部は外傾し、体部から口 底部 回転糸切り後台部貼り付 。良好

(土師質) 縁部までふっくらと立ち上がる け回転ナデ体部~口縁部回 。淡褐色

深みのある域。非常に薄手。 転ナデ。 080% 

2 血l 口 12.6 台部は長めに外傾。体部は大き 底部 回転糸切り後台音仏貼り付 。良好

(須恵) 底 6.2 く外側し、口縁部付近は水平気 け外側は深いナデ。体部~口縁 。白灰色

品 3.2 味。表面は滑らか。 部回転ナデ。 。70%
」ー

D-54号住居跡

I : 4 IOcm 
ト一一一一一一一一一一一，~一一一一一一一一一一寸

図179 0-54号住居跡出土遺物

D-54号住居跡出土遺物観察表

N口 器種 寸 法 (cm) 庁芸 肯E の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

土不 口(13.5) 体部はわずかな膨らみをもって 体~口縁丁寧な回転ナデ。底 。良好 断面赤灰色

(須恵) 底 (7 0) 立ち上がり口縁部は薄く外反気 部右回転糸切り無調整。 。灰色

高 4.1 味。底部厚手。 。底部~周、体~口

縁%周

2 士完 日(16.0) 体部は外面に細かいロクロ痕を 体~口縁回転ナデ。底部回 。良好

(須恵) 底 8.6 残し口縁まで直線的に外傾。大 転へラ切り後台部貼り付り回転 。灰色

局 7.6 型の深い椀。 ナデ。 。30%

3 士完 口(14.5) 台部は高くハの字状に開く。体 体~口縁回転ナデ。底部回 。不良 粗砂粒が目

(土師質) 底 (7 9) 部は外傾しながら立ち上がり、 転糸切り後台部目占り付け回転ナ 。淡褐色 立つ

高 4.7 口縁はやや外折。浅めの域で、 デ。内側は深いナデ。 。底~口縁%周

っくりはややもろい。

4 宣士E 口 3.8 短1，)台部より胴部は直線的に外 内外面回転ナデ。 。良好 黒色の粒子

(須恵) 底 3.8 傾し、肩が強く張る。口縁は短 。暗灰色 を多量に含

高 4.2 く直立気味。全体的に厚手。 。完形 む
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2. D 区

D-55号住居跡

_/一一

¥ーーグマ二三Y主主3

、二ヲノ

に三三三、

12 

1 : 4 IOcm 

図180 0-55号住居跡出土遺物

D-55号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 青芸 肯J山E、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調@残存 備考

1 写~ 口 (236) 大型の球胴婆。肩が強く張り、 胴部外面横及び斜めへラケズ 。良好

(土師) 口縁は短く外傾する。 リ。内面横へラナデ。口縁部 。j炎褐色

内外商横ナデ。 。胴部~口，縁少々

ワ き室 日 20.3 胴部上位は膨らみをもって内 口縁内外面共横ナデ。胴部外面 。良好

(土師) {頃、口縁はコの字状で外面中央 へラケズリ。内面ナデ。 -樟褐色

に膨らみをもっ。器肉は全体的 @口縁%周、胴部上

に薄く表面ザラつく。 位少々



I 遺跡各区の出土遺物集成

D-55号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 背手 首，~邑、 。〉 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

3 皿 口 (20.6) 台部は薄く外傾する。体部は直 体~口縁回転ナデ。底部回 。良好(焼き締まり

(須恵) 底 11. 8 線的に大きく外傾し、上位でや 転へラ切り後台部貼り付け回転 良い)

~主司T 4.6 や内傾し、口縁は外反ぎみに開 ナデ。底部内面 らせん状の回 。灰色

く。底部の器肉は大変厚い。しっ 転ナデ痕残る。 @底~口縁 (70%)

かりしたっくりの大型皿。

4 杯 口 12.5 上げ底の底部。体部は中位に膨 体~口縁回転ナデ。底部回 。良好 底部外面端

(須恵) 底 6.5 らみをもち口縁まで直線的に外 転へラ切り無調整、雑な切り方。 @灰色 部付近に自

高 3.3 傾。体部から口縁にかけて不整 。60% 然紬がかか

形。 る

5 均二 ロ 11.4 上げ底の底部より、体部から口 底部 回転糸切り無調整。体~ 。良好 小石を含む

(須恵) 底 6.6 縁まで直線的に外傾する。厚手 口縁 回転ナデ。内外面共ナデ 。暗灰色

品 3.2 でほってりとしている杯。 が雑。 。ほぼ完形

6 杯 口(12.6) 器厚の底部。体部は中位に膨ら 底部右回転糸切り無調整。内 。良好 断面赤灰色

(須恵) 底 7.6 みをもって立ち上がる。 面 らせん状の回転ナデ痕残 。白灰色 小石を含む

~司主f 3.4 る。体~口縁回転ナデ。 。60%

7 杯 口(126) 底部に粘土粒が付着している。 体~口縁内外面回転ナデ。底 。良好

(須恵) 底 (7.0) 体部より口縁まで直線的に立ち 部右回転糸切り無調整。 。暗灰色

高 3.7 上がる。 。30%

8 土不 口(13.8) 雑な底部。体部から口縁まで直 体~口縁回転ナデ。底部回 -良好 内面白灰色|

(須恵) 底 (7.5) 線的に外傾。全体に厚手で器面 転糸切り無調整。 。暗灰色

高 3.5 は所々剥離しザラつく。 。30%

9 蓋 日 (16.4) つまみ部欠損。ボタン状のもの 天井部~体部中位外面回転へ 。良好 白色の小石

(須恵) がつくと思われる。小さな天井 ラケズリ。下位回転ナデ。 。暗灰色

部よりわす、かな丸みをもって開 • 40% 合む

く体部。端部にて水平近く開き、

口縁は返りをもたずに屈曲す

る。っくりの丁寧な蓋。

10 士先 口 (9.7) 小型の深い場。台部はハの字状 体~口縁回転ナデ。底部回 。良好(焼き締まり

(須恵) 底 5.9 に開く。体部は下位に丸味をも 転糸切り後台部貼り付け。内外 良い)

主F主司f 5.6 ち口縁までさほど開かず直線的 面丁寧なナデ。 -淡灰色

に外傾する。器厚な底部に比べ 。40%

て体部は薄手。

11 土宛 口 (11.8) 台部は端部に丸味をもって外 体~口縁回転ナデ。底部回 。良好 黒色粒子を

(須恵) 底 7.7 傾。イ本部は深く膨らみをもち口 転へラ切り後台部貼り付け回転 。灰色 全体的に合|

局 4.9 縁までさほど関かず立ち上が ナデ。 。60% む

る。

12 I先 口(14.0) 大型の深い域。台部は薄くハの 体~口縁内外面回転ナデ。底 。良好(焼き締まり

(須恵) 底 (8 6) 字に開く。体部は外面にロクロ 部右回転糸切り後台部貼り付 良い)

主同主¥ 7.3 痕を残し口縁まで直線的に外傾 け丁寧なナデを施す。 。暗灰色

する。 。40%

13 椀 口(12.8) 体音Ilは深く直線的に口縁まで外 体~口縁内外面回転ナデ。底 。良好

(須恵) 底 (8.4) (頃する。 部 回転糸切り後台部貼り付り 。暗灰色

局 6.0 回転ナデで、台内側は雑なナデ • 30% 
のため、接合部が盛り上がる。
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2. D 区

D-58号住居跡、
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図181 D-58号住居跡出土遺物

D-58号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 青5 ム'RuhE 、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

1 台 付 斐 直線的に外傾する胴部下位。底 胸部外面斜めへラナデ。台部 。良好

(土師) 部は非常に狭い。薄手。 の貼り付け部横ナデ。底部内 。暗褐色

面横へラナデ。 。20%

2 杯 口(12.6) 器厚の底部。体部から口縁まで 体~口縁回転ナデ。底部右 -良好 黒色粒子を

(須恵) 底 6.2 直線的に外傾。しっかりとした 回転糸切り無調整。 。灰色 多量に含む

高 3.2 っくりの杯。 . 60% 

3 杯 口 (12.4) 上げ底の底部。体部から口縁ま 体~口縁 回転ナデ。底部右回 。良好(焼き締まり

(須恵) 底 7.4 で直線的に外傾。 転糸切り無調整。 良い)

高 3.5 。灰色

。30%

4 均て 口(12.4) 薄い上げ底の底部。体部は膨ら 体~口縁回転ナデ。底部回 。良好

(須恵) 底 (6 6) みをもって立ち上がり、口縁は 転糸切り無調整。糸切りが雑で、 。白灰色

高 3.3 外反する。 糸の抜ける所と入った所に段差 。50%

が生じている為、底部は歪む。

ヨ「 椀 口 (148) 台部は薄くハの字状に開く。体 体~口縁回転ナデ。底部閉 -良好

(須恵) 底 (8.8) 部は外面に細かいロクロ痕を残 転糸切り後台部貼り付け。内側 。白灰色

高 5.7 し立ち上がる。口縁はわずかに は接合部が盛り上がり、雑なナ • 40% 

外反する深い域。 ア。

6 士完 口 15.7 台部は断面台形で厚く短い体部 体~口縁回転ナデ。底部右 。不良 口縁付近内

(須恵) 底 (7.2) は膨らみをもって立ち上がり、 回転糸切り後台部貼り付け回転 。茶灰色 外面黒灰色

同 5.2 口縁は長く外反する。大型の椀。 ナデ(雑)。 。60%

7 土完 底 (6 0) 台部は内傾気味に付く。体部下 体部内外面回転ナデ。底部 。良好 内面白灰色

(須恵) 位は丸みをもって立ち上がる。 右回転糸切り後台部貼り付け回 。暗灰色

転ナデ。 。20%
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I 遺跡各区の出土遺物集成

D-59号住居跡
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図182 0-59号住居跡出土遺物

D-59号住居跡出土遺物観察表

勺

ζ
l
 

l
 

ミ」J
o I : 4 10 cm 
ト一一一一一一一一一一一一一→一一一一一一一一一一一→ー斗

Nc 器種 寸法 (αn) 背ラ AdRuh E 、 の 特 i数 成形。手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

l E霊 底 (5.8) 胴下位はすぼみ気味。上位に最 胴部上位外面横へラケズリ。 -良好

(土師) 大径をもっ肩の張る小型の警。 中位縦へラケズリ。内面横 -褐色

薄手。 へラナデ。 -胴音sYz周

2 )j)j 釜 口 (210) 胴上位は膨らみをもち最大径は 胴部~口縁内外面回転ナデ。 -良好

(須恵) 小さな鍔部にある。口縁部内傾 口唇部平坦にナデられる。 。黒灰色

し、上位で直立。 @口縁付近y4周

3 河: 口(12.0) 体部は膨らみをもち内湾気味に 体~口縁 回転ナデ。底部不明 -良好 外面に自然

(須恵) 底 (7.3) 立ち上がる。全体に厚手。 瞭ながら右回転糸切り痕あり。 。灰色 粕

局 3.6 .20% 

4 士不 口(12.4) 上げ底気味の底部。体音防〉ら口 体~口縁ていねいな回転ナ 。良好

(須恵) 底 (7.6) 縁まで直線的に外傾する。器面 デ。底部切り方不明。外周 2 。灰色

高 3.7 j骨らかな士不。 cm程ナデが施され滑らか。 .20% 

5 杯 口 11.0 ふっくらとした小型の杯で口縁 体~口縁内外面回転ナデ。底 。良好

(土師質) 底 4.5 部は少々外反する。不整形。 部右回転糸切り無調整。 。淡褐色

両 3.6 .80% 

6 血 口 12.8 底部は非常に器厚。体部から口 体~口縁回転ナデ。底部右 。良好

(須恵) 縁までなだらかに外反し、口縁 回転糸切り後台部貼り付け内外 。暗灰色

は水平に開く。 回転ナデ。 .70% 

7 f不 底 6.6 突出する底部より大きく開く体 体部内外面回転ナデ。外面 。良好

(須恵) 部下位、内外面共っくりは雑で 右回転糸切り無調整。 。暗灰色

ごつごつする。 。底部付近 1周

8 士先 口(16.6) 台部はハの字に開く。体部から 体~口縁回転ナデ。底部回 。良好 断面赤灰色

(須恵) 底 (8 4) 口縁にかけて内湾気味に大きく 転糸切り後台部貼り付け回転ナ 。白灰色

高 5.7 立ち上がりそのまま開く。 ア。 。30%
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2. D 区

D-60号住居跡、

ç~~ ，J 己三 I : 4 10 cm 

図183 0-60号住居跡出土遺物

D-60号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 形 ム'貝~、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調@残存 備考

1 杯 口 (128) 浅い杯。底部は丸みをおび、体 口縁部~体部内外面横ナデ。 -良好

(土師) 底(10.5) 部は内湾気味に立ち上がる。底 外面下位~底部へラケズリ。 -樟褐色

部凹凸多し、全体に薄手。 底部内面横ナデ後指押え。 -底~口縁y，;周

(20%) 

2 土完 口(10.2) 台部は小さく、口縁部まできほ 体~口縁回転ナデ。底部回 -良好

(須恵) 底 (6.6) ど開かずに立ち上がる。口唇外 転へラ切り後台部貼り付け回転 @白灰色

局 4.9 面やや突出する小型坊。 ナデ。 。30%

D-61号住居跡

にと三ノ

1イ: 。 I : 4 IOcm 

図184 0-61号住居跡出土遺物

D-61号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 青3 有，山官 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

1 Z霊 口 (22.2) 胴上位は張りをもたず内傾。口 胴吉田外面 横へラケズリ。内面 。良好

(土師) 縁は内傾気味に立ち上がり上位 ナデ。口縁部内外面横ナデ。 。淡褐色

は外反する。薄手。 。20%

2 台付婆 小さな底部よりハの字状に開く 外面胴部と台部の境横ナ 。良好

(土師) 台部上位。胴部下位は直線的に デ。胴部下位横へラケズリ。 -暗褐色

外科長。薄手。 台部内面横ナデ。底部内面 。台部上位 l周、胴

へラナデ 部下位少々

3 巧二 臼 12.8 上げ底の底部。体部はわずかな 体~口縁回転ナデ。底部右 。良好

(須恵) 底 7.8 膨らみをもって外傾し、口縁は 回転糸切り無調整。内面 らせ 。黒灰色

両 3.6 少々外反する。口縁付近薄手。 ん状のロクロ痕明瞭。 。60%

4 皿 口 13.4 体部はわずかな膨らみをもち大 体~口縁内外面 回転ナデ。底 。良好

(須恵) 底 7.6 きく外傾。口縁はわずかに外反 部 回転糸切り後台部貼り付け 。暗灰色

高 3.1 し開く。 内外面回転ナデを施す。外側!の 。口縁少々欠損

ナデは雑で接合痕がよく残る。 (80%) 

一
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遺跡各区の出土遺物集成

D-62号住居跡、
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¥ ¥ 

D-62号住居跡出土遺物図185

D-62号住居跡出土遺物観察表

。焼成・色調・残存

。良好

・燈褐色

・30%

成形。手法の特徴

位

ナ
上

ラ
胴
へ

。
横

一アナ

面

横

内
面

リ
外
ズ

内

ケ
部

ラ

縁

へ
口

縦

デ

胴上位わずかに内傾し、口縁部

は大きく外反。比較的厚手。

徴特の巴
じ
ρ

μ
円ド育長

』ニーメイ

D-64号住居跡

ミ三 三

IOcm o I : 4 

D-64号住居跡出土遺物図186

D-64号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背3 A思R の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調・残存 備考|

1 均t 口 12.2 器厚の底部より大きく外傾する 底部右回転糸切り無調整。体 @良好 粗砂粒まば

(須恵) 底 7.6 浅い体部。口縁は少々外反する。 部。口縁回転ナデ。 。白灰色 らに含む

品 2.8 。60%

2 珂〈 底 (6.6) 底部と体部の境に凹みがあり、 底部 回転糸切り無調整。体部 。良好 2 IIlm小石ま

(須恵) 底部やや突出している。体部下 回転ナデ。下端深い回転ナデ。 -暗灰色 ばらに含む

位は大きく膨らみ上へ聞く。 。底部付近%周

← 170-



D-65 . 66号住居跡
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2. D 区

。 I : 4 IOcm 

図187 D-65. 66号住居跡出土遺物

D-65 . 66号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 青三 μ態トペ の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調。残存 備考

杯 口(129) 体部中位にわずかな膨らみをも 底部 回転へラ切り後端部ナデ 。良好(焼きしまり

(須恵) 底 (7.9) ち、口縁で少々外反する深い杯 調整。体部。口縁部 回転ナデ。 良い)

局 4.1 である。 。暗灰色

。30%

2 皿 口(134) 体部大きく外傾し口縁やや水平 口~体部回転ナデ。 。良好

(須恵) 気味に開く。 。灰色

@口~体%周

皿 口 12.8 薄い台部。直線的に聞く体部か 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好 底部に重ね

(須恵) 底 6.6 ら口縁部。器薄で特に口唇部は け回転ナデ。体部@口縁部 自 。青灰色 焼痕

高 2.9 薄く、器形やや歪む。 転ナデ。 。60%
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遺跡各区の出土遺物集成

日ーモ
ι 10 

C ご二二コ

D-出土地点不明遺物観察表(1)

(

品

川

y
l 己

15 

10-15はs=去

16は原寸

図189 D一出土地点不明遺物(2)

N日 器種 寸 法 (cm) 育長 ム思bぺ

の 特 徴 成形・子法の特徴 @焼成・色調。残存 備考

長頚査 口(190) 大きく外反して開く口縁部で、 内外面 回転ナデ。内面紬がか -良好

(灰紬) 上位は幅広の沈線巡り、口唇部 かる。 。灰色

は外側へ突出し垂直な面をも 。口縁少々

つ。

2 段 皿 口 (17.9) 内湾気味で下位に稜を持ち内側 底部 台部貼り付け後内外面回 。良好

(灰紬) 底 (7.3) に丸味を持つ台部。体部水平気 転ナデ。体部~口縁部外面回 。灰色(施紬部は白

局 2.2 味に大きく開き中位に段を持 転ナデ。口縁~体部内外面刷 濁した淡緑色)

つ。口縁は水平近くに外反する。 毛掛け。 @体部~口縁音s);，i

局、台部少々

(20%) 

3 皿 口 11.4 断面台形の低い台部は、外面に 底部右回転糸切り後台部貼り 。良好

(灰紬) 底 6.4 稜をもち、体部から口縁にかけ 付け回転ナデ。両側はよくナデ 。白灰色

主F主司T 2.2 て少々膨らみながら短く開く。 られている。体部・口縁 回転 -完形

小さめの皿。 ナデ。外面には施粕されず内面

の口縁~体部中位あたりまで刷

毛塗りの施紬がなされる。

4 皿 口 (13.4) 短く外傾する台部より体部から 底部切り離し後台部貼り付け -良好

(灰紬) 底 (7.6) 口j;jま吉日はややIEZらみを十守ちつつ 回転ナデ。体部~口縁部 回転 。灰色(施粕部は光

高 2.7 開く。口唇部は薄く内外面角ば ナデ。口縁~体部上半内外面 沢のある白灰色)

る。 漬け掛け施粕。 。底部~口縁部%周

5 小型瓶 底 5.5 安定した広い底部より胴部中位 底部右回転糸切り無調整。胴 。良好 底部内外面

(灰紬) に最大径をもって立ち上がり、 部 回転ナデ。頚部から胴部下 。白灰色 と胴部に煤

肩部は張らずになだらかに内傾 位にかけて部分的に粕がかか 。口縁部欠損 付着

する。小型の瓶。 る。
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2. D 区

D 出土地点不明遺物観察表(2)

No. 器種 寸法 (cm) 育長 古芭 の 特 f致 成形・手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

6 五E 石 全長 6.9 断面平面共に長方形の整った小 側面に一部明確な擦痕が見られ 。白灰色 凝灰質流紋

重量 60g 型の石。稜は鋭い。 るのみ。全面非常に滑らか。 . )'Gif:ノノ 正山玉

7 五民 石 全長 8.5 断面長方形で側面は少々弧状に 各面平滑でF表面には横方向の粗 -白灰色 凝灰質流紋

重量 160g 凹む。稜は鋭い。 い擦痕がある。 -完形 正山ヨ

10 紡錘車 外径長3.9 表面滑らかである。断面は厚い 。暗緑色 絹雲母片岩

(石製) 短1.2 台形の石製紡錘車。ほぽ中央に -完形

子L径 0.7 穿孔され直線的に貫通してい

厚さ 2.2 る。かどはなく丸い。

重量 43.0g

11 鎌 長さ 8.8 背部の厚さ約 2mm。内反り状。

(鉄製) 重量 11Og 

12 鍛つ 長さ 8.7 量産の茎部か。断面方形。

(鉄製) 重量 5.0g 

13 つ 長さ 9.8 弧状の棒状品。芯と外皮部に分かれる。

(鉄製) 重量 10.0g

14 つ 長さ 9.5 弧状の棒状品。芯と外皮部に分かれる。

(鉄製) 重量 8.0g

15 ? 長さ 13.8 棒状部は断面方形を呈す。

(鉄製) 重量 142g 

16 銭 「景祐?元宝J(1034年、宋)

D 出土地点不明遺物観察表(3)

[Nol 器種 |全長~幅 (cm) I 厚さ刷|重量~ 形状 特徴など 存|石 質

8 打製石斧 12.3 6.7 1.8 136 援形で刃部は斜位。尖る部分を中心に使 フz三Eフ 青三 安山岩

用痕が認められる。

9 打製石斧 8.8 4.5 6.6 89 側部は細かく幸IJ離。刃吉日中央に少々使用 たY士'G 形 安山岩

痕あり。
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3. E 区

E-l号住居跡

ミ守二三 I : 4 [ Qcm 

図191 E - 1号住居跡出土遺物

E-l号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青5 ムJ7.山~、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

斐 口 (22.8) 胴上位は肩が張らす、わずかにす 口縁内外商横ナデ(外面のナ -良好

(土師) ぽまり、そのまま口縁が直立、 デ浅い)。胴部外面上位横へラ 。赤褐色

口縁上位は外反する。弱いコの ケズリ。内面横ナデ。口縁部 -口縁yz周、胴部

字状を呈する。器肉は均一に薄 分的に指押え。口縁部外面には 少々

し当。 輪積痕が浅る。

2 護 口 21. 0 胸部上位は肩が張らず、わず、か 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) にすぽまり、口縁部はゆるやか 面上位横へラケズリ。内面 -暗赤褐色

に外反する。器肉は均一に薄い。 横へラナデ。口縁部外面接合 。口縁部yz周強

痕残る。 胴部上位少々

3 杯 口 (13.6) 上げ底気味の底部からわずかに 口縁~体部内外面 回転ナデ。 -不良 黒色砂粒ま

(須恵) 底 (7 8) 膨らみを持った体部を経て、わ 底部 回転糸切り無調整。 。黒灰色 ばらに含む

高 3.3 ずかに口縁が短めに外反。外面 • 40% 

はザラっき、内面は滑らか。

4 杯 口(170) 底部からややふくらみを持った 口縁~体部内外面 回転ナデ。 -良好 黒色徴粒子

(須恵) 底 (9 0) 体部を構成し、口縁部はやや外 底部 回転糸切り無調整。 。にぶい灰色 をまばらに

高 4.2 反して立ち上がる。器肉に細か • 20% 合む

な気泡が入っているようで軽く

器面もザ、ラザラしている。

ワ

i
ワ

i



I 遺跡、各区の出土遺物集成

E-2号住居跡、

f 

図192 E - 2号住居跡出土遺物(1)
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図193 E - 2号住居跡出土遺物(2)

E-2号住居跡出土遺物観察表(1)

Nc 器種 寸法 (cm) 苦手 有'山E、 。〉 特 i数 成形。手法の特徴

1 E喜 日 20.7 胴部上位に最大径をもっ。頚部 口縁部内外面横ナデ。胴部外

(土師) は弱くしまり、口縁は外反する。 面上半横へラケズリ。下半

口唇部外面に浅い沈線が巡る。 縦へラケズリ後部分的に横へラ

ケズリ。胴部内面横へラナデ。

2 婆 口 20.8 胴部は丸味をもって外傾し上位 口縁部内外国横ナデ後外面指

(土師) に最大径をとる。口縁部は弱い 押え。胴部外面上半横へラケ

コの字状口縁を呈する。全体的 ズリ下半縦へラケズリ。胸部

に薄手。 内面横へラナデ。口縁部内面

と胴部内面に輪積痕残る。

3 τ2玄4E 口 22.3 口縁部はコの字を呈し上位は、 口縁部内外面横ナデ。外面肩

(土師) はっきりと外傾。口唇部外面は 部横に近い斜め、胴部上位

函がとられ尖り気味に関心強 ~中位は縦に近い斜めにへラケ

く肩が張り胴部下位にかけてす ズリを施し、その後横及び斜め

ぼまる。口縁部器肉やや厚めだ にナデを行なう。内面肩部~胴

が、胴部は薄手。 部刷毛目状のへラナデ。

4 Z霊 口 (19.8) 胴上位に最大径をとる。頚部付 口縁部内外面横ナデ。外面は

(土師) 近は丸みをもって外反し、口縁 肩部付近まで横ナデが及ぶ。胴

は短い。薄手でもろく、器面ザ 部外面上半縦へラケズリ。内

ラつく。 面上半横へラナデ。

5 Z霊 口 (21.5) 口縁は外反気味のコの字状を呈 口縁部内外面横ナデ。肩部外

(土師) する。胸部上位に強い張りを持 面横へラケズリ。胴上位~中

ち、口縁部はやや肥厚だが、器 位斜めへラケズリ。内面は横

肉の薄いカメ。 ナデ。コの字の角は上下ともよ

くナデられている。口縁部外面

輪積痕残る。

6 主主 口 (20.0) 臼縁はコの字状を呈す。厚さは 口縁部内外面横ナデ。胴部外

(土師) 肩部共均一で、口唇外面に細い 面横へラケズリで部分的に段

沈線を施す。 状になる。内面横へラナデ。

7 斐 口(13.0) 胴部上位に最大径を持ち徐々に 口縁部内外面 償ナデ。胴部内

(須恵) すほまり、口縁部は短く中程は 外面回転ナデ。

「く jの字状に外傾する。口唇

外面はナデにより凹み先端は丸

味をおびる。

8 士先 口(15.2) ハの字状に開く短い台部からや 口縁~体部内外面 回転ナデ。

(須恵) 底 7.8 や膨らみをもった体部を経て、 底部右回転糸切り後台部貼り

高 5.2 口縁で少しずつ外反しはじめ、 付け内外面回転ナデ。

口唇部で強く外反する。

9 宜士E 底 9.6 断面台形を呈する台部より、胴 胴部内外面回転ナデ。底部内

(須恵) 部は丸昧をもって立ち上がる。 外面回転ナデ。
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3. E 区

R三二孟アク
13 

1 : 4 IOcm 

-焼成・色調・残存 備考

-良好 黒色・乳白

-明赤褐色 色の砂粒を

-口縁~胴下位%周 合む

(60%) 

-良好 口縁部に煤

-時一種褐色 が付着

。胴部下位欠損

(60%) 

-良好 -外面胴部

-茶褐色 に黒斑

-口縁~胴中位yz周 。粗砂粒を

まばらに

合む

-良好 組砂粒を合

-燈褐色 む

-口縁~胴部仁半%

周弱

-良好 組砂粒を合

。赤褐色 む

-口縁~胴部上位%

周、胴部中位少々

-良好 粗砂粒を含

-燈褐色 む

-口縁~肩部%周

-良好

-白灰色

。口縁~胴上位%周

。良好 底部外面に

-暗白灰色 ×印の刻書

050% 

。良好

-青灰色

.40% 



I 遺跡各区の出土遺物集成

E-2号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 形 ?回l~一、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調。残存

10 J不 口(13.6) 平底の底部より直線的に外傾す 口縁~体部内外面回転ナデ。 -良好

(須恵) 底 (6.2) る体部。口容部は外反気味に立 底部右回転糸切り無調整。 -淡灰色

高 3.6 ち上がる。底部から口縁部の器 .60% 

肉は厚めでほぼ均一。

11 土干 口(14.0) 上げ底気味の底部からふくらみ 口~体部回転ナデ。底部右 -良好

(須恵) 底 (5.8) を持って外傾する体部。口縁部 回転糸切り無調整。 。白灰色

局 4.3 は短く外反する。全体的に丸味 -底部~口縁部少々

をもっ。

12 士不 底 (6.8) 底部はぶ厚い。体部下位は大き 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) く外傾する。 部回転ナデ。体部外面下位 -淡灰色

接合痕。 -底部 1周と体部少

々

13 皿 口 13.2 短めのあまり開かない台部から 口縁~体部内外面回転ナデ。 。良好

(須恵) 底 6.8 徐々に外反し、口縁ではやや内 底部 回転糸切り後台部貼り付 -灰色
ヲ同さま 2.5 傾ぎみに立ち上がる。全体的に け内外面回転ナデ。やや丁寧さ -口縁~体部少々欠

やや歪んだ器形で、台部内面に に欠りる。 損 (80%)

ヒビが入る。

E-3号住居跡、

忌~
~，d5 

三Lノ 三二[7
A議恥

文斗五二ト母デ了

備考

1 mm~ 2 mm 

の砂粒を含

む

全体に自然

粕がかかる

I : 4 IOcm 

図194 E -3号住居跡出土遺物

E-3号住居跡出土遺物観察表(1)

No. 器種 寸法 (cm) 青3 j~目~、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

l 婆 口 (256) コの字状口縁、上位の角は強く 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好 黒色。乳白

(土師) 外傾し、口唇部外面に細い沈線 面上位横へラケズリ。内面 。茶褐色 色の微砂粒

が巡る。大型のき霊で器肉は均一 横ナデ。口縁部に輪積痕残る。 -口縁付近少々 を含む

に薄い。
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3. E 区

E-3号住居跡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸法(仁川 背手 肯~ 0) 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

2 喜」況笹" 口 (138) 胴部上位は内傾気味にすほまり 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好 外面に煤が

(土師) 口縁部は「く jの字状に外傾し、 面上位横へラケズリ。内面 。茶褐色 付着

口唇部内面には段を持つ。小型 横ナデ。 。口縁付近少々

の警で、全体的にやや薄手。

3 杯 口(120) 膨らみを持つ体部下位から直線 口縁~体部内外面 回転ナデ。 -良好

(須恵) 底 (7.0) 的に外傾する体部。口縁外面は 外面深めの回転ナデ。底部 -暗灰色

r¥SJ 3.7 回転ナデでえぐれ、口縁部先端 回転糸切り後端部から体部にか 。20%

短く外反し、器肉は薄くなる。 けて回転へラケズリ。

底部と体部の境が不明瞭な丸味

をもった杯。

4 坪 口 (128) 突出する平底の底部より体部は 口縁~体部内外面 回転ナデ。 。良好 黒色砂粒が

(須主主) 底 (7.0) 直線的に外傾。口縁部は厚めで 底部 回転糸切り無調整。底部 -灰色 全体的にみ

高 3.5 弱く外反。 貼り付け痕残る。 .40% られる

5 士完 底 (8.6) 台部と体部の境で稜をもって体 口縁部内外面 白転ナデ。底部 @良好

(須恵) 部へと続く。体部はわず、かに膨 回転糸切り後台部貼り付け内外 。灰色

らみを持って立ち上がる。台部 面回転ナデ。 -底~体部中位少々

は短めで、内湾気味のハの字状を (20%) 

呈する。底部中央の器肉は特に

薄い。

6 llll 口(12.8) 外面は台部直上で屈曲し、体部 口縁~体部回転ナデ。底部 。良好 黒色微砂粒

(須恵) 底 (7.6) から口縁まで外反気味に立ち上 回転糸切り後台部貼り付け内外 -暗灰色 を多量に含

前 3.0 カする。 面回転ナデ。台部外面にかすか .20% む

に接合痕残る。

E-4号住居跡、

¥計二J
f麟議誌 I : 4 IOcm 

図195 E -4号住居跡出土遺物

E-4号住居跡出土遺物観察表

i 形 態の特徴 | 成形。手法の特徴 I .焼成。色調。残存

台部はハの字状で、外面下位丸|体部内外面 回転ナデ。底吉川。不良

味をもっ。内湾気味に立ち上が 1回転糸切り後台部貼り付け回転 I .淡灰色

る体部。 Iナデ。底部の接合は雑。 I・20%
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-5号住居跡、

ミ言芸三f

I : 4 IOcm 

図196 E - 5号住居跡出土遺物

E-5号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 形 f!肖山~、 の 特 徴 成形@手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

I 巧く 口(12.6) 平底の底部より直線的に外傾す 口縁~体部内外面 回転ナデ。 @良好 粗砂粒をま

(須恵) 底 6.8 る体部。口唇部丸味を帯びる。 底部右回転糸切り無調整。 -暗青灰色 ばらに含む

両 3.6 底部の器肉は厚みを持つ。 。70%

2 巧= 口 12.4 平底の底部より体部から口縁ま 口縁~体部内外面回転ナデ。 。良好

(須恵) 底 6.9 で直線的に外傾する。 底部右回転糸切り無調整。 。暗灰色

高 3.7 .80% 

3 士完 口(158) 膨らみを持つ体部からわずかに 口縁~体部内外面回転ナデ。 -良好 。体部外面

(土師質) 外傾する口縁部に至る。 内面はへラミガキ後黒色処理で 。暗燈褐色 墨書「東j

口縁外面も黒色がかる。 .30% 。内面黒色

処理

E-6号住居跡、

ふ一

主主ご 3 三-zi
ミミ~4 I : 4 IOcm 

図197 E - 6号住居跡出土遺物
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3. E 区

E 6号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背三 肯E の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存

3l! 口 (23.8) 胴部は膨らみを持たず上位でや 口縁部内外面横ナデ。胴部外 。良好

(土師) や内傾、口縁部は大きく外傾す 面上位~中位縦へラケズリ。 @明1登褐色

る。器肉は口縁部でやや肥厚す 内面上位~中位横ナデ。 -口縁~胴部中位

るがほぼ均一である。 (30%) 

2 婆 底 (6.2) 胸部下位から中位にかけて丸味 胴部外面下位縦へラケズリ。 -良好

(土師) をもって外傾気味に立ち上が 内面積ナデ。胴部内面下位に 。明1登褐色

る。 輪積痕残る。底部中央が故意に -胴部下位~中位

欠いたようになっており、甑と (20%) 

しての機能も考えられる。

d つ 台 付 婆 底 10.6 台部は裾が水平気味に大きく広 胴部外面下位縦へラケズリ。 -良好

(土師) がり低い。胴下位は張らずに外 胴部~底部の聞は指ナデ。胴部 -暗燈褐色

{頃。 内面へラナデ。裾部内外面 。底部~胴部下位

横ナデ。 少々

4 杯 口(12.6) 丸底に近い平底で、体部は膨ら 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好

(土師) 高 (3.3) みを持ち、口縁部はやや外傾気 面横へラケズリ。内面横ナ 。明赤褐色

味に立ち上がる。口唇部にかけ ア。 • 30% 

ては薄く先端は細く突出気味。

5 婆 口(12.9) 口縁は弧を描き、屈曲して外反 口縁部内外面 回転ナデ。内面 。良好

(須恵) し、そこから明確な稜をもって 肩部は青海波文を施す。口縁内 。青灰色

直立する。 面と肩部の境い目に指押え。頚 -口縁~肩音s少々

部内面接合痕あり。 (20%) 

E-7号住居跡、

ミ二二-;;;;;

o I : 4 10 cm 

図198 E - 7号住居跡出土遺物

E-7号住居跡出土遺物観察表

形態の特徴 成形・手法の特徴 。焼成。色調・残存

上げ底の底部よりやや内湾気味|口縁~体部内外面 回転ナデ。 I・良好

に立ち上がる体部。底部と口縁|底部 回転へラ切り無調整。 I。白灰色

の差が少なく浅い杯。・80%

183-

備考

粗砂粒を多

く含む

粗砂粒を含

む

肩部・口縁

部に自然粕



I 遺跡各区の出土遺物集成

E-8号住居跡

o I : 4 10 cm 
r一一一 l---~ 一 寸

図199 E -8号住居跡出土遺物

E-8号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 形 宵~、 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調。残存

斐 小さめの丸味を帯びる底部。わ 腕部外面中位~底部斜めへラ -良好

(土師) ずかに膨らみを持って立ちとが ケズリ。内面中位~底部横へ 。暗澄褐色

る長い胴部。 ラケズリ。 。胴部 l周

2 Z重 口 (23.2) 胴部中位に最大径をとる大型球 口縁部内外面横ナデ。頚部~ @良好

(土師) 胴護。口縁部は肥厚で直立気味 胴部外面斜めへラケズリ。胴 。暗燈褐色

に立ち上がる。口唇部外面少々 部内面横ナデ。 • 30% 

突出。

E-9号住居跡、

1三主イ

I : 4 IOcm 

図200 E -9号住居跡出土遺物

E-9号住居跡出土遺物観察表

形態の特徴 成形。子法の特徴 。焼成。色調。残存

短めの台部は端部が丸味を持|体部内外面回転ナデ。底部|・良好

ち、接地面が内側にくる。体部|右回転糸切り後台部貼り付け内|。淡灰色

は丸味を持って外傾する。 I外面をナデ。 I• 40% 

184-

備考

粗砂粒を合

む

粗砂粒を含

む



3. E 区

E-I0号住居跡、

I : 4 IOcm 

図201 E-lO号住居跡出土遺物

E 10号住居跡出土遺物観察表

形態 の 特徴 | 成形。手法の特徴 |・焼成。色調。残存

直に下りる短い台部より大きく|体部内外面 回転ナデ。底部|・良好

外jl買する体部。っくりは厚く重|右回転糸切り後台部貼り付け内 I .黄灰色

|外面ナデ。 I.底部~体部少々

E-ll号住居跡、

、三J グ ミLノ

I : 4 IOcm J " 5 

図202 E-11号住居跡出土遺物

E-ll号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 形 肯E の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調。残存 備考

l 護 口 (22.4) はっきりしたコの字状口縁。胴 口縁部内外面横ナデ。外面の 。良好 粗砂粒。黒

(土師) 部中位に最大径をとり器肉は均 ナデは深い。頭部付近外面横 。淡掻褐色 色。白色微

ーで口縁部でやや肥厚。 へラケズリ。胴部外面上位~中 。口縁~胴部中位見 粒子を含む

位斜め。縦へラケズリ。内面 周弱 (30%)

横ナデ。胴昔日外面上位に輪積痕

残る。



I 遺跡各区の出土遺物集成

E-ll号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 育5 自E の 特 f数 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

2 士不 口 13.6 底部から体部下位に丸味を持ち 口縁~体部内外面右回転ナ @良好

(須恵) 底 6.0 体部から口縁まで直線的に外傾 デ。体部外面はナデが深い。底 -淡白灰色

同主主 3.9 する。 部ナデ調整。 。底部~口縁部

(80%) 

リつ 土不 口 (135) 体部は直線的に外傾。ロクロ痕 体部内外面 回転ナデ。外面の -不良 粗砂粒をま

(須恵) J氏 6.7 をよく残す。口縁は外反。厚手 ナデ深い。底吉田 右回転糸切り 。淡灰色 ばらに含む

両 3.8 の杯。 無調整。 。底部~口縁部yz周

~~ 

4 士完 底 (8 2) 器肉は薄い。短めの台部は外傾 体部内外面回転ナデ。底部 -良好(酸化焔焼成) 底部外面に

(土師質) せず接地。体部は直線的に外傾。 右回転糸切り後台部貼り付け内 。灰褐色 爪の圧痕あ

外面ナデ。 。底部~体部中位 り

(60%) 

b 査 口(179) 頚部から口縁部まで緩やかに外 口縁~頚部内外面 回転ナデ。 -良好 組砂粒まば

(須恵) 反する。口唇部付近で大きく外 口Jg部内外面横ナデ。 -暗灰色 らに含む

反し、中央部分に弱し〉凹帯が巡 @頚部~口縁部少々

る。

E-13号住居跡、

¥一二三ノ3
人支手 二二ノ 、ミ三試

1・4 IOcm 
「一一一一一一--._j- 一一ーイ

図203 E-13号住居跡出土遺物

E-13号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 青三 肯，~呂、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

主不 口(13.4) 平底に近い丸底。丸味のある大 口縁部内外面横ナデ。体部~ @良好 内面黒色処

(土師) 両 3.3 きく聞く体部からかすかな稜を 底部外面へラケズリ。内面 -茶褐色 理

持ち口縁部は外傾する。底部広 横ナデ。底部にナデ痕あり。 。口縁~底部(50%)

く、浅い杯で器肉は厚め。

? I不 口 4.8 丸味を持って外傾する体部から 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好

(土師) 品 3.4 稜を持ち、口縁部はやや膨らみ 面へラケズリ。内面横ナデ。 -赤褐色

を持って外傾気味に立つ。底部 -口縁~底部(80%)

外商中央はやや突出気味でやや

深めの小型の杯。

3 土不 口(14.2) 丸底の底部より内湾しつつ大き 口縁部内外面横ナデ。体部外 。良好 粗砂粒を含

(土師) 主F主~ (3 0) く開く体部。口縁部は直立する。 面へラケズリ。内面はミガキ 。暗燈褐色 む

底部から口縁まで器肉はほぼ均 に近いナデ。 -口縁~底部J<i周弱

ーで浅めの杯。
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3. E 区

E-13号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 育長 ム回，~何E 、 。〉 特 j数 成形・手法の特徴 @焼成・色調。残存 備考

4 主干 口 10.4 底部欠損。緩やかに内湾する体 口縁部内外面横ナデ。体部外 。良好 粗砂粒を多

(土師) 尚 (2.9) 部から丸味を帯びた稜を持ち、 面へラケズリ。内面ナデ。 -茶褐色 量に含む

口縁部短く内傾する。器肉は非 -口縁~体部(60%)

常に薄い。

5 土不 口 11. 6 丸底の底部から緩やかに内湾す 口縁部内外面横ナデ。休部~ -良好 組砂粒をま

(土師) 前 3.2 る体部。口縁部短く丸味を持つ 底部外面へラケズリ。内面 。明赤褐色 ばらに含む

て内傾気味に立つ浅い丸底の ナデ。 。底部~口縁部

杯。 (60%) 

E-14号住居跡、

ミ三三プ ¥孟司ニズ

4 

l!J I : 4 IOcm 

図204 E -14号住居跡出土遺物

E-14号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育長 肯J也E、 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調・残存
備考イ

1 坪 口(12.8) 平底の底部より丸味を持って外 口縁~体部内外面 回転ナデ。 -良好 黒色・白色

(須恵) 底 5.8 傾する体部。口縁部は外反する。 体部外面のロクロ痕は深い。底 -淡灰色 微粒子含む

~さ司f 3.8 部右回転糸切り無調整。 -底部~口縁(70%)

2 均二 臼 (13.6) 底部よりやや膨らみを持ち、直 口縁~体部内外面 回転ナデ。 。良好 器面がザラ

(須恵) 底 (6.4) 線的に大きく外傾する体部。口 体部外面 ロクロ痕深い。底部 。灰色 っく

同 3.2 縁部は外反する。底部の器肉は 右回転糸切り無調整。 -口縁~底部(40%)

厚めで、やや浅めの杯。

3 士宛 口 (26.0) 内湾ぎみに立ち上がる体部。臼 口縁~体部内外面回転ナデ。 -良好 体部内面に

(須恵) 縁部は短めに外反する。大型の 体部外商の回転ナデはやや深 -灰色 煤状の黒い

深い腕で口縁から体部の器肉は し、。 -口縁~体部(20%) しみ有り

均一に厚い。

4 士先 底 6.1 直に下りる短い台部は端部がや 体部内外面 回転ナデ。底部凹 。良好 粗砂粒を含

(須恵) や開く。体部はやや膨らみを持 転糸切り後台部貼り{寸け内外面 。黄灰色 む

ち直線的に外傾する。器肉が厚 指ナデ。 -底部~体吉~Yz周弱

く、雑な作り。
」



I 遺跡各区の出土遺物集成

E-15号住居跡、

I : 4 IOcm 

図205 E -15号住居跡出土遺物

E 15号住居跡出土遺物観察表

形態の特徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存

短い口縁は外面中位に稜を持|口縁内外面横ナデ。胴外面上 i。良好

ち、上位は弱く外傾。小型の球|位縦へラケズリ。内面斜め|。燈褐色

胴窪と思われる。 I指ナデ。 I.口縁付近少々

E-16号住居跡、

o ・4 IOcm 
←一一一一一一一-ー一一一十一一ー一一一一一戸一一一寸

図206 E -16号住居跡出土遺物

E-16号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸 法 (CI11) 青5 官山匡、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調・残存

l )j5J 釜 底 13.8 平底の大きめの底部より直線的 胴部内外面回転ナデ。底部 。良好

(須恵) に外{頃する胴部下位、中位でや へラナデ。 。j炎褐色

や膨らみを持つ。器肉ほぼ均一 。底部~胴中位少々

て、どっしりしている。

2 婆 内湾ぎみに立ち上がる丸味をも 胴部内外面 回転ナデ。 。良好

(土師質) つ胴下位。器肉は厚い。 -燈褐色

。胴下位%周

3 士先 口(14.0) 台部はやや内湾し、体部下位付 口縁~内外面 回転ナデ。内面 。良好

(土師質) 底 6.5 近わずかにふくらみをもっ。中 暗文を施し黒色処理。暗文は底 。燈褐色

高 5.6 位から口縁までは外傾し、口唇 部に千弁の花文と体部に雲流文。 。底部~口縁部

部は細く突出する。 底部 回転糸切り後台部貼り付

lり内外面回転ナァ。

188-
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E-17号住居跡、
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図207 E -17号住居跡出土遺物

E-17号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 形 抽出 の 特 徴 成形。手法の特徴

1 E霊 日 18.1 尖り気味の小さめの底部。胴中 口縁~頚部 回転ナデ。胴部外

(須恵) 両 23.6 位から上位に最大径をとり、口 面直線状の叩き。内面中位~

縁部は大きく外反し、明確な稜 底部にかけて青海波文。

をもっ。胴部下半は器厚。

2 婆 臼(16.4) 胴部はやや球状を皇し、口縁部 口縁部内外面横ナデ。胴部全

(土師) はさほど括れずに外反。口唇部 面斜めへラケズリ。内面へ

は丸味を持ちゃや内傾する。底 ラナデ。

部から口縁までほぼ均一の厚み

のある小型の妻。

3 婆 口 12.2 丸底。胴部は球状を呈し、わず 口縁部内外面横ナデ。胴部

(土師) 局 11. 3 かな稜を持ち、内傾気味に口縁 斜めへラケズリ。内面へラナ

部立ち上がる。口唇部内面端部 デ。胴部上位外面に輪積痕あり。

尖り気味。器肉は厚くどっしり

した小型の案。

4 土完 口 (9.6) 低い台部から膨らみをもって直 口縁~体部内外面 回転ナデ。

(須恵) 底 (6 6) 立気味に外傾する体部と口縁 底部切り離し後台部貼り付け

前 3.5 部。 内外面ナデ。底部断面に接合痕

あり。

b lIIl 口 (25.2) 大型の皿。口縁片、口縁部と体 口縁~体部内外面 回転ナデ。

(須恵) 部の境は明瞭な稜を有し屈曲。

口唇部は外側に大きく突出。

-189 
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--;;;15 

I : 4 IOcm 

。焼成・色調・残存 備考

-良好

。白灰色

。90%

。不良 胴部~口縁

。暗燈褐色 にかけて煤

。50% 付着

。不良

。暗燈褐色

。90%

。良好 黒色・白色

。青灰色 微粒子含む

。40%

。良好

。白灰色

@口縁部付近少々



I 遺跡各区の出土遺物集成

E-18号住居跡、
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図208 E -18号住居跡出土遺物

E-18号住居跡出土遺物観察表

No 器種 す法 (cm) 元手 A'RiAvR E 、 の 特 徴 成形・手法の特徴 @焼成。色調。残存

1 婆 日 (22.0) 胴仁位でわずかに内湾し、口縁 口縁部内外面横ナデ。胴部内 。良好

(土師質) 部は丸味を持って外傾。 外国回転ナデ。 -暗燈褐色

-口縁付近%周

2 士先 口 14.3 ハの字状に聞く長い台部より、 口縁~体部内外面回転ナデ。 。不良

(須恵) 底 7.8 丸味を持ち大きく開く{本部。日 底部 回転糸切り後台部貼り付 。淡暗灰色

局 5.9 唇部は少々面取りがなされる。 け内外面回転ナデ。 .90% 

E-19号住居跡、

べ
三斗ノ3

I Ocm 

備考

粗砂粒を含

む

I : 4 IOcm 

図209 E -19号住居跡出土遺物

E-19号住居跡出土遺物観察表

N口 器穫 寸法 (cm) 背三 官山E、 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調。残存 備考

護 口(13.2) 膨らみを持つ胴部。頚部はしま 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好 粗砂粒を合

(土師) り口縁部下半は外傾し上半は短 上位横へラケズリ。内面ナ 。燈褐色 む

く外反。器肉薄い胴部は口縁で ア。 。口縁~胴上位少々

やや肥厚する。

2 士完 口(11.0) 丸底の底部から大きく内湾する 口縁内外面横ナデ。体部外面 。不良

(土師) 高 4.9 体部。口縁部は直線気味に立ち 横へラケズリ。内面横ナデ。 -暗白灰色

上がる。やや厚手の小型の域。 。底~口縁(60%)

3 均二 口 11.2 丸底の底部。はっきりした稜を 口縁~体部内外面横ナデ。底 -良好 組砂粒をま

(土師) 高 4.0 持ち外反気味に立ち上がる。体 部外国へラケズリ。内面ナ 。淡褐色 ばらに含む

部から口縁の中程に膨らみを持 ア。 @口縁~底部yz周強

ち、口縁部は弱く外反する。 (70%) 
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3. E 区

E-20号住居跡
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。 I : 4 IOcm 

図210 E -20号住居跡出土遺物

E-20号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 形 ムJ円uトEペ、 の ヰ寺 徴 成形@手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 き喜 口 11. 3 やや大きめの平底。胴上位に最 口縁内外面横ナデ。胸部外面 -不良 粗砂粒を合

(土師) 底 6.2 大径をもち、口縁部は直立する。 斜めへラケズリ。内面 ナデ。 -暗燈褐色 む

局 10.2 小型球胴斐。全体的に器肉は厚 頚部付近に輪積痕あり。 .90% 

めだが底部は特にぶ厚い。

2 巧く 口(11.4) 口縁との境は内側に屈曲し直立 口縁音11及び体部内面横ナデ。 -良好 内面黒色処

(土師) する。口唇内面はわずかに斜め 体部外面へラケズリ。 -暗赤褐色 王翠

に面取りがなされている。 .20% 

3 杯 口 13.8 やや大きめの平底に近い丸底で 口縁内外国横ナデ。底部外面 -良好 底部~体部

(土師) 高 4.7 内湾気味に立ち上がる体部。口 へラケズリ。 。暗褐色 外面に煤付

縁部は外傾気味に立ち上がる。 .90% 着

器肉の厚い杯。

E-21号住居跡

ミLK戸主 4

¥一Dz

o I : 4 10 cm 
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図211 E -21号住居跡出土遺物
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-21号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 苦手 ム!l也o、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

珂て 口 10.3 丸底の底音防〉ら湾曲ぎみに体部 体部外面へラケズリ。内面 -良好

(土師) 両 2.9 に立ち上がり、口唇部で短く内 ナデ。口縁部内外面横ナデ。 -赤褐色

湾する。全体的に薄手。 体部内面指ナデ痕残る。 .80% 

2 杯 口 10.7 丸底の底部から丸味をもって体 摩耗の為不明。 。良好 乳白色・灰

(土師) 高 3.0 部に立ち上がり、口唇部でわず -明掻褐色 色の小石を

かに内湾する。全体的に薄手。 .90% 合む

3 坪 口(13.0) 底部はへラケズリによって平 口~体部回転ナデ。底部は外 -良好

(須恵、) 両 4.8 坦。外周はもち上がり、体部と 周を除いて手持ちへラケズリ。 。暗灰色

の境、稜をもっ。体部から口縁 .50% 

まで長く外傾。

4 芸 口 11. 0 つまみは欠損しているが宝珠形 外面は天井部から体部まで回転 -良好 黒色鉱物を

(須恵) と思われる。緩やかに丸みをも へラケズリ。内面は回転ナデ。 -白灰色 合む

ち、全体的に厚手。返りは小さ -つまみ部欠損

く内側につく。

5 蚤 胴部下位は緩やかに外傾し中位 外面平行叩き目。内面青海 -良好 表面に自然

(須恵) から丸味を持って徐々に内傾す 波文。 -暗白灰色 唱曲

る。大型の警である。器肉は厚 -胴部下位~中位%

く、堅い焼き。 周

E-24号住居跡、

2 

" 4 

[ : 4 [Ocm 

図212 E -24号住居跡出土遺物(1)
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図213 E -24号住居跡出土遺物(2)

E-24号住居跡出土遺物観察表(1)

No. 器種 寸法 (cm) 育長 態 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

l 王星 口 23.0 直線的な長胴の胴部を経て肩部 胴部外面上半縦へラケズリ。 。良好 黒色・白色

(土師) でわずかに張りをもち、口縁部 下半は横へラケズリ。内面横 -暗燈褐色 の小石をま

で大きく外反。長胴の婆である。 へラナデ。臼縁部内外面横ナ .60% ばらに含む

口縁部は肉厚である。 ア。

2 斐 口 22.4 張りをもたない胴部上位から頚 胴部外面縦へラケズリ。内商 。良好 粒砂粒を含

(土師) 部は弱くくびれ口縁部で外反す ナデ。口縁部内外面横ナデ。 。明赤褐色 む

る。長胴の婆である。 -口縁部~胴上位

3 婆 口 13.3 丸底の底部から緩やかに立ち上 胴部外面上位~口縁部下位縦 。不良 乳白色・灰

(土師) 局 12.8 がる球状の胴部。口縁部は短く へラケズリ。下半~底部斜め 。暗赤褐色 色。茶色の

外反する。小型の球胴斐。胴部 へラケズリ。口縁部内外面横 。80% 小石を含む

中位は薄手。器面がザラついて ナデ。

いる。

4 婆 口 (214) 胸部上位より頚部にかけて徐々 胴部外面縦へラケズリ。内面 。良好 粗砂粒を含

(土師) に内傾し、口縁部は大きく外反 横へラナデ。口縁部内外面横 。黄褐色 む

する。 ナデ。頚部から口縁部にかけて .30% 

輪積痕あり。

5 主主 口 22.0 胴部上位わずかな膨らみをも 胴部外面縦へラケズリ。内面 。良好 内面炭化物

(土師) ち、口縁部は大きく外反する長 横へラナデ。口縁部内外面横 -暗燈褐色 らしき黒色

胴の歪である。 ナデ。 。40% の付着あり

6 甑 口 22.8 底部全面穿孔の大型長胴甑。小 胴部中位~口縁下位縦へラケ 。良好 粗砂粒を合

(土師) 底 5.8 さな底部より緩やかに内湾する ズリ。胴下位斜めへラケズリ。 @暗燈褐色 む

局 32.2 胴部下位から直線的な上位、頚 内面上位~下位にかけて横ナ 。ほほ完形

部に至り、口縁は短く外反する。 デ。口縁部内外面横ナデ。胴

堅い焼きの甑。 部下位に輪積痕あり。
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-24号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 青5 ~自也h己、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

7 巧Z 口 16.3 平底に近い丸底の底部より丸み 体部~底部外面へラケズリ。 -良好 乳白色・灰

(土師) 高 5.0 をもって広く休部が立ち仁が 口縁部内外面横ナデ。 -掻褐色 色の小石を

り、口縁部は短く内湾する。大 • 80% 合む

型の杯である。

8 士宝E 口(14.3) 口縁部は大きく外反し、口唇部 頚部~口縁部内外面回転ナ @良好

(須恵) は丸みを持ち下位にかえり状の ア。 -暗白灰色

突出を持つ。 -口縁~頭部 l周

E-25号住居跡

τnマ
~~ 

。 I : 4 IOcm 

図214 E -25号住居跡出土遺物

E-25号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育5 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

事bEuE 口 (236) 張りをもたない胸部は徐々に外 胴部外面上位縦へラケズリ。 -良好 白色の小石

(土師) 傾し口縁は大きく外反する。口 内面上位 へラナデ。口縁部内 。暗権褐色 をまばらに

縁部は肥厚で口唇も太く丸みを 外面横ナデ。 -口縁付近少々 含む

もつ。

2 長頚査 口 10.4 頚部カミら口縁部にかけて大きく 頚部~口縁部内外面回転ナ -良好 黒色の粗砂

(須恵) 外反。口唇部は外側に尖り気味 ア。 -青灰色 粒を含む

に張り出し、上面も細く突出す 。頭部のみ

る。

d つ 脚 付盤 口 (21.5) 大型の盤で体部との境、外面に 体~口縁回転ナデ。体部内面 -良好

(須恵) 稜を有し、口縁は短く外傾。脚 は同心円状のカキ目が残る。 -白灰色

部上端透かしあり。 -口~体部下d周弱

E-26号住居跡、

I : 4 IOcm 

図215 E -26号住居跡出土遺物
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3. E 区

E-26号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青5 肯，山E の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

l 喜重 小型の球胴護。平底に近い底部 胸部外面縦へラケズリ。内面 。良好 小石を多量

(土師) から緩やかに立ち上がる球状の へラの圧痕が見られる。 -暗赤褐色 に合む

胴部下半。 • 40% 

2 均二 口 11.8 丸底の底部より丸みをおびて体 体部~底部外面へラケズリ。 -良好 内面黒色処

(土師) 品 4.2 部が外傾し、口縁部との境に稜 口縁部は内外面横ナデ。 -暗燈褐色 理

をもち口縁が外傾する。 . 90% 

E-27号住居跡、

I I 3 

[ : 4 [ Ocm 
II 4 

図216 E -27号住居跡出土遺物

E-27号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 形 ム周'也円己、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

1 護 口 21. 0 長胴の斐。不安定な小さい底部 胴部外面上位~口縁下位縦へ 。不良 乳白色。灰

(土師) 底 4.5 から直線的な長胴の胴部を経て ラケズリ。胴下位斜めへラケ 。樟褐色 色の小石を

高 45.7 口縁部で短く外反する。器面ザ ズリ。内面横ナデ。口縁部に 。80% 多量に含む

ラつく。 輪積痕あり。

2 言隻 口(18.5) 頚部までずん胴に立ち上がり口 胴部摩耗の為調整不明。口縁部 。不良 粗砂粒。小

(土師) 縁は短くわずかに外反する。 内外面横ナデで輪積痕あり。 -燈褐色 石を多量に

. 60% 含む
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-27号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 育5 有包 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成@色調・残存 備考

3 婆 口 (200) 胴上半はわずかな膨らみを持 胴部外面縦へラケズリ。内面 -不良 粗砂粒・小

(士師) ち、頚音liは短く内傾し、口縁は 横へラナデ。口縁部内外面横 。燈褐色 石をまばら

大きく外反する。 ナデ。表面は摩耗し不明瞭であ 。口縁部~胴部少々 に含む

る。

4 斐 口 22.4 胴部中位は直線的に外傾し、上 胴部外面縦へラケズリ。内面 -良好 小石を多量

(土師) 位に張りをもっ。頚部で短く内 横ナデ。口縁内外面横ナデ。 -燈褐色 に合む

湾し、口縁部は外反する。口縁 頚部はケズリ後、ナデを施す。 -口縁部~胴部少々

部の器肉は厚い。
L一一一一一一

E-30号住居跡、

〈三三三コlV 3 (Sニす)

Eご主主三〉
4 (S =告)

I : 4 IOcm 日

図217 E -30号住居跡出土遺物

E-30号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育長 肯'山E、 の 特 徴 成形。子法の特徴 。焼成@色調。残存 備考

士不 口 12.2 上げ底気味の底部より徐々に外 体部~口縁部横ナデ。底部 -良好

(須恵) 底 5.7 傾しながら体部に立ち上がり口 右回転糸切り無調整。 -暗白灰色

高 3.6 縁は外反する。体部から口縁に 。70%

かけては薄手。

2 杯 口(13.0) 体部少々膨らみを持ち口縁で外 底部右回転糸切り無調整。 -良好

(土師質) 底 (6 5) 反する。 -暗燈褐色

.30% 

3 刀 子 長さ 5.8 身幅約0.9cm、背部厚さ3.5町田。先半分が残存。

(鉄製) 重量 6.0g

4 ? 長さ 7.0 断面はヒビ割れ状に膨らみ、剥離している。

(鉄製) 重量 6.0g
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3. E 区

E-29号住居跡
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図218 E -29号住居跡出土遺物(1)
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I 遺跡各区の出土遺物集成

日

19 
18 

o 

E-29号住居跡出土遺物観察表(1)

，，，:，u_，-:>-， 

21 

20 

ぐコ。
1 : 4 1 Ocm 

図219 E -29号住居跡出土遺物(2)

No. 器種 寸法 (cm) 育長 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 斐 口 (22.4) 肩が大きく張り頚部で内湾し、 腕部外面縦へラケズリ。口縁 -良好 乳白色・灰

(土師) 口縁は肥厚で外反する。大型の 部内外面横ナデ。外面下位 。樟褐色 色の小石を

球胴斐。 へラケズリにより稜を有す。 -口縁部~肩部少々 含む

2 斐 口(18.4) 扇平な小型球胴警で上位に張り 胴部~底部外国斜めへラケズ -良好 小石を多く

(土師) 高(12.9) をもっ。口唇部はやや肥厚。 リ。口縁部外面横ナデ。内面 -暗澄褐色 合む

は表面が剥落している為調整不 .30% 

明。

3 石 全長 14.2 断面隅丸三角形で上面は潰れて 硬貨大の潰れた凹みが数か所点 -灰色 -輝石安山

重量 810g 細かな凹凸が多い。 在し、特に上面は顕著。 -完形 正山王

-床面

4 石 全長 13.5 上辺が短い断面台形で右側面は 両側面平滑で、下端面他もよく -茶灰色 -複輝石安

重量 720g 特に平滑である。 摩滅している。 -完形 山岩

@床面

5 石 全長 14.5 断面隅丸長方形で、下端部は 下端面は敵打によると思われる -白灰色 . )輝石安山

重量 660g 少々厚く、凹凸多い。 傷が多く、他は非常に滑らか。 0 '7三Eフ7γr;ノ 正山王

-床面

6 石 全長 13.7 断面隅丸長方形て、全体に整った 全体に滑らかで右側面と下面に 。茶灰色 。複輝石安

重量 780g 丸みをもっ。 僅かな凹みがある。 .7と三j";:If:てノノ 山岩

。床面

7 石 全長 13.8 平面形は隅丸長方形で両側面中 各面共に親指大の摩滅した凹み -灰色 -輝石安山

重量 810g 央が少々凹んでいる。 を数か所もつ。 -完形 正山ゴ

。床面

8 石 全長 14.5 断面は円に近い隅丸方形。左側 凹み部は摩滅し、右側面下半は -茶灰色 。輝石安山

重量 740g 面 2か所、浅く広い凹みがある。 敵打の為か細かく欠損してい 。20フj";，ff問ノ 王山王

る。 -床面

9 石 全長 13.3 下端が突出する不整五角形を呈 右側面の凹み及び下端面はよく -白灰色 。複輝石安

重量 720g し、表裏共面は非常に平坦。 摩滅している。 -完形 山岩

。床面
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3.日民

日 29サ住I，J)跡t-I¥土地物観娯棋(2)

NIl ~自邸 ‘t iJ; (cm) j修 !ぷ 0) 徴 l戊j杉 . f-71; rJ) ~!f 倣 -統J戊・色謝 ・残(i 官111 IJ 

10 γ3 全長 14.3 各IÍIÎ 、Il.m.で、ム側 1:1徐々にi\~< 終的Iよく/f，1粍し滑らか。 - 淡~色 . VlE紋約

flei，t 6501( なφ。 -完J移 'WIIIT 
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I]:，t 750耳 凸があ~。 • ';'~I移 111.'(t 

• WitIT 
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1ft i，t 950g つ.3提i而は平Jt1. . :;~形 d人)'‘g 

，WI(JI 
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• '*IW 
一
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，WI(II 

一
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一
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E 29号住居跡右出土状況
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-32号住居跡、

ξユノ2

己主ァノ 3

。 I : 4 IOcm 

図220 E -32号住居跡出土遺物

E-32号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背芸 官E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

~ 口 (24.4) 球状の胴部。中位に最大径を持 胸部外面 へラケズリ後細かな -良好

(土師) つ。口縁は長く外傾する大型の へラミガキ。内面上位は指、へ -燈褐色

球胴斐である。 ラによる横ナデ。口縁部内外国 .20% 

横ナデ。

2 長F 口 11.0 丸底の底部より丸みを持って体 体部外面へラケズリ。口縁部 -良好 灰色の小石

(土師) 高 4.2 部が立ち上がり口縁との境に稜 内外面横ナデ。 -樟褐色 をまばらに

を持ち口縁は外傾する。 .80% 合む

3 巧て 口 10.6 丸底の底部より丸みをおびて体 体部外面へラケズリ。内面 -良好 粗砂粒を合

(土師) 高 3.3 部が外傾し、口縁との境に稜を 指ナデ。口縁部内外面横ナデ。 -澄褐色 む

持ち、口縁が外反し口唇部は少 -ほぽ完形

し突出する。浅めの杯である。

E-33号住居跡、

三J
~ ::-::JJ4 

図221 E -33号住居跡出土遺物(1)
。 I : 4 IOcm 
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図222 E -33号住居跡出土遺物(2)

No. 器種 寸法 (cm) 背5 盲d山E、 の 特 律支 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

甑 口 (15.3) 底部全面穿孔の小型の甑。小さ 胴部外面縦へラケズリ。内面 。良好 乳白色の小

(土師) 底 (3.7) な底部から丸みをもって外傾 口縁~胴中位横へラナデ。口 -黒色 石を含む

同 12.5 し、上位に最大径をとる。口縁 縁横ナデ .40% 

は上半にて短く外反。

2 婆 丸底の肥厚な底部から緩やかに 底部外面付近横へラケズリ。 -良好

(土師) 大きく立ち上がる胴部下半。大 内面指、へラによるナデ。 -燈褐色

型の球胴奮。 。底部付近 (20%)

3 域 口 12.2 底部から半球状の体部が立ち上 体部~底部内外面へラミガ @良好 小石をまば

(土師) 局 5.8 がり、口縁付近で直立、口縁は キ。口縁部内外面横ナデ。 。暗燈褐色 らに含む

短く外傾する。厚手の丸底椀。 -完形

外面がザラついている。

4 杯 口(12.6) 浅い丸底の体部。口縁との境に 体部外面へラケズリ。内箇 。良好(焼き締まり 粗砂粒を合

(土師) 稜を持ち口縁は長く外傾する。 へラナデ。口縁部内外面横ナ 良し) む

ア。 。暗赤褐色

。口縁~体部少々

5 石 全長 10.9 断面は扇平な隅丸三角形。各面 全面よく摩耗し、上下端部は僅 。茶色 -輝石安山

重量 280g 平坦。 かに凹みがある。 -完形 正山玉

-床面
一」
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-33号住居跡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸 法 (cm) 背手 ムJ円町g、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

6 石 全長 1l.5 楕円形を呈し、断面は左側が簿 全面よく摩耗し、左側面中央は -茶灰色 -輝石安山

重量 400g く肩平。 剥離状の傷がある。 -完形 正山ヨ

-床面

7 石 全長 12.2 断面隅丸方形で、両側面に 2か 全面摩耗し滑らかで、上下端部 -灰色 -輝石安山

重量 440g 所ずつの凹みがある。 には蔽打痕と思われる傷をも - とY土'Giγf:三ノノ 正山玉

つ。左側面の凹みは深い。 -床面

8 石 全長 14.7 上半やや太自の整った三角柱 各面平滑で、よく摩耗している。 -灰色 -複輝石安

重量 620g 状。 -完形 山岩

-床面

9 石 全長 13.8 上端部斜位に細くなる扇平な四 両側面と上下面に摩滅した回み -灰色 -輝石安山

重量 610g 角形で、各面平坦。 をもっ。 。完形 岩

-床面

10 石 全長 13.0 断面は両側部が尖る隅丸ひし 特に左側部はよく凹み、摩耗も -茶灰色 -複輝石安

重量 490g 形。浅い凹みが各面にある。 進む。 。7危とtiEノノ 山岩

-床面

11 石 全長 16.2 下部は厚く上部にゆくにつれて 全面よく摩耗し、特に下端面は -茶灰色 -輝石安山

重量 870g 弧状に薄くなる。細長い足形の 平滑で、よく摩滅している。 . と7全'Gif:ノノ 正山王

足。 -床面

12 石 全長 10.9 やや歪んだ卵形で、左側面と裏 表面中央及び裏面には蔽打痕と -白茶色 -輝石安山

重量 710g 面は平坦である。 思われる傷をもっ。 -完形 岩

-床面

13 石 全長 30.0 表面は皿状に僅かに凹みをも 全面非常に滑らかで、特に左側 -茶灰色 -輝石安山

重量5，500 ち、裏面は平坦。下端面は弧状 面、表面及び下端えぐれ部は摩 -完形 岩

g にえぐれる。大きな扇平石。 滅している。 -床面

E-34号住居跡、

E-34号住居跡出土遺物観察表

器種 l羽釜(須恵) 寸法(cm)I口山 0)

形態・手法の特徴| 焼成・色調・残存|

胴部上位外傾気味で口縁少々内湾。 -良好

鍔部は小さく、口唇部は平坦。全面 -燈白灰色

回転ナデ。輪積痕あり。 -口縁部~胸部上位
j 

j 

I : 4 I Qcm 

図223 E -34号住居跡出土遺物
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E-35号住居跡、

図224 E -35号住居跡出土遺物

E-35号住居跡出土遺物観察表

Nc 器種 寸法 (cm) 青ラ 態 の ヰ寺 徴 成形・手法の特徴

1 5J5J 釜 口 19.4 桐部は上位に最大径をもち丸み 口縁~胴部回転ナデ。胴部上

(須恵) をもって内傾。鍔は断面台形で 位輪積痕あり。

側面は平坦、やや上向きである。

口縁は強く内傾する。

2 婆 底 6.8 平底の底部より丸みをもって外 底部右回転糸切り無調整。

(土師質) 傾する小型の婆。胸部は薄手。

3 士完 底 6.9 台部は肉厚で短い。つけ方が雑 底部右回転糸切り後台部貼り

(土師質) で 1周まわりきらず、少々途切 付け回転ナデ。体部 回転ナデ。

れている。器面はザラつく。

4 埼l 底 (7.2) 台部外面は中位がやや張り、下 底部切り離し後台部貼り付け

(灰粕) 位は内傾する。体部下位は丸み 回転ナデ。体部回転ナデ。口

をもっ。 ~体部内外面施紬。

5 刀 子 長さ 11.0 反りをもっ

(鉄製) 重量 27.0g

203 

3. E 区

唾三ヨ ， 

I : 4 IOcm 

-焼成・色調・残存

-良好

-白灰色

-口縁~胸中位 l周

(60%) 

-良好

-明樟褐色

-底部 I周と胴下位

少々

-不良

-白灰色

• 50% 

-良好

-茶灰色(施紬部分

は緑白色)

-底部少々

¥、ぺ
'i¥ 

(s=告)

備考

茶色・灰色

の小石を合

む



I 遺跡各区の出土遺物集成

E-36.37号住居跡、

¥ムプグ 三云〆
36号

37号

I : 4 IOcm 

図225 E-36.37号住居跡出土遺物

E-36.37号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 育芸 古'山屋、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

1 巧〈 底 5.9 平底の底部より丸みをもって外 底部右回転糸切りで摩耗の為 -不良

(須恵) 傾する体部。器面はザラついて 調整は不明。 -暗白灰色

いる。 。底部 l周と体部下

位少々

士不 口 13.5 平底の底部より徐々に外傾しな 底部右回転糸切り無調整。体 -良好 黒色。黄色

(土師質) 底 7.0 がら体部に立ち上がる。口縁は 部~口縁部回転ナデ。 @黄褐色 の小石を合

I主司主T 4.0 長く外反する。底部は厚子。仕 。90% む

上げの丁寧な杯。

E-38号住居跡、

三辻

図226 E -38号住居跡出土遺物(1)
o I・4 IOcm 
←一一一一一一十←←一一一一寸
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3. E 区

ルホl に
I : 4 IOcm 

図227 E -38号住居跡出土遺物(2)
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l 遺跡科I:Kの出土泌物U!I戊

E-38サ住}，y跡山こ|二温物観桜茨

Nn 日時 翻 寸 法 (cm) lS 1m の 特 微 J北j移 ・-j1wの特徴 -焼成 ・色刷 ・伐存 ~111 '号

一
E担 11 2UJ 111，州γ1~1況は)Lみをもって外側。 1I1，~frll外Wi UiÏ，-'I'f\~ 縦ヘラケ . .l¥l好 mO>中立を合

(二1:nlfJ) '1'倣から 1:似までJ~<収ち 卜ーが ズリ。 Ij~lflÎ ヘラナデ。 11縁側 .11内功t制色 む

り、わずから・丸みをおびる。 11|付外tlti fl前ナデ。 • 40% 
総は~I<外11(し、 IIHtWはわず

かに内館iする。民IIH~話。

2 ~ 1-1 22‘7 NIIHの秘。不安定な小さイl:li~nll IIH1I11外IIII1~{\Z-'1'似縦ヘラケ 'Wf 
(二ヒ 印li) p:~ 5.0 よりIIJuI下仰はI1'(線的でcl'{立- 1:: ズリ。 |付iui m、ヘラによる桃 . ~ロ褐色

γt~ 39.0 {立がわずかに11~ る の LJ f，-f，は火さ ナア。 IJ総部内外lilI 仰ナデ。 . 70% 

〈タト反するω

~ 1-1 16.:1 級やかに立:ら|ょがる球状のm"J IIH1'lfl'f似外I百|斜めヘラケズ -不良 制砂粒を合

(.-1:附) 出1101 I ~J<は徐々に外側し 1'，仰で リ。内I(日 倒ナデ。 11高速郎内外 .11だw.特J色 む

免L< 外jメする、小1\11の球IIl"J~!唱。 IUI 似すデ。 • 50% 
甘時l仰はゲラついてい6.

4 割目 1 1 (22.5) m，;mln;i立はメしみをもって外似i。 IIF~ ~il外lIii 縦へラウズリ。 11似 ，TW *1'1砂粒 と ~L
(イ:附) '1 'N:-I:行I. :~ で(1'(総If(Jでr， mllで l"rll外間制ti'. .11白償褐色 白色 ・'*色

強めにI"J制。 11糾は1trt< 外I>i.-~ .20% 符の小石~

-'>0 ~持1(!i IJ.ザラついている。 多く~む

5 明日 11 22.0 ~III"Jの制。小ð t.J: }1日~Iより Aしみ III"mH I:f:立 縦ヘラケズリ。 ドイぷ -ィ、li 灰色 ・乳"1
(よ削i) }i~ 5.5 をもって外似す引II~mil ド位。よ 斜めヘフケズリ。}，.~百HI ヘラウ -燃側色 色(})小川を

j'ltJ 35.4 イなにかけては(1'1:\'f. にか~ r~ 1: tJ{ ズリ。 l勾i1titfなド-'1'似 l二折 -は1l':/eJ移 多litに合む

り、令〈悦りをもた住い。 11倣 ブデ。 1 1総ì~11内外I(!Í 椀ナデ。

iよ火さ く外}xず る。 III~I 1'1:立から

}i~flrlj\if. f。
一 ト 一 沼市-1」級6 鋭 1-1 (23，7) 民1I1，~鎖。 IJF4(~il U立にわずかな九 lJi，mrl外jIITよ-'1f{立縦ヘラウズ -不良

(J'. (1111) みをもっ。川行11で少々内側し、 リ。 1付l前 例ヘラナダ。 n紋11日 -抑制色 訟で出足付t1
11縁lよ大~ <外側してU1Jく。 内外illI 倒ブ ア。 • 30% 

7 測 1 1 (24.2) IJI，~部 lよ郎総的に J~ <立らにが 1II'~:;'11外 IÍli I:{立_'1'似縦ヘラケ • 1込好 ~LR色の小
(ニi二 nili) り、 l二1ftわずかI;t膨らみをもっ。 ズリ。 1)~ I (lì flliヅア。 11級制i内 .m梢(!.¥ れを~OlJ'

円触は火占〈外反する。 IJW'rillj; タト[市側).ア。 -円総-IJ阿部一帯s
令w的に品H。 (20%) 

8 E活 11 22.0 11紋下似は(1'(臼気味に伐ち 1-.似 日間II:{立外1m 縦ヘラケズリ。 '.l:J.M 
(ニlこ 印li) で外})(する。 )\:1\'1の球目I矧I!~。 11総1~1iλl外ìrn ~演すデ。 • IYHll制色

'11線部 Jm

E 38号佳居跡出土遺物
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3. E 区

E-40号住居跡、

11 

3 

pで

に一~。

6 KL:[ 二二子
o I : 4 10 Cm 

図228 E -40号住居跡出土遺物(1)
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I 遺跡各区の出土遺物集成

1¥ 

にヰJ
12 

三ぶ
13 

11 

1 : 4 IOcm 

図229 E -40号住居跡出土遺物(2)

E-40号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (crn) 汗5 部出 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 婆 口 (16.9) 丸底の不安定な底部より緩やか 胴部外面上位~中位斜めへラ -良好 胸部外面に|

(土師) 高 26.3 な膨らみをもち上位で窄む胴 ケズリ。内面の調整不明瞭。 -燈褐色 煤の付着あ

部。最大径を中位上半にもち、 口縁部内外商横ナデ。 .80% り

口縁は外反する。

2 婆 丸底の小さな底部より丸みを 胴部外面横斜めへラケズリ。 -良好

(土師) もって大きく立ち上がる胴部。 底部横へラケズリ。内面へ -澄褐色

大型の婆である。全体的に薄手。 ラナデ。胸部下位に輪積痕あり。 .30% 

3 婆 口 23.9 長胴~。胴部は直線的に長く立 胴部上位縦へラケズリ。内面 -良好

(土師) ち上がり上位にわずかな膨らみ 上位~中位横へラケズリ及び -暗1登褐色

をもっ。口縁は大きく外傾する。 指ナデ。口縁部内外面横ナデ。 -胴下位~底部欠損

(80%) 

4 斐 口 (23.7) 胴部上位にわずかな膨らみをも 口縁~胴上位内外商横へラミ -良好

(土師) つ。口縁は長く、水平近くに外 ガキ、胴部外国 へラケズリ後 -赤褐色

反する。胴部は薄手。 縦へラミガキ、内面縦へラミ .20% 

ガキ。

5 婆 長腕妻。胴部下半より直線的に 外面は摩耗の為調整不明。内面 -良好 粗砂粒と小

(土師) 立ち上がる。胴部下位は薄手で へラ・指による横ナデ。 -暗撞褐色 石をまばら

丸味をもって内傾する。 @胴部下半yz周 に含む

6 斐 口 13.9 丸底の底部より丸みをもって立 胴部上位縦へラケズリ。口縁 -良好 二次焼成痕

(土師) 局 18.1 ち上がり、上位で窄む球状の小 部内外面横ナデ。 -淡澄褐色 明瞭

型要。口縁は短く外反する。 -ほぼ完形

7 婆 丸底の底部から膨らみをもって 胸部外面斜めへラケズリ。内 -良好

(土師) 徐々に外傾しながら胴部に立ち 面底部~胴部下半に向かつてへ -暗掻褐色

上がる。小型の球胴婆。 ラナデ。 -底部~腕部の一部

のみ (20%)
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3. E 区

E-40号住居跡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸法 (cm) 背Z 宵巨 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

8 台付斐 底 13.4 ハの字状に外反して開く脚部 外面縦へラケズリ。内面 ナデ。 -良好

(土師) 片。 輪積痕あり。 -陪掻褐色

-脚部のみ

9 lIIl 口 (23.8) 体部は浅く丸みをもって大きく 体部外商 へラケズリだが不明 -不良

(土師) 高 (3.7) 立ち上がる。口縁は外傾し、口 瞭。 -暗燈褐色

唇部外面丸みをおびる。器肉は • 20% 

厚く大型の皿である。

10 杯 口 12.3 凸凹の丸底から緩やかに内湾す 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好

(土師) 高 3.2 る体部。口唇部でわずかに内傾 面調整不明瞭。 -掻褐色

する。 • 60% 

11 婆 丸みをもって外傾しながら胴部 胸部外面細かな平行叩き目。 -良好 表面に自然

(須恵) 下位に立ち上がる。中位は直立 内面青海波文。 -黒灰色 柏がかかっ

気味である。器肉は厚くしっか -胴部少々 ている

りしている大型の蓬。

12 巧: ロ(11.0) 平底ぎみの底部より直線的に体 口縁~体部外国 回転ナデ。底 -良好

(須恵) 底 (5.8) 部に立ち上がる。口縁は長く外 部 回転へラ切り後端部を回転 -暗灰色
三F主弓f 3.9 傾し開く。小ぶ、りの杯。 へラケズリ。 • 50% 

13 士先 口 14.0 台部はハの字に外反して開く。 底部切り離し後回転へラケズ -良好

(須恵) 底 6.6 {本部は緩やかな膨らみをもっO リし、台部貼り付け回転ナデ。 -暗白灰色

両 5.9 口縁はやや直立気味に開き、日 体部~口縁部 回転ナデ。底部 . 80% 

唇部は少しつまみ出し気味。 内面斜めへラナデ。

しっかりした台部をもっ域。

E-41号住居跡

にJ3

十 Jミ~
人長レイ {、ミ」36

I : 4 IOcm 

図230 E -41号住居跡出土遺物(1)
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I 遺跡各区の出土遺物集成

、、、、
ー、

図231 E -41号住居跡出土遺物(2)

E-41号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 育ラ 肯'也E、 の 特 徴 成形・手法の特徴

椀 口 10.0 丸底の底部より、体部は半球状。 口縁部内外面横ナデ。体~底

(土師) 局 8.0 体部と口縁の境に稜を有し、口 部外面へラケズリ。内面へ

縁は直線的に内傾する。外面は ラナテ1度。
ザラっき、器肉は底部やや厚め。

2 士売 口 (8.2) 丸底と思われる底部より体部は 口縁部内外面横ナデ。体~底

(土師) 半球状を呈す。休部と口縁との 部外面へラケズリ。内面へ

境に稜を有し、口縁は直線的に ラナデ。摩耗の為調整不明瞭。

内傾する。全体的に非常に薄手

である。

3 士完 口 8.7 底部丸底。体部は半球状で口縁 口縁部内外面横ナデ。体~底

(土師) 局 6.0 との境に稜をもち、口縁は直線 部外面へラケズリ。内面ナ

的に内(頃。 デで滑らか。

4 巧く 口 10.9 尖底気味の丸底底部より体部は 口縁部内外面横ナデ。体部~

(土師) 局 3.7 ゆるやかに立ち上がる。口縁は 底部外面へラケズリ。内面

小さく内傾。 横ナデ。

210 

11 

。 1: 4 IOcm 
十←一一一一ー-----f ー寸

-焼成・色調・残存 備考

-良好

。暗穫褐色

-口~底部

-良好 まばら tこ小

-燈褐色 石を含む

. 20% 

-良好

。灰援褐色

• 60% 

-良好

-暗赤褐色

-口~底部%周

(60%) 



3. E 区

E-41号住居跡出土遺物観察表(2)

Nュ 器種 寸法 (cm) 背5 態、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

5 杯 口 13.0 底部は丸底。体部は丸みをもっ 口縁内外面横ナデ。体部~底 -良好

(土師) 高 4.4 て大きく外傾し、口縁は短く直 部外面へラケズリ。内面横 -燈褐色

立する。 ナデ。 .50% 

6 士干 口 10.3 丸底の底部より体部はゆるやか 口縁部内外面積ナデ。体部~ -良好

(土師) 高 3.2 に立ち上がり、口縁は短く直立。 底部外面へラケズリ。内面 -澄褐色

横ナデ。 -完形

7 き霊 口 (23.6) 胴部は膨らみをもち徐々に内 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好 まばらに白 l

(土師) 傾。口縁は大きく外反する大型 面斜めへラケズリ。内面横 -燈褐色 色砂粒を含

の球胴婆。 へラナデ。 .20% む

8 婆 口 27.8 肩は張らず胴中位に最大径をも 外面縦へラケズリ。内面横 -良好

(土師) つ大型球胴婆。 へラナデ。口縁部は内外商横ナ -暗掻褐色

ア。 .20% 

ヨ 斐 口 (22.0) 胴部は大きく膨らみ、肩が張ら 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) ずに徐々に内傾。口縁は短かめ 面斜めへラケズリ。内面横 -暗燈褐色

に外反する。口唇外面は丸みを ヘラナデ。 .30% 

もって少々突出。大型の球胴察。

10 き芸 口 22.8 直線気味の胴部より緩やかに内 胴部外面縦へラケズリで内面 -良好

(土師) 湾して、口縁部は大きく外反。 横へラナデ。口縁部内外面横 -暗権褐色

ナデで一部指ナデ。 .40% 

11 護 口 (23.8) 胴部上位は直線的で頚部は弱く 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) しまり、口縁は大きく外反する。 面縦へラケズリ。内面横へ -暗赤褐色

口唇部外面は平坦面をもっ。 ラナデ。 -口~胴部20%

E-42号住居跡、

o I : 4 10 cm 
十一一一一一一一一一一一寸一一一一一ー ー~一ーィ

図232 E -42号住居跡出土遺物

E-42号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背手 態 の ヰ寺 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

委 口 (19.6) 口縁は外傾気味のコの字状。薄 肩部外面細かい横へラケズ -良好

(土師) 手で凸凹がある。 リ。口縁外面上下の角をてい -赤褐色

ねいに指ナデ。接合痕残る。 -口縁~肩部少々

2 杯 口(14.0) 体部下位は直線的に大きく外 体~口縁回転ナデ。 -良好

(須恵) 底 (6.8) 傾。中位より口縁にかけては内 -暗白灰色

高 (4.7) {頃気味に開く。底部は厚く少々 • 20% 

突出しており、口唇部は薄手で

外側やや突出。
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E-43号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 形 首~J，、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考|

1 斐 口 07.0) コの字状口縁。肩部はわずかに 口縁部内外面横ナデ。肩部外 -良好

(土師) 膨らみをもっ。全体に薄手。 面横へラケズリ。内面横ナ -暗燈褐色

デ。口縁外面に接合痕。 -口縁付近少々

2 王星 底 6.7 平底の底部より、網下位は直線 胴部外面下位縦へラケズリ。 -良好 部分的に煤|

(土師) 的に外傾。底部から腕部まで厚 内面横へラナデ。 -暗掻褐色 付着

さは均一。 -胴部下位 1周

3 lill 口(14.1) 台部より体部は直線的に外反。 底部回転糸切り後、台部貼り付 -良好 黒色砂粒を l

(須恵) 底 (7.6) 口唇部は丸みをもち、水平気味 け回転ナデ。体~口縁部 回転 -燈灰色 多量に含む

コ作ケ司 2.2 に開く。器面はザラつく。 ナデ。 -全体のys周

E-44号住居跡、

人」ノ に-l"~ダ

~~メ

IE1f に~

図234E -44号住居跡出土遺物
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3. E 区

E-44号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青5 言1i&、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 杯 口 10.7 丸底の小さな底部。体部は湾曲 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好 外面半分程

(土師) 高 3.7 しつつ立ち上がり、口縁は短く 面へラケズリ、摩耗の為不明 -燈褐色 黒色を呈す

直立する。 瞭。 -ほぼ完形

2 珂: 口 (135) 響曲しつつ立ち上がる体部か 体部外面へラケズリ。内面 -良好

(土師) ら、口縁部短く直立する。 横ナデ。外面下位に指頭痕あり。 -燈褐色

口縁部外面積撫で。 -底部欠損

3 巧: 口(12.0) 平底と思われる底部。{本部は厚 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好

(土師) 底 (6.0) く直線的に外傾し、ロ縁部は小 面へラケズリ。内面横ナデ -燈褐色

尚 (3.7) さく外反する。口唇部の外側や 後縦へラミガキ。 .40% 

や突出する。

4 査 口 (16.0) 体部上位は強く内傾し、長い口 胸部外面平行叩き目。内面 -良好

(須恵) 縁部は強く外反して開く。口唇 青海波文。 -白灰色

部外面には返り状の突出をも -口縁~体部の一部

つ。 (20%) 

5 巧く 口 15.0 擬台部状の短い突出をもっ底 底部 回転へラケズリで台状部 -良好

(須恵) 底 10.5 部。体部は直線的に外傾し。口 は削り出し。体~口縁回転ナデ。 -白灰色

高 4.4 縁は外反。底部厚く、体部薄手。 -ほぼ完形

6 杯 口(15.2) 底部は外周がわずかに突出し、 底部 回転へラケズリで突出部 -良好 体部外面の

(須恵) 高(11.2) 台状を呈す。直線的にやや外傾 削り出し。体部~口縁部 回転 -暗白灰色 一部と底部

高 4.1 する体部及び口縁部。口径と底 ナデ。 -底部~口縁部yz周 に白然紬

径の差は小さい。 弱

7 砥 石 全長 14.0 上下面以外は非常に平滑で少々 砥石には縦及び斜め方向の擦痕 -まだらな暗褐色 凝灰質流紋

重量 450g 弧状を呈す。 がある。 (断面黄白色) 正山玉

-ウ:7GIDノ

E-46号住居跡、

ス三三ノ 、~~〆

I : 4 IOcm 

図235 E -46号住居跡出土遺物

E-46号住居跡出土遺物観察表

N日 器種 寸法 (cm) 育長 ム周'LMh E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 域 口(12.0) 台部は短く、内湾しながら立ち 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好

(土師質) 底 6.0 上がる。体部から口縁部はわず け。体部~口縁回転ナデ。台 -黄櫨灰色

向 4.4 かに外反する。 部外面は接合痕がよく残る。 -底~口縁 (40%)

2 士完 日 (138) 台部はハの字状に開く。体部か 底部右回転糸切り後台部貼り -良好

(灰紬) 底 (7.2) ら口縁は非常に薄く、口唇外面 付け。体部~口縁回転ナデ。 -白灰色(施紬部緑

高 3.6 は細く突出する。浅い器形。 内外面共口縁~体部中位まで漬 灰色)

け掛けによる施紬。 • 60% 
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E-47号住居跡
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E-47号住居跡出土遺物観察表(1)

N口 器種 寸法 (cm) 青5 吉E の 特 徴 成形・子法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 斐 口 (23.2) 口縁に最大径をもっ。肩が弱く 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好

(土師) 張り、口縁は長めに外反する。 面上位横へラケズリ。内面 -撞褐色

器肉は薄い。 へラナデ。 .20% 

2 杯 口 12.0 不整形な平底の底部。口唇部は 底部外面へラケズリ。体部 -良好 底部外面墨

(土師) 底 9.0 小きく内傾する。全体的に器肉 指押え。口縁部内外面横ナデ。 -明赤褐色 書判読不

Y作主司「 3.0 薄手で器面は凹凸あり。 体部内面横ナデ。 .80% 明

3 杯 口 11. 5 丸底気味の底部より直線的に外 底~体部外面へラケズリ。内 -良好 底部外面墨

(土師) 底 4.5 傾する体部に歪り、口縁部は直 面は横ナデ。口縁部内外面横 -燈褐色 書「成J?
高 3.4 線的に立ち上がる。 ナデ。 -ほぼ完形

4 均て 口(11.7) 体部から口縁部にかけて直線的 体部外面へラケズリ。内面 。良好 体部外面一

(土師) にやや外傾する。口唇部は小さ 横ナデ。内外共に指押えを施す。 -暗赤褐色 部黒色

く内傾する。全体的に薄手。 -底部欠損

5 杯 口(13.0) ゆるやかに内湾して立ち上が 体部~口縁部回転ナデ。 -良好

(須恵) り、短く直立する口縁部に至る。 -白灰色

-底部付近少々

6 杯 口 12.4 上げ底気味の底部から膨らみを 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 7.4 もって立ち上がる体部。口縁部 ~口縁回転ナデ。 -黄灰色

高 4.1 はゆるやかに外反して開く。 -ほぽ完jfj
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3. E 区

E-47号住居跡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸法 (cm) 背5 告L与E、 の 特 徴 成形・子法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

均く 口 (128) 上げ底の底部から直線的な体部 底部右回転糸切り無調整。体 -良好(焼き締まり

(須恵、) 底 (8.0) に至り、わずかに外反して口縁 部~口縁部回転ナデ。 良し)

両 3.7 が開く。 -青灰色

.30% 

8 ? 全長 5.6 両端部が尖り、断面は円形であ -暗灰色 . i骨石製

(石製) 中高 l.3 る。全面的に滑らかで縦長に面 -完形と思われる -フク土

重量 13.5g が取られる。

E-48号住居跡

五子ニ

。 I : 4 IOcm 

図237 E -48号住居跡出土遺物(1)
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3. E 区

E-48号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 官2 官E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 護 口 24.4 胴上位に張りをもっ薄手の斐。 口縁部内外面横ナデ。胸部外 -良好

(土師) 口縁は大きく外反する。 面中位縦へラナデ。上位斜 -暗糧褐色

めへラナデ。内面 ナデ。口縁 -口縁部~胴部一部

部に輪積痕あり。

2 甑 底 10.0 底部全面穿孔の大型甑。張りを 胸部外国縦方向へラケズリ。 -良好 小石少々含

(土師) もたずに外傾して、胴下位が立 内面へラナデ。 -樟褐色 む

ち上がる。 -胴部下位~中位 l

周 (30%)

3 婆 口 23.8 緩やかに外傾する』阿部下位が立 口縁部内外面横ナデ後指押 -良好

(土師) ち上がり、上位にてやや張る。 え。胴部外面上位~下位斜め -赤褐色

口縁部は大きく外反する。器肉 へラナデ。胸部内面下位へラ -口縁部~体部一部

は薄い。 ナデ。胸部下半に輪積痕あり。 欠損 (70%)

4 き霊 口 22.4 胸部上位に最大径をとり、丸味 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好 -内面に煤

(土師) を持って内湾し、口縁部はゆる 面斜めへラケズリ。内面横 -暗燈褐色 付着

やかに外反する。胴下位は張り ナデ(指)。口縁部と胴部に輪積 • 40% -胴部上位

をもたない。大型の球胴察。 痕あり。 に黒斑

5 斐 口 21.5 直線的に内傾する胴部上位から 口縁部内外面とも横ナデ。下位 -良好

(土師) 大きく外反する口縁部に至る。 は横へラナデ、指押え。服部外 -暗赤褐色

口縁やや厚め。 面斜めへラケズリ。内面横 -口縁部~胴部上位

ナデ。 (40%) 

6 斐 口 21.5 湾曲しつつ胴部が立ち上がる。 口縁部内外面横ナデ後指押 -良好 -内面に煤

(土師) 上位に最大径をもちなだらかに え。胴部外面肩部縦へラケズ -淡燈褐色 付着

すぽまった後、口縁は直立気味 リ。胴中位斜めへラケズリ。 -口縁部~胴部中位 -外国に黒

に外反し口唇部はわずかに内湾 内面横ナデ。 (70%) 斑

する。大型の球胴婆。

7 査 台付と思われる底部から直線的 胸部~肩部 回転ナデ。肩部外 -良好(焼き締まり

(須恵) に外傾する胴部。肩部に稜を持 周に平行沈線が巡り、中に櫛状 良し)

ち、頚部へ強く内傾。器肉は厚 工具による刺突を施す。 -暗灰色

しユ。 • 70% 

8 至宝? 張り気味の肩部片。薄手。 扇部回転ナデ。 -良好(焼き締まり

(須恵、) 良し)

-白灰色

-肩部一部のみ

9 査 胴部は丸味を持って外傾。肩部 腕部~肩部内外面白転ナデ。 -良好(焼き締まり

(須恵) に稜を有し、上面は沈線が施さ 良し)

れ、頚部までは強く内傾する。 -暗白灰色

厚手の査。 -底~肩部%周

10 均二 口 16.8 台部欠損。体部下位に丸みをも 底部 回転へラ切り後台部貼り -良好(:境き締まり 外面に自然

(須恵) ち、口縁部はわずかに外反する。 付け回転ナデ。体部~口縁部 良し) 宅由かかる

大型の台付杯。不整形。 回転ナデで〉下位は回転へラケズ -暗白灰色

リ。 -ほぼ完形

11 均て 口 (11.8) 上げ底の底部からやや丸味を 底部外周 回転へラケズリ。体 -良好

(須恵) 底 (8.2) 持って立ち上がる。浅い杯で口 部~口縁部回転ナデ。 -白灰色

高 2.4 径と底径の差が非常に小さい。 -底部~口縁部%周

12 杯 口 (13.4) 上げ底気味の底部よりやや直線 底部 回転へラ切り後端部を回 -良好

(須恵) 底 9.0 的に外傾して立ち上がる。口径 転へラケズリ。体部~口縁部 -黄白灰色

高 3.4 と底径の差が小さい。 回転ナデ。 . 40% 
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国239 E -49号住居跡出土遺物

E-49号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背長 肯'山E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 斐 口 (210) 胸部中位から上位にかけて直立 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) 気味にやや内傾しながら立ちと 面上位横へラケズリ。中位は -燈褐色

がる。口縁部は大きく外反する。 縦へラケズリ。内面横へラナ -口縁部~胴部中位

胴中位の張りは口径と等しい。 ア。 (40%) 

2 斐 口 (22.4) 直線的な胴部上位から頚部にて 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) 弱くしまり、口縁部は大きく外 面上~中位斜めへラケズリ。 -樟褐色

反する。表面はザラっぽく荒れ 口縁部に輪積痕有り。 -口縁部~肩部少々

ている。

3 均二 口 13.5 底径と口径の差は小さい。浅い 底部回転へラ切り後、外周を -良好(焼き締まり

(須恵、) 底 9.5 体部は直線的に外傾し、口縁ま 回転へラケズリ。体部~口縁部 良し)

高 3.3 で立ち上がる。 回転ナデ。 -黄灰色

-完形

4 杯 口 13.0 体音防〉ら口縁は浅く、直線的に 底部~体部下端まて、回転へラケ -良好

(須恵) 底 9.6 外傾する。口縁付近やや薄手。 ズリ。体~口縁回転ナデ。 -黄灰色

1τ司主T 3.3 口径と底径の差は小さい。 @ほぼ完%

5 杯 口 (13.7) 底径と口径の差が小さい。やや 底部回転へラ切り後、外周を -良好(焼き締まり

(須恵) 底 10.2 薄手で、浅い体部が直線的に外 回転へラケズリ。体~口縁部 良し)

高 3.1 傾し、口縁もそのまま開く。 回転ナデ。底部内面指ナデ痕 -澄灰色

明瞭。 . 50% 

218 



E-50号住居跡

ヒミ~-..f
注量百グ10

図240 E -50号住居跡出土遺物

E-50号住居跡出土遺物観察表(1)

Nュ 器種 寸法 (cm) 背3 吉E の 特 徴 成形・手法の特徴

1 E喜 口 (12.6) コの字状口縁で内面はしっかり 口縁部内外面横ナデ・指押え。

(土師) と稜がとられる。胴上位に最大 胴部外面上位横へラケズリ。

径をもっ小型の警。口縁付近は 中位斜めへラケズリ。内面

厚めで雑なっくり。 横へラナデ。

2 土宛 底 7.2 台付の底部より大きく外反して 底部右回転糸切り後台部貼り

(須恵) 立ち上がる体部下位。台部は雑 付け雑なナデ。体部下位 回転

なっくり。 ナデ。体部内面下位に巻き上げ

痕。

3 均二 口 (12.2) 平底の底部より膨らみをもって 底部右回転糸切り無調整。体

(須恵) 底 (6.2) 立ち上がる体部。口縁部やや外 部~口縁部回転ナデ。

高 3.7 反気味。

4 杯 口 12.6 全体的に厚子。底部は小さめで 底部左回転糸切り無調整。体

(須恵) 底 5.0 体部は少々丸みをもち、口縁は 部~口縁部 回転ナデ。

高 3.6 短く外反する。

5 士宛 口 (18.0) 厚手の台部で体部はやや膨らみ 底部 回転糸切り後台部貼り付

(須恵) 底 7.4 をもって立ち上がり、口縁部は け回転ナデ。体部~口縁部 回

高 7.7 わずかに外反する。深い大型の 転ナデ。

士宛。

3. E 区

I : 4 IOcm 

-焼成・色調・残存 備考

-良好

-暗赤褐色

. 30% 

-良好

。白灰色

-底部~体部(40%)

-良好

。白灰色

。30%

-良好 小石を含む

-白灰色

. 岩7G7下正ノノ

-不良

-暗白灰色

。50%



I 遺跡各区の出土遺物集成

E-50号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) % 官E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

6 土宛 口 14.7 台部は厚手で短く、体部はやや 底部右回転糸切り後台部貼り -不良

(須恵) 底 6.6 腰が張る。口縁は外反し口唇部 付け。体部~口縁部 回転ナデ。 -黄白灰色

三F主司r 5.5 外面少々突出。台部の貼り付 底部門板状に割れる。 .50% 

け・っくり共非常に雑。

7 士見1 口 12.2 台部欠損。厚手の底部より直線 底部右回転糸切りで一部へラ -不良(もろい) 底部外国に

(須恵) 両 4.3 的に外傾しつつ立ち上がる体部 ナデ。体~口縁回転ナデ。 -黒色 墨書あり

に至る。不整形で器肉厚く雑な -口縁部~底部 判読不明

っくり。 (70%) 

8 椀 口 (12.1) 薄子の台部は内面にやや突出を 底部右回転糸切り後台部貼り -良好 内面黒色処

(土師質) 底 6.3 もつ。体部はゆるく膨らみなが 付け回転ナデ。体部~口縁部 -淡黄褐色 理

同 4.9 ら立ち上がり口唇部付近で短く 回転ナデで内面はへラミガキに -口縁部~底部

外反する。薄手の坊である。 より光沢をもっ。 (70%) 

9 境 口 (13.0) 底部は欠損。体部は膨らみを持 体部~口縁部回転ナデ。 -良好 内面黒色処

(土師質) ちつつ立ち上がり、口縁は強く -灰褐色 理

外反。口唇部は薄手。 -口~体部少々

10 椀 口(15.8) 内傾気味の稜をもっ台部。口縁 全面回転ナデで底部回転糸切り -良好

(灰粕) 底 (6.0) やや外反気味。 後台音ß~占り付け。内外面施稿。 -白灰色(施稲部緑

白色)

-底部及び口縁付近

少々

E-51号住居跡、

ミよ~~~ν三口
謀総量、 Q I : 4 I Qcm 

図241 E -51号住居跡出土遺物

E-51号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 形 肯日E、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

斐 口 (219) 直線的に内傾する胴上位より、 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好 乳白色・黒

(土師) 口縁部は「く」の字状を呈す。 面へラケズリ(摩耗のため不 -樟褐色 色粒子まば

明瞭)。内面横へラナデ(圧痕 -口縁~胴上位少々 らに含む

残る)。

2 杯 口(12.8) 体部は直線的に大きく外傾し、 底部右回転糸切り後外周をへ -良好 器面は滑ら

(須恵) 底 (5.2) 中央付近に少々丸味を持つ。口 ラ調整。体部~口縁部は内外面 -白灰色 かである。

局 (3 9) 縁はわずかに外反する。 回転ナデ。 .40% 

3 主干 口(13.3) 体部下半にゆるやかな膨らみを 底部 回転糸切り後へラ調整。 -良好 白色粒子ま

(須恵) 底 (7.7) もち上位で直線的に外反する。 体部~口縁部 内外面共回転ナ -白灰色 ばらに含む|

両 (3.6) デ。体部断面接合痕縦に長く -底部~臼縁部少々

みられる。
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図242 E -52号住居跡出土遺物

E-52号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青多 責J山E、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 鉢 口 (28.0) ゆるやかに内傾する体部上位か 口縁部内外面横ナデ。体部上 -良好

(土師) ら口縁部。口唇部は内外及び上 イ立は横へラケズリ。内面は横ナ 。暗澄褐色

面共に面をとってあり角ばる。 ア。 -口縁~体部上位

大型の鉢口縁片。 少々

2 婆 口 10.8 胴上位はわずかに丸味を帯び口 口縁部内外国横ナデ輪積痕 -良好

(土師) 縁下位は直立。上位で外反する あり。胴上位横へラケズリ。 -暗燈褐色

弱いコの字口縁の小型斐。 内面は横ナデ。 -口縁部のみ

3 均二 口 13.6 あげ底気味の底部より体部から 底部右回転糸切り後外周をへ -良好 雑なっくり

(須恵) 底 7.6 口縁は直線的に外傾する。厚さ ラ調整。体部~口縁は内外面図 -白灰色 である

高 3.3 は均一で、口唇部は丸味をもっ。 転ナデ。 .80% 

4 杯 口 13.2 やや突出気味の底部より体部下 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 黒色粒子多

(須恵) 底 6.2 位はやや丸味をもって大きく外 部~口縁は内外面回転ナデ。 -白灰色 量に含む

高 3.0 傾し口縁部で外反。底部は器厚 .90% 

で非常に滑らかな器面である。

5 杯 口 13.0 あげ底気味の底部より体部は丸 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 6.6 味をもって大きく外傾。口縁は 部~口縁は内外面 回転ナデ。 。黄白灰色

筒 3.0 短く外反する。 .90% 

E-53号住居跡、

7
1人川市、

¥一 \二ユ~~

日 I: 4 IOcm 
r←ー←一一一一一一一一一十一一一ー一一一一一一一→イ

図243 E -53号住居跡出土遺物(1)
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図244 E -53号住居跡出土遺物(2)

ミニ三主己三グ7
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E-53号住居跡出土遺物観察表

N口 器種 寸法 (cm) :if:; 有E の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 護 口(18.4) 上位で大きく外傾するコの字状 口縁部内外面横ナデ。外面の -良好

(土師) 口縁部。コの字の角は上下共や 屈曲面は深い指ナデ。胴上位 -淡燈褐色

や凹み、薄手。 横へラケズリでへラ圧痕あり。 -口縁部のみ

2 杯 口 (13.4) 体部下位から中位はやや丸味を 体部外面へラケズリ(摩耗の -良好 器面の摩耗

(土師) 底 (7.6) もちながら外傾。体部器厚。 ため不明瞭)。 -淡樟褐色 激しい

両 4.0 -底部付近少々

3 杯 底 (8.9) 平底の底部より大きく直線的に 底部~体部下位内面は横ナデ。 -良好

(土師) 外傾する体部下位。底部器厚。 体部下位回転へラケズリ。 -燈褐色

-底部~体部少々

4 E霊 底 (5.3) 平底の底部よりやや丸味をもっ 胴下位外面は斜めへラケズ -良好 内面黒色処

(土師) て外傾する胴下位で器面は徽密 リ。 -燈褐色 理

で器薄。 -胴部下位少々

5 宜士E 厚みがあり重い肩部片で肩は張 外面は斜めの平行叩き目。内面 -良好 部分的に白

(須恵) らずに内湾する。 も叩きで細かなくぽみが多く部 -青灰色 然粧が見ら

分的に指ナデもみられる。 -肩部のみ少々 nる

6 杯 口(13.0) 平底の底部より直線気味に外傾 底部 回転糸切り無調整。体部 。良好

(須恵) 底 (9.0) する体部から口縁部。体部下位 ~口縁部内外面 回転ナデ。 。暗櫨褐色

高 3.4 に糠櫨痕による段を有す。 -底部~口縁部少々

7 杯 底 (9.0) 体部との境丸く立ち上がり、体 底部回転へラケズリ。体部・ 。良好

(須恵) 部下位は直線的に外傾。底部内 底部とも回転ナデ。 -黒褐色

面は凹凸が顕著。 -底部~体部少々

8 均二 底 (8 4) 底部あげ底気味の平底から直線 底部 右回転糸切り無調整。体 。良好 底部外面に

(須恵) 的に外傾する体部下位。 部~口縁部内外面 回転ナデ。 -暗灰色 墨書「車J
。底部%周

9 士.1ii 底 10.0 しっかりしたっくりの高い台 底部 右回転糸切り後台部R占り -良好

(須恵) 部。全体にやや軟質。 付け内外をていねいな回転ナ 。白灰色

デ。体部~口縁部内外面 回転 -底部付近 1周

ナデ。
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図245 E -54号住居跡出土遺物

E-54号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青芸 宵"午E、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

3J3J 釜 口 (21.5) 台形の鍔は小さく押えによる凹 胴外面 回転ナデで一部に縦へ -良好 粒砂粒まば

(須恵) 凸があり、口縁は直立。口唇は ラケズリ。内面横へラナデ。 -種褐色 らに含む

やや外傾に向かつて押えられて 鍔内外面接合痕みられる -胴中位以上少々

突出。

2 ヨヨ 釜 口 (25.4) 鍔は小さい断面三角形で押えら 胴外面下位縦へラケズリ。鍔 -良好

(須恵) れたへこみがある。口縁部はや と口縁部との境に接合痕みられ -澄褐色

や丸味をもって内傾し、口唇部 る。鍔部指押え。 -口縁部少々

は平坦。大型の羽釜。

3 3J3J 釜 口 (21.4) 直立気味に立つ胴上位よりわす、 口縁部内外面横指ナデ。鍔部 -不良 雑なっくり

(須恵) かに内傾する口縁部。鍔の断面 の下深い指ナデ。接合痕あり。 -黄灰色 である

は長方形で突出した部分に稜を 胸部上位内面は斜めへラナデ。 -胴上位以上少々

持つ。

4 3J3J 釜 口(19.4) 断面三角形の短く太い鍔を持 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -不良

(須恵、) ち、口縁部で内傾する。っくり 面へラケズリと一部指ナデ。 -暗燈褐色

は雑。 内面横ナデ。鍔下指ナデ。 -胴上位以上少々

b 士先 底 8.1 ハの字状の高い台部を付した底 体部 回転ナデ。底部内面は指 -良好 粗砂粒まば

(土師質) 部下位はやや外反気味に開き底 ナデで台部と体部の境接合痕あ -黄燈褐色 らに含む

部肉厚。 り。 -台付底部のみ
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図246 E -55号住居跡出土遺物

E-55号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青ラ 肯E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 杯 口(15.0) やや大ぶ、りの丸底杯。口縁部は 口縁部内外面横指ナデ。体部 -良好 粗砂粒まば

(土師) 局 4.3 外傾のまま立ち上がる。 外面へラケズリ(摩耗激し -樫褐色 らに含む

-全体の%周

2 均二 口 14.5 平底部より外傾し、口縁はナテ 口縁部内外面横ナデ。体部 -良好 体部~底部

(土師) 底 9.2 で旦凹み少々外反。左右不均 横へラケズリ。内面は縦へラミ -淡糧褐色 煤の付着あ

主I司主T 4.4 衡。 ガキ痕あり。 • 50% り

3 杯 口(142) 丸底に近い平底の底部で直線的 口縁部内外面横ナデ。体部 -良好

(土師) 底 (8.0) に大きく外傾する。全体に厚手。 へラケズリ(摩耗のため不明 -糧褐色

品 3.7 瞭)。内面斜めへラミガキ。 • 30% 

4 杯 口(15.4) あげ底の底部から体部下位は稜 底部 回転へラ切り無調整。体 。良好

(須恵) 底(1l.0) をもち、口縁までは直線的に浅 部内外面 回転ナデ。体部下端 。淡青灰色

三rc主ヨrヨ 2.9 く外傾。 は回転へラケズリ。 。30%

υ 「 杯 口 14.6 平底の底部。体部下位は丸味を 底部 回転へラ切りで周辺部は -良好 体部下位に

(須恵、) 底 10.0 おび、上位は直線的にさほど開 回転へラケズリ調整。体部~口 -白灰色 自然粕

両 3.7 かずに外傾する。 縁部 内外面とも回転ナデ。 • 80% 

6 紡錘車 外径長4.8 断面台形の石製紡錘車。平面形 表面は滑らか。広い面の方には -暗緑色 -滑石製

(石製) 短3.5 は少々いびつ。 雑な向心円状の刻書及び放射状 -ほぼ完形 -床面

子L径 0.9 の直線の刻書がある。

厚さ l.5 

重量 53.0g
L一一一一一一一一一
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図247 E -56号住居跡出土遺物

E-56号住居跡出土遺物観察表(1)

No. 器種 寸法 (cm) 育長 有吉 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調。残存 備考

1 Z霊 口(19.0) 僅かな膨らみをもっ胴上位から 口縁部内外面横ナデ後中位を -良好 粗砂粒まば

(土師) 直立して立ち、大きく外反する 指押え。胴部外面上位績へラ -赤褐色 らに含む

コの字状口縁部。口唇部は厚く ケズリ。内面横へラナデ。 -口縁部~体部少々

胴部は器薄。

2 要 ロ(14.4) 口縁部下位は直立気味に立ち上 口縁部内外面横ナデ。屑部 。良好 粗砂粒まば

(土師) 位で短く外反するコの字状。口 横へラケズリで内面は横ナデ。 -赤褐色 らに含む

唇部は薄く外面わず、かに突出す -口縁部付近少々

る。

3 珂二 口 14.0 平底の底部よりやや直線的に外 底部右回転糸切り。内面指 -良好 黄色の粘土

(須恵) 底 8.0 傾する体部から口縁部。内面。 ナデ。体部~口縁部回転ナデ。 -白灰色 により表面
口 3.8 底部外周は凹みあり。 。80% よごれ自立F召

つ

4 杯 口(10.8) やや突出した厚い底部より体部 底部 回転糸切り無調整。休部 -良好(焼き締まり

(須恵) 底 (5 6) はさほど開かずに立ち上がる小 ~口縁部回転ナデ。 良し)

主F全ヨTヲ (4.0) 型の杯。口唇部やや突出。 -白灰色

.30% 

5 珂= 口 (13.4) 口縁部短くやや外反する。内面 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 黒色粒子含

(須恵) 底 (8 4) 糠1麗痕顕著で器肉は均一。 部~口縁部回転ナデ。 。白灰色 む

両 3.3 .30% 

6 士不 口 13.7 凹凸のある底部より体部は大き 底部右回転糸切り無調整。体 -良好 底部内面重

(須恵) 底 6.8 く外傾する。底部付近器厚。 昔日~口縁 回転ナデ。 -黒灰色 ね焼痕

品 3.4 .90% 

杯、 口(13.9) 平底の厚い底部より丸味をもっ 底部 右回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 (7 6) て外傾する体部。口縁部はわず 部~口縁部回転ナデ。体部外 。白灰色

両 3.6 かに外傾し口唇部はやや厚めで 面斜め指ナデ。 .40% 

丸い。
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E-56号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 背ラ 昔E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

8 皿 口(14.2) 台部は小さく外傾。底部~体部 底部回転糸切り。体部~口縁 -良好 底部内面重

(須恵) 底 8.0 は厚く、口縁部付近徐々に薄い。 部回転ナデ。 -暗灰色 ね焼痕

高 2.6 • 40% 

主芸 偏平気味の体部より平らな天井 {本部・つまみ部 回転ナデ。天 -良好

(須恵) 部に至る。つまみは厚手のボタ 井部外面 回転へラケズリ後回 -淡青灰色

ン状で中央少々突出する。 転ナデ調整。 • 60% 

E-57号住居跡、

ミιヨιr、川仁以
I : 4 IOcm 

図248 E -57号住居跡出土遺物

E-57号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸 法 (cm) 育長 1î司~，~、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 杯 口 (23.6) 大きく厚い平底の底部より少々 底部外周 回転へラケズリ・不 -良好

(須恵) 底 19.5 外傾して立ち上がる体部。全体 定方向への指ナデ。体部~口縁 -暗白灰色

rllJ 司 4.0 的に厚手。 内外面回転ナデ。 。70%

2 長頚査 器厚の肩部片で、丸味をもって 肩部内外面回転ナデ。外面は -良好

(須恵) 外傾し肩部にするどい稜をも その後指ナデ。 -白灰色

つ。 -肩部少々
」ー一

E-58号住居跡、

に41iJf

によ7~ム~~民

丘二J二L二竺三、8D
I : 4 IOcm 

図249 E -58号住居跡出土遺物
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E-58号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 青5 古'山E、 の 特 徴 成形・手法の特徴

l 斐 口 (23.0) 口縁部厚く、大きく外反する。 口縁部内外面横ナデ。胴部外

(土師) 口唇部はやや突出。 面縦へラケズリ。内面横へ

ラナデ。

2 護 底 (8.8) 不安定な弧状底部の警片。 底部・胴吉田外面 へラケズリ。

(土師) 内面は横へラナデ。

3 巧〈 口 (16.6) 体部丸味をもって内湾し、口縁 口縁部内外商横ナデ。体部外

(土師) 両 3.2 部は短く強く内傾する。厚きは 面へラケズリ。内面は横ナデ

均一で、、口唇部薄く尖る大きな で滑らかな仕上がり。

杯である。

4 杯 口 (15ι) 体部は丸味をもって外傾し、口 口縁部内外面横ナデ。体部外

(土師) 縁でやや直立気味に内傾。器薄 面横へラケズリ。指ナデ痕が

で大きな杯。 斜めに入り、口縁部付近指押え

多い。内面は横ナデ後縦主体の

へラミガキ。

5 杯 口 12.1 丸底底部より、丸味をおびて立 口縁部内外面横ナデ。底部・

(土師) YI司T 3.7 ち上がり、口縁は短く直立する。 体部外面へラケズリ。内面は

厚さは均一で口唇部少々尖る。 ナデと思われるが摩耗の為不明

瞭。

6 杯 口 (12.0) 丸底底部より丸味を帯びて内湾 口縁部内外面横ナデ。底部・

(土師) 高 (3.5) し、短い口縁部で直立気味に内 体部へラケズリ。内面横ナ

傾する。厚さは均一で口唇部は ア。

丸味をもっ。

7 主主 大型のボタン状つまみ片で、太 外面 回転ナデ後指ナデ。内面

(須恵) く短い。中央は突出しない。 はへラナデ。

8 蓋 口 (20.0) なだらかな曲線を持つ体部から 体部~口縁部 回転ナデ。

(須恵、) 口縁部。口唇部より上に短い返

りをもち、返り・口唇共に端部

は丸い。

E-59号住居跡、

図250 E -59号住居跡出土遺物(1)
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3. E 区

-焼成・色調・残存

-良好

.1登褐色

-胴上位以上少々

-良好

-茶褐色

-胴下位付近少々

-良好

-暗燈褐色

-体部~口縁少々

(20%) 

-良好

-燈褐色

-体部~口縁部%周

(20%) 

-良好

-澄褐色

-ほぼ完形

。良好

-樫褐色

.40% 

-良好

-淡灰色

-つまみ部のみ

-良好

-暗白灰色

-体部~口縁部少々

ノ

ノ

備考

粗砂粒・小

石まばらに

含む

底部丸底に

なると思わ

れる

。 I: 4 IOcm 
r一一一ー一一一一一一一一一一←一ー一一ー一一一ー一一一ーォ



I 遺跡各区の出土遺物集成
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図251 E -59号住居跡出土遺物(2)
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3. E 区

E-59号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) lf3 J肯山E、 の 特 {数 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 婆 口 23.5 大きく湾曲して内傾する胴上 口縁部内外面横ナデ。胴部外 。良好 粗砂粒まば

(土師) 位。肩部は張らずに丸味をもち、 面横・斜めへラケズリ。内面 • j登褐色(内面は灰 らに含む

頚部が強く締まり口縁部で大き 横へラナデ。 色)

く外反する。口唇部はナデに • 50% 

よってよく押えられ稜をもっ大

型の球胴歪である。

2 片口斐 口 13.0 胴中位が張る扇平な把手付斐 口縁内外面横ナデ。胴部は指 -良好

(土師) で、口縁の一部に注ぎ口を有す ナデ及び指押えによって仕上げ -淡褐色

る。全体的にいびつ。 られる。 -口~胴中位 l周と

胴下位少々

3 斐 口 (23.0) 胴上位は大きく張り出し口縁部 胴上位~口縁部横ナデ。内面 -良好 口唇部とこ

(須恵) で直立気味に外反。厚さは口縁 口唇よりやや下斜め方向のナ -白灰色 ろどころ剥j

に比して肩部あたりからぐっと デ。その後上下に横ナデ。 -胴部上位~口縁部 離している

薄くなる。口唇部は内傾気味に

平坦面をもち、内側は少々突出

する。

4 斐 口 (14.6) 直立気味の胴部上位から丸味を 口緩く部内外面 横ナデ。胴上位 -良好

(土師) もって大きく外反する口縁部。 外面 斜めへラケズリと思われ -暗赤褐色

胴部上位内面に突出した稜があ るが不明瞭。 -口縁部~肩部少々

り、最大径を口縁部にもつ。や

や器厚。

5 鉢 口 (25.0) 体上位はへラケズリによるゴツ 体上位外面斜めへラケズリ。 -良好 外面ザラつ

(土師) ゴツした面をもって直線的にや 内面横ナデ。 -暗赤褐色 き、きたな

や外傾し、口縁もやや外反。口 -口縁~体部少々 い感じであ

唇部でわずかに突き出て外反し る

斜め下平坦な面をもっ。

6 鉢 口 (21.0) 扇平な丸底の底部から丸味を 口縁部内外国横ナデ。体部 -良好 黒色粒子ま

(土師) 高 9.2 もって内湾する体部。口縁部は ~底部外面へラケズリ。内面 -暗燈褐色 ばらに含む

強く大きく外反して開く。 横ナデ。底部内面から体部にか . 40% 

け細かな放射状へラミガキ。体

部外面中位に幅 1cmて、輪積痕が

残る。

7 巧= 口 (23.4) 丸味をもって外傾する体部。体 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好 摩耗激しい

(土師) 部と口縁の境に明擦な稜を持 面へラケズリ。内面はナデ。 -黄燈色

つ。口縁は一旦外反してからや -体部~口縁少々

や内傾する。

8 巧二 口 13.0 丸底の底部。体部と口縁部の境 口縁部内外面横ナデ。体部 -良好

(土師) 局 4.6 に明確な稜を持ち、口縁部はや ~底部外面へラケズリ。内面 -燈褐色

や膨らんで内湾し、口唇部で薄 はへラナデ。 . フロ'GJtノぇ

く尖る。

9 均二 口 16.0 やや丸底の底部。底部と体部の 口縁部内外面横ナデ。底部 -良好 粗砂粒まば

(土師) 高 5.3 境に弱い稜をもち、体部から口 ~体部外面へラケズリ。内面 。澄褐色 らに含む

縁は直線的に外傾し口唇部は細 へラナデ後底部はラセン状暗 • fまぼ完形

く尖る。全体に器厚で大型。 文。体部は放射状暗文。

10 巧= 口 12.0 浅い丸底からほぼ直立して口縁 口縁部内外面横ナデ。底部 -良好 黒色粒子ま

(土師) (.司t 3.3 部が関心底部から体部の境は ~体部外面横ナデ。内面ナ -燈褐色 ばらに含む

明確な稜をもつが突出はしてい テー後放射状のへラミガキ。 . 70% 

ない。

11 均二 口 11.5 丸底の底部から丸味を持って立 摩耗のため不明瞭。 -良好

(土師) 主f司主 3.8 ち上がる体部。口縁部は直立気 -燈褐色

味に開き、口唇部は細く尖る。 • 50% 
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-59号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 背5 態、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

12 つ 土師婆片と思、われるが、へラ 外面へラケズリ。内面不明。 -良好 一部黒斑あ

(土師) 状工具による刻みがなされてい -掻褐色 り

る。全辺とも欠損部である。 .フ

13 婆 底 (8.0) 稜をもたない丸底状の平底。丸 胴外面へラケズリ・平行叩き -良好

(須恵) 味をもって大きく外傾する胴部 目。内面 青海波文・へラナデ。 -暗白灰色

で器肉は厚い。 -底部~胴部少々

14 長頚蓋 肩部に張りをもちっくりは良 内外面回転ナデ。肩部外国 -良好 肩部に自然

(須恵) し'0 凹凸したへラ状工具による横田 -白灰色 粕

転ナデ。下位横斜めへラケズ -肩部~胴部少々

リ。

15 杯 口(17.8) 低い台部を付した底部。体部下 底部 回転へラケズリ後台部貼 -良好 粗砂粒まば

(須恵) 底(12.8) 位は丸味を持ち口縁はやや直線 り付け回転ナデ。体部・口縁部 -灰色 らに含む

高 4.6 的に外傾する。口縁と底部の差 内外面 回転ナデで底部内面は -底吉田~口縁部少々

が小さい浅い杯である。 その後手持ちへラナデ。

16 杯 口 (19.0) 断面台形の太く短い台部は外面 底部 回転へラ切り。体部・口 -良好 口縁残存部

(須恵) 底(13.2) には鋭い稜をもち、内側の稜が 縁部内外面回転ナデ。 -暗灰色 は水平では

両 3.8 接地する。体部は膨らみを持つ • 20% ない

て外傾し、直線的な口縁部に至

る。口唇部は丸くやや外反気味

である。

17 杯 口(16.7) 断面四角形の短い台部で外国に 台部貼り付け後ていねいな回転 -良好

(須恵) 底(12.0) は鋭い稜をもち外側に開く。体 ナデ。体部・口縁部内外面 回 -白灰色

両 4.6 部下位はわず、かに丸味をもち口 転ナデ。 -口縁~底部少々

縁にかけて直線的に開く。

18 圭菩 日 (22.0) 体部から口縁は丸味をもつなだ 天井部回転へラケズリ。体 -良好

(須恵) らかな曲線。返りはしっかりし 部・口縁内外面回転ナデ。 -暗灰色

たっくりで先端が丸く長い。天 -体部~口縁部少々

井部近く器厚の大きめの蓋。

19 蓋 口 (24.8) 平坦な天井部より稜をもちなが 体部・口縁部内外面 回転ナデ。 -良好 口縁内面黒

(須恵) らハの字状に浅く開く体部。口 天井部外国 回転へラケズリ。 -淡青灰色 色

縁部は短く垂直に屈曲し、返り -口縁~体部(40%)

はもたない。端部は器薄で尖る。

20 蓋 口 14.2 中央が突出している大きなボタ 内外面回転ナデ。 -良好

(須恵) 前 2.7 ン状のつまみ部より、丸味を -灰色

もってハの字状に開く体部から -つまみ部%周

口縁部。端部は丸味を帯び小さ 体部~口縁部%周

な返りをもっ。 (40%) 

21 長頚査 口 10.6 直立気味に外傾する頚部から口 内外面回転ナデ。中位に 2条 -良好

(須恵) 縁部。全体に器厚である。 の沈線をもっ。内面下位は横指 -白灰色

ナデ。 -頚部のみ
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3. E 区

E-59号内住居跡、

59号住居跡覆土より明らかに時期差のある一群が出土し、内部に別住居が重複していたと巧えられる。

ミよ/又斗ン、土プ

士三_j~~-l 

起主二:f

⑧ 
、}二竺空:r

I : 4 IOcm 

函252 E -59号内住居跡出土遺物

E-59号内住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 形 JムRじ~、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考 l

l :]:] 釜 口 (23.4) 直立気味に立ち上がる胴上位。 口縁部内外面横ナデ。胴上位 -良好 粗砂粒まば

(須恵) 鍔は先端部が丸味をもってやや 内外面 回転ナデでその後外面 -燈褐色 らに含む

下向きで、しっかりしている。 横へラナデ。 -口縁~胴上位少々

口縁は短く内傾し、口唇部は平

土日。

2 :]:] 釜 口 (23.6) 胴上位は直立気味に立ち鍔は先 胴上位~口縁部内外面横ナデ。 -良好

(須恵) 端の丸い小さな鍔。口縁部はや -燈褐色

や内傾し、口唇部は水平な菌を 。胴部上位~口縁部

持つ。全体にっくりが良い。 少々

3 巧: 口 9.2 突出している平底。体部は膨ら 底部静止糸切り(?)。口~体 -不良

(土師質) 底 4.2 みをもって外傾し、口縁で短く 部回転ナデ。 -黒褐色

局 2.9 外反。やや厚手の小型杯。 .80% 

4 好: 口 9.8 あげ底気味の底部。大きく外傾 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(土師質) 底 4.0 する短い体部より肥厚する口縁 部・口縁部内外面 回転ナデ。 -黒褐色

局 2.7 は外反して関心 内面は指ナデ。 .80% 

5 巧: 底 5.0 平底の厚い底部。体部下位は指 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(土師質) による糠穏痕をのこして外傾す 部内外面回転ナデ。 -淡黄褐色

る。 -底部のみ

6 ±宛 口 (9.4) 台付底部より湾曲する体部。口 底部切り離し後回転ナデ。体 -不良(焼き締まり 粗砂粒まば

(土師質) 底 5.6 縁部は直線気味にやや外傾し、 部・口縁部内外面 回転ナデ。 なし) らに含む

高 3.4 底部は器薄でヒビが入ってい -黒褐色

る。小さいっくりの域である。 • 60% 

杯 底 6.0 外に開く稜のない丸い台部は短 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好 黒色処理

(土師質) く厚い。 けナデ。台部内側 回転指ナデ。 -黒灰色

-底部のみ

8 杯 底 5.7 台付の底部より直線気味に外傾 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好 内面黒色処

(土師質) する体部下半。底部器薄である。 けナデ。体部回転ナデ。 -暗赤褐色 理

-底部のみ
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-60号住居跡、

¥二J →-~-/'¥_l一一

I : 4 IOcm 

図253 E -60号住居跡出土遺物

E-60号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青5 肯'也E、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

l :]3] 釜 胴部下位のみ残存し、っくりの 胴部外面中~下位斜めへラケ 。良好

(須恵) 良い器厚の羽釜。内面は明確な ズリ。内面回転ナデ。 -暗樟褐色

糠櫨痕あり。 -胴下位少々

2 )j3] 釜 厚手の胴下位が外傾する。底部 胴内外面 回転ナデ。内面下位 -良好 焼成後に底

(須恵) は穿孔され、甑として機能して は回転ナデ痕が段状に残る。 。暗黄灰色 部穿孔

いたと思われる。 。胴下位少々

3 )j3] 釜 口 (25.0) やや直線気味の胴上位より断面 胴上位~口縁内外面回転ナ -良好 組砂粒まば

(須恵) 三角形の鍔をへて、直立気味の デ。鍔部分内外面とも接合痕あ 。燈褐色 らに含む

口縁部に至る。口唇部は平坦な り。 。口縁~胴部少々

面をもっ。

E-61号住居跡、

¥」LZ I : 4 IOcm 

図254 E -61号住居跡出土遺物(1)



3. E 区
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(内面)

三三三

~~~ 

t二iとJ。

戸竺-:_____:_~レーと三三、 11

。 1 Qcm 

図255 E -61号住居跡出土遺物(2)

E-61号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 形 首E の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

1 杯 口 (14.4) 非常に器薄の底部より直線的に 底部 へラケズリ。口縁部内外 -良好

(土師) 底 (9.0) 外傾する体部。口唇部は薄くや 面横ナデ。体部外面横へラ 。燈褐色

局 4.1 や尖る。底部と口縁の差が小さ ケズリ。内面放射状へラミガ 。30%

い杯である。 キ。内外面とも滑らかで光沢あ

り。

2 杯 口 (16.4) 平底の底部よりやや直線気味に 底部~体部外面へラケズリ。 -良好 粗砂粒まば

(土師) 底 (10.5) 大きく開いて立ち上がる休部か 内面へラミガキ。 。槍褐色 らに含む

高 4.2 ら口縁。口唇部はやや内傾。器 。底部%周~í本部

肉は均ーしてやや厚手。 少々

3 斐 底 (3 4) 小さい平底の底部より大きく湾 胴下位外面横へラケズリ 。不良 摩耗してい

(土師) 曲しながら立ち上がる胴下位。 斜めへラケズリ 。暗燈褐色 る

全体に器薄である。 。胴下位~底部少々

(30%) 

-233 



I 遺跡各区の出土遺物集成

E-61号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 育長 態、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

4 護 口 (11.0) 胴上位に最大径を持つ小型の球 口縁内外国横ナデ。胴上位外 -不良 内面黒色処

(土師) 胴婆。口縁部は短く直線的に外 面横へラケズリ。内面横ナ -赤褐色 理

反し、口唇部はやや丸味をもっ ア。 -口縁部~胴部少々

てつまみ出される。

5 婆 口 19.8 胴上位に最大径をもった大型の 口縁部内外面横ナデ。胴外面 -良好

(土師) 球胴婆で丸底と思われる。短い 横・斜めへラケズリ。内面横 -掻褐色

口縁部下位は直立気味に立ち上 ナデ。 -口縁~胴下位

位で外反。 (60%) 

6 斐 胴上半に最大径をもった大型の 胴外面横・斜めへラケズリ。 -良好 粗砂粒まば

(土師) 球胴斐で、丸底と思われる。器 内面横指ナデ。 -燈褐色 らに含む

肉は薄手である。 .30% 

7 杯 口 12.6 厚巨の凹凸の底部から直線的な 底部 回転へラ切り後回転へラ -良好 粗砂粒まば

(須恵) 底 9.5 体部をへてやや内傾気味の口縁 ナデ調整。内面は指ナデ調整。 -灰褐色 らに含む

高 3.7 部に至る。体部下端に稜があり、 体部・ロ縁部内外面 回転ナデ。 .90% 

どっしりとしている。

8 杯 口 13.0 体音防当ら口縁部まで直線的に大 底部右回転糸切り無調整。内 -良好

(須恵、) 底 7.5 きく開く。器肉は均一し、口唇 面 うず巻状へラナデ。体部・ -灰色

局 3.7 部は丸い。内面底部は顕著な糠 口縁内外面 回転ナデ。体部下 .80% 

櫨痕あり。 位外面回転へラケズリ。

9 杯 口(12.6) あげ底の底部より体部中位に膨 底部 回転へラ切り。中心は径 -良好 体部下位に

(須恵) 底 8.2 らみをもって外傾し口縁部でわ 1 cm高さ 1mm程の粘土が残って -灰色 自然粕

主F主司r 3.4 ずかに外反。比較的薄手でつく 突出している。体部~口縁内外 .60% 

りよしミ。 面回転ナデ。

10 杯 口(14.8) 平底の大きい底部から糠櫨痕を 底部右回転糸切り無調整。口 -良好 非常に滑ら

(須恵) 底(10.8) もって外傾する浅い杯。底部は 縁~体部内外面回転ナデ。外 -黄白灰色 かである

高 4.0 器厚。 面は指ナデ。 .30% 

11 主主 口(15.6) 天井部から体部にかけ肩は張ら 体部・口縁部内外面 白転ナデ。 -良好 黒色粒子多

(須恵) ずに水平に開き端部はやや垂渡 -灰色 量に含む

な面を持って屈曲する。返りは -体部~口縁部少々

持たない。

E-62号住居跡、

ド司手~，
I : 4 I Qcm 

図256 E -62号住居跡出土遺物(1)
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E-62号住居跡出土遺物(2)

。

E-62号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青芸 肯E の 特 徴 成形・手法の特徴

1 委 口 17.7 口縁部はやや内傾しながら立ち 口縁部内外面横ナデ。外面

(土師) 上位で外傾する。全体にっくり ナデ及び指押え。

雑。

2 域 底 (5.7) ハの字状に開く台付の底部よ 底部 回転糸切り後台部貼り付

(土師質) り、やや丸味をもって外傾する。 け回転ナデ。休部~口縁内外国

全体的に薄手で軽い。 回転ナデ。

3 .5J.5J 釜 口 (20.0) 平底の底部。っくりの良い断面 口縁部内外国横ナデ。体部内

(須恵) 底 (8 0) 三角形の鍔を経て内傾する短い 外面回転ナデ。胴部下位へ

口縁に至る。 ラケズリ。内面横ナデ。

E-63号住居跡、

図258 E-63号住居跡出土遺物(1)
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I : 4 I Qcm 

-焼成・色調・残存 備考

-良好 粗砂粒まば

-暗澄褐色 らに含む

-口縁部%周

-良好

-黄灰色

-底部付近l--2周

-良好 底部×印の

-暗澄褐色 刻書あり

。口縁~底部少々

。 I : 4 I Qcm 
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E-63号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 育長 態、 の 特 徴 成形。子法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

l 彦:=右E 日 19，0 体部上位に最大径をもち、口縁 日縁部内外面横ナデ。胴部上 。良好 粗砂粒まば

(土師) 下位でやや直立気味に内傾し上 半横へラケズリ。下半は縦へ ， t登褐色 らに含む

位で外反。 ラケズリ。内面横へラナデ。 。50%

2 亨3支夜二 口(18，0) 肩が張り、口縁部は直立し上位 口縁内外面横ナデ。胴外面 -良好 胴一部に煤

(土師) で外反するコの字状。口唇部は 横・斜めへラケズリ。内面横 。櫨褐色 付着

少々突出。 へラナデ。 。30%

3 斐 口(19，2) 肩部はあまり張らずになだらか 口縁部内外面横ナデ後外面指 。良好

(土師) な丸味をもっ。口縁直立し上位 押え。胴外面横へラケズリ。 。燈褐色

で丸味をもって外反するコの字 内面横へラナデ。 @口縁~体部少々

状口縁。器薄である。
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3. E 区

E-63号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 苛5 ムd円山~ぺ、 。〕 特 徴 成形ー手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

4 婆 口 (20.1) 直線的に内傾する胴上位、口縁 口縁部内外面横ナデで外面に 。良好

(土師) は直立し上位で大きく外傾する 指押え、輪積痕あり。胴上位外 -樫褐色

コの字状口縁。口唇部は短く直 面横へラケズリ。内面横へ 。口縁~胴上位少々

立し垂直な面をもっ。器薄であ ラナデ。

る。

5 主主 底 3.6 小さい平底。胴部下位から中位 底部へラケズリ。内面へラ 。良好 外面煤付着

(土師) は器薄で表面は部分的に光沢を ナデ。体部へラケズリ。内面 @暗燈褐色

もつ。 横・斜めへラナデ。 。40%

6 杯 口 13.4 平底。体部は車産纏痕をもちなが 底部 右回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 6.5 ら直線的に外傾し口縁はやや外 部・口縁部 回転ナデ。 -白灰色

高 3.9 反する。 .80% 

7 杯 底 7.2 平底の底部より駿糠痕もって大 底部 右回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) きく外傾する体部下位。 部内外面回転ナデ。 -灰褐色

。底vz周、体部下位

少々

8 杯、 口(13.0) 平底。やや丸味をもって外傾す 底部 右回転糸切り無調整。体 。良好 粗砂粒をま

(須恵) 底 8.0 る体部。口縁は外反して開く。 部~口縁部内外面回転ナデ。 。白灰色 ばらに含む

~全司T 4.2 底部のっくりは雑である。 -底%周、体部~口

縁少々 (40%)

9 杯 口 14.4 平底の底部より大きく丸味を 底部 右回転糸切り無調整。体 。良好 体部一部に

(須恵) 底 7.4 もって外傾する体部。口縁はや 部・口縁部内外面 回転ナデ。 。白灰色 煤付着

高 3.5 や内傾。 。底部~口縁部

(80%) 

10 杯 底 7.3 平底。内外面糠櫨痕もちながら 底部 右回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 直線的に大きく外傾する体部下 部~口縁部内外面白転ナデ。 。白灰色

位。器面ザラついており、もろ -底部 1周、体部

し〉。 少々 (30%)

11 均二 口 (13.2) あげ底気味の底部。体部外面は 底部 右回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 5.8 顕著な糠聴痕もちながら大きく 部。口縁部内外面回転ナデ。 。黄白灰色

~さ司r 3.8 外傾し、口縁部でさらに外反。 。底vz周、体部~口

縁少々 (40%)

12 杯 口(13.5) 平底。直線的に大きく外傾する 底部 回転糸切り。体部。口縁 。良好

(須恵) 底 (7.5) 体部。口縁でやや外反し、口唇 部内外面 回転すーデ。 。白灰色

高 4.0 部は丸い。 -底部~口縁部少々

13 均二 底 7.0 大きく外傾する体部下位。器厚 底部 右回転糸切り無調整。体 。良好 っくり雑

(須恵) である。底部内面には顕著な糠 部。口縁部内外面 回転ナデ。 。黄白灰色

聴痕みられる。 。50%

14 士宛 口 15.0 台部下位にするどい稜をもっ。 底部 右回転糸切り後台部目占り 。良好

(須恵) 底 6.0 体部中位に膨らみを持って外傾 付け回転ナデ。体部。口縁部内 。白灰色

τI司全r 5.2 し口縁で外反する。 外面回転ナデ。 .60% 

15 士見; 台部欠損。体部は弱い糠纏痕を 底部(回転?)糸切り後、台部 。良好

(須恵) 残し丸味をもって外傾。厚手で 貼り付け回転ナデ。体部内外面 @暗灰色

焼成も硬くず、っしりとしてい 回転ナデ。 。底部%周と胴部

る。 少々

16 皿 口 14.0 大きく直線的に外傾する体部か 底部 右回転糸切り後台部貼り 。良好

(須恵) 底 7.8 ら口縁部。表面もろく雑なつく 付け回転ナデ。体部。口縁部内 e 白灰色

高 2.9 りて、ある。 外面回転ナデで体部外面指 。90%

ナデ痕。凹凸が大きく不整形。
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遺跡各区の出土遺物集成

E-63号住居跡出土遺物観察表(3)

No 器種 寸 法 (cm) 青手 白百 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

17 石 全長 16.4 ずっしりと重い乳棒状の石で断 上下端部には蔽打痕と思われる -淡青灰色 輝石安山岩

重量 960g 面は楕円形に近い。全面よく丸 欠損部があり、側面にはやはり • 7と全'GJf:て/ノ

みをもっ。 敵打痕らしき細かな傷が所々に

ある。

E-65号住居跡、

三J \こ~:::7 \--~ :2 
三与字正三Fミマメ予「

dZ三主主弘司 ぷ三吉込IJ 8 

図260 E -65号住居跡出土遺物

E-65号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 育長 11.円~，~、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 勾: 口(10.2) 平底。体部中位に膨らみをもち 口縁部内外面横ナデ。体部下 。良好

(土師) 底 (6.0) 口縁部で直立する。やや小型の 半及び底部 へラケズリ。内面 -燈褐色

高 3.8 杯。厚手。 ナデ。 • 30% 

2 杯 口 (14.4) 体部は丸味をもち口縁部はやや 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 (10.4) 直線的に外傾する。口径と底径 部~口縁部内外面 回転ナデ。 -白灰色

高 3.8 の差は小さい。 • 30% 

3 杯 口(15.2) やや突出している底部。体部中 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 (9 7) 位に膨らみをもち口縁部でやや 部~口縁部回転ナデ。 -灰色

高 4.2 外反する。 • 30% 

4 杯 口 12.3 平底。やや膨らみをもって外傾 底部右回転糸切り無調整。体 -良好 粗砂粒まば

(須恵) 底 7.2 し、口縁で外反。器肉は均一し 部~口縁部内外面 回転ナデ。 -暗灰色 らに含む

高 3.2 てやや厚め。 .90% 

日「 蓋 口(19.2) つまみ部はボタン状で中央部が 内外面とも回転ナデ。 -良好

(須恵) 高 4.2 やや膨らむ。天井部から体部は -白灰色

丸味をもち、口縁端部は強く反 -口縁~つまみ部

り返ってから内側への強い屈曲 (40%) 

を示す。返りはなし。

6 蓋 中央が広く突出するボタン状つ つまみ部~体部内外面 回転ナ -良好

(須恵) まみ部より、天井部やや張り気 デ。体部外面 回転へラケズリ。 。灰色

味にハの字状に開く体部で、中 -つまみ部~体部%

央部外面は少々くぽんでいる。 周 (30%)

-238 



3. E 区

E-65号住居跡出土遺物観察表(2)

No ~*種 寸法 (cm) f三 ムJ同也レE 、 の 特 {数 成形・手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

7 蓋 口(18.0) 平らな天井部。体部は糠糠痕に 体部~口縁内外面回転ナデ。 。良好 粗砂粒まば

(須恵) よる凹占が見られる。端部は鋭 天井部外面同転へラケズリ。 。白灰色 らに含む

い稜が張り、内側に屈曲し先端 。{本部~端部少々

はやや外反して聞く。

8 蓋 口 11.6 やや膨らみをもっ天井部からゆ 天井部外面 回転へラケズリ後 -良好 口縁部付近

(須恵) るやかな体部を経て日縁部は直 ナデ。体部~口縁部内外面 回 。青灰色 一部歪みが

に聞く。返りはもたず、またつ 転ナデ。 -つまみ部のみ欠損 見られる

まみ部は、宝珠形になると思う。 (90%) 

小型の蓋て、ある。

9 鉱 長さ 9.3 茎部断面長方形

(鉄製) 市高 3.8 

重量 36.0g

E-66号住居跡

んムバ 3にムノ4

Yミフミ二二-r--cイ ょと三匡ミ::::::、

主子守 8
I : 4 IOcm 

図261 E -66号住居跡出土遺物
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-66号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (CI11) 形 肯~，~、 の 特 徴 成形・子法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

1 甑 口 (30.0) 底部全面穿孔型の大型甑。直線 胴外面縦@斜めへラケズリ。 。良好

(土師) 底 12.5 的に外傾する長胴部。口縁部は 内面横へラナデ。口縁部内外 。淡褐色

同 30.5 括れずそのままわす、かに外反す 面横ナデ。 。40%

る。口縁部やや厚め。

2 鉢 口 (25.0) 丸底。やや直線的な体部。口縁 口縁部内外面横撫で。体部 。良好 小石少々含

(土師) 主!日主b 14.7 部と体部の境横すデ状の沈線が ~底部外面へラケズリ。内面 -暗赤褐色 まれる

走り、口縁部は中位にくぼみを へラ横ナデ。 。口縁部~底部

もって外反する。 (40%) 

3 Z霊 口(14.2) 体部と口縁部の境に段を持ち、 口縁部内外面横ナデ。胴外面 。良好

(土師) 口縁部は僅かにふくらんで外反 横へラケスリ。内面横指ナデ。 -掻褐色

する。薄手のっくりで器面はザ 。口縁片 (20%)

ラっく。

4 杯 口(14.4) 丸味をもった平底の底部。体部 体部外面横へラケズリ。内面 。良好 体部外面ザ

(土師) 底 (8 0) から口縁部は丸味をもって大き 縦へラミガキ。底部外面へラ 。燈褐色 ラついてい

高 4.0 く内湾する。 ケズリ。内面へラミガキ。 。40% る

5 杯 口 14.0 全体的にゆがみがあり不整形な 底部~胴部下位外面 回転へラ 。良好

(須恵) 底 9.0 杯。底部外面外周に溝 1条あり。 ケズリ。体部~口縁部内外面 -灰色
主F主司T 4.8 体部は直線的に外傾する。 回転ナデ。 。80%

6 士先 口(17.6) 直線的に立ち上がる体部。口縁 体部~口縁部内外商回転ナ 。良好

(須恵) はわずかに外反し、器薄である。 ア。 。白灰色

。体部~口縁少々

室 口(184) ボタン状のつまみ部。なだらか 天井部~体部中位外面 回転へ @良好

(須恵) 局 3.0 な天井部で、非常に平たい器形。 ラケズリ。つまみ音日。{本音帯。口 。白灰色

端部はやや開き気味に屈折して 縁部内外面 回転ナデ。 .40% 

いる。大型の葦。

8 鉢? 底 (9 6) ハの字状にゆるやかに広がる台 内外面回転ナデ。 。良好

(須恵) 部。底音1)器肉は分厚く、焼きし 。暗灰色

まり良い。 。台部少々

9 長頚壷 口(10.6) 直線的に外傾する頚部から口縁 頚部~口縁部内外面回転ナ 。良好(焼きしまり

(須恵) 部。器肉はやや厚手である。 ア。 良し)

。青灰色

。口縁部~頚部少々

E-67号住居跡

一¥

o I : 4 10 cm 
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図262 E -67号住居跡出土遺物(1)
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図263 E -67号住居跡出土遺物(2)

E-67号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 形 肯E の 特 徴 成形。手法の特徴 @焼成・色調。残存 備考

1 )j)j 釜 口 (24.0) 直線的にやや外傾しながら立ち 口縁部内外面横ナデ。胴部外 @良好 小石・粗砂

(須恵) 上がる胴上位。鍔はっくりが雑 面斜めへラケズリ。内面 -暗燈褐色 粒まばらに

で指押え痕無数に残る。口縁部 横・斜めへラナデ。鍔先端指 @胴上位以上部少々 合む

はやや内傾する。 押え。

2 斐 口(18.2) 大きく内湾する胴上位。強く屈 口縁部内外面及び胴上位 回転 。良好

(土師質) 曲する短い口縁部。口唇部は押 ナデか?。胴上位外面斜めへ -明燈褐色

えがよく施され、広い斜めの面 ラケズリ。 -胴上位以上部少々

を持つ。

d つ 均二 口(15.6) 丸味をもっ体部で口縁部で大き 体部~口縁部内外面回転ナ 。良好 粗砂粒まば

(土師質) く外反する。全体に器薄である。 ア。 。燈褐色 らに含む

。口縁部~体部少々

4 杯 口(14.7) 丸味をもって大きく外傾する体 体~口縁内外面回転ナデ。内 -良好 内面黒色処

(土師質) 部。口縁はそのままさらに外反。 面は細かな横へラミガキ。 。暗褐色 理

ふっくらとした杯。 。口縁部~体部少々

U f不 口 (9.6) 丸味をもっ体部で、口縁は短く 体部~口縁部内外面回転ナ 。良好

(土師質) やや外反。小型杯。 デ、市黄ナデカザ包さ;hる。 -燈褐色

。口縁部~体部少々

6 土完 底 (8 4) 足高の台部が僅かに内湾して開 底部内外面 回転ナデ。 。良好

(土師質) く。器厚である。 。暗灰色

。底部~体部少々

7 皿 口( 12.6) 台部欠損。非常に薄手の底部か 底部右回転糸切り。体部~口 。良好

(須恵) 高 1.6 ら、磯櫨痕をもち大きく外反す 縁部回転ナデ。 。青灰色

る体部。大変浅い器形である。 。40%

E-69号住居跡、

己主i 三三ド4

LJベ4
I : 4 IOcm 

図264 E -69号住居跡出土遺物
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E-69号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背ラ i 思h の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成。色調。残存

主主 口 11.6 胴上位は内湾気味に立ち口縁部 口縁部内外面横ナデ。胴外面 。良好

(土師) は大きく外反。器肉は薄手であ へラケズリ。内面横へラナデ。 。燈褐色

る。 摩耗激しい。 -胴上位以上少々

2 士司、 口 14.6 丸味をおびた平底。膨らみを 口縁部内外面横ナデ。体部外 。良好

(土師) 底 10.0 もって外傾する体部。口縁部と 面へラケズリ。内面横ナデ -掻褐色

前 4.8 の境にj高があり、口縁部はわす、 後放射状へラミガキ。底部子 。70%

かに外反。 持ちへラケズリ。

ο つ 王不 口 13.4 丸底。厚手でやや膨らみをもっ 底部 回転へラケズリ。外面体 -良好

(須恵) 底 10.2 体部はわず、かに外反。器肉は口 部と底部の境 ていねいな回転 @白灰色

両 4.0 唇部に近づくほど薄くなる。 ヘラケズリ。底部内面指ナデ。 -ほほ完形

4 土不 口(142) 短い台部より体部は浅く外傾す 底部 回転へラケズリ後台部貼 。良好

(須恵) 底(10.0) る。底径と口径の差は小さい。 り付け回転ナデ。体部~口縁部 -灰色

高 3.9 回転ナデで外面下位 回転へラ @底部~口縁部少々

ケズリ。

5 杯 口(17.7) しっかりとした短い台部。口唇 底部~口縁部内外面回転ナ 。良好

(須恵) 底 (13.7) 部は非常に薄い。底径と口径の ア。 。白灰色

高 4.1 差が小さく浅い杯。 . 20% 

E-70号住居跡

ミミ圭/三正三三
極)噂)長)L4

図265 E-70号住居跡出土遺物

E-70号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育長 盲g 。〉 ヰ寺 徴 成形@子法の特徴 -焼成・色調・残存

l 土先 口(13.4) っくりが雑で不整形な台部よ 底部右回転糸切り後台部貼り 。良好

(土師質) 底 6.9 り、やや直線的に外傾する体部 付け回転ナデ。体部~口縁部内 。淡黄色

~司7 5.2 から口縁部。器肉は薄い。 外面回転ナデ。 。80%

2 士先 口 13.0 雑なっくりの低い台付底部。体 底部右回転糸切り後台部貼り 。良好

(須恵) 底 6.5 部はやや丸味をもち大きく開 付け回転ナデ。体部~口縁部 。暗灰色

τ1司主T 4.7 き、口縁部で外反。外国ザラつ 回転ナデ。 -完形

3 土先 口(12.4) 接地面の少ないハの字状に聞い 底部右回転糸切り後台部貼り -良好

(土師質) 底 (6 0) た台付底部。体部カ3ら口縁部は 付けナデ。体部~口縁部内外面 -黄白灰色

高 5.0 ほぼ直線的に外傾して聞く。 回転ナデ。 。50%
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図266 E-71号住居跡出土遺物

E-71号住居跡出土遺物観察表(1)

Nc 器種 寸法 (cm) 育長 肯d山E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調。残存 備考

l E喜 口 (24_5) 胴上位はやや膨らみをもって直 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) 立し、口縁部で大きく外反する 面縦へラケズリ。内面横へ -樫褐色

長胴警である。 ラナデ。剥離しているため不明 。口縁部~胴部上半

瞭。口縁部に指押え痕あり。 (50%) 

2 2霊 口 (238) 直立する胴部上位より、口縁部 口縁部内外面横ナデ。胴部外 。良好 粗砂粒まば

(土師) は屈曲気味に強く外反する。長 面縦へラケズリ。内面横指 。赤褐色 らに含む

胴斐。 ナデ。 -口縁部~胴部少々

3 Z喜 口 (134) 体部上位から口縁部にかけて軽 口縁部内外面横ナデ。体部上 @良好

(土師) くくの字状に屈曲する。口縁部 位外面縦へラケズリ。内面 。暗権褐色

の器肉が厚い。 ナデ。 -口縁部付近少々
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E-71号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 す法 (cm) % ムd向bμ日、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

4 鉢? 口 (25.0) 休部上位は直線的に外傾し、口 体部外面斜めへラケズリ。内 -良好 粗砂粒まば

(土師) 縁でやや膨らみをもって直立す 面横ナデ。 -燈褐色 らに含む

る。口唇部は内傾する。 -口縁~体部少々

5 土不 口 14.0 やや丸味をおびた底部。体部は 口縁部内外面横ナデ。底部外 -良好 粗砂粒。小

(土師) 底 8.5 やや膨らみをもって直線的に外 面へラケズリ。内面ラセン 。掻褐色 石まばらに

恒3 5.2 傾し、口縁もそのまま開く。口 状暗文。体部外面横へラケズ 。ほぼ完形 合む

縁と体部の境潜がある。 リ。内面放射状暗文。

6 土不 口(13.2) やや厚自の底部からゆるやかな 体部外面横へラケズリ後横へ 。良好

(土師) 底 8.0 膨らみをもっ体部を経て、口縁 ラミガキ。内面放射状へラミ -樟褐色

品 4.1 部で短く内湾する。 ガキ。口縁部内外面横ナデ。 。50%

7 杯 口(12.2) 凹凸のある雑なっくりの底部。 体部。底部外面へラケズリ。 -良好 粗砂粒まば

(土師) 1ft， 8.5 大きく外傾する体部から口縁 内面体部放射状暗文。底部 。樟褐色 らに含む

~さ司r 3.9 部。 ラセン状暗文。不明瞭である。 • 50% 

8 何= 口(13.3) 直線的に外傾する体部。日縁部 日縁部内外面横ナデ。体部外 。良好 粗砂粒含む

(土師) も直線的に外反。体部中位に稜 面へラケズリ。内面放射状 。暗赤褐色

をもっ。 暗文。 。口縁部~体部少々

(30%) 

9 珂; 口(14.2) 丸底。丸味をもっ体部。口縁部 口縁部内外国横ナデ。体部外 。良好

(土師) 主F主司f 3.7 は外反し口唇部はややつまんで 面へラケズリ。内面放射状 。燈褐色

あり突出している。 暗文。底部にかけてラセン状暗 。30%

文。

10 杯 口 13.7 低い台を付した底部。体部から 底部 回転へラ切り後台部貼り -良好 細砂粒多量

(須恵) 底 10.4 口縁部は直線的に外傾。底径と 付け回転ナデ。体部~口縁部 -青灰色 に合む

高 3.2 口径の差が小さく短い体部。 回転ナデ。 。90%

11 杯 口 13.0 平底。直線的に大きく外傾する 底部 回転へラ切りで端周辺及 -良好

(須恵) 底 7.5 体部から口縁部。全体にっくり び、体部下位は回転へラケズリ。 -暗灰色

品 3.8 が不整形で歪んでいる。体部 体部~口縁部内外面回転ナ -完形

~口縁部の厚さは薄い。 ア。

12 杯 口(13.2) 平底。体部は直線的に外傾し口 底部右回転糸切り無調整。体 @良好 底部刻書状

(須恵) 底 8.0 縁部はやや外反気味。比較的薄 部~口縁部内外面 回転ナデ。 。黒色 の溝あり

局 3.7 子なっくりである。 • 40% 

E-72号住居跡、
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図267 E-72号住居跡出土遺物(1)
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図268 E-72号住居跡出土遺物(2)

E-72号住居跡出土遺物観察表

N且 器種 寸法 (cm) 形 白百 の ヰ寺 j数 成形・手法の特徴

l 均二 口(12.4) 平底。体部と口縁部の境に稜を 口縁部内外面横ナデ。体部外

(土師) 底 (7 0) 持ち、口縁部はやや直立する。 面横へラケズリ。内面横ナ

両 4.2 内部は底部中央が非常に薄手で デ。底部外面子持ちへラケズ

ある。 リ。不明瞭のため図化できず。

2 杯 口(12.4) 丸味をもって内湾する体部。口 日縁部内外商横ナデ。体部外

(土師) τF主司T 4.0 縁は直立して開き口唇部先端が 面横へラケズリ。

細く尖る。

3 士不 口 12.2 平底。体部は内傾しながら口縁 底部~体部外商へラケズリ。

(土師) 底 8.1 部で直立して聞く。底~体部は 摩耗のため不明瞭である。内面

高 4.5 厚手で、口唇部は細い。深さの 底部体部境は指ナデ痕。口縁部

ある杯。 内外面横ナデ。

4 杯 口 11.2 部少々丸い平底の厚い底部。直 口縁部内外面横ナデ。体部外

(土師) 底 9.0 線的に外傾する体部から口縁は 面横へラケズリ。摩耗のため

高 4.0 直立する。底部内面中央部にく 不明瞭。底部は円板状、体~口

ぼみ有り。 縁は放射状に 5等分された破片

から成る。

D 杯 口(11.5) やや丸味をもっ平底。体部はや 口縁部横ナデ。摩耗のため不

(土師) 底 7.4 や直線的に外傾し、口縁との境 明瞭。

Y田吉J 3.8 で稜をもっ。口縁部は直立気味

に開き、口唇部細く尖る。底部

器肉特に中央が厚い。

6 杯 口 (13.4) 平底。体部は直線的に外傾し、 底部 右回転糸切り無調整。体

(須恵) 底 (8.0) 口縁部でそのまま聞く。 部、 部~口縁部回転ナデ

~司全T 3.8 口縁部が受け口状である。

均二 口(12.0) 平底。体部下位にやや膨らみを 底部回転へラ切り。外周は回転

(須恵) 底 (8 0) もち、口縁にかけて直線的に外 ヘラケズリ。体部~口縁部内外

ヨF主ヨT 3.7 傾する。器薄であるがっくりは 面回転ナデ。外面下位指ナ

良い。 プ

8 杯 口 11. 7 あげ底の底部。体部から口縁部 底部 右回転糸切り無調整。内

(須恵) 底 7.2 まで直線的に外傾。器薄で口径 面中央はうず巻状になってい

高 3.4 と底径の差少ない。 る。体部~口縁部回転ナデ。

9 河= 口(10.8) 厚い平底。外傾する体部。口縁 底部右回転糸切り無調整。内

(須恵) 底 6.0 部は短く外反。小型の坪だが深 面指ナデ痕が渦巻状に残る。

両 4.0 さはある。 体部~口縁部回転ナデ。体部

下位外面 へラケズリ調整。

10 杯 口(13.0) 上げ底の底部より体部下位で、 底部外面回転糸切り。口縁

(須恵) 底 (9 0) 弱い段を持ち、やや丸味を持つ ~体部内外面回転ナデ。

高 3.4 体部を経て口縁でそのまま開

11 杯 口(11.0) 平底。体部は幅広の糠櫨痕を 底部回転糸切り無調整。体

(須恵) 底 (6.6) もって外傾し口縁部で外反す ~口縁部回転ナデ。

高 3.5 る。底部中央器薄。
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。焼成。色調・残存 備考

-良好 粗砂粒まば

@権褐色 らに含む

。底部~口縁部

(50%) 

。良好

-燈褐色

。底部~口縁部少々

。良好 器面摩耗激

。1登褐色 しい

。底部~口縁部

(80%) 

-良好

。樟褐色

。底~体部%周~口

縁 (80%)

。良好 粗砂粒まば

。燈褐色 らに含む

-底~口縁部(50%)

。良好

。白灰色

。50%

。良好

。白灰色

。底~口縁部(30%)

。良好 部分的に白

。灰色 然粕

。90%

。良好 体部外面に

-青灰色 自然紬

。40%

。良好

。暗青灰色

。40%

。良好 体部自然粕

-暗白灰色

。底部~口縁部少々
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図269 E -73号住居跡出土遺物

E-73号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸 法 (cm) 青Z 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成。色調・残存 備考

翠 口 (20.1) 口縁部下位は直立気味に立ち上 口縁部内外面横ナデ。外面は 。良好

(土師) 位で外反するコの字状。器薄て、 ナデがやや雑である。指押え痕 -燈褐色

ある。 あり。 。口縁部付近少々

2 椀 口 14.1 不整形で雑なっくりの台部。体 底部右回転糸切り後台部貼り -不良 っくり・焼|

(須恵) 底 7.2 音1;はやや丸味を持ち、臼縁部で 付け回転ナデ。体音Il~口縁部 。白灰色 成とも雑

品 5.1 外反。器肉はやや薄い。 回転ナデ。 。60%

3 士完 底 7.5 短く太くどっしりとしている台 底部右回転糸切り後台部貼り 。良好 内面黒色処

(須恵) 付底部。体部下位は外反。 付け回転ナデ。体部下位内外面 -白灰色 理

回転ナデ。 。底部~体部少々

4 域 底 (8 6) っくりの良い薄くしっかりとし 底部 回転糸切り後台部貼り付 。良好

(須恵) た台付底部。体部下位は外傾す け回転ナデ。体部内外面 回転 。青灰色

る。 ナデ。 。底音Il~体部少々
L一一一一一

E-74号住居跡、

r「 ミ己主ジ

、、ここ主こクグ

I : 4 IOcm 

図270 E-74号住居跡出土遺物
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E-74号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 形 肯fjJ，、 。〕 特 徴 成形・手法の特徴

護 口(134) 口縁はなだらかなコの字状を呈 口縁部内外面 横ブデ。胴上位

(土師) す。口唇部は垂直な短い面の中 外面へラケズリ。

位にj誌をもち先端尖る。

2 斐 底 4.3 平底の小さな底部より直線的に 胴下位外面縦へラケズリ。内

(土師) 大きく外傾する胴部下位。非常 面へラナデ。

に器薄で滑らかである。

3 杯 口 (14.0) やや突出した平底の底部。体部 底部右回転糸切り無調整。体

(須恵) 底 (8.0) 中位に膨らみをもって大きく外 部~口縁部回転ナデ。

局 3.6 傾し、口縁部で短く外反。底部

器厚である。

4 均二 底 7.0 あげ底の底部より膨らみをもっ 底部右回転糸切り無調整。

(須恵) て大きく外傾する体部下位。底

部の端がやや雑て、わずかに突出

する。

5 土宛 口(150) 台付底部より丸味をもっ体部か 底部右回転糸切り後台部貼り

(須恵、) 底 (8.0) ら口縁部。深い坊である。 付け回転ナデ。体部~口縁部内

両 5.8 外面回転ナデ。

6 査蓋 口(11.7) 体音防〉ら口縁部は垂下し、天井 内外面回転ナデ。

(須恵) 部外周強く外へ突出O 内側は返

り状に細い突出がめぐる。

7 小型査 口 3.0 低い台部付底部。体部は球形を 底部~口縁部内外面回転ナ

(須恵、) 底 3.8 なし肩部が張る。直立する頚部 ア。

同 7.0 から大きく外反する口縁部。口

唇部は垂直な短い面をもち、内

面は段をもっ。底部器厚で重い。

E-75号住居跡

ッに-:{2 

t可〈
FO 

図271 E -75号住居跡出土遺物

E 75号住居跡出土遺物観察表(1)

形態の特徴 成形。手法の特徴

3. E 区

-焼成。色調。残存 備考

。良好

。燈褐色

。口縁部y:i周

-良好

-樟褐色

。胴部下位のみ

。良好(焼きしまり

良い)

-白灰色

。30%

。良好

-暗白灰色

。底部付近%周

。良好

。暗灰白色

。30%

。良好 粗砂粒まば

。青灰色 らに含む

-体部~口縁部少々

。良好

。白灰色

。ほぼ完形

o :  4 [  Ocm 
卜一一

。焼成・色調。残存

口縁部はやや内傾するコの字状|口縁部内外面 横ナデ。胴上位|。良好

を呈す。口唇部外面は凹み、端|外面横へラケズリ。内面横|。燈褐色

部は尖る。 ナデ。 。口縁付近%周

247-



I 遺跡各区の出土遺物集成

E-75号住居跡出土遺物観察表(2)

No 号号 種 寸法 (cm) J8 有E の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

2 台 付 斐 胴下位大きく外事長。台部ハの字 剥離しているため不明。 。不良

(土師) 状に開くと思う。底部器薄であ -明赤褐色

る。 -台部~胴部下位

つ、) 域 底 (7.8) ハの字状に開く台付底部。体部 底部 右回転糸切り後台部貼り -不良

(須恵) は丸味をもっ。底部肉厚。 付け回転ナデ。体部~口縁部内 -暗白灰色

外面回転ナデ。 • 40% 

E-76号住居跡、

、、

日量土d，

。 I: 4 IOcm 
トーー←←一一一一一一一一一+ 一一一斗

図272 E -76号住居跡出土遺物

E-76号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸 法 (cm) 育長 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

1 査 胴部上位に最大径をもち大きく 胴内外面回転ナデ。 。良好

(須恵) 湾曲する。内面は顕著な糠櫨痕 。灰色

を持ち器厚。 -胴部中位~上位

2 t宛 底 8.0 太く短い、っくりの雑な台付底 底部右回転糸切り後台部貼り 。良好 底部外面ザ

(須恵) 部。丸味をもっ体部下位。 付け回転ナデ。体部内外面回 。白灰色 ラつきあり、

転ナデ。 。50% っくり雑

3 均二 底 (7.7) 平底。体部下位に膨らみをもっ。 底部 回転糸切り。体部~口縁 。不良

(須恵) 底部は体部に比して厚く突出気 部回転ナデ。 -白灰色

味である。 。底部~口縁部少々

E-77号住居跡、

亡三三日 VI (Sニ去)

図273 E-77号住居跡出土遺物
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3. E 区

E-77号住居跡出土遺物観察表

形態の特徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存

背部の厚さ約 3mm。両端欠損する。

E-78号住居跡、

， ， 

¥ヨト五 、¥ームニグ k三J
[ : 4 [Ocm 

図274 E-78号住居跡出土遺物

E-78号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) ~ 吉E の ヰ寺 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

1 斐 口(19.6) 胴上位に最大径を持ち湾曲する 口縁部内外面横ナデ。輪積痕 。不良 摩耗激しい

(土師) 胴部。口縁はやや外反する。 あり。胴部外面縦へラケズリ。 。淡樟褐色

口縁付近は横ナデによりケズリ 。口縁部~胴部中位

消される。内面横ナデ。 部少々

2 婆 口(112) 最大径を胴部上位にもちゃや肩 口縁部内外面横ナデ。胴部外 。不良 胴外面上位

(土師) が張る。口縁部は外反して開き、 面上位 へラケズリ後ナデ。中 。臼灰色 に黒色斑点

体部との境に段をもっ。 位縦へラケズリ。内面横へ 。口縁部~胴部少々 あり

ラナデ。
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E~78号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (CI11)

η d 護 口(18.0)

(土師)

4 婆

(土師)

5 玉前旬己百

(須恵)

6 J不 底 6.0 

(須恵)

ま不 口 12.5 

(須恵) 底 6.5 

局 3.9 

E-79号住居跡、

下半
亡

形 tf.山~、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存

胴部は丸味をもって湾曲し、口 口縁部内外面横ナデ。胴上位 -不良

縁部で大きく外反する。全体に 外面横・斜めへラケズリ。内 。淡燈褐色

器薄である。 面横ナデ。 -口縁部~胴吉1I少々

胴部下位は直線的に大きく外傾 胴外面へラケズリ。内面斜 。不良

し、上位で直立気味に内傾する。 め刷毛ナデ。摩耗のため不明瞭。 。淡褐色

器痔でもろい。 。胴部少々

直線的に外傾し、内外面に較艦 胴内外面回転ナデ。 。良好

痕有す胴部下位。 。白灰色

。胴部下位少々

平底。大きく直線的に外傾する 底部 回転糸切り無調整。 。良好

体部下位。底部内面糠櫨痕著し 。掻灰色

くもり上がる。 。30%

平底。弱い糠櫨痕をもって直線 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

的に外傾する体部。口縁部はや 音lí~口縁部回転ナデ。 -灰色

や外反する。っくりは雑である。 。90%

73 

U"ミ2

三ミプイ

℃二三二 たニニニニニニ

d〆--ーー

ノど士1L竺ミ

備考

粗砂粒まば

らに含む

小石・粗砂

粒まばらに

合む

〆

I : 4 IOcm 

図275 E ~79号住居跡出土遺物
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九.E I夫

E 79号住居跡トLI1 :辿物t~脳連我

No. ~~佃 、j・m(('111) 形 1m 。〉 ヰJt 倣 j戊形 ・手法の特徴 • tð'~ 1花 ・ 也I~，'，I ・ 伐ずが WI ザ

型日 LI (Z:U;) 恨りの似b、lII，ij1:10'r..1.り11総f111は I l ur~1内外1m 仰ナ 7'u IJI .. J I'J，'l '!Hf 
( ~I: 師) 人ーさく外}心開l切である。 外|市縦ヘラケズリ。|付1M 倣 -般利j色

ヅデ。 '11~'ml-JJI，杭I1少々

1 弘?E 1 1 (1!l.3) IIHml1ニ付:は1nl< 1)~ i1'J し、 II~柑11 11鯨邸内外Ifli 似ヅデ。 IIll1lffilL • J;jJf 
(上向lil で大さく Ul線的に外jえする。 11fii へラケズリ。 |勾f(可制ヘラ -淡伶制色

唇1m九〈以い。 )-デ。 .11給付近tl11少々

一 トーーーーー 一
1 iイ、 口 (15.~) 九 l味をnって I)~iI"1する体部よ ，-，側部内外IIii 似Fデ。休部外 • J~H' 

( 1:師j) り、 11紋ì~11はそのよま IJlJ <. ~!I i(lI ヘジケズリ。|人illrt 峨ナグ。 . ~在約色

!Wで~1(1iはもろい。 -休部--11純白i少々

4 t不 1 1 (16‘2) 九みをもっ服部上り体行11は大3 1 1鰍ì~II)~外 liri 峨ブ デ。 ß'~nJl外 .MJ' ， 

(七印li) 成 (6，0) < 1m品、ややI)mしとrがらその 凶iへラケズリ。 休部櫛へラ - 般Iti~

rE :J. 5 まま 11級苅lに~る" ウズリ。 I)~i日似ヘラ rr。 ':lO% 

5 .Tf; U (12.2) 甲山。白1総的な14>:l'lIlから11品約;11。 服部 Illll阪へ Aノ切り。 |刈而 む . J~~f 

(m泌) li~ (9.0) 円仔ffflは紛|い。 せん状般)例I~~。休刊11--11線再1I • 1'11バ色

1ilj :l. " ~lHI伝ナグ。体制i ド附，J 1"1転ヘラ • 30% 

ケズリ。

6 ~ 1:1 (19.0) 1II'~ìlll ド{なより引4ら灼ζ外事(i し、 11級将IIJ)'J外1m 倒 }--i'.IJH昨日外 . l~~f 
U-. Ulli) とれtは，，'Ii'r.主tI派。"*並行11は外怖い rirÎ 縦ヘラケズリ。内r(iÎ 輪.f~l • 11;軸H~

やや小J\~のJ占1II，~~ßo 瓜l別11}，(。 • 1 !k:韓日II~JliuJl111少々

一-
7 tィ; li~ (l:J， 7) 九1<f.隠し、13十JI内部。制J';lでI1伐 山市 Inl紙ヘラ切り後77f1IllI.'iり • J~~'r 

(m iJ.O とほîlのL~~少佐いれ付Jヰ;であ トntl"p以ナデ。|付加iヘラナデ。 • ÎIJ.ズ~
る。 -服部付近州市

圃

8 均よ I~~ 12.0 It~fm少々。子!fíll は灼i. < 1勾r;'jし、 j必f.il 1"111(1:へラ切りω|付iTri -& 'T!_M 
(例以) 休日11川市はわずかに外側。 さ|汁YIJ~よく伐る。|人11f1i光沢会 -灰色

もち、!伝)lIMl車、 'IJ"日11のみ

9 }筏 1 1 ( 1 8 ，~) .kjl:!'ftlから織をも句ながら、II.}L( ~;)I:部外1(lì ~II舷ヘラケズリ。 • J~Þf 
(~ri 込.() 信 fl総に去る。 ~Iiolitllは)L<小芯 体部--11林郁 11'11紙ナデ。 .):火.色

い返りを持つ。 .I.N百11部少々

E-79号住居跡(後方は80号)
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-80号住居跡、

¥ユノ

ミ

ミヨ届f

-(瓦¥
¥jubf 

; .... '，.，.をヨ治電電"

イ努己主=

/二;'*~

日シ

~六七三ノ
£桶

o I : 4 10 cm 

図276 E -80号住居跡出土遺物(1)
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図277 E -80号住居跡出土遺物(2)

E-80号住居跡出土遺物観察表(1)

No. 器種 寸法 (α11) 育長 高巨 の 特 徴 成形。手法の特徴

き霊 最大径約66こmの肩の張る大型の 口縁部内外面横ナデ。胴部

(須恵) 婆である。 ~底部は内面の青海波文よく残

り、外面の格子叩き自はよくナ

デ消しである。

2 士宜E 胴中位に最大径をもち球状を呈 内外面回転ナデ。

(須恵) す。器肉が厚くどっしりしてい

る査。

3 長 頚 壷 底 (115) 断面三角形のしっかりした台部 胴部 回転ナデ。底部と胴部の

(須恵) は外傾する。胴部下位は部少々 境に接合痕が見られる。

外傾して立ち上がる。厚手。

4 f不 口(12.2) 突出する底部。体部下位は大き 体部~口縁部 回転ナデ。底部

(土師質) 底 (6.6) く外傾し、中位から口縁部にか 内面に巻き上げ痕残る。

高 3.5 けて直立する。口唇部は薄く

尖っている。

b 均二 口 12.2 ふっくらと立ち上がり、ロ縁部 体部上位回転横へラナデ。底

(須恵) 底 5.6 は部少々外反。口唇部に丸みを 部外面右回転糸切り。内面は

高 4.5 もつ。薄手で深い体部。 らせん状のナデの痕あり。

6 杯 口(12.0) 平底。鞍櫨痕をもちながら大き 底部右回転糸切り無調整。体

(須恵) 底 5.8 く外傾する体部カ3ら口縁部。非 部~口縁部回転ナデ。

同 4.3 常に器薄で深い杯である。

7 杯 口 12.7 体部は丸みをもって立ち上がり 体部~口縁部内外面回転ナ

(須恵) 底 6.2 中位にへこみをもっ O 口縁部は デ。底部右回転糸切り無調整。

高 3.8 直線的に外傾。底部内面中心は

突出している。

8 杯 口 13.6 平底。深い体部は丸味をもっo 体部~口縁部内外面回転ナ

(須憲) 底 5.4 器肉は底部が厚く体部は薄い。 デ。底部右回転糸切り無調整。

品 4.5 

9 均二 口(12.2) 平底。丸昧をもって立ち上がる 体部内外面 回転ナデ。底部回

(土師質) 底 (5 0) 体部は徐々に外反しながら口縁 転糸切り無調整。

高 4.0 部に至る。口縁付近やや肥厚。

253-

3. E 区

工LE三才

(空:)

I : 4 IOcm 

-焼成。色調。残存

-良好

。暗灰色

. 50% 

。不良

。淡掻褐色

。胴部のみ

。良好

。淡褐色

-底部~胴部少々

@良好

。内外面黒色

。40%

。不良

。白灰色

。70%

。不良

。白灰色

。50%

。不良

。暗白灰色

。フ白'GiE正ノノ

。良好

。白灰色

。70%

。不良

。黄灰色

。30%

ヲ

備考

粗砂粒を含

む

粗砂粒まば

らに含む

。粗砂粒を

含む

。全体的に

煤付着



I 遺跡各区の出土遺物集成

E-80号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 背予 態 の 1持 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

10 ま不 口 13.2 平底。直線的に開く体部。口縁 底部左回転糸切り無調整。体 -不良

(須恵) 底 6.0 吉1Iはわずかに外反し、口唇部は 部~口縁部内外面 回転ナデ。 。白灰色

信3 4.0 太く丸みをもっ。器面はザラつ 。にフ士'GJf:τノノ

く。

11 士不 口(112) 平成。体部下位に丸みをもち、 底部右回転糸切り無調整。体 。不良 小石を含む

(須恵) 底 5.2 口縁部は短く外反する。底部が 部~口縁回転ナデ。 @鐙白灰色

高 3.9 厚手のやや小型な杯。器面はザ 050% 

ラっく。

12 士究j 底 6.4 厚い台部は直に開く。体音1Iはわ 体部内面下位。底部内面 うず 。良好 体部外面に

(須恵) ずかな膨らみをもっ。器肉が薄 巻状の指ナデ。底部 回転糸切 回白灰色 墨書、判読

手の杯。 り後台部貼り付けナデを方包す。 。50% 不明

13 士見i 口 14.0 しっかりした台部カ〉らやや丸み 底部 回転糸切り後台部貼り付 。不良 体部内面墨

(土師質) 底 6.5 をもって外傾する体部。口縁部 け指ナデ調整。口縁部~体部外 。淡褐色 書「手IJJ?

高 5.8 は外反し口唇部は外側が太く突 面回転ナデ。内面指ナデ。 090% 

出気味。軽量でもろい。

14 士先 口(13.0) 台部はハの字に聞く。体部は膨 体部~口縁回転ナデ。底部 。良好

(須恵) 底 (6.4) らみをもち、口縁部は長く外反。 右回転糸切り後台部を貼り付 。白灰色

高 5.0 器商ザラっき、底部の器肉は厚 け。 。底部~休部%周

く、体部は薄い。

15 土完 口(13.4) 台部欠損。体部は丸味をもち、 底部 回転糸切り後台部貼り貼 。良好 小石を含む

(須恵) 底 (5.5) 口縁部は大きく外反する。表面 り付け回転ナデ。体部~口縁部 。白灰色

同 4.6 がザラつく。 外面回転ナデ。 040% 

16 士宛 口(13.4) 台部欠損。体部は丸味をおびて、 体部~口縁部内外面回転ナ 。不良

(須恵) 口縁部はわずかに外反する。底 デ。口縁部に沈線が巡る。 @暗白灰色

部厚手。 030% 

17 土売 底 6.6 台部は肉厚で低く垂直に開く。 体部内外面回転ナデ。底部 -良好

(須恵、) 体部はわずかに膨らみをもって 右回転糸切り後台部貼り付け内 。白灰色

立ち上がる。 外を回転ナデ。 。60%

18 士完 底 6.4 厚手の体部はわずかな膨らみを 体部内外国 回転ナデ。台部を 。良好 粗砂粒を含

(須恵) もつ。台部は小さく薄い。 貼り付け後指ナデ。 -暗灰色 む

030% 

19 土完 底 6.7 底部少々。台部はやや外反して 底部 回転糸切り後台部貼り付 。良好

(須恵) 開く。 け回転ナデを施す。 。白灰色

。底部のみ

20 皿l 口(13.4) 台部は接地面が細く尖り、外面 底部 回転へラナデ。体部~口 。良好

(灰紬) 底 6.3 中位に稜をもっ O 体部は細かい 縁部 回転ナデ。口縁部付近内 。暗白灰色

同 2.7 糠櫨痕をもって丸く大きく開 外面漬け掛け施紬。 。60%

く。器薄。

21 皿 口(14.0) 台部は厚めで稜はもたない。体 体部内外面回転ナデ。底部 -良好 底部内面墨

(灰粕) 底 7.0 部は直線的に外傾し、口縁部は 回転へラ切り後台部貼り付け。 。白灰色 の付着あり。

高 2.9 内傾気味。 口縁部~体部上位内外面を施 。50% 転用硯か

紬。

254-
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図278 E -81号住居跡出土遺物

E-81号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 7B 山感内 の 特 徴 成形・子法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

1 主喜 口 18.8 肩は張らず内傾し、口縁はコの 腕部外面上位横へラケズリ。 -良好 胴内面に煤

(土師) 字状で外面中央に膨らみをも 口縁部内外面横ナデ。輪積痕 . j登褐色 付着

つ。胴部の器肉は薄い。 あり。 -口縁付近 l周

2 河: 口(133) 平底の底部より直線的に立ち上 底部外面へラケズリ。体部外 -良好

(土師) 底 (8.0) がる。上位に膨らみをもち、口 面横へラケズリ。内面横ナ -掻褐色

品 4.2 縁は直立気味にやや外傾。 デ後縦主体のへラミガキ。口縁 。20%

は横ナデ。

3 宜士E 胴部は球状を呈し、わずかに肩 胴部内外面回転ナデ。 -良好 肩部付近部

(須恵) が張る。 -淡青灰色 分的に自然

-胴部y:2周 有由

4 杯 口(14.2) 底部は大きい。体部は丸みをお 口~体部回転ナデ。底部右 -良好 内面白灰色

(須恵) 底 (8 0) び口縁は外反する浅い杯。 回転糸切り無調整。 -黒色

前 3.2 。底部%周、体部~

口縁%周 (30%)

5 土干 口 (13.0) 直線的に開いて立ち上がる体 口~体部回転ナデ。 -良好(焼き締まり

(須恵) 部。口縁はやや外反する。器面 良い)

に小孔が目立つ。 -暗白灰色

。20%

E-82号住居跡

~ トメ
I : 4 IOcm 

図279 E -82号住居跡出土遺物
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E-82号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背3 肯E の 特 f教

護 口 (20.8) 直立気味の口縁下位。上位で

(土師) 徐々に外反する。

2 巧= 口(160) 直線的に開く体部。口縁は外反。

(須恵) 口唇部は厚めで丸い。

E-84号住居跡、

モユdp
d話円訴与、、
極2議議!~\、

図280 E -84号住居跡出土遺物

E-84号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 形 宵E 。〉 特 徴

1 杯 口(12.0) 直線的に立ち上がる体部より厚

(須恵) 底 (7.7) めの口縁は外面でやや内傾す

高 4.0 る。

E-85号住居跡

成形。手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

口縁部内外面横ナデ。口縁外 @良好 内面に煤付

面 胴音防〉らのへラケズリの痕 -程褐色 着

が見られる。輪積痕あり。 -口縁部破片と胴部

上位少々

体部~口縁回転ナデ。 -良好

-暗白灰色

。口縁~体部 (20%)

Q ・4 I Qcm 
十一←一一一→一 寸 一一一寸

成形・手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

体部~口縁回転ナデ。底部 -良好(焼き締まり

右回転糸切りで端部の痕が不整 良い)

合なのは切り直しと思われる。 -灰色

.30% 

。 I: 4 I Qcm 
ト一一一一一←一一一一一一十一一一一ーー)一一→→一寸
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E-85号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背5 肯，uE、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

5J5J 釜 底 9.0 羽釜胴下位と底部。直線的に外 胴部下位縦へラケズリ。内面 -良好

(須恵、) 傾して立ち上がる。 横ナデ。輪積痕あり。底部内面 -白灰色

胎土をうわのせしてナデてい • 30% 
る。

2 士売 口(13.4) 肉厚の台部。体部から口縁まで 体部~口縁回転ナデ。底部 -不良

(須恵) 底 7.4 直線的に立ち上がる。底部は薄 回転糸切り後台部貼り付け回転 -暗白灰色

同 5.3 手で体部は厚手な腕。雑なつく ナデ。 . 60% 

りである。

3 士宛 底 7.1 厚い台部は垂直気味に開く。体 体部回転ナデ。底部回転糸 -良好

(土師質) 部は丸味をもって立ち上がる。 切り後台部貼り付け回転ナデ。 -淡褐色

全体的に薄手。 . 60% 

4 土完 底 7.6 台部は厚く、外側は直下する。 体部回転ナデ。底部右回転 -良好

(須恵) 底部は中央付近が特に薄く、体 糸切り後台部貼り付け回転ナ -白灰色

部は丸みをおびて立ち上がる。 プ。 -底部 1周と体部

少々

5 杯 口(13.0) 底部は小さめで、体部から口縁 体部~ロ縁内外面 白転ナデ。 -良好

(須恵) 底 (5 6) にかけては直線的に大きく外傾 底部右回転糸切り無調整。 -暗白灰色

両 3.6 する。底径と口径の差が大きい . 40% 

緩い杯である。

6 坪 口(11.0) 体部中{立にやや膨らみをもち、 底部 回転糸切り。体部は摩耗 -良好

(土師質) 底 (5.1) 口縁まで直線的に開く。全体的 して調整不明瞭であるが回転ナ -明赤褐色

両 3.7 に薄手な杯。 7。 . 40% 

±宛 口 (13.4) 台部は断面台形。体部は緩やか 口~体部内外面回転ナデ。底 -良好

(灰紬) 底 (7.0) な丸みをもって立ち上がり、口 部切り離し後台部貼り付け回 -白灰色(施紬部淡

主f司主 4.4 縁は短く外傾。 転ナデ調整。口~体部内外面は 緑色)

漬け掛けによる施粕。 • 40% 

E-86号住居跡、

川p反 \Jj にミ長イ~
。 I: 4 IOcm 
トー一一一一←一一一一一寸
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図284 E -86号住居跡出土遺物(2)

E-86号住居跡出土遺物観察表(1)

N口 器種 寸 法 (cm) 背ラ 有J山E、 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

I 杯 口(15.5) 体部下位の弱し当稜の部分を底部 摩耗激しいが体部はへラケズリ -良好

(土師) 底 (102) との境とした。中央は丸底状と と思われ、内外面に縦へラミガ -明赤褐色

思われる。体部は大きく外傾し、 キを施す。 。30%

口縁付近内傾気味に立ち上が

る。

2 杯 口 14.4 丸底。体部との境はかすかに稜 体部外面横へラケズリ。底部 -良好 粗砂粒を合

(土師) τFさ司f 4.9 をもち、体部は直線的に外傾。 手持ちへラケズリ。内面縦へ -燈褐色 む

口唇部は薄い。 ラミガキ。口縁部内外面横ナ 。70%

ア。



E-86号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm)

3 士不 口(12.7)

(土師) 両 4.7 

4 士不 口 (11.2)

(土師) 同 3.0 

5 皿 口 18.8 

(土師)

6 鉢 口 (24.8)

(土師)

警 口 (28.0)

(土師) 底 8.0 

高 (270) 

8 斐 口 (23.0)

(土師)

9 婆 口 21.4 

(土師)

10 婆 口 23.4 

(土師)

E-87号住居跡

育長 態 の 特 徴

丸底の底部から内湾ぎみに立ち

上がる体部。上位ではさらに内

湾し口縁は短く内傾する。

浅い丸底の底部より湾曲ぎみに

立ち上がる休部。口唇部はわず

かに内傾する。

わずかな膨らみをもち大きく外

傾する{本部。口縁は長く外反し

聞く。口唇部は薄く尖り気味。

体部から口縁まで膨らみをもた

ずに外傾。口唇付近やや内傾す

る。

不明瞭な平底の底部。下位は

少々ふくらみをもち上位までは

外{頃気味、上位でわずかに張り

広い口縁が外反して立ち上が

る。特異な形態といえよう。

胴部中位に最大径を有す大型の

球胴妻。口縁はゆるやかに外反

する。

胴部中位に最大径をもち、上位

でゆるやかにすぼまる球胴察。

口縁は外反し、口唇内側に少々

突出。

胴部中位に最大径をもっ大型の

球胴察。口縁下位は直立気味で

徐々に外傾し上位で外反する。

-一一一一一←一一一一

成形・子 j去の特徴

体部中位~底部横へラケズ

リ。内面横ナデ。口縁部内外

面積ナデで部分的に指押えあ

り。

体部外面へラケズリ。内面

ナデ。口縁部内外面横ナデ。

体部~底部外面横へラケズ

リ。内面横ナデ。口縁部内外

面横ナデ。

体部外国横へラケズリ。内面

指による横ナデ。口縁部内外面

横ナデ。

胴部外面上位縦へラケズリ。

中位~下位横へラケズリ。内

面指横ナデ。口縁部内外面

横ナデ。輪積'1度あり。

胴部外面上位縦へラケズリ。

内面中位~上位横へラナデ。

口縁部内外面横ナデ。

口縁部内外面横ナデ。胴部上

位外国縦へラケズリ。中位

横へラケズリ。内面横へラナ

ア。

腕部上位外面斜めへラケズ

リ。内面上位~中位横へラナ

ア。

~〆イ

図285 E -87号住居跡出土遺物(1)

3. E 区

-焼成・色調・残存 備考

-良好 粗砂粒を多

-赤褐色 量に含む

.40% 

。良好

-燈褐色

.40% 

-良好 粗砂粒を含

-燈褐色 む

.70% 

-良好 粗砂粒と小

-淡燈褐色 石をまばら

-口縁~体部少々 に合む

-良好

-燈褐色

.50% 

-良好

-澄褐色

-口縁~胴部中位

-良好 胴部に大き

。樟褐色 な黒斑が見

-口縁~胴部中位 られる

(30%) 

-良好

. t登褐色

.30% 

i 
I : 4 IOcm 
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E-87号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 苦手 ム思レ の 特 徴 成形・子法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 甑? 口 (28.6) 張りをもたない胴部上位はわず 胸部外面縦へラケズリ。内面 -良好 粗砂粒と小

(土師) かに外傾し、口縁は大きく外反 指による横ナデ。口縁部に輪積 -掻褐色 石をまばら

する。大型の長胴甑かつ。 痕あり。 -胴上位以上沼周 に含む

2 51 口(16.2) わずかな膨らみをもっ胴部上 口縁部内外国横ナデ。胴部外 -良好

(土師) 位。口縁は短く外傾。表面の摩 面縦へラケズリ。 -燈褐色

耗が激しい。 。口縁部少々

3 杯 日 10.9 体部はあまり膨らずに外傾し、 口縁部内外面横ナデ。体部・ -良好

(土師) 高 3.5 口縁直下は薄い。口縁は体部よ 底部外面不明瞭な横へラケズ -燈褐色

り強く内湾し、直立する。 リ。内面横ナデ。 .80% 

260-



3. E 区

E~87号住居跡出土遺物観察表(2)

N日 器種 寸法 (cm) 背多 肯J山E、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考」

4 f不 口 (12.0) 丸底の底部から湾曲しながら立 口縁部内外商横ナデ。 -良好

(土師) 両 (3.5) ち上がる体部。口唇部はわずか -権褐色

に内湾する。摩耗激しい。 . 40% 

5 士不 口(17.0) 扇平気味の底部。体部は張らず、 体部~底部外面へラケズリ。 -良好 粗砂粒を合|

(土師) 高 5.0 口縁は強く内傾して開く。口縁 内面積ナデ。口縁部内外面 -燈褐色 む

外面下位には l条の沈線が巡 横ナデ。 • 70% 

る。大ぶりの杯。

6 杯 口(15.2) 内湾しながら大きく立ち上がる 体部外面横へラケズリ。内面 -良好 粗砂粒を合|

(土師) 体部。口縁は直立気味。 横ナデ後横へラミガキ。 -燈褐色 む

. 20% 

7 石 全長 11.3 全体に粗い凹凸が多く右上部は 右上部の凹みは欠損後使用して -茶灰色 -輝石安山|

重量 320g 切りとったように凹む。 おり摩耗している。 -完形 岩

-床面

8 石 全長 10.7 断面隅丸方形で下面は弧状にえ 下面は全体に細かく潰れ、敵打 -茶灰色 -複輝石安|

重量 420g ぐれ、上端は丸い。 によるものと思われる。 -完形 山岩

-床面

9 石 全長 10.9 断面隅丸三角形で少々弧状に曲 全体に平均して摩耗している。 -緑灰色 -輝石安山|

重量 250g がる。多孔質である。 . フと士'GJf:ノノ 正山王

-床面

10 石 全長 9.9 扇平な楕円形の石で小型。裏面 全体に平均して摩耗している。 。青灰色 -輝石安山|

重量 340g は平坦である。 上面左側の小さな凹みは面が潰 a '7と'GR仁1ノノ 正山ゴ

れている。 -床面

11 石 全長 9.8 板状に篇平で、上端と左側面は 2か所の凹みは面が潰れてお -灰色 -輝石安山|

重量 270g 欠損状に凹む。 り、蔽打によってできたものと 。 cブ~7f3ノ 正山ヨ

思われる。 -床面

12 石 全長 13.7 全体に細長く、凹凸の多い不整 凹み部は細かく面が潰れてお -灰色 -輝石安山イ

重量 410g 形な形状である。 り、敵打によるものであろう。 -完形 王山王

-床面

13 石 全長 10.2 板状に扇平で不整楕円形の小型 左側面 2か所に面の潰れた凹み -灰色

重量 230g 石。 カまある。 。白フ'GR問ノ

-床面

14 石 全長 13.7 左側少々薄い整った形状で右側 多面平均して摩耗している。 -茶灰色 。複輝石J安

重量 600g 面は特に平坦。 -完形 山岩

-床面

15 石 全長 14.2 細長くよ端は尖っている。各面 全体に滑らかで凹み部はよく摩 -青灰色 。輝石安山

重量 310g 粗い凹凸が 1~ 2か所ある。 滅している。 -完形 正山ヨ

-床面

16 石 全長 13.0 断面ひし形で各面比較的平坦で 平均して摩耗しており、下端は 。茶灰色 。輝石安山

重量 600g ある。 蔽打による傷と思われる。 -完形 石山

-床面

17 石 全長 11.2 断面隅丸方形の小型四角柱状。 表面以外は不整形な凹みが多 -茶灰色 -複輝石安

重量 410g く、蔽打によると思われる。 -完形 山岩

-床面

18 石 全長 10.4 断面半円形で裏面は平坦であ 縦方向に擦痕と思われる数条の -緑灰色 -斑栃岩

重量 260g る。 沈線がある。 -完形 -床面

19 石 全長 11.4 細長く丸みのある石で表裏面共 全面共平均的に摩耗している。 -茶灰色 -輝石安山

重量 280g に僅かな弧状の凹みがある。 -完形 石山

-床面
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遺跡各区の出土遺物集成

E-87号住居跡出土遺物観察表(3)

E-88号住居跡、

形態、の特徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存

平面形は楕円形で扇平な丸みの l全面平均して摩耗している I .茶色

ある石。 I.完形

図287 E -88号住居跡出土遺物(1)
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図288 E -88号住居跡出土遺物(2)

E-88号住居跡出土遺物観察表(1)

No. 器種 寸法 (cm) 背長 ムJ同~~民、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

l Z霊 口 (22.0) 直線的な胴部。肩は張らずに内 胴部外面上位縦へラケズリ。 -良好 粗砂粒を含

(土師) 傾し、短い口縁は強く外反する。 内面横ナデ輪積痕あり。 -暗燈褐色 む

口唇部はややつまみ出された感 e 口縁~胴部上位

じで薄い。長胴察。 (30%) 

2 護 口 25.4 大型の球胴婆。胴下位は張らず 胴外面斜めへラケズリ。口縁 @良好

(土師) J~ま 9.0 上位に最大径をもっ肩の張る器 部内外面横ナデ。胴部下位に 。樟褐色

高 33.0 形で、口縁ゆるやかに外反。 輪積痕あり。 .60% 

3 E室 口 24.0 丸底の底部より丸味をもって立 胴部上位斜めへラケズリ。中 -良好 粗砂粒と小

(土師) 主F主司「 34.6 ち上がり、胴中位から上位に最 位~底部横に近い斜めへラケ 。樟褐色 石をまばら

大径をとる。口縁は短く外反す ズリ。内面上位~下位指によ 。90% に合む

る。大型の球胴主主。 る横ナデ。底部 ナデ。口縁部

内外面横ナデ。

4 斐 口 20.6 肩が張り頚部は強く締まる。口 口縁部は内外面横ナデ。肩部 。良好(焼き締まり

(須恵) 縁は大きく外反し口唇部は丸み 外面斜め平行叩き目。内面は 良い)

をもち下位に返り状の突出をも 青海波文。 。灰色

つ。 -口縁部~頚部少々

5 護 底部は丸底と思われる。胴音li下 胴部外面へラナデ。内面弧 。良好 小石と粗砂

(須恵) {立に丸みをもち徐々に外傾する 状の深い叩き目。 -樟白灰色 粒を含む

卵型。 。20%

6 杯 口(15.8) 丸底だが体部外面下位にかすか 体部外面器面剥離していて調 -良好 小石と粗砂

(土師) 高 6.2 な段を有し、画されるようにも 整不明瞭。口縁部内外面横ナ -権褐色 粒を含む

思える。体部は深く大きく湾曲 デ。体部から口縁にかけて 3 .20% 

し、口縁付近外傾して開く。 ~4 本一単位の放射状暗文を施

す。

7 :I:f 口 15.4 大型の杯。不安定な丸底の底部 体部外国へラケズリ。口縁部 。良好

(土師) 高 4.9 より深く立ち上がる体部。口縁 内外面横ナデ。 @暗掻褐色

は直立気味にやや外傾。 。60%

8 巧二 口(130) 丸底とも言えるが体部との境に 口縁部内外国横ナデ。体部外 。良好

(土師) 底 9.5 弱い稜をもつので、そこまでを 面横へラケズリ。内面ナデ 。程、褐色

高 4.3 底部とした。体部は湾曲し、口 後横へラミガキ。 。50%

縁は内湾する。
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-88号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 育長 白百 の 特 {数 成形・手法の特徴 -焼成。色調。残存 備考

9 芸 日 18.4 ボタン状の大きいつまみ。天井 天井部古》ら体部外面 回転へラ 。良好 内面に重ね

(須恵) 品 3.7 部から体部にかけ、丸味をもち ケズリで下半はていねいな回転 。白灰色 焼き痕

なだらかに開く。口縁部まで全 ナデ。 。完形

体に厚手で、返りは断面三角形

の小さな突出といえる。

10 て 旦ム写乞: 口 19.3 ボタン状のつまみで中央はやや 天井部回転へラケズリ。体部 。良好(焼き締まり

(須恵) 品 4.5 突出し、外周は斜めに平坦面を ~口縁内外面 回転ナデ。つま 良い)

もつ。天井部から体部はゆるや み部と体部の境に接合痕が見ら 。白灰色

かに開き口縁まで厚い。返りは れる。 。80%

厚く先端は平らな断面台形の小

さなもの。

E-89号住居跡

---、

。 I : 4 IOcm 

図289 E -89号住居跡出土遺物

E-89号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青Z 肯E 0) 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

護 口 (20.0) 胴部上位はわずかに張りをもち 胴部上位外面横へラケズリ。 -良好

(土師) 頚部で弱くくびれる。口縁は 内面横ナデ口縁部内外面 。暗掻褐色

徐々に外反。 横ナデで部分的に指押え。 -胴上位以上少々

2 杯 日(13.4) 丸底の底部よりわずかな膨らみ 体部~底部横へラケズリ。内 。良好 粗砂粒を合

(土師) 高 (3.3) をもち立ち上がる体部。体部下 面横ナデ。口縁部内外面横 -燈褐色 む

位にかすかな段を有し、口縁は ナデ。 。20%

短く直立する。全体に薄手だが

体部下位やや器厚。

ο つ 土完 底 (7.4) 台部は短く外傾し、内側は貼り 底部 回転糸切り後台部貼り付 。良好

(須恵) つけた粘土が少々盛り上がる。 け回転ナデ。体部内外面 回転 -青灰色

底部から体部は厚い。 ナデ。 .30% 
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図290 E -90号住居跡出土遺物

E-90号住居跡出土遺物観察表(1)

No. 器種 寸法 (cm) 背手 ム，HuhE 、 の 特 {数 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

l 斐 口(13.0) 底部欠損しているが小さな底部 胴部上位外面横へラケズリ。 。良好

(土師) になると思われる小型の婆。胴 中位~下位縦へラケズリ。内 。控褐色

部中位から上位に張りをもち、 面上位横ナデ。口縁部内外面 。40%

口縁は上位で外反する。口唇外 横ナデで部分的に指押えあり。

側は凹みが巡る。

2 斐 口(136) 張り気味の胴上位より口縁は下 胴部上位外面横へラケズリ。 -良好

(土師) 位て、短く外傾し上位でさらに外 内面横へラナデ。口縁部内外 。燈褐色

傾して立ち上がる。小型の要。 面横ナデ。 。口縁付近のみ

(30%) 

3 主主 底 7.0 土師斐底部片。 胴部下位外面横へラケズリ。 -良好 粗砂粒を含

(土師) 内面横ナデ。 -燈褐色 む

。底部%周

4 斐 底 (9 0) 広い底部の斐。外周付近は厚手。 胴部下位外面斜めへラケズ 。良好

(土師) リ。底部外面へラケズリ。 。暗燈褐色

-底部少々

5 杯 口(12.6) あげ底の厚い底部。体部は外面 底部 右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 (6.8) に弱い段をもち膨らむ。日縁は 部~口縁回転ナデ。 。青灰色

高 3.1 外反する。 . 40% 

6 士宛 口 14.6 断面三角形の厚い台部。底部中 体部~口縁内外面 回転ナデ。 。不良 粗砂粒と小

(須恵) 底 8.0 央付近は薄く体部は丸みをもっ 底部 右回転糸切り後台部貼り 。淡茶褐色 石をまばら

局 5.5 て立ち上がる。口縁はやや外反。 付けナデ。 。口縁部と体部のー に含む

全体的に雑なっくりの椀。 部欠損 (80%)
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-90号住居跡出土遺物観察表(2)

険) 器種 寸 法 (cm) 背長 吉'山E 。〕 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

7 士不 底 (8.0) 底部外周付近厚めの杯。 体部内外面回転ナデ。底部 。良好

(須恵) 右回転糸切り無調整。 -白灰色

-底部yz周

8 士先 口 (18.0) 台部は中位に張りをもち内湾す 体部~口縁回転ナデ。底部 -良好

(灰紬) 11'f. 7.8 る。休部は膨らみをもって立ち 切り離し後台部貼り付り回転ナ -暗白灰色(施粕部

三田吉 5.8 上がり口縁は強く外反する。底 デ。口縁~体部内外面漬け掛 は淡緑色)

部の中央付近が薄手の大型域。 け施粕。 。60%

E-92号住居跡

rl~円刊

~~~-~~~メ

¥一」又。

ヰ J

I : 4 IOcm 

図291 E -92号住居跡出土遺物(1)
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図292 E -92号住居跡出土遺物(2)

E-92号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 青3 肯'thR、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

E霊 丸底気味の小さな底部からゆる 腕部内面斜めへラナデ外面 。良好

(土師) やかに立ち上がる。胴部上位や 斜めへラケズリ。 。燈褐色

や上に最大径をもっ砲弾型の 070% 

斐。胴上位から口縁部は欠損。

器面は剥離している。

2 き差 口 22.6 胴上位は少々内傾し、しっかり 胴部上位縦へラケズリ。口縁 。良好 器面は摩耗

(土師) した長めの口縁が大きく外反す 部内外面横ナデ。 。燈褐色 ぎみ

る。口縁部の器肉は厚子。 -口縁付近yz周弱

3 斐 口 21.5 やや内傾しつつ立ち上がり、口 臼縁部内外面とも横ナデ。胴部 -良好

(土師) 縁部で緩やかに外反する。厚め 外面縦へラケズリ。内面横 -燈褐色

でしっかりしたっくり。 へラナデ。 。口縁付近 1周

4 き霊 胴部下位から中位にかけて直線 胴部外面斜めへラケズリ。内 。良好

(土師) 的に立ち上がる。 面横へラナデ。輪積痕よく残 。樟褐色

る。 。胴部中位付近

5 警 底 (6.7) 小さな平底の底部より膨らみを 外国横へラケズリ。内面横 -良好

(土師) もって広く立ち上がる胴下位。 へラナデ。 -赤褐色

球胴委。 。胴部下位少々

6 斐 口 14.2 底部から胴部は整った球状を呈 胴部上位及び中位斜めへラケ -不良

(土師) し、大きめの口縁はなだらかに ズリ。下位一部横へラケズリ。 -赤褐色

外反する。最大径を胴中位に有 口縁部内外面横ナデ。胴部上 -口縁 l周と胴部%

す小型球胴護。 位内面横へラナデ。 周

7 均二 日(15.6) 緩やかに内湾して立ち上がる体 体部外面横へラケズリ。口縁 。良好

(土師) 音胸元ら小さく内傾する口唇部に 部内外面横ナデ。 。燈褐色

至る。 。20%

8 杯 口(12.8) 丸底の体部は膨らみを持ちつつ 口縁部内外国横ナデ。体部 。良好 砂粒を含む

(土師) 立ち上がり、直立気味の口縁か ~底部外面へラケズリ。内面 。燈褐色

ら口唇はやや内湾する。 横ナデ。 。底部~口縁部のー

部残存 (30%)

9 巧= 口(126) 丸底。緩やかに内湾しつつ立ち 体部外面へラケズリ。体部内 。良好

(土師) 高 (4.0) 上がる体部。口縁部は短く直立 面部分的にへラナデ。口縁内 。権褐色

し口唇部は小さく内傾する。や 外面横ナデ。 。30%

や薄手でつくりはよい。
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-92号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 形 態 。〉 特 f投 成形・手法の特徴 。焼成。色諒1・残存 備考

10 杯 口 (9.8) 丸底。浅い体部は内湾しつつ立 口縁部内外面横ナデ。 。良好

(土師) 品 2.8 ち上がり、口縁部は短く直立し -燈褐色

口唇部は丸みをもっ。小ぶりの -底部~口縁音15

杯。器面がザラついており荒れ (40%) 

ている。

11 士不 口(120) 丸底気味の底部よりやや膨らみ 底部回転へラケズリ。体部 -良好 口縁部に自

(須恵) 底 7.3 を持つ体部。口縁部は直立気味 横ナデ。内面底部~口縁部 凹 @青灰色 然粕

南j (4 6) に立ち上がる。口唇部の器肉は 転ナデ。 。50%

大変薄い。表面はやや光沢があ

り、しまりをもった良いっくり。

12 土不 口 9.8 丸底の底部より直線気味に立ち 底部外面子持ちへラケズリ。 -良好 口縁部に自

(須恵) 高 3.6 上がる口縁部はそのまま開く小 体部内外面横ナデ。口縁部内 @暗白灰色 然紬

ぶりの杯。 外面横ナデ。 .60% 

13 杯 口 9.2 丸底。体部は内湾気味にふくら 底部回転へラケズリ。体部 。良好 口縁付近自

(須恵) 底 3.0 みをもち、口縁付近は直立する。 ~口縁部回転ナデ。 -白灰色 然紬

~主司「 3.4 。底部~口縁部

(60%) 

14 士不 口 (16.5) 台部は雑なっくりで接地面は内 底部 回転へラ切り後台部貼り -良好 軽石状微粒

(須恵) 底(12.3) 側。短く浅い体部は緩やかに外 付け回転ナデ。体部~臼縁部 -淡黒色 子を含む

高 4.4 傾して開く。 回転ナデ。底部内面指ナデ。 @底部~口縁部

(30%) 

15 宝士E 口(144) 頚部から口縁部は大きく外反し 頚部~口縁部 回転ナデ。頚部 -良好

(須恵) ながら立ち上がり、口唇部は折 内面回転ナデ。 。暗白灰色

り返し気味に大きく突出する。 -口縁~頚部片

16 重 口(18.6) つまみ部欠損。器高の低い平ら 天井部~口縁部回転ナデ。内 -良好

(須恵) な蓋で天井部付近は水平。体部 面は指ナデにより凸凹が激し 。白灰色

から口縁まではゆるやかに内湾 し'0 -口縁付近少々

する。口縁は厚めで丸く、内面

上方には小さな返りがつく。

17 蓋 口 11.0 宝珠型のつまみの作りは雑で天 裾部回転ナデ。天井部回転 -良好

(須恵、) 両 3.5 井部古〉ら丸味をもって徐々に開 へラケズリ。 -白灰色

く体部。口縁音Ilやや外反し厚め。 。完形

内面には返りをもっ。小ぶりの

l主E主O 

18 蓋 口(10.4) つまみ部は欠損しているが小さ 天井部回転へラ削り。体部 。良好

(須恵) な宝珠型と思われる。天井部は ~口縁部回転ナデ。 。暗赤褐色

厚く、なだらかに体部が内傾。 -口縁部~天井部

丸みのある返りをもっ小ぶりの (20%) 

皿芸0 

19 石 全長 11.6 裏面は非常に平坦で他は整った 右側面上位と左側面下位に荒れ -茶灰色 輝石安山岩

重量 400g 丸みをもっ。 た面のわずかな凹みがあり、裏 。完形

面は平滑。

20 石 全長 12.5 断面隅丸方形で上下端部は不整 表裏面全体に薄く剥離し、摩耗 。茶灰色 輝石安山岩

重量 360g 形に凹む。 している。上下端部のえぐれた 。完形

凹みは蔽打によるものであろ

つ。
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図293 E -93号住居跡出土遺物

E-93号住居跡出土遺物観察表

N口 器種 寸法 (cm) 首5 青，~邑、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

斐 口 22.4 平底の小さな底部。胴部下位は 胴部外面斜めへラケズリ。内 。良好

(土師) 底 6.5 直線気味に内傾し、中位から上 面横ナデ。口縁部内外面横 。掻褐色

両 33.0 位はやや膨らみを持ちつつ直立 ナデ。 。ほぼ完形(底部一

する。口縁部は大きく外反。 部欠損)

2 斐 口 23.3 底部欠損。胴部下位からゆるや 胴部外面上半縦へラケズリ。 。良好

(土師) かに立ち上がり、胴中位は直立 下半横及び斜めケズリ。内面 。澄褐色

気味に立ち上位でやや内湾。口 へラ横ナデ。口縁部内外面横 。胴部下位~口縁部

縁部で大きく外反する。口縁部 ナデ。 (80%) 

は器肉厚い。

3 ~ 口 13.8 丸底の底部より丸味を持って内 口縁部内外面横ナデ。胴部外 。不良

(土師) 局 15.0 湾しつつ立ち上がる胴部。胴部 面は斜めへラケズリ。内面斜 。赤褐色

中央に最大径を持ち口縁部は短 めへラナデ。輪積痕に沿って割 。ほぼ完形

く外反する。小型の球胴警でつ nロカまある。

くりは良くない。

4 杯 口(15.0) 底部から体部にかけて少々丸み 底部~体部外面へラケズリ。 。良好

(土師) 局 (4 1) をもって浅く広く立ち上がる。 内面ナデ。口縁部内外面横 。樟褐色

口縁はそのまま外傾する。 ナデ 。底部~口縁部

(30%) 

5 芸 口 (9.2) 膨らみを持つ天井部。徐々に開 天井部外面回転へラケズリ 。良好

(須恵) く{本部。返りは口唇部より下位 体部~口縁部 回転ナデ。内面 。青灰色

にあり、外反して細し〉。小型の 回転ナデ。 。体部~口縁部少々

蓋でつまみは宝珠形と思われ

る。
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E-94号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) jf_; ~山"、 の 1侍 徴 成形・手法の特徴

l 斐 口 24，0 胴部下位はやや丸味をもち中位 胴部外面上位~中位縦へラケ

(土師) から上位にかけて、直線気味に ズリ。下位斜めへラケズリ。

立ち上がり、ほとんどしまらず 内面斜めへラナデ。口縁部他

口縁部は厚く外傾する。桐の太 に接合痕が見られる。

い長胴妻。

2 Z霊 口 22.1 平底の小さい底部より直線的に 胴部外国斜めへラケズリ。内

(土師) 底 6.2 外傾しながら開き、胴中位に 面へラナデ。

少々張りをもっ。口縁は長めに

外傾する。最大径を口縁部に持

ち、器肉は底部と口縁部厚く胴

部は薄い。

3 警 口 23.6 張りのない胴部より、口縁下方 胴部外面上位斜めへラケズ

(土師) でわずかにしまり、口縁部は大 リ。中位縦へラケズリ。内面

きく外反する。口容部外面やや 横ナデ。

突出。非常に薄子のっくりで最

大径は口縁部にある。やや不整

形。

4 ~ 口(14.5) 胴部上位に最大径をとり、丸味 胴部外面斜めへラケズリ。内

(土師) を持って内湾し、口縁部は直線 面横へラナデ。口縁部内外面

的に立ち上がり上位で外反。日 横ナデ。輪積痕に沿った割れ口。

縁部の器肉は厚く胸部薄い。

13 

-焼成・色調・残存 備考

。良好

-燈褐色

• 80% 

-良好

-憧褐色

-胴中位欠損

。良好

-淡種褐色

• 50% 

。良好

-掻褐色

-胴部上位~口縁部

(20%) 



I 遺跡各区の出土遺物集成

E-94号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 形 ム'目也Eルペ、 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調。残存 備考

5 甑 底 10.8 底部全面穿孔の甑。直線的に立 胴部外面斜めへラケズリ。内 -良好

(土師) ち上がる胴部。器肉は厚い。 面横ナデで部分的に縦ナデ。 -燈褐色

底部付近に接合痕あり。 -底~胴中位 (50%)

6 甑 口 32.0 底部全面穿孔の大型甑。胴部は 胴部外面縦へラケズリ。内面 。良好 胴部下位か

(土師) 底 12.4 直線的に外傾しつつゆるやかに 縦へラナデ及び指ナデ。 -掻褐色 ら中位にか

立ち上がる。口縁は水平近く大 。70% けて黒斑あ

きく外反する。 り

7 皿 口(135) 体部より口縁にかけては強く内 底部へラケズリ。口縁部内外 。良好

(土師) 高 2.7 湾し、口縁が立ち上がる。 面とも横ナデ。 -樟褐色

-底部~口縁部

(60%) 

8 杯 口 14.4 丸底の底部。体部はかすかな丸 底部~体部外面へラケズリ。 。良好

(土師) ~全司f 3.2 みをもって外傾し、口縁は直立 内面ナデ。口縁部内外面横 -明樟褐色

する。浅い器形の杯。 ナデ。摩耗激しく、不明瞭であ -口縁一部欠損

る。 (80%) 

ヨ 椀 口 15.0 端部内傾気味の厚めの台部より 底部右回転糸切り後台部貼り 。不良

(須恵) 底 7.0 直線的に外傾して立ち上がる体 付け。体部~口縁部内外国回 -白灰色

高 5.9 部。口縁部は緩やかに外反する。 転ナデ。 -体部~口縁部一部

表面はザラついており焼きしま 欠損 (80%)

りはない。特に台部はゆがむ。

10 士完 口 (10.7) 底部欠損。体部は直線的に少々 体部~口縁部 回転ナデ。 -良好

(須恵) 外傾する深めの域。 。青灰色

-口縁~体部少々

11 蓋 口 13.7 ボタン状つまみ。天井部は水平 体部~口縁部回転へラケズ 。良好

(須恵) 局 2.1 気味で体部から口縁部はゆるや リ。 -灰色

かに内湾しながら開く。端部は @ほぼ完形

丸味をおび、内側に小さな返り

がっしゃや不整形。

12 重 口(13ι) 体部は短めで直線的に開き、口 天井部から体部中位にかけて回 @良好(焼き締まり

(須恵) 高 2.4 縁やや外反する。内側には小さ 転へラケズリ。口縁までは回転 良し)

な返りを持つ。つまみは低いボ ナデ。 -暗白灰色

タン状。 。50%

13 委 底 16.0 底部は上げ底で大きい。端に径 胴内外面回転ナデ。底部外面 。良好

(須恵) 1.2mmの孔があき、内面より粘土 回転へラ切り後外周を回転ナ 。灰色

でそれをふさいでいる。胴下位 デ、内面は回転ナデ及び回転に -底部 1周と胴下位

は外傾し、周りはへラ状のもの よらない指ナデをJ極す。 少々

でえぐり内外を貫通させてい

る。

14 石 全長 11.8 断面楕円形で全体に丸みのある 全面よく摩耗し、所々に径 5 。白茶色 輝石安山岩

重量 360g 整った形状である。 ~ 8mmの凹みをもっ。 -完形

15 石 全長 7.9 扇平な小型の石で左側面不整形 全面滑らかで両側面は特に摩滅 -茶色 流紋岩

重量 100g に凹む。 した凹みがあり、上下端部は小 -完形

さな凹みあり。
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E-95号住居跡、 96号掘立柱建物跡、

95号 96号

図296 E -95号住居跡、 96号掘立柱建物跡出土遺物

E-95号住居跡。 96号掘立柱建物跡出土遺物

No 器種 寸法 (cm) ID ム月~~今、 の 特 徴

均二 口(13.2) 丸底の底部から内湾して立ち上

(土師) 高 (5.0) がる深い体部。口縁は短く少々

内傾。

l 査 湾曲する肩部片。

(須恵)

E-97号住居跡

成形・手法の特徴

底~体部 へラケズリ。口縁部

横ナデ。

胸部内外面回転ナデ。

にミト¥ 

弐、;jと一;i:

3. E 区

o I : 4 10 cm 
←一一一一一一一一一寸一一一一一一一一一寸

-焼成・色調・残存 備考

-良好

-暗楕褐色

.30% 

-良好

-暗青灰色

-肩部少々

ヲ G 些グ
図297 E -97号住居跡出土遺物(1)
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3. E 区

E~97号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 青2 態 の 特 {数 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 或iぇ豆， 口 23.0 小さい平底の長胴姿。胴上位に 口縁内外面横ナデ。胴外面 -良好

(土師) 底 4.7 少々張りをもち、口縁は大きく 斜めへラケズリで口縁付近のケ -燈褐色

同 33.6 外反する。全体に薄手で器面ザ ズリは深い。内面横へラナデ。 080% 

ラつく。 中位に輪積痕。

2 事ぷ山 口 23.4 最大径を胴上位にとる大型の球 口縁内外面 横ナデ。肩吉田付近 -良好

(土師) 胴斐。中位から下位は張りをも 及び胴下位横へラケズリ、中 -赤褐色

たず、上位で強く張る。口縁は 位付近斜めへラケズリ。内面は -底部のみ欠損

厚手で長く外反する。先端尖り 横へラナデ。

気味。胴吉田は全体に薄い。

3 鉢 口 (19.4) 丸味を持ちつつ立ち上がる体 体部外国横へラケズリ。内面 -良好 体部~口縁|
(土師) 部。短い口縁部は外反する。 横ナデ。口縁部横ナデ。 -権褐色 部に黒斑有

-体部~口縁部少々 り

4 杯 口 14.2 丸底の底部より緩やかに内湾し 底部~体部外面へラケズリ。 -良好

(土師) つつ立ち上がる体部。短い直立 内面横ナデ。摩耗激しい。 -掻褐色

気味の口縁部及び小さく内傾す 080% 

る口唇部に至る。

5 皿 口(l7.8) 底音防〉ら体部少々丸味をもって 底~体部へラケズリ。内面横 。良好

(土師) ~司全T 3.4 浅く広く立ち上がる。口縁部は ナデ。口縁部横ナデ。 。掻褐色

緩やかに外反する。 。30%

6 向く 口(180) 平底状の底部から体部は大きな 外面摩耗激しく不明瞭。内面 -良好

(須恵) 器 (5.5) 丸味をもって立ち上がり、口縁 横ナデ後 3~4 本 l 単位の放射 -燈褐色

部はそのまま開く。大型の丸底 状暗文が施される。 030% 

杯。

7 翠 口 21.0 底部欠損。直線的に立ち上がり、 底部へラケズリ。胴部縦へ 。良好

(土師) 胴部上位にやや膨らみを持つ。 ラケズリ。口縁部内外面及び胴 -燈褐色

口唇部は丸みをおびる。 部内面横ナデ。 080% 

8 ヤZ主乙E 口 22.3 胴部上位は直立気味でわずかに 胴部外面縦へラケズリ。内面 -良好

(土師) 内傾。口縁は大きく外反し、や 横へラナデ。口縁部内外面とも 01登褐色

や厚手。最大径は口縁にもつ。 横ナデ。 。胴上位以上少々

9 E喜 口 (21.0) 直線的な胴部上位から徐々に内 胴部外面上位は横へラケズリ。 -良好

(土師) 傾し頚部弱くしまり、長い口縁 中位斜めへラケズリ。内面は -糧褐色

部は外反する。最大径を口縁に 横へラナデ。口縁部内外面横 -口縁~胴上半少々

持ち胴部の器肉薄く口縁部は厚 ナデ。

し〉。

10 婆 長胴斐。胴中位から下位で直線 胴部外面中位斜めへラケズ 。良好 砂粒を少々

(土師) 的に徐々に外傾する。 リ。下位縦へラケズリ。内面 -暗褐色 合む

横ナデ。 -胴部下位 l周

(30%) 

11 甑 口 27.0 底部全面穿孔の大型甑。胴部は 胴部外面縦へラケズリ後中位 -良好

(土師) 底 12.5 直線的にやや外傾しつつゆるや ~下位にかけてていねいな指ナ 。燈褐色

同 33.8 かに立ち上がり、肩は張らずに デを施す。内面横ナデ後縦方 . と7全¥，;Jf:ノノ

口縁部水平気味に大きく外反す 向のミガキ状指ナデを施す。光

る。 沢あり。口縁部内外面横ナデ。

12 皿 口 19.8 丸底の大型皿で体部はさほど丸 外面はへラケズリで体部付近は 。良好 小石多量に

(土師) 高 3.6 味をもたない。口縁は短く外傾 横方向。口縁内外面横ナデ。 -権褐色 含む

する。 内面は雑な不整方向へラミガ -口縁一部欠損

キ。 (90%) 



遺跡各区の出土遺物集成

E-97号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸 法 (cm) 形 感 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色訴]・残存 備考

13 杯 口 19_0 断面四角形の太く短い台部。体 底部 回転へラケズリ後台部貼 -不良

(須恵) 底 14_0 部から口縁は浅く、少々外傾す り付け。体部~口縁部内外面 -白灰色

品 4_5 る。底部はわずかに膨らみ、台 回転ナデ。底部内面に巻き上げ -ほぽ完形

部の接地面に等しい。底径と口 痕あり。

径の差は小さい。

E-98号住居跡

一日ト山ゲ

ハ

1
W

2 

いヘ一任一「

一三五

3 

「土1
三二ノ
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図300 E -98号住居跡出土遺物(2)

No 器種 寸法 (cm) 背三 ム'回~何、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

斐 口 (22.3) 胴部上位は肩が張り徐々に内傾 口縁内外面横ナデ。胴上位は -良好

(土師) し口縁はゆるく外反する。最大 縦へラケズリ後雑に横ナデ、指 -赤褐色

径は胴部上位にとる。 押え。 。20%

2 斐 口 (24.8) 胴部上位に大きな膨らみを持ち 胴~口縁回転ナデ。 -良好

(須恵) 内湾しつつ徐々にすぼまり、短 -暗白灰色

い口縁部は外反する。口唇部斜 。口縁部~肩部少々

めに平坦面をもっ。

d つ :]5] 釜 口 (20.0) ややすぼまった形の胴部下位か 全面回転ナデで胴下~中位外面 -不良 径 1~ 3mm 

(須恵) らゆるやかに立ち上がり、胴上 縦へラケズリ。割れ口は輪積痕 。白灰色 の小石を多

位で少々張りを持ち内傾して口 に沿っている。 • 20% く含む

縁に至る。口唇は隅丸にナデら

れており鍔は断面台形の小さな

ものである。器面はザラつく。

4 査 広口査と思われる。大きな丸味 回転ナデ。外面は叩き後横ナデ。 -良好 肩部少々自 l

(須恵) をもち肩部には断面三角形の小 内面はナデ後の叩きによる弧状 -暗灰色 然粕

さな鍔がつく。口縁部はやや開 の当て痕。頚部内面にみられる -肩部付近少々

き気味についている。 粘土はナデの際のはみ出しと思

われる。

b E霊 口 12.0 肩が張らずに徐々に内傾する胴 胴部上位~口縁部 回転ナデ。 -良好

(土師質) 部仁位から、口縁は短く外傾す 内外面共ロクロ痕が残る。 -赤褐色 含む

る。 -口縁部~胴部上位

(30%) 



I 遺跡各区の出土遺物集成

E-98号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 青芸 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

6 主不 口 13.4 底部よりかすかに湾曲しつつ立 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 7.3 ち上がる。体部・口縁部は肥厚 部~口縁部回転ナデ。 -白灰色

両 3.5 で外反する。底部中央の器肉は 。ほぼ完形

薄い。

士不 口(13.2) 厚みをもつやや突出した底部か 底部右回転糸切り無調整。体 -不良(焼き締まり

(須恵) 底 6.2 らわずかな膨らみを持って立ち 部内外面 回転ナデでロクロ痕 ない)

信1 3.6 上がる体部。口縁部で短く外反 明瞭。 。白灰色

する。 050% 

8 巧二 口 12.5 底部は突出し、内湾気味に立ち 底部右回転糸切り無調整で剥 -不良 径 2mmほど

(須恵) 底 6.4 上がる体部から口縁部は短く外 離面には別の糸切り痕あり。貼 。黄灰色 の小石が含

局 3.7 反する。薄手。 り付けを行なっていると思われ 。70% まれしる

る。体部から口縁回転ナデ。

百 士不 口 13.0 平底。体部緩やかに内湾しつつ 底部右回転糸切り無調整。体 -不良 一部酸化し

(須恵) 底 6.2 立ち上がり口縁部は短く外反す 部~口縁部 回転ナデ。体部外 -白灰色 て淡燈色

高 3.8 る。薄手で器面は粗い。 面 ロクロ痕明瞭。 070% 

10 巧= 口 (13.0) 厚手な平底の底部より体部中央 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 6.7 に膨らみをもちつつ立ち上がり 部~口縁部回転ナデ。 -暗白灰色

高 3.4 口縁やや外反。 030% 

11 杯 口 (156) 底部より直線的に外傾しながら 底部 回転糸切り後外周を雑な -良好 体部外面に

(須恵) 底 (7.3) 長く立ち上がり口縁少々外反。 へラナデ。体部から口縁 回転 -黄灰色 墨書、判読l
品 4.4 全体的に非常に薄手。 ナデ。 030% 不明

12 向く 口 14.1 厚めの底部より緩やかに湾曲し 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵、) 底 6.7 て立ち上がる体部。口縁部でや 部~口縁部回転ナデ。 -白灰色

高 3.9 や外反する。全体的にぼってり 。ほぽ完形

としており粗雑なっくり。

13 椀 口 14.4 小さな台部より体部下半で膨ら 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好

(須恵) 底 6.6 みを持ち上位て、へこみ、口縁部 り雑なナデ。体部~口縁部回 -白灰色

品 5.3 は直線的に外傾する。っくり雑。 車云ナデ。 -底部~口縁部

(80%) 

14 士宛 口 14.3 台部は厚く、広い媛地面には凹 底部右回転糸切り後台部貼り -良好

(須恵) 底 7.3 線が巡る。体部はわずかに膨ら 付け回転ナデ。体部~口縁部 -暗白灰色

局 5.0 み、口縁少々外反。っくりは比 回転ナデ。 060% 

較的良好。

15 椀 口 (12.8) 薄手の丸みをおびた場。口縁は 体部~口縁部回転ナデ。 。良好

(土師質) やや外反。 。淡1登褐色

020% 

16 土完 口(14.2) ハの字状の短い台部から緩やか 底部 回転糸切り後台部貼り付 。不良

(須恵) 底 (6.6) な丸味をもって立ち上がり、口 け。体部~口縁部回転ナデ。 -白灰色

高 5.0 縁部はそのまま大きく開く。器 -台部~口縁部少々

面は微孔が多くザラつく。 (40%) 

17 皿 口 14.0 垂直に開く長めの台部。体部か 底部 回転糸切り後台部貼り付 -不良(部分的に気 径 4~5mml
(須恵) 底 (7.5) ら口縁は短く、口縁内面は水平、 け雑なナデ。体部~口縁部 回 泡が入る) の小石をま|

高 2.7 先端は非常に薄い。歪みがあり、 転ナデ。 -白灰色 ばらに含む

全体的にっくり雑。 -台部は yz周欠損

(60%) 

18 皿 口 13.7 台部欠損。体部は直線的に広く 底部右回転糸切り後台部貼り -良好

(須恵) 外反し、口縁部で短く水平に開 付け。体部~口縁部回転ナデ。 -白灰色

く。端部は丸い。 -底部~口縁部

(80%) 
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E-98号住居跡出土遺物観察表(3)

3. E 区

No. 器種 寸法 (cm) 育長 古E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

19 皿 口(15.0) 断面三角形に近い形で内傾気味 底部右回転糸切り後台部貼り -不良

(須恵) 底 (7.8) の厚い台部。底部は厚子で体部 付け。体部~口縁部回転ナデ。 。白灰色

同 2.5 から口縁部にかけて水平状に開 。30%

く。全体に雑なっくり。

20 皿 口(12.1) 底部やや突出気味。体部は短く 体部から口縁 回転ナデ。底部 。良好 底部重ね焼

(須恵) 底 (7 0) 直線的に大きく外反し、口縁部 回転糸切り後台部貼り付け回転 ー灰色 痕あり

で丸味をもってさらに外反す ナデ。 -底部~口縁部%周

る。底部の器肉は非常に厚い。 (30%) 

台部は欠損。

E-99号住居跡、

ミモぷ

E-99号住居跡出土遺物観察表(1)

2 

(
〉

o I : 4 10 cm 

一一
図301 E -99号住居跡出土遺物

No. 器種 寸法 (cm) 青多 1r円山h巳、 。〉 特 徴 成形。子法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

l 婆 口 19.0 胴部上位に最大径をとりなだら 胴部縦へラケズリで仁位はそ -不良

(土師) かにすほまった後、口縁部は直 の後ナデ及び指押え。口縁内外 。燈褐色

立し上位でやや外反する。 面指ナデ。 。40%

2 婆 口 (1l.0) 平底の底部。胴部は球状でわず 底部右回転糸切り無調整。胴 。不良

(土師質) 底 5.7 かにくびれた後短く外反する。 部~口縁部 回転ナデ。底部内 。暗褐色

同 8.3 薄手の小型警。 面 らせん状のナデ痕明瞭。 . 50% 

3 珂二 口 13.6 薄手の底部よりわずかな膨らみ 底部右回転糸切り無調整。体 -良好 小石をまば|

(土師質) 底 6.0 をもちつつ立ち上がる深い体 部~口縁部回転ナデ。 。燈褐色 らに含む

高 4.8 部。口縁は外反する。 -ほぼ完形

4 杯 口(1l.0) 体部はやや膨らみを持ちつつ緩 底部 回転糸切り無調整。体部 。良好

(土師質) 底 (4.3) やかに立ち上がり、口縁部はそ ~口縁部回転ナデ。 -明掻褐色

主F主司「 3.1 のまま開く。全体的に小ぶりで 。40%

薄手。
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-99号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (CI11) 背3 白芭 0) 特 i数 成形。手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

5 土完 口(150) 体部は膨らみをもちつつ立ち上 体部~口縁部 回転ナデ。 -不良

(土師賀) がり、口縁部やや外反する。薄 • u音樟褐色

子の域。 。体部から日縁%周

(30%) 

6 土不 底 (7 0) 台部外面は内傾。先端は丸みを 底部切り離し後台部貼り付け 。良好

(灰柏) もつ。体部は大きく外傾。 回転ナデ。体部内外面漬け掛 -白灰色

けによる施紬。 @底~{;本部少々
'--

E-I00号住居跡、

J) I亡二ちlVメ
。 I : 4 IOcm 

図302 E -100号住居跡出土遺物

E-IOO号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (CI11) 背芸 肯'也邑、 の 特 {数 成形。子法の特徴 。焼成@色調・残存 備考

5J5J 釜 口(190) 薄く小さな鍔は水平につき、口 回転ナデ。 。良好

(須恵) 縁は内傾。口唇は内側に斜めの 。暗燈褐色

平坦面をもっ。 。口縁付近少々

2 士完 口(15.0) 底部欠損。体部は深くゆるやか 体部~口縁部回転ナデ。 。良好

(須恵) に丸味をもって立ち上がり口縁 。白灰色

部はそのまま開く。 。30%

E-IOl号住居跡

[ 

y

、、
o I : 4 10 cm 
ト一一一一一一一一寸一一一一一一一一一一一寸

図303 E-101号住居跡出土遺物(1)
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3. E 区

4 

ミヨフ戸イ

亡D，

ミ斗ノ
f 十三ウ

。 I: 4 IOcm 

- 一
図304 E -101号住居跡出土遺物(2)

E-I01号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 背5 盲E の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

l 斐 口 (23.0) 直立気味に立ち上がる胴部上位 胴部内面横へラナデ。外面 -良好

(土師) から頭部で弱くしまり、口縁部 縦へラケズリ。 。澄褐色

で、丸味を持って大きく外反。口 。胴上位~口縁部

唇上面わずかに突出。 少々

2 斐 口 (224) 膨らみを持つ胴部は徐々に内 胴部縦へラケズリ。肩部はケ 。良好

(土師) 傾。口縁部は大きく外反し、口 ズリ後ナデ。口縁部横ナデ後 。権褐色

唇外国平坦面をもっ。球胴斐で 上位は指押え。 。胴部上位~口縁部

ある。 少々

3 警 口 21. 7 細身の長胴部は下半がしまり、 口縁内外商横ナデ。胴部外国 。良好 胴外面黒斑

(土師) 口縁は大きく外折する。口唇外 縦へラケズリで下位は斜め。内 。暗燈褐色 あり

側には僅かな段を有す。 面は横へラナデ及び指ナデ。 。80%

4 鉢 口 (240) 丸底の小さな底部から内湾しな 体部斜めへラケズリ。口縁部 @良好

(土師) がら立ち上がる深い体部。短い 内外面横ナデ。 。暗褐色

口縁部は外側やや内傾して口唇 。体部~口縁部少々

部尖る。

5 鉢 口 (22ι) 底部欠損。体部中位よりわず、か 体部斜めへラケズリ。口縁部 -良好

(土師) に膨らみをもちつつ開き、口縁 は内外面とも横ナデ。 。憧褐色

部でさらに短く内傾する。体部 。胴中位~口縁部

下位薄手。 少々
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I 遺跡、各区の出土遺物集成

E-IOl号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 背長 1月l~百、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

6 台 付 要 底 9.3 胴部は小さく球状を呈し、裾広 脚部上位外面へラケズリ。内 -良好

(土師) の低い脚がつく。底部付近肥厚。 面へラナデ。下半は内外商 。暗赤褐色

横ナデ。胴部は斜めへラケズリ。 -台部と胴部下位

内面横指ナデ。 少々

7 均二 口 11.0 丸底の底部より浅くて内湾する 体部外面へラケズリ。内面 。良好 底部外面付

(土師) 同 (3 5) 体部。口縁部は短く直立する。 横ナデ。口縁部内外面横ナデ。 -暗掻褐色 近大きめの

体部と口縁部の境に弱しミ稜を持 。70% 黒斑

つ。いびつて、小さめの土不。

8 杯 口 13.0 丸底の底部から内湾して立ち上 底部~体部外面へラケズリ。 -良好

(土師) 局 4.3 がる浅い体部。口縁部は短く内 内面横へラナデで圧痕明瞭。 。掻褐色

傾し、口唇部は薄い。 外面は摩耗激しい。 .80% 

9 器台フ 底(170) 器台の脚部下位と思われる。ハ 内外面回転ナデ。 -良好 所々に自然

(須恵) の字状に外傾し、端部とやや上 。白灰色 粕

には外国に断面三角形の鋭い突 -台部少々

出が~る。

10 脚付盤 底 13.7 ハの字状に大きく聞く脚部。底 脚部内外面 回転ナデ。盤部内 。良好

(須恵) 部の立ち上がり部は鍔状で外側 面同心円状のカキ目。 -灰色

に面を持つ。上には体部がつく 。脚部 l周

と思われる。

11 長 頚 壷 長頚査頚部片で外傾気味に立ち 内外面共ロクロ痕明瞭。外面は -良好 -黒色微砂

(須恵、) 上がる頚部。 光沢をもち自然粕と思われる。 。暗灰色 粒を多量

-頚部少々 に含む

-外面下位

刻書

12 杯 口(10.0) 丸底の底部。湾曲して立ち上が 底部~体部下位付近まで回転へ -良好

(須恵) 局 3.8 る体部から緩やかに外傾する口 ラケズリ。体部~口縁部内外面 -暗白灰色

縁部。小型の杯。 回転ナデ。 .70% 

13 河; 口 10.8 底部丸底。体部下位湾曲気味で 底部~口縁部 回転ナデ。底部 -良好

(須恵) 高 4.1 口縁にかけては直線的に外傾。 ~体部下位手持ちへラケズ 。淡灰色

小ぶりの杯。 リ。 .50% 

14 杯 口(1l.0) 底部やや丸みをもっ O 外{頃気味 底部手持ちへラケズリ。体部 -良好

(須恵) 底 (4 6) に立ち上がる体部は上位から口 ~口縁部内外面 回転ナデ。底 。白灰色

高 (3.8) 縁で薄くなり、さらに外傾して 部内面部分的に指ナデ痕あ .30% 

開く。小ぶ、りの杯。 り。

E-I02号住居跡

図305 E -102号住居跡出土遺物(1)
I : 4 IOcm 
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図306 E -102号住居跡出土遺物(2)

E-102号住居跡出土遺物観察表 (1)

No 器種 寸法 (cm) 形 告山巨、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

椀 日 15.8 断面三角形の太くて短い台部。 底部 回転糸切り後台部貼り付 。不良

(須恵) 底 8.2 底部は非常に薄く、体部は直線 け。体部~口縁部回転ナデ。 -暗白灰色

局 4.6 的に外傾。口縁部下位で少々へ -ほほ完形

こんでから外反し、口唇部に丸

味を持つ。

2 士先 口 15.0 ハの字状に開く厚めの低い台 底部 右回転糸切り後台部貼り @不良 まばらに小

(須恵) 底 7.6 部。直線的に外傾する体部より 付け。体部~口縁部内外面 回 。白灰色 石を含む

高 5.8 口縁はやや内傾して立ち上が 転ナデ。 。70%

る。全体に雑なっくり。

3 士宛 ロ(178) 台部外面は聞かずに直下する。 底部 回転糸切り後台部貼り付 。良好

(須恵) 底 (8.7) 膨らみを持ちつつ立ち上がる体 け回転ナデ。体部~口縁部 回 。白灰色

高 (6.7) 部より、口縁部でやや外反。 転ナデ。 。30%

4 士m 底 8.7 台部は低く非常に薄い。っくり 底部 右回転糸切り後台部貼り 。良好

(須恵) は悪く不整形である。 付け。接合痕よく残る。体部~口 -白灰色

縁部回転ナデ。 。底部のみ

ら 士完 底 7.7 端部が小さく突出気味の長めの 底部 右回転糸切り後台部貼り 。良好

(須恵) 台音防〉ら直線的に外傾する体部 付け回転ナデ。体部 回転ナデ。 。白灰色

に至る。 -台部~体部下位

少々

6 t先 口 (14.1) 台付の底部より体部直線的に大 底部 回転糸切り後台部貼り付 。良好

(須恵) 底 7.4 きく聞き口縁部でやや外反す け回転ナデ。体部~口縁部 回 -灰色

高 4.4 る。 転ナデ。 。40%

7 士売 底 7.1 外面丸みをもっ厚い台部で、底 底部 右回転糸切り後台部貼り 。良好

(須恵、) 部から体部は器薄。 付け回転ナデ。内面 らせん状 -白灰色

のナデ痕明瞭。体部回転ナ -底部のみ

ア。

8 士宛? 口(14.8) 体部は緩やかに立ち上がり口縁 体部~口縁部内外面回転ナ 。良好 体部外面墨

(須恵) 部はそのまま聞く。薄手で非常 ア。 。白灰色 書、判読不

に軽く表面荒れている。 040% 明
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-102号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 形 白百 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

ヨ 長 頚 査 稜をもって強く張る肩部片。稜 胴部 回転ナデ。肩部に櫛状工 。良好(焼き締まり

(須恵) に沿って弱し》幅広の凹みが巡 具による 8条の刺突が巡る。外 良い)

る。 面は施粕により光沢をもっ。 -白灰色

ー肩部少々

E-I03号住居跡

六三三J 三二~~主J 、.~イ

ミ二王ダミ三五F三-~

(内面)

。 [: 4 [Qcm 
r一一一一一一一ー一一一一一寸一一一一一一一一一一ー一一一寸

図307 E -103号住居跡出土遺物(1)
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てージ
20 

R 主主ヨグ

得)

1 呈三〆寺主司「Jfk

図308 E -103号住居跡出土遺物(2)

E-103号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) lB ムd月~ぃ百、 の 特 徴 成形。手法の特徴

斐 口 (20.2) 直線的に立ち上がる胴上位。口 胸部外面横へラケズリ。内面

(土師) 縁部は外反し口唇部で非常に器 横ナデ。口縁部内外面横ナデ。

薄になる。口縁部中聞に沈線状

のわす、かな稜をもっ。

2 斐 口 (20.8) 丸味をもっ胴上位。口縁部は直 胴上位外面は斜めへラケズリ。

(土師) 立し上位で外反する。器肉は薄 内面は横ナデ。口縁部内外面と

い。口唇部外側ナデによる l条 も横ナデ。

の凹みをもっ。

3 台付斐 薄手の台付斐。小ぶりと思われ 胴部下位縦へラケズリ後かす

(土師) る底部外面は突出気味に丸味を かに斜め方向のナデを施す。胴

おび台部もよくつけられている。 内面はへラナデ。台部はと位内

外面横ナデ。

4 鉢 口 (19.2) 底部欠損。胴部は直線的に外傾 体部~口縁部外面 回転ナデ。

(須恵) しつつ立ち上がり、口縁部で水 内面は横ナデ。

平気味に内湾する。器面はロク

ロ痕著しい。

5 長頚査 日 (140) 頚部から口縁部にかけて大きく 口縁回転ナデ。

(須恵) 外反。口唇部は内外面に撫でを

施。稜線を造り出し断面三角形

に突出する。

285 

3. E 区

む|
10cm 

。焼成。色調。残存 備考

。良好

。掻褐色

。口縁少々

。良好

。赤褐色

。胴仁位上半~口縁

部少々

。良好

。樟褐色

。胴下位~脚部付近

少々

。良好

。灰色

。30%

。良好

。暗白灰色

。口縁音li少々



I 遺跡各区の出土遺物集成

E-I03号住居跡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸 法 (αn) 青5 ムパ目ムぃE 、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

6 杯 口(12.4) 上げ底で薄手の底部。体部は湾 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 底~体部中

(須恵) 底 (6 0) 出気味に立ち上がり、口縁部は 部~口縁部内外面 回転ナデ。 -灰色 位内面は赤

高 3.2 やや外反する。口唇部は突出気 .30% 色がかる

味。軽量で底部の器肉は均等で

ない。

7 土不 日(140) 突出気味の底部より体部下位に 体部~口縁部回転ナデ。 。良好

(須恵) 底 (6.5) 膨らみを持ちつつ立ち仁がり、 -黄灰色

局 4.1 口縁部やや外反する。全体的に 。30%

薄手で軽い。

8 士不 日 14.0 少々突出した底部。外傾気味に 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 7.4 立ち上がる体部は仁位から口縁 部~口縁部回転ナデ。 -暗灰色

高 4.0 で薄くなりさらに外傾して関 .60% 

く。底部内面中央部は非常に薄

く一部剥離している。っくりは

雑で表面荒れている。

9 均く 口 13.5 やや突出する底部より内湾気味 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 7.2 に立ち上がる体部。口縁部はや 部~口縁部内外面 白転ナデ。 -灰色

両 3.3 や外反する。 .70% 

10 均二 口 13.7 比較的大きな平底の底部。体部 底部右回転糸切り無調整。内 -不良

(須恵) 底 7.5 は僅かに膨らみをもって立ち上 面 らせん状のナデ痕明瞭。体 -黒灰色

高 3.5 がり、口縁部は外反する。内外 部~口縁部内外面 回転ナデ。 . t本部、口縁部のー

面共細かな剥離が所々にある。 部欠損 (80%)

11 均二 口 13.4 少々突出気味の底部より、体部 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 体部内面の

(須恵) 底 7.0 はやや膨らみつつ立ち上がり、 部~口縁部回転ナデ。 -灰色 一部に煤付

高 3.2 口縁外反。 。70% 着

12 ま不 口 14.0 上げ底の底部。体部中央に膨ら 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 底部内外面

(須恵) 底 6.8 みを持ちつつ立ち上がり、日縁 部~口縁部内外面 回転ナデ。 -白灰色 に墨書。内

高 3.4 部はやや外反。 .7とと'GJγ正r_ノノ 面「東j、外

面は判読不

明

13 杯 口 14.1 突出気味の底部より直線的に立 底部右回転糸切り無調整。体 -良好 口縁内外面

(須恵) 底 7.5 ち上がる体部。口縁部少々外反。 部~口縁部回転ナデ。 -白灰色 は黒灰色を

高 3.6 器商ザラっき気味。 .80% 呈す

14 杯 口 13.7 突出気味の底部より膨らみを持 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 体部内外面

(須恵) 底 8.0 ち、緩やかに立ち上がる体部。 部~口縁部回転ナデ。 。白灰色 に煤付着

両 3.2 口縁部少々外反する。底部中央 -底部~口縁部のー

の器肉は薄く雑なっくり。口径 部欠損 (60%)

と底径の差がさほどない。

15 杯 口 14.0 平底の大きな底部より湾曲気味 底部右回転糸切り無調整。体 。不良

(須恵) 底 6.8 の体部。口縁部は長めに外反す 部~口縁部内外面 回転ナデ。 。白灰色

高 3.4 る。口唇部は押えによりへこん @完形

でいる。表面ザラっき全体的に

雑なっくり。

16 f不 口 14.0 厚手の底部より湾曲気味に立ち 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 7.0 上がる不整形な休部。やや外反 部~口縁部回転ナデ。 。白灰色

高 3.6 する口縁部。器肉は厚く表面は 。7とと'GJtノノ

荒れ、っくりは雑。
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3. E 区

E-I03号住居跡出土遺物観察表(3)

No 器種 寸法 (CI11) 育長 ム思R 。〉 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

17 杯 口 13.8 厚手の底音防ミら直線気味に立ち 底部右回転糸切り無調整。体 -良好 底部外面墨

(須恵) 底 6.9 上がる体部及び口縁部。口唇音日 部~口縁部回転ナデ。 -灰色 書あり、判

局 3.3 は丸味を持つ。全体的に器肉厚 . フに全Eフ7τf:ノノ 読不明

く不整形な杯。器面は比較的滑

らか。

18 t:宛 口 9.9 足高の台部を付した底部よりや 底部切り離し後台部鮎り付け -良好 赤色塗彩

(土師質) 底 6.1 や外傾しつつ直線的に体部が開 内側までていねいなナデ。体部 -白褐色

両 4.6 き、口縁部やや外反する。小ぶ ~口縁部内外面 回転ナデ。 • 80% 

りの士先。

19 域 底 (9.0) ハの字状の長めの台部より、緩 底部右回転糸切り後台部をH占 。良好(焼き締まり

(須恵) やかな丸味を持って立ち上がる り付け回転ナデ。 良し)

体部。底部外周付近器厚で中心 -暗白灰色

付近は薄い。 -底部少々

20 土先 口(15.7) ハの字状に開く薄手の台部。体 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好(焼き締まり

(須恵) 底 (7.6) 部は膨らみを持ちつつ立ち上が け回転ナデ。体部~口縁部 回 良し)

高 5.2 り、口縁部はやや外反。口唇部 転ナデ。 -青灰色

突出し薄手。 . 40% 

21 土売 底 7.8 ノ¥の字状に聞くしっかりした台 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好

(須恵) 部より緩やかに立ち上がる体部 け。 -黄灰色

下位。厚手で大型の域。 -台部と体部の一部

22 土完 底 (8.3) 外反する薄手の台部より湾曲気 底部 回転糸切り後台部貼り付 。良好

(須恵) 味に立ち上がる体部下位。底部 け回転ナデ。体部 回転ナデ。 -灰色

の器肉厚い。 -底部v3周

23 土宛 口(16.4) ハの字状に開く細い台部。ゆる 底部右回転糸切り後台部貼り -良好(焼き締まり

(須恵) 底 (9.5) やかに開きながら体部は立ち上 付け。体部~口縁部回転ナデ。 良し)

局 5.5 がり、そのまま口縁に至る。 -暗白灰色

• 30% 

24 皿 口 13.1 ハの字状に開く長い台部。直線 底部右回転糸切り後台部貼り -良好

(須恵) 底 7.4 的に広く外傾して開く体部から 付け。体部~口縁部 回転ナデ。 -暗白灰色

高 2.8 水平に開く体部。口唇部は丸味 . 80% 

を持つ。

25 皿 口 12.8 やや不整形な厚い台部を付した 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好

(須恵) 底 6.8 底部より直線的に聞く体部及び け回転ナデ。体部~口縁部回 -灰色

高 2.4 口縁部。口唇部は丸い。器面は 転ナデ。 -底部~口縁部

荒れている。 (80%) 

26 皿 口(13.8) 高い台部は外面開かずに直下す 底部右回転糸切り後台部貼り -良好

(須恵) 底 7.0 る。体部から口縁部までは外反 付け回転ナデ。体部~口縁部 -白灰色

高 3.6 気味に立ち上がる。全体に厚手 回転ナデ。 • 50% 

で底部中央は器薄。

27 血 口 13.8 端部が丸い厚めの台部。{本部か 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好

(須恵) 底 7.5 ら口縁まで厚手で直線的に開 げ回転ナデ。体部~口縁部回 。灰色

局 3.0 く。底部薄い。 転ナデ。 -ほほ完形

28 皿 口 13.7 薄手の台部より直線的に口縁ま 底部 右回転糸切り後台部員占り -良好(焼き締まり 内面中，c.，、ゃ

(須恵) 底 7.4 で開く。底部中央器薄。 付け回転ナデ。体部~口縁部 よし) やはずれて

局 2.6 回転ナデ。 -黄灰色 重ね焼痕

. 40% 

29 皿 口 13.4 やや外反して開く台部より直線 底部右回転糸切り後台部貼り 。良好

(須恵) 底 6.7 的に大きく開く体部。口縁部ーで 付け回転ナデ。体部~口縁部 。白灰色

高 2.7 さらに外反する。全体的に薄手 回転ナデ。 -底部~口縁部

で特に台部と口縁部は薄い。 (70%) 
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-I03号住居跡出土遺物観察表(4)

No 器種 寸法 (cm) 青長 有，~邑、 の 特 {数 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

30 皿 口(13.3) 底部欠損。厚手の台部より直線 底部 台部貼り付け回転ナデ。 -良好

(須恵) 底 (7 3) 気味に開き口縁部に至る。口唇 体部~口縁部 回転ナデ。 。白灰色

高 2.8 部の器肉薄く尖り気味。 -底部~口縁部少々

31 小 型 壷 口 3.9 厚く短い台付の底部より湾曲し 底部~口縁部回転ナデ。底部以 -良好

(二彩) 底 3.8 ながら立ち上がる体部。肩部が 外外面緑紬を施し、濃淡によ -暗緑色と淡緑色

局 4.6 張る器形で、そこから急に窄ま る二彩を呈す。 -ほぼ完形

札口縁部は外反気味に短く関

E-I04号住居跡、

V二日〆 ミミ三主ヨ
3 4 

I : 4 I Qcm 

図309 E -104号住居跡出土遺物

E-I04号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青3 ~円山AhE 、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 婆 口 (16.2) 直立して上位で外反するコの字 口縁部内外面横ナデ指押え。 -良好

(土師) 状口縁の小型奮。薄手で焼きは 頚部付近外面横へラケズリ。 -淡赤褐色

硬く、口唇部外面はナデによる 内面横ナデ。 -口縁部%周

凹みあり。

2 珂t 口 (12.5) 平底気味の丸底。体部は丸味を 体部内面放射状の暗文。底部 -良好

(土師) 高 4.0 持って外傾。口唇部は薄手で外 内面 らせん状の暗文器面荒 -樟褐色

面はやや突出するが、全体的に れており、外面は不明瞭。 -底~口縁 (30%)

厚めの杯。

3 巧二 口 13.5 上げ底気味の底部より、直線的 口縁~体部内外面 回転ナデ。 -良好 黒色粒子多 l

(須恵) 底 7.6 に大きく外傾する体部と口縁 底部右回転糸切り無調整。 -黄灰色 量に含む

高 3.2 部。口唇部は器肉が薄めて芯底部 。底部~口縁部

は厚くなり、どっしりしている。 (80%) 

4 巧く 口 (13.6) やや上げ底の底部より内湾する 口縁~体部内外面 回転ナデ。 。良好

(須恵) 底 6.5 体部を経て口縁部は弱く外反す 底部右回転糸切り無調整。底 -暗白灰色

高 3.4 る。器面ややザラつくが、硬い 部内面指ナデによる凹凸明 -底部~口縁 (50%)

焼きの作りの良い土器。 瞭。
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E-I05号住居跡、

1日一一(
11 

7HUHMHH /富1

，J(~ßJ 
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マ
L1よと~J0cm

z至善弘

E-105号住居跡出土遺物観察表(1)

図310 E-105号住居跡出土遺物

10 

3. E 区

11 

日

No 器種 寸法 (cm) 青5 肯E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 護 口 (19.0) 上位でなだらかに外反するコの 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好 組砂粒を含

(土師) 字状口縁。口唇部は内側に突出。 面上位横へラケズリ。内面 -掻褐色 む

全体に薄手。 横ナデ。 -口縁付近少々

2 斐 口(13.4) 口縁はなだらかなコの字状を皇 口縁部内外面横ナデ。胴上位 -良好

(土師) す。肩は張らず器肉は均一。小 外面横へラケズリ。内面横 -暗1登褐色

型のカメ。 ナデ。 -口縁部付近少々

3 巧= 口 12.2 やや丸味を帯びる平底から直線 口縁内外面横ナデ。器面荒れ -不良 口縁~底部

(須恵) 底 8.5 的に外傾する体部を経て、口縁 ている。体部内面ナデ。 -燈褐色 内外面部分

両 3.7 部短く立ち上がる。口唇外側 。90% 的に煤付着

少々突出。

4 長 頚 壷 底 6.5 台部より外傾気味に立ち上がる 胴部回転ナデ。底部回転糸 。良好

(須恵) 胴部。肩が大きく張り徐々に内 切り後台部貼り付け内外面 回 -灰色

{頃。頚部より上は欠損。台部は 転ナデ。 -底部~体部少々と

一部内側より押されて外側に突 台部%周 (40%)

出している。

5 短 頚 牽 口 4.8 強く張る肩部から直線的に屈曲 口縁~胴部内外面 回転ナデ。 -良好 黒色の砂粒

(須恵) し、短い口縁部は垂直に立ち上 底部外面 回転ナデ痕明瞭。 -暗灰色 をまばらに

がる。口縁から胴部ほほ均一だ .80% 合む

が、底部中央の器肉は厚く盛り

上がっている。
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-I05号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 青5 宵íî~、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

6 長頚主査 底 6.5 鋭い切り口の底部より直線的に 体部回転ナデ。底部右回転 -良好

(須恵) 外傾する胴部下位に至る。全体 糸切り無調整。 -青灰色

に器肉は厚いが、底部と胴部の 。胴部下位 l周

境は特に肥厚。 (20%) 

7 均二 口 14.1 突出気味の底部より僅かに膨ら 口縁~体部内外面 回転ナデ。 。不良(焼き締まり

(須恵) 底 7.9 みを持ち直線的に外傾する体 底部右回転糸切り無調整。 なし)

尚 3.4 部。口縁部は弱く外反。口縁か -灰色

ら体部は薄手だが底部はぶ厚 。90%

しミ。

8 巧く 口 13.0 底部より体部中位にやや膨らみ 口縁~体部内外面 回転ナデ。 。良好 体部外面の

(須恵) 底 6.8 をもち直線的に外傾。口縁でや 底部右回転糸切り無調整。 -暗灰色 一部に自然

高 3.0 や外反する。浅めの杯で底部か -ほぼ完形 南出

ら口縁にかけて器肉ほぼ均一。

日 士宛 口 16.0 ハの字状に開く台音防〉ら膨らみ 口縁~体部内外面回転ナデ。 -良好(焼き締まり 底部外面に

(須恵) 底 9.2 を持つ体部下位を経て口縁は直 底部右回転糸切り後台部貼り 良い) 刺突痕残る

高 6.3 線的に外傾して開く。底部の器 付け内外面雑なナデ。 -黄灰色

肉は厚いが全体的に薄く丁寧な .90% 

作りの小型域。

10 蓋 口(12.8) ボタン状のつまみ部より、緩や 天井部 回転へラケズリ?。体 -良好 体部内面に

(須恵、) 底 3.2 かな丸味をもっ体部で口縁部は 部~口縁内外面 回転ナデ。 -白灰色 指ナデ痕明

端部で平行に聞いて垂直に落ち .60% 瞭

る断面三角形。

11 砥 石 全長 12.0 太い四角柱状で断面は正方形に 上下面以外は非常に平滑で、ま -黄灰色 凝灰質流紋

重量 690g 近い長方形。 た上下面を含めた全面に擦痕が -完形 正山玉

よく残る。

E-I06号住居跡

モ斗J
I : 4 IOcm 

図311 E -106号住居跡出土遺物(1)
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ぷ竺ミミ 11

三一一選一

一
二
一
一
ミ

一一二一一ミ

ミ三三二三ヨ 一サイ

図312 E -106号住居跡出土遺物(2)

E-106号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 青3 肯じ旨4、 。〉 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 斐 口 26.4 胴部は張りを持たず、やや直線 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) 的に立ち上がり、そのまま口縁 面縦へラケズリ。内面へラ -暗燈褐色

で大きく外反する。胴部の器肉 ナデで部分的に縦指ナデ。 -口縁部乃周と胴上

はほぼ均ーだが口縁は特に肥 位少々

厚。

2 斐 口 (26.0) 胴上位はしまり、口縁は大きく 口縁部内外面横ナデ。胴上位 -良好 粗砂粒を合

(土師) 外反する。最大径を口縁にもつ 外面斜めへラケズリ。内面 -燈褐色 む

大きめの婆。 指ナデ。 -口縁部付近見周

3 斐 品目い長胴斐下位片で底部は丸 胴下位内面輪積痕が残る。 -良好

(土師) 底。 -淡掻褐色

-底部%周と胴部下

位少々

4 斐 口 (15.5) 口径の大きな小型球胴斐。最大 口縁部内外面横ナデ。胴部外 。良好 粗砂粒を合

(土師) 高 (15.3) 径を胴中位にとり、底部丸底。 面斜めへラケズリ。内面横 -赤褐色 む

ナデ。 -底~口縁部(30%)

5 Z霊 日(14.2) 口縁大きく外傾し、端部でやや 口縁内外面横ナデ。胴上位外 -良好 粗砂粒を合

(土師) 外反する。器肉厚め。 面縦へラケズリ。内面横ナ -燈褐色 む

7。 -口縁%周

6 斐 口 (12.4) 内傾気味にすほまる胴部上位。 口縁部内外面横ナデ。胴上位 -良好

(土師) 口縁は短く外傾する。 外面縦及び斜めへラケズリ。 -暗褐色

内面横ナデ。 -口縁%周

斐 口 (11.4) やや属平な小型球胴斐で口径は 口縁内外面横ナデ。胴上半外 -良好

(土師) 大きい。口縁は短く外反する。 面斜めへラケズリ。内面横 -暗赤褐色

ナデ。 -胴下位以上少々

8 均二 ロ 10.7 丸底の底部。体部は湾曲して浅 口縁部内外面横ナデ。体部 -良好

(土師) めに開き、口縁部はやや内傾気 ~底部外面へラケズリ。 -樟褐色

味に立ち上がる。 .50% 

9 鉢 口 (22.2) 僅かな膨らみを持つ体部。口唇 口縁部内外面横ナデ。体部下 -良好 粗砂粒を含

(土師) 部短く内傾し、内側少々突出。 位縦へラケズリ。内面ナデ。 -檀褐色 む

-口縁少々
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l 辿跡科R{の出土巡物総l必

E;-106号住居跡出土造物脱縦表(2)

N山 ~~ .fiR 寸法 (CIII) m手 間 0) ~~Il T均 成形 ・f.法の特徴 . :lJ'sJVZ'色1]/.1.残存 (JiU り

1() tイ、 I~I (15.3) 円径やや);.iJめの九胞の杯で、 11紙部1)~，.~ii'1Ì 倒ナ ヂ。休~}必 -良好

(1".附) ，';，'J 5.0 IlH昔11知〈メLI*1r仰って|付制。 告11外而 ヘラケズリ。 |付l却は悦 • Iy~泌特j色

作りは非常によく烈!自iimらか。 )-:体())ヘラミガキ。 1lI，d部内|ωに • 1-1鰍-li~m ~I，la~IJ 

rl紙付近11巴!弘 輸倒筑波る。 (Ml%) 

11 IV~I 十j 般 li~ 11.6 しっかりした作りの!周lで大きく l即時Ill)~外而i 1".1松ナヂ。版河l内 • J:.t~子(腕寺市~まり 白色 . /JI~

W'j ;'J!.) ハの学にIJI~ <。州都外l而rずに 1mはmナデ。 J込し) 微純子多hl
よる織あり。 .1情灰色 μ合む

• J州1i1llのみ

12 lIJl 1'1 25目。 体問11;);大きく外1Lii。上位に織を W~$:-体内外lui 也Ii阪ナデ。14' . .1i込M まばらに約l
(~j 1，よ.0 I，I-d Ea 5.2 持ち、口総書I1はやや膨'らみを ~服部外向へラケズリ。 -白灰色 砂粒>d:合む

持って外側し先制尖り気味。 11 • 60% 

車並行I1付近の総1;;1は均ーで、体行11

緑から服部にかけて徐々に肥jt).

ずる。九阪で火さなIlIl.

1:1 総 1 1 (21.(1) 山和i!I~'.1に外側する n線部。先制 n*韓首11jJ~外而i 阿11ぽナデロ .THf 
(~.û )，ぷ) 尖り勾l味。 -内灰色

• 11級制付近少々

14 .If 11 9，9 服部九民。ケズリの線全体制に 11 u!古11 1"1紙ナグ。 }i~-体 {III . .l~好 休部内向%

(~J1 I.!.O lf，u r 3.7 もち、匁1.<内向し、 rl総は外似{ !日|松ヘラケズリ。|付凶i IJクυ • 1-'-1灰色 れ!に I1然~ÛI
して，，'[.らヒがる。 l必科目111胞の仰 による )-デ明|版。 • }J:slffll.....11縁部

|企:11よ仰に1'1く、 体的から門紙の (80%) 

船内lよψやiW< )LI味を1'.'1つ。 小

1lQの析。

15 jf 11 (9.8) メLほのほ刊101付何気味に立ら|二 {本部......11紋 恒IU沃ナヂ。応部付 . JiHf 

(例以) If，'i 3.8 がる体昨日 1"他。 1-I.wfIHはり甘く外 j丘向転ヘラウズリ。 '1Ii'1/，以色

1xし、先制は(kり気味にilJl.い。 • 50% 
小Mの附。

一16 J不 11 10.2 11似が似む小1\~の杯。 j明主ほば 11-体内外聞 向転ナダ。脳外 . .J'，以下 (t:J'6~締まり 外ifii全体に

(~l'j 必) 均イごがli~古;il l ド利でìW <必る。 lili 1"11阪ヘラケズリ後ヘラブ 良し) I'l然糊がな

:l' 0 . ，守1釆色 だらヵ、にか

• ;"61移 かる

17 31 l寸 15.0 l!lらな天井i1!lから体部。 l付if'lJ会t~)ド百世 間車i~へラヶズリ。体í1H . .li込lif・ 白色 ・以色

(刻泌) 百E 2.6 l沫に下り投合イfして口*，，1よ/.)<¥It 内外11Ii同紙ナデ。 .11百灰色 微事立7-多:Iil:
に凶11lJずる。全体的に11l1'fI.J;t f移。 • 11総~つ法み I':'~青む

つまみは小さな縦宝珠}移で、 μ (50%) 

車並行1IはIYHi(liな返りを持つω

E-I06号佳居跡出土遺物
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E-I07号住居跡

図313 E -107号住居跡出土遺物

E-I07号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 形 態 の 特 徴 成形。手法の特徴

1 警 口 (20.0) 小さな底部より胴下位が直線的 日縁内外面横ナデ。肩部外面

(土師) 底 (4.2) に外傾。肩は強く張り、口縁は 横へラケズリ。胴中~下位縦

短めに外反。口縁部は肥厚。 へラケズリ。肩部内面横へラ

ナデ。口縁外面接合痕あり。

2 斐 口 (21.0) 底部欠損。直線的に外傾し、上 口縁部内外面横ナデ。胴外面

(土師) 位で強く張り、口縁部緩やかに 縦へラケズリ。内面指による

外反する。胴部中位薄手だが、 横ナデ。肩部付近は指押えを施

口縁と胴下位はやや厚くなる。 す。

十 293

、、

3. E 区

メ

o I : 4 10 cm 
ト一一一一一一一十一一一一一一一→

-焼成・色調・残存 備考

-良好

-燈褐色

030% 

-良好 まばらに粗|

-燈褐色 砂粒含む

-口縁~胴下位少々



I 遺跡各区の出土遺物集成

E-107号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 育長 肯，也E、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考|

3 E重 胴上位に脹りを持つ。 外面よくナデられタタキ痕な -良好(焼き締まり

(須恵) し。内面叩き目浅く残る。 良し)

。暗灰色

-胴部%周

E-I08号住居跡、

¥ ， 

Lどd
2 

I : 4 IOcm 

図314 E-108号住居跡出土遺物

E-10S号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 青三 肯~~~、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調・残存

斐 緩やかな丸味を持つ胴中位。 胴中位外面細かな平行叩き目 -良好

(須恵) が斜めに交差、内面は青海波文。 -暗白灰色

-胴中位少々

2 土完 底 6.2 外{頃する台部より体部下位が立 底部は右回転糸切り後台部貼り -良好

(須恵) ち上がる。底部薄手。 付け回転ナデ。内面 らせん状 -暗白灰色

指ナデ痕明瞭。 -台部のみ

E-I09号住居跡、

" 

一一トペ
一一一一一一一一一「一一一一一一一一一

」==Ld，
I : 4 IOcm 

図315 E -109号住居跡出土遺物
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3. E 区

E-I09号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背5 盲'也目、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l )j)j 釜 外傾する胴下位はロクロ痕をよ 内外面回転ナデ。 -良好

(須恵) く残す。 -白灰色

-胴部下位%周

2 吉本 ? 底 (16.0) 断面台形の形の小さな厚い台 台部貼り付け後内外面回転ナ -良好(焼き締まり 一部に自然

(須恵) 部。体部は直線的に外{頃。底径 プ。 良い) 手出

大きく器肉はぶ厚い。 。暗白灰色

-底部付近少々

3 )j)j 釜 口 (21.0) 緩やかな湾曲気味の胴部上位か 口縁~胴内外面 回転すデ。 -良好

(須恵) ら断面三角形の鍔を経て、口縁 -淡黄褐色

短く内傾。口唇部平坦で外側に -口縁~胴上位少々

突出する。

4 土宛 口 (13.3) 台部は短めで外傾気味。内湾気 底部 切り離し後台部員占り付け -良好

(灰粕) 底 6.7 味に立ち上がる体部から口縁部 内外面回転ナデ。底部以外内外 -白灰色

局 4.6 短く外反。丸みをもった椀。 面施粕されるが光沢はなく白く -台部~口縁部少々

ザラつく。

5 皿 底 7.0 台部中央に稜を持つ断面台形で 底部切り離し後台部貼り付け -良好

(灰粕) 接地面が尖る。体部下位は大き 内外面を雑なナデ。体部は内外 -白灰色(施紬部は

く外傾する。 面施柏。 淡緑色)

-底部付近 l周

E-II0号住居跡、

4 

に:r:::J
I : 4 IOcm 

図316 E-110号住居跡出土遺物(1)
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I 遺跡、各区の出土遺物集成

5 
工L___

た竺~
11 

12 13 ヒコョ:
F1二てゴ5 1 : 4 IOcm 

図317 E-110号住居跡出土遺物(2)

E 110号住居跡出土遺物観察表(1)

I No I器種|寸 法 (cm)I 形態の特徴 成形・手法の特徴 |。焼成・色調・残存| 備考

1 斐 口 (22.3) 直線的に外傾し胴上位に張りを 口縁内外面横ナデ。頚部外面 -良好

(土師) 持つ。頚部はしまり、口縁中程 深いナデ。胴外上~中位斜め 。樟褐色

で大きく外傾して開く。全体的 へラケズリ。内面横ナデ。 。底部以外%周

に薄手。

2 斐 口 (26.0) 内傾気味に弱くすぽまる胴上 口縁内外面横ナデ後胴上位外 。良好 粗砂粒及び

(土師) 位。口縁は短く外反する。口径 面縦へラケズリ。内面へラ 。淡赤褐色 小石をまば

大きく器肉は厚め。 ナデ。 -口縁片y4周 らに含む
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3. E 区

E-110号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 青三 宵'山E、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

3 護 口 (21.3) 日間中位に丸味を持ち、口縁部は 胴上位外面横及び斜めへラケ -良好

(土師) 長めに外反し、口唇部狐み出し ズリ後口縁内外面積ナデ。横 • j登褐色

たようにわずかに突出する。口 ナデは幾筋も沈線的なナデ痕が -口縁~胴中位%周

縁下位にナデによるわずかな稜 入る。胴内面横ナデ

をもっ。薄手の警で口縁部でや

や肥厚。

4 斐 口 22.2 膨らみを持つ胴部より口縁は長 口縁内外面横ナデ。胴上位外 -良好

(土師) く外反する。全体的に薄手。 面横へラケズリ。内面横ナ • j登褐色

デ。口縁吉目 指押えによる圧痕 -口縁~腕部%周

あり。

5 巧く 口 12.3 丸底に近い平底から直線的に外 口縁内外面横ナデ。体~底吉田 -良好 器面ザラつ

(土師) 底 9.3 傾する体部。口縁部わずかに内 手持ちへラケズリ。 -燈褐色 き摩耗激し

高 4.0 傾気味に立ち、内面やや外反気 -完形 L、
味に開く。体部厚めの杯。

6 護 ロ (20.8) 服部なだらかにすぽまり、口縁 口縁内外面ていねいな横ナ -良好

(土師) 部は丸味を持つてなだらかに外 デ。胴上位外面横へラケズリ。 -燈褐色

反する。胴部と口縁の境にナデ 内面積ナデ。胴上位内面輪 -口縁片yz周
によりわずかな稜を持つ。薄手 積痕見られる。

のっくり。

7 き室 口 15.8 口径大きめな小型球胴整。最大 口縁内外面横ナデ及び指押 -良好

(土師) 径を胴部中位にとり口縁は大き え。胴外面斜めへラケズリ。 -燈褐色

く外反。 胴内面横ナデ。 • 30% 

8 甑 口 (32.0) 底部全面穿孔の大型甑。胴部は 口縁内外国横ナデ。口縁外面 -良好

(土師) 底 (140) 太く上位まで外傾しつつ立ち上 下は深い指ナデ。胴上~胴下位 -燈褐色 斑にかけて黒

高 31.4 がる。口縁は屈曲気味に外傾。 外面斜めへラケズリ。内面 -口縁~底部yz周弱

横へラナデ。 (40%) 

9 甑 口 (29.2) 直線的に外傾する胴部から、そ 口縁内外面横ナデ。胴上外面 。良好

(土師) のまま短めに外反する口縁部。 縦へラケズリ。内面横ナデ -燈褐色 小石をまば

口径大きく器肉は薄め。 口縁外面に輪積痕がみられる。 @口縁%周と胴上位 らに含む

少々

10 短頚査 口 15.6 平底で肩部が張る厚手の室。頚 口~胴部内外面回転ナデ。底 -良好(焼き締まり ほぼ中央で

(須恵) 底 12.0 部は強く括れ、口縁部は外反し 部内面指ナデ底部外面は真 良い) 真二つに割

局 18.0 口唇外面に平坦面を持つ。 平らではなく外周も丸味を持 -白灰色 れており自

つ。 フ三Eフ了l仁tノノ 然でない

11 向: 口 12.6 上げ底の底部から内湾気味に立 ロ縁~体部内外国 回転ナデ。 -良好

(須恵) 底 7.6 ち上がる体部を経て、短く外反 底部右回転糸切り無調整。底 。白灰色

高 2.9 する口縁部に至る。 部内面周縁はナデによる凹みを . 90% 

もつ。

12 杯 ロ 12.5 口縁から体部にかけて歪むやや 口縁~体部内外国 自転ナデ。 -良好

(須恵) 底 9.0 偏平な坪。底部はやや丸みをも 底部 滑らかでケズリ・ナデ等 。暗白灰色

高 4.0 つ。 は不明。 • 90% 

13 杯 口 12.4 厚みのある底部より直線的に外 口縁~体部内外面 白転ナデ。 -良好

(須恵) 底 7.5 傾する体部。口縁部は外傾気味 底部右回転糸切り無調整。 -暗白灰色

高 3.6 に開き、先端は丸味を持つ浅め • 60% 

の杯。

14 杯 口(12.2) 上げ底の底部。直線的に外傾す 日縁~体部内外面 回転ナデ。 -良好

(須恵) 底 (7.4) る体部で口縁部弱く外反。底部 底部右回転糸切り無調整。 -暗灰色

高 3.1 器肉厚めで浅い杯。 • 30% 
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-110号住居跡出土遺物観察表(3)

No 器種 寸法 (α11) 青2 態、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

15 杯 口 (18.3) 底径大きく、器高浅く、体部に 口縁~体部内外面回転ナデ。 -良好

(須恵) 底(14.0) 膨らみをもたず直線的に外傾す . t炎燈褐色

高 3.5 る大きな平底の杯。底部の器肉 -口縁~底部少々

やや厚め。

E-l11号住居跡、

にユJ

又|ノ3

ミヰJ ミ己LJ7「1Jミ8

。 I: 4 I Qcm 
ト一一一一一-ー←一一一+一一一←一一一一一一一→寸

図318 E -111号住居跡出土遺物

E-111号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸 法 (cm) 官手 責ιニ包，、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

I 斐 口(19.8) 器肉の薄い警で、胴中位から上 胴部上位外面斜めへラケズ -良好

(土師) 位に最大径をとる。口縁はなだ リ。内面横ナデ。口縁部内外 -燈褐色

らかなコの字状。 面横ナデ。 -口縁y2周、胴音sJ;，i
周

2 護 底 6.5 不安定な底部より膨らみをもっ 胴~底部外面へラケズリ。内 -良好 粗砂粒を含

(土師) て立ち上がる胴部下位。っくり 間へラナデ。 -燈褐色 む

は雑で表面摩耗している。 -底部と胴部少々

3 杯 口(11.3) 浅い器形で、体部下位にふくら 体部外面横へラケズリ。内面 -良好

(土師) みをもっ。薄手。 横ナデ。口縁部内外面横ナデ。 -燈褐色

. 30% 

4 坪 口 13.0 やや丸味をもっ平底の底部。体 体部内外面回転ナデ。底部 -良好 粗砂粒を含

(須恵) 底 8.0 部から口縁まで直線的に外傾す 回転へラ切りで調整は不明。 -暗灰色 む

高 4.2 る。 . 90% 

5 均二 口 13.0 広めの底部カ〉ら体部外面に段を 体部~口縁回転ナデ。底部 -不良

(須恵) 底 8.2 有し、膨らみをもって立ち上が 切り離し法不明。 -暗白灰色

高 3.7 る。口縁は外反気味。 -完形
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E-lll号住居跡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸法 (αn) 育長 肯E の 特 徴 成形・手法の特徴

6 杯 口 12.8 上げ底気味の底部より、体部は 底部右回転糸切り無調整。体

(須恵) 底 6.8 下位に膨らみをもち、口縁まで 部内外面回転ナデ。

高 4.3 立ち上がる。全体的に厚手。

7 珂= 口 (11.0) やや上げ底気味の底部。体部外 体部内外面回転ナデ。底部

(須恵) 底 (7.0) 面にロクロ痕を明瞭に残し、口 回転へラ切り無調整。

主F主司T 3.6 縁まで直線的に外傾する。小型

の杯。

8 壷蓋 口(11.4) 須恵短頚査蓋片。わずかに開き 内外面回転ナデ。

(須恵) 両 3.4 気味の体部。天井部外周は大き

く突出し内側に段をもっ。

E-l12号住居跡、

1---------

日~T二.， / 

でrd~

主主戸
/外¥¥

/三?為}
¥官接p/ 

、、、ー・ー...--'"

二二二士一一 、

¥、

I : 4 

図319 E-112号住居跡出土遺物
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3. E 区

-焼成・色調・残存 備考

-良好

-暗白灰色

.90% 

-良好

-暗白灰色

.30% 

@良好

-暗灰色

-口縁~天井部少々

IOcm 



I 遺跡各区の出土遺物集成

E-1l2号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸 法 (CI11) 青主
A思"e. の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

護 口(18.0) 胴部上位は張りをもち、口縁は 胴部上位横へラケズリ。内面 -良好

(土師) 内傾気味で上位で外反。 横ナデ。口縁部内外面横ナデ。 -燈褐色

-口縁付近少々

2 杯 口(13.4) 平底の底部。体部から口縁は短 体部外面横へラケズリ。底部 -良好

(土師) 底 (9.0) く、口縁内{頃気味に開く浅い杯。 外国へラケズリ。体部内面は -極褐色

高 2.7 横ナデ後斜め放射状暗文を施 .30% 

す。

3 言霊 胴部上位に張りをもっき喜。比較 胴部回転ナデ。 -良好

(須恵) 的厚手。 -白灰色

-胴部中位少々

4 長頚壷 外傾気味に開く頭部片。 内外面回転ナデ。 -良好

(須恵) -白灰色

" ~賀音ß Y:i周弱

5 杯 口 13.0 体部は膨らみをもって立ち上が 体部~口縁回転ナデ。底部 -良好

(須恵) 底 5.3 り、口縁は外反する。口唇部は 右回転糸切り無調整。 -白灰色

高 4.0 厚く丸味をもっ。 .90% 

6 杯 口(13.5) 体部外面にロクロ痕を明瞭に残 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 (6.2) し、直線的に外傾。口縁までそ 部~口縁回転ナデ。 -白灰色

品 3.8 のまま立ち上がる。口唇部外面 .30% 

はナデによりつまみ出されてお

り薄手。

7 土宛 口 (17.3) 底部の大きな大型域。しっかり 体部内外面回転ナデ。底部 -良好(焼き締まり

(須恵、) 底 12.3 した台部は薄く外反して開く。 静止気味の回転糸切り後台部貼 良い)

高 6.7 体部外面ロクロ痕明瞭で外傾。 り付け。 -暗白灰色

口縁は外反する。 .70% 

8 土完 口 14.7 肥厚の台部は垂直気味に開く。 底部 回転糸切り後台部貼り付 -不良

(須恵) 底 6.7 深い体部は膨らみをもって立ち け回転ナデ。体部回転ナデ。 -白灰色

高 5.7 上がり、口縁は厚く外反する。 .60% 

9 ±宛 底 7.0 台部厚くっくりは雑で垂直に関 底部切り離し後台部貼り付け -不良

(須恵) く。 回転ナデ。体部回転ナデ。 -黄白灰色

-底部 l周と少々

10 士長i 底 6.8 外反気味の短い台部。体部は直 底部右回転糸切り後台部貼り -不良

(須恵) 線的に立ち上がる。表面ザ、ラつ 付け回転ナデを施す。体部回 -白灰色

く。 転ナデ。 -底部~体部下位 1

周

11 士宛 底 7.0 台部は断面台形でやや外反。表 底部右回転糸切り後台部貼り -不良

(須恵) 面はザラっき、底部はヒビが入 付け回転ナデ。体部回転ナデ。 -白灰色

る。 -底部~体部下位 1

周
」一一
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3. E 区

E-113号住居跡、

五三色、 2

。 1 : 4 IOcm 

図320 E -113号住居跡出土遺物

E-113号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 青5 吉E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存

l 士完 口 11.0 台部欠損。口縁は不整形。体部 底部右回転糸切り後台部貼り -良好

(須恵、) から口縁まで膨らみをもって立 付け回転ナデ。体部上半外面 -青灰色

ち上がる小ぶりの域。 回転ナデ下半回転へラケズ . 70% 

リ。

2ド守 14.5 ボタン状のつまみ。肥厚な天井 天井部 回転へラケズリ。体部 -良好

3.4 部から体部までなだらかに開 ~口縁内外面 回転ナデ。 。白灰色

く。返りはない。 . 80% 

E-114号住居跡

o 1 : 4 10 cm 
トー←一一一一一一十一一一一一一一一寸

図321 E -114号住居跡出土遺物

E-114号住居跡出土遺物観察表

形態、の特徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存

最大径を胴部上位にもつ。頚部 l胴部上位外面縦へラケズリ。 I。良好

は強く括れ、口縁は肥厚で短く 1内面横ナデ。口縁部内外面|・燈褐色

外反する。器面もろい。 横ナデ。 -胴上位以上少々

-301 

備考
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-115号住居跡、

〈
I : 4 10 cm 

図322 E -115号住居跡出土遺物

E-1l5号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (αn) 青三 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 @焼成・色調・残存 備考

l 蚤 口 (18.3) 小さな平底の底部より直線的に 口縁部内外面横ナデ。胴部上 -良好

(土師) 底 5.5 大きく外傾しながら立ち上が 位外面横・斜めへラケズリ。 。暗赤褐色

主f司主r 20.5 り、上位に張りをもっ胴部。はっ 中位~下位縦へラケズリ。上 • 60% 

きりしたコの字状口縁を呈し、 位内面横ナデ。

全体に非常に薄く精巧なつく

り。

2 翠 底 4.0 底部は小さく、胴上位で張りを 胴部外面縦へラケズリ。底部 -良好

(土師) もっと思われる。薄手の護。 へラケズリ。内面は器面荒れて -燈褐色

いて調整不明。 -底~胴部中位 11司

3 斐 口(19.2) 膨らみをもっ胴部上位から、直 胴部上位外面横へラケズリ。 -良好

(土師) 立して外反するコの字状口縁。 口縁内外面横ナデ。 -燈褐色

薄手である。 -口縁音sYz周

4 長 頚 査 底(12.7) 断面台形の肥厚な台部は外傾す 台部貼り付け後ナデを施す。胴 -良好 部分的に自

(須恵) る。胴部は膨らみをもって緩や 部内外面回転ナデ。 。暗白灰色 然紬

かに立ち上がる。全体的に厚手。 -底部~体部下位yz
周弱

5 鉱 ? 長さ 4.3 断面長方形。鍛茎部片かっ

(鉄製) 重量 10.0g
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3. E 区

E-116号住居跡、

、u 三~
I : 4 IOcm 

図323 E-116号住居跡出土遺物

E-1l6号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青三 ム，同uトEペ、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

1 杯 口 13.0 体部は外傾して立ち、口縁は外 底部左回転糸切り無調整。体 -良好 小石をまば

(須恵) 底 6.0 反する。全体的に厚手で、作り 部内外面回転ナデ。 -白灰色 らに含む

両 4.2 のもろい杯。 .70% 

2 士完 口 13.5 台部は肥厚で端部は丸味をも 口~体部回転ナデ。体部下位 -良好

(灰紬) 底 6.7 つ。体部は膨らみをもって立ち は回転へラケズリ。底部切り -暗白灰色(施紬部

両 4.7 ヒがり、口唇部は大きく突出す 離し後台部貼り付け後ていねい 淡緑色)

る。全体的に薄手な士施。 な回転ナデ。施紬は口~体部中 -底部 1周と体部

位までの刷毛掛けで、内面は底 ~口縁部%周

部付近までまだらに紬がかか (80%) 

る。

E-l17号住居跡

三
包

『オ」
J
!
寸ベ
1
1
4

訂

Jd

土
二
二
一
一
/
威

一二三
4

r三号と三、
5 

I : 4 IOcm 

図324 E-1l7号住居跡出土遺物
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-117号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 青5 宵fm、 の 特 1数 成形・子法の特徴 。焼成・色調・残存

I 斐 口 (23.0) 長胴の発達した婆。胴部は張り 胴部外面縦へラケズリ。内面 -良好

(土師) をもたずわずかに内傾し、口縁 指による横ナデ。口縁部内外面 。1登半島色
は水平近くに短く開く。 横ナデ。 。口縁~胴部中位

少々

2 王星 口(167) 胴部上位は張りをもち、口縁は 日縁部内外面横ナデ。胴部上 -良好

(土師) 上位で外反する。横ナデ部は明 位外面斜めへラケズリ。内面 -暗控褐色

瞭に凹む。しっかりした作りで 横へラナデ。 。口縁部付近%周

比較的厚い窪。

3 土不 口(14.4) 丸みのある平底。体部は上位に 口縁部内外面横ナデ。休部外 -良好

(土師) 底 (9.7) 膨らみをもって立ち上がり口縁 面横へラケズリ。内面横ナ -淡褐色

高 4.0 付近外傾して関心 デ後斜めの放射状暗文を施す。 .40% 

底部外面へラケズリ。

4 杯 口(125) 体部下位で大きく外傾し、中位 体部外面横へラケズリ。口縁 -不良

(土師) 底 (6.0) から口縁部までは直線的に立ち 部内外面横ナデ。 -茶褐色

品 (4 0) 上がる。口縁部下端はナデによ -底部少々と口縁部

り弱い稜が形成されている。 までyz周

5 ±宛 口 (14.3) 台部は厚く断面台形。体部は外 底部右回転糸切り後台部貼り -良好

(須恵) 底 (7.2) 面にロクロ痕を明瞭に残して立 付け回転ナデを施す。体部内外 -暗白灰色

高 5.0 ちヒがる。口縁はわずかに外反 面回転ナデ。 .30% 

し、口唇部やや肥厚。

6 蓋 口(15.0) ボタン状のつまみで、中央部は 天井部 回転へラケズリ。休部 -良好

(須恵) 高 2.0 窪む。貼り付け部分が窪み、徐 回転ナデ。 -暗白灰色

々に膨らみ、体部上位で最高に 。80%

達する。口縁部は返りをもたず、

やや外傾して聞く。扇平な蓋。

E-118号住居跡、

二べ o I : 4 10 cm 
ト一一一一→→…一一一一-1，-ー一一一一一一一一一一寸

図325 E -118号住居跡出土遺物

E 118号住居跡出土遺物観察表

形態の特徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調・残存

胴部上位は張りをもち、頚部が l内外面 回転ナデ。 I・良好

括れ口縁は上位 で 外 反 す る 。 ・ 澄 褐 色

・口縁部少々

304 

備考

粗砂粒を含
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E-119号住居跡、

;{ ℃二堕汐:ぷi:7;ざコも
ベ、夫、:;;;;;..;:~_:(~~漁

民俗円三~ln';Hf~.
九九;tfjf$sI}P

て」ヅr

I : 4 IOcm 

図326 E-119号住居跡出土遺物

E-1l9号住居跡出土遺物観察表(1)

No. 器種 寸法 (cm) 苦手 肯E の 特 徴 成形・手法の特徴

1 斐 口(18.0) 張りをもたず内傾する胴部上 胴部上位外面横へラケズリ。

(土師) 位。口縁は短く外傾する。 内面横へラナデ。口縁部内外

面横ナデで輪積痕あり。

2 互主 長胴要。丸底の小さな底部より 胴部下位外面縦へラケズリ。

(土師) 膨らみをもって立ち上がる胴部

下位。内外面ザラつく。

3 f不 底 6.5 上げ底気味の底部より直線的に 底部 右回転糸切り無調整。体

(須恵) 立ち上がる体部下位。外周付近 部回転ナデ。

厚手。底部内面に突出有り。

4 杯 口 12.5 ノトさめの底部から外傾しながら 底部 右回転糸切り無調整。体

(須恵) 底 5.0 立ち上がる体部。口縁はやや外 部内外面白転ナデ。

局 4.2 反し、口唇部は肥厚。底径と口

径の差が比較的大きい。底部は

肉厚で軽い杯。

5 土宿 底 6.7 器肉が薄く緩い域。台部は外{頃 底部 回転糸切り後台部貼り付

(須恵) して開く。体音[)は直線的に立ち け回転ナデ。

上がる。

6 域 口 15.2 不整形なっくりの域。台部は厚 底部 右回転糸切り後台部貼り

(須恵) 底 7.3 く丸味をもち開く。{本部は下位 付け回転ナデ。体部 回転ナデ。

高 5.8 に膨らみをもち、直線的に立ち

上がり、口縁は大きく外反する。

器面はサ、ラつきもろい。

士j臼 底 8.0 台部は厚くハの字状に開く。器 体部内外面 回転ナデ。台部内

(土師質) 面は内外面ザラっき、作りやや 面 ていねいな回転ナデ。

雑な域。
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-焼成・色調・残存 備考

-良好

-燈褐色

-口縁~胴上位少々

-不良 外面に煤の

-淡燈褐色 付着あり

.20% 

-不良 内面黒色処

。暗権褐色 理

-底吉田%周、体部下

位y2周

-不良

-暗白灰色

-底部 l周、休部

~口縁 (60%)

。良好

。白灰色

.30% 

-不良 小石を含む

-白灰色

-完形

。良好

-樟褐色 処理

-底部付近%周 @粗砂粒を|
合む



遺跡各区の出土遺物集成

E-1l9号住居跡出土遺物観察表(2)

N日 器種 寸法 (cm)

8 河、 口(128) 

(灰紬) 底 6.5 
高 3.1 

E-120号住居跡、

E-121号住居跡、

育長 育巨 。〉 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存

台部は厚く丸味をもち垂直に開 底部 回転へラ切り後台部を貼 -良好

く。体部から口縁まで直線的に り付け回転ナデを施す。体部 @白灰色(施紬部は

聞く。底部に比べて体部は薄い。 回転ナデ。口縁付近内外面刷 淡緑色)

毛掛け施粕。 .60% 

下半部 I周

胴部は 1cm程の厚さ。円形透しあり(径6.2cm)。断面台形の突帯がめぐ
り、端部丸みをもっ。外面縦刷毛目で突帯上下は横ナデ。内面は斜め刷
毛ナデ。

I : 4 IOcm 

図327 E -120号住居跡出土遺物

I : 4 10 crr 

図328 E-121号住居跡出土遺物(1)

-306-

備考



3. E 医

実三斗Jr ミー云イ

I : 4 IOcm 

図329 E -121号住居跡出土遺物(2)

E-121号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育長 肯'也E、 の ヰ寺 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存

1 斐 胸部中位に張りをもち球状を有 胴部上位外面横へラケズリ。 -良好

(土師) す。ずんぐりした器形の護。 中位~下位縦へラケズリでー -暗櫨褐色

部ナデ。胴部下位に輪積痕。 。胴音IIYs周

2 斐 底 5.3 いびつな丸底状の長胴斐。 胴部下位外面縦へラケズリ。 -良好

(土師) 底部手持ちへラケズリ。底 -暗燈褐色

~胴下位内面に一部へラナデ。 -底部~胴下位 l周

胴下位に輪積痕。

3 土宛 口 (16.0) 台部は外傾して聞く。体部は外 底部右回転糸切り後台部貼り -良好

(須恵) 底 (9.2) 面に弱い段を有し膨らみをもっ 付け回転ナデ。体部 回転ナデ。 -灰色

高 5.2 て立ち上がり、口縁は外反気味。 -底部~体部%周

全体的に薄いっくりの域。

4 杯 口 14.5 平底の底部。体部は直線的に大 体部内外面回転ナデ。底部 -良好

(須恵、) 底 6.5 きく聞き、口縁は少々外反する。 右回転糸切り無調整。 -白灰色

高 4.4 作りの丁寧な杯。 .60% 

5 杯 口 (13.5) 薄手の体部から口縁は直線的に 体部内外面回転ナデ。底部 -良好

(須恵) 底 (7.0) 外傾。口唇部は突出する。 右回転糸切り無調整。 -暗白灰色

高 3.6 -底部%周 (40%)

E-123号住居跡、

いkl 。 I: 4 IOcm 
r一一一一ーー一一一一一一ーー←一一一一一一一一←一一一寸

図330 E -123号住居跡出土遺物

E 123号住居跡出土遺物観察表

形態の特徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調・残存

体部中位に膨らみをもって湾曲 i底部 右回転糸切り後台部貼り 1 .良好

する体部。口縁部は短く外反。 11寸け。体部・口縁部 回転ナデ。 1.暗灰色

口唇部丸い。 .60% 

307-

備考

粗砂粒を含

む

底部内外面

白灰色

部分的に煤

付着



I 遺跡各区の出土遺物集成

E-122号住居跡、

)~ ...~.， 1十」し

Z 九三pr
三 三 二主ミ 6

(欝)

三~

種)
I : 4 IOcm 

図331 E -122号住居跡出土遺物

E-122号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背三 肯dじ~、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 土 釜 口 (20.0) 胴部上位は張りをもち内傾。短 胸部外面横へラケズリ。内面 -良好 粗砂粒を含

(土師) い口縁は上位で内傾する。器肉 横ナデ。口縁部内外面横ナデ。 -燈褐色 む

は厚めで内外面ザラつく。 -胴部上位~口縁

少々

2 婆 口 (2l.0) 胸部上位は張りをもち内傾。口 口縁部内外面横ナデ。胴部上 -良好

(土師) 縁は内傾気味に立ち上がり、上 位外面縦へラケズリ。内面 -燈褐色

位で外反する。やや薄手な案。 横ナデ。 。胴上位~口縁泌周

3 婆 口(17.0) 胴部外面にロクロ痕による弱い 胴部内外面回転ナデ。 。良好

(土師質) 段を有し内傾する。口縁は上位 -燈褐色

で外反する。 -胴上位~口縁少々

4 土宛 口(13.8) 台部は厚く低い。体部は膨らみ 底部 回転糸切り後台部貼り付 -不良

(須恵) 底 (6.6) をもって立ち上がり、口縁は外 け回転ナデ。体部 回転ナデ。 。暗白灰色

高 5.1 反する。っくりは雑。 -底部%周と体~口

縁y2周

5 坪 口(13.3) 台部は厚く垂直に開く。体部か 底部 回転糸切り後台部貼り付 -不良

(土師質) 底 6.4 ら口縁まで直線的に外傾し口唇 け回転ナデ。体部内外面 回転 -燈褐色

高 3.7 部は丸味をもっ。体部外面に台 ナデ。 -底部 l周と体~口

部を貼り付けた跡が明瞭に残 縁少々

る。全体的に厚手。

6 芸 口(16.2) つまみ欠損。肥厚な天井部から 天井部外面回転へラケズリ。 -良好 体部外面に

(須恵) 緩やかに広がる体部。裾近くて、 体~口縁回転ナデ。 @白灰色 自然柏がか

稜をもって弧状に広がりそのま • 30% かる

ま開く。返りは大きく先端尖り

気味。
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3. E 区

E-129号住居跡、 130号住居跡?

\ド斗-~

130号

底部12周

。 I : 4 IOcm 

図332 E -129号住居跡、 130号住居跡?出土遺物

E 129号住居跡出土遺物観察表

形態の特徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存

小さい平底の底部より、張らず!日縁部内外面横ナデ。胴外面 I.良好

に直立気味に立ち上がる長胴|縦へラケズリ。内面 へラナデ。 1 .暗赤褐色

婆。口縁は丸味をもって外反。 I I・60%

E-131号住居跡、

ミ斗-;;:t3

I : 4 10 cm 

図333 E -131号住居跡出土遺物
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-131号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸 法 (cm) 青芸 吉J山E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成@色調・残存 備考

1 巧く 口 ヨー5 器薄の底部より体部中位にやや 底部右回転糸切り無調整。体 -良好 体部外面に

(土師質) 底 5.0 膨らみをもち、口縁で僅かに外 部~口縁部回転ナデ。 -燈褐色 煤付着

高 2.5 反する。小型の杯。 。完形

2 珂: 口 8.7 突出した底部。体部下位は膨ら 底部右回転糸切り無調整。体 -良好 内面黒色処

(土師質) 底 5.0 みをもち、口縁でやや外反する 部~口縁部 回転ナデ。外面体 。淡褐色 理

局 2.2 小型の杯。器厚である。 部と底部の境指ナデ。 .と7士'Gi[仁/ノ

3 杯 口 9.0 突出した不均衡な底部。体部中 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 粗砂粒まば

(土師質) 底 5.5 位に膨らみを持ち、口縁で短く 部~口縁部回転ナデ。 -燈褐色 らに含む

高 2.4 外反する小型の杯。器厚である。 • 70% 

4 )j)j 釜 口 (22.0) 胴下位は丸味をもって外傾し、 口縁部内外面横ナデ。胴上位 。良好 粗砂粒まば

(須恵) 上位は直立気味にたつ。小さく 外面回転ナデ。下位縦へラ -澄褐色 らに含む

薄い鍔をへて内傾する口縁に至 ケズリ。内面横ナデ。 • 20% 

る。

E-132号住居跡、

------ぺ

" 3 

~，E 〈巳 7 にーノB

o I : 4 10 cm 
トー一一ーマー一一一一一ー+一一一一ー一一ー一一一→

図334 E -132号住居跡出土遺物(1)
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k斗J 史よJ。ビユノII~~
o I : 4 10 cm 
トー==::::i====i

図335 E -132号住居跡出土遺物(2)

E-132号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 青5 肯:ft~、 の 午寺 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考|

l 警 口 (230) 直線的に立つずん胴の長胴察。 口縁部内外面横ナデ。胴外面 。不良

(土師) 口縁で外反する。 縦へラケズリ。内面横ナデ。 。糧褐色

。胴中位以上少々

2 斐 口 25.8 ずん胴の胴部上位より口縁で大 口縁部内外面横ナデ。輪積痕 。良好

(土師) きく外反し、口唇部角ばる。最 あり。胴仁位外面縦へラケズ 。燈褐色

大径は口縁。 リ。内面縦ブデ。 。口縁~胴上位 l周

3 き霊 口 (20.0) 肩にやや張りを持つずん胴の胴 口縁部内外面横ナデ。胴部外 。良好 粗砂粒まば|

(土師) 部より、口縁て、直線的に長く外 面縦へラケズリ。内面横ナ 。掻褐色 らに含む

傾する。口縁は器厚だが胴部は デ不明瞭。 。口~胴上位%周

薄い。

4 護 口 (23.4) 属部大きく張って丸味をもっ。 口縁部内外面横ナデ。胴上位 。良好

(土師) 口縁部は外反し、口唇部に角を 外面縦へラケズリ。内面横 。黄褐色

持つ球胴室。 ナデ。 -胴上位以上少々

5 斐 口 13.8 やや丸味をもっ体部上位。口縁 口縁部内外面横ナデ。胴上位 -良好 摩耗激しい

(土師) で外反する小型球胴整。やや不 外面へラケズリ。不明瞭。内 。赤褐色

整形である。 面ナデ。 。口~胴上位%周

6 婆 口(13.4) 膨らみを持つ胴上位。口縁部下 口縁部内外国横ナデ。胴上位 。良好

(土師) 位は直立し、上位で外反する。 外面へラケズリ。内面横ナ @淡燈褐色

器厚。 ア。 。胴上位以上少々

7 杯 口 11.0 丸底の底体部。体部と口縁の境 摩耗激しく不明瞭。 。良好

(土師) 高 3.4 は明瞭な稜をもつが突出はして 。澄褐色

いない。口縁は直立気味に立ち 。70%

上位で外反する。

8 均く 口 11.0 丸底の底体部。口縁部は短く外 口縁部内外面横ナデ。体~底 。良好

(土師) 局 3.3 反気味に直立し、体部と口縁の 部摩耗のため不明瞭。 。掻褐色

境に明瞭な稜を持つ。 。80%

9 杯 日(12.7) 丸底の底体部。体部と口縁の境 口縁部内外面横ナデ。体~底 @良好

(土師) 高 3.8 に弱し〉稜を持ち、口縁部は直線 部摩耗激しく不明瞭。 。燈褐色

的に立つ。 。30%

10 杯 口 11.7 丸底の底体部。体部と口縁部と 口縁部内外面横ナデ。体~底 。良好

(土師) τF主司f 3.7 の境は明瞭な稜を持ち、口縁は 部摩耗のため不明瞭。 。燈褐色

少々外傾。 。60%

11 杯 口 11.0 丸底の底体部。口縁部は短く直 口縁部内外国横ナデ。体~底 。良好

(土師) 高 3.5 立し、口唇部細く尖る。体部と 部摩耗のため不明瞭。 。燈褐色

の境稜を持ち器薄である。 。ほぼ完形

12 杯 口 13.5 やや平底気味の丸底。口縁部で 口縁部内外面横ナデ。体~底 。良好 内面黒色処

(土師) ~さ司「 3.7 長く外反。体部との境に稜をも 部へラケズリ。内面ナデ。 。暗樟褐色 理

ち器薄である。 。60%



I 遺跡各区の出土遺物集成

E-134号住居跡、
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¥主ダ7

o I : 4 10 cm 
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図336 E -134号住居跡出土遺物

E-134号住居跡出土遺物観察表(1)

~6 

三吉イ
「£¥

Nc 器種 寸 法 (cm) 背三 肯~ の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

~ 口 20.0 肩部は大きく張り、口縁部は直 口縁部内外面横ナデ。胴上位 。良好

(土師) 立気味に上位でやや外反。口縁 外面斜めへラケズリ。内面 -掻褐色

下位の器肉は厚い。 横ナデ。 。口縁 1周と胴上位

少々

2 護 口(13.0) 胴上位は丸味を持って張り、頚 口縁部 へラケズリ後横ナデ。 。良好

(土師) 部はしまる。口縁中位で大きく 内面横ナデ。胴上位外面縦 -赤褐色

外反する小型球胴斐。器薄であ へラケズリ。内面横へラナデ。 。口縁~胴上位%周

る。



3. E 区

E-134号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 青3 肯'也E、 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調。残存 備考

3 斐 口(12.0) 胴上位はやや張り出し、口縁下 口縁部内外面横ナデ。胴上位 由良好

(土師) 位で直立し上位で外反する長い 外面へラケズリ。内面横ナ -燈褐色

口縁部。探薄である。 7。 -胴上位以上泌周

4 警 口 (20.6) あまり張らない胴上位。口縁は 口縁部内外面横ナデ。胴上位 -良好

(土師) 長く外反し口唇部は丸く内傾し 外面横へラケズリ。 。燈褐色

わずかに突出する。 。口縁%周

5 杯 口 13.8 平底気味の底音防ユら体部は張ら 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好

(土師) 底 9.5 ずに口縁で外反する。 面へラケズリ。内面斜めの 。暗程褐色

高 3.8 へラミガキがまばらに残る。 。ほほ完形

6 杯 口 11.5 平底気味の丸底より、体部は直 口縁部内外面横ナデ。体部・ -良好 粗砂粒まば|

(土師) 向 3.7 に立ち上がり、口縁部で少々外 底部へラケズリ。内面へラ -淡澄褐色 らに含む

反。底部と体部の境器厚である。 ナデ。 。完形

7 杯 口 12.2 平底の底部。やや丸味を持ちな 体部外面横へラケズリ。摩耗 -良好

(土師) 底 7.0 がら外傾する体部。器厚である。 激しい。内面放射状暗文。 。権褐色

高 3.3 -完形

8 巧二 口 11.0 平底に近い丸底から丸味をもっ 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好 粗砂粒まば

(土師) 両 3.4 て外傾する体部。口縁部は直線 面横へラケズリ。内面放射 。淡桧褐色 らに含む

気味に内傾し口唇部丸く厚い。 状暗文。 。完形

全体に厚く重い。

9 杯 口 12.8 平底の底部より体部下位はへラ 底部 糸切り後外周を回転へラ -良好 粗砂粒まば

(須恵) 底 7.4 ケズリによる面をもち、口縁ま ケズリ。体部下位回転へラケ -白灰色 らに含む

TF主司T 4.0 でやや丸味をもって開く。 ズリ。体部上位~口縁回転ナ 。80%

ア。

10 杯 口 13.0 平底の底部より直線的に外傾す 底部右回転糸切り後外周回転 -良好

(須恵) 底 7.8 る体音防3ら口縁部。 へラケズリ。体部上位~口縁 -白灰色

高 3.2 回転ナデ。体部下位外商 回転 。ほぼ完形

へラケズリ。

11 杯 口 13.4 あげ底の底部。体部は直線的に 底部 回転へラ切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 8.2 外傾し、口縁部で、わず、かに内傾 部~口縁部回転ナデ。 。暗灰色

コF主司T 3.1 する。器薄である。 -ほぽ完形

12 珂二 口 12.5 少々あげ底で突出気味の底部。 底部回転へラ切り。体部~口 -良好

(須恵) 底 7.5 やや直線的に外傾する体吉田から 縁部回転ナデ。 @灰色

高 3.5 口縁部。底部内面は鞍櫨痕顕著。 。完形

器厚で重い。

13 杯 口(13.5) あげ底の底部。体部下位に僅か 底部 回転へラ切り無調整。体 @良好

(須恵) 底 7.5 な膨らみをもち、口縁まで直線 部~口縁部回転ナデ。 。暗白灰色

同 3.4 的に外傾する。器薄である。 .40% 

14 均二 口 (13.6) 平底の底部。直線的に大きく外 底部回転へラ切り不明瞭 -良好 部分的に炭

(須恵) 底 6.0 傾する体部から口縁部。底部器 雑な整形。体部~口縁部 回転 。白灰色 化物付着

局 3.8 肉一部分厚い。 ナデ。 。30%

15 土宛 口(10.2) 台付の底部より丸味をもって湾 体部~口縁部 回転ナデ。底部 。良好

(須恵、) 底 6.0 曲する体部。口縁は直立気味に は後から粘土で穴をふさいでい -灰色

高 4.1 関心底部薄い。 る。 .30% 
」
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I 遺跡、各区の出土遺物集成

E-136号住居跡

夫社J

丸三J
ピ三』マ6
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にミ云:5r
。 1 : 4 10cm 

図337 E -136号住居跡出土遺物

E-136号住居跡出土遺物観察表(1)

No. 器種 寸 法 (cm) 育長 ムd目也νE 、 の 特 徴 成形@手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

l 婆 口(19.7) 丸味をもっ胴上位。口縁部で直 口縁部内外面横ナデ。胴上位 -不良 小石まばら

(土師質) 立し上位で丸味をもって外反す 外面へラケズリ。内面回転 -暗白灰色 に含む

る。器薄である。 刷毛ナデ。 。口縁泌周、胴少々

2 窪 口 (200) 肩が張り頚部から口縁部にかけ 体部~口縁部回転ナデ。 -良好 粗砂粒まば

(須恵) て短く大きく外反。口唇部は外 。黄灰白色 らに含む

側に屈曲し平坦面をなす。器厚 。口縁少々

である。

3 護 口(15.5) 胴上位は丸く張り口縁で短く外 全体に回転ナデで、下半はその -良好

(土師質) 反する。器肉は均ーしている。 後、縦へラケズリ。 。燈褐色

-口縁~胴部少々

4 杯 口 12.5 平底の底部。顕著な糠櫨痕をも 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 6.0 ちながら直線的に外傾する体 部~口縁部回転ナデ。 。暗灰色

高 4.0 部。口縁部はやや外反する。 。70%

5 土不 口(135) 平底の底部。幅広の糠櫨痕もっ 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 (6.3) て大きく外傾する体部から口縁 部~口縁部回転ナデ。 e 暗白灰色

高 3.3 部。全体に器厚で、口唇部も厚 . 40% 

く丸い。
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3. E 区

E-136号住居跡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸法 (cm) 背ラ 肯J也匡、 の 特 i数 成形・手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考 j

6 士商 底 8.8 接地面の多い台部は外面下位に 底部右回転糸切り後台部貼り -不良 粗砂粒まば

(須恵) 稜をもっ。体部下位は直線的に 付け回転ナデ(雑)。 -白灰色 らに含む

外傾する。大型の台付底部片で @台付底部のみ

ある。

7 士完 口 15.7 薄手の丁寧なっくりの台付底 底部右回転糸切り後台部貼り 。良好

(須恵) 底 7.0 部。体部は顕著な糠櫨痕をもち 付け回転ナデ。体部~口縁部 。暗白灰色

局 6.3 ながら湾曲し、口縁で少々外反 回転ナデ。 .80% 

する。底部中央は器薄だが、体

部・底部とも器厚である。

8 腕 底 6.5 接地面の多い厚く角ばらない台 底部右回転糸切り後台部貼り 。良好

(須恵) 部。体部は丸味をもって湾曲す 付け回転ナデ。体部 回転ナデ。 。白灰色

る。 。30%

9 士宛 底 (8.0) 接地面の多い太い台付底部。や 底部 回転糸切り後台部貼り付 。良好

(須恵) や丸味をもって開く体部下位。 け回転ナデ。体部~口縁部 自 。黒灰色

転ナデ。 .30% 

10 血 口 14.0 台付底部。大きく外傾する体部 底部右回転糸切り後台部貼り 。良好

(須恵) 底 7.0 から口縁部はやや水平に開く。 付け回転ナデ。体部~口縁部 。白灰色

局 2.3 回転ナデ。 .60% 

E-136号住居跡

更さ二lJピユニJ

I : 4 I Qcm 

図338 E -136号住居跡外遺構出土遺物

E-136号住居跡外遺構出土遺物(1)

No. 器種 寸法 (cm) 背長 肯JW、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

1 Z霊 口(10.0) 丸底。胴部中位に最大径をとり、 胴部外面斜めへラケズリ。内 。良好

(土師) 局 (9.0) 口縁部は強くしまった後に外反 面横及び斜めへラナデ。器面 。暗赤褐色

する。扇平な小型球胴斐て¥全 摩耗している。 。40%

体にっくりは良い。

2 台付婆 底 9.5 台部は大きく広がり、端部は丸 外面へラケズリ。内面横ナ -良好

(土師) みをおびる。 ア。 。暗様褐色

-台部のみ

3 杯 口 13.0 底部平底。体部は丸味をもって 口縁部内外面横ナデ。体部外面 。良好

(土師) 底 7.3 外傾し、弱い稜をもって口縁部 へラケズリ後指押えを全体に施 。赤褐色

同 4.0 が外反する。底部中央は少々薄 す。内面ナデ。 -ほぼ完形

手。
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遺跡各区の出土遺物集成

E 136号住居跡外遺構出土遺物観察表(2)

形態の特徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存

底部平底で体部はやや丸味を i口縁部内外面横ナデ。体吉砂川・良好

もって外傾し、口縁部短く外反。|面はへラケズリ後、雑な指押え。|・赤褐色

内面ナデ。 I.完形

136-¥チ南iftlJが万}杉に大きく必リ出しており、当初は136号のプランとしたが後に別の造機と判断し、， 136号住肘刷、外出土」とした。

E-137号住居跡、

了「 (りJ
モイi 忌D ミJ:=:J6 ヒ三ジグ7

戸て~8 I : 4 IOcm 

図339 E -137号住居跡出土遺物

E-137号住居跡出土遺物観察表(1)

No. 器種 寸法 (cm) 育長 ~同~己、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

婆 口 (23.4) 膨らみをもっ胴上位。頚部は括 ロ縁部内外面横ナデ。胴外面 -良好 粗砂粒まば

(土師) れて口縁は大きく外反する。 縦へラケズリ。内面指ナデ。 -燈褐色 らに含む

-口縁付近%周

2 討三又吉』 口(16.5) 頚部わずかに括れ、口縁部大き 口縁部内外面横ナデ。胴部 -良好 粗砂粒まば

(土師) く外反する。肉厚でつくりは悪 斜めへラケズリ。内面横ナデ。 -検褐色 らに含む

しミ。 。口縁%周

3 土完 口 8.0 丸く内湾し、口縁で稜をもって 口縁部内外面横ナデ。体部 -良好

(土師) 直線的に内傾する。口唇部直立 斜めへラケズリ。内面横ナデ。 -様褐色

し細く尖る。 • 50% 

4 巧く 口(12.6) 丸底の底部より体部は外傾し、 口縁部内外面横ナデ。底部 。良好

(土師) 稜をもって口縁外傾する。 ~体部ヘラケズリ。内面横 . t登褐色

ナデ。 。20%

b 士干 口(10.8) 湾曲する体部は口縁との境に明 口縁部内外面横ナデ。体部外 。良好 黒色粒子ま

(土師) 瞭な稜をもち、口縁で直線的に 面へラケズリ。内面横ナデ。 -陵褐色 ばらに含む

外反。非常に器薄。 • 30% 

6 均二 口(11.0) 底部カユら体部は湾曲し、口縁と 口縁部内外面横ナデ。底~体 。良好 粗砂粒まば

(土師) 高 (3 0) の境に稜をもち、口縁で短く直 部へラケズリ。 。燈褐色 らに含む

立する。 • 30% 

-316 



E十 137号住居跡出土遺物観察表(2)

3. E 区

Nコ 器種 寸法 (cm) 膏き ム'同l~己、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

7 士不 口 11. 0 底部から体部は湾曲し、口縁と 口縁部内外商横すデ。底~体 -良好

(土師) 高 3.2 の境に稜をもち、口縁部で外反。 部へラケズリ。内面ナデ。 -赤褐色

• 80% 

8 室 日(12.6) つまみをもたない蓋で、天井部 天井部 回転へラケズリ。体部 -良好

(須恵) 品 3.6 から体部は浅く丸みをおびる。 ~口縁回転ナデ。 -暗白灰色

沈線で画された口縁は外傾して . 50% 

開く。

E-138号住居跡

ア
U

札、
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図340 E -138号住居跡出土遺物

o 1 : 4 IOcm 
ト一一一一一一一-.-1 一一一一一寸



I 遺跡各医の出土遺物集成

E-138号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (αn) 青5 f.円~:~己、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

I ~相 口 (230) 胴上位に最大径をとるコの字状 口縁内外面積ナデ後指押え。 。良好

(土師) 口縁の斐。口唇外面やや凹み、 胴上位外面横へラケズリ。中 。暗燈褐色

上面尖り気味。 位は斜めへラケズリ。内面横 。口縁~胴中位yz周
へラナデ。

2 婆 口 20.6 下半は内傾するコの字状の口 口縁内外面横ナデ。胴上位外 。良好

(土師) 縁。角は丁寧にナデられ器肉も 面横へラケズリ。内面横ナ 。燈褐色

薄くよいっくりといえる。口唇 デ。口縁外面に輪積痕。 。口縁yz周

外面突出気味で沈線巡る。

、つ〉 E主 口(196) コの字状口縁を呈する。薄手で 口縁部内外面横ナデ。特にコ 。良好 粗砂粒を合

(土師) 日唇外面は細く 1条の沈線が巡 の字の上の角が丁寧にナデら 。燈褐色 む

る。 れ、鋭い角を形成。胴上位外面 。口縁ys周

横へラケズリ。内面横ナデ。

4 委 口(18.8) 薄手のっくりで口縁はコの字口 口縁内外面積ナデ。胴上位外 。良好

(土師) 縁に近いが角ばらず外反する。 面横へラケズリ。内面横ナ -燈褐色

口唇外面は細く突出する。 ア。 。口縁付近%周

υ 「 長頚査 口(105) 直立気味に外反する頚部。先端 内外面回転ナデ。内面回転 。良好

(須恵) 担1¥み出したようで内外面に浅い ナデ痕明瞭。 -暗灰色

窪みを持つ。 。口~頚部ys周

6 杯 口(13.2) 体部はわずかに膨らみを持ち、 口縁~底部内外面へラケズ -良好

(須恵) 底 (6 5) 口縁短く外反。口唇部で薄くな リ。底部回転糸切り無調整。 。暗白灰色

局 dつ.5 るが、全体的にやや厚め。 。30%

7 杯 口(14.0) 体部から口縁は直線的に大きめ 内外面回転ナデ。底部回転 。良好

(須恵) 底 (7.4) に外傾して聞く。器肉やや薄め。 糸切り。 -暗灰色

高 4.0 。20%

8 士売 口(15.4) 台部は厚く外反。体部中央に膨 口縁~体部内外面回転ナデ。 。良好

(須恵) 底 8.0 らみを持ち、口縁は僅かに外反 底部 切り離し後台部貼り付け 。白灰色

局 5.4 する。口径のやや大きめの坊で、 内外簡をていねいなナデ。 。40%

底部の器肉は厚い。軽量。

9 土先 口(15.0) 台部薄く短めに外傾。体部は比 口縁~体部内外面回転ナデ。 。不良 粗砂粒及び

(須恵) 底 8.5 較的浅く、直線的である。表面 底部右回転糸切り後台部貼り 。白灰色 小石ーを含む

!局 5.2 摩耗激しい。 {寸け回車えナデ。 。底部 l周と体~口

縁少々

10 I先 口(14.3) 台部ハの字状に外傾。体部から 口縁~体部内外面回転ナデ。 -良好

(須恵) 底 (7.8) 口縁まで直線的に深く立ち上が 底部 回転糸切り後台部貼り付 。白灰色

品 6.3 る。 け回転ナデ。 。20%

11 士先 底 8.3 台部短く強く外傾する。底部付 底部右回転糸切り後台部貼り 。良好 台部不整形

(須恵) 近器厚。 付け回転ナデ。台部のつげ方は 。灰色

雑。体部内外面回転ナデ。 。底~体部下位%周

12 I完 !怠 7.8 直に下りる厚みのある台部。体 体内外面回転ナデ。底部右 。良好

(須恵) 部は水平気味に開く下位が残 回転糸切り後台部貼り付け回転 。白灰色

る。作りは雑。 ナデ。 。底部 1周
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3. E 区

E-139号住居跡、?

三丑J
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図341 E-139号住居跡?出土遺物

E-139号住居跡?出土遺物

E-140号住居跡、

¥二ζ〆

形態の特徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調。残存

体部から口縁にかけて僅かに膨|口~体部内外面 回転ナデ。底 1 ・良好

らみを持ち直線的に外傾して開|部 右回転糸切り無調整。 I・暗灰色

く。やや薄手で作り良い。 I.30% 

三o 三云ヲ3 市
I : 4 IOcm 

図342 E -140号住居跡出土遺物

E-140号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 育長 肯E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

珂= 口 12.8 体部から口縁にかけて直線気味 口~体吉田内外面 回転ナデ。底 。良好

(須恵) 底 8.0 に外{頃。底部中程で器肉薄くな 部回転へラ切り無調整。 -黄灰色

高 3.5 り、体部の境は肥厚。 -ほぽ完ID
2 均二 口 13.4 底部平底。直線的にかすかな膨 口~体部内外面回転ナデO 底 -良好

(須恵) 底 8.0 らみを持って外傾し、口縁部は 部内面外周のナデはやや深 。白灰色

品 4.0 僅かに外反。器肉は厚めで、底 い。外面は右回転糸切り無調整 .40% 

部中程は特に肥厚。 で、切り直しの為か部分的に別

の糸切り痕が残る。

3 杯 口 11.5 突出した底部で器肉厚く全体的 口縁~体部内外面 回転ナデ。 -良好 外面全面に

(須恵) 底 7.0 に不整形な浅めの杯。重量あり。 底部 右回転糸切り無調整。 -暗黄灰色 自然粕

高 3.5 -完形

4 高 杯 脚部上位は少しずつ聞き、体部 体部内外面回転ナデ。脚部外 -良好

(須恵) 下位で水平近く立ち上がる。 面回転ナデ。内面指ナデ。 。灰色

。脚部のみ
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-142号住居跡

ミ ー百三〕三万三イ

(議
/舗法¥

I : 4 IOcm 

図343 E -142号住居跡出土遺物

E-142号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青芸 品川 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

杯 口 13.8 全体に厚子の杯。口縁部わずか 口縁~体内外面回転ナデ。底 @良好

(須恵) 底 7.2 に外反。 部右回転糸切り無調整。 @白灰色

y存t可 3.6 。70%

2 土不 口(13.6) 全体に厚手の杯で、口唇部で薄 口縁~体部内外面回転ナデ。 。良好

(須恵) 底 7.5 く外反する。 底部右回転糸切り無調整。 -白灰色

高 3.7 .50% 

3 t先 口 15.5 厚手で大ぶ、りの域。台部は薄く 口縁~体部回転ナデ。底部 -良好 体部内面に

(須恵) 底 8.2 小さめ。 右回転糸切り後台部貼り付け回 -白灰色 墨書、判読

高 5.2 転ナデ。 @ほほ完形 不明

4 ±宛 底 (8.0) 直に下りる台部。体部わずかに 体部内外面回転ナデ。底部 。良好

(須恵) 丸味を持ち直線的に外傾。体部 回転糸切り後台部貼り付け回転 -白灰色

器肉薄く底部やや厚め。 ナデ。 。30%

E-143号住居跡、
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I 遺跡各区の出土遺物集成
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図346 [-143号住居跡出土遺物(3) 十一一一一一一一十一一一一一一「

E-143号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (C111) 売予 肯'也E、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

Z霊 口 23_0 底部は小さく、胴中位に張りを 口縁部内外面横ナデ。胴外面 -良好 底部内面に

(土師) 底 4_0 もつ球胴斐。全体的に厚手。 縦へラケズリ。部分的に横へラ 。燈褐色 煤付着

主f司主r 29_5 ケズリ。器面摩耗している。 .40% 

? 斐 口 (21.0) 突出気味の小さな底部で、胴中 口縁部内外面横ナデ。胴部外 。良好

(土師) 底 (6 6) 位に最大径をとる砲弾形。頚部 面斜めへラケズリ。 -暗掻褐色

品 34_0 は括れ、口縁短く強く外反。 。40%

3 甑 口 27_0 底部全面穿孔の大型の甑。上位 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好

(土師) 底 10_6 まで外傾しつつ立ち土がり、口 縦へラケズリ。底部外国付近 -燈褐色

高 34_0 縁短めに強く外反。内外面器面 縦へラケズリ。 -ほぼ完形

摩耗しておりザラつく。

4 杯 口 12_0 丸底。体部浅く、口縁部は僅か 口縁部内外面横ナデ。体部と 。良好

(土師) 高 3_5 な稜を持ち、直線的にやや外傾。 底部手持ちへラケズリ。 。淡褐色

っくりは厚手でどっしりしてい 。完形

るが、口縁部は歪んでおり、一

部波状を呈する所もある。

5 杯 口 12_0 ほとんど平底。口縁まで直立し、 口縁部内外面横ナデ。底部外 -良好 底部にヒビ

(土師) y同t 3_5 口縁は外反。全体に厚手である。 面手持ちへラケズリ。内面 -淡褐色 割れ

へラナデ。 。完形

6 杯 口 11_0 丸底。体部丸味を持ち、口縁は 日縁部内外面横ナデ。体部と 。良好 底部外面黒

(土師) τFさ司T 3_5 直線的に外傾して関心器肉厚 底部手持ちへラケズリ。内面 。暗糧褐色 斑

く浅めの杯。 へラナデ。 -完形

杯 口 11_8 平底の底部から端部丸味を持 口縁部内外面横ナデ。底部外 -良好 1 mm弱の砂

(土師) 底 11_4 ち、口縁までほぼ直上に立ち上 面へラケズリ。内面へラナ 。淡褐色 粒を多量に

品 3_2 がる。器肉は厚く底径と口径ほ デ。底部中央は不明 日縁のー -完形 合む

ぼ同じで浅い杯。 部に指頭痕あり。
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E-143号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 荷予 肯E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

8 主不 口 (11.3) 浅い体部より内湾気味に立ちヒ 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好 欠損部えぐ

(土師) がる口縁部。体部から口縁にか 面へラケズリ。 -暗程褐色 るように割

けての器肉は厚い。 .30% れる

9 均二 口(12.4) 丸底の底部。体部は浅く、口縁 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好

(土師) 部は内湾気味に立ち上がる。器 面へラケズリ。 -暗燈褐色

肉厚めで口唇部で尖り気味。 。40%

10 ま干 口 11. 5 平底に近い丸底。体部浅く僅か 口縁部内外面横ナデ。底部 -良好

(土師) 高 3.2 な稜を持ち、外反気味に口縁ま ~体部外面子持ちへラケズ -淡澄褐色

で立ち上がる。 リ。内面へラナデ。 .80% 

11 均二 口 21. 0 丸底の底部から徐々に湾曲し、 口縁部内外面横ナデ。{本部 -良好 粗砂粒を含

(土師) 品 3.7 口縁部外傾気味に直立する。底 ~底部外面へラケズリ。内面 -燈褐色 む

部は厚め。 へラナデ。 .80% 

12 向く 口 12.0 浅い丸底の杯。全体的に厚く、 外面全面的にへラケズリ。口縁 。良好 粗砂粒まば

(土師) 高 3.8 重量がある。 部わずかに横ナデ。内面ナ 。淡褐色 らに含む

デ。体部~底部内面横へラナ -完形

ア。

13 士不 口 12.5 丸底から徐々に立ち上がり、か 口縁部内外面横ナデ。体部 。良好 粗砂粒まば

(土師) 高 3.5 すかな稜を形成し口縁部は直立 ~底部外面子持ちへラケズ -淡褐色 らに含む

する。やや大ぶり。 リ。内面へラナデ。 -完形

14 珂二 口 11.0 丸底で体部上半は外反気味に立 口縁部内外面横ナデ。体部 -良好

(土師) 高 3.3 ち上がり、口唇部でわずかに外 ~底部外面手持ちへラケズ -淡褐色

反。全体的に器肉厚く浅い。 リ。内面へラナデ。 -完形

15 珂二 口 10.8 平底に近い丸底から稜を持ち、 口縁内外面横ナデ。{本部~底 。良好 底部にひび

(土師) 主F主司T 3.2 直線的に外傾して関心全体的 部外面手持ちへラケズリ。内 -明樟褐色 割れ

に器肉厚く浅い。 面へラナデ。 。完形

16 均二 口 12.0 やや平底に近い丸底で、途中稜 口縁部内外面横ナデ。体部 -良好

(土師) 前 3.5 をもって、なだらかな弧状に口 ~底部外国手持ちへラケズ 。j炎褐色

縁関く。厚手でしっかりしてい リ。内面 へラナデでへラの圧 -完形

る。 痕残る。

17 珂〈 口 11.0 丸底。やや厚手のっくりで、口 口縁部内外面横ナデ。体部外 。良好 白色砂粒含

(土師) 主F主司T 3.8 縁短く外反。 面へラケズリ。内面へラナ 。淡褐色 む

デで部分的に指ナデ。 -完形

18 杯 口 10.4 丸底。外国は体部と口縁の境、 口縁部内外面横ナデ。体部 。良好

(土師) 局 3.9 稜を有し外傾気味に立ち上が ~底部外面へラケズリ。内面 -淡褐色

る。器面粗くザラつく。 へラナデでへラの圧痕残る。 -完形

19 均二 口 10.5 丸底。体部中位で丸味を持って 口縁部内外面横ナデ。{本部 。良好

(土師) 高 3.5 立ち上がり、外傾気味に直に立 ~底部外面へラケズリ。内面 . i炎褐色

ち上がる。口唇部で薄くなるが、 ヘラナデ。 。ほぽ完形

厚手で体部浅く、安定感あり。

20 均二 口 11.4 平底に近い丸底。体部に丸味を 口縁内外面横ナデ。体部~底 -良好 わずかに小

(土師) 向 3.7 持ち、口縁は直線的に外傾し、 部外面へラケズリ。内面へ 。明赤褐色 石を含む

口唇部で弱く外反。器肉は厚く ラナデでへラの圧痕あり。 。ほぽ完形

どっしりしている。

21 均二 口 11.0 丸底に近い底部から、明確な稜 体部~口縁部内外面横ナデ。 。良好 まばらに白

(土師) 底 10.5 を持ち、直線的に外反気味に立 底部外面へラケズリ。内面 。淡褐色 色の砂粒を

局 3.2 ち上がる。全体的に厚く、不整 横ナデ。 。完形 合む

形で雑なっくり。
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-143号住居跡出土遺物観察表(3)

No 器種 寸法 (cm)

22 杯 口 11. 6 

(土師) 高 3.5 

23 河= 日 11.0 

(土師) 三「司主f 3.5 

24 杯 口 11.6 

(土師) 高 3.3 

25 杯 口 12.0 

(土師) τf司さr 3.8 

26 河、 口 10.8 

(土師) 高 3.5 

27 士不 口 12.2 

(土師) 高 3.5 

E-145号住居跡、

苛手 肯E の 特 徴 成形・手法の特徴

丸底。内湾気味に立ち仁がる体 口縁部内外面横ナデ。体部

部。口縁部は直線的に外傾し口 ~底部へラケズリ。内面へ

唇部で外反気味に開く。口縁か ラナデ。

ら体部にかけて器肉は厚いが、

肩部中央は非常に薄くなる。

丸底。内湾気味に立ち上がる体 口縁外面横ナデ。体部~底部

部と口縁部。体部浅く、口縁部 外面へラケズリ。器面摩耗す

歪みあり。全体的に厚く丸味を る。

持つ主不。

平底に近い丸底。体部浅く僅か 口縁部内外面横ナデ。体部

な稜を持ち、口縁外傾気味に立 ~底部外面へラケズリ。内面

ち上がる。 横ナデ。

丸底の底部。体部浅く丸味を持 口縁内外面横ナデ。体部~底

ち、口縁は直立気味に立つ。器 部外面へラケズリ。内面ナ

肉は厚くどっしりしている。 ア。

平底に近い丸底。内湾する浅い 口縁内外面横ナデ。体部~底

体部。口縁部は直立気味に立ち 部外面へラケズリ。

上がる。

平底に近い丸底。体部浅く僅か 口縁内外面横ナデ。体~底部

な稜を持ち、直立気味に立ち上 外面へラケズリ。

がる。口唇外面厚く突出。

、己三士二グ:
子第認~
~@.~~\~~~~ザヘ

図347 E -145号住居跡出土遺物

E-145号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸 法 (cm) 苦手 山~也H己、 の 特 徴 成形・手法の特徴

斐 口(12.8) 薄手の小型主主で最大径は胴上位 口縁内外面横ナデ。外面のナ

(土師) になると思われる。口縁は中位 デ深い。胴上位外面横へラケ

で屈曲し大きく外反。 ズリ。中位斜めへラケズリ。

内面横ナデ。

ワ 均二 口 (7.8) 直線的に外傾する体部。底部の 体部外面回転ナデ。底部右

(須恵) 器肉は厚く、内面中央は突出す 回転糸切り無調整。

る。

3 皿 口 14.2 わずかに外反する薄めの台部。 口縁~体部内外面 回転ナデ。

(須恵) 底 7.7 体部から口縁まで外面少々丸味 底部右回転糸切り後台部貼り

局 2.2 を持ち、口縁大きく外傾する。 付け回転ナデ。

324-

-焼成・色調・残存 備考|

-良好

-淡槍褐色

-完形

-良好

。淡樫褐色

。完形

-良好 粗砂粒を含

-燈褐色 む

-完形

-良好

-淡掻褐色

-ほぽ完形

-良好

-淡積褐色

-完形

-良好 粗砂粒まば

。掻褐色 らに含む

-完形

I : 4 IOcm 

-焼成・色調・残存 備考

。良好

-暗赤褐色

-口縁~胸中位弘周

。良好

-暗灰色

-底部yz周弱

-良好 底部内面重

-灰色 ね焼痕残る

.70% 
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図348 E -146号住居跡出土遺物

E-146号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (αn) 背5 hJRuh E 、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考|

珂二 口 (13.3) 体部下位は稜をもち、口縁部ま 体部外面横へラケズリ。内面 @良好

(土師) で直線的に外傾して立ち上が 放射状暗文少々残る。 -明糧褐色

る。表面もろく軟質。 .20% 

2 杯 口(130) 底部欠損。体部内湾気味に立ち 口縁内外面横ナデ。体部摩耗 -良好

(土師) 上がり、口縁短く内傾。口唇部 激しく不明瞭。 -澄褐色

先端は尖り気味。器肉は厚い。 .20% 

3 均二 口(13.6) 丸底。内湾気味に徐々に立ち上 体部外面横へラケズリ。 -良好

(土師) fτ司主r 4.4 がり、口縁部内傾気味。器肉厚 . i登褐色

め。 。60%

4 均二 口 (7.8) 底部は広く、体部が浅い丸底の 口縁部内外面横ナデ。体部 -良好

(土師) 向 3.3) 杯。口縁部は僅かに外{頃する。 ~底部外面ヘラケズリ。 -暗燈褐色

底部中央付近器薄。 .50% 

5 杯 口 13.0 丸底。体部深く徐々に内湾気味 口縁内外面横ナデ。体部~底 -良好

(土師) 向 5.0 に立ち上がり、口縁短く内湾。 部へラケズリ。内面へラナ -樟褐色

口唇部薄く内側へ突出。 ア。 。70%

6 珂二 口 (9.6) 内j湾気味に立ち上がる体部。口 口縁~体部外面回転ナデ。体 @良好

(須恵) 底 6.0 唇部は尖り気味。厚く、小ぶり 下位~底部外国手持ちへラケ 。暗灰色

モ存当可「 3.3 の杯。 ズリ。 .50% 

巧〈 口 13.3 平底の底部より直線的に外傾す 口縁~体部内外面 回転ナデ。 -良好

(須恵) 底 9.8 る体部と口縁部。口唇部は尖り 底部 回転へラ切り後不整方向 -白灰色

品 3.7 気味。 へラナデ。 。7仁三E二0Jf:仁ノノ

8 石 全長 10.2 全体的に凹凸が多く、ごつごつ 特に左側面は蔽打痕と思われる 。青灰色 輝石安山岩|
重量 280g している。断面隅丸三角形。 摩滅した凹みが激しく、他面も . '7云どEア~仁3ノノ

荒れている。
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E-147号住居跡、
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図349 E -147号住居跡出土遺物

E-147号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸 法 (cm) 青三 出出 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調・残存 備考

1 杯 口 13.0 底部からわずかな膨らみを持ち 口縁~体部回転ナデ。底部 -良好 黒色微枝子

(須恵) 底 7.0 直線的に外傾し、口縁部で短く 右回転糸切り無調整。 -暗白灰色 を多量に含

高 3.0 外反する。浅めの杯。 。フ%7τfノノ む

2 土先 口 9.5 下位で外反する足高高台の域。 口縁~体部回転ナデ。体部外 -良好

(土師質) 底 5.4 小ぶりで薄く、口縁まで直線的 面回転ナデ深い。 。淡後色

局 4.7 に立ち上がる。 。ほぼ完形

E-148号住居跡、

、牛〆乙二己立、て斗」イミ主ぎ
11 

官

_ 2 

五三吾室、 7

C ぐ〕 。
10 

ζコ乙コ C 
o 1 : 4 10 cm 

図350 E -148号住居跡出土遺物(1) 一一
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図351 E-148号住居跡出土遺物(2)

E-14S号住居跡出土遺物観察表 (1)

No 器種 寸法 (cm) 育長 態 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

Z霊 底 6.2 底部より広く外傾する胴下位 胴外面下位斜めへラケズリ。 -良好

(土師) 片。薄手。 内面へラナデ。 。燈褐色

-胴部下位 l周

2 長 頚 歪 直立気味に外反する頚部。器|勾 内外面 回転ナデで縦半分に粕 -良好

(灰粕) は厚い。 ヵtカ3かる。 。灰色

-頚部少々

3 士不 口 16.5 断面台形の短い台部で接地面内 口縁~体部回転ナデ。底部 -良好

(須恵) 底 13.0 側。体部中位から口縁まで直線 回転へラ切り後台部貼り付け回 -灰色

丙 4.7 的に外傾して開く。底径と口径 転ナデ。 -底部~口縁巧周

の差は小さい。

4 杯 口 13.8 上げ底気味の大きめの底部。口 体部回転ナデ。底部回転へ -良好

(須恵) 底 9.8 縁は外反する。 ラ切り後手持ちへラナデ。 。灰色

主F主司T 3.2 -ほぼ完形

5 巧二 日 11.8 底部より直線的に外傾し、口縁 口縁~体部回転ナデ。底部 。良好

(須恵) 底 7.8 部で僅かき外反する。器肉は厚 回転へラ切り後ナデ及び、へラケ -灰色

高 3.2 めで、口縁やや歪む。 ズリ。 -完形

6 巧= 口 14.8 断面台形の短い台部が外傾して 口縁~体部回転ナデ。底部 。良好 粗砂粒を合

(須恵) 底 11.0 つく。底径と口径の差は小さい。 回転へラ切り後台部貼り付け回 。白灰色 む

~司t 5.0 転ナデ。 • 50% 

7 芸 口 16.8 つまみは大きなボタン状。天井 天井から体部にかけて回転へラ -良好

(須恵) 高 3.5 部から体部までなだらかに開 ケズリ。体部下位~口縁にかけ -暗白灰色

き、口縁でやや外反。小さな返 て回車云ナデ。 • 50% 

りが接地面より仁につく。

8 石 全長 11.5 右側面と裏面は平坦で、、他は弧 平坦面はよく摩耗し、裏面には -茶灰色 。複輝石安

重量 300g 状の曲面を呈す。 親指大の不整形な凹みをもっ。 -完形 山岩

。フク土

百 石 全長 9.6 断面円形の整った乳棒状の石。 左上半部分は他部よりも摩耗が 。茶褐色 -輝石安山

重量 290g 左面上半、少々凹み気味。 進んでいる。 o~7fj 正ノ 正山ゴ

-フク土

10 石 全長 11.7 全体に丸みをもち、上半は徐々 右側上部は細かな傷が多く、 i絞 -茶灰色 -輝石安山

重量 440g に細い。右側は打ち欠けている。 nによるものといえよう。 O~ID ノ 王ιi玉J 

-フク土

11 石 全長 9.6 全体に丸みを帯び、左側は徐々 特に右側面の凹み部はよく摩滅 。茶灰色 。輝石安山

重量 210g に薄い。右側面は中央が深く凹 し、擦痕がある。 • 7。己Jtノノ 正山王

む。 。フク土

12 石 全長 9.2 裏面中央付近に親指大の凹みが 上下端僅かに小さな凹みがあ 。暗褐色 -輝石安山

重量 180g あり、他は比較的整った丸みの り、蔽打による傷と恵、われる。 . ウフ~7f~ノ 正山王

石。 @フク土
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-148号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 売予 肯a山E の 特 f数 成形・手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考 l

13 石 全長 9.2 断面隅丸三角形て、各面粗い凹凸 上面は全面細かく凹み、摩滅し 。灰色 -斑栃岩

重量 1909 ヵtある。 ている。蔽打によるものだろう。 。にY三Eフ7γ正Tてノノ -フク土

14 石 全長 9.2 断面隅丸長方形で扇O[iな不整橋 表裏両面共中央付近が弧状に 。茶灰色 。輝石安山

重量 220g 円形。 少々凹みよく摩耗する。側面に 。完形 正山ヨ

も小さな凹みが数か所存在す 。フク土

る。

15 石 全長 7.7 小型の不整楕円形で¥下端面は 下端部の凹凸は敵打痕と思われ -灰色 @輝石安山

重量 170g 細かな凹凸面である。多孔質で る。 。と7土己;T正，.ノノ 正山王

全体にザラつく。 。フク土

16 石 全長 8.3 上下端は丸く側面は直線的な不 両側面と上端面は中央に僅かな 。白茶色 。ひん岩

重量 200g 整長方形で、表裏面比較的平坦。 摩滅した凹みがあり、表裏面も 。完形 。フク土

全体に少々凹んで摩滅してい

る。

17 石 全長 9.3 右側面上半は欠損状に小刻みに 上端部及び裏面の凹みはよく摩 。茶褐色 @複輝石安

重量 170g ザラっき、裏面下半はえぐれる 滅し、右側面は敵打による傷と @完形 山岩

ように凹んで、いる。 思われる。 。フク土

E-3 0 4号井戸跡、

子 一 二二マ|
ロ
官
J

ペく
J
V

4号

、二二J
〆??27ト、
ぷ家主主:~t;\o I : 4 10 cm 

トー一ー一ー一一一一一一一←一一←ー→一一一一一一一→

図352 E -3 ' 4号井戸跡出土遺物

E-3'4号井戸跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 青三 自E の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

l 士完 底 8.5 台付底部より体部下位少々。底 底部外面剥離のため不明瞭だ 。良好 。底部内面

(須恵) 部器肉厚い。 が、回転糸切り後台部貼り付け 。白灰色 重ね焼き痕

回転ナデと恩われる。 e 底部付近 l周 。3号

皿 口 13.4 体部から口縁部まで外反気味に 底部右回転糸切り後台部貼り 。良好 。4号

(須恵) 底 6.6 立ち上がる。全体にっくりは雑 付け回転ナデ。体部~口縁部 -暗白灰色

両 2.6 で少々歪む。 回転ナデ。 。70%

2 杯 口 (13.0) やや腰が張り、口縁部は外反し 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 。4号

(須恵) 底 6.3 て立ち上がる。全体に器薄。 部~口縁部回転ナデ。 。赤褐色

宝存生可 3.4 。30%



3. E 区

E-V43グリッド埋護遺構

L
I
-
-ム

I : 4 IOcm 

図353 E -V 43グリッド埋聾遺構出土遺物

E-V43グリッド埋聾遺構出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 青ラ 肯巨 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

l 浅 金本 最大径は口縁直下になると思わ 幅広の徴隆起線が口縁に沿って -良好

(縄文) れ、約33cm、底部より大きく外 横に巡り、その直下の相対する 。赤褐色

傾し、口縁付近から大きく内湾 2か所にやはり微隆起による円 。口縁と底部欠損

して立ち上がると思われる。 形文ともう一対、貼付文が施さ

れる(剥離している)。円形文内

は縄文で埋めつくされている。

胴部は全面に長短のn状沈線が

描かれ、円部はLRの単節斜縄

文、外側は無文である。

E-QI0グリッド

。 I : 4 IOcm 

図354 E-QIOグリッド出土遺物
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遺跡各区の出土遺物集成

E-QIOグリッド出土遺物観察表

No 器穫 寸法 (cm) J8; 肯fjl;.~、 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

深 鉢 口(17.0) 胴中位でくびれ土佐で大きく外 口縁部は無文。 -良好

(縄文) 底 (6.2) 傾して口縁内湾するキャリバー 胴上半にn状、下半には〈状の -暗褐色

高 (25.0) 型。底部は外に張り出す。口縁 区画を沈線で描き、内部はLR 。70%

は2か所の突出部をもっ波状。 の細かな単節斜縄文で埋めつく

される。

E-S 11グリッド

一吋片¥

品 τ立川、高手話、(

_-←.c 
_b川一

zv台
一

ペ司

、t
p
 F

 

1-.. ...... ιeユー宇品屯

I : 6 30 cm 

図355 E -S IIグリッド出土遺物

E-Sllグリッド出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) % 肯，"呂a、 の 特 徴 成形・子 i去の特徴 。焼成・色調。残存 備考

l 初、町τて? 重本 口 (56.0) 胸部上位はゆるやかに外反し、 地文は粗い LR単節斜縄文。口 -良好

(縄文) 口縁付近で徐々に内傾。口縁部 縁部は無文。それ以外は基本的 -淡褐色

は短く内湾する。大型の深鉢。 に並行する断面三角形の隆帯が -胴上位以上乃周

曲線文を描く。一部滑巻状。
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E-E'10グリッド

30cm 1 : 6 。

E -E'10グリッド出土遺物図356

E-E'lOグリッド出土遺物観察表

No 器 種 寸 法 (cm) 主尊 材質 そ の {也

板 碑 長さ 64.0 キリーク 緑泥片岩 刻警は種字と蓮肢のみ。枠線等も全く無い。表面右下半が少々剥洛するが、ぼぽ

首幅 (17.5) 完形と言える。彫りは比較的明瞭な薬研彫り。

下幅 19.0 

厚さ 2.3 

2 板 碑 長さ 49.0 キリーク 緑泥片岩 種字のみ確認される。彫りは不明瞭な薬研彫り。下端欠損。

首幅 12.5 

下i隔 13.5 

厚さ 2.6 

3 板 碑 長さ 49.0 キリーク 緑泥片岩 上端左側が欠損しており、種字は右側のみ残る。他の刻書は無く、彫りも不明瞭

首幅 (14.0) 

下幅 12.0 

厚さ 2.0 
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I 遺跡各区の出土遺物集成

E-出土地点不明

口

I'~" 
く〉

ζ〉

に〉

同
州
山
く三つ

く二二コ

1 : 4 IOcm 

く二二〉

ζ二二〉

〈コ

E 出土地点不明遺物観察表(1)

形態の特徴

くごコ

く二コ

図357 E一出土地点不明遺物

成形。手法の特徴 -焼成・色調。残存

15 

断面隅丸長方形で各面弧状で中|非常にi骨らかで縦及び斜め方向 I.緑褐色(断面緑灰

央が細くなっている。 Iの擦痕が認められる。 I 色)

・完形
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3. E 区

E 出土地点不明遺物観察表(2)

No. 器種 全長(CI11) 幅 (CI11) 厚さ (CI11) 重量(g) 形状 特{数な ど 残 存 石 質

2 打製石斧 11.7 7.6 2.0 213 分銅型石斧。両面に自然面を残す。 cフ士Eァ 背三 安山岩

つο 打製石斧 8.4 5.8 1.4 100 僅かな分銅状。両側部は摩耗著しい。 半分欠損 頁 石山

4 打 製 石 斧 12.2 4.7 2.6 150 短冊形で、くの字状に中央で折れ曲る。 プ白ロ 可5 百 正μ玉」

刃部中央から右側面にかけて使用痕。

5 打製石斧 10.6 3.8 1.9 112 短冊形。刃部と両側面上下端に擦痕と摩 '7三Uコ 青3 百 正山玉

耗する使用痕。

6 打製石斧 5.0 3.2 1.5 34 短冊形。明確な使用痕なし。 刃部のみ 黒色安山岩

7 打製石斧 7.0 勺J.つJ 0.8 26 短冊形。明確な使用痕なし。 基部欠損 頁 石山

8 打 製 石 斧 8.7 3.5 。7 34 小型長楕円形で薄い。片面に自然面を残す。 端部欠損 頁 石山

9 打製石斧 7.7 4.0 1.4 44 小型の援形を呈す。
白

形 百 正山王プE

10 打製石斧 8.3 5.8 1.7 98 二等辺三角形で断面レンズ状。刃部及び 'フ三iS 形 頁 正山ヨ

基部は少々摩耗する。

11 スクレイノf 6.8 5.8 2.2 97 一部突出する円形。厚い。 tフEプ 青5 安山岩

12 スクレイパ← 9.6 5.1 1.2 72 基部に自然面を残し、刃部は三角形の長 フz三Eゴ 青3 安山岩

辺を両面より細かく調整する。

13 スクレイノ¥- 8.0 1.4 1.5 53 片面自然面。左側刃部は細かな連続剥離 フzfEフ 青長 頁 正山ヨ

を施す。

14 スクレイノfー 6.2 4.7 1.2 dつ5 右側刃部は細かく剥離する。暗赤色。 部欠損 安山岩

15 石核 12.7 7.1 4.7 380 片面に自然l面が残る。 百 石山
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I 遺跡各区の出土遺物集成

G-l号住居跡、

一「
1
/
F

一

J
l
i
A
F
/

一

一

/

/

戸

〆

=

一

三

ミ

一
一
一
一
追
い

士

一

三

h
N
込古

=

~

J

¥

J

七
J
、、

一

翼

G-l号住居跡出土遺物観察表

~ 1 : 4 10 cm 

図359 G - 1号住居跡出土遺物

No 器種 寸法 (CI11) 育長 自山E、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

士完 口 14.8 丸底の底部より、半球状を呈す 口縁内外面横ナデ。体部上位 。良好

(土師) 高 6.7 る深い体部。口縁は短く外反。 ナデ(不鮮明)。体部下位~底部 。赤褐色

内面は内傾する。底部の器肉厚 にかけてへラケズリ。体部~底 。底部 1周、体~口

め。 部内面は横へラナデの圧痕あ 縁泌周 (80%)

り。

2 士不 口 12.8 丸底の底部より丸味をもって立 体~底部横へラケズリ。休部 。良好

(土師) 品 5.7 ち上がる体部。口縁はわずかに 内面上位はナデ後、斜めへラミ 。暗燈褐色

内湾する。底部の器肉は厚め。 ガキ。 。口~体部一部欠

(90%) 

G-2号住居跡、

い1

1 : 4 IOcm 

〔E 刀ハ、
U
H
1

せず、Jイ

モ二~ 三~~グ て二~

百三

三五二ノ で~三三」ノ
11 12 10 

図360 G-2号住居跡出土遺物(1)
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G-2号住居跡出土遺物(2)図361

G-2号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 背三 肯，ぃE、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l E室 口(14.2) コの字状の口縁を呈する室。口 口縁部横ナデ。肩部横へラ -良好

(土師) 縁下位はやや内傾し、上位で大 ケズリ。内面は横ナデ。 -燈褐色

きく外傾。肩部は薄い。 -口縁部%周

2 3享又EJ 口(120) はっきりしたコの字状の口縁を 口縁内外面横ナデ。外面上下 -良好

(土師) 呈す。小型の護。 端深いナデ。肩部横へラケ . t登褐色

ズリ。 -口縁~肩部%周

3 主主 底 4.4 不安定な小さい底部より立ち土 胴部下位縦~斜めへラケズ -良好

(土師) がる薄手の胴部下位。 リ。 -暗澄褐色

。底部と胴部下位

少々

4 台付婆 台付婆台部片。底部中央が非常 胴部下位横へラケズリ。台部 。良好

(土師) に薄い。 横ナデ。 -暗怪褐色

-胴部下位付近少々

5 鉢 底 9.0 底部は非常に厚く台状だが全面 底~体部 回転ナデ。底部外面 。良好

(須恵) が平坦でト接地する。外周は少々 外周付近ナデ深い。 。青灰色

へこむ。体部は直線的でやはり 。底部 l周~体部

厚手。 少々

6 f不 口 12.0 底部は不安定な平底。体音防当ら 体部外面横へラケズリ。底部 -良好

(土師) 底 8.3 口縁にかけては内湾しながら立 へラケズリ。口縁内外~体・底 .1登褐色

両 4.0 ち上がる。全体的に器肉は厚い。 部内面横ナデ。摩耗のためケ 。底~口縁%周

ズリ不明瞭。 (70%) 

均二 口 (11.4) 底部は不安定な平底になると思 口縁内外面横ナデ。体部外面 。良好

(土師) 底 (7.6) われる。体部から口縁までは直 横へラケズリ。内面横ナデ。 -燈褐色

線的に外傾。器肉は非常に厚く 底部へラケズリ。 -底~口縁~周
口唇部は尖り気味に薄い。 (30%) 
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I 遺跡各区の出土遺物集成

G 2号住居跡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸 J去 (cm) 背手 有山E、 の f寺 j数 成形。手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

8 均二 口 12.0 大き目の底部より少々湾曲しつ 底部右回転糸切り無調整。糸 。良好(焼き締まり

(須恵、) !民 7.2 つ立ち上がる{本部を経、口縁に 切痕が明瞭に残る。体~口縁 よい)

主l百主〕 2.9 至る。 回転ナデ。 。灰色

。底部 l周、体~口

縁%周 (60%)

9 杯 口 13 つ Jつ 上げ底気味の大きな底部より、 底部右目転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 8.5 少々湾曲しつつ立ち上がる体 ~口縁回転ナデ。 。灰白色(断面は淡

高 3.2 部。口縁もそのまま開く。 褐色)

-底部%周、体~口

縁%周

10 均く 口(12.5) 上げ底気味の底部より、わずか 底部右回転糸切り無調整で切 -良好(焼き締まり

(須恵) 底 (6 5) に湾曲する体部。口縁は少々外 り方やや雑。体~口縁 回転ナ よし)

品 3.1 反気味。厚さは均一。 ア。 a 灰白色

。底~口縁%周

(30%) 

11 士不 日(13.4) 上げ底気味の底部。体部は直線 底部右回転糸切り無調整。体 -良好 黒色微粒子

(須恵) 底 7.8 的に開き、口縁て忌わずかに外反。 ~口縁回転ナデ。底部内面 。灰色

高 3.2 全体的に薄手。 ロクロ痕明瞭。 -底部yz周、口~体

部%周 (40%)

12 士不 口(ll~13) 体部はわずかに湾曲しつつ立ち 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 黒色微砂粒

(須恵) 底 6.8 上がる。口縁は急に外反する。 ~口縁 回転ナデ。ロクロ痕明 。灰白色 を多量に合

高 (3~4) 全体的に歪んでおり不整形。 瞭。 -底~f;本部%周、 口 む

縁%周 (60%)

13 土不 底 8.0 大きな底部はやや上げ底。体部 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 下位は大きく開く。 部回転ナデ。 @茶がかった灰白色

-底部yz周、体部下

位少々

14 坪 日(12.4) 上げ底気味の底部よりわずかに 底部右回転糸切り無調整。体 。良好(焼き締まり

(須恵) 底 (7 6) 湾曲しつつ口縁まで立ち上が 部は回転ナデのロクロ痕が明 よし)

局 2.8 る。厚さは均一である。 瞭。 。灰白色

。底部%周、体~口

縁少々 (30%)

15 土不 日(12.7) 底部はやや上げ底。体部はわす、 底部右回転糸切り無調整。体 -良好 -黒色微砂

(須恵) 底 (6.8) かに膨らみ、口縁でゆるやかに ~口縁回転ナデ。器面はザラ 。灰白色 粒目立つ

両 3.0 外反。休部から口縁は薄手。 つく。 。底部%周、体~口 。体部外面

縁少々 (30%)

始、の内L祖然一b市袖3|| i 

16 巧二 口(13.0) 体部は直線的に大きく外傾し口 底部 回転糸切り無調整。体部 。良好(酸化)

(須恵) 底 (6.5) 縁もやや開き気味。口唇まで均 細かなロクロ痕(線)よく残る。 。援褐色

局 3.2 ーした厚さ。表面ザラつく。 -底~口縁y4周

(20%) 

17 士宛 口 16.2 ハの字状の高めの台部。体部下 底部右回転糸切り後、台部貼 。良好

(須恵) 底 8.8 位で少々ふくらみをもち、日縁 り付け内外をていねいに回転ナ 。灰色

高 6.7 までは直線的に外傾し、口縁で デ。外面には接合痕を残さなしミ。 -体部と口縁一部欠

わずかに外反する。底部は厚い。 内側のナデは深い。体~口縁 (60%) 

回転ナデ。

18 士宛 底 (9 4) 台付の底部は大きく、体部下位 底部右回転糸切り後台部貼り -良好

(須恵) はさほど開かずに外傾する。底 付け、周りのナデは雑で接合痕 。灰白色

部の器肉は非常に薄く体部は厚 がよく残る。体部 回転ナデ。 。底部 l周、体部下

め。大型の台部付均。 底部内面 ロクロ痕明瞭。 位少々
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G-2号住居跡出土遺物観察表(3)

No 器種 寸法 (cm)

19 士完 底 8.9 

(須恵)

20 土完 底 6.2 

(須恵、)

21 皿I 口 16.8 

(須恵) 底 9.6 

Y日主~ 2.8 

22 蓋 口 18.5 

(須恵) 高 3.9 

23 蓋 口(18.6)

(須恵)

24 重 口 10.0 

(須恵)

25 蓋

(須恵)

26 蓋

(須恵)

G-3号住居跡、

一¥

f¥ 

青ラ 肯E 。〕 特 徴 成形・手法の特徴

台部は長め、器肉の厚い底部か 底部 右回転糸切り後台部を貼

ら大きく開く体部下位。器面は り付け回転ナデ。

荒れており、底部内面の剥離は

特に激しい。

薄手の台部は直線的に外傾。 底部 回転へラ切り後台部貼り

付け回車王ナデ。

台部は大きく内湾気味に開く。 底部右回転糸切り後台部貼り

体部から口縁は直線的。厚い底 付け、内外のナデていねいで、あ

部より口縁にかけて徐々に薄く る。体部回転ナデ

なる。っくりのよい皿である。

中央がやや突起するボタン状の 天井部 回転へラケズリ。体~

つまみ。天井部は水平で体部は 日縁は内外面共に凹転ナデ。内

なだらかに開く。端部は屈曲す 函にらせん状の指ナデ痕明瞭。

る。

天井部よりゆるやかに大きく開 体~口縁にかけての回転ナデは

く体部。口縁で一旦水平になり、 ていねいで、、器面も滑らかであ

端部は丸みをもって垂直に落ち る。

る。

平らな天井部より徐々に落ちる 全面に回転ナデを施す。

体部。端部はやや開き気味。つ

まみは欠損しているが、宝珠形

になろう。

中央のふくらむボタン状のつま

みのみ残る。

宝珠形つまみのみ残る。

三辻ニォ Nげ
図362 G-3号住居跡出土遺物
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4. G 区

。焼成・色調・残存 備考

-良好

-灰色

-台付底部%周

-良好

-青灰色(断面褐色)

-底部yz周

-良好 底部内面の

-暗灰色(底部内面 灰白色(径

灰色) 10cmの円)

-底部yz周、体~口 は重ね焼き

縁%周 (50%) 痕

。良好

-灰白色

-天井部 1周、体

~口縁弘周 (60%)

-良好 口縁~体部

-灰色 中位内面白

。口縁~体部少々 然紬

(20%) 

-良好 口縁内面は

-暗灰色 自然紬のた

-口縁の一部とつま め黄白色

み欠 (90%)

-良好

。灰白色

-つまみ部のみ

-良好

-灰白色

-つまみ部のみ

J 
1・4 IOcm 



I 遺跡各区の出士遺物集成

G~3 号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育長 1円1二E民，、 0) 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調。残存

1 斐 胴 t位から頚部へと徐々にすぼ 口縁内外面横ナデ。胴上位は 。良好

(土師) まり、口縁はゆるやかに長く開 縦へラケズリ。 -掻褐色

く。査に近い器形。 -口縁~胴上位%周

2 翠 口 11. 5 体部下位より湾曲気味に立ち上 口縁内外面横ナデ。外面下 -良好

(土師) がり、頚部にてわずかにすぼま 端は深い指ナデで稜をつくる。 -暗赤褐色

る。口縁は長く大きく外反する。 体音15外面中~下位縦へラケズ 。体部下位~口縁%

最大径を口縁にもつ非常に小さ リ。上位は横へラケズリと思わ 周 (60%)

い護。厚手でややもろい。 れるが不明瞭。

J つ 斐 口(156) 直線的に外傾しつつ立ち上が 外面 ていねいな横ナデ後、縦 -良好

(土師) り、口唇部付近で短く外反する。 に近い斜めへラミガキを施す。 。燈褐色

球胴斐の口縁片。 内面は横に近い斜めへラミガキ 。口縁部少々

で黒色処理。

4 斐 底 6.6 やや突出する安定した底部。胴 底部へラケズリ。内面にはへ 。良好

(土師) 下位は大きく開く。 ラナデの圧痕残る。胴部下位へ -暗赤褐色

ラケズリ。 。底部 l周と胴下位

少々

5 高 士不 さほど開かない休部下位。脚の {本部外面下位斜めへラミガ -良好

(土師) 形状は不明。 キ。内面は横ナデ。 -赤褐色

。体部下位少々

6 土先 日(17.0) 丸底の底部より徐々に内湾して 底~体部へラケズリ。体部外 -良好

(土師) 立ち上がる体部。口縁は屈曲し 面はケズリ後中f立を指おさえ、 -赤褐色

て外1t皇、少々ふくらみをもっ。 内面は横ナテ示後斜めへラケズリ -体下~口縁y3周、

口縁下端は稜をもって体部と画 を施す。口縁は内外面横ナデで、 底部中心欠

される。厚手で大型の域。 内面は特によくナデを行い少々 (30%) 

えぐれる。

土不 口 16.0 丸底の深い大型杯。体部は丸み 口縁内外面横ナデ。底~体部 -良好

(土師) 局 7.8 をもって立ち上がり、口縁との 横へラケズリ。 。暗赤褐色(口縁内

境には明瞭な稜を有す。口縁は 面黒褐色)

やや内傾する。器面はゴツゴツ -口縁vz周、底~体

している。 部%周 (60%)

G-4号住居跡、

;7三二斗

「剛

ゼヲ2

I : 4 

G~4 号住居跡出土遺物

IOcm 

340~ 

{蒲考

-粗砂粒が

目立つ

@内面黒色

処理

小石が目立

つ
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遺跡各区の出土遺物集成

G-6号住居跡
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4. G 区

G-6号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 青三 ム忠μ の ヰ寺 徴 成形・手法の特徴 。焼成。色調・残存 備考

l 5! 口 17.0 胴中位から下位に最大径を持 口縁内外国横ナデ。胴部外面 。良好

(土師) つ、ずんくりとした形の婆。胴 雑な縦へラケズリ。内面は斜め .1登褐色

上位からなだらかにすぽまり、 へラナデ。 -口縁~胴下位%周

口縁は大きく外反する。 強 (60%)

2 婆 底 5.5 底部は突出しており、小さく不 底部外面へラナデ。胴部外面 。良好

(土師) 安定。胴部下位から中位にかけ は縦の細かなへラケズリで内面 。暗権褐色で部分的

て半球状に丸みをもっ O 胴部中 はf黄ナデ。 に黒色

位に最大径がくる球胴王室。 。底部 l周と胴下~

中位J.::i周

つJ 護 底 8.2 底部は突出気味。胴下位は大き 胴部外面縦へラケズリ。内面 。不良

(土師) く膨らみ、胴中位へ。軽量でも は横へラナデ。胴部下位にはー 。黄褐色(内面灰褐

ろい感じ。 部へラミガキが施される(全体 色)

的に不明瞭)。 。底部 1周と少々

4 斐 底 3.6 !底部は小さく胴下位から中位は 底部外商へラナデ。胴部下 -良好

(土師) 半球状を呈す。最大径を胴中位 ~中は斜めへラケズリ。内面は -暗赤褐色(内面は

にとる。小型の球胴套。 へラナデ。 黒褐色)

-底部 I問と胴下~

中位%周

5 甑 底 (9.4) 大型甑。胴部は底部より徐々に 外商斜めへラケズリで一部に 。良好

(土師) 丸みをもって立ち上がると思わ へラミガキ。内面はへラナデ。 。燈褐色

れる。 穿孔部内側は細かいへラケズ 。胴下位%周

リ。胴下位倭合痕よく残る。

6 巧: 口(13.0) 底部は丸底で小さく不安定。体 口縁部内外商横ナデ。底~体 -良好

(土師) 高 5.2 部はわずかに湾出しつつ立ち上 部外函はへラケズリ後ていねい .1登褐色

がり、口縁もそのまま開く。深 なナデ(主に横ナデ)を行なう。 -底~口縁%周

めの杯。底部は厚く体部中位か (50%) 
ら口縁付近は薄手である。

7 杯 日 14.0 底部は丸底。湾曲しながら大き 口縁部内外面横ナデ。底~体 。良好

(土師) 高 5.8 く開く深い体部より、口縁は不 部外面細かなへラケズリ。内 -暗控褐色

明瞭な稜をもって直立する。厚 面は横ナデ。 。完形

手で、口縁に向かうにつれ徐々

に薄くなる。

8 均二 日 (12.3) 丸底の底部より湾曲しながら立 口縁部内外面横ナデ。体~底 -良好

(土師) 主F主司T 5.0 ち上がり、口縁はそのまま内湾 部外面へラケズリ。内面は口 。赤褐色(内面は黒

する。口唇部は丸い。 縁~底部にかけて斜めの細かな 色)

へラミガキを施し、黒色処理。 .40% 

9 士干 口(112) 底部は体部との境が不明瞭乍ら 体部~底部外面へラケズリ。 。良好

(土師) 底 (6.5) 平坦。体部から口縁にかけては 内面は横ナデ。器面摩耗の為調 。燈褐色

同 3.3 内湾気味に浅く開く。 整不明瞭 。底~口縁%周

(30%) 

10 石 全長 14.2 勾玉状に屈曲し、外側は肩が張 特に上面と弧状面はよく摩滅し @余灰色 。複輝石安

重量1，210 る。各面は比較的平坦で、全体 ている。また、裏面は中央部が 。完形 山岩

g に厚いためにず、っしりと重い。 細かく剥離しており、これは敵 。床面

打のためと思われる。

11 石 全長 17.7 片方が細めの四角柱状で角はさ 表面中央に蔽打痕の凹凸があ 。茶色 。複輝石安|

重量1，060 ほどなく丸い。 り、また上面と裏面上位に指先 。7tJEノノ 山岩

g 大の摩滅した凹みがある。 -床面
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I 遺跡各区の出土遺物集成

G-7号住居跡、
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図366 G-7号住居跡出土遺物

G-7号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育長 肯，山邑、 の 特 徴 成形。手法の特徴

3m 口 15.4 大きく張る肩部から頚部にかけ 口縁部内外面横ナデ。肩部外

(土師) て急にすぽまり、やや内傾して 商は横へラケズリ。内面はナデ。

立ち上がる口縁。上半にて外反 内外共雑な調整である。口縁の

し口唇部は丸みをもっ。球胴斐 円高は内面に接合痕が残ってい

肩部から口縁片。 る。

2 警 底 6.0 突出気味の底部よりさほど開か 底部は貼り付けにより少々突出

(土師) ずに立ち上がる胴部。厚手の長 したものと思われる(接合痕残

胴~になりそう。 る)。体部下位~底部はへラケズ

リ後ていねいなへラナデ。内面

へラナデ。

3 ZZZ己E J忌 7.0 突出気味の底部より大きく開く 底部付近縦へラケズリ。内面

(土師) 胴部下位。球胴斐底部か。 はへラナデ。

4 品 f不 底 9.5 脚は{氏く、裾は水平に聞き、体 脚裾部内外面横ナデ。脚上位

(土師) 部まで内傾する。体部は大きく 外面へラケズリ。内面は指。

外傾して立ち上がる。 ヘラによる細かい斜めナデ。体

部外面はへラケズリ、脚部内側

に接合痕。

5 杯 口 12.3 底部から{本部にかけではなだら 口縁部内外面横ナデ。口唇部

(土師) 品 5.0 かな丸みをもっ。口縁との境に ナデによりやや角ばる。体部~

稜を有し、口縁は外反する。口 底部へラケズリ(不明瞭)。内

唇部はやや角ばる。全体的に厚 面積ナデ。底部付近はへラの

さは均 で器面はザラっく。 痕あり。

6 均二 口 13.6 底部は丸底で浅く湾曲し、 -_8 底部外面へラケズリ。体~口

(土師) 高 5.3 強く内傾し、体部から口縁が大 縁にかけては横ナデ。屈曲部の

きく外傾して聞く。器肉は全体 ナデは深い。底部内面は横ナテ

的に厚手。 後一方向への雑なへラナデが残

る。

一
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。焼成。色調。残存 備考

。良好

。暗燈褐色

。口縁~肩音rn周

。良好

。淡赤褐色(底部黒

色)

。底部 l周と胴下位

少々

。良好 残存部の半

。燈褐色 分程は黒斑

。底部 l周と胴下位 により黒色

少々 を呈す

。良好

。燈褐色

。脚部 1周と体部

少々

(70%) 

。良好 底部内面中

。燈褐色 心よりやや

。完形 はずれた位

置に 3~4

cm程の墨の

付着がある

。良好

。暗褐色(内面黒褐

色)

。底部 1周と体~口

縁%周 (80%)



G-I0号住居跡、外

4. G IX 

ミヰメ
G-IO号住居跡外出土遺物観察表

G-10号住居跡の北壁上位に、壁から張り出した状態で検出された。その出土位置、及び

他の遺物との時期的な符合が無いもの、との判断より iG-10号住居跡外jとした。

器 種 寸法 (cm) 形 態・ 手法 の特 徴 -焼成。色調。残存

杯 日 10.7 体部は少々膨らみ、口唇外側突出気味。 。良好

(須恵) 底 4.9 全l面回転ナデで底部は右回転糸切り無調 。淡黄灰色

両 3.5 撃。底部中央付近に焼成後のものと思わ 。60%

れる径 5mmの小孔あり。体部外面には

「合」の墨書。、ごう
I : 4 IOcm 

図367 G-IO号住居跡外出土遺物

G-I0号住居跡、
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。
図368 G -10号住居跡出土遺物(1)

o I : 4 10 cm 
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G-I0号住居跡出土遺物(2)図369

G-10号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 形 ム円山己レペ、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

l 婆 口 22.6 底部は突出しており小さい。胴 口縁部内外国横ナデ。胴部外 -良好

(土師) 底 6.4 中央に張りをもち(最大径28.8 面斜めへラケズリ。底部外面 -燈褐色

高 25.0 cm) 広口の口縁は直立する。や へラケズリ。内面はナデ。口縁部 .60% 

や扇平な球胴婆である。 下位及び胴部中位に接合痕。

2 5l 口(188) 肩の張らないなだらかな胴上位 口縁部内外面横ナデ。胴上位 。良好

(土師) より f余々にしまり、口~震はくの 外面斜めへラケズリ。内面は -燈褐色

字状に大きく外反。口唇外面は 横へラナデ。 -口~胴上位少々

丸みをもっ。

3 茅l与Eし 口(18.2) 突出気味の厚い底部より湾曲し 口縁内外面横ナデ。胴外面 -良好 小石が目立

(土師) 底 6.2 て立ち上がる胴部。中位から上 縦へラケズリ。内面は横へラナ -暗褐色 つ

!~ 29.5 位にかけて徐々にしまり、口縁 デ。底部外面へラナデ。器面 。底部vz周、胴~口

部は長めのものが大きく外反す は荒れており、ケズリ等不明瞭。 縁J;，i周

る。厚手でずんぐりとした器形

て¥最大径は中位にとる。

4 喜本 口(187) 体部上位から口縁まで直線的に 口縁内外面横ナデ。体部外面 -良好

(土師) 外傾。口縁と体部との境には沈 は斜めへラケズリ。摩耗の為不 。燈褐色

線がめぐる。厚手で口唇部はや 明瞭。 -口~体部上位%周

や内傾する。

5 型 口 (5 8) 底部欠損。最大径を胴中位にも 口縁部内外面横ナデ。胴部外 @良好

短 頚 壷 高 (6.5) つ楕円形の胴音/10 肩部は丸く内 面横ナデ後、横及び斜めへラ -燈褐色

(土師) 傾。直立気味の短い頚音防〉ら口 磨き(ていねいである)。内面 @口縁%周、胴部%

縁部。胴中位の器肉は薄い。 ハケ目。 周 (40%)

6 ま不 口(13.2) 底部より直線的に外傾し口縁に 内外面回転ナデ。底部外面は -良好(焼き締まり 白色鉱物が

(須恵) 至る。台部接合部は体部下端よ 回転へラ切り。 よし) 目立つ

りもす、っと内側で、おそらく短 -青灰色

い台になろう。浅い体部のしっ -口~底部%周弱

かりした杯である。 (20%) 

/ 石 全長 18.0 断面は隅丸ひし形で 1面のみは 各面共にj管らかで、凹み部分は -白灰色 。輝石安山

重量 960g 2か所の凹みがあり、他は平坦 摩滅激しい。 -完形 正山王

面である。 -床面

346-



4. G 区

G-IO号住居跡出土遺物観察表(2)

N口 器種 寸法(叩) 青三 態 。〕 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調・残存 備考

8 石 全長 20.5 断面は隅丸三角形で長い二辺の 平坦面片方に明確な擦痕あり。 -白灰色 -複輝石安

重量1，130 商は非常に平滑。もう一面にや 右角部中央及びやや凹凸をもっ -完形 山岩

g や凹凸あるも平滑。整った三角 面には人為的な凹みが見られ -床面

4主4丈である。 る。

9 石 全長 16.5 断面楕円形で比較的整った形と 全面滑らかて¥中央付近が部分 。茶灰色 -輝石安山

重量1，110 いえる。 的に少々摩滅。 -完形 正山王

g 。床面

10 石 全長 17.8 断面隅長方形で左側面以外は平 左側面仁半と上端部は剥離状に 。茶灰色

重量1，050 坦な面である。 欠損しているが、人為的なもの -完形フ 。床面

E かは不明。表裏共に上半部に l

か所の小さな凹みがある。地肌

は粗い。

11 石 全長 18.5 不整な曲面をもっ四角柱状。下 部分的に少々摩滅している。 -茶灰色 。輝石安山

重量1，040 端部の方が厚みをもっ。 -完形 正山ヨ

E -床面

12 石 全長 15.2 不整な曲面からなり、置いても 各国 Iか所ずつ摩滅したわずか 。灰色 。複輝石安

重量1，110 不安定である。 な凹みをもっ。 。完形 山岩

g 。床面

G-l1号住居跡

¥ I 

J I 

11 

o I : 4 IOcm ~ニニ干=ニコ=守寸

←一一一一一十一一一←ー_， "え/予三三ミミ 三三a
図370 G-11号住居跡出土遺物(1)
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図371 G-ll号住居跡出土遺物(2)

G-ll号住居跡出土遺物観察表(1)

Nコ 器種 寸法 (CI11) 育長 ムJ目也ド芭、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

整 口(184) 胴中位から上位にかけて直線的 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好

(土師) に内傾。肩は張らず口縁は短め 縦へラケズリ。内面は横~斜め -暗茶褐色 多量に含ま

に外反する。器商はザラつく。 のナデ。 。口縁~胴上位%周 れる

2 斐 底 3.0 小さく不安定な底部より胴中位 胴部外面縦へラケズリ。内面 。良好

(土師) にかけて直線的に立ち上がる厚 は縦。斜めへラナデ。 。暗樟褐色

子の長胴斐。 。底部~胴部中位

3 Z霊 底 5.5 底部は厚く小さしユ。胴下位に 胴部外面縦へラケズリ。接地 @良好 全体的に粗

(土師) 少々丸みをもち、中位から上位 面付近は細かな横へラケズリ。 。暗褐色 砂粒が含ま

にかけては長胴形。上位にてわ 内面 へラナデでていねい。 。底部~胴中位 l周 l'lる

ずかにすぽまる。表面はザラつ (60%) 

き、全体的に厚手のき室。

4 斐 日 14.3 中位に張りをもっ丸みのある胴 口縁横ナデ。胴外面縦へラ 。良好 粗砂粒が多

(土師) 部。口縁は短く外反。やや小型 ケズリ。内面は器面粗荒の為不 -暗樫褐色 く含まれる

の婆で、っくりは雑でもろい。 明瞭。 。口縁~胴部%周

器而はザラつく。

5 斐 底 6.0 不安定な小さい底部より胴で位 外面縦へラケズリ。内面斜 。良好

(土師) までわずかに丸みをもって立ち めへラナデ。 。燈褐色

上がる。非常に厚手でどっしり 。底部 I周、胴下位

としている。器面摩耗。 %周

6 E主 底 4.5 小さく不安定な突出底部から、 胴部下位外面縦へラケズリ。 。良好

(土師) 内湾気味に立ち上がる胴部下 内面へラナデ(圧痕多い)。 。淡褐色

位。器肉は厚い。 。底部 l周と胴下位

yz周

348-



4. G 区

G-ll号住居跡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸法 (cm) 育5 白芭 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

主主 底 7.0 底部は突出しており、丸みを帯 胴部外面斜めへラケズリ。内 。良好

(土師) びる。胴部は湾曲しながら大き 面は績ナデ。底部外面へラケ 。燈褐色

く聞き、球状を呈すると忠われ ズリ。内面ナデ。 。底音lí~周、胴部%

る。やや扇:'[Zな小型球胴裂にな 周

ろう。

8 珂; 日(160) 丸みのある体部は大きく開き、 {本音ri外面へラケズリ。内面 。良好

(土師) 口縁との境に明瞭な稜を有す。 横ナデで部分的に縦ナデ痕あ 。憶褐色

口縁は長く直線的に外傾。先端 り。口縁は内外面とも横ナデ。 。体~口縁%周

は薄め。器面は非常に滑らか。

9 士不 口 13 つ Jつ 平底気味の浅い底部から体音rio 底部~体部外面 へラケズリ。 。良好 口縁部少々

(土師) 前 4.3 大きく開き口縁との境に弱い稜 口縁~底部内面横ナデ。 。掻褐色 黒色がかる

を有し口縁は外反する。 。完形

10 i不 口 13.2 丸底の底音向、ら体部を経、口縁 日縁内外面横ナデ。体部内面 。良好

(土師) ヲI日主~ 4.9 部は長く外傾、上位にでやや内 横ナデ。体~底部外面へラケ 。松褐色

湾する。体部と口縁の境は不明 ズリ。全面に摩耗が進んでおり 。完形

瞭で、湾曲せず、横ナデの下端 不明瞭である。

にあたる部分を口縁の下端とし

た。

11 1不 口 11. 2 丸底。口縁と体部の境には小さ 口縁内外面横ナデ。体~底部 。良好 粗砂粒が目

(土師) 局 4.5 いがはっきりした稜をもち、日 内面は不明瞭ながら横ナデと思 。淡褐色 立つ

縁は直立、内面はやや外反気味。 われる。体~底部外面へラケ 。完形

ズリ。

12 巧: 口(14.2) 丸底。浅い体部は大きく開き、 口縁部内外横ナデ。体~底部 。良好 内面黒色処|

(土師) τlロ主1 4.2 口縁との境に稜をもち、一旦屈 外面 へラケズリと思われるが 。暗燈褐色(内面黒 理

曲。口縁は外傾し中位にて少々 摩耗の為不明瞭。内面は横ナデ。 色)

内側に折れる。底部付近の探肉 内面は全面黒色処理。 。70%

は厚い。

13 士千 口 14.0 丸底の浅い休部より、ヨヨしユ稜を 口縁内外面横ナデ。体~底部 。不良 籾砂粒が目

(土師) 百j 4.2 もって口縁が開く。口縁は少々 外面へラケズリ。内市ナデ。 。暗褐色 立つ

丸みをもち、外傾する。 。完形

14 士司、 口 10.4 口縁との境に~~~)稜をもち、口 口縁内外国ていねいな横ナ 。良好(やや軟質)

(土師) 向 5.0 縁は短く外反気味に強く内{頃す デ。体~底部外商へラケズリ。 。燈褐色

る。底部の厚い深みのある杯で 内面はへラミガキと思われる 。90%

ある。 が、摩耗の為不明瞭。

15 士不 口 13.4 丸底。浅い体部は大き〈聞き、 口縁内外面横ブデ。体~底部 。不良

(土師) 両 4.6 口縁は体部との境に弱い稜を有 外面へラケズリ。内面ナデ。 。暗袴褐色

し直立する。器肉は均ーの厚さ 。90%

で全体的に大きめの杯。

16 室 口 13.6 天井部より徐々に開き、体部上 天井部外面 回転へラケズリ。 。良好 粗砂粒目立

(須恵) 信3 4.5 位で大きく湾曲、口唇は短く外 体~口縁部回転すデ。内面 。青灰色 つ

傾する。天井部が厚いふっくら 回転ナデ。 。完形

とした形態で、つまみはつかな

し〉。

17 石 全長 14.4 長楕円形で表面は直線的、裏面 右斜面に上下 2か所、親指大の 。灰色 。輝石安山

重量 590g は弧状のため案定しない。 摩滅した凹みがある。また下端 。完形 正山ヨ

部は他部分よりザラつきがひど 。床面

く、敵打の傷ではないか。

18 石 全長 13.5 少々不整形な楕円を呈し、扇平 全体的に摩耗している。 。灰色 。輝石安山

重量 550g な石である。 。完形 正山ヨ

。床面
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I 遺跡各医の出土遺物集成

G~ll号住居跡出土遺物観察表(3)

No 器種 寸法 (CI11) 背手 山由 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色誹]・残存 備考

19 石 全長 14.8 裏面及び右側面凹凸である。 凹み部はよく摩滅している。 。茶灰色 。複輝石安

重量 590g 。完形 山岩

-床面

20 石 全長 14.8 断面隅丸ひし形で全体に丸みを 両側面下半部は僅かに打ち欠け 。白灰色 。流紋岩

重量 620g もつ O ており、又、裏面下半には摩滅 。フに壬EフJlてノノ 。床面

した凹みあり。裏面上端部付近

は径 2~ 3cmの範囲で塁(?) 

状の黒いしみがある。

21 石 全長 13.2 側面中央が凹む分銅型で、裏面 側面凹み部は摩滅し、また裏面 。灰色 -輝石安山

重量 700g は平坦である。 にも 3か所程の僅かな凹みあ 。完形 正山王

り。 -床面

22 石 全長 13.8 断面隅丸平行四辺形で各面共比 表裏面平滑て¥左斜面には摩i威 。灰色 -輝石安山

重量 390g 較的平坦。 した凹みが数か所見られる。 -下端部少々欠損 正山玉

。床面
」 一

G-12号住居跡、

夫ニヒ~
。 I : 4 I Qcm 

11 I 

、
泣物は全て夜二L出土で新|トl関係を判断

しにくいが、他にも)TJiliH¥ゃ陵のもつ

土師原片等が入り iiiじる。 1と2-4 

はl明らかに1'1'わないものであるが、 jcl!
jy_j_、一怖に-t&った。

図372 G ~12号住居跡出土遺物

G~12号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背三 白J也首、 。〕 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調・残存 備考

護 口(190) 胴中位に最大径を持っと思われ 口縁外面横ナデ。内面は櫛状 。良好 粗砂粒が目

(土師) る妻。上位はなだらかにすぼま 工具による横ナデで下半はそれ 。明褐色(内面灰褐 立つ

り口縁はゆるやかに長く外反。 をナデ消す。頚部外面櫛状工 色)

口唇部外面は少々膨らむ。全体 具にての斜めナデ。内面はへラ 。口縁~胴上位%周

的にやや厚手。 ナデ。胴部外面斜めへラケズ

リ。内面は横へラナデ後指(?) 

ナデ消し。

2 士完 底 (9 2) 台部は薄手で大きく外反して開 体部回転ナデ。底部糸切り -良好(軟質)

(土師質) く高いもの。体部はわずかに膨 痕なく、台部貼り付け後内外を 。淡燈褐色

らみつつ立ち上がる。器厚。 回転ナデ。 。台部~体部少々

3 士見1 底 6.2 台部は短く外側は垂直に接地す 台部貼り付け後のナデが残る。 @良好

(土師質) る断面三角形。体部下位は湾曲 体部は同転ナデ(摩耗激しい)。 。澄褐色

気味に大きく開く。 -底部~体部下位

4 主不 口 10.3 わずかに突出した底部より体部 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(土師質) 底 5.7 から口縁にかけて、湾曲気味に ~口縁部 回転ナデ。底部内面 。検褐色

局 2.5 短く立ち上がる。全体的に器厚。 にらせん状のナデ痕残る。 。90%
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4. G 区

G-13号住居跡、
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図373 G-13号住居跡出土遺物

G-13号住居跡出土遺物観察表(1)

No. 器種 寸法 (cm) 背ラ 肯Jt~、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

l 斐 やや薄手のき霊胴下半。さほど張 内外面横ナデ。外面のナデは -良好

(須恵) らず直線的。 ていねいで光沢をもっ O -暗黄灰色

-胴部下位%周

2 好、 口 (13.0) 丸底の底部より体部は内湾しつ 体部外面横へラケズリ。上位 -良好 内外面共部

(土師) つ立ち上がり深い。口縁は少々 指押え。内面ナデ。 -燈褐色 分的に煤の

外反し、口唇部外面は丸みをも -体~口縁%周 付着あり

ち内面は丸みの下端に筋が出来 (30%) 
ている。厚さは場所によってム

ラカfある。
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I 遺跡各区の出土遺物集成

G-13号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 背ラ 宵E の 特 徴 成形・手法の特徴 @焼成・色調・残存 備考

3 士不 口 (132) 底部は大きめでやや上げ底。わ 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 7.8 ずかに膨らむ体部下位より直線 部~口縁部内外国横ナデ。 。白灰色

高 3.7 的な体部が立ち上がり、臼縁は -底吉田 1周と体~口

少々外反する。口唇部はやや角 縁%周 (40%)

ばっており体部から口唇部まで

厚さは均一。

4 均く 口 14.0 上げ底の底部よりかすかに内湾 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵、) 底 8.2 する体部下位から口縁までは直 ~口縁回転ナデ。 -黒灰色
官F主司「 3.5 線的に外傾する。体剖防ミら口縁 -底部 I周と体~口

までの器肉は薄手。 縁%周 (60%)

5 巧て 口 (132) 少々湾曲気味の体部カ〉ら口縁は 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 (7.5) 外反し短い。底部の器肉厚め。 ~口縁回転ナデ。 。白灰色

主F主弓T (3 6) -底~口縁%周

(30%) 

6 巧〈 口 13.2 やや突出気味の広い底部は内面 底部右回転糸切り無調整。口 -良好

(須恵) 底 8.0 中央付近が少しへこむ。{本部は 縁~体部回転ナデ。底部内 -白灰色

高 3.5 わずかに丸みをもって立ち上が 面ロクロ痕よく残る。 -底部 1周と体~口

り、口縁は少々外反する。 縁%周

7 土不 口 12.5 上げ底気味の平坦な底部より体 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 断面は赤灰

(須恵) 底 7.7 部から口縁にかけて直線的に外 ~口縁回転ナデ。 -白灰色 色
τI司主T 3.7 傾する。 。底部 1周と体~口

縁yz周 (60%)

8 杯 口 (122) 体部は直線的に外傾、口縁にて 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 (7.0) 少々短く外反する。全体的に薄 ~口縁回転ナデ。 。白灰色

高 3.2 手。体部下位にロクロ痕の凸み -底部y3周と体~口

カまある。 縁少々 (30%)

9 杯 口 (13.2) 体部は直線的に外傾し、上位は 底部 回転糸切り無調整。体~ -良好

(須恵) 底 (8.3) やや内傾。口唇部外面やや突出 口縁回転ナデ。 。暗白灰色

高 3.2 し丸みをもっ。軽量。 -底部%周と体~口

縁少々

10 杯 口(13.0) 上げ底の底部よりかすかに内湾 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 (8.0) しつつ立ち上がり、口縁は薄手 ~口縁凹転ナデ。 -暗白灰色

高 3.3 で外反する。 @底~口縁y3周

(30%) 

11 長頚壷 口 7.0 底部より胴部は張りがなく細身 底部右回転糸切り無調整。胴 -良好(焼き締まり 底部は 1cm 

(須恵) 底 5.2 に立ち上がり、肩部にて内傾。 ~口縁部回転ナデ(雑)。 良し) 程の白色砂

高 17.7 頚部は胴部に比して太めでわず 。青灰色 粒が表面に

かに外傾し、口縁で大きく外反 。完形 出ており不

する。表面はザラっく。細身の 安定

長頚室。

12 小型査 口 4.0 胴部は上位に膨らみをもち肩が 口縁内外国回転ナデ。底部へ 。良好 屑~胴部上

(須恵) 底 3.0 張る。口縁は短く直立し口唇部 ラケズリ。胴部はロクロ成形後 。青灰色 位付近淡黄

局 4.7 は少々内傾する。不整形な小査。 斜めへラナデ。 . に7全己7π"ノノ 色の自然紬

(光沢なし)

13 主宰 口 16.0 ボタン状のつまみ。中央は突出 つまみ部の周り 5mm程に回転糸 @良好 天井部内面

(須恵) 高 4.3 し、輪の部分は厚く丸みをもっ。 切りと思われる痕跡が残る。体 。青灰色 に径4.3cm

天井部は分厚く肩は張らずにな 吉田上位にかけて回転へラケズ .70% の重ね焼き

だらかに体部がつく。口縁付近 リ。口縁まで回転ナデ。内面 回 痕あり

で少々外皮し、返りはもたずに 転ナデ。

屈曲して落ちる。
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4. G 区

G~13号住居跡出土遺物観察表(3)

No. 器種 寸法 (cm) 形 吉E の ヰ寺 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 {蒲考

14 蓋 口 16.4 中央が平坦なボタン状のつま つまみ部外周 回転糸切り痕、 -良好 粗砂粒が目

(須恵) 高 3.7 み。天井部は水平よりもやや上 体部と位にかけて回転へラケズ -灰色 立つ

がり、休部はゆるやかに開く。 リ。口縁まで回転ナデ。内面 回 -完形

口縁はやや外反し、そこから短 転ナデ。

く屈曲して先端は外反気味に開

く。返りはなし'0

G-14号住居跡、

。 I : 4 IOcm 可ヰマ
図374 G~14号住居跡出土遺物

G~14号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育長 !月huuν芭、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

:j:j 釜 口 (26.0) 鍔は小さく先端の尖った三角 口縁・鍔接合部及び内面横ナ @良好

(須恵) 形。口縁は強く内傾。大型の羽 デ。胴上位は下へ向かつて縦へ -澄褐色

釜で器箇粗くっくり雑。 ラケズリ。 -口縁付近%周弱

2 斐 口 (16.3) コの字状口縁。肩は張らず、口 口縁横ナデで上下端の角は深 -良好

(土師) 縁上位は強く外傾する。口唇外 いナデ。胴上位横へラケズリ . i'登褐色

面に浅い沈線が巡る。全体的に が主。内面は横ナデで滑らかな -口縁~胴上位少々

薄手でつくりはよい。 仕上り。

3 士先 しっかりした台部より厚手の体 体部内外面回転ナデ。底部は -良好

(土師質) 部が湾曲気味に大きく開く。 回転ナデ痕のみ残る。 -淡褐色

-台部中位~休部

少々
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I 遺跡各区の出土遺物集成

G-16. 18号住居跡、
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図375 G -16・18号住居跡出土遺物

G-16・18号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 す法 (cm) 青三 肯包 の 特 徴 成形・手法の特徴

l 婆 口(19.3) コの字状口縁のき室。口縁・肩部 口縁内外面横ナデ(内面滑ら

(土師) 共薄手で、口唇部外面に沈線。 か)。肩部横へラケズリ。

口縁下端は段がつかずなだらか

に肩部へと続く。

2 士不 口(13.5) 底部より湾曲気味に大きく開 底部右回転糸切り無調整。口

(須恵) 底 5.8 き、口縁付近では直線的に外傾。 縁~体部回転ナデ。

局 3.9 口唇部は丸みをもっ。底部は雑。

l 斐 底 3.6 小さな突出する底部より胴下位 胴部下位 へラナデ。内面もナ

(土師) が直立する。非常に厚手で器商 デが施されるが荒れており不明

はi脅らか。 際。

G-17号住居跡、

図376 G-17号住居跡出土遺物
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-焼成・色調・残存 備考

ー良好

'1登褐色

-口縁部少々

-良好

-暗白灰色

. 60% 

-良好

-掻褐色

-底~胴下位yz周強

I : 4 IOcm 



4. G 区

G~17号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青ラ 肯E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

l Z霊 底 4.5 底部は小さな平底。胴部は扇平 胴部上位斜めへラケズリ。胴 。不良

(土師) な球状を皇し、全体に厚手であ ~底部内面横ナデ。 • j登褐色

る。口縁は薄く短く外反する。 -底部 1周と胴部vz
小型の球目同婆。摩耗が激しい。 周

2 主主 丸底の底部よりやや扇平な球状 胴~底部外面細かな縦へラケ -良好

(土師) の胴部が立ち上がる。底部は非 ズリ。内面横へラナデ後一部 -暗燈褐色

常に厚く、上にゆく程薄くなる。 横へラミガキ。 -底部~胴上位 l周

小型の球胴婆。

3 甑 底 (9.8) 底部全面穿孔の大型甑。膨らみ 胴外国縦へラケズリ。内面は -良好 粗砂粒目立

(土師) をもって大きく立ち上がる胴下 斜めへラナデ。内面には輪積痕 -淡褐色 つ

位。 がよく残る。 -胴下位以下%周

4 杯 口(14.0) 丸底の底部より浅い体部が開 底~体部外面へラケズリ。体 -良好

(土師) 高 4.9 く。口縁下端にわずかな稜を有 部内面横ナデ。口縁内外面 -赤褐色

し、長い口縁が外傾して立ち上 横ナデで内面はその後横へラミ -底部 l周と体~口

がる。全体的に器厚で口唇部は ガキを五包す。 縁少々

丸みをもっ。

5 杯 口 (12.2) 底部は平坦。体音防3ら口縁にか 底部回転へラケズリ。体~口 -良好

(須恵) 底 (9.0) けては直線的で浅く口唇部は薄 縁回転ナデ。 。暗白灰色

高 3.4 く外反気味。口径と底径の差が -底部%周、体~口

小さし〉。 縁少々 (20%)

G-19号住居跡、
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図378 G-19号住居跡出土遺物(2)

G 19号住居跡出土遺物観察表(1)

I~ 器種|寸法 (cm) I形態の特徴 成形・手法の特徴 |・焼成・色調・残存! 備三」
1 Z霊 口 19_0 底部は不安定でト突出し胴下位に 口縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好 胴中位~底

(土師) 底 6_5 張りをもち、上位にかりで少し 縦へラケズリ。下位は斜めのへ • j登褐色 部は 2次焼

高 35_0 ずつ内傾してゆく長い胸部。口 ラケズリも混じる。内面は主に .90% 成の為やや

縁は大きく外反。口唇部は商取 横へラナデ。細かな輪積痕がよ 黒ずむ

りがなされ平坦。 く残っている。

2 ぷ草む歪 口 22_2 底部は長く突出し厚い。腕下位 胴下位~上位縦へラケズリ。 -良好

(土師) 底 3_5 は膨らみがなく中位にて少々張 内面横ナデ。口縁横ナデ。 -掻褐色

高 33.6 りをもっ。口縁は短めに外反し、 -ほぼ完ID
口唇部は薄くなっている。

3 斐 口 20.7 張りのない長胴部より口縁が大 口縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好 粗砂粒を多

(土師) きく外反する。厚手で最大径は 縦へラケズリで口縁下位にまで -淡燈褐色 量に含む

口縁にある。 かかる。内面は斜めのナデ。 -胴中位~口縁 l周

4 斐 口 (20.8) 胴中位に最大径をとり上位はな 口縁内外面横ナデ。胴部外面 -良好 粗砂粒を多

(土師) だらかにすぼまる。口縁は大き 縦へラケズリ。内面横ナデ。 -赤褐色 量に含む

く外反し、端部は丸みをもっ。 -胴上位~口縁%周

全体的に器厚。

5 婆 口(14.0) 球胴部は上位に最大径をもち、 胴部外面不明瞭なへラケズ -良好

(土師) 底 7.0 わずかにすぼまった後、口縁が リ。内面へラナデ口縁は内 -赤褐色

主Fち司「 12_8 直立し、上位やや外反。非常に 外面横ナデで外面には指押え痕 -底部 1周と胴~口

厚手の小型窪。 残る。 縁%周
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G-19号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 育長 態 の 特 徴 成形・手法の特徴

6 護 口 (11.2) 胴上位に最大径をとり、肩は張 口縁内外面横ナデ。胴部外面

(土師) らずになだらかにすぽまる。口 縦へラケズリ。内面横ナデ。

縁は非常に短く外反。口縁とそ 中位はその後縦ナデを施す。胴

の付近は器厚である。 部上位内面輪積痕残る。

7 護 口 (13.2) いびつな丸底。胴部は球状で、 口縁内外面横ナデ。服部外面

(土師) わずかにくびれた後、口縁が直 は縦・斜めへラケズリ。内面 横

立気味に外傾する。小型の球胴 斜めナデ。

婆で雑なっくりである。

8 護 口(11.0) 胴上位は肩が張らず、なだらか 口縁内外面横ナデ。外面はか

(土師) にすぼまり、そのまま口縁が直 すかにへラミガキ痕。胴部外面

立、上半は外反。口唇外面は丸 ヘラケズリ不明瞭。口縁外面も

く突出している。口径の小さな 部分的にケズリ痕。

小型護。

9 Z喜 口 14.5 胴部は張りが小さく、しっかり 口縁内外面横ナデ。口唇部ナ

(土師) した長めの口縁が外反する。口 デ。胴外面縦へラケズリ。内

唇部はナデにより平坦で、、しっ 面横ナデ。

かりした角を形づくっている。

全体的に器厚である。

10 高 巧く 底 17.4 大型の脚部。ハの字状に長く開 脚部外面縦へラケズリ後下位

(土師) き、裾部で大きく外反。端部外 横ナデ。内面上位指ナデ。下

面は膨らみをもち少々内湾す 位横ナデ。

る。

11 杯 口(14.2) 平底気味の丸底で{本部は浅く、 口縁部内外面横ナデ。体部内

(土師) 高 4.7 口縁との境て、直立する。口縁は 面も横ナデ(ていねい)。体部外

下端に浅いくぼみをもって体部 面へラケズリ。

と画され、直線的に外傾する。

底部から体部にか付て少々いび

つである。

12 杯 口(125) 丸底の底部より湾曲しつつ体部 口縁部内外面横ナデ。体~底

(土師) 高 4.4 が立ち上がる。口縁は体部との 部外面へラケズリ。内面はナ

境に稜を有し、短く内傾する。 デ後縦及び斜めのまばらなへラ

ミガキを施し、黒色処理。

13 杯 口 (11.0) 丸底の底部から体部は浅く、口 口縁内外面横ナデ。体~底部

(土師) 縁との境に明瞭な稜を有し、口 へラケズリ。

縁は外傾気味に立ち上がる。全

体的に器厚。
L一一一一 一一

G-20号住居跡、
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図379 G-20号住居跡出土遺物

4. G 区

-焼成・色調・残存 備考

-良好(ややもろい) 1 ~ 3 mmの

-淡茶褐色 白色砂粒を

-胸中位~口縁yz周 合む

-良好 -器面剥離

-淡赤褐色 が目立つ

-底~体部%周、口 -粗砂粒目

縁)i周 立つ

-良好

-燈褐色

-胴部上位1イ周、口

縁)i周

。良好 粗砂粒目立

。淡赤褐色 つ

-口縁~胴上位 1周

-良好 裾部外面の

-赤褐色 一部に黒斑

-脚部 l周

-不良 粗砂粒目立

-黄灰色 つ

-底~体部yz周、口

縁%周 (40%)

-不良 内面黒色処

@暗樟褐色 理

.30% 

-良好

-茶灰色

-体~口縁v3周

I : 4 IOcm 



I 遺跡各区の出土遺物集成

G-20号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 官手 有E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

f不 口 12.8 突出する底部。体部下位にわず 底部右回転糸切り無調整。体 -良好 粗砂粒を含

(土師質) 底 5.5 かな1彰らみをもち、中位から口 ~口縁部回転ナデ。 -淡燈褐色 む

r'ii:J 弓 4.1 縁は外反気味。 .70% 

2 巧= 口 8.8 外面やや突出した底部より体部 底部右回転糸切りで貼り付け -良好

(土師質) 底 5.3 が短く外傾する小型の杯。底部 痕明瞭。体部~口縁部 回転ナ -赤褐色

局 2.0 肥厚。 ア。 -完形

3 土高 底 7.0 台部は厚く短い。わずかに膨ら 底部右回転糸切り後台部貼り -良好 粗砂粒を含|

(土師質) みつつ体部が開く。底部は器薄 付け両側を回転ナデ。体部 回 -淡燈褐色 む

である。 転ナデ。 -底~体部%周

4 士見; 口 7.2 口縁付近不整形。体部から口縁 体~口縁回転ナデ。 。不良 粗砂粒が目

(須恵) は直線的に大きく外傾。 -灰色 立つ

.40% 

5 .ITD. 口 15.6 台部は外側jに鋭い稜をもち、方 底部内外面は肥厚のまま。他はム -良好

(灰紬) 底 7.0 形に近しユ。湾曲気味に体部が大 ラのある刷毛塗り施紬。底部切 -灰色(施稲部淡緑

両 3.1 きく開き、口唇部外側には薄く り離し後、台部貼り付け雑な回 色)

尖る。やや雑なっくりの皿。 転ナデ。体~口縁部回転ナデ。 .30% 

G-21号住居跡、

」斗J

I : 4 IOcm 

図380 G -21号住居跡出土遺物

G-21号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 苦手 盲J出E、 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

Z喜 胴部中位に最大径をとる(約30 胴部外面全面に細かな斜めへ -良好

(土師) cm) 大型の球胴護。やや扇平。 ラケズリ。内面上位 ていねい -暗掻褐色

な横ナデ。 -胴上~下位少々

2 f不 口(14.0) 中央が尖り気味の丸底より、か 口縁内外面横ナデ。体~底部 -良好

(土師) 両 (4.8) すかに湾曲しつつ体部が聞く。 外商へラケズリ。内面横ナ 。暗燈褐色

外面に小さな稜を有し、口縁は デ。口縁は滑らかでナデていね 。底~口縁%周

外反し長めである。 しユ。 (30%) 
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4. G 区

G-24号住居跡、

品司Jーミ支

o ・4 10 cm 
一一一~

図381 G -24号住居跡出土遺物

G-24号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育長 1i円山g、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 警 底 (9.3) 胴部中位は直線気味に立ち上が 胴上半に文様を施しており、肩 -良好 粗砂粒目立

(弥生) り、中位からと位付近に大きな 部にあたるところは 6条の沈線 -暗燈褐色 つ

丸みをもって内湾する。 による大きな波状文。胴中位や -底~胴ヒ位約 1周

や上は l条の波状文が平行に 2 日縁部欠損(80%)

本描かれ、その上下を同じよう

に沈線が 2本ずつ施される。内

面はかすかに刷毛白が残る。

2 斐 口(192) 広口の口縁は内湾気味に外傾 口唇部櫛状工具による刺突。 -良好

(弥生) し、口唇部は刺突による凸凹が 口縁部外面 7条の櫛描波状 -暗褐色(口縁内面

ある。 文。頚部 7条の櫛描簾状文。 光沢をもっ黒褐

胴上位は同櫛状工具による単位 色)

の大きな鋸歯文と思われ、同じ -口縁%周と胴上位

もので聞を雑に士里めている。口 少々

縁から胴上位内面横へラミガ

キで光沢をもっ。

G-26号住居跡、

I : 4 IOcm 

図382 G -26号住居跡出土遺物(1)



I 遺跡各区の出土遺物集成

'1 

干三~5 ~三割孟r

。 I : 4 IOcm 

図383 G-26号住居跡出土遺物(2)

G-26号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸 法 (cm) 形 告，山E の 特 j数 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

斐 口 (21.2) 口縁は上半が長く外↑頃するなだ 口縁内外面横ナデ。肩部外国 -良好

(土師) らかなコの字状。肩は張らず 横へラケズリ。胴中位斜めへ -燈褐色

徐々に胴上位が膨らむ。器薄。 ラケズリ。 。口縁yz周弱と胴中

位まで少々

2 斐 口 25.6 胴部はふっくらと丸みをもち、 胴上半斜めへラケズリ。下半 -良好 粗砂粒目立

(土師) 頚部は弱くしまり、口縁が強く は横へラケズリ。口縁内外国 。淡樟褐色 つ

外反する。口唇部外側は面取り 横ナデ。口唇部はナデにより面 -口縁 l周と胴部yz
的に角張る。広口の球胴婆。 をもっ。 周

3 婆 底 4.7 小さな底部より胴下位が直線的 胴下位外面縦~斜めへラケズ -良好

(土師) に外傾。コの字状口縁と思われ リ。内面斜めへラナデ。 @栓褐色

る。非常に薄手。 -底吉田 l周と胴下位

yz周

4 歪 底 4.0 小さな底部より胴下位が直線的 胴下位外面縦~斜めへラケズ -良好

(土師) に外傾する。非常に薄手である。 リ。内面斜めへラナデ。 。澄褐色

口縁コの字状と思われる。 -底部 l周と胴下位

yz周

5 杯 口(12.2) 平底の底部より体部が外傾し、 底~体部外面摩耗激しいが、 -良好

(土師) 底 (9.0) 上位はやや内傾して開く。口唇 へラケズリと思われる。上位 -樟褐色

高 3.5 部は丸みをもち薄く、外側少々 ~口縁横ナデ。 -底~口縁v3周
突出する。厚手。

6 珂く 口 (15.2) 丸底で体部は浅い。湾出しつつ 底~体部外面へラケズリ。内 。良好

(土師) 高 4.0 大きく開き口縁部もそのまま外 面横ナデ。 -淡燈褐色

傾している。口唇上面わずかに 。底~体部%周、口

へこむ大ぶりの杯。 縁少々

杯 底 (7.6) 底部上げ底気味で少々突出す 体部回転ナデ。底部右回転 。不良

(須恵) る。体部は湾曲しつつ大きく外 糸切り無調整。側面には底部の 。暗白灰色

傾。 目占り付け痕残る。 -底部付近%周

8 蓋 口 (16.8) 天井部欠損。体部から口縁まで 体部上位 回転へラケズリ。体 。良好 口縁外面重

(須恵) 直線的に大きく聞き、端部は短 ~口縁回転ナデ。内面回転 -白灰色 ね焼き痕あ

く屈曲し外傾する。返りはない。 ナデ。 -口~体部上位%周 り
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G-27号住居跡、
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図384 G-27号住居跡出土遺物

G-27号住居跡出土遺物観察表

4. G 区

。 I: 4 IOcm 
トー一一一一一一一一一一一←一一一一一一一一一一一→

No. 器種 寸法 (cm) 育長 ムJ目l~、 の ヰ寺 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 土 釜 口 (18.3) 大きな胴部上位より徐々に内湾 胴中位から上位縦へラケズ -不良 粗砂粒目立

(土師) し、非常に短く丸みのある口縁 リ。内面横へラナデ。 -淡燈褐色 つ

が外傾する。器肉厚く表面ザラ -口縁~胴中位少々

っく。

2 杯 口(13.2) 体部下位に少々膨らみをもち、 底部右回転糸切り無調整。口 -良好

(土師質) 底 (6.2) 中位から口縁は外反気味。器厚 縁~体部回転ナデ。 -燈褐色

高 3.8 で口唇部は丸みをもっ。 -底~口縁);，i周

3 土宛 口 (11.8) 直線的に外傾する体部下位より 口縁~体部内外面 回転ナデ。 -良好 内面黒色処

(土師質) 口縁付近はやや内折気味に外反 内面は黒色処理で光沢をもっ。 ー暗掻褐色 理

して開く。薄手。 -底~口縁少々

4 士宛 底 (6.3) 台部は端部の丸いハの字状。体 底部右回転糸切り後台部貼り -良好 胎土ち密

(灰柏) 部下位は湾曲しつつ立ち上が 付け、台内側は接合部残る。底 。白灰色(施稲部暗

る。 部内外面以外は施紬され、光沢 緑色)

をもっ(漬け掛け?)。 -底~体部少々

G-29号住居跡、
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図385 G-29号住居跡出土遺物
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I 遺跡各区の出土遺物集成

G-29号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 形 ム'同也Eれ、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 (蒔考

l 護 口(19.3) 肩部はやや張り、広い口縁が直 口縁内外面横ナデ。肩部外面 -良好

(土師) 立気味に外反する球胴窒。 細かな斜めへラケズリ。内面 . i燈褐色

横へラナデ。 -口~肩部少々

2 斐 口 9.5 整った球状の胴部で最大径は中 口縁内外面横ナデ。底~体部 -良好 内面黒色処

(土師) 品 14.3 位にある。口径は小さめで口縁 縦へラケズリ。内面横へラナ -黄褐色 理

ゆるやかに外反し口唇部は薄く ア。 .80% 

なってゆく。全体的に厚手の小

型球胴斐。

3 甑 口 16.6 底部は小さい全面穿孔型で、体 口縁内外面横ナデ。体部外面 -良好 内面黒色処

(土師) 底 2.6 部は湾曲しつつ大きく開く。口 斜めへラケズリ。内面へラナ 。淡褐色 理

品 11.0 縁ゆるやかに外反。孔部の断固 デで下位は細かな縦へラナデ。 .90% 

は中央が突り気味。鉢状の小型

甑。

4 甑 口 (23.2) 最大径を口縁にとる長胴の甑。 口縁内外面横ナデ。胴部外国 -良好

(土師) 胴上位は真すぐに立ち、口縁は 縦へラケズリ。内面横ナデ。 。淡黄褐色

なだらかに外反する。 -口縁~胴上位少々

5 杯 口(14.8) 体部はわずかな丸みをもって大 口縁内外面横ナデ。体部外面 @良好

(土師) きく外傾し、口縁との境に稜を へラケズリ。内面横ナデ。 -燈褐色

有す。口縁は直線的に外傾し、 -体音日比周と口縁

口唇は外側にやや突出。 少々

6 J不 口(12.0) 丸底の底部より深めの体部が開 口縁内外面横ナデ。体~底部 -良好

(土師) き、境に明瞭な稜を有し、口縁 外面へラケズリ(摩耗激し -澄褐色

は内{頃する。 -体下~口縁%周

杯 底 (9.2) 丸みのある平底になると思われ 底部外面 へラケズリ後へラミ -良好

(土師) る。厚手で端部に稜はなく、体 ガキ。内面 ナデ後へラミガキ。 。1登褐色

部は外傾する。底部内面外周に 体部内外面 ナデ後へラミガキ 。底~体部少々

沈線が巡る。厚手。 を施し内面は細かな横へラミガ

キ。

G-30号住居跡

弐三二三 f 
I : 4 IOcm 

図386 G -30号住居跡出土遺物
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4. G 区

G-30号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青ラ 有呂 。〕 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考|

l 巧J 口(12.7) 体部はわずかに膨らみをもち、 底部右回転糸切り無調整。体 -不良

(須恵) 1氏 (7.0) 口縁外反気味。器肉は薄め。表 ~口縁 回転ナデ。底部直上付 -暗白灰色(底部外 激しい

Iτ司主T 3.5 函はザラっき、軽量である。 近はナデ深い。 面は黒灰色)

-底~体音sl--3周

2 士不 口(13.0) 平底の底部より口縁まで直線的 底部右回転糸切り無調整。体 -不良

(須恵) 底 (6 2) に大きく外傾する。体部下端の ~口縁回転ナデ。体部下位に -黒灰色

品 4.0 外面に盛り上がりをもち、厚く 1段、深いナデを行う。 -底~口縁%周

なっている。概して薄手。っく

りは雑。

J つ 杯 底 5.5 平底の底部より体部は丸をみ 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) もって立ち上がる。薄手で、器 部回転ナデ。 -白灰色

面はザラつく。 -底~1本部y2周

4 杯 口 13.6 直線的に体部が大きく外傾し、 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 7.2 口縁もそのまま立ち上がる。 ~口縁回転ナデ。 o i炎茶褐色

主F主b 3.7 。60%

5 士宛 底 (8 4) 台部はハの字状にしっかりと開 底部 右回転糸切り後台音問占り -良好(焼き締まり

(須恵) き、端部外国は角をもっ。肉厚 付け回転ナデ。体部回転ナデ。 良し)

の底部よりわず、かな丸みの体部 -白灰色

が長く立ち上がる。表面は滑ら -底部y2周弱と体部

かでつくりは良い。 少々

6 土宛 底 (7.5) 端部外面の角張るハの字状の台 底部右回転糸切り後台部貼り -良好

(須恵) 部。体部下位は直線的に外傾す 付り内面を回転ナデ。体部回 -白灰色

る。 転ナデ。 -底部%周と体部

少々

7 土先 口(16.0) 体部から口縁が外反気味に開 体~口縁回転ナデ。 -不良

(須恵) く。軽量でもろい大きめの椀に -暗白灰色

なろう。 -口縁~体部少々

G-31号住居跡、

~ r 

I : 4 IOcm 

図387 G -31号住居跡出土遺物(1)
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I 遺跡各区の出土遺物集成
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図388 G -31号住居跡出土遺物(2)

G-31号住居跡出土遺物観察表(1)

No. 器種 寸法 (cm) 元手 有'也E、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 斐 口 (117) 最大径を胴上位にとる小型護。 底部へラケズリ。胴下~中位 -良好

(土師) 底 6.0 底部は平底で胴下位から中位は 細かい縦へラケズリ。上位は横 -暗褐色

局 15.8 直線的、上位に張りをもち口縁 へラケズリ。口縁内外面横ナ -底部 1周と胴~口

は外反する。口縁中程に太さ 3 デで内面上位は平坦によくナデ 縁v3周

mmの沈線が巡り、口唇外側に折 が施される。外面は部分的に指

り返し気味に肥厚する。口縁内 押え。胴内面は横・斜めのナデ

外面はコの字気味に角をもっ。 で、下位は縦に近いナデ。

全体的に薄手で、特に胴下位は

薄い。

2 婆 口 (21.6) 口縁は長めに大きく外反する。 口縁内外面横ナデ。胴上位外 -良好

(土師) 面横・斜めへラケズリ。 -樟褐色

。口縁付近%周

3 珂二 口 14.0 底部は不安定で体部との境は弱 ロ縁内外面横ナデ。体~底部 -良好

(土師) 底 9.5 い稜をもって画される。直線的 へラケズリ。内面横ナデで部 -燈褐色

局 4.2 に外傾し口縁にてわずかに外反 分的にミガキによる放射状暗文 @底部%周、体~口

する。全体的に厚手。 残る。 縁y2周

4 珂く 口(13.0) 平底の底部より体部が大きく外 底部~体部外面へラケズリだ -良好

(土師) 底 (8.0) 傾し、口縁外面はやや内傾。口 が摩耗の為不明瞭。口縁内外面 -燈褐色

局 3.7 唇部は徐々に薄い。 横ナデ。底部内面にらせん状、 -底部~口縁%周弱

体部内面は放射状の暗文を施

す。

5 杯 口(140) 口径と底径の差が小さい浅い 底部 回転へラ切り後外周を回 -良好

(須恵) 底 9.3 杯。体部は短く外傾し、口縁付 転へラケズリ。体~口縁 回転 -暗白灰色

局 3.5 近内面は外反気味。底部器厚で ナデ。 -底部y2周、体~口

全体的に良いっくりと言える。 縁).-;i周

6 杯 口 14.0 口径と底径の差が小さい浅い 底部 回転へラ切り後外周を 2 -良好(焼き締まり

(須恵) 底 9.7 杯。体音防ミら口縁は薄手で、ほ 段の回転へラケズリ。体~口縁 良し)

高 3.4 とんど直線的に外傾する。 回転ナデ。 。暗白灰色

-底部~口縁乃周
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4. G 区

G~31号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 背三 高"ニ~、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

7 杯 口(13.0) 体部下位はわずかに膨らみ、中 底部回転へラ切りと思われ -良好

(須恵) 底 (8.5) 位から口縁にかけては直線的に る。体~口縁は回転ナデ。体部 -灰色

高 3.8 外傾する。口唇部は薄く尖り気 外面下端は回転へラケズリを施 -底~口縁少々

味。しっかりしたっくりの杯。 す。

8 石 全長 13.9 断面は隅丸方形で、両端部共整っ 4面のうち 3面は明確に摩滅し -茶灰色 。輝石安山

重量 690g た丸みをもっ。 ている。 。完形 正山玉

-床面

9 石 全長 15.5 断面楕円形でやや扇平。両端部 表裏面共中央付近に使用痕の凹 -茶色 -輝石安山

重量 840g は整った丸みをもっ。 みがあり。側面片側中央にも人 a 完形 正山ヨ

為的な欠け口あり、表面は全体 (多孔質)

にザラつく。 。床面

10 石 全長 16.2 断面は隅丸平行四辺形で 4面共 全面共よく摩滅しており滑ら -灰色 -輝石安山

重量 810g 平坦て芯整っている。 か。側面には数か所の凹みがあ -完形 正山王

り、特に摩滅激しい。 -床面

11 石 全長 15.3 断面不整三角形で不安定であ 片方側面中央は人為的な欠け口 -茶灰色 -輝石安山

重量 690g る。側面 l面のみ平坦。 があり、上端部は蔽打痕らしき -完形 正山ヨ

細かな凹みがある。全体的に摩 。床面

滅気味で、滑らか。

12 石 全長 10.3 平面形は楕円を呈し、片面が平 使用痕等は明確でない。 @茶灰色 -輝石安山

重量 330g 坦のためすわりがよい。 。完形 正山ヨ

。床面

13 石 全長 8.7 小型で、不整楕円形を皇す。 全体に滑らかで、数か所によく -茶灰色 -輝石安山

重量 250g 摩滅した凹みがみられる。 -完形 正山玉

-床面

-火を受け

た形跡

G-33号住居跡

、Y二_j工マi

下町A

I : 4 IOcm 

図389 G~33号住居跡出土遺物
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I 遺跡各区の出土遺物集成

G-33号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸 法 (cm) 形 宵山白、 の 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

主主 口 (21.2) コの字状口縁。上位は強く外に 肩部横へラケズリ。口縁内外 -良好

(土師) 屈曲する。口唇外面は細い沈線 面横ナデ。内面はナデていね -暗燈褐色

が巡る。 いで滑らか。 -口縁部y3周

2 台 付 婆 底部は小さく薄手。台部はハの 胴下位へラケズリ(不明瞭)。内 -良好

(土師) 字状に聞く。 面ナデ。 -培赤褐色

-台部と胴部の境

少々

3 長 頚 査 口(10.5) 長頚査頚部片。徐々に外反し、 内外面回転ナデ。 -不良

(須恵) 口縁付近で大きく外反する。口 -白灰色

唇外面は平坦に整えられ、下傾IJ -頚~口縁音sVz周
にかけて稜をもっ。

4 士不 口 12.6 底部は平底。体部は浅く直線的 口縁内外面横ナデ。体~底部 -良好

(土師) 底 9.2 に外傾し、口縁はやや外反する。 外面へラケズリ。内面ナデ。 . t登褐色

高 2.6 非常に薄手の杯でつくりは雑。 .60% 

5 土完 底 8.3 大きく聞く高い台部より体部下 底部右回転糸切り後台部貼り -良好(焼き締まり 台部外面、

(須恵) 位はさほど開かずに外傾する。 付け内外を回転ナデ。体部内外 良し) 部分的に自

体部の器肉薄め。 面回転ナデ。 -青灰色 然紬

-底部 l周と体部下

{立)i，i周

6 土宛 底 (8.7) 大きく開く端部の丸い台部。体 底部 回転糸切り後台部貼り付 -良好(焼き締まり

(須恵) 部下位がわずかに残る。大ぶり け内外を回転ナデ。 良し)

の士先。 -暗白灰色

-底部y3周と体部下

位少々

7 illl 底 7.2 しっかりした台部より体部が横 底部 右回転糸切り後台部員占り -良好

(須恵) 方向に聞く。 付け内外を回転ナデ。 -白灰色

-底部%周と体部

少々

G-35号住居跡、

にJ 又一主d ¥よーとこプ〆 3

o 1 : 4 10 cm 
ト一一一ー一一一一一一一一+ー一一ーー一一一一一一一寸

図390 G-35号住居跡出土遺物
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4. G I?て

G-35号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育会 ム'月~~、 の ヰ寺 j数 成形。手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

1 均F 口 12.8 丸みをおびた平底。口縁までは 摩耗激しく不明瞭だが、体~底 -良好 白色粒砂粒

(土師) 底 8.4 直線的に外傾するが、内面は盛 部はへラケズリと思われる。 -燈褐色 をまばらに

高 4.2 り上がり肥厚である。底部中央 -ほぼ完形 合む

は薄い。

2 士不 口 13.7 体部はわずかに丸みをもって大 底部右回転糸切り無調整。体 -良好(焼き締まり 黒色粒子を

(須恵) 底 6.7 きく外傾。口縁はそのまま立ち ~口縁回転ナデ。 良し) 多量に含む

両 3.2 上がる。 。暗白灰色

。60%

3 杯 底 6.2 底部片。厚手である。 底部右回転糸切り無調整。 -不良

(須恵) -暗白灰色

。底部 1周他少々

G-34号住居跡、

11 

亡-lJ

I : 4 I Qcm 

図391 G -34号住居跡出土遺物

G-34号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 背Z 吉'也E、 の ヰ寺 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 婆 口 23.5 丸底気味の小さな底部。胴は長 口縁内外面横ナデ。胴外面上 。良好

(土師) 底 5.5 く立ち上がり、中位から上位に 半縦へラケズリ。下位斜め -暗赤褐色

高 36.5 わず、かな張りをもっ。口縁は大 へラケズリ。内面横へラナデ。 。ほぼ完形

きく外反。
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遺跡各区の出土遺物集成

G-34号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm)

2 ~ 
(土師)

3 杯 口(12.6)

(土師)

G-36号住居跡、

)f; ムd円'"トEて、 の 特 i数 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

底部は丸く、胴下位は張らずに 胴下位外面横へラケズリ。内 。良好

長く立ち上がる。 面横及び斜めへラナデ。 。暗赤褐色

。底~胴下位%周

丸底。体部は丸みをもって浅く、 口縁内外面横ナデ。体~底部 。良好 摩耗激しい

口縁付近で短く直立する。 ヘラケズリ。 -赤褐色

。全体のys周

:コ3

Jグ て三二ノr 

¥44 
i?会

♂;{;;:~ニ c 冶日

たこbJ'9

/ ら宗号、、
>/>壬ー、;::'-
.;;，;，--='_-'; ~~ -'; 
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図392 G-36号住居跡出土遺物
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I : 4 IOcm 

G-36号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) ID 吉E の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調・残存 備考

E霊 口 22.0 胴中位から上位付近に最大径を 口縁内外面横ナデ。肩吉田横 。良好

(土師) とる。全体的に非常に薄手。 へラケズリ。胴中位から上位 -燈褐色

斜めへラケズリ。 。口縁部~胴部中位

1周

-368-



4. G 区

G-36号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 形 肯E の 本5 {数 成形・手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

2 鉢 口 (220) 胴上位に丸みをもっ大型の鉢。 口縁内外面横ナデ。胴外面 。良好

(土師) 口縁は短く直立する。 斜めへラケズリ。内面横ナデ。 -樟褐色

。20%

、つJ 杯 口(11.2) 浅い丸底杯。体部カ〉ら徐々に内 口縁内外面横ナデ。体部外面 。良好

(土師) 湾し外傾気味に立ち上がる。 摩耗激しいがへラケズリと思わ -燈褐色

れる。内面横ナデ。 .30% 

4 .Illl 口 20.6 大型の皿。ハの字状の台部は低 底部外面 回転へラケズリで台 -良好

(須恵) 底 14.6 く聞き、広い底音防〉ら体部が短 部貼り付け後回転ナデ。体~口 。暗白灰色

局 3.5 く外傾。 縁回転ナデ。 .90% 

5 杯 口(12.8) 体部は直線的に外傾し口縁付近 底部回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 (7.0) わずかに外反する。 ~口縁回転ナデで体部下端は . i炎棒灰色

高 4.0 手持ちへラケズリを施す。 .30% 

6 杯 口 12.7 体部は全く張らず外傾し口縁付 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 6.8 近でわずかに外反する。口唇部 ~口縁回転ナデ。 。灰色

向 3.6 肥厚。 -ほぼ完形

7 士不 底 7.2 底部は厚く内面外周は凹む。体 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 部は薄手。 部回転ナデ。 。灰色

。60%

8 杯 底 (6.2) 体部は丸みをおびて外傾する。 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 部回転ナデ。 -暗白灰色

.30% 

9 均二 底 6.4 底部やや上げ底。休部下位はき 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) ほど開かず立ち上がる。 部回転ナデ。 -灰色

。50%

10 土完 口(16.0) 台部は厚手で外面は外反する。 口縁~体部回転ナデ。底部 -不良

(須恵) 底 (8.2) 体部から口縁は強いロクロ痕 切り離し痕不明瞭で、台部貼り -暗白灰色

向 6.0 を残し、直線的に外傾する。 付け後内外を回転ナデ。 -全体の%周

G-37号住居跡

" 

I : 4 IOcm 

" 2 

図393 G-37号住居跡出土遺物(1)
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I 遺跡各区の出土遺物集成

司ー

γ!J、円1〆\'~

G-37号住居跡出土遺物観察表(1)

lj!)[6 

こ二二J [8 
[ : 4 [Ocm 

図394 G-37号住居跡出土遺物(2)

No 器種 寸 法 (cm) ~ h怒h の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

斐? 底 10.0 端部突出の底部より、胴下位は 胴中位は斜め、下位は縦の刷毛 。良好

(弥生) 外傾し、中位で張ると思われる。 ナデ。内面斜め刷毛ナデ。 。澄褐色

-底部~胴中位 1周

2 斐 口 (21.0) 胴上位に張りをもち、口縁は強 口唇部櫛状工具による刺突。 @良好

(弥生) く外反。最大径は胴上位。 頚部は櫛描簾状文が縦の沈線の 。黄褐色

上に走り、以下は櫛描文が交差。 。胴中位以上少々

3 斐 底 6.5 厚手の底部。胴下位はすぼみ気 胴中位外面櫛措の斜線文が交 @良好

(弥生) 味て、中位はわずかに丸みをも 差する。下位は縦のナデを施し、 。暗褐色

つ。 一部斜線文を消す。 。底部と』同部少々
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G-37号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 育3 青E の 特 徴

4 護 日(15.4) しっかりした張り出し気味の底

(弥生) 底 8.2 部。胴下位はやや外傾気味に立

品 23.9 ちー七カtる。

5 Z霊 口(16.8) 張り出し気味の底部。胴上位に

(弥生) 底 7.7 最大径をもち、口縁は短く外傾

高 22.2 する。

6 斐 口(17.4) 直線的に立ち上がる胴七位よ

(弥生) り、わずかに外反する口縁部。

7 警 口 (170) 最大径は胴上位。口縁外反し上

(弥生) 位て、内湾する。

8 斐 底 8.0 突出気味の厚い底部。胴下位は

(弥生) 直線的に外傾。

9 警 底 6.5 底部外側やや張り出す。胴部は

(弥生) 丸みをもって小さしミ。

10 宜士E 口(18.0) 頚部大きく外反し口縁でやや内

(弥生) {頃する。

11 査 口 14.5 直線的に大きく外傾する頚部か

(弥生) ら口縁部。

12 同 均二 口 (12.9) 杯部は直線気味に深く外傾し、

(弥生) 口縁付近は少々内湾気味。

13 高 杯 口 14.8 口縁外面には等間隔で豆粒状の

(弥生) 突起が 5~6 箇所つくと思われ

る。脚部はハの字状。

14 局 好く 底 8.6 ゆるやかに外反しながら開くハ

(弥生) の字状の脚部。杯部はこのまま

立ち上がると思われる。

15 鉢 小型の鉢と思われる。平底で体

(弥生) 部は短く外傾する。口縁外面に

突起をもつが、残るものは lつ

のみで、口縁ほとんど欠損の為

幾つになるかは不明。

16 手控ね 不整形で厚い小型の土器。丸底

土 器 状の形状を呈す。

G-37号住居跡出土遺物観察表(3)

4" G 区

成形・手法の特徴 -焼成。色調。残存

口唇部に刻み、胴部は全面に斜 -良好

線文を施し、上から簾状文。 i皮 -暗褐色

状文を施す。内面刷毛ナデ。 " 60% 

胴上半に櫛描斜線文、頚部には -良好

櫛描i皮状文を施す。内面は縦方 。暗褐色

向の刷毛ナデ。 " 60% 

口唇部は細かな刻目文。頚部に 。良好

櫛描簾状文。その下位に櫛描の -暗褐色

連続山形文。内面横へラミガ -口縁付近少々

キ。

口縁付近内外商とも横へラミガ -良好

キ。内外面赤色塗彩。 -暗赤褐色

。口縁付近少々

胴下位内面横制毛ナデ。外面 -不良

不明。 -掻褐色

-底部と胴部少々

胴内面刷毛ナデ。外面不明。 -不良

"1登褐色

-底部と胴部少々

摩耗の為不明。 -不良

-淡褐色

-口縁付近凡周

内面に輪積痕が見られる。 -良好

-赤褐色

-口縁付近%周

基本的には横へラミガキだが、 -良好

一部不整方向のものもある。赤 -赤褐色

色塗彩。 。杯部~脚部少々

士不部上位 横へラミガキ。下位 -良好

及び脚部縦へラミガキ。内外 。赤褐色

面赤色塗彩。 。80%

内外面共へラミガキされている -良好

が不明瞭。脚部内外面以外は赤 。赤褐色

色主主彩。 -脚部 1周

外面横主体のへラケズリ及び -不良

ナデ。内面は横刷毛ナデで外面 -暗褐色

口縁付近赤色塗彩が残る。 。底~体部見周と口

縁部少々

手控ねによる。 -良好

" i登褐色

-不明

形状。特徴など

粗い剥離の石鍬刃部

扇平片刃で刃部と基部は弧状。

備考

2次焼成痕

あり

赤色塗彩

赤色塗彩

赤色塗彩

赤色塗彩

赤色塗彩
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I 遺跡各区の出土遺物集成

G-40号住居跡、

I : 4 I Qcm 

" 

図395 G-40号住居跡出土遺物

G-40号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸 法 (cm) 形 J態'-'>-. 
の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

l )])] 釜 臼 (20.0) 胴上位に張りをもち、最大径は 胴部外面 回転ナデ後下半は縦 。良好

(須恵) 鍔部。鍔は断面三角形で上向き。 へラケズリ。内面回転ナデ。 -淡燈褐色

口縁は強く内傾する。 口緑内外面回転ナデ。 -胴中位以上%周

2 )])] 釜 口 (20.2) 最大径を鍔にもつ。丸味のある 内外面回転ナデ。 -良好

(須恵) 胴部上位。鍔は小さく上向き。 -燈褐色

口縁内傾する。 -口縁付近%周
」… 一一

G-41号住居跡、

実主三℃主~'~~
L i&\;~~l、21i

ヤ 可ん炉。
丸信:~;~:~e 一

図396 G-41号住居跡出土遺物

G-41号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸 法 (cm) 青手 -日~]、 の 特 徴 成形・手法の特徴 @焼成・色調。残存 備考

)])] 釜 口 (21.2) 胴部は張らず、口縁内傾。口唇 桐部上位~口縁外面回転ナ @不良

(須恵) 部は外側に突出。鍔は非常に小 ア。 -白灰色

さな断面三角形。 。胴上位~口縁%周

2 珂= 口 12.6 平底の底部より体部は丸味を 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(土師質) 底 5.2 もって立ち上がり、口縁は短く ~口縁回転ナデ。 -淡掻褐色

高 4.5 外反。丁寧な作りである。 。底部 l周と体~口

縁yz周
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4. G 区

G-41号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 背手 盲E 。〉 特 {数 成形。手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

3 士干 底 (7.7) 底部外面少々突出。体部は直線 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 的に開く。 部回転ナデ。 。灰白色

-底部~体音BYz周

4 河〈 口(11.4) 小型の杯。表面はかさっきもろ 底部右回転糸切り無調整。体 -不良

(土師質) 底 4.7 い。厚手の底部より体部に膨ら 部回転ナデ。 。淡樟褐色

~司全T 3.0 みをもって立ち上がり、口縁で 。底部 1周と体~口

わず、かに外反。 縁少々

G-42号住居跡、

汚r，

R亘JY~ 

百 d'z
、山 J

、ゴミ豆了48

達三

I : 4 IOcm 

図397 G-42号住居跡出土遺物

G-42号住居跡出土遺物観察表(1)

形態の特徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存

台は低く広く外傾し、裾付近は l胴部下位外面縦へラケズリ 1・良好

内面に段を有しさらに外傾。 11ま~台部 横ナデ。胴下位~底 1.暗赤褐色

部内面 ナデ。 1 。底部~胴下位少々
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I 遺跡各区の出土遺物集成

G-42号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 百手 有巨 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

2 婆 底 (7 0) 厚手の警底部破片。 底部右回転糸切り無調整。胴 @良好

(土師質) 部下位外面横へラケズリ。 。燈褐色

-底部少々

、つJ )j)j 釜 口(15.6) 胴部上位から口縁は丸味をもっ 口縁は内外面横ナデ。胴部上 。良好

(須恵) て内傾。鍔は小さく上向きの断 位外面縦へラケズリ。 。淡燈褐色

面三角形。最大径は胴上位。 -口縁J.;i周と胴上位

少々

4 土完 口(12.8) 非常に小さな台部。体部は丸味 体部内外面回転ナデ。底部 -不良

(須恵) 底 (5.2) をもって立ち上がり、口縁は強 切り離し後台部貼り付け回転ナ 。暗白灰色

高 4.4 く外反。器面ザラっき軽い。 ア。 -体~口縁 (20%)

5 杯 口(13.5) 上げ底気味の底部。体部は膨ら 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 (8.5) みをもち口縁は短く外反。 ~口縁回転ナデ。 。灰白色

局 3.6 -底部yz周と休部

少々

6 I完 口(15.5) 低い台部。体部は外面にロクロ 底部右回転糸切り後台部貼り -良好

(須恵) 底 7.2 痕の段を明瞭に残し、丸味を 付け回転ナデ。体~口縁内外国 。白灰色

I宝E生ヨヨ 5.6 もって立ち上がる。口縁は外反。 回転ナデ。 。底部 I周と体~口

底部に比べて体部は薄い。軽い 縁yz周
土布。

7 杯 口(11.9) 底部欠損。体部は膨らみをもっ 体~口縁回転ナデ。 。良好

(土師質) て立ち上がり口縁は短く外反す 。黒色

る。っくりの丁寧な杯。 。体~口縁%周

8 巧= 底 (6.2) 非常に低い台部で内側は平らに 底部右回転糸切り後台部貼り 。不良

(土師質) 近い。底部に比べて体部は薄い。 イ寸けナデをI包す。 。暗黄灰色

軽くもろい作りの杯。 -底~体部少々

9 土宛 口 (150) 体部は大きく膨らみ、口縁は短 体~口縁内外面回転ナデ。底 -良好 内面黒色処

(土師質) く外反。 部切り離し後外面をよく回転 -淡掻褐色 理

ナデ。内面放射状の細かなへ -体~口縁%周と台

ラミガキ。 部欠損

10 吉本 底 12.5 台部は短く、っくりは良い。台 胴部回転ナデ。底部切り離 。良好

(須恵) 付の鉢になると思われる。 し後回転ナデ及び指押え。台部 。青灰色

貼り付け後内面のナデはていね -底部 l周

いである。

11 士完 口 13.8 台部は端部が丸い。体部方〉ら口 口縁~体部内外面 回転ナデ。 -良好

(灰紬) 底 6.0 縁は丸味をもって立ち上がる。 底部静止気味糸切り後台部貼 -灰色(施粕部淡白

高 4.3 表面ややザラつく。 り付け。口~体部上位内外面 色)

刷毛掛けと思われる施粕。 。60%

12 長 頚 査 口(11.5) 幅広の短い台部は接地面に段を 内外面 回転ナデで台部内側を 。良好

(灰紬) 底 (8.5) 有し、胴部上位に最大径をとる。 I周ユビナデ。底部は右回転糸 。暗白灰色(施紬部

高 (23.8) 頚部徐々に外反し、口縁で大き 切り。胴外面は紬が流れる。 淡緑色)

く外反する。 -胴部上位欠損
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4. G 区

G-43号住居跡、

¥
斗
寸
川

T

「モ〆「 」i-Jイ 。 10 cm 

図398 G-43号住居跡出土遺物

G-43号住居跡出土遺物観察表

N口 器種 寸法 (cm) 形 育fL~、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

l 長頚査 球状の胴部で肩は張らずにその 内外面回転ナデ。 。良好

(須恵) まま内湾する。 。淡灰白色

a 胴上半%周

2 鉢? 底 (13.5) やや外傾するぶ厚い体部下位。 体部回転ナデ。底部切り離し 。良好(焼き締まり

(須恵) 台部は接合面小さく、細く短い。 12主台部貼り{寸け。 良し)

-暗灰白色

。{本部以下少々

G-44号住屑跡、

I : 4 IOcm 

'¥47. ロー「ごごf、さヰドギ九

図399 G-44号住居跡出土遺物

G-44号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青三 官fL~、 の 特 徴 成形。手法の特徴 @焼成・色調@残存 備考

l 婆 口 (22.0) 口縁はロクロ痕の弱い段を残し 口縁回転ナデ。 。不良

(土師質) 長く外傾。口唇部は突出する。 。白灰色

-口縁%周

2 土完 底 7.0 底部内面中央が盛り上がる。 底部 右回転糸切り後台部目占り 。良好

(須恵) 付け回転ナデを施す。体部回 。暗灰色

転ナデ。 。底部 l周

3 椀 口(12.8) 台部は厚く垂直気味に聞く。体 体部内外国 回転ナデ。台部貼 。良好

(土師質) 底 (5 7) 部は丸昧をもって深く、口縁は り付け後回転ナデ。 。暗燈褐色

局 6.0 外反する。 。20%

4 蓋 口(1l.8) つまみ欠損。水平な天井部より、 天井部右回転糸切り後、つまみ 。良好 内面黒色処

(土師質) ゆるやかに内湾する体部。口縁 貼り付け外側を回転ナデでその -淡後褐色 理

は返りをもたず垂直に落ちる蔚 周りには糸切り痕残る。天井部 。天井部~口縁部%

平な差。 外周付近は回転へラケズリ。体 周強

~口縁回転ナデ。
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I 遺跡各区の出土遺物集成

G-46号住居跡、

三宅冨三プイ
I : 4 IOcm 

図400 G-46号住居跡出土遺物

G-46号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 官3 !同h也いE 、 の 特 徴 成形。子法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

1 皿 口(12.2) 体部は外傾しながら口縁まで浅 口縁~体部回転ナデ。底部 。良好

(灰粕) 底 (7.0) く開く。小型の皿。 回転へラ切り後台部貼り付け回 。灰色(施稲部白濁

高 2.3 転ナデ。口縁内外面漬け掛け した淡緑色)

施柚。 。底~口縁少々

G-H 5 0 H16グリッド

I : 4 IOcm 

図401 G -H 5 0 H 16グリッド出土遺物

G-H50 H6グリッド出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 形 fl円L与~、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

高 杯 口 (174) 直線的な脚部上位より体部は外 口縁部横ナデ。体部外面へ 。良好 粗砂粒を含

(土師) 傾し口縁との境で屈曲し、口縁 ラケズリ。脚部縦へラケズリ。 。撞褐色 む

大きく外反する。 杯部内面横ナデ後放射状暗文 。口縁~脚部上位

を施す。

l 浅 鉢 日 (210) 平底。{本部は内湾しながら大き 全体に横へラミガキ。外面全面 。良好 赤色塗彩

(弥生) 底 (6.2) 〈開き、口縁の平面形は円では 及び内面。口縁付近共に赤色塗 。赤褐色

τFさ司r 6.8 なく多角形(16角?)を呈す。 彩が認められる。 。40%

一一
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4. G 区

G-Kllグリッド

、昌二ノ Lえ 2

。 I : 4 IOcm 

図402 G-K 11グリッド出土遺物

G-Kllグリッド出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青5 態 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

l 杯 ロ(13.0) 体部は湾曲気味に立ち上がり、 JJt，~体部へラケズリ。口縁内 -良好

(土師) 口縁は直立する。薄手の杯。 外国横ナデ。 -明櫨褐色

.20% 

2 台付斐? 底 (10.1) 短くハの字状に聞く脚部。 内外面横ナデ。内面斜めへ 。良好

(土師) ラナデ。 -暗褐色

-脚部%周

G-出土地点不明

三 ef 
こ二=:::>3 

議議長
D I : 4 IOcm 

図403 G一出土地点不明遺物

G-出土地点不明遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 育長 態 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調。残存 備考

l 土完 口 16.7 台部は厚くハの字状に開く。体 口縁~体部回転ナデ。底部 。良好

(灰粕) 底 8.5 部は丸みをもって大きく立ち上 切り離し後台部貼り付け回転ナ 。白灰色(施粕部は

高 6.3 がり口縁部短く外反。どっしり デ。口縁内面施柏、外面は不 淡緑色)

した大型の域。 明瞭。 。底~口縁v2周

2 深 喜本 口(10.3) 小さい平底の底部。胴部中位に 底部に木葉痕。胴部は「ハ」状 。良好

(縄文) 底 (5 4) 膨らみをもって立ち上がり、上 の沈線と縦波状の沈線が上半に 。淡褐色

高 15.0 位は直立気味。口縁部はゆるや 描かれ、その周辺には単節斜縄 -底~胴部巧周と口

かに外反し、最大径となる。器 文が充填されている。所々器面 縁部%周

肉は全体に厚くぼってりしてい 剥離し不明瞭な所もある。

る。
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遺跡各医の出土遺物集成

G-出土地点不明遺物観察表(2)

育会

同&

鋸歯，;，--

形 状。特徴など

中央が尖る石鍬基部。扇平で片面は自然

面である。

裏面は剥離面で平坦。円形。

一、ノ

J ♂ 

一一戸 P 

G区調査風景
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5. G II 区

G II 区
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図404 G II区全体図
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遺跡各区の出土遺物集成
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G 11-1号住居跡出土遺物図405

1号住居跡出土遺物観察表(1)

No， 器 種 寸法 (cm) 青三 肯E の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

1 土 釜 口 26，5 底部より内湾気味に立ち上がり 口縁部内外国横ナデ。胴部外 。良好 粗砂粒を全

(土師) 底 (10.0) 胴部中位に最大径をもっo 口縁 面上位~中位縦へラケズリ。 -淡褐色 体的に含む

局 31.3 部は短く直立し、口唇部は外斜 下位横へラナデ。内面へラ 。口縁部~胴部%

に平坦な面がとられる。 ナデ。口縁部直下に指押え。 周、底部少々

(60%) 

-380 
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5. G II 区

GII-l号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 育手 ムJ局也ドE 、 日〕 4持 徴 成形。子法の特徴 -焼成。色調。残存 備考

2 杯 口(14.0) 突出した雑なっくりの底部。体 底部 右回転糸切り後端部を雑 。良好

(土師質) 底 6.0 部は膨らみをもち、口縁部で短 にナデ及び刻み。体部~口縁部 。燈褐色

品 4.4 く外折する。 回転ナデ。 。50%

今、》 均二 口(112) 器肉の厚い底部。体部に膨らみ 底部 右回転糸切り無調整。体 。良好

(土師質) 底 6.0 をもち、口縁音日はそのまま開く。 部~口縁部回転ナデ。 。樟褐色

高 3.1 。50%

4 杯 底 5.0 器厚の底部。 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 小石・粗砂

(土師質) 部回転ナデ。 。1登褐色 f.!Lまばらに
。底部少々 合む

5 巧く 口 8.9 全体的に厚手で、口縁部特に肥 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(土師質) 底 6.1 厚。小ぶりの杯。 部~口縁部回転ナデ。 。燈褐色

高 2.1 。80%

6 士不 口 8.8 全体的に厚子で浅く小さい杯。 底部 右回転糸切り無調整。体 -良好

(土師質) 底 5.9 部~口縁部回転ナデ。 。澄褐色

両 2.1 。完形

7 杯 口 8.4 体音防3ら口縁部まで直線的に外 底部 右回転糸切り無調整。体 。良好

(土師質) 底 5.0 傾する。浅く小さい杯。 部~口縁部回転ナデ。 。燈褐色

高 2.0 。50%

8 杯 口 8.6 体部中位にわずかな膨らみをも 底部 右回転糸切り無調整。体 。良好

(土師質) 底 5.8 ち、口縁部はやや外反する。全 音Ij~口縁部回転ナデ。 。燈褐色

角 2.0 体的に厚手の浅く小さい杯。 c ほぼ完lB

9 均二 口 (9.1) 体部中位にやや膨らみをもって 底部 右回転糸切り無調整。体 。良好

(土師質) 底 5.6 立ち上がる。全体的に厚手の浅 部~口縁部回転ナデ。 -燈褐色

高 1.9 く小さい杯。 。底部 l周、体部~

口縁部少々

10 士不 口 (8 5) 突出気味の底部よりわずかな膨 底部 右回転糸切り無調整。体 。良好

(土師質) 底 (5.3) らみをもって立ち上がる体部。 部~口縁回転ナデ。 。燈褐色

高 2.3 厚手で浅く小さい杯。 。30%

11 杯 口 (8.7) 徐々に薄く立ち上がる小型の 底部 右回転糸切り無調整。体 。不良

(土師質) 底 (4.8) 杯。 音lí~口縁部回転ナデ。 。燈褐色

局 (2.0) 。底部~口縁部%周

12 士先 口 14.2 外反する厚手の台部。直線的に 底部 右回転糸切り後台部貼り 。不良

(須恵) 底 6.0 外傾する体部より緩やかに外反 付け回転ナデ。体部~口縁部 。白灰色

主存主可「 5.7 する口縁部に至る。器面はザラ 回転ナデ。 。60%

っき、もろい。

13 椀 口(140) 器肉の厚い底部。直線的に外傾 底部切り離し後台部貼り付け 。良好

(土師質) する体部。口縁部は外反する。 回転ナデ。体部~口縁部 回転 。掻褐色

ナデ。 。60%

14 士完 口(155) 高めの台部は端部に平坦面をも 底部切り離し後台部貼り付け 。良好

(灰紬) 底 (7 7) つ。体部は丸味をもって立ち上 回転ナデ。体部~口縁部 回転 。白灰色(施紬部は

高 (6 5) がり、口縁部はやや外反する ナデ。体部~口縁部内面施紬。 光沢をもっ)

ふっくらとした大型の椀。 。台部~口縁部%周

(30%) 

15 域 底 (7 8) 接地面の少ない台部。体部下位 底部切り離し後台部貼り付け 。良好 細砂粒まば

(灰紬) から中位にかけて大きく湾曲す 回転ナデ。体部下位~中位回 。灰色(施紬部は乳 らに含む

る。器肉は均一でやや薄い。 転ナデ。体部外面上半及び内面 白色及び淡緑色)

施粕で底部内面付近は無雑作に 。1ft部v3周、体中~

刷毛掛け。 下位少々
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I 遺跡各区の出土遺物集成

G II-l号住居跡出土遺物観察表(3)

GII-2号住居跡、

形態、の特徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調。残存

断面隅丸長方形で各面平坦であ|平均してよく摩耗しており、下|・淡緑灰色

る。 面裏側は潰れた凹みが存在す|・完形

" 

る。

vp寸ヒ三-:1'2

e 
図406 G 11-2号住居跡出土遺物

。 I : 4 IOcm 

GII-2号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸 法 (α11) 青5 L態H の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

I 方z冨 底 8.0 器厚な底部から直線的に外傾す 胴部斜めへラケズリ。底部 。良好 粗砂粒を含

(土師質) る胴部下位。 一方向のへラケズリ。 -淡褐色 む

-底部yz周、胴部

少々

2 士完 底 8.2 台部厚手で短く外傾。直線的に 底部 右回転糸切り後台部貼り 。良好

(灰粕) 大きく開く体部下位。全体的に 付け回転ナデ。体部回転ナデ。 -茶灰色(施紬部淡

っくりは雑。 体部は漬け掛け施粕。 緑色)

-底部のみ

GII-3号住居跡、

k主7~乙吉三\三J\γ』イ
〆;二;¥ /?ヤ九 -bh 

Gfj 地〉 iS}
I : 4 IOcm 

図407 G 11-3号住居跡出土遺物(1)

-382 
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日
図408 G 11-3号住居跡出土遺物(2)

GII-3号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 背5 肯'也旨、 の 特 徴 成形・子法の特徴

1 杯 口(14.0) 厚手の底部より体部は中位に膨 底部右凹転糸切り無調整。体

(須恵) 底 (7.0) らみをもち、口縁部は薄く外反 部~口縁部回転ナデ。
主F主司T 4.1 する。

2 椀 口 14.8 短い台部。体部から口縁部にか 底部 右回転糸切り後台部員占り

(須恵) 底 8.0 けて直線的に立ち上がる。器面 付け回転ナデ。体部~口縁部

高 5.0 はザラっく。 回転ナデ。

3 土先 臼(14.8) 不整形で雑なっくりの台部は者 底部右回転糸切り後台部貼り

(須恵) 底 7.0 しくつぶれている。体部下位膨 付け雑な指ナデ。体部~口縁部
口 5.5 らみをもち、口縁まで直線的に 回転ナデ。CE司

外傾する。

4 士宛 口 14.6 断面三角形の小さい台部より丸 底部 回転糸切り後台部貼り付

(須恵) 底 6.7 味を持ちつつ大きく外傾する体 け回転ナデ。内側は雑である。

局 5.2 部。わずかに外反する口縁部。 体部~口縁部 回転ナデ。

台部は不整形。

5 土完 底 7.4 ハの字状に開く台部。体部はわ 底部右回転糸切り後台部貼り

(須恵) ずかな膨らみをもって立ち上が 付け回転ナデ。体部~口縁部

る。器面はザラつく。 回転ナデ。

6 石 全長 15.7 右側面は平坦で少々弧状を呈 全体によく摩耗し、左側面は摩

重量 970g す。 減している。

一一383

5. G II 区

I : 4 I Qcm 

-焼成・色調。残存 備考

。不良 粗砂粒を

-淡褐色 少々含む

。底部%弱、体部y4

周弱

。良好

@淡褐色

• 70% 

。良好

-黄灰色

• 40% 

-良好

。黄灰色

。60%

-良好

-白灰色

。底部 l周、体部

少々

。茶褐色 輝石安山岩

-完形 」



遺跡各区の出土遺物集成

GII-4号住居跡
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5. G II 区

GII-4号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 可3 肯匡 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 ~ 口 17.3 突出した厚手の小さい底部より 口縁部内外面横ナデ。胴部 -良好

(土師) 底 (8.0) 胴部は下位に張りをもって直線 縦へラケズリ。内面 ナデ。 -暗樟褐色

両 32.0 的に立ち上がり、臼縁部はなだ -口縁部%周、胴部

らかに外反する。 %周 (70%)

2 き室 口(19.3) 僅かに内傾する胴上位。口縁部 口縁部内外面共横ナデ。胴部 。良好 小石まばら

(土師) は長めに外傾する。 縦へラケズリ。内面横ナデ。 -燈褐色 に含む

口縁部上位外面に接合痕。 -口縁部~胴上位%

周

3 婆 口 11.0 丸底の底部より胴部は楕円形て、 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) 前 15.4 中位が張り、口縁は直立する。 面上位~中位斜めへラケズ 。暗褐色

全体的に器肉厚く雑な作りの小 リ。内面横へラケズリ。口縁 • 70% 
型妻。 部外面に輪積痕。

4 護 口 16.6 砲弾形で最大径は口縁。厚手の 口縁部内外面 横ナデ。胴昔日外 。良好

(土師) 小型整。 面縦へラケズリ。内面横へ -淡褐色

ラナデ。 。口縁部~胴下位%

周 (60%)

5 警 口 12.0 小さい底部。胴部は中位に最大 口縁部内外面横ナデ。胴部外 -良好

(土師) 底 6.8 径をもち、上位は直線的に内傾 面摩耗のため不明瞭。内面 。淡褐色

主F主司T 16.7 し、口縁部は短く外反する。全 横へラケズリ。 . 70% 

体的に厚手で器面がザラつく、

小型の球胴妻。

6 甑 口 24.0 外傾する胴下位。中位から直線 口縁部内外面横ナデ。胸部外 。良好

(土師) 底 10.4 的に立ち上がる。口縁は直立気 面斜めへラケズリ。内面ナ -淡褐色

高 24.5 味。全体的に厚手で胴太の底部 ア。 -ほほ完形

全面穿孔型甑。

7 至星 口 15.2 横に突出する雑な底部より胴下 口縁部横ナデ。胴部縦へラ 。良好

(土師) 底 8.0 位は少々張り中位から上位は直 ケズリ。内面縦へラナデ。 -暗褐色

高 18.4 線的に立ち仁がる。口縁部は外 • 60% 
反する。小型長胴警で厚手。

8 甑 口 14.4 底部全面穿孔。やや腰に張りを 口縁部内外面共横ナデ。胴部 。良好 小石まばら

(土師) 底 7.8 もち直線的に立ち上がる胴部。 縦へラケズリで F端は指押え。 -掻褐色 に合む

高 15.7 口縁は短く外反。厚くっくりの 内面横へラナデ。 -完形

丁寧な小型の長胴甑。

9 石 全長 13.8 側面及び上面は平坦。表面は丸 裏面と上面裏に鼓打痕と恩われ -茶灰色 -複輝石安

重量 580g く裏面は粗い凹凸面である。 る摩滅した凹みがある。 -完形 山岩

-フク土

10 石 全長 12.6 断面隅丸長方形。整った四角柱 全面平均的に摩耗している。 。茶灰色 。輝石安山

重量 380g 状を呈す。 。完形 正山王

-フク土

11 石 全長 8.8 丸みのある小型の石で右側面は 上面2か所と右側面中央は敵打 . i炎緑灰色 。輝石安山

重量 170g 少々弧状を呈す。 痕らしき傷があり、よく摩滅し 。完形 正山玉

ている。 -フク土

12 石 全長 6.1 各面平坦の小型台形状。 上下面は特によく摩滅してい -茶灰色 。輝石安山

重量 250g る。 。完形 正山玉

-床下
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I 遺跡各医の出土遺物集成

GII-5号住居跡

、毛主ョ? ミ三土dz

4ぬ
口

3 (s =を)

図410 G 11-5号住居跡出土遺物

GII-5号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 7f3 iJ HbAh E 、 の 特 徴 成形。手法の特徴

1 杯 口(13.0) 体部から口縁まで直線的に外傾 底部右回転糸切り無調整。体

(須恵) 底 (6.5) する。っくりはていねい。 部~口縁音li 回転ナデ。

高 3.7 

2 均二 底 (5.7) 少々丸みをもっ体部下位。 底部 回転糸切り無調整。体部

(須恵) 回転ナデ。

3 自族 長き 6.4 茎部は正方形に近い。

(鉄製) 重量 10.0

4 銀? 長さ 3.4 茎部は正方形に近い。

(鉄製) 重量 1.0 

GII-6号住居跡

~; f1 
ldill 

。
③ 

、'c-.-/) 2 。
図411 G 11-6号住居跡出土遺物

-386 

4 (s =去)

I : 4 I Qcm 

。焼成。色調・残存 備考

。良好

。黒灰色

-底部~口縁部%周

-良好

• 1炎黄灰色

-底部~体部下位泌

周弱

I : 4 I Qcm 



5. G II 区

GII-6号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 形 青E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

1 杯 底 (6.5) 器薄な底部より大きく外傾する 底部左回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 体部下位。 部下位回転ナデ。 -白灰色

-底部~体下位少々

2 石 全長 11.3 断面隅丸方形。整った四角柱状 各面滑らかで所々に摩滅した浅 -青灰色 -輝石安山

重量 210g で細長く小型。 い凹みをもっ。 -完形 正山ヨ

-フク土

3 臼 玉 f歪 0.85 臼玉と思われるが、片面欠損の -淡緑色 • i骨石
子Lf至。 22 ため管玉かもしれない。 -不明 -フク土

重量 0.9g 

GII-7号住居跡、

14「ズ ¥ヰプ I : 4 10 cm 

図412 G 11-7号住居跡出土遺物

GII-7号住居跡出土遺物観察表

Nu 器種 寸法 (cm) 形 態 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 士完 口 (10.8) 体部少々膨らみ口縁は外反気味 口縁部~体部回転ナデ。 -良好

(土師質) の小型域。 -淡褐色

-口縁部~体部少々

2 境 口 (13.4) ふっくらとした深い婦で口縁は 口縁部~体部 回転ナデ。 -良好

(土師質) 外反する。器薄。 -淡褐色

-口縁部~体部下位

少々

3 f先 口(lι3) 腰の張る厚手の大型域。表面サ、 口縁部内外共横ナデ。体部外国 -不良 内面黒色処

(土師質) ラつく。 摩耗激しく不明瞭。内面へラ . i登褐色 理

ミガキ。 -底部~口縁部%周

(30%) 



遺跡各区の出土遺物集成

G II-I0号住居跡
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図413 G 11-10号住居跡出土遺物

G II -10号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 育長 肯E の 特 徴 成形・子法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 斐 口 (200) 胴中位上半に最大径をとる大型 口縁部横ナデ。肩部横へラ 。良好

(土師) の球胴室。口縁は少々外傾する。 ケズリ。胸部中位~下位縦へ 。淡褐色

胴下位は張りが弱い。 ラケズリ。 -口縁~胴部下位九

周弱

2 甑? 口 21.0 口縁がわずかに外反する長胴甑 口縁部横ナデ。胴部縦へラ 。良好

(土師) と思われる。胴部はほとんど張 ケズリ後上位は指押え。 .1登褐色

りをもたない。 -口縁~胴上位 l周

と中位少々

3 斐 底 6.6 厚手の突出底部から一旦しまっ 胴下位外面横へラケズリ。内 -不良

(土師) て外傾する胴部下位。長胴婆の 面横へラナデ。 -赤褐色

下位片。 。底部 l周、胴下位

y2周
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5. G II 区

G II -10号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (co1) 青3 品開じ の 特 {数 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

4 511! 丸底の底部より胴部は砲弾型に 胴部外面縦へラケズリ。内面 -良好

(土師) 立ち上がる。 f黄へラナデ。 -暗褐色

-底部 1周、胴部下

半%周

5 巧く 口 (12.3) 丸底で体部は比較的深く、口縁 口縁部内外面横ナデ。体部 。良好

(土師) 三F全司T 5.9 との境に稜をもって外反気味に ~底部 へラケズリ。内面は横 。掻褐色

立ち上がる。全体的にやや薄手。 ナデ後斜め放射状に暗文を施 . 70% 

す。

6 珂= 口 (123) 湾曲して立ち上がり、体部と口 底部~体部外面へラケズリ。 -良好

(土師) 両 5.8 縁との境に稜をもち口縁は直立 内面横ナデ及び斜め放射状暗 -赤褐色

する。 文。ロ縁部内外面横ナデ。 。底部~口縁部%周

弱 (40%)

7 砥 石 全長 8.1 平面断面共に長方形で稜が鋭 表面と右側面が使用面で非常に -明褐色(断面白灰 流紋岩

重量 1l0g 1，'0 平滑、細かな擦痕が無数に認め 色)

られる。 . フと壬'GJf:ノ/ 
」

G II-l1号住居跡、

寸

hF5 
4 

ミーs6 C~:;J， 

巳1JL Jr=-~。 11 

1 : 4 1 Qcm 仁)
図414 G 11-11号住居跡出土遺物
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I 遺跡各区の出土造物集成

GII-ll号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育5 J自'Uu己R 、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 甑 口 24.5 底部全面穿孔の大型甑。長胴部 口縁内外面横ナデ。内面横 -良好 粗砂粒多量

(土師) 底 10.5 はわずかに外傾し、口縁はくび へラミガキ。胴部外面縦へラ -樟褐色 に、小石を

主F主ミb 31. 4 れずに長く外反する。 ケズリ。内面 ナデ後縦主体の 080% まばらに含

へラミガキを全面に施す。 む

2 甑 口(16.7) 全く張りを持たない胴上位。口 口縁横ナデ。胴部外面縦へ -良好

(土師) 縁は短く外反する。 ラケズリ。 。淡褐色

-口縁付近14周

、つJ 護 球状の底部から胴下位の小型 胸部外面へラケズリ。内面 。良好 内面黒色処

(土師) 斐。 横ナデ後へラミガキ。 -暗褐色 理

-底部~胴下位 1周

4 場 口 10.7 体部は深く湾曲し、口縁は内傾 口縁内外面横ナデ。底部~体 。良好 粗砂粒を多

(土師) 主F主司T 6.2 する。厚手の丸底城。 部外面へラケズリ。内面横 o ~炎褐色 量に含む

へラミガキ。 -完形

5 巧= 口 10.6 体部は丸味をもち、口縁内傾気 口縁外面横ナデ。底部~体部 -良好

(土師) 高 5.0 味に短く立ち上がる厚手の深い 外面へラケズリ。内面細か -淡褐色

杯。 な横へラミガキ。 。ほほ完形

6 杯 口 12.4 体部と口縁の境に明確な稜をも 口縁内外面横ナデ。底部~体 -良好

(土師) 局 4.3 ち、口縁は直立する。底音防〉ら 部外面細かなへラケズリ。内 -暗褐色

体部は非常に厚い。 面横ナデ。 -口縁部分的に欠損

(80%) 

7 杯 口 11.9 体部は丸味をもち口縁との境に 口縁内外面積ナデ。底部~体 。良好

(土師) 高 4.3 稜を有し、口縁は直立する。厚 部外面へラケズリ。内面横 -暗褐色

子でどっしりしている。 ナデ。 . フと三Eプ冗nてノノ

8 均二 口(11.8) 体部は深めで口縁との境に稜を 口縁内外面横ナデ。底部~体 -良好

(土師) もち、外反気味に立ち上がる。 部外面へラケズリ。内面横 -淡褐色

へラナデ。 060% 

9 杯 口 (128) 体部と口縁の境に稜をもち口縁 口縁内外面横ナデ。体部外面 。良好

(土師) は直立する。全体的に厚手。 へラケズリ。内面横ナデ。 。黒褐色

。体~口縁%周

(20%) 

10 杯 口(14.0) 口径と底径の差が小さく、体部 体~口縁回転ナデ。 。良好

(須恵) 底(10.4) から口縁まで直線的に外傾す 。淡灰色

局 4.0 る。 020% 

11 石 全長 14.2 断面隅丸長方形で表面は少々丸 各面よく摩耗しており、不整な -茶灰色 -輝石安山

重量 510g みを帯びる。 凹凸をもっ。 。完形 正山玉

-床面

G II-12号住居跡
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5. G II 区
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G II -12号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育長 告山旨、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

l )j)j 釜 口 (18.8) 胴上位徐々に内湾し、鍔は小さ 胸部~口縁内外国 回転ナデ。 @良好

(須恵) な断面三角形を呈す。口縁は強 -淡褐色

く内i頃している。 。口縁付近%周弱

2 境 口(15.0) 小さな台部。体部カミら口縁まで 体~口縁回転ナデ。底部右 。良好

(須恵) 底 7.0 直線的に深く外傾する。 回転糸切り後台部員占り付け回転 -暗白灰色

局 5.4 ナデ。 。底部 l周、体~口

縁少々

3 域 口 (134) 体部から口縁まで直線的に大き 体部~口縁回転ナデ。 。良好

(須恵) く外傾する。 。白灰色

。体~口縁yz周弱

4 石 全長 17.0 断面隅丸方形で少々弧状に曲 上下端及び左側面中央は厳打に -淡褐色 。輝石安山

重量 910g がった四角柱状。 よると思われる細かな傷があ 。右側面上半欠損 正山ヨ

る。 。床面

5 石 全長 16.7 断面・平面共に不整台形を呈す 平均的に摩耗しており、左側面 。灰色 。輝石安山

重量 1，860g 大型の石。各面多少の凹凸ある は細かな凹凸が多い。 -完形 石山

が比較的平坦。 。床面

6 石 全長 12.8 扇平て、平面形は円形、端部丸み 表裏面は非常に滑らかである。 @灰色 。輝石安山

重量 1，050g をもっ。 - とY三Eフ7τf:ペノノ 正山ヨ

。カマド手

前床面

7 石 全長 10.0 やや扇平な球状で、表面は比較 表面に刻み状の傷と敵打痕状の -灰色 -輝石安山

重量 500g 的平坦。 浅い傷をもっ。 。完形 正山玉

。床下土拡

フク土

8 石 全長 10.5 いびつな球状。所々に細かな凹 敵打によると思われるえぐれ気 。暗褐色 @輝石安山

重量 790g 凸のある面をもっ。全体に非常 味の凹凸面が数か所ある。 。完形 正山王

にザラつく。 。床下土拡

フク土
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I 遺跡各区の出土遺物集成

G II-14号住居跡
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図417 G 11-14号住居跡出土遺物

G II -14号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 背5 青ft~、 の 特 徴 成形。手法の特徴 @焼成。色調。残存 備考

台 付 杯 口 14.6 ハの字に開く足高の台部。体部 体~口縁回転ナデ。 。良好

(土師質) 底 7.4 下位やや張り、中位から口縁に . i炎燈褐色

両 5.5 かけて大きく外傾して聞く。 。台部 l周、体~口

縁vz周

2 主不 口 9.1 底部は厚く内面中央やや突出す 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 内面に一部

(土師質) 底 5.6 る。体部短く立ち tがる小型の ~口縁回転ナデ。 .1登褐色 粘土粒が付

局 2.3 杯。 。ほほ完形 着

3 巧〈 口 9.4 器厚な底部。体部は短く口縁外 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(土師質) 底 4.8 反気味である。小型の杯。 ~口縁回転ナデ。 。掻褐色

高 2.3 .60% 

4 杯 口 10.0 体部は短く外傾し、口縁わず、か 底部右回転糸切り無調整。体 。良好 口縁~底部

(土師質) 底 6.4 に内折する小型の杯。 ~口縁回転ナデ。 。淡褐色 内面%周に

同 2.2 。完形 緑灰色の付

着物

日「 土不 口 10.4 体部浅くわずかな丸みをもち、 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(土師質) 底 5.3 口縁外反気味。 ~口縁回転ナデ。 。樟褐色

ヲF主司T 2.3 。底部 l周、体~口

縁vz周強

6 よ不 口(122) 体部わずかな膨らみをもち、口 体~口縁回転ナデ。 。良好

(土師質) 縁付近は外反気味。 。淡褐色

。体~口縁%周弱

杯 口 9.8 底部器厚で内面剥離している。 底部 右回転糸切り無調整。体 e 良好 底部~体部

(土師質) 底 5.8 体部は上位に膨らみをもち、臼 ~口縁回転ナデ。 。淡燈褐色 内面に一部

高 2.4 唇外商に浅い沈線状の凹みが巡 。口縁~体部%周 黒色付着物

る。小型の杯。

8 杯 口 (9.2) 器厚な底部は少々突出し、{本部 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

(土師質) 底 5.3 は短く内湾気味に立ち上がる。 ~口縁回転ナデ。 -櫨褐色

τF主司b 2.1 。底部ほぽ 1周、体

~口縁少々

392 



G II -14号住居跡出土遺物観察表(2)

l 形 態の特徴 成形・手法の特徴 。焼成。色調。残存

5. G II 区

っくりの丁寧な小型の杯で、口!底部 右回転糸切り無調整。体 1 ・良好

縁でやや内折して開く。 I~口縁 回転ナデ。 I.淡褐色

。完形

G II-15号住居跡

11 

;;司

I : 4 。 IOcm 

図418 G 11一15号住屠跡出土遺物

G II -15号住居跡出土遺物観察表(1)

2 

3ω 
/
 

、、

===ι 

。
No 器種 寸法 (cm) 青5 盲'山目、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

1 甑 口 24.0 底部は全面穿孔で胴部は僅かに 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好

(土師) 底 8.3 丸みをもって外傾し、口縁は短 縦へラミガキ。下位は内外面へ 。黒褐色

高 22.4 く外反する。口径は大きい。 ラケズリ。 。70%

2 斐 底 7.3 突出気味の底部より、胸部下位 胴部外面縦へラケズリ。底部 。良好

(土師) は膨らみをもって立ち上がる。 へラケズリ。 -暗褐色

@底部%周と胴下位

少々

-393-
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遺跡各区の出土遺物集成

G II-15号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (αn) 背三 肯邑 。〕 特 徴 成形・子 j去の特徴 -焼成・色調・残存 備考

3 τ五玄百 底 6.7 小さめの突出する底部より胴部 胴部外面 斜めへラケズリ後斜 。良好

(土師) は中位に最大径をもっ球状を呈 めへラミガキを全体に施す。底 -暗赤褐色

す。 部へラミガキ。内面横ナデ -底部 l周、胴下位

後斜めへラミガキを施す。 ~中位%周

4 土不 口 (16.0) 底部と体部との境に弱い稜をも 体部外面横へラケズリ。内面 -良好

(土師) 底(11.0) つ。体部は深く丸味をもち口縁 横ナデ後縦へラミガキ及び斜め 。樟褐色

同 (6.2) 内傾する。大型の杯。 へラミガキ。 。底~口縁少々

5 士不 口(130) 体吉田は深く湾曲し口縁との境に 口縁内外面横ナデ。底~体部 。良好

(土師) 両 6.2 僅かな稜をもっ。口縁直立気味 外面 へラケズリされているが 。暗赤褐色

で口唇外面に浅い沈線状の凹み 不明瞭。内面 ナデ後放射状の .50% 

が巡る。厚手の大型品。 暗文あり。

6 士先 口(14.6) 口縁内面は内斜し、体部との境 口縁内外面横ナデ。体上位外 -良好

(土師) に明瞭な稜を有す。大きめの丸 面横へラケズリ。内面縦へ 。掻褐色

底土売になると思われる。内外国 ラミカ、キ。 -口縁付近%周

滑らかで丁寧な作り。

石 全長 15.9 整った丸みをもっ乳棒状。 全体に摩耗し、上下端は細かな -青灰色 -輝石安山

重量 880g 傷あり。 -完形 正山玉

-土拡フク

土

8 石 全長 10.9 残存部中央はもり上がり、裏面 左側面大きく凹み、摩耗してい -淡緑灰色 。輝石安山

重量 480g 平坦。 る。 -下半欠損 王山王

-土拡ブク

土

。部分的に

すす付着

己
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/ 
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5. G II 区

G II -16号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (αn) 育長 青'山E、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調・残存 備考

1 警 口 (20.1) 胴上位丸味をもち内傾し、口縁 口縁内外面横ナデ。胴上位外 -良好

(土師) はえぐれるように弧状に外反す 面横へラケズリ。内面横ナ -淡褐色

る。器薄の護。 7。 -口縁付近%周弱

2 杯 口(13.4) 上げ底気味の底部で、体部から 底部 回転へラ切り後中央付近 。良好

(須恵) 底 8.5 口縁まで直線的に外傾する。 を雑なナデ。体~口縁回転ナ -暗灰色

高 3.7 ア。 .30% 

3 杯 口(13.8) 体部から口縁まで短く直線的に 底部回転糸切り無調整。体 @良好

(須恵) 底 (8 6) 外傾する。底部器厚。 ~口縁回転ナデ。 -灰色

主F主司r 3.5 .20% 

4 杯 口(13.0) 体部は丸味をもち、口縁は少々 底部回転糸切り無調整。体 @良好

(須恵、) 底 (8.0) 外反する。 ~口縁回転ナデ。 。白灰色

局 4.0 。底~口縁y4周弱

5 委 口(15.0) 口唇外面に細い突出が巡る。外 口縁内外面横ナデ。肩部タタ 。良好

(須恵) 反する口縁の須恵察。 キで内面にあて痕あり。 。暗灰色

。口縁付近少々

6 石 全長 10.5 断面不整ひし形。小型の石であ 表の両斜面は全体に凹凸があり 。暗灰色 -輝石安山

重量 140g る。 裏面の丸さとは対照的。裏面の 。完形 正山王

み自然面ではないだろうか。端 。南西コー

部は細かな欠損が数か所ある。 ナーピッ

ト内

7 石 全長 13.4 断面半円状の細長い石。形状は 全面よく摩耗している。 。茶灰色 輝石安山岩

重量 400g 整っている。 -完形

8 石 全長 25.0 断固隅丸長方形で、上端が細く 上端側面と下面は摩滅して凹ん 。茶灰色 輝石安山岩

重量 2，250g なる大型四角柱状。 でいる。 。完形

9 石 全長 21.4 断面楕円形。細長い乳権状の石 全面平均して摩耗している。上 。淡緑灰色 。輝石安山

重量 で下半はやや薄め。大型品。 下端部には僅かに敵打痕らしき -完形 正山王

1，380g 傷がある。 。フク土

G II-17号住居跡、

。 I : 4 I Qcm 

図420 G 11-17号住居跡出土遺物
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遺跡各区の出土遺物集成

GII-17号住居跡出土遺物観察表

Nn 器種 寸法 (cm)

1 ナ不 口(15.0)

(須恵) 底 8.0 

両 d つ 5

2 土折1 口(16.5)

(須恵) 底 7.2 

同 5.7 

3 士先 底 8.0 

(須恵)

4 ? 長さ 3.0 

(鉄製) 重量 75.0g

G II-18号住居跡、

( ¥_¥、¥

~ミ』九
ム~州

、¥でに|

背三 肯E の 特 徴 成形。手法の特徴

上げ底の底部より、体部から口 底部右回転糸切り無調整。 体

縁まで直線的に大きく外傾する ~口縁回転ナデ。

浅い杯。

薄手で小さな台部で体部は深く 底部右回転糸切り後台部貼り

直線的に外傾する。全体的に薄 付け回転ナデ(雑である)。体

子で大型の域。 ~口縁回転ナデ。

肥厚な台部で、体部下位は膨ら 底部右回転糸切り後台部貼り

みをもって立ち上がる。表面か 付け回転ナデ。体部 回転ナデ。

なり摩耗している。

断固板状に薄い。

l¥ 

I ¥ ¥ 

Cd， 

k土-;;?!4

図421 G 11-18号住居跡出土遺物
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。焼成・色調・残存

。良好(焼き締まり

良い)

-灰色

。50%

-良好

-灰色

.40% 

-良好

-暗灰色

。底吉田 l周、体下位

少々

1 
/ 

) 

備考

小石をまば

らに含む

内面重ね焼

き痕

口 仁〉
I : 4 IOcm 



5. G II 区

G II -18号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育長 ム'目也~、 の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成@色調。残存 備考

婆 口(19.0) 器厚で小さい底部。長胴部は下 口縁内外商横ナデ。胴部外面 。良好

(土師) 底 5.5 {立が少々張っており、口縁はな 縦へラケズリで下位は横主体。 。暗褐色

~司主T 36.6 だらかに外反する。 底部に木葉痕あり。 。底部 l周、胴~口

縁y4周

2 甑 口 (25.0) 底部全面穿孔の大型甑。胴部は 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好

(土師) 底 (8.2) 丸く立ち上がり、中位から上位 縦へラケズリ。下位横へラケ 。燈褐色

~司主T 25.4 は直線的で、ある。口縁は外折す ズリ。内面縦へラブデ。下端 。底~胴部y3周、口

る。胴はさほど長くなし'0 指ナデ 縁少々

3 ま不 口 11.2 体部は大きな丸味をもち口縁と 口縁横ナデ。底~体部外面 。良好

(土師) 高 4.4 の境に稜を有す。口縁は直立す ヘラケズリ。内面へラミガキ -淡褐色

る。厚手の杯。 が施されているが摩耗しており 。体~口縁y4周

不明瞭。

4 土不 口 12.6 体部と口縁との境に僅かな稜を 底部へラケズリ。口縁横ナ @良好

(土師) 主F主司r 3.6 もち口縁は外反する。分厚い杯。 デ。全体に摩耗激しく不明瞭。 。燈褐色

。口縁少々欠損

(80%) 

5 b 全長 18.1 断面隅丸三角形で上下端は丸く 裏面には敵打痕と思われる摩滅 。青灰色 。複輝石安

重量 840g 整っている。 した傷が多く、少々いびつ。 。完形 山岩

。土拡 3

6 石 全長 15.2 断固ひし形で各面平坦。四角柱 各面よく摩耗している。 。茶灰色 。輝石安山

重量 810g 状を呈す。 @完形 正山ヨ

@土拡 1
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I 遺跡各区の出土遺物集成

「コ 乙コ 。

GJ 
C 
1 : 4 

図423 G 11一19号住居跡出土遺物(2)

G II -19号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸 法 (αn) )f; 肯d山E の 特 {致 成形@手法の特徴

斐 口 (200) 盾に張りをもち、口縁なだらか 胴部上位外面横へラケズリ。

(土師) に外反する薄手の妻。 中位縦へラケズリ。内面横

ナデ。口縁内外面積ナデ。

2 斐 口 (23.2) 胴上位大きく湾曲し、口縁はな 胴部上位横へラケズリ。中位

(土師) だらかに外反する。胴部が非常 縦へラケズリ。内面ナデ。口

に薄手の斐。 縁内外面横ナデ。

3 杯 口(12.9) 全体に厚手で口縁付近でやや内 底部 回転へラ切り無調整。体

(須恵) 底 7.5 折する体部。 ~口縁回転ナデ。

高 3.9 

4 杯 口 (11.8) 上げ底の底部。体音防〉ら口縁ま 底部右回転糸切り後残存部の

(須恵) 底 7.0 でさほど外傾せずに立ち上が %程、外周を薄い粘土で指押え

高 4.0 る。 を施す。体~口縁回転ナデ。

5 杯 口(13.8) 体部中位に少々膨らみをもち内 底部 右回転糸切り無調整。体

(須恵) 底 (7.2) 傾する。薄子で器面ザラつく。 ~口縁回転ナデ。

高 (3.9) 

6 士完 口 10.4 ハの字状に開いた高い台部。体 底部 回転へラ切り後台部貼り

(須恵) 底 6.7 部から口縁まで直線的に外傾す 付け回転ナデ。体~口縁回転

局 4.2 る。っくりの f寧な小型の椀。 ナデ。

7 石 全長 14.3 断面|偶丸長方形で各面平坦。下 平均的に摩耗している。

重量1，000 半部は欠損している。

g 

8 石 全長 11.3 不整楕円形で一部弧状に凹んで 表面及び右側面 2か所の凹みは

重量 590g いる。 よく潰れている。

ヲ 石 全長 6.5 中央の膨らむ非常に小型の石。 各面 2か所ずつ摩滅した凹みが

重量 70g 全体に丸みを帯びる。 ある。下端部は潰れている。

10 石 全長 16.1 一部潰れた円形を呈す属平な 全面よく摩耗しており、上面は

重量1，910 石。 細かな凹凸が多く、敵打痕と思

g われる。

398 

。焼成・色調・残存 備考

。良好

-赤褐色

。胴音sY3周、口縁

少々

。良好

-淡褐色

e胴部~口縁少々

。良好

。白灰色

。70%

。良好

。灰色

040% 

。良好

-白灰色

。体~口縁以周強

-良好

。白灰色

-底部 I周、体~口

縁y:i周

-茶褐色 -輝石安山

-下半部欠損 石山

。フク土

-茶褐色 。輝石安山

。完形 正山玉

。灰色 輝石安山岩

-完形

。淡緑灰色 。複輝石安

。完形 山岩

-床面
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I 遺跡各区の出土遺物集成

G II -20号住居跡出土遺物観察表(1)

No. 器種 寸法 (cm) 青芸 宵d也旨、 の 特 j数 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

I 警 口 21.8 口縁は直立して上位で内傾す 口縁部内外面横ナデ。胴部上 。良好 小石・粗砂

(土師) る。口唇部外面には沈線上の浅 位外面斜めへラケズリ。内面 -褐色 粒まばらに

い凹みがめぐる大型球胴護。 横へラナデ。 -口縁部 l周 合む

2 翠 口 21. 0 口縁部は短く外傾し、口唇部付 口縁部内外面横ナデ。胴部上 -良好

(土師) 近外面に浅い沈線状の凹みがめ 位外面縦へラケズリ。内面 -燈褐色

ぐる。大型の球胴婆。 横ナデ。 -口縁部 I周

d つ 婆 口 21. 2 口縁は外反し、口唇部外面は突 口縁部内外面横ナデ。胴部上 @良好

(土師) 出気味である。肩部は器薄であ 位外面斜めへラケズリ。内面 -淡褐色

る。 横へラナデ。 -口縁部 1周

4 台付婆 口 13.0 台部欠損。最大径を胴中位にも 口縁部内外面横ナデ。胴外面 -良好

(土師) ち下位はこける。清はあまり張 縦主体のへラケズリ。内面へ -暗赤褐色

らず頚部で緩やかに締まり口縁 ラナデ。 巳台部欠損し{也は

で外反。口唇部は丸味をもって 80% 

突出する小型の台付主主。

5 婆 口(11.0) 胴部上位に張りをもち、口縁部 口縁部内外面横ナデ。胴上位 -良好

(土師) は短く外反する厚手の小型護。 外面縦へラケズリ。内面横 -暗検褐色

ナデ。 -口縁~肩部%周

6 広口壷 底 11.1 台部は外に張り出し、上端に稜 底部切り離し後台部貼り付け -良好

(須恵) をもち垂直気味に下りる。直線 内外面ナデ。胴部内外面 回転 -黒灰色(胴下位

的に外傾して聞く胴部。胴上位 ナデ。 ~底部外面赤色)

で稜をもち、内折する。 -底部~胴部 l周

7 鉢 口(14.0) 体部上位の張る小型鉢。口縁は 内外面回転ナデ。 -良好(焼きしまり

(須恵) 短く直立。底部は丸底になると 良し)

居、われる。 -灰色

.30% 

8 鉢 口 19.0 平底に近い丸底で口縁まで内湾 外面は細かな横へラミガキ。内 。良好

(土師) 高 7.3 気味にふっくらと立ち上がる。 面は底部にらせん状、体部から -燈褐色

口唇部は内側に少々突出する。 は放射状の暗文を埋めつくして .50% 

いる。

9 士不 口 15.2 皿状。平底で体部から口縁は短 口縁部内外面横ナデ。底部~ -良好

(土師) 底 11.0 し'0 体部外面へラケズリ。内面 。明褐色

高 2.9 らせん状暗文が全面に施され -体部~口縁部%欠

る。 損

10 杯 口 14.7 やや中央の突き出た不安定な底 口縁部内外面横ナデ。体部~ -良好

(土師) 底 10.0 部。直線的に大きく外傾する体 底部外面へラケズリ。底部内 。樟褐色

τFさ司r 4.4 部。 面 らせん状、体部は放射状の .60% 

暗文。

11 杯 口 15.8 底部は丸底状。体部から口縁部 口縁部内外国横ナデ。体部~ -良好

(土師) 高 3.0 は直線的に短く外傾する。偏平 底部 へラケズリで、内面はへ . i登褐色

な坪で底部はやや厚め。 ラナデ後暗文を施す。 。底部~口縁y2周強

12 杯 口 12.7 やや丸味をもった平底。体部は 口縁部内外面横ナデ。体部~ -良好

(土師) 底 9.0 直線的に外傾し口縁で短く外反 底部外面へラケズリ。内面 。燈褐色

τF全司T 3.7 する。底部は器厚。 放射状暗文。 @完形

13 均二 口 (12.8) 底部は丸みをもっ平底て、内面中 口縁部内外面横ナデ。体部~ -良好

(土師) 底 7.5 央付近薄く凹んでいる。体部か 底部外面へラケズリ o，体部内 -暗燈褐色

高 4.3 ら口縁までは直線的に外傾す 面放射状暗文。 .60% 

る。左右不均等。

14 均く 口(14.2) 直線的に大きく外傾する体部か 外面摩耗激しく不明瞭。内面 -良好

(土師) 底 00.0) ら口縁部。底部は丸みをもった ナデ。 -掻褐色

主F主司T 3.9 平底。 .40% 

← 404-



5. G II 区

G II -20号住居跡出土遺物観察表(2)

No. 器種 寸法 (cm) 青ラ 盲包 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

15 杯 口(11.5) 体部は直立気味に立ち、口縁て、 口縁部内外面横ナデ。体部~ -良好

(土師) 底 (8.3) 短く外反する深目の杯。器肉は 底部外面幅広のへラケズリ。 -燈褐色

局 4.2 厚くほやってりしている。 内面ナデ。 . 40% 

16 杯 口 16.2 わずfかに丸みをもっ平底。体部 口縁部内外面横ナデ。体部外 -良好

(土師) 底 9.0 外傾し口縁にて短く外反する。 面へラケズリで上位は指押 . r登褐色

高 4.7 摩耗しておりもろい。 え。内面放射状暗文。底部へ • 70% 
ラケズリ。

17 士不 口(14.0) 体部から口縁部にかけて直線的 口縁部内外面横ナデ。底部~ 。良好

(土師) に短く外傾する。底部から体部 体部外商へラケズリ。内面 -淡樫褐色

にかけては器肉厚く丸底の偏平 横ナデ後底部外周及び中央付近 -口縁~底部%周

な杯。 にらせん状暗文を施す。

18 珂二 口 (10.6) 丸底の底部より湾曲して立ち上 口縁部内外面横ナデ。体部~ -良好

(土師) 同 3.1 がる浅い体部。口縁で短く内傾 底部外面細かなへラケズリ。 -淡褐色

する。全体的に器薄である。 内面ナデ。 • 40% 

19 杯 口(14.6) 体部から口縁部にかけて直立気 口縁部内外面横ナデ。体部~ 。良好

(土師) 主F主司T 2.6 味に立ち上がる。浅い皿状の杯。 底部外面へラケズリ。内面 -燈褐色

底部は平坦だが体部との境は不 ナデ。 • 30% 
明瞭である。

20 均二 口 14.0 体部は直線的に短く外傾する浅 底部 回転へラ切り後全体に雑 -良好

(土師) 底 11. 7 い皿状の杯で、口径と底径の差 なへラケズリ。体部~口縁部 -白灰色

品 3.1 はIJ¥きし'0 回転ナデ。 • 70% 

21 杯 口(14.1) 直線的に外傾する浅い皿状の均二 底部 回転へラ切り後全体に回 -良好(焼きしまり

(須恵) 底 11.4 で、底部は上げ底状。口径と底 転へラケズリ。休部~口縁部 良い)

同 2.4 径の差が小さい。 回転ナデ。 -灰色

-底部 1周、体~口

縁%周強

22 杯、 口(142) 直線的に外傾する浅い杯。 底部 回転へラ切り後中心部を -良好

(須恵) 底 9.0 除き回転へラケズリ。体部~口 -灰色

両 3.3 縁部回転ナデ。 . 60% 

23 均二 口(15.0) 体部から口縁まで直線的に外傾 底部 回転へラ切り後全体を回 -良好

(須恵) 底 2.4 する浅い皿状の杯。口径と底径 転へラケズリ。体部~口縁部 -黄灰色

高 11.8 の差は小さい。 回転ナデ。 。30%

24 蓋 口 13.5 ボタン状の大きなつまみ部より 内外国 回転ナデで、天井部付 -良好

(須恵) 高 2.7 体部脹らみをもって下り、口縁 近外面は回転へラケズリ。 -暗灰色

部はなだらかに聞く。小さな返 -口縁一部欠損

りをもっしっかりしたっくりの

蓋である。

25 芸 口 13.3 ボタン状のつまみ。体部は水平 天井部回転へラケズリ。体部 -良好

(須恵) 高 2.3 方向にのび口縁端部は垂直気味 ~口縁部回転ナデ。 -灰色

に下りる。扇平な蓋で体音1Iの器 -完形

肉は厚い。

26 石 全長 10.9 隅丸方形で肩平な石。表面は皿 表面は他面より摩耗が進んでお -淡茶灰色 -輝石安山

重量 650g 状に少々凹んでいる。 り、滑らか。側面は数か所に傷 @ フ:YGJf:ノノ 定山ま

をもっ。 -カマド内

27 石 全長 21.1 大きな不整楕円形で裏面中央は 裏面は非常にいびつで全体によ -茶灰色 -輝石安山

重量1，730 接地せずえぐれている。 く摩耗しており、敵打によると 。完形 正山ヨ

g 煙、われる。 -床面

28 石 全長 11.2 断面三角形で上端部丸みをも 各面比較的平滑で、裏面は組い -淡茶灰色 -輝石安山|

重量 520g つ。 傷が全体についている。 -完形 草山王

-床面
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I 遺跡各区の出土遺物集成

G II -20号住居跡出土遺物観察表(3)

No 法種 寸法 (cm) 形 言E の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

29 石 全長 10.5 断面隅丸方形て¥整った丸みを 各面平均してよく摩耗してい -灰色 。閃緑岩

重量 260g もつ小型の細長い石。 る。 -完形 -床面

30 石 全長 8.3 下半部欠損しているが、細長い 表面及び両側面の浅い凹みは摩 -灰色 -輝石安山

重量 130g 楕円形と思われる。非常に扇平 滅気味。 。下半部欠損 石山

で側面中央少々凹む。 -床面

31 石 全長 8.3 断面隅丸方形で整った小型の 各面平坦で、平均的に摩耗して -灰色 。輝石安山

重量 1909 石。 いる。 。完形 正山ヨ

-貯穴内

32 石 全長 13.7 各面なだらかに弧状を呈し、右 弧状面は摩滅し滑らか。右側面 。暗灰色 。複輝石安

重量 620g 側面下位は欠損状にえぐれる。 の凹みは鼓打痕と思われ、摩滅 -完形 山岩

し細かく凹凸をもっ。 。貯穴内

33 石 全長 13.1 右側面及び下面は面がとられ、 右側面に 2か所、摩滅した細長 -灰色 -輝石安山

重量 990g 他は円板状で肩平。 い凹みあり。 @完形 正山ヨ

-床面

34 石 全長 10.1 断面三角形で裏面は中央付近が 左右側面に僅かな凹みの摩滅部 。白灰色 -輝石安山

重量 230g 欠損状に大きく白む。 あり。 。完形 正山王

-床面

35 石 全長 11.0 表面凹凸が多い。橋円形と思わ 明確な使用痕等は認められな -茶褐色 -輝石安山

重量 280g れる。 しユ。 。大半欠損 正山ヨ

-床面

36 石 全長 10.1 小さな足型を呈し、肩平である。 全体的に少々摩耗している。 -茶灰色 。輝石安山

重量 220g 表面中央と左側面は浅く凹む。 e 完形 王山玉

-床面

37 石 全長 9.9 断面長い半円状で裏面は粗い凹 裏面凹み部はよく摩滅してい 。灰色 -輝石安山

重量 270g 凸あり。 る。 -完形 正山玉

@床面

38 石 全長 13.5 肩平で表面は縦長に浅く凹む。 全体によく摩耗している。右側 。白灰色 。輝石安山

重量 380g 面は上下 2か所に蔽打痕らしき -完形 岩

傷のある凹みをもっ。 。床面

39 石 全長 16.1 断面隅丸台形で上半部は薄め。 裏面平滑で全体に小孔が多い。 。緑灰色 。輝石安山

重量 620g 表面は非常に平坦である。 表面上半弧状の凹み部は摩滅し 。完形 正山玉

ている。 -床面

40 石 全長 13.0 断面不整方形の四角柱状。右側 右側面は欠損部分が摩耗してい -茶灰色 -輝石安山

重量 480g 面は凹凸多い。 るもので、この状態での使用を -下端部欠損 正山ヨ

思わせる。 -フク土

41 石 全長 14.6 断面隅丸長方形で南側面は全面 両側面は蔽打痕と思われ摩滅し -茶灰色 -輝石安山

重量 800g に凹凸が多い。 た凹凸が多く、表裏面は平滑。 。完形 正山玉

-床面

42 石 全長 11.0 表裏面比較的平坦で、全体に丸 全体によく摩滅しており、両側 -茶灰色 。輝石安山

重量 410g みをもっ。 面は部分的に摩滅している。 。下端欠損 正山玉

-周溝内

43 石 全長 13.7 断面・平面共に楕円形で扇平。 全体に摩耗し滑らか。左面中央 。茶灰色 。輝石安山

重量 550g 及び上部は敵打痕と思われる細 @完形 正山玉

かな傷をもっ。 -周溝内

44 石 全長 15.4 扇平で裏面はザ、ラつく。 両側面と下面はよく摩滅し、右 -灰色 -輝石安山

重量 800g 側面は剥離状に細かく欠損して 。完形 正山王

いる。 。周溝内
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5. G II 区

G II -20号住居跡出土遺物観察表(4)

No 器種 寸法 (α11) 育長 肯E の ヰ苦 徴 成形。子法の特徴 。焼成。色調・残存 備考

45 石 全長 9.6 平面形隅丸長方形で右側面は弧 各面よく摩耗している。 -白灰色 。輝石安山

重量 300g 状に中央が凹む。 。完形 正山王

-床面

46 石 全長 8.0 扇平で左側面が凹んだ楕円形の 左側面と表面は弧状に浅く凹 -灰色 。輝石安山

重量 160g 小型石。 み、摩滅している。 -完形 正山玉

-床面

47 石 全長 9.9 断面三角形に近い細長しミ小型の 各面よく摩滅しており裏面は全 -茶灰色 。輝石安山

重量 180g 角柱状。上下も平坦面をもっ。 体に小孔が多い。 。完形 正山ヨ

。床面

48 石 全長 9.7 やや弧状の小型楕円形。所々に 指先大の凹み部はよく摩滅して 。茶灰色 。ひん岩

重量 210g 小さな凹みがある。 あり、特に下端面は深く凹んで、 。完形 。周溝内

いる。

49 石 全長 10.5 断面長方形で表面平坦。側面中 表面以外は摩滅した凹凸を全面 。灰色 -閃緑岩

重量 330g 央付近が突出する。 にもち、敵打痕と思われる。 @完形 -周溝内

50 石 全長 8.6 扇平で上面は丸く、下面は角 全体によく摩耗している。 。茶灰色 。輝石安山

重量 210g ばっており、欠損後の使用を思 -完形 岩

わせる。 -周溝内

51 石 全長 8.1 表裏面平坦で上面は非常に丸 各面滑らかで摩滅している。左 。灰色 @輝石安山

重量 240g い。小型の石。 側面中央は少々凹み、蔽打によ 。完形 正山玉

ると思われるf易がある。 -周溝内

52 石 全長 9.8 断面隅丸長方形で、裏面上半に 裏面の凹みは摩滅した凹凸が多 -茶灰色 。輝石安山

重量 300g は細長く半円状に凹む部位あ く、蔽打痕と思、われる。 。'7三E己ァ7了tノノ 正山王

り。 。周溝内

53 石 全長 10.7 断面・平面共に整った楕円形で 左側面の凹みは細かな傷でザラ -淡褐色 -輝石安山

重量 270g 左側面中央やや凹む。 ついており、蔽打によるものと . 左7三EフITノノ 正山ヨ

思われる。 。周溝内

54 石 全長 10.9 残存部は楕円状の丸みをもっ。 指先大の摩滅した凹みを数か所 -淡茶褐色 。輝石安山

重量 180g もつ。 。大半欠損 正山王

。周溝内

55 石 全長 7.4 長方形の一部が残存しており、 よく摩耗している。 。青灰色 。輝石安山

重量 140g 扇平である。 。大半欠損 正山王

。周溝内

56 石 全長 10.4 楕円形に丸みをもち、右側面と 右側面中央は細かな傷がありザ 。青灰色 -輝石安山

重量 360g 裏面はやや平坦である。 ラついている。敵打痕と思われ . にフ壬EフIDノ 正山王

る。 -周溝内

57 石 全長 9.0 断面隅丸三角形の小型石。 各面よく摩耗しており、滑らか -灰色 -輝石安山

重量 170g である。 . '7コ土t':fで下ノノ 正山ヨ

-石囲部上

端

58 石 全長 15.4 全体に凹凸の多い大型の石。両 各面共に凹凸多く、摩耗してい 。灰色 。輝石安山

重量 側面は弧状で中央が少々凹む。 る。両側面中央は剥離状に細か -完形 正山王

1，600g く欠損しザラつく。 -石園部上

端

59 石 全長 14.1 断面隅丸三角形で上下端は丸 全面平均してよく摩耗し、滑ら -青灰色 。閃緑岩

重量 550g く、他は非常に平坦。 か。上下端部には蔽打痕らしき 。完形 -石囲部上

細かな傷が僅かにつく。 端

60 石 全長 15.2 断面は不整凸レンズ状で少々稜 全体的によく摩耗しており、滑 -青灰色 。硬砂岩

重量 340g をもっ感じ。細長い形状である。 らか。 . '7コ士:CIT下ノノ -石囲部上

端
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I 遺跡各区の出土遺物集成

G II -20号住居跡出土遺物観察表(5)

No 器種 寸法(仁川 百5 肯d山E の 特 f投 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

61 石 全長 12.2 裏面平坦で〉表面及び上下端は丸 両側面に蔽打痕と思われる細か 。灰色 。j輝石安山

重量 560g みをもっ。比較的整った形状と な傷があり、上下端部にも僅か 。完形 王山王

いえる。 にみられる。 -周溝内

62 石 全長 9.2 整った丸みをもっ楕円形で両側 凹み部は細かな傷から成り、高支 -暗灰色 -輝石安山

重量 270g 面は弧状に凹む。 打痕と思われる。 -完形 正山王

。石囲部上

立端

63 石 全長 12.0 表面 2函と右側面は平坦。左側 平坦面よく摩耗し滑らか。えぐ 。灰色 -輝石安山

重量 470g 面は欠損状にえぐれる。 れ部は摩滅している。 。完形 正山王

。石図部

64 石 全長 7.3 多孔質で軽し〉小型石。 左側面と下面は敵打によると思 。暗灰色 -輝石安山

重量 140g われる欠損状の凹みがある。 。完形 王山玉

-周溝内

65 石 全長 9.2 扇平て、左側面は少々弧状に凹 両側面と下面は細かな凹凸多く 。白茶色 。ひん岩

重量 150g む。 面が潰れている。 。完形 。石図部上

端

66 石 全長 8.4 各面比較的平坦で、左側面中央や 全面よく摩耗し滑らか。左側面 -暗茶灰色 。輝石安山

重量 240g や凹む小型の石。 の凹みは細かな傷が多く、高支打 。完形 正山玉

痕と思われる。 @石図部

67 石 全長 8.8 断面隅丸方形で上下も面をもっ 各面よく摩耗し、左側面は欠損 -青灰色 。閃緑岩

重量 250g 小型の石。 状の細かな傷が多い。 。完形 。石囲部上

端

68 石 全長 8.5 ややねじれた丸みの楕円形。両 両側面中央は欠損状に細かく欠 。暗茶灰色 。輝石安山

重量 160g 側面少々凹む小型の石。 かれている。 。完形 正山玉

。石園部

69 石 全長 6.6 断面不整ひし形の小石。 敵打痕と思われる潰れた面が 5 。茶褐色 -流紋岩

重量 110g 面ある。 。完形 。石図部上

端

70 石 全長 10.0 四角柱状を呈し、左側面は細か 各面中央中心によく摩滅しj骨ら 。茶灰色 。複輝石安

重量 320g な凹凸が多い。 かである。左側面と右側面付近 。完形 山岩

は敵打による凹凸と思われる。 。周溝内

71 石 全長 12.0 断面不整半円状で裏面は凹凸激 表面中央親指大の凹みはよく摩 。灰色 。輝石安山

重量 320g しい。 滅し、裏面も全面的に摩滅して -完形 岩

いる。 -石困部

72 石 全長 10.0 整った丸みをもっ楕円形で左側 左側面は細かな傷がありザラつ 。淡褐色 。ひん岩

重量 230g 面少々凹みあり。 いており、蔽打痕と思われる。 。完形 。石園部上

端

73 石 全長 11.5 表面中央はえぐれ状に凹み、裏 表面中央と裏面は蔽打による凹 。茶灰色 。安山岩

重量 220g 面は全面に細かな凹凸が多い。 みと思われ、摩滅している。 。完形 。周溝内

他は平均的な丸みをもっO

74 石 全長 13.1 やや弧状の細長い楕円形を呈 下位は少々面が潰れており、他 。暗灰色 。複輝石安

重量 380g す。 は平均的に摩耗している。 。完形 山岩

。周溝内

75 石 全長 13.5 下半部が急、に厚手になる。整っ 全面滑らかで凹み部は摩滅して -茶灰色 。輝石安山

重量 720g た形状で所々に小さな凹み部を いる。 。完形 正U玉J 

もつ。 。周溝内

76 石 全長 14.5 断面不整隅丸長方形で細長い四 所々に摩滅した凹みをもっ。右 -暗灰色 。複輝石安

重量 500g 角柱状を呈す。 側面上半には敵打痕と思われる 。にブとj';R仁でノノ 山岩

細かな傷あり。 。石聞部
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5. G II 区

G II -20号住居跡出土遺物観察表(6)

No. 器種 寸法 (cm) 形 肯E の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

77 石 全長 13.0 厚みのあるどっしりした石で全 左側面上半の凹みは傷が多く、 -茶灰色 -輝石安山

重量 260g 体に丸みを帯びる。 敵打痕と思われる。 -完形 正山ヨ

。周溝内

78 石 全長 19.0 裏面平担。上下端は丸く側面特 上下端部には敵打痕と思われる -淡褐色 。ひん岩

重量1，310 に平坦である。 細かな傷をもっo 。に7三'GJf:ノノ 。周溝内

g 

79 石 全長 12.8 扇平で右側面は弧状にカーブし 全体によく摩耗しており、側面 。淡茶褐色 -輝石安山

重量 500g ている。表裏面平坦。 は数か所の摩滅した凹みがあ -裏面及び下半欠損 岩

る。 -フク土

80 石 全長 6.4 細身の円柱状で左側面はやや平 上端部裏側 1か所、摩滅部があ -暗茶灰色 。輝石安山

重量 180g 土日。 る。 -下半欠損 正山ヨ

。周溝内

81 石 全長 6.6 断面楕円形で上端丸い円柱状。 平均的に摩耗している。 。茶灰色 。輝石安山

重量 130g -下半欠損 正山玉

-周溝内

82 石 全長 8.5 左側面中央に凹みをもち、右側 両側面摩滅している。 。暗茶灰色 。輝石安山

重量 200g 面は面取り的に平坦。小型の石 . '}ゴEプ7すRれノノ 正山ヨ

である。 。周溝内

83 石 全長 9.4 断固不整長方形て、各面平坦。 左側面と下面は欠損状にザラつ -青灰色 -輝石安山

重量 260g き、他面は非常に滑らかである。 。に7士'GJf:ノノ 岩

-周溝内

84 石 全長 8.2 表面上半はえぐれて薄い。小型 凹み部は摩滅している。 -暗灰色 。輝石安山

重量 150g の石で各面凹凸多い。 . と7土'GJf:ノノ 正山玉

-周溝内

85 石 全長 6.9 断面不整方形の小型石で上端部 全面滑らかに摩耗しており、摩 -灰色 。輝石安山

重量 120g は薄い。 滅した凹みを数か所もつ。 -完形 正山王

。周溝内

86 石 全長 13.7 下半は厚く上半は徐々に薄くな 裏面上半及び両側面に浅い凹み 。白灰色 @複輝石安

重量 550g る。両側面は少々凹む。 をもち、摩滅気味である。 -完形 山岩

。土拡内

87 石 全長 12.5 断面隅丸台形で両側面と裏面 裏面右端の凹みは摩滅し他全体 -暗灰色 。輝石安山

重量 630g 少々凹む。 によく摩耗している。 。完形 正山王

@周溝内

88 石 全長 8.4 小じんまりとした丸みのある石 右側面と上端部以外は蔽打痕と 。淡褐色 -凝灰岩

重量 170g で砂質。軽量である。 思、われる凹みがある。 。とY土'GJf:ノノ @周溝内

89 石 全長 8.8 右側徐々に薄くなり、中位に欠 上下端他は敵打によると思われ 。白灰色 。輝石安山

重量 150g 損状の凹みがある。上下端は面 る潰れた凹み部がある。右側面 -完形 正山ヨ

をもっ小型の石。 の凹みは小刻みに割れている。 。床面

90 石 全長 9.0 断面・平面共に楕円形の整った 凹み部は細かな傷が多く、敵打 -茶灰色 。輝石安山

重量 180g 小型石。側面中央付近少々凹む。 痕と思われる。 。と7土~*ノ 互山ヨ

。周溝内

91 石 全長 6.5 断面隅丸方形の小型石。上端丸 各面中央やや凹み、摩滅気味。 。茶灰色 。安山岩

重量 130g しユ。 。dYE フγJL仁ノノ 。周溝内

92 石 全長 8.4 断面・平面共に長方形で、各面 平均的に摩耗している。 。暗灰色 。輝石安山

重量 300g やや凹凸がある。 。完形 正山ヨ

。周溝内

93 石 全長 10.4 やや弧状の不整三角柱状。裏面 右側面は小刻みに欠損し、左側 。茶灰色 。ひん岩

重量 200g は平坦ですわりはまい。 面と裏面は全面摩滅している。 @ アに土巳;Jf:ノノ -周溝内
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I 遺跡各区の出土遺物集成

G II -20号住居跡出土遺物観察表(7)

No 器種 寸法 (cm) 育長 j同F&，巳、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

94 石 全長 10.2 断面隅丸三角形で上下端部は丸 全体よく摩耗し、滑らか。 -暗灰色 -輝石安山

重量 150g い。細身の三角柱である。 -完形 正山玉

。床下

ヲ5 石 全長 12.2 平面形不整三角形を呈す。表面 全面よく摩耗し滑らか。 -茶灰色 -輝石安山

重量 500g は全体に浅くえぐれ、皿状であ -完形 正山王

る。 。床下

96 石 全長 10.6 楕円形と思われ、丸みをもち扇 平均的に摩耗している。 -淡茶褐色 。輝石安山

重量 230g 平である。 -裏面欠損 正山王

-貯穴内

97 石 全長 17.6 円に近い隅丸三角形。扇平で表 外縁部所々細かく欠損してい -灰色 。輝石安山

重量2.500 面は中央が僅かに凹む。 る。表面中央付近は摩滅し非常 。完形 正山王

g にj骨らか。 -貯穴内

98 石 全長 11.4 左側面弧状の丸みのある厚い 左側面中央と表面上下 2か所は 。白茶色 -輝石安山

重量 420g 石。表面から左側にかけての上 僅かに凹み摩滅している。欠損 @完形 正山王

位は欠損状に深く凹んで、いる。 状部分は敵打によると思われ @周溝内

る。

99 石 全長 16.5 細長い大型四角柱と思われ、全 平均的に摩耗している。 。淡茶褐色 。輝石安山

重量 670g {本にゴツゴツしている。 -裏面及び下位欠損 王山王

。貯穴内

100 石 全長 14.2 断面半円状で裏面平坦。下端は 全面よく摩耗し下端面は敵打痕 。茶灰色 -輝石安山

重量 470g 斜めに面がとられる。 と思われる。摩滅した細かな傷 -完形 正山ゴ

をもっ O -貯穴内

101 石 全長 8.8 断面楕円形で平面形は隅丸三角 数か所に敵打痕と思われる細か 。茶灰色 -輝石安山

重量 390g 形のすわりの悪い石。 な傷をもっ。 -完形 正山ヨ

-貯穴内

102 石 全長 10.0 下位細身で左側面に凹凸のある 左側面は摩滅し蔽打痕と思われ -暗茶灰色 -輝石安山

重量 150g 小型石。 る。 。完形 正山ヨ

。石囲部

103 石 全長 11.3 断面隅丸方形でやや弧状の四角 両側面と下面は摩滅し、凹み部 -淡茶褐色 -輝石安山

重量 320g 柱。 は敵打痕と思われる。 。フ'ゴEフ7γ王，.ノノ 耳山王

@石園部

104 石 全長 10.5 大半が欠損し残存部は細長い四 人為的な痕跡は認められない。 @暗緑灰色 -黒雲母片

重量 1909 角柱状。 。大半欠損 岩

-床下

105 石 全長 6.7 短い四角柱状の小型石。 各面よく摩耗し、上下面及び裏 -茶灰色 。輝石安山

重量 170g 面は蔽打痕と思われる摩滅した -完形 正山王

細かな傷をもっ。 。貯穴内

106 石 全長 9.2 右側面が弧状に長くえぐれてい 右側面及び左側面下位の凹みは -灰色 。輝石安山

重量 140g る。表面は平坦。 蔽打によると思われる摩滅した 。7どと:CJ!へノノ 岩

細かな傷が多い。 -貯穴内

107 石 全長 6.8 扇平で少々弧状に曲がる小型 各面よく摩耗し滑らか。 。灰色 。輝石安山

重量 80g 石。 -完形 正山王

-フク土

108 石 全長 7.6 断面。平面共に不整隅丸長方形 下端面他数か所に摩滅した凹み 。淡褐色 -輝石安山

重量 130g の小型石。多孔質である。 をもっO . フ)¥'oJf:ノノ 正山玉

-フク土

109 石 全長 15.4 断面不整三角形で平面やや弧状 左右両側面は摩滅した凹みあ -灰色 。輝石安山

重量 590g の角柱状。表面凸凹多い。 り。 。完形 正山玉

-石間部

-410 



5. G II 区

G II ~20号住居跡出土遺物観察表(8)

No 器種 寸法 (cm) 首5 古~、 の 特 徴 成形・手 j去の特徴 -焼成。色調。残存 備考

1111 石 全長 10.4 表面比較的平坦てる全体に整った 上端部細かな傷あり、裏面中央 -暗茶灰色 -輝石安山|

重量 520g 丸みをもっ。 凹み摩滅している。 -下半欠損 正山王

。石岡部

III 石 全長 14.5 平面形・隅丸方形の石版状扇平 全体によく摩耗し滑らか。周縁 。淡茶灰色 -輝石安山

重量1，420 石。表面斜位に凹み、裏面は平 部は数か所凹む。 。完形 正山王

g 担。 -石囲部

112 輪状品 f圭 断面円形と思われる輪状品。地金部とサビ部が不明瞭。

(鉄製) 4.5X3.0 

重量

14.0g 

G II-21号住居跡、

、三三1 VJ三ぷ

5 

己

¥ーノ
j〆

己

シ~ -~、

~ / 

亡コ 「づ
図429 G 11 ~21号住居跡出土遺物

G II ~21号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法(叩) 背ラ 肯'山E、 の 特 徴 成形・手法の特徴

珂ミ 口 13.5 体部少々膨らみ気味で口縁まで 底部右回転糸切り無調整。体

(須恵) 底 6.5 外傾する。 部~口縁部回転ナデ。

高 4.0 

2 士宛 口( 158) 台部は外傾。{本部は腰が張って 底郎切り離し後台部貼り付け

(須恵) 底 7.4 おり、口縁部は外反気味に聞く。 回転ナデ。体部~口縁部 回転

高 6.4 底部器厚で{本部は口縁にゆく程 ナデ。底部内面重ね焼き痕。

薄くなる。器面は剥離している。

I : 4 I Qcm 

。焼成。色調。残存 備考

。良好

。灰色

。70%

。不良 微砂粒含む

@灰色

。60%



遺跡各区の出土遺物集成

G II -21号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 背芸 肯d也E、 の 特 {数 成形図手法の特徴 -焼成・色調・残存

3 鉢 底 13.0 台部は短く接地面が広い。器厚 底部切り離し後台部貼り付け -良好

(須恵) でどっしりしている。 回転ナデ。胴下位 回転ナデ。 。灰色

-底部]イ周、胴下位

少々

4 域 口(14.0) 平底の小さな底部より体部は丸 口縁部内外面横ナデ。体部 -良好

(土師) 底 (5.2) みをもちつつ深く立ち上がり、 横へラケズリ。底部 へラケズ -燈褐色

同 6.0 口縁少々外反する。器肉は全体 リ。 -体部~口縁音s>-::i周
的に薄手である。 (20%) 

5 石 全長 12.9 断面隅丸三角形で各面平坦であ 各面滑らかで上下端及び表面下 -茶灰色

重量 470g る。上下端は丸く、上端は左斜 半の一部に細かな傷がある。 -完形

位に面がとられる。

6 石 全長 9.6 断面隅丸平行四辺形の小型石。 各面滑らかでよく摩耗してい @淡緑灰色

重量 230g 各面は少々弧状を呈す。 る。左右側面に敵打痕と思われ .. ~フiGJf:ノノ

る細かな傷を少々もつ。

7 石 全長 8.5 断面隅丸長方形の小型石。 左右側面に敵打痕と思われる欠 -茶灰色

重量 220g ;員状の傷をもっ。 。完形

8 石 全長 13.6 不整な円形の扇平石。端部は丸 表裏面共に滑らかによく摩耗し 。茶灰色

重量1，610 く、すわりはよい。 ている。外縁面は所々に摩滅部 。完形

g 及び傷をもっ。

GII-22号住居跡、

ー主2r
。 I : 4 IOcm 

図430 G 11-22号住居跡出土遺物

G II -22号住居跡出土遺物観察表

形態の特徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調・残存

体部わずかな膨らみをもって口|底部 右回転糸切り無調整。体|。良好

縁まで外傾する。 I~口縁 回転ナデ。 I。白灰色

。70%

412 

備考

小石・白色

砂粒含む

-輝石安山 l

正"-'王

。フク土

-閃緑岩

-フク土

。輝石安山

正山玉

-フク土

-輝石安山

正山ヨ

。床下



G II-23号住居跡
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図431 G 11-23号住居跡出土遺物(1)
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I 遺跡各区の出土遺物集成

~ 

己 23 

./ 

/ 

C 
/ 

26 

、、~ー→一一一/

25 I : 4 IOcm 

図432 G 11-23号住居跡出土遺物(2)

G II -23号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 背三 肯，~巨、 の ヰ寺 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調@残存 備考

1 婆 口 2l. 0 肩の張る大型の球胴察。口縁は 口縁内外面横ナデ。胴上位外 。良好 小石と粗砂

(土師) 大きく外反する。器商ザラつく。 面へラケズリ。内面へラナ -淡権褐色 粒をまばら

ア。 。胴上位~口縁%周 に合む

2 斐 口 (250) 胴部は張りをもたず、口縁短く 口縁内外面横ナデ。胴部外面 。良好

(土師) 外反する。 縦へラケズリ。内面横ナデ。 -暗褐色

。胴部中位~口縁%

周

3 甑 底(14.5) 底部全面穿孔。胴下位直線的に 胴部下位外面斜めへラケズ 。良好 小石を含む

(土師) 外傾する。 リ。下端横へラケズリ。内面 -明褐色

へラナデ。穿孔部横へラケズ 。底~胴下位%周

リ。
L 一一一

4 均二 口 14.8 底部と体部の境に弱い稜をも 底部~体部外面へラケズリさ 。良好

(土師) つO 体部は直線的に外傾し口縁 れているが摩耗の為不明瞭。内 -樟褐色

短く直立する。 面 ナデ、放射状暗文。口縁内 。70%

外面横ナデ。

5 土不 口 (13.3) 体部浅く丸味をもち、口縁直立 口縁内外面横ナデ。底部~体 。良好

(土師) する。{乍りは羽生でゴツゴツして 部外面へラケズリ。体部上位 。暗燈褐色

いる。 は指押え状のナデと思われ表面 。40%

がつぶ、れている。内面ナデ。

6 杯 口 (13.0) 丸底部より体部は丸味をもち、 口縁内外面横ナデ。底部~体 。良好

(土師) 高 4.2 口縁直立する。口唇内面は丸く 部外商へラケズリ。体部上位 。掻褐色

突出する。表面滑らか。 は指押え状のナデと思われ表面 。底部~口縁%周

はつぶれる。内面ナデ。

414 



5. G Il区

G II -23号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 形 白百 。〕 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調。残存 備考

7 杯 口(12.5) 体部浅目で丸味をもち、口縁短 口縁内外面横ナデ。底部~体 -良好

(土師) く直立する。 部外面へラケズリ。体部上位 。燈褐色

指押え状のナデで表面つぶれ 。底~口縁y:i周

る。内面ナデ。

8 士不 日(13.8) 器厚で広い底部より口縁までさ 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(須恵) 底 (9.5) ほど聞かず外傾する。 ~口縁回転ナデ。 。暗灰色

両 3.8 .40% 

ヨ 杯 日 14.0 広い底部より休部から口縁まで 底部 回転へラ切り後外周へラ -良好

(須恵) 底 9.6 直線的に短く外傾する。 状工具で雑にナデる。体~口縁 。白灰色

局 3.8 回転ナデ。 .90% 

10 蓋 口 18.2 ボタン状のつまみ。体部は水平 つまみ部 回転ナデ。外面水平 。良好

(須恵) コ存生可 2.0 に開き、口縁で内傾気味に短く 部分は回転へラケズリ。口縁ま 。灰色

屈曲する。返りはない。扇平で で回転ナデ。内面 回転ナデ後 -口縁~体部yz周強

大型の蓋。 へラナデ。

11 室 口 (15.0) ボタン状のつまみ部より水平近 天井部 回転へラケズリ。体部 -良好

(須恵) 高 (2 2) くに開き、徐々に{本部が下がる。 ~口縁回転ナデ。 。暗灰色

口縁は返りを持たす、一旦水平に 。30%

聞き垂直に落ちる。不整形。

12 主芸 口(13.3) 宝珠型のつまみ。体部中位から 肩部 回転へラケズリ。体部~ 。良好(焼き締まり 白色粒子目

(須恵) 両 3.4 外反気味に口縁は強く屈曲す 口縁回転ナデ。内面回転ナ 良い) 立つ

る。返りはない。丁寧な作りで ア。 。灰色

ある。 .60% 

13 直口蚕 口 (9.4) 直口査の頚部から口縁部片と思 内外面同転ナデ。 。良好 黒色粒子日

(須恵) われる。わずかに外傾して口縁 -黄灰色 立つ

まで立ち上がる。 -口縁付近%周

14 管 玉 全長 2.9 円筒型の整った管玉。中心よりす'nて穿孔がなされ、広い方の孔 -暗緑色 。滑石

l幅 1.0 の周りはわずかに凹む。子Lの断面は不明だが、小孔部は周りに凹 -完形 -フク土

孔径短1.2 みもなく、大孔の方向からの片面穿孔ではないかと思われる。表

長3.0 面は非常に滑らかでよく光沢をもっ。

重量 5.1g 

15 石 全長 8.8 下面は弧状で細かな凹凸あり。 下及び裏面は敵打によるものと -淡褐色 輝石安山岩

重量 520g 裏面いひやっ。 思われる。 。完形

16 石 全長 10.1 断面隅丸三角形て、比較的整った 両側面は敵打痕と思われる傷状 。茶灰色 -輝石安山

重量 270g 形状といえる。 の凹みあり。 。完形 正ιU王

-床面

17 石 全長 9.9 断面半円状で裏面平坦。 裏面よく摩耗している。 。白茶色 ー安山岩

重量 480g -上下端欠損 。床面

18 石 全長 9.1 断面隅丸三角形で表面中央に親 凹み部は摩滅している。また欠 -白灰色 閃緑岩

重量 260g 指大の凹みをもっ。 損部は蔽打痕らしき凹凸があ 。上半部欠損

り、欠損f&も{吏用したように思

わjれる。

19 石 全長 6.1 全体に丸みを帯びた非常に小さ 全面よく摩耗している。 。茶灰色 -ひん岩

重量 70g な石。 。位フ三Eフ7γtノノ @ブク土

20 石 全長 6.8 断面隅丸長方形の小型石。裏面 全体に摩耗し、右側面は敵打痕 。茶灰色 。輝石安山

重量 90g 平坦。 らしき不整な凹みあり。 @完形 !6 玉
-フク土

21 石 全長 9.4 断面楕円形の丸みのある小型 裏面は厳打によると思われる大 。暗茶灰色 -輝石安山

重量 180g 石。裏箇は凹凸あり。 きな凹みが存在する。 -完形 正山ヨ

。床面
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I 遺跡各区の出土遺物集成

G II -23号住居跡出土遺物観察表(3)

No 器種 寸法 (cm) % 肯E ロコ 特 徴 成形・手法の特徴

22 石 全長 7.5 断面隅丸方形で、整った形状。 表面上半部中央、厳打によるも

重量 320g のと思われる潰れた凹みあり。

23 石 全長 14.4 全体に丸みをもっ細長い形状で 全体によく摩耗している。

重量 470g 表裏面共に上下 2か所の浅い凹

みがある。

24 石 全長 13.4 断面隅丸台形で厚い。勾玉状の 各面滑らかで摩滅した凹みを数

重量 540g 石。 か所ずつもつ。

25 石 全長 16.8 楕円形で扇平。表面は皿状に浅 表面の下半部は摩滅。右側面の

重量1，440 く凹む。 凹み及び外縁部、部分的に蔽打

g 痕らしき細かな凹みあり。

26 石 全長 34.0 表面上半が弧状に凹む。裏面は 周縁部数か所摩滅した凹みあ

重量12.6kg 平滑。非常に大きな扇平石。 り。裏面は非常に平滑で光沢を

もつ。使用簡はこちらかもしれ

ない。

G II-24 . 25号住居跡

♂ 24号

I : 4 IOcm 

百三ィグ
/ 

/ 

VE=3(S=去)亡コ
図433 G 11-24' 25号住居跡出土遺物

G II -24' 25号住居跡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸 法 (cm) 青三 態 の 特 徴 成形。手法の特徴

土完 口(16.5) 体部は深く丸味をもち大きく立 底部外面子持ちへラケズリ。

(土師質) 底 6.8 ち上がり口縁短く外反する。大 内面 回転ナデ後へラミガキ。

両 6.4 型の域。 体~口縁外面白転ナデ。内面

回転ナデ後へラミガキ。

2 士先 底 8.0 台部は厚く弧状に開く。体部下 底部右回転糸切り後台部貼り

(灰粕) 位少々膨らみをもち外傾する。 付け回転ナデ。体部外面刷毛

掛け施粕。

-416 

-焼成。色調。残存 備考

e 暗茶灰色 。輝石安山

。下半部欠損 正ιuゴ

-フク土

。淡緑灰色 -輝石安山

。完形 正山王

@フク土

。茶灰色 。輝石安山

。完形 岩

-フク土

。青灰色 。輝石安山

。完形 正山ヨ

。フク土

-茶灰色 。輝石安山

。完形 王山王

-床面

によ

-{11 

25号

、ブY I 

(ユ

-焼成。色調。残存 備考

-良好 @内面黒色

-暗燈褐色 処理

。40%

。良好

-白灰色(施紬部乳

白色)

• 30% 



5. G II 区

G II -24.25号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 背手 山'月山予Eぺ、 の 特 徴 成形・手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

3 刀 子 長さ 4.3 -床面

(鉄製) 重量 4.0g 

4 石 全長 14.0 断面隅丸長方形で両側面は上下 全面に摩滅し非常に滑らか。裏 。暗茶灰色 -輝石安山

重量 610 g 2か所ずつ僅かに凹む。 面に一部半円状の小さなえぐれ -完形 正山玉

部あり。 -フク土

l 石 全長 17.5 裏面は平坦ですわりよし。大き 中央やや上に径 1cm程の小孔あ 。明褐色 -輝石安山

重量 950g な乳棒状の平面形。 り。下端部は欠損しているが面 -完形 正山王

が潰れ、使用痕と思われる。 -ブク土

G II-26号住居跡

ミ昌二クグ| ¥モ韮云タマ

I : 4 IOcm 

図434 G 11-26号住居跡出土遺物

G II -26号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 青芸 宵E の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

l 巧て 口 9.4 浅い小型の杯で口縁は外反しな 底部右回転糸切り無調整。体 -良好

(土師質) 底 6.0 い。厚手である。 ~口縁回転ナデ。 -糧褐色

高 2.4 -ほぽ完形

2 士宛 台部欠損。体部下位は直線的に 底部右回転糸切り後台部貼り -良好

(土師質) 外傾する。器厚。 付り。体下位回転ナデ。 。淡褐色

.60% 

3 皿 口(12.0) 台部短く垂直に付く。体音防〉ら 底部切り離し後台部貼り付け 。良好

(灰紬) 底 (6.0) 口縁部まで短く外傾する小型の 回転ナデ。体~口縁内外面回 -光沢のある白灰色

同 (2.2) llll。 転ナデ外面は「ぬた」痕あり。 • 30% 

G II-27号住居跡、

に」 (bc1 C 
"，_; 

I : 4 IOcm 

図435 G 11-27号住居跡出土遺物
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遺跡各区の出土遺物集成

G II -27号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 寸 法 (cm) 背芸 肯'也E、 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調・残存 備考

杯 口(11.5) 底部中央付近薄手で不安定。体 口縁内外面横ナデ。底~体部 -良好

(土師) 底 (8 0) 部は直線的に外傾し、口唇少々 外面へラケズリ。内面ナデ。 -樟褐色

高 (3.7) 突出する。 • 30% 

2 小型瓶 球状を呈する胴上位。 胴上位内外面 回転ナデ。 -良好 肩部外面白

(須恵) @灰色 然柏

-胴上位少々

3 石 全長 14.3 全体に少々弧状を呈し、上下端 全体に摩耗しており左側面と下 -茶灰色 輝石安山岩

重量 730g は丸みをもっ。 端部の傷は著しい。 -完形

G II-28号住居跡、

o I : 4 10 cm 
ト一一一一一一一一一一一一一寸一一一一一一一←一一一一一寸 日

図436 G 11-28号住居跡出土遺物(1)
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図437 G 11-28号住居跡出土遺物(2)
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5. G II 区
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I 遺跡各区の出土遺物集成

G II ~28号住居跡出土遺物観察表 (1)

No 器種 寸法 (cm) 青5 有旨 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調。残存 備考

護 口(18.0) 突出した底部で、胴部は楕円状 口縁内外面横ナデ。胸部へラ -良好

(土師) 底 6.8 を皇し腰が張っている。口縁は ケズリ後へラミガキを全体に施 。暗褐色

局 3l.5 しまった後に圧曲気味に外反す す。内面へラナデ。 。50%

る。

2 斐 口 18.4 底部はしっかりと突出し、胴部 口縁横ナデ。胴上位横へラ -良好 胴下位~中

(土師) 底 7.5 中位に最大径を持つ長めの球状 ケズリ。中位~下位縦へラケ 。燈褐色 位外面に半

向 35.8 を呈している。口縁は強く屈曲 ズリの後全体に雑なナデを施 。完形 周程黒斑

し、長く外傾し、口唇外商丸味 す。内面雑な横へラナデ。

をおびて突出する。

3 喜b屋b 口 24.0 胴中位に最大径をもち上位さほ 口縁外面横ナデ(縦へラケズ -不良(もろい) 粗砂粒

(土師) ど括れず口縁が開く。口径の大 リがナデを消している)。内面 。淡褐色

きな球胴斐。 ナデ。胴下位外国斜めへラケ .50% 

ズリ 中位~上位縦へラケズ

リ。内面へラナデ。

4 委 口 15.8 底部は突出気味で小さく、胴部 口縁内外面横ナデ。胴下位外 -良好 内面は細か

(土師) 底 7.0 は楕円状に張り中位に最大径を 面へラケズリ。中~上位不 。黒褐色 い輪積痕が

もつ。口縁なだらかに外反。 明瞭。 -口縁~底部%周 よく残る

(80%) 

5 斐 口 12.2 底部欠損。胴部は楕円形を呈す 口縁横ナデ。胴部外面調整 -良好

(土師) 小型の警で最大径は胴中位。口 痕不明瞭だが押さえ及びナデを 。暗褐色

縁は外傾。 施すと思われる。下位に一部へ 。胴下位~口縁 1周

ラケズリ痕。内面横へラナデ。 (70%) 

6 護 口 11.8 わずかに肩が張る小型斐で、口縁 口縁内外商横ナデ。胴上位外 。不良 小石を多量

(土師) 底 7.0 は直立気味に立ち上がり、上位 面指及びへラ工具による不整 -赤褐色 に合む

で短く外反する。器面内外面共 方向の斜めナデ。下位雑な縦 。胸中位~口縁沼周

ザラつく。 へラケズリ。内面不整方向の

斜めへラナデで輪積痕が明瞭。

7 婆 底 7.4 小さい底部から胴下位は直線的 底部外商へラケズリ。胴下位 -良好 小石・粗砂

(土師) に大きく関心 縦へラケズリ。内面へラナデ。 。黒褐色 粒まばらに

。底~胴下位 1周 含む

8 斐 口 15.4 胴部中位に最大径をもっ楕円形 口縁内面横ナデで外面は上半 。良好 粗砂粒及び

(土師) 底 6.3 で口縁は屈曲して外傾する。器 のみ。胴下位外面縦へラケズ -掻褐色 小石を全体

局 26.3 面ザラつく。 リ。中位~上位はその後ナデを 。70% 的に含む

施している。内面雑な横へラ

ナデ。

ヨ E室 口 15.0 底部は厚く胴部は腰の張る楕円 口縁内外面横ナデ。胴中位 。良好

(土師) 底 9.5 状を呈す。口縁は部分的に欠損 ~上位外国縦へラナデ。下位 。暗褐色

高 26.2 状の凹凸あるが、ここはへラナ 縦へラケズリ。底部へラケズ .80% 

デが施されており、焼成前のも リ。内面へラナデ。

のであろう。

10 婆 口 (9.8) 短く外反する小型警の口縁片。 口縁横ナデ。胴部外面押さ 。不良 粗砂粒目立

(土師) 全体に器面ザラつく。 え状のナデと思われるが不明 。赤褐色 つ

瞭。内面は輪積痕明瞭。 。口縁%周

11 斐 口(1l.3) 短く外傾する小型斐の口縁片。 口縁横ナデ。胴上位外面押 。良好 粗砂粒を多

(土師) 全体にザラつく。 さえ状のナデ。内面横へラナ -暗褐色

デで輪積痕明瞭。 -胴上位~口縁%周

12 翠 日(15.8) 口縁は内傾気味に立ち上がり上 口縁横ナデ。胴部上位外面 。良好

(土師) 半で大きく外傾する。 縦へラケズリ。 -黄褐色 量に含む

-口縁y4周

~420 



5. G II 区

G II -28号住居跡出土遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm)

13 i干 口 12.7 

(土師) 主同主 5.6 

14 士不 口 ll.2 

(土師) 品 5.7 

15 士不 口 12.1 

(土師) 底 4.5 

信3 5.0 

16 t不 口 12.7 

(土師) 両 4.5 

17 杯 口 12.3 

(土師) 高 4.8 

18 珂= 口 ll.5 

(土師) 局 4.8 

19 士完 口 10.0 

(土師) 局 6.8 

G II-29号住居跡、

青三 肯芭 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成・色調。残存 備考

半球状を呈し、口唇部はやや内 口縁内外面横ナデ。底部~体 -良好

側を向く。 部外面へラケズリ。体部上位 -控褐色

は押さえ状の指ナデ。内面体 -完形

~口縁にかけて斜め放射状の細

かなへラミガキ。

半球状を呈し、口縁は薄く内湾 口縁内外面横ナデ。底部~体 -良好 底部内外面

する。 部外面へラケズリ。体部上位 。赤褐色 しみ状に黒

横ナデ。内面横に近い斜めへ 。完形 色

ラミカ、キ。

小さい平底状の底部で体部は大 口縁内外面横ナデ。底部~体 。良好(焼き締まり

きく外傾し、口縁は長く弱い稜 部外面へラケズリ。内面ナ 良い)

をもって直立する。 デ後放射状暗文。 。赤褐色

-ほぼ完形

不整形に湾曲して立ち上がる体 口縁内外面横ナデ。外面部 -良好 底部半周程

部。口縁外面は外反し内面は折 分的に指押さえ。底部~体部外 -淡褐色 黒斑

れるように外傾する。器厚でご 面へラケズリ。内面積へラ -ほぼ完形

つごつした作り。 ナデ後底部~体部全体に太いへ

ラミカ守キ。

体部は丸味をもち、口縁は薄く 底部~体部外面へラケズリ。 。良好

内湾気味に立ち上がる。 口縁直下は押さえ状の指ナデ。 -赤褐色

内面体部~口縁斜めへラミガ 。完形

キ 下位は横へラミガキ。

体音11は湾曲して立ち上がる。口 口縁内外面横ナデ。底部~体 -良好 内面黒色処

唇部は薄く、しっかりした作り。 部外面へラケズリ。体部上位 @赤褐色 理

押さえ状の指ナデ。内面 ナデ -完形

後斜めへラミガキ。

{本部深く半球状に立ち上がり、 口縁横ナデ。体部外面横へ -良好

口縁は内面にわずかな稜をもっ ラケズリ。内面細かい縦へラ 。暗褐色

て内湾する。 ナデ。 • 70% 

実三とイ
乙ゃい ミ三f

革ま~i'~~
%字}、ペト'Tr".

ミ司〆
。 I : 4 IOcm 

， 

図438 G 11-29号住居跡出土遺物
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I 遺跡各区の出土遺物集成

G II -29号住居跡出土遺物観察表

器種 寸法 (cm) 背手 f.同l&、 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考No. の

婆 口(19.6) 底部欠損。胴部下位から中位は 肩部~口縁内外面横ナデ胴 -良好

(土師) 直線的で上位に張りをもち、口 上位外面斜めへラケズリ。中 -淡褐色

縁は短く外反する。全体的に器 位~下位縦へラケズリ。内面 -胴下位~口縁%周

薄の婆。 縦へラナデ。

2 J不 口 12.7 不整形な上げ底の底部で、体部 底部右回転糸切り無調整。体 。不良 体部内面墨

(須恵) 底 5.0 はわずかな膨らみをもって立ち 部~口縁回転ナデ。 。黒褐色 書「正J?

品 3号 上がる。 -底部%周、体部

~口縁vz周

3 土宛 口(14.2) 端部の丸い短い台部で、体部は 底部切り離し後台音Il貼り付け 。良好

(灰粕) 底 (6.8) 膨らみをもち口縁は折り返し状 丁寧な回転ナデ。体部中位~口 。白灰色(施紬部光

高 (4.8) に丸く突出する。 縁外面と上位~口縁内面に漬け 沢のある淡緑色)

掛け施粕。 -底部~口縁部少々

4 士先 口(15.4) 肥厚で短い台部。体部は深く、 底部右回転糸切り後台部貼り 。不良

(須恵、) 底 7.0 口縁まで直線的に外傾して開 付け回転ナデ。体部~口縁内外 -暗白灰色

高 6.3 く。 面回転ナデ。 -台部少々欠損、体

~口縁%周
L 一一

GII-掘立柱建物跡、

/ 

ア¥¥

ロす

-----づ/2

ロす
内
〆
」 4号。

にコ C I : 4 I Qcm 

図439 G"ー掘立柱建物跡出土遺物

GII 掘立柱建物跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 形 青'山呂、 の 特 徴 成形。手法の特徴 -焼成。色調・残存 備考

1 石 全長 14.3 長い楕円形で右側面は厚めで平 全体に平均してよく摩耗してい 。暗茶灰色 。輝石安山

重量 650g 土日。 る。 。完形 岩

。1号

2 石 全長 16.8 扇平な乳棒状で表面は斜めにね 表面の長い凹み部は摩滅し滑ら @灰色 。輝石安山

重量 740g じれる。 かである。 。フと土'Gitノノ 正山三「

。2号

3 石 全長 10.2 丸みのある細長い小型石。左側 全体によく摩耗し、上下端は細 -暗灰色 。輝石安山

重量 160g 面中央やや凹む。 かな傷が少々ある。 。完形 正山ヨ

。4号



5. G II 区

GII-土拡

号
仁コ 4号

I : 4 IOcm 

図440 G 11一土地出土遺物

GII 土拡出土遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 背多 宵E の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

局 均二 底 12.5 脚部は膨らみ裾部は屈曲気味に 杯部外面へラナデ。脚部内面 。良好 。2号

(土師) 広がる。 へラ及び指ナデ。他はていねい 。暗褐色

な横ナデ。 -脚部 l周

2 砥 石 全長 7.8 中央部は全体的に弧状に凹み、 全体に平滑。 。黄灰色 。流紋岩

重量 150g 断面長方形。 。下半欠損 • 4号

GII-土坑出土遺物観察表(2)

形状。特徴など

ひょうたん形。刃部両脇に使用痕。

• 4号

GII-グリッド

ィデ士、
¥ 〆

ピ} 。i
t、自

3 

cコ くコ
K 20 ロ

cコ
白

LI8 
@ 

H 18 

H 18 
。 I : 4 IOcm 

国441 G 11ーグリッド出土遺物
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I 遺跡各区の出土遺物集成

GII グリッド出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (CI11) 形 青巨 0) 4守 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

石 全長 13.3 細長い凹みを数か所もつ。断面 凹み部は摩滅しており、欠損状 。茶灰色 輝石安山岩

重量 640g 不整楕円形。 に稜をもっところもある。 @完形

2 石 全長 14.2 下部は細く中部から上部は潰し 上下端に細かな傷をもっ O 。淡緑灰色 複輝石安山

重量 600g たように扇平で、広がっている。 。完形 正山ヨ

3 石 全長 10.8 扇平で lか所が尖り気味の不整 各面よく摩耗し、特に右側面は 。茶灰色 輝石安山岩

重量 300g 楕円形を呈す。 縦長に少々凹み摩滅する。 -完形

4 締金具? 径 3X3.4

(鉄製) 重量 8.0g 

5 臼 玉 径 0.9 断面台形で上面は凸凹あり。 側面に縦方向の擦痕。 @白灰色 i骨石

孔径 0.3 -完形

重量 O.8g 

6 liJt 石 全長 4.5 断面不整台形。細長い四角柱と 側面ザラっき、表主主面共よく擦 。暗灰色 流紋岩

重量 60g 思われる。 られている。 。上下部分欠損

GII-出土地点不明

亡二コ

宅手~ç-} 出 日

、斗;dl~ 
に〉

ζ二二コ 8 

I ~モP-' Iトザ - - - --1 ，-↓~\ 1¥ くコ 6 〈二〉 品 10

1 : 4 ， Ocm 〈二〉
ζごフ

ζ二〉 4 

図442 G 11ー出土地点不明遺物
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:i. G 11 灰

GIJ一出土地点不明辿物観察或(1)

Nn 総事R 寸法 (ι111) j惨 態 0) 特 世I 1& }形 . f. 1:J;の特徴 -自i~1戊・色I'，~・ ?:lG (ß 耐Ir ち

上イ〈 11 (J2.2) 体罰11は膨らみをもりつつ江勾 iこ J必l~1 イI也JJ紙糸切り J>>~削盤。体 • J込好 体罰11外IfJiに

(よIWiT) li~ 4.H がり、 11紋行11は非常に滞〈免1< 剖1.....口級f.il rt.ijllluナデω -淡担J色 J仏'F、判I(J~

1¥:6 4.5 外ばする。 • li~fflll }，~ と他は% イ，IYJ

用

2 1r J111 11 7.7 制f~12 かJifrを均等につまみ、、11. IfÝ. t\郁イ if"l似糸切り ~\~IJ~~使。体 ，TW 

(ゑ:1 i.LO Ij'~ 4.5 ffii1移が分自，H¥'J.の小I¥'J.の1!'Jlll。 部-IJ級官官 l"liIIJ: )-デ後、 2か • 1'1/天色
t， ι凶r 2.9 j加を内側につJむ。 -はは記!修

一 一 ー
{低 :(-:i "Ë~ 6.0 ~W~) I'~r(J村:状でrl'j立は似状にì\~ 全体にMi';に事前ω . J)'i'II色 部i*必ft

lfi!tl 70g b、。 -ド半欠拡l
一

11 事弘 It.:永ili1:UJ ~f(，j 1)と|
回

12 餓 「列ぶill1'.1:1

Gll一山土地点不明治物問栴点(2)

Nu 骨量 制 1-;，1;ミ(('111) 削 (cm) ~T}. tI (cm) mi，l(日) f惨 状 特徴主E ど 伐 {千 1I 1'1 
一

4 打~ ィi 1f. 10.2 5.:! 1.也 125 刃illlゐ:斜間%以!IlH氏。 全体に制"かい。 ~;~ }移 'tt." 111 ~'~ 

5 4ヨ 鍬 18.0 8.'1 :1.5 620 '1'央紺IJ.J.IU，'d~控 1': シャープさ は力t~いが侠 ノ:，'~ j形 'ム: 111 ~'~ 

川による!税減ではない。

6 イヲ 鍬 9.8 7.6 3.0 224 )，línj!t品)1>，11 は斜め。 ~~If(色合 I，!. -~・0 }J TJlI欠拡i (~ l Af st t 

7 石 鍬 10.0 8.9 2.8 255 J.Gì'ffI。刃行IH.J:大~<仏.がりそう。 メ.j11I1欠m't..' 山 IJ

H 打rn:i石7手 7.4 6.7 1.3 97 片的1に1'1然[(1.1を伐す。 l情。彩色。 J，~ {ffI欠 m*;u料縦l必467

9 石 鍬 2.8 l. '1 0.3 J !{ ~ñiJ3 以p高級でJ占iijlに伏りをもっ。 !例l片側11欠仰 J.¥¥ I制イi

10 石 鍬 1.4 l.5 0.4 1 K~r，前 イf椛鍬で J，~l~1は拠出吋 る。 ヒfT品}欠iU iJl l前I'(i 

G 11-28号住居跡カマド

-425ー
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遺跡各区の出土遺物集成

〆

1 - 5号住居跡

l 

f 

l 

IOcm I : 4 

1-5号住居跡出土遺物図444

1 -5号住居跡出土遺物観察表

No 器種 寸法 (cm) 育長 古E の 特 徴 成形。手法の特徴 。焼成。色調@残存 備考

亨AふEむ 口 23.3 胴部上位に張りをもち中位から 口縁部内外面横ナデ。胴外面 。不良 小石・粗砂

(土師) 下位は締まる。口縁部は大きく 縦へラケズリ。内面ナデ。 。淡控褐色 中立まばらに

外傾する。厚手でもろい。 。口縁部~胴部%周 含む

2 ZE 口(152) 胴上位に膨らみを持ち、口縁で 口縁部内外面横ナデ。胴上位 。良好

c土師) 直線的に外傾する。口唇部は丸 外面へラケズリ。内面ナデ。 。糧褐色

い。器肉は均一。 。胴上位以上%周

~~ 
~-

1-井戸状遺構

¥
 

遺構 l

一¥ご-:/

遺構 4

。|・ 4 IOcm 

一 一
l一井戸状遺構出土遺物図445

遺構3



6. 1 区

I一井戸状遺構出土遺物観察表

No. 器種 寸法 (cm) 背ラ ム'RbhE 、 の 守寺 徴 成形・手法の特徴 。焼成。色調。残存 備考

護 口(19.2) 膨らみを持たず直線的に立ち上 口縁部内外面横ナデ。胴外面 。良好 遺構 l

(土師) がる胴上位。口縁は大きく外反 縦へラケズリ。内面横ナデ。 。淡褐色

する。 。胴上半%周

2 揺 鉢 口 (300) 平底の厚い底部。体部は直線的 底音li 左回転糸切り。体部回 。良好 遺構3

底 11.3 に外反し、口縁でやや膨らみを 転ナデ。口縁部内外面横ナデ。 -灰色

両 11.4 t寺って立ち上がる。口唇部は丸 底部内面外周に摩擦痕あり。 。40%

味を持った面を持ち、内側に

少々突出している。全体に器厚。

口縁部片口。

つο 内耳付 口 (27.5) 広い平底の底部より体部は直立 口縁部内外商横ナデ。体部外 。良好

土 器 底 (220) し、口縁でやや丸味をもって外 面ナデ後指押え。内面ナデ。 。黒褐色 に煤付着

主F主司T 16.0 傾する。口唇部は平坦な面をも 。30% 。遺構 4

ち、口縁内面に把手が付く。

1-出土地点不明

~ 

j--=---

に J

I : 4 IOcm 

図446 1-出土地点不明遺物(1)
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1-出土地点不明遺物(2)図447

I 出土地点不明遺物観察表(1)

No 器種 寸法 (cm) 育5 白百 の 特 徴 成形・手法の特徴 -焼成。色調@残存 備考

甑 底 10.0 底部全面穿孔。胴部は張りをも 胴下位外面横へラケズリ。中 -良好 粗砂粒まば

(土師) たずに細長く底部付近はやや内 位外面縦へラケズリ。内面 -暗燈褐色 らに含む

湾する。 ナデ。 。胴部 1周

? 斐 口 16.5 やや小ぶりの警で球胴状。口縁 口縁部内外面横ナデ。表面 。良好

(土師) はゆるやかに外反し、口唇部は 滑らか。胴上位外面縦へラケ 。淡褐色

少々突出気味で丸い。 ズリ。内面横へラナデ。 -口縁~胴上位%周

-430 



6. I 区

I 出土地点不明遺物観察表(2)

No 器種 寸法 (cm) 青5 dム円~~、 の 特 {致 成形。手法の特徴 。焼成・色調・残存 備考

3 護 底 7.5 丸底に近い平底より胴中位に膨 口縁部内外面横ナデ。胴外面 -良好 小石多量に

(土師) らみを持って、湾曲する胴部。 縦へラケズリ。内面ナデ。 。暗権褐色 合む

頚部での括れはなく、そのまま .70% 

口縁で直線的に外傾。器厚で重

しユ。

4 台 付 斐 底 11.2 やや膨らみをもって開く脚部 脚部内外面横ナデ。胴部内外 -良好 粗砂粒まば

(土師) で、裾部は大きく外反。胴部は 面へラナデ後下位外面へラ -淡赤褐色 らに含む

小さな球状。全体に器厚で重い。 ミカゃキ。 .60% 

5 :I:f 口(13.0) 丸底の底部。口縁下位外傾。上 口縁部内外面横ナデ。体部@ 。良好 粗砂粒多量

(土師) 両 4.8 位はさらに開く。 底部へラケズリ。内面ナデ。 。赤褐色 に含む

。30%

6 喜本 口 (34.0) 平底の底部。体部は幅広の糠櫨 体部。口縁部内外面 回転ナデ。 -良好 内部煤付着

(土師質) 底 (120) 痕をもって、直線的に大きく外 休部下位内面放射状おろし目 @黒灰色

向 10.8 傾。口唇部は少々突出し、斜め ( 5条で 6単位?)。底部内面外 .50% 

の平坦な面持つ。全体に器厚で 周と体部下位に擦痕。

ある。

7 播 吉本 口 (28.2) 平底の底部。体部は顕著な較櫨 底部右回転糸切り無調整。体 。良好

底 11.2 痕持ちながら大きく直線的に外 部。口縁部 回転ナデ。体部内 -淡灰色
主F主司r 12ーら 傾する。口唇部は斜め平坦な面 面下端に 6単位の放射状おろし -底部 l周~口縁

を持ち器厚で重い。 目(4条)。 少々

8 巧: 口(13.6) 底部よりゆるやかな膨らみを持 底部回転糸切り無調整。体 。良好

(須恵) 底 (7.4) ちつつ立ち上がり、口縁はその 部。口縁部回転ナデ -青灰色
芝F生召r 3F3 まま開く。 。40%

9 河: 口 10.8 底部内面は全体的に突出してい 底部回転糸切り無調整。体 -良好 口縁内面は

(土師質) 底 6.0 る。体音防ミら口縁部は直線的で 部。口縁部回転ナデ。 。淡褐色 部分的に黒

高 3.0 ある。少々厚手で器面は内外共 .60% 灰色

ザラつく。

10 蓋 不整形なボタン状のつまみ部。 天井部・体部 回転ナデ。 -良好

(須恵) 天井部は丸味をもち、体部は直 -暗灰色

線的に開く。 .40% 

11 杯 口(110) 大きく外傾する浅い体部。底部 底部回転糸切り無調整。体 -良好

(土師質) 底 6.3 ややいびつな小型の杯。 部。口縁部回転ナデ。 . i炎褐色

高 2.4 。40%

12 土 錘 全長 16 球状の土錘。平坦面に置くと孔 ほぼ中央に小きな穿子L。 。明褐色

f歪 18 部ははすになる。 -完形

子L径 0.2

重量 4.9g 

13 脚部型 直立する脚部上中位。下位は直 外面横ナデ後全体をへラミガ -良好

土 器 線的にやや開く。全体に器厚で キ 中位に 3本の沈線巡り、そ -淡褐色

ある。 の間に上はます目模様、下は突 。脚部分

起した丸模様施す脚部上位

一面に丸状の刺突痕。

14 紡 錘 車 外径短2.2 断面台形の石製紡錘車。厚手で 側面上半は、細かなケズリ状の -黒色 滑石

(石製) 長4.4 上と下の径の差は大。ややはす 整形痕あり。又、全面に斜位の 。とフとtf仁Cノノ

子L径 0.7 に穿孔される。表面、滑らか。 擦痕があり、特に側面の半分は

厚さ 2.1 密である。

重量 53.0g

17 銭 「明道元宝J(1032年、宋)

18 銭 il@，寧?元宝J(1068年、宋)
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I 遺跡各区の出土遺物集成

I-出土地点不明遺物観察表(3)

形態、の特徴

「元豊通宝J(1078年、宋)

「元祐?通宝J(1086年、宋)

成形。手法の特徴 a 焼成・色調。残存

I 出土地点不明遺物観察表(4)
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7. A lベ

A-H.I，上地点不明

¥νCLJ 
。 I : ~ 100m ① 

図449 A一出土地点不明遺物

A 出上地JJAイミIYlj組物性II娯淡

No. 日~ .f!Il 、Jt}; km) 形 犯i 0) 特 徴 l必形 . f法の特徴 -鋭成 ・色調 .~~(i ~m ザ

一I i¥1j 月: 体制Iff立は11'ft説的に大きく外側 休刊i外而上位繍ブダ。，:俄 .u好 事u砂牧£ば

(1: 白Ili) し、 '1'位で丸l沫をもち、 ヒ位で ブ7.r~l(!i rデ・へ 1ミノ'1， 。 .11日亦特J色 らに含む

ややII'(~的にλ~ <外側する。 • 90% 
凶作ß~NI'7である。

一一 圃

2 M、 11 (J3.8) )1庇のli~i1Il と )LI味をもって内向 11制的内外IiII桃ナグ。 休刊1・ . !~~f 
(よ附) ，'Jj 4.6 ずるU:l~llo 1 IU:でやや内似しrl 山部ヘラケズリ。'.f，ljJtのため . ~í!制色

ザ剖la'ai滞で尖る。 イミrYJn成。 • 50% 
ー

3 J:;f 11 12.5 平脱会1t1ほのl応1111。体郎 F位は 11総書I!内外開繍ゾ r.'i~rnl ・ -良好(悦8し法り

(1:向1;) 少々丸みを・もら、 IJt.It付近は外 体制i櫛ヘラケズリ。 l付 IIìi}i~ml 良い)

比して ，'(.1)1二がるω らはん状|前文。休打11 斜めj成射 -淡f{!杖J色
状lI(f)'(。 .40% 

ム{; 11 (13.9) ゐげ'I'~の1L~1~llo 14>1111は11'(似的に 服部川紙ヘラ切り、 ~Ihl古11 は 1' ;1 . !~好(燐与し :~り

(到~必) '~s. 10.5 上)jに外似し、 11隊もそのまま 唱i:.ヘフケズリ。休刊1・u総書11 1"1 良い)

iI'Ii 3.2 附 く。 11抑制I)L<肉，，)だが、政 !伝ブゾ'。 • 1m火色

1111はJI'常』ζiWい。 ':l()% 

5 土 動県 全L~ 4.3 ふくらみのない純|い管状上級。 ほぽrl';とにゆ孔される@ -ゆl純白

恥{ 1.2 • ~;;I修
ヂLtf 0.3 
可i批 6.8凪

A区作業風景
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II. 胎土分析結果報告

はじめに

土器の胎土分析は県内に於いても一般化しており、資料

も増加の一途をたどっている。土器の胎土がその産地に

よって特色を示すならば、当地の生産、流通を解明するう

えでも非常に有効だからである。しかしながら現状では分

析資料を照合する基礎的な資料が充分ではなく、県全体を

覆うのは不可能で、ある。今回はその作業の一端として分析

を試み、今後の調査に役立てようとするものである。

1.試料の選択

現在、松井田町では土器製作に関る遺跡(遺構)は確認

されていない。近くでは隣接する安中市秋聞の須恵窯I止が

古くより知られており、試料の入手も容易であることから、

今回は本遺跡の須恵器と秋間窯祉の須恵器(サンプリング

による)を分析し、その関連性を考えてみた。

なお、分析に供した試料は器種を杯、時期を 9世紀前半

期と思われるものに限定した。これは器種(大きさ)、時期

等による胎土傾向の差異が生じないようにしたものであ

る。また、本遺跡の資料は遺跡全体より先の 2条件を満た

すものを任意に抽出し、うち 2点(松 6、松一 7)は肉

眼で秋間産と考えられるもの(黒色粒子を多く含む)とし

た。(図 l、表 1) 

図 l 胎土介析遺物実;]lJJ図

1 .試料の選択 し分析方法及び測定条件

第四紀地質研究所井上 厳

松 井 田 町 教 育 委 員 会 田 口 修

2.分析方法及び測定条件

①試料

分析に供した試料は図 l及び表 lに示す通りである。

X線回折試験に供する遺物試料は洗浄し乾燥した後、メノ

ウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料として実験に供した。

電子顕微鏡観察に供する遺物試料は断面を観察出来るよ

うに整形し、必10m/mの試料台にシルパ←ペーストで固定

し、イオンスパッタリング装置で定着した。

②X線回折試験

土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定。測定

には理学電機製X線回折装置を用い、条件は以下の通り。

Target : Cu Receiving Slit : 0.15 

Filter : Ni Current Full Scale : 800 

Voltage : 30Kv cps 

Current : 15mA Time Const: 2 s巴C

Diverg巴ncy:10 Scarring Speed : 2'/min 

Scatter Slit: 1 0 Chart Speed: 2 cm/min 

Q:電子顕微鏡観察

土器胎土の組織、粘土鉱物及びガラス生成の度合の観察。

顕微鏡は日本電子製T-20を用い、倍率は35、350、750、

1500 、 5000の 5 段階で行なった。 35~350倍は胎土の組織、

750~5000倍は粘土鉱物及びガラスの生成状態を観察した。

三Lイー|モ~松 2てニペ- 3三二2松4

モ~~-5G:7.松 6 ~_壬イム- 7 

ヒヨ~-I~秋一 2 '¥-dd秋 -3 o 4 IOcm 
卜一一一一一一一一一一ート一一一一一一一寸



II 胎土分析結果報告

表 l 胎土分析遺物肉眼観察表

No 出土地 日台 士、調 整 な ど の 観 ~ヨ、 備 考

松 l B 不明 底部は右回転糸切り無調整。焼成は比較的良好で灰色を呈す。胎土には僅かに白色微砂粒がみら 残存 20%

れる。

松 2 B-83住 底部は回転糸切り無調整。やや褐色じみた白灰色だが完全な還元焔焼成で、しまりはよい。胎土 残存 20%

No.3 は均質で肉眼での混入物は確認出来ない。

松 3 D-17住 底部は右回転糸切り無調整。焼成は比較的良好だがやや軟質で強くこすると粉が指につく。白に 残存 20%

近い白灰色、胎土はきめ細かく、まばらに黒色微粒子が見える他は不明。

松 4 D-6H主 底部は回転糸切り無調整。焼成及び表面の状態は松一 3とほぼ同じ。胎土には全体に黒色微粒子 残存 30%

をまばらに含む。

松 5 E-47住 底部は右回転糸切り無調整。焼成は良好でよく焼きしまり、青灰色を呈す。全体に黒色微粒子を 残存 30%

No.7 含み、部分的に径 5mm弱の小石も含む。

松 6 E-72住 底部は回転糸切り無調整。焼成は良好でよく焼きしまる。表面は少々自然紬を伴う。暗白灰色。 残存 30%

Nコ11 断面は暗灰色で黒色微粒子が多い。 推定秋問産

松 7 G-36住 底部は右回転糸切り無調整で非常に厚い。焼成は良好でよく焼きしまり、外国には白濁した光沢 残存 60%

No.7 のない白然紬。断面は青灰色。胎土には黒色微粒子が多い。 11 

秋 1 勝負沢窯牡 底部は右回転糸切り無調整。焼成は良好で、黒色微粒子を全体に、黄白色の粒子を僅かに含む。 残存 40%

表採 秋間産

秋 2 相水谷津窯社 底部は右回転糸切り無調整。焼成は良好でよく焼きしまり、青灰色を呈す。表面、断面共に黒色 残存 60%

表採 微粒子がよく目立つ。 11 

秋 3 11 底部は回転糸切り無調整。焼成は良好でよく焼きしまる。黒色微粒子を全体に含み、白色微粒子 残存 20%

もまばらに見られる。 11 

秋 4 11 口縁小片。焼成は比較的良好で黒色微粒子をまばらに含む。 口縁部小片

11 

秋 5 11 口縁小片。酸化焔焼成で表面(外面)は黒色だが内面及び断面は赤褐色、白色微粒子がまばらに 口縁部小片

含まれる。 11 

3.実験結果の取扱い 4. 焼成ランク

実験結果は表 2胎土性状表に示す通りである。右側には

X線回折試験に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の組成が示し

てあり、左側には各胎土に対する分類を行った結果を示し

である。

焼成ランクの区分はX線回折試験による鉱物組成と、電

子顕微鏡観察によるガラス量によって行なった。

X線回折試験結果に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の各々

に記載される数字はチャートの中に現れる各鉱物に特有の

ピークの高さ(強度)を児単位で測定したものである。

電子顕微鏡によって得られたガラス量と X線回折試験で

得られたムライト、クリストパーライト等の組成上の組み

合わせとによって焼成ランクを決定した。
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ムライト (Mu)は、磁器、陶器など高温で焼かれた状態

で初めて生成する鉱物であり、クリストパーライト (Cr)

はムライトより低い温度、ガラスはクリストパーライトよ

り更に低い温度で生成する。

これらの事実に基づき、 X線回折試験結果と電子顕微鏡

観察結果から土器胎土の焼成ランクを I~Vに区分した。

I ムライトが多く生成し、ガラスの単位面積が広く、

ガラスは発泡している。



II:ムライトとクリストパーライトが共在し、ガラスは

短冊状になり面積は狭くなる。

III:ガラスの中にクリストパーライトが生成し、ガラス

の単位面積は狭く、葉状断面をし、つながりに欠け

る。

IV:ガラスのみが生成し、原土(素地土)の組織をかな

り残している。ガラスは微小な葉状を呈する。

V:原土に近い組織を残し、ガラスは殆ど出来ていない。

5. タイプ分類

以上の I~Vの分類は原則であるが、胎土の材質、すな

わち粘土の良悪によってガラスの生成量は異なるので、電

子顕微鏡によるガラス量も分類に大きな比重を占める。こ

のため、ムライト、クリストパーライトなどの組み合わせ

と幾分異なる焼成ランクが出現することになるが、この点

については表 2下端に備考として理由を記した。

表 2 胎土性状表

粘土鉱物および造岩鉱物 (mm) 

試料No. タイプ分類 焼成ランク

Mont Mica 

松 1 C III 2 

2 D II~III 

3 D III 

4 D II~III 

5 D I~II 

6 A 

7 A 

秋 1 D 

2 D 

3 D 

4 D II 2 

5 B III~IV 2 4 

焼成ランク 1 : Mu IV : glass 
II : Mu-Cr V:原土

III : Cr-glass 

5. タイプ分類

タイプ分類は各々の土器胎土の組成に基づくものであ

る。表 2の「粘土鉱物および造岩鉱物jよりその組成が分

かるが、具体的内容については紙面の都合で割愛した。

ガラス

Hb Ch Qt PI Cr Mu 

210 。 中粒

175 。 中~粗粒

190 。 中粒

193 。 中~粗粒

130 。 4 粗粒

5 110 。 155 15 粗粒

6 102 。 95 5 粗粒

132 。 65 10 粗粒

70 。 粗粒

146 。 102 5 粗粒

220 。 中~粒粒

158 3 細粒

備考:全て細粒 Qt、PI砕屑性粘土

Mont:モンモリロナイト Mica:雲母類 Hb:角閃石

Ch:緑泥石 Qt :石英 PI:斜長石

Cr:クリストパーライト Mu:ムライト
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II 胎土分析結果報告

6.実験結果

①タイプ分類

分類に供した土器は松井田工業団地遺跡より 7点、安中

市秋間窯土i上より 5点、計12点である。

土器胎土は表 2 胎土性状表に示すようにA~Dの 4 タイ

プに分類された。分析した土器にはムライト、クリストパー

ライトなどの高温焼成によって生成した鉱物がX線回折試

験で検出されており、焼成ランクは全体的に高い。これら

高温焼成した土器の特徴は、胎土に含まれる石英を除く鉱

物及び粘土鉱物が高温によって分解、ガラス化し、本来の

粘土鉱物組成を示さなくなっていることである。このため、

タイプ分類では Mont、Mica、Hb，Ch等の検出されないD

タイプが多くなっている。

電子顕微鏡による観察では、全体に粗粒のガラスが生成

し、生地上の組織が変形しているのが認められ、 X線回折

試験の結果とよく一致している。焼成ランクも I~II の範

囲のものと判断された。秋間 5 は III~IV と焼成ランクが

低く、生地土の本来の組織を残している。

次に各タイプについての組成を述べる。

②石英 (Qt) 斜長石 (PI) の相聞について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は、粘土

の材質、土器の焼成温度と深い関わりがある。土器を製作

する過程で、ある粘土にある量の砂を混合して素地土を作

るということは、個々の集団が持つ土器製作上の個有の技

術と考えられる。

自然状態における各地の砂は個々の石英と斜長石の比を

有している。この比は後背地の地質条件によって各々異な

るものであり、言い換えれば、各地域における砂は各々個

有の石英 斜長石比を有していると言える。この、{固有の

比率を有する砂をどの程度粘土中に混入するかは、前記の

ように各々の集団のf固有の技術の一端である。

図 2は土器胎土に含まれる石英と斜長石の関係を示した

もので、松井田工業団地遺跡、秋間窯牡各々の土器を記載

しである。石英は高温焼成でも分解するととは殆どないが、

斜長石は高温では分解してガラス化する。そのため、斜長

石の強度は焼成ランクが上がるに従って低下し、焼成ラン

クが I~II に達すると殆どガラスになってしまう。

図 2 に示すように、 I~Vのグループに土器は分類され

た。

A:松 6、 7

Hb 1成分を含み、 Mont、Mica、Chの3成分に欠

ける。この 2点は組成的にも特徴的で、他のものと

は明らかに異なっている。

B:秋-5

Mont、Micaの2成分を含み、 Hb、Chの2成分に

欠げる。焼成ランクがIII~IV と低く、生地土本来の

組成を示しているものと推察される。

C:松一 I

Mont 1成分を含み、 Mica、Hb、Chの3成分に欠

ける。

D: 松 2~ 5、秋 1~ 4 

Mont、Mica、Hb、Chの4成分に欠ける。これらは

高温焼成のために石英を除く鉱物が分解し、ガラス

化している。このため、焼成ランクが高く、本来の

組成が変化してこのようなタイプになっている。

以上のように、本来の組成に近い組成を示しているもの

は少なく、殆どは高温焼成によって変化している。

I 秋 2のみ

石英70、斜長石 0を示し、他のグループに属さない。

II:松-6， 7 

石英102~110、斜長石は Oである。

III:松 5、秋 l、 3、 5

石英は130~160、斜長石は 0~3 の範囲にあり、個

体数は 4個で幾分分散傾向にある。秋間窯牡の遺物

が集中する。

IV:松 2、3、4

石英は175~195、斜長石は O の範囲にあり、幾分分

散傾向にある。

V:松 1、秋-4

石英は2 1O~220、斜長石 0 で比較的集中度はよい。

次に 2遺跡毎についての特徴を述べる。

く松井田工業団地遺跡〉

本遺跡出土土器のうち、 6、 7で構成される IIグルー

プと、 2、3、 4で構成されるIVグループは、秋聞のも

のとは共存していない。松 1は秋-4と共存し、 Vグ

ループを形成し、松 5は秋 1、3、5と共存してIII
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①松井田工業団地遺跡の土器はII、IVクゃループのように

独自のグループを形成するものと III、Vグループのよ

うに秋開窯社遺物と共存するものとがある。遺跡独自

の土器がどこで製作されたものであるかは、データが

少ないので言及できない。

②秋開窯祉の土器はIIIグループを形成し、松井田工業団

おわりに

今回の分析結果は「資料の選択」欄で述べたように、限

られた点数、器種、時期のものであり、本町及び本遺跡出

土遺物の産地を考えるうえでのほんの一端にすぎないこと

は言うまでもない。このことを踏まえ、以下、若干ながら

考察をしてゆく。

当初、肉眼観察で秋開産と推定した松 6、 7は、実験

結果においてはIIグループという、独自のまとまりを示し、

秋間遺物とはグ、1レープを異にすることとなった。黒色微粒

子を多く含む松-6， 7が秋間遺物と全く共存しなかった

ことは、秋間遺物のうちで黒色微粒子が最も多く観察され

た秋 2が単一で、 Iグループとなった結果からみても予想

外であった。つまり、秋間=黒色微粒子が顕著、という図

式がこの分析ではあてはまらなかったことになる。秋 4、

5が共に胎土に黒色微粒子が少量、又は全く見られないこ

ともこれを裏付ける一つである。このことは、安易に「秋

間産」と推定するのは危険で、あると認め得ることとなった。

また、 IIIグループと Vグ/レ←プで秋間違物と共存している

松 5、松一 lについては、ある程度「秋間産j と考えて
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7. まとめ

グループを形成している。また、 IIグループの 6と7は

共にAタイプの胎土である。このように、 IIとIVのよう

に独自のクキル←プを形成するものと、 III及びVのように

秋聞の遺物を共存するクソレープとがある。

く秋間窯牡〉

秋間窯±止の土器胎土は、基本的には焼成ランクの低い

秋 5で代表されるように思える。それによると斜長石

の強度は明らかに低く、石英を主体としている。秋 1、

3、 5で形成するIIIグループは秋間の代表的なものと考

えられる。また、秋 2と4はIIIク勺レープとは掛け離れ

ており、このようなタイプのものがあるのかもしれない

が、分析数が少ないのではっきりしない。

地遺跡、の土器と共存し、このグ/レ←プが秋間窯祉を代

表しているようである。同様の現象はVグ、ループでもみ

られるが個体数が少なくはっきりしない。秋-2は1個

だけ離れており、判断が難しい。しかし、 IIIクゃループを

中心として 3タイプ存在することは明らかである。

もよさそうである。

IIクゃループとIVクツレープは各々本遺跡、独自の土器で構成

される。これは明らかに秋間窯社以外の生産地を示唆して

おり興味深い。先に述べたように本町では窯±止は確認され

ていないが、地形的にみてその可能性を考え得る場所はあ

り、今後の調査によっては本遺跡出土遺物の産地も判明す

るかもしれない。

土器の産地を解明することは、当時の社会復元を考える

うえでの重要なテーマの一つである。今後、分析データを

積み重ねてゆくことで、本地域の土器生産及び流通が明ら

かになってゆくことと思われる。

※ 本編は、「はじめによ 11 資料の選択J、「おわりにjを田口が

執筆し、他は井上氏の報告書を内容を損わない程度に田口が割

愛して掲載した。
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